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正　誤　表

、　ヾペ－ン 行 誤 正

8 上から11 ．，中葉には継絶する

●

，中葉には断絶する

●

23 上から9 からの検であるため

‘●

からの検出であるため

●　　　　　●

24 下から11 “方形周溝基”

●

“方形周溝墓”

●

78 上から9 口緑部の系態

●

口縁部の形態

●

127 上から13 都城盆地を中心隈や
●　　　　●　　　　●

都城盆地を中心に大隅地方や

●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●

127 上から19 建久図田張りよれば

●　　　　●

建久図田帳によれば

●　　　　●

「宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第4集・本文編」
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序

宮崎県教育委員会では，昭和55年度から地域振興整備公団の

委託を受け，宮崎学園都市建設地内に於ける埋蔵文化財包蔵地

の発掘調査を実施してきましたが，昭和61年度をもって発掘調

査を終了しました。今年度，住宅地区建設予定地内所在の埋

蔵文化財調査報告書を刊行しますが，本書の刊行によって受託

事業のすべてを完了することになりました。

長期にわたる宮崎学園都市遺跡群の発掘調査は，本県の学史

に残る画期的な調査であり，また，調査内容も多岐にわたり本

県の歴史の解明に数多くの貴重な資料を得ることができました。

発掘調査の報告書としては満足いくものではありませんが，

この報告書が専門の研究者だけではなく，学校療育や社会教育

の面にも広く活用されると共に，埋蔵文化財に対する認識と理

解のための一助となることを期待しています。

発掘調査にあたって，深い御理解と御協力を賜わった，公団

や調査指導の先生方，地元の宮崎市，清武町に対して，衷心か

ら御礼を申し上げます。

昭和63年3月

宮崎県教育委員会

教育長　船　木　　　哲



例　言

1．本書は，昭和56～61年度に実施した宮崎学園都市建設事業に係るものの内，住宅地区建設

予定地を中心とする7遺跡の発掘調査報告である。

2．発掘調査は，地域振興整備公団宮崎学園都市開発事務所の委託を受けて，宮崎県教育委員

会が実施した。

3．本書の執筆は，面高哲郎・永友良典・長津宗重・北郷泰道・菅付和樹・－谷口武範が行った。

文責については本文に明記している。

4．各遺跡の報告は担当調査員が分担し，永友が総括編集した。

5．本報告では，次の通りの略記号を用いている。

SA……竪穴住居跡，SB……掘立柱建物跡，SC……土壌，SD……墓，SE……溝，

SH……ピット，SI……集石遺構，SJ……カマド，SL……周溝墓
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第I章　序　説

第1節　調査の契機と経過

1．調査に至る経緯

宮崎学園都市構想は，昭和47年8月に宮崎大学が移転統合の基本方針を決定したことで具体化した。その後，『宮

崎学園都市開発整備調査報告書』（S．53．3），『宮崎学園都市開発整備基本方針概要』（S・53・9）等が作成

され宮崎学園都市建設計画は更に進み，昭和54年8月には『宮崎学園都市開発整備事業に係る環境影響評価報告書』

が作成された。

事業区内の文化財の取り扱いについては，昭和54年10月9日付けで宮崎学園都市建設局から県教育長に対して「宮

崎学園都市開発事業に係る文化財の事前調査について」の依頼があり，県文化課では昭和54年10月24日から26日（清

武町域），昭和54年11月12日から15日（宮崎市域）の二回にわたり，宮崎市大字熊野から宮崎郡清武町大字木原にま

たがる約30肋αの対象区の分布調査を実施した。その結果，22箇所の遺物散布地の外，石塔群1箇所の合計23遺跡を

確認することができた。その面積は対象区の約1割にあたる約399，00伽fに及んだ。

県文化課ではこの23箇所に及ぶ遺跡の取り扱いについて地域振興整備公団や宮崎学園都市建設局等と協議を重ねた。

公園や運動場など現状保存が可能な場所や，農学部の農場など現況で利用可能な場所などについては，発掘調査を保

留する措置を取ることとした。さらに，昭和56年度の第2期契約によって対象地区の全体的な試掘調査を実施したこ

とによって，遣物の散布が認められた箇所でも遺構や包含層がすでにカットされたり，あらたに遺構や包含層が確認

される箇所が発見されるなど分布調査の段階に比べてさらに詳細な把握がなされた。

また，この間，当初確認されていなかった山城が住宅地区で2箇所良好な状態で確認された。県文化課では，現状

保存前提として取り扱いについて協議を重ねたが，事業施行上，保存が困難であるため他の遺跡同様，記録保存の措

置を取ることとした。

一方，調査体制の強化も行われ昭和55年度に2名であった調査員の数も昭和56年度に6名，昭和57年度には8名と

体制の充実が計られた。

本報告書に収録する遺跡は，宮崎学園都市内の住宅地区にあたる地域に所在するものである。これら，各遺跡の発

掘調査年次は，2年目の昭和56年度から最終年度の昭和61年度にわたる。昭和56年度は昭和56年6月27日から昭和57

年3月31日までの第1期契約において熊野原遺跡A地区と前原西遺跡と前原北遺跡の一部の発掘調査，さらに，昭和

56年10月16日から昭和57年3月31日までの第2期契約で226，07伽fを対象とした試掘調査，昭和57年度は，昭和57年

6月24日から昭和58年3月25日までの第1期契約の間に熊野原遺跡B地区と前原西遺跡と前原南遺跡，昭和58年度は

昭和58年4月5日から昭和59年3月20日までの契約において前原南遺跡水田跡，昭和59年度は昭和59年10月9日から

昭和60年3月20日までの契約（昭和59年12月10日に契約変更）で今江城跡（仮称），昭和60年度は昭和60年4月2日

から昭和61年3月25日までの契約で前原北遺跡，昭和61年度は昭和61年4月14日から昭和62年3月25日までの契約に

おいて陣ノ内遺跡と車坂城西ノ城跡の発掘調査をそれぞれ実施した。

2．調査の組織

発掘調査委員会および調査事務局の組織は，次のとおりである。

委　員　長　　石　川　恒太郎　県文化財保護審議会委員

－1－



委　　　　　員　　遠　藤　　　尚　宮崎大学学長（委員は昭和56年度まで）

岡　崎　　　敬　九州大学名誉教授

田　中　熊　雄　宮崎大学名誉教授

田　中　　　琢　奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター長

寺　原　俊　文　県文化財保護審議会委員（委員は昭和61年度まで）

日　高　正　晴　県文化財保護審議会委員

森　　　貞次郎　九州産業大学教授

柳　　　宏　吉　県文化財審議会委員（委員は昭和60年度まで）

横　山　浩　一　九州大学教授

特別調査員　　市川米太　奈良教育大学教授，大塚　誠　宮崎大学講師，小田富士雄　北九州考古博物館長，

金子弘二　宮崎大学教授，亀井明徳　九州歴史資料館主査，小林達雄　国学院大学助教授，

柴田喜太郎　広島大学理学部地鉱教室，橘　昌信　別府大学教授，中村　純　元高知大学教

授，藤原宏志　宮崎大学教授，松下孝幸　長崎大学助教授，三辻利一　奈良教育大学教授，

山本輝雄　九州大学講師，原口正三　大阪府立島上高等学校教諭，下候信行　愛媛大学教授，

村田修三　奈良女子大学教授，木村幾多郎　九州大学講師，町田　洋　東京都立大学教授

事　　務　　局

教　　育　　長

教　育　次　長

教　育　次　長

文　化　課　長

宮崎県教育委員会

四本　茂（昭和55年度），後藤賢三郎（昭和56－59年度），船木　哲（昭和60～62年度）

甲斐俊則（昭和55・56年度），内田琢也（昭和57・58年度），兼田克己（昭和59年度），

村田　綜（昭和60年度），山本一磨（昭和61・62年度）

坂口鉄夫（昭和55年度），船木　哲（昭和56－59年度），児玉郁夫（昭和60－62年度）

山本一磨（昭和55・56年度），井上鉄哉（昭和57・58年度），平田和彦（昭和59年度），

永井初志（昭和60－62年度）

課長　補　佐　村田広則（昭和55・56年度），佐野芳弘（昭和57・58年度），成見　実（昭和59年度），

梨岡　孝（昭和60～62年度）

庶　務　係　長　田中君彦（昭和55年度），島中　勲（昭和56・57年度），安部信宏（昭和58・59年度），

日高達男（昭和60－62年度）

主　任　主　事　穂ノ上昇（昭和55－58年度），井野伸一（昭和59～61年度），串間俊也（昭和62年度）

文化財係長　　山下正明（昭和55・56年度まで）

主幹兼埋蔵文化財係長　田中　茂（昭和57－61年度）

埋蔵文化財係長　　九日恵教（昭和62年度）

（調査員）　　　岩永哲夫（昭和55－58年度），面高哲郎（昭和56－59年度），永友良典（昭和56～59・61年

度）長津宗重（昭和57－59年度），北郷泰道（昭和55－60年度），石川悦雄（昭和56年度），

近藤　協（昭和59年度），菅付和樹（昭和56－59・61年度），日高孝治（昭和57－59年度），

谷口武範（昭和57－60年度）

調　査　協　力　　宮崎市教育委員会，清武町教育委員会

調査補助員　有田辰美，永友加奈子，佐藤譲治，長友三千夫，鎌田亮一，蓑方政幾，岩見典子，戸高真知

子
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表1．宮崎学園都市遺跡発掘調査関係遺跡一覧表

地点 遺　 跡　 名 所　 在　 地 内　　　　 容
調査面積扉

（分布 面積 ）

調　 査　 地　 区　 と　 面　 積

備　　　　 考 報　 告　 書　 ・ 概　 要
5 5年度 が 5 6 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

1 山内石塔群 清武町大字木原 中近 世～板碑　 五輪塔 1 ，6 50 1，6 50
宮崎学 園都 市遺跡 発

掘調査報告 書第 1 集

宮崎学園都市埋蔵文化財

発掘調査概報 （Ⅱ）

2 下田畑遺跡 ク
弥生 ～竪穴住 居 1 土坑 1

古代～据立柱建物7 カマド付竪穴住居2 土拡1 33，20 0 10 ，600 22 ，60 0 ケ　　 第 3 集 －

3 赤坂 遺跡 ク
縄文～集石 4

古代～掘立柱建物 2　 カマ ド付竪穴住居 1 4，00 0 4 ，0 0 0 ク　　　　　　　　 ク ク　　 （Ⅲ）

4 小山尻西石塔群 ク 中世～板碑 10 0 10 0 ケ　　　　　　　　 ク －

5 浦田遺 跡 ク
縄 文 ～ 集 石 9

弥 生 ～竪 穴 住 居 6　 土 拡 1 0 1，00 0 1，00 0 ケ　　 第 2 集 ク　　 （Ⅳ）

6 入料遺跡 ク
縄文～集石 3

古 代～土拡 3
3，250 3 ，2 50 ク　　　　　　　　 ク ク　　 （I ）

7 小 山尻 東遺跡 ク
縄文～集石 9

古代～竪穴住居 1 2 ，0 00 2，00 0 ク　　 第 3 集
－

8 田上遺跡 ケ 縄 文～集石 8 7 ，0 00 2，40 0 4 ，600 ケ　　　　　　　　 ク －

9 堂地西遺跡 宮崎市大字熊野

旧石器 ～集石 6
縄文～集石 12

弥生～竪穴住 居 2

中世～柱穴群

31 ，8 00 80 0 3 1，00 0 ク　　 第 2 集 ク　　 （Ⅳ）

1 0 平畑遺跡 ク

縄文～竪穴住居 55

古代～ カマ ド付竪穴住 居 2　 土拡 1 31，70 0 1 次 2 次 未調査地区 は農場用地 として未造成の

ク　　　　　　　　 ク

・ケ　　 （Ⅲ）1 次

中世～掘立柱建物 24 （1 20，90 0） 23 ，7 00 3，00 0 た め調査除外 （59年度 から大学調査） ク　　 （Ⅳ）2 次

1 1 堂地東遺跡 〃

縄文～集石 5

弥生～竪穴住居 2 0　 土拡 18

中近世～掘立柱建物10　石塔群　 井戸　 近世墓
4 3，83 0

1 次

6，83 0

2 次

17 ，2 00

3 次

19，80 0 ク　　　　　　　　 ク

ク　　 （I ）

ク　　 （Ⅲ）

ク　　 （Ⅳ）

1 2 熊野原遺跡 ク

弥生～竪穴住居20　土拡 1 周溝状遺構 1

古墳～竪穴住居23　土拡 1 周溝状遺構 1

中世～掘立柱建物 1 8
5 6，10 0

A 地区

14 ，1 00

B 地区

18，9 00

C地 区

23，10 0

ク　 第 2 集（C地区）

本書（A ・B地区）

ク　　 （I ）A 地区

ク　　 （Ⅲ）B地区

ク　　 （Ⅳ）C地区

1 3 犬馬場遺跡 ク 弥生～中世散布地 （1，10 0） 未造成のため調査除外
－ －

1 4 前原西遺跡 ケ

縄 文～集石 12

弥 生～竪穴住居 3

中世～周溝墓 1 掘立柱建物 4　竪穴住居 1
1 8，0 0 0

1 5号地

4 ，00 0
16号地

6 ，0 00．

16号地

8，00 0
本　　 書

ク　　 （I ）15，16号

ク　　 （Ⅲ）16号

1 5 前原北遺跡 ク

縄 文～集石 31 芸芸＝竪穴住 居囲

ク
中世 ～掘 立柱 建物 5 1

近世 ～近 一世墓

2 9，0 00 5，00 0 24 ，0 00 ク
ク　　 （Ⅱ）

ケ　　 （Ⅴ）

1 6 前原南遺跡 ク

古墳 ～竪穴住 居 6 ，水 田祉

古代 ～カマ ド付竪穴住居 3

中世 ～据 立柱 建物 18

1 1，7 70 6，77 0 水田5，00 0 ケ
ク　　 （Ⅲ）

ク　　 （Ⅳ）水田

17 陣 ノ内遺跡 ク

縄文 ～集石 14　 弥生～竪穴住居 1
古墳 ～竪 穴住 居 1 3

古代 ～ カマ ド付竪穴住居 9

中世～掘立柱建物 13

6 ，5 00 ・6，500 ク ク　　 （Ⅵ）

1 8 卓坂城西 ノ城跡 ク 中世山城 6，00 0 6 ，0 00 ク ク　　 （Ⅵ）

1 9 木花遺跡 ク 弥 生～中世散布地 （13，00 0） 未造成 のため調査 除外
－ －

2 0 今江城跡 （仮称） ク
弥生～竪穴住 居 3

中世山城 6，00 0 1，00 0 5，00 0 本　　 書 ク　　 （Ⅴ）

（報告書刊行年度）
概報 （I ） （‡） （Ⅲ） （Ⅳ）

報告書第1集 第2集，第3集

（Ⅴ） （Ⅵ）
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埋蔵文化財センター整理専門員　津隈久美子

整理補助員

整　　理　　員

（昭和55－62年）

増田慈子，酒井晴子（昭和58年度まで），日野美智子

藤丸美代子，渡辺祥子，菊野悦子，冨田優子，長友玲子，手束千恵美，有田具子，今橋牧子，

勇瑞枝，鳥越智子，荒武望恵，桑畑　礼，荒木慶子，荒木真由美，加藤泰子，富永優子，橋

本真智子，松岡邦子，清水玲子，永峰まり子，竹島典江，川崎法子，田原辰子，高山幸子，

野村涼子，長沼幸子，東えり子，斉藤保子，迫坪千代子，金井裕子，溝口フサ子，丸山直子，

佐々木ゆみ子，金丸琴路，西　洋子，清武和子，岸沢悦子，横尾理恵，石田裕美，安部美智

子，戸高真知子，中村江里，松田京子，清武幸美，染矢裕子，押方マミ，椎葉順子，岩見典

子，甲斐智子，押川京子，横山千穂

（永友良典）

第2節　遺跡の位置と環境

宮崎学園都市遺跡群は，行政区では宮崎市大字熊野と清武町大字木原であり，北の清武川と南の加江田川に挟まれ

た標高1加の洪積台地上に分布している。台地の東端から日向灘の海岸線まで約2血であり，西の鰐塚山系から東へ

中位面I一同正一後背低地と傾斜した台地で，谷底低地や開析谷が数本も入り込んでいる。

本報告に収録した遺跡は，台地中央の熊野原遺跡・陣ノ内遺跡・前原西遺跡であり，東端部の前原北遺跡・前原南

遺跡・今江城である。

旧石器時代

学園都市遺跡群が存在する洪積台地に最初に人間の生活が営まれたのは，西北端（平坦地中位面Ⅱ）の標高30－50
＊

m（比高10－3伽）に位置する堂地西遺跡である。当遺跡では第2オレンジ層（AT22，000－21，000年前）上位のハ

ードローム層（Vb層）から縦長剥片を素材とした二側辺加工のナイフ形石器と一側辺と両側辺の基部に加工のある
（1）

剥片尖頭器が出土しており，九州の旧石器編年の後期前半に比定されている。生活遺構としての集石遺構は標高4伽

で直径約2伽の範囲に6基が3ブロックに分かれる。また石器の分布から，直径1伽の3つのユニットが1血の間隔

で想定され，Aユニット（ナイフ形石器3・尖頭器1・彫器1）からは100点も出土している。当遺跡群では浦田遺
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　＊

跡（ナイフ形石器1・細石刃1・彫器1）・前原西遺跡（細石核・細石刃・剥片）・堂地東遺跡（剥片尖頭器1）で

も出土しているが，堂地西遺跡で見られるようなユニットの復元までには至っていない。
（2）

近隣の田野町では，芳ケ迫第1遺跡では2基の集石遺構間の径5mのユニットからナイフ形石器3・剥片尖頭器1
（3）

・三稜尖頭器1・彫器1・指器1などが出土している。同第3遺跡では石核2・剥片を伴った集石遺構1基と剥片尖
（4）

頭器1が出土している。札ノ元遺跡では1基の集石遺構を中心として径3m程度の範囲で石核2・ナイフ形石器1・

剥片などが出土している。

縄文時代
＊

草創期の遺跡としては前時代から継続して堂地西遺跡が営まれ，Ⅳ層へⅤ層上部から爪形文土器（文様として爪な

いしヘラによる規則的に施されたもの）と隆起線文土器（隆起線の上下に張り付けの際についたと思われる爪形文が

文様となっているa類，指頭による隆起線の張り付けが行なわれたb類）に伴なって細石刃・局部磨製石斧を出土し
（5）

ている。この時期の土器群は当遺跡群には他には存在していないが，県北の岩土原遺跡（北方町）でも第2文化層か

ら堂地西遺跡の隆起線文a類が細石器を共伴している。
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1．山内石塔群（23号地）

2．下田畑追跡（1号地）

3．赤坂遺跡（7号地）

4．小山尻西石塔群（8号地）

5．浦田追跡（4号地）

6．人料遺跡（5号地）

7．小山尻東通跡（2号地）

8．田上追跡（3号地）

9．堂地西遺跡（9号地）

10．平畑遺跡（10号地）

11．堂地東通跡（11号地）

12．熊野原遺跡（14号地）

13．犬馬場退跡（13号地）

14．前原西遺跡（15・16号地）

15．前原北追跡（20号地）

16．前原南遺跡（19号地）

17．陣ノ内通跡（18号地）

18．車坂城西ノ城跡

19．木花追跡（21号地）

20．今江城（仮称）跡

Fig．1　学園都市遺跡群位置図
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＊　　　　　　　　　＊

早期になると遺跡が拡大し，堂地西遺跡（集石遺構28基）・堂地東遺跡（同5基）・平畑遺跡（散　石）・前原西
＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊

遺跡（同12基）・前原北遺跡（同31基）・陣ノ内遺跡（同14基），下田畑遺跡（散　石）・小山尻東遺跡（同10基）
＊　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊

・田上遺跡（同8基）・赤坂遺跡（同2基）・入料遺跡（同3基）・浦田遺跡（同9基）がある。貝殻条痕文を主体

とする前原西遺跡，小山尻東遺跡，入料遺跡，塞ノ神式を主体とする堂地西遺跡A区，下田畑遺跡，押型文を主体と

する陣ノ内遺跡，堂地東遺跡，前平式・吉田式を主体とする前原北遺跡，田上遺跡，堂地西遺跡B地区であり，前平

・吉田式の前原北遺跡，塞ノ神式の堂地西遺跡が拠点的な集落である。各遺跡間の距離は0．5km～1．5kmと近距離で

ありながら，それぞれ土器群の様相を異にしている。集石遺構の機能としては「石蒸し」や「炉」などが想定されて
（6）

いるが，確定に至っていない。当遺跡群から西へ9．8km離れた前平遺跡群（田野町）では芳ケ迫第1遺跡で集石遺構54
（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

基，同第3遺跡で集石遺構104基，札ノ元遺跡で集石遺構84基・竪穴住居2軒検出されており，4遺跡とも押型文土器

が出土しているが，手向山式・平梓式土器は札ノ元遺跡だけで，塞ノ神式土器は又五郎遺跡だけであり，吉田・前平

式土器は芳ケ迫第3遺跡では全く出土していない。前平遺跡群でも学園都市遺跡群の2倍の規模ながら遺跡間の距離

が180－300mと近距離で遺跡と土器群の様相が似ている。平梓式土器は下田畑遺跡，手向山式土器は小山尻東遺跡で

出土しているが，主体的なあり方は示していない。竪穴住居は当遺跡群では検出されなかったが札ノ元遺跡・又五郎
（9）

遺跡では方形プランの竪穴住居が検出され，県内唯一の例として注目される。
＊　　　　＊

前期になると遺跡数が激減し，曽畑式土器を出土した下田畑遺跡・入料遺跡のみである。土器は口縁部が小さく山
（10）

形を成すものがみられ，かつ短線列文を主とした文様もやや粗く，曽畑式土器Ⅱ式に位置付けられる。県内では11遺跡

で確認されているが，宮崎平野部での出土としては初例であるので注目される。

中期は日向においては希薄であり，当遺跡群においても良好な遺跡はない。
＊

後期になると再び遺跡が営まれ，平畑遺跡の標高31m～37血に円形プランの竪穴住居が24軒発掘調査された。土器

としては指宿式・松山式・市来式などの土器群が出土している。磨製石斧と伴に石錘が出土しており，石錘は両端打
（11）

ち欠きが90％以上で、切目は少ない。県内の他の集落としては丸野第二遺跡（田野町）があり，円形プラン・方形プ
（12）

ランの竪穴住居が26軒発掘調査され，方形プランから円形プランの変遷が追える。下弓田遺跡（串間市）でも方形プ
＊

ランが3軒検出されている。特徴的な遣物としては堂地東遺跡で蛇頭を表現した土器の口縁部が出土しており注目さ

れる。
＊

晩期になると遺跡規模が増大し，平畑遺跡では後期の集落より一段低い標高2玩n～2第nに円形プランの竪穴住居が

42軒発掘調査された。42軒は6グループに分けられ，平畑晩期I期（初頭）4軒、同I期（前半）14軒，同Ⅲ期12軒

と推移しており，一軒の大型住居（床面積2鵬）・数棟の通有の住居（同1融前後）・1棟の焼土面を形成する小形
（13）

住居（同5正前後）によって構成された3－6軒の集落景観が復元されている。住居の規模は34号住居が1鋸と最大
（1朝

規模であり，1伽f前後が平均的な規模で，2本柱で円形ないし楕円形プランである。県北のセベット遺跡（高千穂町）

では長軸330m X短軸260mの楕円形プランの竪穴住居1軒が調査され，晩期前半期中葉に比定されている。この時

（15）

期には円形・楕円形プランの竪穴住居となる。今まで県北の山間部の陣内遺跡（高千穂町）の土偶・石棒・石刀の祭

祀形態しか祭式を窺うことはできなかったが，平畑遺跡でも第二の道具としての石刀・石棒が出土し，平野部での

祭式に新たな彩を添えた。石器構成から平畑遺跡の経済基盤は狩猟・採集に加えて漁務の比重も高いことが窺える。

石錘は両端打ち欠きがほとんどであり，他地域で指摘されるように海岸部の遺跡の様相と同じである。

弥生時代
＊

弥生時代になると，前原北遺跡で夜目式系の未穿孔の孔列を有する刻目突帯文土器が数点出土しているが，この時
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期の遺構は未検出であり，主体的なあり方を示していない。前期～中期前半は土器が出土しておらず，遺跡は形成さ

れていか。県内では前期後半～中期前半の集落としては持田中尾遺戯（高鍋町．円形住居2軒），鐙遺麒（新富町

・円形住居2軒）がある。特に2遺跡とも環濠を有しており，当時期の緊張関係がうかがえる。

中期後半になると前原北遺跡に集落が形成される。該期の竪穴住居は13軒で，13・14号住居は直径8mの円形プラ

ンの住居である。住居のほぼ中心に2本の主柱穴があり，壁寄りに8本の柱穴が円形状に巡る。この時期の袋状竪穴
＊

も検出されているが，群としてのあり方は示していない。また住居内の貯蔵穴もこの時期から見られる。堂地東遺跡

では中期後半の方形プランの住居2軒，下田畑遺跡では中期後半の方形プランの住居1軒があるのみで，前原北遺跡か

らの分村と想定され，前原北遺跡が拠点集落である。県内ではこの時期の集落は調査されていない。
（1鞠

後期初頭になると円形プラン及び方形プランを基調として内側に複数の突出壁を有する「日向型間仕切り住居」に
●　　　　　　　　　　　　　＊

よって構成された集落が堂地東遺跡（19軒）に形成される。堂地東遺跡は初頭に9軒，前半に8軒と8～9軒で集落

を形成し，中葉には継絶する。当遺跡からは瀬戸内系の凹線文の壷形土器・軽石製石製品などと伴に鉄器がかなり出

土しており，この時期に鉄器が普及し始める。この時期の土器はくの字口縁状に1条の刻目突帯を有する土器を特徴
＊　　　　　　　　　＊

とする。後期後葉には谷を挟んで南東へ約400m離れた平坦地中位面Ⅱの熊野原遺跡B地区（18軒）と前原北遺跡（

20軒）に集落の中心が移動し，末葉まで継続するが，前者が古墳時代初頭には断絶するのに対して後者は古墳初頭ま

で継続する。堂地東遺跡・熊野原遺跡B地区とも「日向型間仕切り住居」を主体とする集落であるが，前者が工・Ⅱ

・Ⅲ類，後者がI・Ⅳ類で構成されており，時期的・構造的変遷が見られる。後期後菓～末葉の時期の集落としては
＊

別丘陵の浦田遺跡（6軒）があり，後葉には竪穴住居4軒と土拡7＋α基，末葉には竪穴住居1～2軒・土拡1～2

基と変遷しており，分村的あり方を示している。6軒とも方形プランであり，分村的なあり方を加味すると，当遺跡

群では「日向型間仕切り住居」が主体的な集落であり，方形プランの集落は従的な集落であることがおぼろげながら

も窺える。当丘陵では溝・濠は掘削されておらず，他地域に見られるような緊張関係は遺構では追えない。しかし，

前方後円墳の出現という社会的・政治的変革の中で土器変化と伴に在地的な住居であった「日向型間仕切り住居」が

消滅という形で連動していったことを端的に示している。

古墳時代
＊

古墳時代になると，学園都市遺跡群が存在する丘陵の中央部及び東部の平坦地中位面Ⅱに熊野原C遺跡・前原北遺
＊　　　　　＊

跡・前原南遺跡が営まれる。これらの遺跡は標高12～18m，谷底低地との比高差4～7mである。熊野原C遺跡では

23軒の竪穴式住居が調査された。2本柱ないし4本柱の1辺6～7mの方形プランの住居跡で，壁帯溝を持つものも

あった。堂地東遺跡・熊野原B遺跡・前原北遺跡で検出された「日向型間仕切り住居」は，学園都市遺跡内ではこの

時期を以て消滅している。住居跡に挟まれて隅丸方形の周溝状遺構が1基検出され，主体部がなく単独であるため，
＊

墓よりも祭祀の場としての性格が考えられる。これは熊野原A遺跡の弥生時代末葉の周溝状遺構から系譜を追える

点で注目される。当遺跡の時期は，小型丸底壷・高坪から布留式併行期に比定される。1辺4－5mの方形プランの

住居跡が，前原北遺跡で4軒，前原南遺跡で5軒調査されている。前段階の庄内併行期の墓地として東平下周溝豊（

川南町）・川床遺戯（新富町）で周溝墓が，布留式併行期の下屋敷1号農（新富町）が調査されているが，学園都市

遺跡では発見されていない。墓地は当丘陵以外の地に求めるのが妥当であろう。

須恵器I・I期の5世紀後半～6世紀前半になると，学園都市遺跡内には集落も墓地も検出されていない。須恵器Ⅲ

期の6世紀後半になると前原北遺跡（8軒）・陣ノ内遺跡（1軒）が営まれる。しかし，学園都市遺跡が存在する北

へ約1．3km，清武川右岸に木花古墳群が存在する。主軸長50～60m級の前方後円墳3基，円墳5基で構成されており
鋤

木花第1号墳出土の円筒埴輪により川西編年の第Ⅴ期に相当し，6世紀代を中心とした時期に営まれたと思われる。
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北へ約5血の清武川左岸には，前方後円墳1基，円墳3基で構成された清武古墳群が存在する。当古墳群はすべて滅

失しており，また出土遺物は知られておらず，時期は不明である。北西へ約9kmの清武川左岸では灰ケ野地下式横穴

豊（田野町）が調査されているが，当地域には日向の在地型墓制である地下式横穴墓は導入されていない。集落の調

査としては，5世紀後半～6世紀後半の浄土江連戯（宮崎市），6世紀後半の藤掛遺品（新富町），上別府遺戯（高
（27）

鍋町）が調査され，方形プランの竪穴式住居が検出されている。また上薗遺跡（新富町）では5世紀～6世紀の竪穴

住居が300軒も調査されている。

古　代

奈良時代の遺跡は当遺跡群においては確認されていないが，北東3．0kmには奈良時代後半の須恵器の窯跡である松

ヶ迫遺品がある。
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

平安時代になると遺跡が再び増大し，平畑遺跡（据立柱建物14棟・カマド付竪穴住居2軒）・前原南遺跡（カマド
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

付竪穴住居3軒）・陣ノ内遺跡（カマド付竪穴住居9軒・竪穴住居1軒）・下田畑遺跡（掘立柱建物7棟・カマド付
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

竪穴住居2軒）・赤坂遺跡（掘立柱建物1棟・カマド付竪穴住居1軒）・堂地東遺跡（据立柱建物6棟）である。平

畑遺跡では2間×3間を主体とした掘立柱建物とカマド付竪穴住居が3群に分かれ，布痕土器・緑粕・車輪文叩きの

須恵器などの遣物がそれぞれの群で異なるあり方を示しており時期差・機能差が考えられている。布痕土器は内面に
（29）

布目庄痕のある粗製の尖底土器であり森田勉氏分類のIa類に相当し，焼塩壷と考えられている。日向においても古

代の遺沿いの遺跡に分布しており，平畑遺跡の出土量は他地域よりも多く，かつ「延喜式」の日向16駅の1つである

救麻駅は宮崎市大字熊野に比定されているので，当遺跡群はそういう位置付けも必要である。前述の平安時代の遺跡
（3α

のすべてから布痕土器が出土していることからも窺える。カマド付住居は日向において浄土江遺跡の7世紀を上限と

しているが，当遺跡群においては平安時代以降である。陣ノ内遺跡ではカマドのタイプは煙道を有しないもの，煙道

を壁面から地中に掘り込むもの，煙道を掘り込み粘土等で天井を覆うものなど様々である。

中近世

当遺跡群が存在する熊野は，11世紀後半から日下部氏が開発した国富荘の一円荘であり，天授5（1379）年には隈
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

野氏によって支配された。この時期の遺跡として平畑遺跡（据立柱建物10棟・13－14C前半）・堂地東遺跡（据立柱
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

建物4棟・13－16C前半）・陣ノ内遺跡（据立柱建物10棟・13－15C）・熊野原遺跡C地区（掘立柱建物13棟・14C
＊

～15C）・前原北遺跡（掘立柱建物50棟）がある。熊野原遺跡C地区では掘立柱建物が3群に分けられ，各群は庇をもつ掘

立柱建物（母屋）2棟の据立柱建物（納屋あるいは倉庫）を「コ」の字形，或いは逆「コ」の字形に配置されている。また据立

柱建物を囲む溝も検出されており，集落の最小単位と集落景観をある程度復元できる。墓地としては鶴の文様の入っ

た漆器皿・土師皿・銅銭を副葬した前原西遺跡の周溝墓（14C～15C）があるぐらいで少ない。しかし，詣り墓とし

ての石塔は，山内石塔蒜（13C後半～17C）・小山尻西遺品（15C前半）・堂地東遺跡（15C～16C）がある。山内

石塔群では，丘陵斜面に3段の平坦面を造成し，そこに12区に分かれて石塔群が造営されている。その数は五輪塔5

39基，板碑74基であり，それぞれの群は2－6基を単位として一列に構成されるが，コの字形に配列されるものもあ
1＿′

る。石塔群の周囲には河原石を敷きつめており，コの字形配列のⅣ区では空風輪のかわりに相輪を載せた五輪塔が倒

壊した状態で出土し，注目された。堂地東遺跡でも溝で区画された中に2－4基を一単位として39基が東西方向に一

列に並んでいた。

車坂城と今江城は伊東氏と島津氏の争いの産物である。卓坂城では曲輪東端で幅7mの空堀が検出され，14世紀後
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半から15世紀前半の遣物が出土している。東側を削られていたが，山城としては良好別犬態であった。一方今江城は

曲輪の周囲に深さ2mの堀や土塁を有しており，15世紀から16世紀前半の遺物が出土した。車坂城は文献に記載され

ているが，今江城について文献では不明な所が多い。1．25km離れた2つの城の間では遣物の時期的なズレが見られ，

そこに2つの城の関係が暗示されている。

近世になると堂地東遺跡では墓が営まれ，「墓道」が想定される溝の末端の両側に3号墓・4号墓を中心に計14基

営まれており，一族の墓地と推定される。

以上のように，学園都市遺跡群がある当丘陵では縄文時代中期・弥生時代前期・古墳時代（5世紀後半～6世紀前

半）・奈良時代に空白を有しながらも，連綿として遺跡が営まれ，それを発掘調査したことで，小地域（学園都市遺

跡群）の歴史が解明されるだけでなく，日向の歴史を解明して行く大きな手懸りの一つを得た。

（長津　宗重）

註　＊印は学園都市遺跡群であり，下記の報告書による。

番 号 遺　　 跡　　 名 概　　　　　　　 報 本　　 報　　 告　　 書

1 山　 内　 石　 塔　 群 宮山奇学園都市埋蔵文イヒ財発掘調査 宮山奇学園都市遺跡発掘調査幸艮告書
概　　 幸艮 （Ⅱ）　　 1 9　8 1 第 1 集　　 1 9　8　5

2 下　 田　 畑　 遺　 跡 同上　 第 3 集　 1 9 8 5

3 赤　　 坂　　 遺　　 跡 同上 （I ）　 1 9 8 1 同上　 第 3 集　 1 9 8 5

4 小　 山　尻 西 石 塔 群 同上　 第 3 集　 1 9 8 5

5 浦　　 田　　 遺　　 跡 同上 （Ⅳ）　 1 9 8 3 同上　 第 2 集　 1 9 8 5

6 入　　 料　　 遺　　 跡 同上 （I ）　 1 9 8 0 同上　 第 2 集　 1 9 8 5

7 小　 山　 尻　 東　 遺　 跡 同上　 第 3 集　 1 9 8 5

8 田　　 上　　 遺　　 跡 同上　 第 3 集　 1 9 8 5

9 堂　 地　 西　 遺　 跡 同上 （Ⅳ）　 1 9 8、3 同上　 第 2 集　 1 9 8 5

10 平　　 畑　　 遺　　 跡 同上 （Ⅲ）　　 1 9 8 2
同上 （Ⅳ）　　 1 9　8 3

同上　 第 2 集　 1 9 8 5

11 堂　 地　 東　 遺　 跡
買封 嘉） i ；－≡三

同上　 第 2 集　 1 9 8 5

12 熊　 野　 原　 遺　 跡
A　　 地　　 区

同上 （Ⅱ）　 1 9 8 1 本　 報　 告

B　 地　 区 同上 （Ⅲ）　 1 9 8 2 本　 報　 告

C　 地　 区 同上 （Ⅳ）　 1 9 8 3 同上　 第 2 集　 1 9 8 5

13 犬　 馬　 場　 遺　 跡 試掘のみ

14 前　 原　 西　 遺　 跡 同上 （Ⅱ）　　 1 9　8 1
同上 （Ⅲ）　　 1 9　8　2

本　 報　 告

15 前　 原　 北　 遺　 跡 配 津 ） 日 出 本　 報　 告

16 前　 原　 南　 遺　 跡 同上 （Ⅲ）　　 1 9　8　2
同上 （Ⅳ）　　 1 9　8　3

本　 報　 告

17 陣　 ノ　 内　 遺　 跡 同上 （Ⅳ）　 1 9 8 4 本　 報　 告

18 車　　 坂　　 城　　 跡 同上 （Ⅵ）　 1 9 8 4 本　 報　 告

19 木　　 花　　 遺　　 跡 試掘のみ

20 今　　 江　　 城　　 跡 同上 （Ⅴ）　 1 9 8 5 本　 報　 告

表2．宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書掲載項目一覧表
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（1）橘昌信・萩原博文　「九州における火山灰層序と旧石器時代の石器群」『第四紀研究』第22巻3号1983

（2）面高哲郎　「芳ケ迫第1遺跡」　『田野町文化財調査報告書』第2集1986

（3）寺師雄二　「芳ケ迫第3遺跡」　『田野町文化財調査報告書』第2集1986

（4）寺師雄二　「札ノ元遺跡」　『田野町文化財調査報告書』第2集1986

（5）鈴木重治　「本邦における土器起源に関する研究一岩土原遺跡を中心に－」『南九州大学園芸学部研究報告』第3集1973

（6）（2）に同じ

（7）（3）に同じ

（8）（4）に同じ

（9）未報告。伊東但氏の御教示。

（用　水ノ江和同　「西九州における曽畑式土器の諸様相」　『同志社大学考古学シリーズ』Ⅲ1987

（11）長津宗重　「丸野第二遺跡」　『田野町文化財調査報告書』第4集1987

（1功　石川恒太郎他　「下弓田遺跡」　『日向遺跡総合調査報告』第1輯1961

（咽　北郷泰道　「集落論ノートー南九州の縄文晩期集落から」『考古学研究』第34巻第1号1987

北郷泰道　「縄文の『むら』」　『文明のクロスロード　MuseumKyushu』第24号1987

（1㊥　長津宗重　「セベット遺跡」　『高千穂町文化財調査報告書』第3集1985

（岬　鈴木重治・賀川光夫　「陣内遺跡」　『日向遺跡総合調査』第2輯1962

（咽　北郷泰道　『持田中尾遺跡』1982

仕の　面高哲郎　「鐙遺跡」　『新富町文化財調査報告書』第2集1983

（岬　長津宗重　「『日向型間仕切り住居』研究序説」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第2集1985

（岬　川南町教育委員会　『東平下周溝墓群－2号方形周溝墓』1982

日高正晴・岩永哲夫　「東平下1号円形周溝墓」　『宮崎県文化財調査報告書』第29集1986

（2q　有田辰美　「川床遺跡」　『新富町文化財調査報告書』第5集1986

位1）新富町教育委員会「新富町・下屋敷1号墳発掘調査中間報告」『宮崎考古』第9号1984

㈲　長津宗重・北郷泰道「首長墓の系譜一大淀川下流域の古墳群を中心として」『宮崎考古』第6号1980

個　田中茂「宮崎郡田野町灰ケ野地下式横穴」『宮崎県総合博物館研究紀要』第1輯1973

個　宮崎市教育委員会「浄土江遺跡」1981

個　岩永哲夫「藤掛遺跡」　『新富町文化財調査報告書第2集』1983

個　宮崎県教育委員会「上別府遺跡」1979

椚　有田辰美　「上薗遺跡」『新富町文化財調査報告書』第4集1987

個　石川恒太郎　『宮崎県の考古学』1968

個　森田勉「焼塩壷考」『大事府古文化論叢』下巻1983

8q　伽に同じ
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第Ⅱ章　熊野原遺跡A・B地区の調査

第1節　調査の経過と概要

熊野原遺跡は，昭和54年11月の遺跡分布調査によって発見された。遺跡の範囲は熊野川を望む台地北縁の約5万正

に及んだため，便宜上，台地の中央を南北に走る市道の東側をA地区，さらに台地中央を東西に走る農道によって，

A地区の西側からこの農道の北側までをB地区，農道の南側をC地区とした。現在の地形では，熊野川にかかる橋の

東側の住宅地と河川敷付近がA地区，橋の南側の拡張された市道とその南西側タウンセンター付近がB地区，九州電

力青島変電所の西側，宮崎大学のテニスコート及びグランド付近がC地区にあたる。発掘調査は，A地区が昭和56年

8月～12月，A地区東半部が昭和57年6月～9月，B地区が昭和57年7月～9月及び昭和58年4月～10月，C地区が

昭和58年4月～7月及び昭和59年1月～3月にかけて実施された。このうち，C地区については昭和60年『宮崎学園

都市遺跡発掘調査報告書』第2集の中で既に報告済みである。

A地区は、初め試掘トレンチを入れ遺構の残存状況の確認をした。その結果，南半部は既に通常の遺構検出面であ

るアカホヤ火山灰層まで撹乱や削平を受けていることが判明したため除外し、遺構及び包含層の確認された北半部

とその北側下段の河川改修部分について面的調査を行った。また，A地区東半部の発掘は，翌年，B地区の発掘に並

行して行ったが，遣物の出土はごく少なく，谷地形を確認したにすぎない。A地区北半部でも西側は，第2次大戦前

後頃には小高い丘であったが，重機で押して平らにしたとの地区民の話通り，既にかなり削平を受けていた。しかし，

中央の谷地形部分には黒色土包含層が残存し，その西方に周溝状遺構1基，北西方向に住居跡2軒がいずれもアカホ

ヤ層上面で黒色土の落ち込みとして検出された。また，中央の浅い谷地形の黒色土を除去すると，北から南へ下る溝

状遺構3条が検出された。周溝状遺構の南側では、精査の結果，掘立柱建物跡1棟が検出された。北側下段の河川改

修部付近では、遣物は殆ど出土しなかったが，交差しあう溝状遺構数条と最近まで使用されていた水田跡が検出され

た。

B地区は，初年度，幹線道路建設予定地の北側の一部を試掘し，遺構を確認したため面的調査を行った。その後，

遺構の広がりが予想された北側の畑地及び豚舎部分については，翌年調査を行った。また，南側については，初年度

のうちに面的調査を行い溝状遺構3条を検出したが，こちらは遣物の出土も殆どみられなかった。北側は，表土下の

黒色土層の残りが悪く，北端部付近のみ厚い堆積状況がみられた。黒色土の厚い部分は割合遺存状況が良好であった

が、豚舎付近はアカホヤ層下まで削平を受けており，また，その南側はアカホヤ層まで深耕による影響がみられ，遺

構上部の削平あるいは床面に達する撹乱などを受けていた。B地区では，先にあげた溝状遺構のほかに，この北半部

で住居跡18軒，土壌1基，掘立柱建物跡5棟などを検出している。

なお，本報告では，以後，特に断らない限り，A地区北半部とその北側下段の河川改修部分についてを「A地区」，

B地区北半部の遺構集中部分についてを「B地区」と呼称する。

（菅付　和樹）

第2節　遺跡の立地

学園都市遺跡群は加江田川と清武川に南北を挟まれて東へとのびる2本の丘陵上に点在している。このうち，南側

の丘陵は西部の山地と南東部の丘陵地帯との間に広大な台地状の緩傾斜面が形成されている。熊野原遺跡は，この台

地のほぼ中央に位置し，遺跡の西側から北東方向は小河川熊野川とその谷底低地に面している（第1図）。C地区が
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やや台地の中央へ寄っているほかは，A・B地区ともこの低地に面した比高差約1・5－4mの段丘上に立地している。

調査時に観察された表土下の削平状況から推測すると，前述のとおりA地区の西側とB地区の東側，つまり中央付近

は，当時やや小高くなっていたと思われ，遺構はその東側斜面と西側斜面とに営まれている。その間に遺構が存在し

たか否かは現在不明である。A・B両地区は，その営まれた時期や地形上からみて一体性が強く，同一の遺跡と考え

てよいと思われる。その点C地区は，地形上も隔たり時期的にも新しい住居跡群であるため，熊野原遺跡はA・B地

区とC地区とに二分できると思われる○行政区分上はすべて宮崎市大字熊野字熊野原に含まれるo

A・B地区の基本的な層序は，I層表土，Ⅱ層黒（褐）色シルト質土，Ⅲ層赤褐色砂質土（アカホヤ火山灰層），

Ⅳ層褐色（硬質）土，Ⅴ層明褐色粘質土で，学園都市遺跡群内の他の遺跡の基本層序とほぼ同じである。ただ，‡層

は残存状況が悪く，遺構内及びその周辺と旧谷地形にみられるほか，B地区北端部でのみ厚い堆積状況が観察された。

また，Ⅲ層は，同台地上南西約1加の平畑遺跡のものに比べると赤味が強い。
（菅付　和樹）

第3節　弥生時代の遺構と遣物
′

A地区，B地区の順に遺構及び遣物の出土状況等を報告する。なお，住居一覧については表1を，また，個々の遣

物については第18図～第43図，Fig．2，並びに表2・4を参照されたい。

1．住居跡

表1　A・B地区住居跡一覧表

地 区名 住居跡番号 形　 態 規 模
m

面 積 が 中央空間　 z
m

間仕切られた空間　 2
m

主柱穴 突出壁 焼土面 掘り込み 備　 者

A
S A l 方 形 5 ．7×5．6 3 1．6 不 明 4 0 0

S A 2 方 形 3 ．4×2．9 9．9 不 明 0 6 2

B

S A l 円形 6 ．5×6．3 3 2．1 13．6 18．5（2 ．蝕f X 7 ） 4 7 1 4

S A 2 方形＋円形 6 ．4×5．6 29．2 5．4 23．8 4 4 1 1

S A 3 方形 6 ．1 ×5．7 26．6 4 2 2 1

S A 4 方形 7 ．0 ×6．0 38．8 4 1 4 2

S A 5 方形 4 ．7 × ？ －
1 ＋ α 1 ＋ α 上書β1

床 面 1
0

S A 6 方形 4 ．2×3．6 13．6 2 0 1 0

S A 7 方 形 4 ．6×4．5 18．3 2 2 0 1 有茎磨製石鍍

S A 8 円 形 7 ．0×6．9 34．8 19．0 15．8（2 ．C扉 × 8 ） 5 8 2 1

S A 9 方 形 3 ．6× ？ －
2 ？ － 0 0

S A lO 方 形 4 ．8×4．4 18．9 2 1 0 2

S A ll 方 形 4 ．5 × ？ －
1 ＋ α 1 ＋ α 不 明 2 ＋ α

S A 12 方形 4 ．8 ×4．1 16．2 2 0 0 1 磨製石鉄，
ガラ女製小玉

S A 13 方形 4 ．5×4．4 15．9 2 2 1 2

S A 14

S A 15

方形 3 ．3× ？ －
2 － 0 1

方形 ？ 2 ．1× ？ － － － － －

S A 16 方 形 5 ．3×4．4 2 1．2 2 1 1 1

S A 17 方 形 ？ ？ － － － 不 明 不 明

S A 18 方 形 5 ．5×5．0 2 5．3 2 1 ＋ ム 1 1
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A地区（第3図）

SAl（第5図，図版1・3）

周囲のぼんやりした黒色土の落ち込みとして検出された。残存状況は割合良好と思われる。検出時の黒色土の堆積

状況からみて据り込み面は黒色土下部であろう。検出面からの深さは壁際で約30cm前後，中央に向かってゆるやかに

深くなり中央で約40数cmある。床面は固くなく貼床はみられない。床面中央部には約5cmの厚さで灰が堆積していた

が，掘り込み，焼土面等は確認できなかった。また，床面を精査したにもかかわらず柱穴は検出できなかった。東西

の壁の中央に各1箇所，南壁の張り出し部分を挟んで両側に2箇所，突出壁と思われる硬いブロック状のⅢ層下部～

Ⅳ層を掘り残した部分が確認できたが，調査中にあやまって削り取られてしまった。図中の破線はその推定復元範囲

である。

遺物は中央空間に多く出土し壁際は少ない。遺物の全体量は多くないが，各器種から主なものを図化した（第18図）。

出土傾向としては，聾形土器が少なく，壷形土器の小型のものは長頸，算盤玉状の胴部を持ち，高坪・器台が殆どみ

られなかった。1・2の婆形土器は中央北壁よりに，3～5の壷形土器は南壁西側の突出壁付近に出土している。ま

た，7・8の鉢形土器は東壁突出壁の両側で，6の線刻絵画文のある小型長頸壷形土器は南西隅で出土している。絵

画文は磨耗が激しく全体像は捕らえにくいが，双葉のような文様と渦巻き文，不明な線刻及び平行3本沈線文などが

肩部を巡り，頭部には1条の沈線が巡るようである。

SA2（第5図，図版1）

かなり削平を受けた状態で検出された。遺物量はごく少なく，弥生土器片が少量出土したほかは中央部東西方向に

炭化材片が散乱，そして小さな焼土面も同様の範囲の各所に観察された。土器片はいずれも小片で図化にたえるもの

ではなかった。床面は割合平坦で中央部に浅い掘り込みがあるほかは柱穴等検出できなかった。

B地区（第4図）

SAl（第6図，図版6）

上部は削平され深耕により床面にいたる撹乱を受けていた。また，東側の％強の壁面も撹乱されている。突出

壁は40～50cm幅で1m前後の長さ掘り残されている。この壁によって区画された空間は7箇所で平面プランはいわゆ

る“花弁状”を呈する。柱穴と突出壁との対応関係は希薄である。中央には2箇所の掘り込みがあり，そのうちのひ

とつは北側に焼土面がみられる。遺構全体の平面プランは正円ではなく規格性に乏しい。より中央空間の方が正円に

は近い。

遺構が床面に達する溝状の擾乱を受けていたため遺物の出土状態も安定しているとは考えがたいが，中央空間南東

及び北西側，中央焼土面付近，北東側間仕切り部分で多く出土している。しかし，図化にたえる遺物は少ない（第20

図）。30は完形に近い壷形土器で中央部掘り込み付近出土。31は長短2本の弧を描く線刻記号文のある壷形土器片で

西側突出壁先端のやや南側で出土している。

SA2（第7図，図版6）

遺構検出面の撹乱が著しいためアカホヤの残り具合によって平面プランを確認した。北西及び南西側は直線的な壁

面を有し，他の壁面はそれぞれは直線的ながら全体としては弧状を呈する方円折衷的な平面プランの住居跡である。

突出壁はA地区SAl類似の配置がなされ，北東と南西の壁面中央に各1箇所，その南東側壁面に2箇所あり，北西

側壁面にはみられない。また，南東壁面の突出壁の幅は先細りとなっていて他とは異なっている。掘り込みは南東側・

間仕切り部近くにみられる。柱穴は北東及び東側の突出壁先端に対応して各1個，ほかは通路確保のためか中央寄り

に掘り込まれている。西側の柱穴付近には焼土面がみられる。

遺物は全面に出土しているが，特に掘り込み北西壁周辺に集中している。第20図47・54・55の鉢形土器や高坪・ミ
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ニチュアの器台などは掘り込み付近で出土し，52・53の高坪は北東部突出壁の両側の空間で出土している。また，46

は肩部に5条の細沈線と重弧文が線刻されている壷形土器で南西側間仕切り部を中心に出土している。しかし，聾形

土器については殆ど出土をみない。

SA3（第7図，図版7）

南東～南側壁付近はかなり削平されている。突出壁は方形プランの東西両壁中央付近に各1箇所掘り残されている。

遺存状況の良い西側の突出壁は，幅50cm，長さ130cmを測る。柱穴に挟まれた中央部には浅い掘り込み及び焼土を伴

う浅い掘り込み，その北側には焼土の堆積が検出されている。

遣物（第20図一第21図）は全面的に出土しているが，中央部に多く，特に柱間の浅い掘り込みと焼土の付近に集中

している。婆形土器片はごく少ない。西側突出壁の北側の付け根付近では大型の高坪66が完形のまま押し潰れた状態

で出土している。壷形土器56は南壁西側の壁際で出土した。

SA4（第8図，図版8）

検出時はSA5同様ボーリング調査の際に捨てられたヘドロの堆積がみられ，相当撹乱を受けていると考えられた。

しかし，撹乱は西側の埋土上部にとどまり，検出面からの深さは壁際で20－40cmを測る。床面は割合平坦である。床

面中央には柱穴に挟まれて方形の掘り込みがあり，その南側にも浅い不定形の掘り込みがある。方形の掘り込みの方

はプランも深さもしっかりしており，2箇所に床面上からの焼土の流れ込みがみられる。また，このほかにも西壁寄

りと北東隅側に焼土や灰の堆積がみられる。突出壁は東壁にのみ1箇所みられ，幅約40cm，先細りの先端部は傾斜面

となっている。

遺物（第21図～第23図）は北西～北側が希薄射まかは，ほぼ全面に出土している。特に，中央の柱穴で囲まれた

範囲とその南側，そして突出壁の周辺に多い。賓形土器片は中央部に多く，壷形土器片は不定形掘り込みの南東側に

比較的多い。また，肩部に9（＋α）条の線刻が巡る83は突出壁先端の北西側付近に，波状の線刻文のある86は南西

側壁際に，逆「つ」字状線刻文のある87は中央方形掘り込みの北東縁に，下向きの3重弧線刻文のある88は突出壁先

端の南側に出土している。鉢形土器は全面に，高坪106と器台109は線刻壷83と同じく突出壁先端北西側付近に出土

している。ミニチュアの鉢形土器103は南西隅の壁際で出土している。

SA5（第8図，図版9）

遺構の半分以上を数十年前の天然ガスボーリング調査によるヘドロ処理用の穴で破壊されている。また，上部も削

平を受けていると思われる。平面プランはSA7と同タイプと推定され，北東壁中央に幅50－60cm，長さ120cmの突

出壁が，その先端部近くに柱穴が1箇所検出された。この柱穴の約10cm西側の床面には焼土面が確認されているが，

焼土面は突出壁北側の埋土上部でも検出されている。埋土に埋め戻したような状況は観察されていないので，ある程

度自然埋没した段階でこの焼土は形成されたものと考えられる。残存している床面には掘り込み等検出されていない。

遺物は壁際を除いてほぼ全面に出土している。しかし，中央部の南北方向に出土量が希薄な所があり，ここを境に

東西2箇所に遺物の集中している状況が観察できる。遺物は完形に近いものが重なるように出土した。Fig・1はそ

の上部面での出土状況である。半壊されているため遺物の全体像は不明だが，器種は婆形土器が最も多く，ついで壷

形土器，鉢形土器と高坪はずっと少なく％以下の出土量を示す。今回は図化できる土器のうち半数に満たない数

の土器しか掲載できなかった（第23図一第31図）。遺物の出土状況は前述したとおり東西に二分できるが，122の聾

形土器が両方をまたいで接合できるほかは殆ど東西それぞれの範囲内で接合できる。その内訳は，111－113，115

－117，119－125，127－132，134の聾形土器が東側で，114，118，113の聾形土器が西側で出土している。

また，先の122は東側を中心に西側の希薄部付近でも出土している。中・小型の璽形土器は圧倒的に東側に多い。頸

部に突帯の巡る大型の婆形土器は，135・136が西側で出土しているほか，東側突出壁先端南側に1点，北壁東側の
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Fig．1SA5　遺物出土状況実測図

中央付近に刻み突帯の巡るものが1点出土している。大型の壷形土器は137・138が西側，二重口縁のものでは139

・141が東側，140が西側の希薄部分に近い所で出土している。中・小型の壷形土器では小さな平底を持つ142

・143，短頸または無頸壷の154・155などは東側出土で，145－148，152及び二重口縁の150は西側，151は東側出

土である。鉢形土器は156が西側のほか，157－16はど大半は東側出土である。高坤は坪部の深い162・163とやや浅

い164が東側，165が西側で出土している。大型器台は166が西側端部で，167が東側の西端部中央付近で出土して

いる。土器観察表を若干補えば，121の璽形土器は口縁部から頭部にかけてパケメ原体の上側面側を強く押し付ける

ことによってパケメの端部が浅い沈線状になり装飾効果をあげている。141の壷形土器は，図には表現されていない

が，部分的に肩部から胴部に及ぶ縦方向のヘラミガキがみられる。また，153の壷形土器は肩部の線刻文のほかに頸

部にも2条の沈線が巡っている。このほか，壷形土器から貝類が出土している（図版13）。

SA6（第9図，図版10）
＼

平面プランは方形を呈し，突出壁はみられない。中央に2個の柱穴，その北側に焼土面が検出されている。掘り込

みはみられない。南西隅と北西隅の壁面は撹乱を受けている。

遺物の出土量は多くない（第31図～第32図）。中央の柱穴聞及びその南側を中心に出土している。婆形土器は168

が西側の柱穴付近，170が焼土面北東付近，169と線刻のある壷形土器173，そして，鉢形土器が柱穴南側の遣物の

集中している所，ミニチュアの鉢形土器181が焼土面の西側1mに出土している。

SA7（第9図，図版10）

SA6とともに黒色土の堆積した掘り込みとして検出された。初め，南壁付近に試掘トレンチを入れ，壁面及び床

－16－



面を確認した。平面プランは方形で，東西両壁中央部に幅60－40cm，長さ約120cmの先細りで先端のなだらかな突出

壁を有する。柱穴は突出壁先端よりやや南側に各1個検出され，柱穴の南側には略方形の掘り込みがある。焼土面は

みられない。

遣物の出土量は少ない（第32図）。頸部に突帯の巡る大型の壷形土器184は西壁突出壁先端のやや北寄りに出土。

182・186・187などは北側空間の中央部で，188・189の高士不は東側突出壁の先端部から中央，南側掘り込み付近にかけ

て出土している。また，このほか試掘トレンチを入れた時に略方形掘り込みの周辺で有茎磨製石鉄（第45図10，図版

13）が出土している。これは，全面に研磨痕が残るが，茎の片側の少し欠けている部分には研磨痕は観察されない。

SA8（第10図，図版11）

埋土上部は黒色土と黒褐色土との撹乱（耕作によるものか）で，下部はアカホヤ粒を含んだ暗褐色砂質土，壁際は

これにアカホヤ層のブロックが混じっている。遺構は，8箇所の突出壁によって8箇所に区画された空間を持ついわ

ゆる“花弁状住居”で円形の平面プランを呈する。区画された個々の空間の外壁は緩やかな弧状であるが，遺構全体

としては正円ではなく規格性に乏しい。北側と東側の壁の一部は撹乱のため不明瞭である。また，北東側の間仕切り

部分は当初からアカホヤ塊混じりの凹凸の激しい床面であり，浅くなっている。中央空間には5個の柱穴と円形の掘

り込みが検出され，掘り込みの南西側の柱穴間は他の柱穴間より若干広くなっている。焼土面は，西側の柱穴の間と

北側の床面の2箇所に検出された。

遺物の出土量は比較的多い（第32図一第33図）。その分布状況は、中央空間に多く，間仕切り部分の方は割合少な

い。また，前述の北東側間仕切り部分からは全く出土していない。中央空間では，中央部東西方向により多く，区画

された空間では南西側間仕切り部分により多く出土している。璧形土器191・193は西側焼土付近で、190は南西側間

仕切り部，一192・194は東側間仕切り部で出土している。壷形土器195－197は西側焼土の西～北側の一帯に出土し，鉢

形土器は聾形土器と同様の出土傾向を示す。高坪及び器台は、203・204が北東側柱穴付近，205が円形掘り込みの西

側付近，206が円形掘り込み内及び東側間仕切り部を中心に出土している。

SA9（第10図，図版11）

遺構は柱穴の南側付近から北側全部が破壊され，わずかに遺存していた。柱穴は上部を削平された状態で検出でき

た。平面プランはSA6と同タイプになると推定される。突出壁，掘り込み，焼土面等は確認されていない。

遣物は小片がごく少量出土したにすぎない。Fig．2（表2）はその主なものである。南壁から柱穴の間に分布し

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菅付　和樹）

表2．B地区SA9出土土器観察表

遺物

番号
器　形 部 位

文　様　お　よ　び　調　整

焼 成
色　　　　 調

胎　　　 土

l

備　 考

外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

1 聾 ・口縁部
口縁部　よこナデ 口縁部　パケメの

あとナデ
胴部上半　ナデ

良好
浅 黄 橙色 淡　 黄　 色 1 －3 ミリの砂粒 外面スス付着

胴部上半　パケメ （10Y R ％） （2．5Y ％） を含む 風化

2 士
口縁部 口縁部　よこナデ

よこナデ 良好
浅 黄 橙色 浅 黄 橙 色 1 －4 ミリの砂粒

宝E ～頸部 頸　部　パケメ （10Y R ％））（10Y R％） を多く含む

3 ・＝とさ
口縁部

パケメ
口縁部　よこナデ

良好
淡　 黄　 色 淡　 黄　 色 1 －4 ミリの砂粒

宝E ～肩部 頭　部　ナデ （2．5Y％） （2・5Y．狛 を多く含む

4 高坪 脚部
たてヘラミガキ・
よこへラミガキ
端　部　 よこナデ

よこナデ 良好
淡　 黄　 色

（2．5Y ％）

淡　 黄　 色

（2．5Y タ首）

1 ミリの砂粒を含

む

5 鉢
口縁部 パケメのあと 口縁部　パケメ

良好
浅 黄橙 色 灰　　　 色 1 －3 ミリの砂粒

～胴部 よこナデ 胴　部　たてナデ （10Y Rタ左） （7．5Y 昇） を多く含む
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Fig．2SA9出土土器実測図

SAlO（第11図，第34図208～213，図版14）

東壁中央に1箇所内側に突出する部分をもつ住居跡である。検出面からの深さは南側で20cm，北側で約40cmを測る。

突出部に平行して2本の柱穴があり，床面からの深さは約60cmである。住居中央南には不定形の掘り込みがある。そ

の掘り込みと南壁の間には径約60cmの凹みを検出し，壁面には一部壁帯溝が巡る。焼土については確認できなかった。

遺構検出面での突出部の存在は確認できず，発掘途中で検出した。残存する突出部は地山を掘り残したもので壁より

約1m内側に張り出し，幅は45cmほどで先端は丸い。土層断面で観察すると，突出部の高さは検出面の壁より10cmは

どなだらかに傾斜し，その上部には住居内全体にみられる黒褐色土が堆積している。このことから「土壁」としての

機能は考えられない。

遣物は床面を中心に破片として散逸した状況で出土しているため，図示できるものは少なかった。高坪，器台など

の器種はまったくみられず，婆の胴部片も数点出土しただけ，他の住居と出土状況や器種構成に違いがみられる。

SAll（第11図，第35図214～217，図版15）

擾乱がアカホヤ層下の褐色土までおよび，住居の残存状態は良好でなかった。また西側半分には豚舎が立ち，発掘

することができなかった。検出面は自ずから褐色土となり，住居の深さは約10cmしかなく，遺物も柱穴など床面に

掘り込まれた遺構内からしか出土してない。このことからも弥生時代にはこの周辺は現在より約1mほど高かったこ

とが窺える。住居は東壁ほぼ中央に突出部をもつ方形を基調としている。突出部は長さ約1m，幅付け根部で60cm，

先端部で約40cmを測り，先端はやや丸味をおびるものの，型崩れしている。突出部先端近くに切り合った状態で2個

の柱穴がみられ，建て替えが行われたと考えられる。柱穴は東側の方が新しく，216の壷形土器がほぼ完形で出土して

いる。また，突出部を境に南北の広い空間に径約60cmの掘り込みがあり，北側のからは217の鉢形土器が出土し

ている。豚舎移転後，その下を精査したが遺構は確認できなかった。

SA12（第12図，第34図218・219，第35～38図，第45図1，図版15，16）

方形の住居跡で柱穴を2個検出し，南壁ほぼ中央の床面には径8おmの掘り込みがある。検出面からの深さは南側で

40cm，北側で20cmを測る。南西隅には地山が掘り残された高まりがあり，壁面から内側に向かって傾斜している。ま

た，南壁の西側部分は長さ40cm，幅約70cm，深さ10cmはど夕潮に広げられ，その部分から遺物も出土している。遺物

は西壁中央よりやや南側と北西隅に多量の完形土器が重なり合い廃棄された状態で検出されたが，両者の土器の接合関係

はみられない。これらの土器群は断面で観察すると壁面近くからレンズ状に出土し，この住居が廃絶されある程度土

が堆積した後，廃棄されたと考えられる。それとは別に住居中央や東壁近くにほぼ完形で出土した遺物があり，これ

らの土器が住居に伴うものとして捉えられるかもしれない。

出土遺物は聾が最も多く，壷，高塀，鉢，器台の順で，図示したものは半数程度である。聾は土器溜りから出土し

たものがほとんどである。くの字口縁のものやくの字が崩れ滑らかに立ち上がるものなどあり時期差が感じられる。

壷も聾と同様に底部が平底や丸底，乳房状のものがみられ時期差があるようだ。また，外面に複数の直線文や弧を措
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Fig．3　SA12　遺物出土状況実測図
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くもの，波状のものなど線刻が施されるものもある。特に，241は頸部下に下向きの重弧文と沈線がヘラ状の工具によ

って施される。線刻は全て記号文でA地区で出土したような絵画文はみられない。他に240のような大型のものも出

土している。高坪は244のように坪部がやや内湾し屈曲部から強く外反するタイプと24のよう射不部が直線的にのび

屈曲部からやや外反するタイプとに分かれる。前者の脚部は厚手で細く，後者は薄手で比較的太い。坪部と脚部の接

合は両者とも差し込み方式である。246の器台はくびれるが上方にあり口縁部が垂直に拡張される。また，床面直上

からガラス製の小玉1個が出土した。石器では磨石，凹石，軽石製石器のほかに磨製石鉄が破片を含めて3本出土し

ている。（Fig．3）

SA13（第12図，第39図247～249，図版17）

SAll同様アカホヤ層下の褐色土面からの検であるため遺構の残存状況は悪い。検出面からの住居の深さは約5cm

で，床面は張り床である。東壁と西壁に突出部もち，それに対応して2個の柱穴がみられ，床面からの深さは約60cm

を測る。壁面に沿って壁帯溝が途切れながら巡る。焼土は住居中央よりやや北側に南北120cm，東西6伽mの範囲で確

認できた。その下は60cm，40cmの楕円形に掘り込まれ底の部分は焼けて固くなっていた。それに伴い炭化物も南北方

向に長く広がっている。東側の突出部は長さ110cm，幅70cm，西側の突出部は長さ110cm，幅は付け根付近では120

cm，先端では65cmを測る。突出部と柱穴との間は10cmと非常に狭い。二つの突出部で区切られた南側空間のほぼ中央

には径70cm，深さ20cmの掘り込みがあり，247－249の土器が出土している。床面からは削平を辛うじて逃れた聾や

壷，高坪などの破片が少量出土しただけであった。247は長頸壷で外面はヘラ磨きが施される。249の高坪は坪部は

直線的にのび，屈曲部から外反し口縁端部は丸味をおびる。脚部は高く，下半に円形の透かしが施される。全体的に厚

手である。

SA14（第13図，第39図250～253，第40・41図，第45図，図版18）

発掘区の北東隅に位置し，東側は河川改修に伴う仮設道路によって削平されている。北側は河川改修が行われたが，

辛うじて壁の立ち上がり部分が残されていた。検出面からの深さは南側で4hm，北側で1hmを測る。柱穴は2個検出

したが，焼土は確認できなかった。遣物は殆ど床面から10cmほど上層で出土し，分布状況は東側と西壁の周辺に集中

し中央部は比較的少ない。接合関係は東側と中央部から西壁に分布する遣物とに分かれる。前者には250，252，265，

267，268，270などが，後者にはそれ以外のものが含まれる。この二つの分布・接合状況において土器形態に違いが

みられ時期差か，同時期内のバリエーションと考えられる。ほとんど床面よりやや上層から出土し，住居に伴うかどう

かは疑問があり前者の可能性が高いが，それほどの時間差はないと思われる。

図示した土器は出土遺物の半数ほどで，出土量は聾が最も多く，次に壷，高坪，鉢の順で器台は出土していない。

聾はくの字口縁，底部はあげ底で外方へつまみ出される特徴をもち，胴部があまり張らないものと胴部上半が口径を

大きく上回るぐらい異常に張り出すものの二種類がある。壷は平底のものと丸底のものとがある。261は底部に2本

の線刻が，262は壷の肩部と思われる場所に重弧文と沈線が施されている。高坪は坪部が浅く，屈曲部から長く外反し

てのびる口縁をもつもの（263－265）や坪部がやや深く屈曲部から短くのびる口縁をもつもの（266・267）などある。

石器は少なく磨石が1点出土しているだけである。（Fig．4）

S A15

昭和57年度調査の際には排土の下になっていた部分に位置し，昭和58年度豚舎東側を調査時に確認した。しかし，

大部分削平を受け薄く輪郭が認められただけで，遣物については不明である。

SA16（第13図，第42図275～277）

南西隅を後世の撹乱によって消失しているが，長方形を基調とし短辺である東壁が1箇所内側に張り出す形態の住

居跡である。この突出部は遺構検也面で確認でき，長さ80cm，幅553m，高さ20cmを測る。突出部の延長に2個の
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柱穴があり，床面からの深さは約60cmである。また，突出部と東側柱穴との長さは50cm，2個の柱穴間の距離は190

cmである。床面南よりのところには径1．3mの落ち込みがあるが，遣物が集中しているとか，焼けているなどといっ

た特徴は認められなかった。遺物は破片が多く大部分は南側に分布していた。出土遣物のうち275の器台が西壁中央

付近の床面から出土しているだけで，他は上～中位にかけて出土した。

SA17（第14図，第42図278～280）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

北側と西側がすでに土取りや河川改修によって削平されていて住居の規模や形態は不明である。検出面からの深さ

は約20cmで，柱穴や焼土は確認できなかった。遣物は少ないがほとんど床面から検出し，279の聾北西隅に，278の壷は

ほぼ中央に，280と281は同一個体と思われ南西隅からそれぞれ出土している。279の聾は口径4kmと大型で頸部には

刻み目突帯を有LSA5出土の聾に類似している。280と281の高坪は坪部は薄手で屈曲部から口縁までが長い。坪部

と脚部の接合は，中空の脚部を坪部に差し込んだ後粘土を充填している。

SA18（第14図，第42図282・283，第43図）

東側は後世の撹乱を受けている。残存状況では西壁中央に張り出しをもち，その延長上に2個の柱穴がある。検出

面からの深さは約20cm，突出部の長さは110cm，幅は付け根部分で55cm，先端で35cmを測る。また，他の住居跡をみ

た場合突出部が東西あるいは東に設けられていることからすれば，擾乱を受けている東壁にもあった可能性がある。

突出部の延長上に2個の柱穴があり，突出部と西側柱穴との間の長さは80cm，柱穴間の距離は170cmである。床面中

央のやや北には焼土を検出した。焼土と反対側の南には不定形で深さ約10cmの掘り込みがある。遺物は住居内全体か

ら出土しているが，どちらかといえば突出部より南に多くみられる。283の壷は突出部のすぐ南の西壁のところにま

とまった状態で，282は北西隅の1mの範囲から，284は南東隅から，288は南西隅より南壁に沿って1mほど東に

いったところから出土し，これらの遺物はほとんど壁面近くに分布している。これに対し，前述した遺物以外は住居

全体の遺物と接合関係を示し，それはすべて南北に分布しているものとの接合である。

遺物の特徴は次のとおりである。283は長胴の壷で胴部上半には「×」，下半には3本の線刻が施されている。284

は複合口縁壷で拡張部に楷措波状文がみられる。拡張部は擬口縁の口唇部から貼り付けられていて薄手である。また，

頚部は明瞭な稜をもち厚手である。高坪は288と290の二つのタイプのものがある。前者は坪部がやや内湾しながらの

びて屈曲し，脚部は比較的高く二段に円形の透しがある。脚部と坪部は粘土を充填することによって接合される。後

者は師部はやや外反しながらのび屈曲部から直線的に短く口縁にいたる。脚部は前者に比べ低く，坪部に脚部を差し

込んで接合されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷口　武範）

2．周溝状遺構（第6図，図版2・3）

A地区で検出された。当初，“方形周溝基“として概要報告したものであるが，黒色土層下部から検出されたにも

かかわらず，中央部その他に当然アカホヤ層に達しているべき土壌等の掘り込みがみられなかったこと，昭和60年に

報告された熊野原遺跡C地区をはじめとして住居跡群に近接する周溝状遺構（中央に土壌がなく溝が一周巡っている

だけのもの）の存在が各地で確認されるようになったことなどから今回新たに“周溝状遺構“として報告する。

遺構はA地区SAlの南南西約10m，SA2の南東約8mに位置する。平面プランは北東側が半円形，南西側が隅

丸方形の方円折衷形を呈し，北東～南西方向に長軸を有する。周溝はⅣ層まで掘り込まれ，検出面での幅80－90cm，

底面幅60－70cmを測る。全体に南東～東側が低く，旧谷地形の方へ傾斜している。溝に囲まれた中央部は割合平坦で

土壌等はみられない。その他の掘り込み，焼土面等も確認されていない。

遺物（第18図一第19図）は周溝及びその周辺から出土している。周溝出土の遺物では，北側の上位に土器片が出土

したが，いずれも小片である。下部の遺物は南東側の溝に集中している。その分布状況はFig・5に示したが，東端で

は線刻絵画文のある壷形土器18が出土，二重口縁部に沈線の巡る壷形土器17及び図化しなかったがその他の壷形土器
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・婆形土器がその西側に出土，少し間をおいて鉢形土器15や聾形土器12などが出土し，その西側には突帯をもつ大型

の聾形土器13が広く散乱した状況で出土している。この13の西端上部には線刻絵画文のある壷形土器19が出土し，そ

の西に10・11の聾形土器，周溝の角に鉢形土器14が出土している。また，北西側の角では高坪脚部片16が出土してい

る。中央部東側では上位で凹石26が出土している。 （菅付　和樹）

0　　　　　　2　　　31乃

［Ⅱ工占＝ロコヨ二王＝＝二＝＝＝］

Fig．5　周溝状遺構遺物出土状況実測図

第4節　その他の遺構と遣物

1．土　　壌

SCl（第10図，図版12）

B地区SA8の東側，SA3の北側で検出した。B地区の弥生時代の住居跡群の中にあって切り合いもなく検出さ

れているが，出土遣物は土師器である。平面プランは隅丸長方形。北東～南西方向に長軸を有し，335cmX260cmを測
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Level

－15．0007抒

1　　　　　　　1．5m

ヒ丁つIlllllll　　　」

Fig．6　SCl　遺物出土状況実測図
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る。検出面からの深さは北東側壁際で約50cm，南西側及び南東側壁際で約60cm，北西側壁際で約55cmを測る。土境内

には掘り込み等検出されなかったが，南西側壁面近くに直径1cm前後の小さな軽石と焼土を多量に含んだ土塊が検出

され，床面近くまで堆積していた。

遺物の出土状況はFig．6のとおりである。完形または完形に近いものが多数出土している。遣物は主軸線より北

側に多く，中央に集中している。各器種から主なものを図化した（第44図）。このうち，291・292は土塊の北側，293

は北東隅壁近く，294・295・298は土塊の東側中央部付近で出土している。また，296・297・300などは主軸線上東側中

央部付近，299は土塊の北北東壁際付近で出土している。そのほか，299と土塊との間に302が，主軸南側中央に304が，

295などと同じく土塊東側中央部に306が，その東側297などと同位置付近に305が出土している。ミニチュアの303は北

壁中央東寄りの位置に出土している。これらの土器は，中央部出土のものは土塊上面と同じかそれに近いレベルで出

土し，壁際のものはそれよ．り高いレベルで出土している。また，完形土器は殆どが横倒位である。

土器以外の遣物では，第45図16の軽石製品が北東壁中央付近で，2－9の玉類（図版13）が土塊の南縁付近で出土

している。

2．掘立柱建物跡（第2図，第15図～第17図）

熊野原遺跡A・B地区では，A地区で1棟，B地区で5棟の掘立柱建物跡が検出されている。その規模，主軸方向

等については表3に示したとおりである。掘立柱建物跡の柱穴以外にA地区では周溝状遺構の南側にピットが数十個

検出された。そのうち，南西側の4個のピットはほl茄．2－6．8m間隔で直線上に並ぶが性格は不明である。また，B

地区ではSB5の北側に数個のピットが検出されている。両地区とも掘立柱建物跡の上層に包含層はなく，柱穴から

も遺物は出土していないため，時期を特定できない。ただ，A地区では東側の旧谷地形の黒色土層及び溝状遺構の一

部から，また，北側下段の河川改修部付近から中世の遣物が出土していること（第19図20～24，表5），B地区では表土除

去中に中世の土師器片や土錘がみられたこと，そして，学園都市遺跡群内では現在までに弥生時代の据立柱建物跡が

検出されていないことなどから，この両地区の掘立柱建物跡も中世に営まれたものと推定される。これらの据立柱建

物跡は主軸方向からみると，A地区SBlとB地区SB3が他と異なるほかは，B地区SBl・SB4・SB5はほ

ぼ同方向，SB2はそれに直交方向と大まかな規則性がみられる。規模からは，A地区SBl・B地区SBl，SB

2・S B5，S B3・S B4がそれぞれ近似値を示すが全く同規模のものはない。

3．溝状遺構

A地区南東側旧谷地形で3条，北側下段河川改修部付近で7条検出された（第3図参照）。また，B地区南側でも

表3．掘立柱建物跡一覧表

地 区名
建　 物

番　 号
柱　　　 間 桁　 行

匝）

梁　 行

h ）

柱　　 間　　 寸　　 法

主 軸 方 向 備　　 考

桁　　 行 毎） 梁　　 行 h ）

A S B l 3 間 × 1 間 5．4 3 ．5 1 ．8 3．5 N 27 0　　 W

B S B l 3 間 × 1 間 5 ．1 3 ．4 1 ．7 3．4 N 69 0　　 E

ク S B　2 3 間 × 2 間 4 ．4 3 ．2 1 ．5 1．6 N 16 ．5 0　W

ク S B 3 3 間 × 2 間 5 ．7 3 ．2 1 ．9 1．6 N 69 0　　 E

ク S B 4 3 間 × 1 間 6 ．1 3 ．2 2 ．0 3．2 N 73 0　　 E

ク S B　5 （2 ＋α ）間 ×1間 － 3 ．2 1 ．4 3．2 N 72 0　　 E 建物 規模 不 明
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3条検出されたが，こちらは遺構に伴う遣物も包含層もなく，その性格や時期等については不明である。A地区南東

部の溝状遺構は南側の谷地形の方へ傾斜しており，掘り込みはⅢ層またはⅣ層に及んでいる。出土遣物は殆どない（第

19図）が，SE2では弥生土器，須恵器片及び土師器小皿20と青磁碗片23・24が出土している。また，北側下段の河

川改修部付近では土師器小皿21・22などのほかに目立った遺物もみられないため，これら溝状遺構は中世に営まれた

可能性が大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菅付　和樹）

第5節　まとめ

学園都市遺跡群の各遺跡は，当初，それぞれ番号で呼び分けられていた。当熊野原遺跡はそのうちの14号地遺跡と

されていたもので，後に字名を取って現在の名称にかえられている。今回報告したのは，この熊野原遺跡のA・B地
（1）

区についてである。なお，前述のとおり，C地区は既に報告ずみである。

A・B地区の調査結果をまとめると次のとおりである。

A・B両地区は，遺跡の営まれた時期や立地等からみて同一の遺跡として把握できる。その点，C地区は，時期的

立地的にもA・B地区とは別の遺跡として把握されよう。

検出された遺構は弥生時代の竪穴住居跡20軒、周溝状遺構1基，古墳時代の土壌1基，中世と推定される据立柱建

物跡6棟，溝状遺構13条などである。
（2）

弥生時代の竪穴住居跡は，基本的には平面プラン円形，方形，両者折衷様の3種が検出された。その内訳は円形2

軒，方形17軒、折衷様1軒である。そのうち突出壁を有するもの（竪穴を掘る段階で居住空間内部へ突出した固定的

な障壁として壁の一部を掘り残すもの）は13軒（約65％）検出されている。これらはいずれも切り合いがなく，しか

もB地区では約1600nfという狭い範囲に集中して検出されている。柱穴は不明なものを除き，一般に大型のものは4

本柱（SAl～4）を中心に5本柱のもの（SA8）もみられる。また，SA18はSA3の規模に近いにもかかわら
（3）

ず2本柱であり，その他小型のものは2本柱が中心である。主軸方向は2本柱のものが東西，4本柱のものも東西，南

北方向に並んでいる。小型の住居跡は厳密には殆ど方形に近い長方形プランを呈する。住居跡内部に掘り込みのみ

られるものが11軒ある。それらは円形，方形あるいは不定形のプランを有し，床面中央部からやや南寄りに位置する。

焼土面は10軒に確認されている。その殆どは掘り込みの北側や中央部北寄り付近にみられるが，A地区SAlは中

央に灰が堆積していたものの焼土面はなく，同SA2・B地区SA4は中央部以外にも焼土や灰の堆積がみられた。こ
（4）（5）

の掘り込みについては，概要報告Ⅲ・Ⅳで触れられたように，掘り込みには直接焼土が伴わず，また，掘り込み面も
（6）

焼けていないことなどいわゆる貯蔵穴的な役割を果たしていたものと者えられる。前原北遺跡の弥生時代後期後半の

住居跡内の貯蔵穴に比べるとかなり見劣りするが，SA5をはじめ大型の壷形土器・聾形土器の存在はそれを補う役

割を果たしていたものであろう。また，焼土面についてはすべての住居跡からは検出されず，柱穴の近くにあり通常

火災の起こる危険性があるもの，SA13のように2本の主柱間に焼土面があり，突出壁と柱と火を用いた場所とでそ

の南北両空間の通行が困難になると思われるような例があるなど，焼土面＝日常的に火を用いた場所（＝炉）とは考

えがたいものがある。

これら遺構と遺物の出土状況との関連をみた場合，4本（または5本）柱の住居跡では，いわゆる中央部空間に小

さな掘り込みがみられ近くには焼土面がある。そして，聾形土器を中心とする日常の土器はその振り込みの周囲に集
（7）

中しているという，中央部空間＝日常の生活空間という様相が想定され，新田原遺跡の報告の中で述べられた中央部空
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間を回廊としてとらえる考えかたとは異なった在り方が指摘できる。また，2本柱の住居跡も含めた全体の出土状

況を見た場合，壷形土器や線刻のある壷形土器は住居跡の南半部に多く出土し，高塀及び器台は住居跡東半部でも突

出壁に近い位置により多く出土している。特に線刻文のある壷形土器はA地区SAl・B地区SAl・SA2・SA

4では南西隅またはその間仕切られた部分に出土している。また，高塀は比較的突出壁付近での出土が多い。これら

は当初考えられた耕作による撹乱を辛うじて免れ，床面近くあるいは良好な覆土の中から出土したものが多い。その

ため，出土した個々の土器は殆どその住居跡に伴い，他の住居跡出土の土器と接合する例は住居跡が互いに近接して

いるにもかかわらずごく希である。
（8）（9）

A・B地区出土弥生土器の時期観については概要報告書I・Ⅲの中で若干触れている。今回，整理報告を行うにあ

たり，特にSA5・SA12・SA14などは出土土器の半数以上を公表できなかった。そのため，本報告は昭和57年に
（1功

概要報告書が公刊されて以来，宮崎平野部の弥生土器編年試案の中に必ず取り上げられてきた当遺跡A・B地区の遺

物の大半を公表し，また，住居跡と遺物の出土状況を報告することでその責の一端を果たすことにし，出土土器の細

分については他日に期すことにしたい。しかし，B地区では狭い範囲の中で住居跡の切り合いがないこと，SA5・

SA12・SA14など遺物を廃棄したと思われる住居跡があることなどからそれぞれの住居跡にわずかな時期差がある

と考えられる。そのような時期差のわずかな中で聾形土器・壷形土器など複雑な新旧の要素が入り混じっており，今

後，これを細分することによって住居跡の先後関係や形態の違いが機能差であるか時期差であるかという問題も解決

できると思われる。それで聾形土器・壷形土器の全体所見のみ一応述べておきたい。

聾形土器は端部にシャープさを欠いたくの字口縁，内外面の細かなパケ目もしくはナデ調整，指押さえや指頭つま
（11）

み出しによる高台状の底部，口縁部径と胴部径がほぼ等しいことなどその大半は石川悦雄氏編年のV期（後期後半）

の聾形土器の特徴に相当するが，その中でも128・132・183などの胴部下半にみられるパケ目原体によると思われる削
】‖喝

り気味の強いナデやその他口頭部のくの字状が間延びしたものなどは新しい様相を示しており，後期後半でも「終末」

に近いものであろう。また，SA10208，SA12218・222・225・229，SA14250・251・254など頚部が明確に屈曲

し胴部が張るものは，口縁部がやや長くなり高台状の底部の指頭つまみ出しが強く横に張り出す。胴部下半には削り

状の強いナデもみられ，そして，それらの相乗効果で底部が締まって見える。胴部径は口縁部径を上まわるかほぼ同

じで，胴部最大径は胴部中央か上位にある。これらの諸特徴のうち胴部下半～底部は当遺跡A・B地区出土の大半の

聾形土器から系譜をたどれるものであるが，胴部上半～口縁部にかけては石川悦雄氏が「弥生最終末」としてとらえ
（13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1㊥

た東平下1号円形周溝墓出土土器群中の聾形土器に最も近く，さらに下ってB地区SClの291の土器にも通じる様

相を持つ。よって，これらの聾形土器は当遺跡出土の弥生土器の中では新しい時期のものであろう。ここで，石川氏
（15）

が述べているように「古墳出現期とのからみで庄内式のいずれかの段階もしくは布留式（最古）のどれを最古の土師

器と考えるか」によって終末期の位置付けは「微妙に」変化しうるものの前述の東平下1号円形周溝墓出土璽形土器

を「最」終末期のものとする者えかたに立てば，SA14出土の聾形土器などに代表される新しい様相の聾形土器は弥

生時代「終末期」の中のある段階としてとらえてよかろう。一方，壷形土器についても単口縁壷の場合，口縁部が比

較的長いもの，短いもの，底部がしっかりした平底，凸レンズ状の平底，不安定な小さな平底，極めて丸底に近い平

底，尖底気味の丸底など新旧両要素がみられるが，聾形土器とのセットで見た場合，それらは複雑に入り混じってい

る。
3‖監

B地区では，SA4・SA8出土の炭化物について樹種分析を依頼した。それによると，この熊野原一帯は暖帯の

常緑広葉樹が混生する照葉樹林が形成されており，それらを丸太のまま使用していたと推定されている。

A地区で検出された周溝状遺構は，中央部に墓境はなく，しかも住居跡の近くに位置するものである。平面プラン

や周溝出土の遺物からは古墳の墳丘が削平された後の周溝とは考えられず，当時県内でも類例が知られていなかった○
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（1の

その後，児湯郡川南町で竪穴住居跡群に混在して円形周溝状遺構及び方形周溝状遺構が確認された丸山西原遺跡（弥生
個

後期），竪穴住居跡1軒に近接して2基の円形周溝状遺構が発掘された野稲尾遺跡（弥生後期初頭）など公表，発

見が相次ぎ，学園都市遺跡群でも熊野原遺跡C地区で住居跡群の中に存在する周溝状遺構1基（古墳時代初頭）が発
（1功

掘された。このように，住居跡に近接する周溝状遺構の類例は増えてきたものの，その性格については依然として特

定Lがたく，このA地区の場合も同様に，線刻絵画文壷形土器を含む土器群が南側の周溝部分に一括して埋没してい

た状況は“祭祀的”ではあるが，高坑　器台，その他特殊な用途を窺わせる遺物は殆ど欠落し，火を用いた痕跡もな

いなど，いわゆる「祭祀」と断言できる証拠には乏しい。

B地区でただ1基検出された古墳時代の土壌（SCl）は，埋没していた遺物や玉類の出土状況，焼土と軽石を含

んだ特殊な土塊など極めて“土墳墓”的な様相を示してはいる。しかし，埋土中の脂肪酸分析は行っていないので断

定は避けたい。出土遺物は，形態上若干の違いがみられるが，特に時間差を示すような出土状況は確認できず，一括
餉

遺物と考えてもよいと思う。聾形土器291は現在のところ熊野原遺跡C地区S A7出土の外面タタキの婆形土器のプ

ロポーションに最も近く，また，内湾気味の口縁部や不安定な平底を持つほかの婆形土器，球形丸底の壷形土器など

合わせて考えても，C地区SA7出土遺物（布留式併行期）よりはやや新しい時期に落ち着くものと考えられる。

以上のように，当遺跡は弥生時代後期後半から終末にかけて住居跡群と周溝状遺構が営まれ，古墳時代初頭をやや

下る時期に土壌が，中世と考えられる時期には掘立柱建物跡や溝状遺構が営まれている。主体となる弥生時代後期後
¢1）　　　　　　¢2）　　　　　　¢3）　　　　　　伽　　　　　　　㈹

半「終末頃の遺跡としては，同じ学園都市遺跡群内の浦田遺跡　前原北遺跡，前原西遺跡，堂地東遺跡，堂地西遺跡，
㈹

平畑遺跡などがあげられるが，前2者がある程度まとまった住居跡群であるのに対し，ほかは数軒あるいは遺物のみ

発見されている小規模な遺跡であり，今後これらの遺跡と関連付けて検討することによって熊野原遺跡A・B地区を

含めた学園都市遺跡群の立地する台地上のこの時期の集落の様相が明確になってくると思われる。ただ，墓域や経済

基盤等の問題はこれから土地区画整理事業等周辺の開発が進む中で慎重に解決すべき課題である。

（菅付　和樹）
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表4．A地区・B地区土器観察表
図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構 名 器 形 部 位

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

18 1
A 地 区

S A l
聾

孟荒 口唇書ロ　 ナテ，
口緑書ロ　 ナテ，・パケメ
月同　 書ロ　 バケメ

口縁部　 ナデ

胴　 部　 パ ケの上 をナデ
良　 好

橙　　　 色
（7 ．5Y R ％）

橙　　　 色
（7．5Y R ％）

1 ～ 3 ミリの砂粒を含む
外面

ス ス付着

〃 2 ク 聾
胴部下半

底 i部

胴部下 半　 調整不明
底　 部　 ナデ

ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色
（7 ．5Y R ％）

浅 黄 橙 色
（7 ．5Y R ％）

1～6 ミリの砂粒を多く含む 風化

ク 3 ク ＝量チ
口緑部 口縁部　 よこナデ 口縁部　 よこナデ ・ナデ

良　 好
拍 橙勇 にぷい黄橙色

1 ～ 2 ミリの砂粒を含む 風化璽E 胴 i部 胴　 部　 パケメ 胴　 部　 ナデ （10 Y R　 ％）

ク 4 ク 士
口縁部 口唇書β　 パケメ

°
口縁部　 パ ケメ・ナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色

1 ～ 3 ミリの砂粒を含む笠 胴 t部 口繰書β　 よ こナテ′・ゆびわ さえ
月同　 書β　 ノ、ケメ ・よ こナテr

胴　 部　 ゆびおさ‘ぇ・パ ケメ （10Y R ％） （10Y R　 ％）

ク 5 ク 士宜 胴　 部 調整不明
胴　 部　 よこナデ・シポ リ

ゆびおさえ・ナデ
良　 好

を 藷 房 鷲：書芸 勇
1 ～ 2 ミリの砂粒を含む 風化

ク 6 ク ・＝ヒ宝E 完　 形 パケメ
口緑書β　 よこナテ，
雲　 量筐　 パ ケメ 良　 好

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）
拍 拇勇 1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

肩部，線刻あり

風化

ク 7 ク 鉢
口縁部 口緑書β　 パケメのあ とナテr 口縁部　 ナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色

2 ミリ前後の砂粒を多く含む 風化底 i部 月同書β下 半　 ノ→ケメのあ とナデ
底　 書β　 ナ・デ

胴　 部　 パ ケメのあとナデ （10Y R ％） （10 Y R　 タ1）

ク 8 ク 鉢 完　 形
口緑部　 パケメ
月同書日下 半　 パケメ
底　 普β　 ゆぴお さえ

ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色

（7 ．5Y R ％）
罷 禦 瘍 2 ミリの砂粒 を多 く含む

5 ミリの砂粒 を含む
風化 ・剥落

ク 9 ク 高塀 士不　 部
ヘラ ミガヰ
よこナデ

ヘ ラ ミガキ 良　 好
橙　　　 色

（7 ．5Y R ％）

にぷい黄橙色

（10 Y R ％）
1 ～ 3 ミリの砂粒を含む

〃 10
周溝状 聾 口縁 部 口縁部　 ナデ

ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色

1 ～ 6 ミリの砂粒を含む
外面スス付着

遺　 構 胴 1部 胴　 部　 パケメのあ とナデ （7 ．5Y R ％） （7．5Y R ％） 風化

ノク 11 ク 聾 口縁部 口緑普β　 ナテ′・よ こナテr ナ　 デ
良　 好

にぷい橙色
2 ～3 ミリの砂粒を多く含む

外面

底 i部 月同　 書β　 ナデ ・パケメ
底　 普β　 ナテ∫

胴　 部　 ゆびおさえ （5 Y R ％） スス付着

ク 12 ク 聾 口縁 部 口唇部　 よこナデ ナ　 デ
良　 好

にぷい黄橙色 にぷい黄橙色
2 ～ 3 ミリの砂粒を含む

底普あ寸近 パ ケメ 胴　 部　 ゆびおさえ （10Y R ％） （10 Y R ％）

ク 13 ク 聾 口縁部

底書あ寸近

口唇部 ・突 帯　 よ こナデ

パ ケメ
口縁部　 パ ケメ やや不良

浅 黄 橙 色
（7 ．5Y R タイ）

浅 黄 橙 色
（7．5Y R タ1）

1～3 ミリの砂粒を多く含む 風化

ク 1 4 ク 鉢
口縁部

底 i部

口唇書β　 よこナテ′
月同　 書β　 パケメ ・ナテ′

ゆぴお さ　え

口緑部　 よこナデ
胴　 部　 調整 不明

良　 好
‘浅 黄 橙 色
（7 ．5Y R ％）

浅 黄 橙 色
（7．5Y R ％）

1 ミリの砂粒 を含む 風化

ク 1 5 〃 鉢
口縁部

底 i部
ナ　 デ ナ　 デ 良　 好

橙　　　 色
（5 Y R ％）

橙　　　 色
（5 Y R ％）

1 ミリの砂粒 を含む

ク 16 ク 高杯 脚　 部 ヘラ ミガキ ゆびおさえ 良　 好
にぷい橙色
（7 ．5Y R ％）

にぷい橙色
（7．5Y R ％）

1 ～ 3 ミリの砂粒を含む
透 か し
推定 4 ヶ所

1 9 17 ク ・＝ヒ 完　 形
口縁部　 ナデ 胴部下半　 パ ケ

良　 好
橙　　　 色 橙　　　 色

1 ～ 5 ミリの砂粒を多く含む 風化 ・剥落
∃互 調 整不明 ナ　 デ （5 Y R ％） （5 Y R ％）

ク 18 ク ・＝lゴ． 完　 形
口縁部　 よこナデ 口縁部　 よこナデ

良　 好
軒 晶 渥 浅 黄 橙 色

1 ～ 3 ミリの砂粒を含む
肩部

宣E パケメ ナデ ・ゆびおさえ （7．5Y R ％） 線刻 あ り

ク 19 ク ・＝ヒ 完　 形
ロホ家書β　 よこナデ 口綾部　 よこナデ ・パケだ

良　 好
橙　　　 色 橙　　　 色

1～ 2 ミリの砂粒を多く含む
胴部

璽E 月同　 書β　 ノ、ケメ
底　 書β　 ナデ

肩’書β・底書ロ　バケメのあとゆぴおさえ
月同　 書β　 パ ケメ

（5 Y R ％） （5 Y R ％） 線刻 あ り

2 0 2 7
B 地 区

要
口縁部 口縁部　 ナデ 口緑青β　 パ ケメ

良　 好
浅 黄 橙 色 にぷい黄橙色

1 ～ 3 ミリの砂粒を含む
外面

S A l 胴 i 部 胴　 部　 パケメ 頸　 書β　 パ ケメのあ とナ丁
月同　 書β　 パ ケメのあ とナテ，

（10Y R ％） （10 Y R ％） スス付着

ク 28 ク 聾 ロ　 縁 調整不明 ナ　 デ 良　 好
橙　　　 色
（5 Y R ％）

，0．1～2ミリの砂粒を多く含む 風化

ク 29 ク 聾 頸　 部 パケメ パ ケのあとよこナデ 良　 好
明’黄 褐 色

（10Y R ％）

明 黄 褐 色
（10 Y R ％）

きめ粗い

0．5～3ミリの砂粒を多く含む

ク 3 0 ク 士 完　 形
口縁部　 よ こナデ 口緑書β　 よこナテ，

良　 好
黄　 橙　 色 黄　 橙　 色

0 ．5～ 2 ミリの砂粒を含む
∃互 パケメ 月同書β　 ゆぴおさえ・パケメ

月同書『下半　 へ ラナテ，・ゆぴお さえ
（7 ．5Y R ％） （7．5Y R ％）

ク 31 ク ・＝量ゴ．
頸　 部 胴部 上半　 ていねいなナデ 胴部上半　 ゆびおさえ

良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 きめ細かい 胴部線刻あり

笠 底 l 部 胴部下 半　 パケメ 胴部下半　 パ ケメ （10Y R ％） （10 Y R ％） 0．1～2ミリの砂粒を多く含む 丸底に近い平底

ク 32 ク ・＝ヒ∃互 口　 縁 ミガキ ミガキ 良　 好
橙　　　 色

（5 Y R ％）

橙　　　 色

（5 Y R ％）

きめ細かい

1 ミリ程の砂粒を含む

ク 33 ク ＝量才 月岡書『下半
ミガキ

胴部下半　 パ ケのあ とナデ
良　 好

にぷい橙色 にぷい橙色 きめ細かい

∃互 底 i部 底　 部　　 ゆびわ さえ （7 ．5Y R ％） （5 Y R ％） 1 ミリ程の砂粒を含む

ク 34 ク 士∃互
胴部下半

底 t部
ナ　 デ ゆびおさえのあとナデ 良　 好

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

褐　 灰　 色

（10 Y R タで）

きめ細かい

0．5～1ミリの砂粒を含む

ク 35 ク ＝土倉宝E
胴書β下半

底 i 部
ナ　 デ ナ　 デ 良　 好

橙　　　 色

（7 ．5Y R ％）

褐　 灰　 色

（10 Y R 昇）

きめ細かい

0 ．5～ 2 ミリの砂粒を含む

ク 36 ク 鉢 口　 縁
口唇部　 よこナデ ′ 口唇部　 よこナデ

良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 きめ細かい

ミガキ ミガキ （10 Y R ％） （10 Y R タ首） 1 ～ 3 ミリの砂粒を含む

ク 37 ク 聾 口　 緑 パケメ ナ　 デ 良　 好
にぷい橙色
（5 Y R ％）

灰　 白　 色
（7．5Y R ％）

きめ細かい

0 ．5～ 2 ミリの砂粒を含む

ク 38 ク 鉢 ？ 脚　 部 ナ　 デ 調整 不明 良　 好
浅 黄 橙 色
（7 ．5Y R ％－）

黄　 橙　 色
（7．5Y R ％）

きめ粗い

0．5～3ミリの砂粒を多く含む

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

39 ク

ク

ク

ク

B 地区

高杯 土不　 部 ヘ ラミガキ ヘラ ミガキ 良　 好
橙　　　 色
（5 Y R ％）

橙　　　 色
（5 Y R ％）

きめ細かい

1 ミリ程の砂粒を少し含む

透 かし推定

4 ヶ所

4 P 高塀 土不　 部 ヘ ラミガキ ヘラ ミガキ 良　 好
橙　　　 色
（5 Y R ％）

浅 黄 橙 色
（7．5Y R ％）

1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

4 1 高杯 脚　 部 調 整 不 明 ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色

（10 Y R タイ）

浅 黄 橙 色

（10 Y R ％）

きめ粗い

0 ．3～ 2 ミリの砂粒を含む

4 2 高杯 脚　 部 ヘ ラミガキ ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

浅 黄 程 色

（10 Y R ％）
1 ミリ程の砂粒を少し含む 1

4 3 聾 口　 縁 ナ　 デ
口唇部　 ゆびおさえ

良　 好
にぷい黄橙色 浅 黄 橙 色 きめ粗い 外面

S A 2

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

ナ　 デ （10Y R ％） （10 Y R ％） 2 ～ 3 ミリの砂粒を含む スス付着

肩部多条細沈
線文＋重弧文

4 4 ・士
口　 緑 口唇部　 よ こナデ 口縁部　 よこナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 灰　 白　 色

0．5～2 ミリ程の砂粒を含む
宝E 胴 i 部 パケメ ゆびおさえ　 ナデ （7 ．5Y R ％） （10 Y R ％）

4 5 士 口　 縁
口唇部　 よ こナデ 口唇部　 よこナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色

2 ～ 3 ミリの砂粒を含む
宝E パケメ ゆびおさえ （7 ．5Y R ％） （7．5Y R ％）

4 6 －こ量ゴ・宝E
頸　 部

胴 1 部
ヘ ラミガキ ゆび おさえ 良　 好

黄　 橙　 色
（10Y R ％）

黄　 灰　 色
（2．5Y　 タで）

1 ミリ程の砂粒 を含む

47 聾 口　 絹：

胴 i 部

口唇部　 よ こナデ 口唇部　 よこナデのあ とゆびお
良　 好

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色
1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

外面一部

パケメ さえ （10Y R ％） （10 Y R ％） スス付着

48 鉢
口縁部 口唇部　 よ こナデ

わずかにパ ケメ 良　 好
黄　 橙　 色 黄　 橙　 色 きめ細かい

風化

外面

スス付着

胴培長 半 調整不明 （10Y R ％） （10 Y R ％） 2 ミリ程の砂粒を含む

49 聾 底　 部 パ ケメ
ナ　 デ

ゆびおさえ
良　 好

黄　 橙　 色
（7．5 Y R ％）

橙　　　 色

（7．5 Y R ％）
0．5～ 2 ミリの砂粒を含む

50 聾 底　 部 パ ケメ ゆびおさえ 良　 好
にぷ い橙色

（7．5 Y R ％）

橙　　　 色

（7．5 Y R ％）
1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

51 －
月脚 下半

底 l 部
ナ　 デ ナ　 デ 良　 好

にぷい黄橙色

（10 Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）
1 ～ 3 ミリの砂粒を含む

－32－



l

l

．

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器 形 部 位

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

20 52
B 地 区

高土不 土不　 部
口唇書β　 よこナテ， 口縁部　 よこナデのあ とミガキ

良　 好
黄　 橙　 色 黄　 橙　 色 きめが粗い

風化
S A 2 口緑書ロ　 よこナテ，の あと　ミカキ

士不部下半　 ノ、ケメのあと ミガキ
土不部下 半　 調 整不明 （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 1～2 ミリの砂粒を多く含む

ク 53 ク 高土不 土不　 部 ミガキ ミガキ 良　 好
橙　　　 色

（7 ．5Y R ％）

にぷい黄橙色
（10Y R ％）

0．5～1 ミリの砂粒を含む 風 化

ク 54 〃 高上不 脚　 部
ナ デ

一部調整不明
ゆびお さえ 良　 好

黄　 橙　 色

（10Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

きめ細かい

卜 2 ミリの砂粒を多く含む
風化

〃 5 5 ク 器台 完　 形
ナデ

ゆびおさえ
ナ　 デ やや不良

浅 黄 橙 色

（7 ．5Y R ％）

浅 黄 橙 色

（7．5Y R ％）
1～5 ミリの砂粒を多く含む ミニチュア

ク 5 6
B 地 区

・＝ビ
ロ繰部 口縁部 ・胴部上半　 パ ケメ 口縁部 ・胴部　 ナ デ

良　 好
浅 黄 橙 色 i　 東　榎

7 ．5Y R タ首
きめ細かい

S A 3 宝E 底 i 部 胴部下半　 ナデ 肩部 ・底部　 ゆび おさえ （7 ．5Y R ％） （i射 ず闇 1 ～ 3 ミリの砂粒 を含む

ク 5 7 ク ・＝lゴ．
口絹ヒ書β 胴部下半　 ケズ リ気味 のナデ 口緑部　 パケ メ 良　 好

寸登　　　　 色
7 1 ～ 4 ミリの砂粒 を含む 平底

笠 底 l 部 パ ケメ 月同部 上半　 ゆぴ おさえ
月岡部 下半　 ナデ

揮 毘 ㈲

ク 5 8 ク ＝量才
ロ綾部 口唇書β　 よこナテナ 口縁部　 よこナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 淡　 黄　 色 きめ細かい

笠 胴 i 部 ロ本妻部　 パケメ，パケメのあとよこナ丁
月同　 書β　 パ ケメ

胴　 部　 ゆび おさえ （10Y R ％） （2．5Y　 ％） 1 ～ 2 ミリの砂粒 を含む

ク 5 9 ク 士璽E 口縁部
口唇部　 よこナデ

調整 不明
よこナデ 良　 好

浅 黄 橙 色

（7．5Y R ％）

黄　 褐　 色
（2．5Y　 ライ）

0．5～2．5 ミリの砂粒を含む 風化

ク 6 0 ク ・＝ヒ 口緑部 口唇部　 よこナテナ 口縁部　 よこナデ
良　 好

黄　 橙　 色 黄　 橙　 色
0 ．5～4 ミリの砂粒 を含む

宝E 頚 1 部 口緑書β・窺書β　 パケメのあ とよ
こナデ

頸　 部　 ゆび おさえ （10 Y R ％） （10 Y R ％）

ク 6 1 ク 短頸壷
口緑部 口唇部　 よこナデ

ゆび おさえ 良　 好
黄　 橙 ‾　色 黄　 橙　 色 きめ細 かい

風化
虐語長 近 調 整不明 （10 Y R ％） （10Y R ％） 1 ～ 2 ミリの砂粒 を含む

2 1 62 ク 聾 胴部下半 パケメ パ ケメ
良　 好

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色
0．5～6 ミリの砂粒を含む

底 1 部 ゆびお さえ ナ　 デ （10 Y R ％） （10Y R ％）

ク 63 ク 鉢
口繰書β 口唇部　 よ こナデ

口縁部　 よこナデ ・ゆびおさえ 良　 好
橙‾‘．　　 色 にぷい黄橙色 きめ細 かい

風化
僻 長 半 調 整不明 （7．5Y R ％） （10Y R ％） 1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

ク 64 ク 高塀 口縁部
口唇部　 よ こナデ

口縁部　 ミガキ
よこナデ 良　 好

橙　　　 色

（7．5 Y R ％）

橙　　　 色

（7．5Y R ％）

きめ細 かい

1 ミリ程の砂粒 を含む

ク 65 ク 高士不 稀　 部 ミガキ ミガキ 良　 好
浅 黄 橙 色

（10Y R ％）
黒　　　 変

きめが粗い

1 ミリ程の砂粒 を含む

〃 66 ク 高塀 完　 形
口縁部　 よこナデの あと ミガキ 口縁部　 よこナデのあ とミガキ

良　 好 費　　 橙
（7　5Y R タ首

黄　 橙　 色 きめ細かい 風化
土不部下半 ・脚部　 ミガキ ミガキ （i討 脊 闇 （7 ．5Y R ％） 1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

ク 67
B 地区

聾 完　 形
パケ メ 口縁部　 よこナデ

良　 好 7．5 Y R ％ にぷい黄橙 1 ～ 5 ミリの砂粒を含む 外面 スス付着

S A 4 底　 部　 ゆび おさえ ナデ （i討 菅 野 （10Y R ％ ） 風化

ノケ 68 ク 聾
口緑書β 口唇部　 ナデ

パ ケメ 良　 好 7．5 Y R ：姥 にぷい黄橙色 きめ細 かい
外面 スス付着

底品 近 パ ケメ 掠狩脊 闇 （10Y R ％） 1 ～4 ミリの砂粒を含む

ク 69 ケ 聾 完　 形
口縁書ロ　 バ ケメ 口緑部　 ゆぴおさえのあ とパケメ

良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色

0．5～3 ミ．リの砂粒を含む 風 化
月同書田上半　 苫周整不普β
月同部下半　 底部 からかきあげ

月同　 書β　 パケメ
底　 普ロ　　シポ リ

（10Y R ％） （10Y R タ1）

ク 70 ク 聾 ．
口緑書β

胴 1 部
パ ケメ

ロ縁部　 よこナデ

胴　 部　 パケメ
良　 好

浅 黄 橙 色

（7 ．5Y R ％）

浅 黄 橙 色
（7 ．5Y R ％）

1 ～ 3 ミリの砂粒を含む 外面 スス付着

風 化

ケ 71 〃 要
口縁台β ロ縁部　 パ ケメのあとナデ 口緑書β　 ナテ′ 良　 好

黄　 橙　 色 黄　 橙　 色
0．5～2ミリの砂粒を含む 外面 スス付着

胴 i一部 頭部 ・胴部　 パ ケメ 頚　 部　 パケメ
月同　 書ロ　 バケメのあ とナテ，

（7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％）

ク 72 ク 聾 口緑書ロ 口縁部　 パ ケメのあとよこナデ 口緑部　 よ こナテ，
良　 好

橙　　　 色 黄　 橙　 色
1 ～ 3 ミリの砂粒を含む 外面 スス付着

胴 l 部 頚部 ・胴部　 パ ケメ 顕　 書β　 ナテ，
月同　 書β　 パケメの あとゆぴナテ，

（7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％）

ク 73 ク 聾 完　 形
口縁部　 よこナデ 口縁 部　 よ こナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色

1～4 ミリの砂粒を多く含む 外面スス付着
ナデ ナデ （10Y ‘R ％） （10 Y R ％）

22 74 ク 聾 完　 形
口唇書β・口緑書β　 よこナテ， 口緑書ロ　 よ こナテ′

良　 好
i曳東　榎
（7　5Y R ケi

浅 黄 橙 色
2 ～4 ミリの砂粒を含む

内面 ・外面
月同　 部　 パ ケメ
底　 書β　 ゆぴおさえ

月岡 ．書ロ　 バケ メ
底　 書β　 ゆぴお さえ

4（i海 曹闇 （7 ．5Y R ％） スス付着

ク 7 5 ク 聾 口繰書β

胴 l 部

口唇部 ・突帯　 よこナデ

胴　 部　 へ ラナデ
ヘ ラナデ 良　 好

橙　　　 色

（7 ．5Y R ％）

橙　　　 色

（7．5Y R ％）
1 ～3 ミリの砂粒を含む 風化

ク 7 6 ク 聾 ロ緑書β 口縁部　 よこナデ 口録音β　 よこナテ′
良　 好 ．5Y R 76 ．5Y R 76 1 ～ 4 ミリの砂粒を含む 外面スス付着

底 i 部 パ ケメ 頚部 ・胴部　 パ ケメの あとナ丁
底　 普β　 ゆぴ おさえ

ii討 菅野 （壬討 謂

ク 7 7 ク 一上
宝E 完　 形

品鼻 撃 鱒 貢重苦弊 三言ア 崖 緑 葉 損 ；芸霊 ナデ
良　 好

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

罷 腎 勇
1 ～4 ミリの砂粒 を含む 風化

ク 7 8 ク ・＝ヒ璽E
口緑書β

肩 i 部

口縁部　 よこナデ

肩　 部　 パ ケメ
パケ メの あとナデ 良　 好 明 黄 褐 色

（10Y R ％）

誓嘉 裾 1～4 ミリの砂粒を多く含む

ク 7 9 ク 士
口緑書β 口縁部　 よこナデ ナデ

良　 好
寺　　井　橙　色
7 ．5Y R　タイ）

浅　 黄 橙 色
㈲ 柑 ㈲ 1 ～4 ミリの砂粒 を含む

笠 肩 l 部 肩　 部　 パ ケメ ゆび おさえ 丘や鴇彗居

〃 8 0 ク ・＝ヒ丑：
ロ繰書β

肩 l 部
ミガキ

口縁部　 ミガキ

ナデ
良　 好

浅 黄 橙 色

（10 Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10 Y R ％）
0 ．5～1 ミリの砂粒 を含む

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

ケ

ク

8 1 ク

・ケ

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

巨

＝量タ宝E 胴　 部
胴部上 半　 へラ ミガキ

胴部下 半　 パケメ
ナデ 良　 好

にぷい黄橙色

（10Y R ％）

澤隻璧 盟

（10Y R　タ首）

きめ細かい

0 ．5～2 ミリの砂粒 を・含む
風化

風化　 頚部
多条細沈線文

82 ・＝ヒ
月同　 書ロ 胴部上 半　 へラ ミガキ 胴部上半　 ゆびおさえ

良　 好
にぷい糞橙色
隙 錆 郷

黄　 灰　 色
1 ミリ程の砂粒を含む

璽 底 1 部 胴部下 半　 パケメ 胴部下半　 パ ケメ （2．5 Y　 タで）

83 士：亜： 胴　 部 わずかにへ ラミガキ
上 ・下端　 ゆびおさえ

調整不明
やや良好

を 票 瘍 明 黄 褐 色
（10Y R ％）

0 ．5～2 ミリの砂粒 を含む

84 長頸壷
口緑書β 胴　 部　 パケメ 胴　 部　 ゆびおさえ

良　 好
汽 Y R 虐 浅 黄 橙 色

2 ～ 3 ミリの砂粒 を含む 風化

外面 スス付着

風化

胴 i部 調整不明 調整不 明 Ii討 漂 翳 （7．5 Y R ％）

85 ・＝ヒ 口縁部
口唇部　 パケメ

ナデ 良　 好
にぷ い橙色 にぷ い橙色 きめ細かい

宝E ロ縁部　 櫛描波状文 ・ナデ （7．5Y R ％） （5 Y R ％） 0 ．5～2 ミリの砂粒 を含む

86 ＝量才笠 胴　 部 パケメ
ゆびおさえ

ナデ
良　 好

浅 黄 橙 色
（10 Y R ％）

浅 黄 橙 色
（10Y R ％）

0 ．5～3 ミリの砂粒 を含む

87 ・＝ヒ：亜： 胴　 部 ナ　 デ
ゆびお さえ

ナデ
良　 好

浅 黄 橙 色

（10 Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）
1 ミリ程の砂粒を含む

胴部
線刻 あ り

88 ・＝ビ笠 胴　 部 パケ メ パ ケメ やや良好
浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）
0 ．5～2 ミリの砂粒 を含む

胴部 線刻あり

風化

内面 スス付着

89 －
底　 部

パケ メの あとナ デ

ゆび わさえ
パ ケメのあ とナデ 良　 好

にぷ い橙色

（5 Y R ％）

浅 黄 橙 色

（7 ．5Y R ％）
0．1～2 ミリの砂粒 を含む

90 聾 月同　 書β

底 1 部

胴　 部　 パ ケメ

底　 部　 ゆび おさえ
ナ　 デ 良　 好

浅 黄 橙 色

（7．5 Y R ％）

黄　 灰　 色

（2 ．5Y　 タで）
1 ～ 3 ミリの砂粒 を含む

9 1
－

月同　 部 胴　 部　 ナデ
ナ　 デー′ 良　 好′

浅 黄 橙 色 にぷい程色 きめ細かい
内面 スス付着

底 i 部 底　 部　 ゆびおさえのあとナデ （10Y R ％） （7 ．5Y R ％） 0．5～3 ミリの砂粒 を含む

9 2 －
月同　 部 胴　 部　 パ ケメのあとナデ

ナ　 デ 良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 きめ細 かい

外面 スス付着
底 i 部 底　 部　 ゆびおさえ （10Y R ％） （10Y R ％） 0．1～0．15ミリの砂粒を含む

9 3 －
月同　 書β 胴　 部　 ナデ

ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 きめ細かい

底 l 部 底　 部　 ゆびおさえ （10Y R ％） （10Y R ％） 0．1～0．15ミリの砂粒を含む

9 4 士笠 底　 部 ナ　 デ ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

灰　 白　 色

（10Y R ％）
きめ細かい

2 ～ 3 ミリの砂粒 を含む

巨 5 1 壷 月同　 書ロ
i

底　 書β
ナ　 デ パケメ 良　 好

にぷい橙色
（5 Y R ％）

浅 黄 橙 色
（10 Y R ％）

きめ細 かい

1 ～ 3 ミリの砂粒を含む

－33－
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図 面

番 号

遺 物 ・

番 号
遺構 名 器 形 部 位

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調 ‘
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面　 r 内　　　 面 外　 面 内　 面

22 96
B 地区
S A 4

＝土倉宣E
月同　 書β

底 l部

胴　 部　 へ ラミガキ
底　 部　 へラミガキのあとゆびわさえ

パ ケメのあとゆびお さえ やや不良
浅 黄 橙 色
（7．5Y R ％）

浅 黄 橙 色
（7．5Y R ％）

1 ～ 3 ミリの砂粒を含む 外面スス付着

23 9 7 ク 鉢
口綾部

底 i部

口緑部　 パケメのあとへラミガ’キ
パケメ
へ ラ　ミ　ガ’キ

ヘ ラ ミガキ 良　 好
浅 黄 橙 色
（10Y R タ1）

浅 黄 橙 色
（10 Y R ％）

1 ～ 5 ミリの砂粒を含む

ク 9 8 ク 鉢
ロ緑普β 口唇部　 よ こナデ 口縁部　 へ ラミガキ

良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 きめ細 かい

底 i部 パケメ パ ケメ （10Y R ％） （10 Y R ％） 1 ～ 3 ミリの砂粒を含む

ク 9 9 ク 鉢
口録音ロ

底 l部
わずか にへ ラミガキ

口縁部　 よこナデ

調整不 明
良　 好

浅 黄 橙 色
（7．5Y R ％）

浅 黄 橙 色
（7．5Y R ％）

0．2～2 ミリの砂粒を含む 風化

ク 10 0 〃 鉢
口緑書β

胴 l部
調整不明 ナ　 デ 良　 好

浅 黄 橙 色
（7．5Y R ％）

浅 黄 橙 色
（7．5Y R ％）

きめ細 かい

1 ～ 2 ミリの砂粒を含む
風化

ク 10 1 ク 鉢 口縁部 よ こナデ パ ケメのあとナデ 良　 好
浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10 Y R ％）
砂粒 を含む

ク 10 2 ク 鉢 口繰書β

底吾高寸近
パケメ

口縁部　 手づ くね

パ ケメ
良　 好

にぷい黄橙色

（10Y R ％）

にぷい黄橙色

（10 Y R ％）
1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

ク 10 3 ク 鉢 口緑書β

底 l部
手づ くね ゆびおさえのあとナデ 良　 好

灰　 白　 色

（10Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10 Y R ％）
0．5～1 ミリの砂粒を少し含む ミニチュア

〃 104 ク 鉢 口緑書β

胴 i部
手づ くね 手づ くね 良　 好

灰　 白　 色

（10Y R ％）

にぷい黄橙色

（10 Y R ％）
きめ細 かい Jミニチュア

ク 10 5 ク － 底　 部 ナ　 デ ナ　 デ 良　 好
橙　　　 色

（5 ヤR ％）

橙　　　 色

（5 Y R ％）
0．5 ミリ程の砂粒を含む ミニチュア？

ク 10 6 ク 高士不 口緑書ロ

脚 l 部
ヘ ラミガキ

土不　 普β　 へ ラ　ミガ、キ
脚曹β上半　 ゆぴおさえ ・ナテ′
脚書β下半　 ノ→ケメ

良　 好
浅 黄 橙 色

（7 ．5Y R ％）

浅 黄 橙 色

（7．5Y R ％）
0．5～1 ミリの砂粒を多く含む

透 か し脚書β
上 ・下段 4
ヶ所，風イヒ

ク 10 7 〃 高士不 脚　 部
ゆぴお さえ
パケメ
パケメのあとへラミカーキ

ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色

（7 ．5Y R ％）

浅 黄 橙 色

（7．5Y R ％）

きめ細 かい

0．5～2 ミリの砂粒を含む
風化

ク 108 ク 高士不 脚　 部 ヘラミガヰ ナ　 デ 良　 好
橙　　　 色

（5 Y R ％）

汽 Y R 藁

袴＿5乎R 拐

きめ細 かい

0．5～2 ミリの砂粒を含む

透 かし

4 ヶ所

ク 10 9 ク 器台 口絹培β パケメ　 パケメのあ とナデ 口縁部 ・脚部す そ　 パ ケメ
良　 好

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 きめ細 かい 透 かし推：走
脚 i 部 脚部 すそ　 よ こナデ 粘土の しぼ り ・ゆびおさえ （7 ．5Y R ％） （7．5Y R ％） 1 ミリ程の砂粒を多く含‘む 5 － 6　ヶ所

風イヒ

ク 110 ク 器台 胴　 部 ヘラ ミガキ
へ ラ　ミ　ガキ

良　 好
帽　　　　　 色
（5 Y R　クg）

橙
（5 Y R　 j堵

きめ細 かい 透 かし
よこナテ，
ナテr

6f曳　黄　相　色
（10Y R　ウイ）

6
にぷい橙色
r5　Y R　ろイ）

0．5～2．5 ミ1リの砂粒を革む 推定 4　ヶ所
＋　∠r

ク 11 1
B 地区

聾 完　 形
口緑書β　 よ こナテ′ 口縁部　 よこナデ

良　 好 （10Y R　％）
にぷい黄橙色

1 ～ 7 ミリの砂粒を含む
S A 5 月同　 書ロ　 バケメ

月岡書日下 半　 ナテr
パ ケメ 3汚．5Y R 拐 （10 Y R ％）

〃 11 2 ク 聾 完　 形
口縁部　 よ こナデ

パケメ
口唇部　 パケメのあとおびおさえ
胴　 部　 パ ケメ
鑑■■仁l　 ．●　　　■　　　＿

良　 好
造詣 漂闇

r7 ．5Y R 拐

にぷい黄橙色

（10 Y R ％）
1 ～ 5 ミリの砂粒を含む

24 113 ク 聾 完　 形 ナ　 デ ナ　 デ 不　 良
橙　　　 色
（5 Y R ％）

橙　　　 色
（2．5Y R ％）

きめ細 かい

1 ～ 5 ミリの砂粒を含む

ク 114 ク 聾 口縁部

～底部

ロ縁部　 よ こナデ

パケメ
パ ケメ 良　 好

橙　　　 色
（5 Y R ％）

迄討 菅野

．r 5 Y R 拐

きめ粗い

1～3 ミリの砂粒を多く含む

ク 115 ク 聾 ロ縁部

～底部

口緑書ロ　 よこナテ，
月同　 書β　 パ ケメ
底　 部　 ナテ′

口緑普β　 ゆぴおさえのうえをパケメ
月同　 書β　 ノ→ケメ
底　 普β　 ナ テ∫

良　 好
（責苦I 鼎ゝ 芳

括討 雷撃

葉芽 勇
2 ～ 3 ミリの砂粒を含む

〃 116 ク 聾 口縁部

～底部

口緑書β　 ナテr
月同　 書β　 パケメ
底　 書β　 パケメのあ とナテ，

パ ケメ 良　 好
橙　　　 色
（5 Y R ％）

橙　　　 色
（5 Y R ％）

きめ細 かい

0．5～5 ミリの砂粒を含む

ク 117 ク 聾 完　 形
口唇曹ロ　 ナテ′
月同　 書β　 ノ、ケメ
月同書β下 半　 ナテチ

パ ケメ 良　 好
橙　　　 色
（7 ．5Y R ％）

黄　 橙　 色
（10 Y R ‾％）

きめ細 かい

2 ミリ程の砂粒 を含む
外面スス付着

2 5 118 ク 聾
口縁 部 口縁部　 よこナデ パ ケメ

良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 きめ粗い

～底 部 パ ケメ 底　 部　 ゆび おさえ （10Y R ％） （10Y R ％） 2 ～ 5 ミリの砂粒 を含む

ク 119 ク 聾 完　 形
口繰書β　 よこナテ， ロ緑書β　 ナテ，

良　 好
盲　　東　榎
10Y R　九一

にぷい黄橙色
1～3 ミリの砂粒を多く含む タト面－曹ロス

月同　 書β　 パケメ
月同書β下 半　 ナテ，

月同　 書『　 ノ、ケメ
月岡吾日下半　 ナテ∫

4き寺討 晋簡 （10Y R ％） ス付着
風イヒ

ク 120 ク 聾 完　 形
口緑曹β　 よこナテ，
月同　 書ロ　 バケメ
月同書『下 半　 ゆぴお さえ

パ ケメ 良　 好
明 黄 褐 色

（10Y R ％）

明 黄 褐 色

（10Y R ％）
5 ミリ程の砂粒 を含む

ク 12 1 ク 聾 完　 形
口唇書β　 よこナテ，
月同書β上 半　 ノ→ケメ
月岡普田下 半　 ナテ，

．口縁部　 よこナデ
良　 好

にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 きめ細かい 外面部分的

パ ケメの あとナデ （10Y R ％） （10Y R ％） 0．5～3 ミリの砂粒 を含む にスス付着

ク 122 ク 聾
口縁部

～底部

口唇書β　 よこナテナ
月岡書口上 半　 パケメ
月同書β下 半　 ナテ，

口唇書β　 よこナテチ　胴部上半，ナデ
口絹増β　 パ ケメ
月同書口上半　 パ ケメ

良　 好
（言辞 菅野

浩∫ヂ 弓居

浅　 黄　 色

（2．5Y ％）
2 ～ 5 ミリの砂粒 を含む

26 123 ク 聾
ロ縁部 口唇書β　 よこナテ， 口唇書β　 よこナ テr 良　 好

にぷい黄橙色 黄　 橙　 色
1～6 ミリ程の砂粒 を含む

タト面－普ロス
～底部 口緑書ロー月同書β上半 ・パケメ

月同書ロ　 ナテr　月同書β下 半　 パケメ
口緑書ロ　 バ ケメ
月同　 書β　 ノヽ ケメの あとナテ，

（10Y R ％） （10Y R ％） ス付着
内面スス付着

ク 124 ク 聾
口縁部

～底部

口唇書ロ　 よこナテ，
口緑書ロ　 ナテ，
月同　 書β　 パケメ

口唇曹β　 よこナ テ，
口繰普ロ　 バ ケメ
月同　 書β　 ナ・デ

良　 好
にぷい橙色

（7 ．5Y R ％）

にぷい橙色

（5 Y R ％）

きめ細かい

0．卜2ミリ程の砂粒を多く含む

〃

ク

ク

ク

ク

27

ク

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

28

125 ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

〃

聾 完　 形 口縁台β　 よこナデ
月同　 書β　 ナテ，
底　 書β　 ゆぴお さえ

口緑部　 パ ケメの あとナテ′
月同　 書β‾　パ ケメ
底　 部　 ナテ，

良　 好
にぷい橙色

（7 ．5Y R ％）

にぷい黄橙色

（10Y R ％）
0．5～2ミリ程の砂粒を多く含む 外面風化

126 聾 完　 形
口緑書β　 よこナテ，
月同　 書β　パ ケメ
底　 普β　 ゆぴお さえ

パケ メ 良　 好
（妄駕呈欝身）

括討 漕翳

にぷい黄橙色
（10Y R ％）

3～5 ミリ程の砂粒 を含む 外面スス付着

127 聾 完 ．形
口唇書β　 よこナテ′ パケ メ

良　 好
J

橙　　　 色 にぷい黄橙色
1 ～ 3 ミリの砂粒 を含む

タト面・部分的
口繰書β一月同書β上 半　 パケメ
月同書β下半　 ナテ，

胴部下半　 ナデ （5 Y R ％） （10Y R ％） 的 にスス付
着タト面風イヒ

128 聾 完　 形
口唇書ロ　 よこナテ， パケ メ

良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄橙色

2 ～ 5 ミリの砂粒 を含む
パ ケメ

月同書田下半　 ケズ リ　ぎみのナテ，
底　 部　 ゆび おさえ （10Y R ％） （10Y R ％）

外面一部 ス
129 聾 完　 形 ナテ， ナ　 デ 良　 好

にぷい橙色 にぷい橙色 きめ細かい
月同書β下半　 ケス リ　ぎみのナテ，
底　 書β　 ゆぴお さえ

（5 Y R ％） （7 ．5Y R ％） 0．5～5ミリ程の砂粒を多く含む ス付着

130 婆 完　 形
口繰書β　 よこナテ， 口繰書β　 よこナデ

良　 好
ほお 雷撃 にぷい黄橙色 きめ細かい 外面一部 ス

月同書β上半　 ノ→ケメ
月岡書日下半　 ケズ リ　ぎみのナテ，

月同　 書β　 パ ケメ
月同書β下半　 ケズ リ　ぎみの ナテ′

4樗 5Y R 拐 （10Y R ％） 1～3 ミtj程の砂粒 を含む ス付着

全体的風化

131 聾
ロ縁部

～底部

口緑書ロ　 よこナテ，
月同　 書ロ　 ナテ′
底　 普ロ　 ゆぴおさえ

口緑書β　 よこナテ，
月同　 書β　 パケ メ
底　 普β　 ゆぴ おさえ

良　 好
橙　　　 色

（7 ．5Y R ％）

にぷい橙色

（7 ．5Y R ％）

きめが細 かい

1～4 ミリ程の砂粒 を含む

132 聾
口緑 部 口縁部　 よこナデ 口縁部　 よこナデ

良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄色

1～3 ミリ程の砂粒を多く含む
～底部 胴部下半　 ケズ リぎみのナデ パケ メ （10Y R ％） （2 ．5Y　 ％）

133 聾
口縁 部 口縁部，胴部下半　 ナデ 口縁部 ，胴部下半　 ナデ

良　 好
橙　　　 色 橙　　　 色 きめ細かい

外面風化
～底部 胴　 部　 パ ケメ パケ メ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 1～6 ミリの砂粒を多く含む

134 聾
口縁部 口緑普ロ　 よこナ・デ ロ緑書β　 よこナテ，

良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 きめ粗い タト面－書ロス

～底部 月同書β上半　 パ ケメ
月同書β下半　 調整 不明

月同　 書β　 ノヽケ メの あとナテ，
月岡普日下半　 て いね いなナ テナ

（10Y R ％） （10Y R・％） 1～3ミリの砂粒を多く含む ス付着
タト面風イヒ

外面－部 ス

135 婆
口緑部 口縁部　 よこナデ 口縁 部　 よこナデ

良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄橙色

卜 5 ミ一撃 の砂粒を多く含む
～底部 パ ケメ パケメ （10Y R ％） （10Y R ％）

136 聾
ロ緑 書β 「拍家書ロ　 よこナテナ 口縁 部　 よこナデ

良　 好
i曳兼橙色

8
にぷい黄橙色

0．5～4 ミリの砂粒を多く含む
～

胴部下半
月同書ロ＿ヒ半　 ノヽケメ
胴書日下 半　 ナテ′

パケメ （10 Y R　勤；）
持討 漕 翳

（10Y R ％） ス付着

137 ・＝ヒ 口縁 部 「1帝吾β　 よこナテ′ 口糸貴書ロ　 よこナテ′
良　 好

手　　業　橙
10 Y R　％

灰　　　 色
1～4ミリ程の砂粒を多く含 風化

口唇部櫛描

：亜： ～底部 口糸幸普β　 パケメ
ミ　ガキ

月同書β上半　 パケ メ
月同書β下半　 言周整不明

4庁討 ㌔甥準 （5 Y　 ％）

138 ＝量子 口緑書β 口帝書β　 よこナテ′ 口縁 ，胴部　 パケ メ
良　 好

浅 黄 橙 色 淡　 黄　 色
1～5ミリの砂粒を多く含む∃夏 l

月同部下半
品繰言琵・月璧 具 ㌔ 呈、ケメ 肩部 ，胴部 下半　 ナデ （7．5 Y R ％） （2 ．5Y　 ％）

139 ＝量ゴ．
口緑書β

i
胴部下半

パ ケメ パケ メ
良　 好

にぷ い橙色 にぷい橙色
2～5 ミリ程の砂粒を含む

笠 胴部下半　 ミガキ 胴部 下半　 ナデ （10Y R ％） （10 Y R ％） き波状 文

－34－



図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構 名 器 形 部 位

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

立

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

2 8 140
B 地区

S A 5
＝土r望　 月

「1線書ロ 口緑書β　 パケメ 口　 緑　 パ ケメ 良　 好 にぷい只恨 ？ 1 ～3 ミリの砂粒 を含む ロ　 ロ
i

同部上半
月同部上 半　 言周整不明
月同書β下 半　　 ミガ、キ

肩「　書β　 ナデ
月同　 書β　 パケ メ

（10Y R ％） （2 ．5Y　 ％） き波状文

・ケ 14 1 ク ・＝ヒ望　 月
口緑 普β

～
同部上半

肩　 部　 パケメのあ とミガキ

パケメ

頚　 部　 ナデ

パ ケメ
良　 好 浅　 黄 橙 色

堕 嵩㌔ 親
にぷい責橙色
（10Y R ％）

2 ～ 5 ミリの砂粒 を含む

ク 14 2 ク ・＝ヒ璽E
ロ縁部 ロ繰普β　 よこナテ， ロ緑部　 よこナデ胴下 半へ ラナデ

良　 好 ？　 黄 ‡登
10Y R　％

（ラ駕I 、鼎 壬 2 ミリ程の砂粒を含む
～底部 肩‘　書ロ　 バケメ

ミ　ガキ
肩一　書β　 ゆぴ おさえ
月同　 書β　 パ ケメ

にぷい栂色
（7　5Y R アイ）

子炎　　 薫
（2　5Y　　 ウイ

・ケ 14 3 ケ ・＝土ナ笠 完　 形
口縁部　 頸部　 パケ メ 口縁部　 調整不明

良　 好
橙　　　 色 汽 Y R 藁

1～3 ミリ程の砂粒を多く含む
小 さな平底

I
ケズ リぎみのナデ

パ ケメ （5 Y R ％） I妄評 雷撃 外面風化

ケ 14 4 ク ・こ量ゴ・宝E
口緑書β 口唇書ロ　 よ こナテ′ 良　 好

橙 にぷい黄橙色 1 ～ 4 ミリの砂粒を含む
～

胴部上半
口緑書β　 ゆびお さえ

ノヽケ メ
肩一　部　 ゆぴおさえ

パ ケメ
（5 Y R ％） （10 Y R ％）

29 14 5 ク ＝土ご
口縁部 口縁部　 よこナデ 口緑書β　 よこナテ′ 良　 好 橙　　　 色 褐　 灰　 色 0．5～3 ミリの砂粒を含む 屑部線刻あり

宝E ～底部 パケ メ 肩’　普β　 ゆぴおさえ
ナ　　 テ，

（7 ．5Y R ％） （10 Y R ％） 外 面風化

ク 14 6 ク ・＝ヒ 完　 形
口縁部　 パケ メの あとよこナデ 口緑書β　 よこナテナ 良　 好 橙

（5 Y R　％
橙　　　 色 1 ～ 3 ミリの砂粒を含む 胴部腺刻あり

∃互 パケ メ 肩「　普β　 ゆぴお さえ
パ ケメ

汚＿5Y R 撰 （5 Y R ％）

ク 1 47 ク ・こ量ゴ・宣E
口緑部 口唇吾β　 よこナ テ∫ 口緑普β　 パケメ 良　 好

にぷい橙色 にぷい橙
（7　5Y R ％’l 0．2～3 ミリの砂粒を含む 屑部，胴部下

～底部 口緑部，胴部上半　 パ ケメ
月同上β下半　 ケズ リ　ぎみのナテ’

肩‘　書β　 ゆぴお さえ （7．5Y R ％） 轄 Y ，撰 半線刻あり

ク 148 ク ・＝ヒ 完　 形

lコ
口唇部　 よこナデ 口緑部 ，月同部　 ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙 乾 ，慧 粛
1 ～2 ミリの砂粒を含む 肩部線刻あり

′

宝E パ ケメ 肩「　書ロ　 ゆぴお さえ
月同書β下半　 パケメ

（10 Y R ．・％） 乳 Y R 撰

一ケ 149 ケ ・＝ビ
口縁部 口唇部　 よこナデ 口縁部 ，胴部 上半　 ナデ 良　 好

橙　　　 色

（7．5Y R ％）

にぷい黄橙色
砂粒 を含む 胴部下半～底

笠 ～底部 パ ケメ 胴部下 半　 パケメ （10Y R ％） 部線刻あり

ケ 150 ク －＝ヒ
口繚部 パ ケメ ロ縁部 ，胴部下半　 パ ケメ

良　 好
にぷい黄橙色 にぷい黄橙色

1～3ミリの砂粒を多く含む
r

口唇部，櫛
笠 ～

胴部下半
胴部下半　 ケズ リぎみのナデ 肩　 部　 ゆびお さえ （10Y R ％） （10Y R ％） 描波状文

ク 151 ク ＝量ゴ．：∃互
口緑書β ロ縁部　 パ ケメのあ とナデ 口絹糟ロ　 ナテ′ 良　 好 にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 2 「4 ミリの砂粒 を含む

l

月同書β線亥りあ
り　　 口J梓～

胴部下半
パ ケメのあ とミガキ 頸書ロー肩’書ロ　 ゆぴ おさえ，シポ リ

月同書β下半　 パ ケメ
（10Y R ％） （10Y R ％） 柵描f皮メ犬文

ケ 15 2 ケ ＝量亡

lコ

完　 形
口録音ロ　 ナテ′ ロ縁部　 ナデ

良　 好
橙　　　 色 橙　　　 色 0．5～2ミリ程の砂粒を含む l

：亜： 月同書β上 半　 パケメ
月岡部下 半　 パケメのあ とナテ’

胴部下半　 パ ケメ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％）

ク 15 3 ケ ＝量ご
頚部 パケメ 頸　 書β　 よこナデ

一止
良　 好 橙　　　 色 指 すが髪 きめ細かい　　　 l

ノゝ
眉部，線刻

宝E ～底部 胴部下 半　 ナデ 月岡郡上半　 ゆぴあさえ
月同部下半　 パ ケメ＋オ反ナテ，

（7 ．5Y R ％） 灰
r 5　Y　　　 如′ 1～6 ミリの砂粒を多く含む あ り

ク 15 4 ケ 短頸壷 完　 形
ロ縁部　 ゆびお さえ

ゆびおさえ 良　 好
追・5Y R 碁橙 胃．5Y R 藁 きめ細 かい

ノゝ
丸底 に近 い

ナ　 デ 色
（5　Y R　 74 1
▼

にぷい黄橙色
（10 Y R　ク妄）

1～8 ミリ程の砂粒を己む 平底

ク 1 55 ク 無頸壷 完　 形
肩‘ 書β　 ゆぴお さえ 肩　 部　 ゆびおさえ，シポ リ

良　 好 黄　 橙　 色 に ぷ い 橙 きめ細 かい 精 勤 こ露
胴部上半　 へラナデ 胴部下半　ナデ
底　 部　 オ反耳犬によるケズリ

ヘラナデ （7 ．5Y R ％） （5 Y R ％） 1～5 ミリの砂粒を多く含む ロ　　　ヽ
痕 あ り

30 1 56 ・ケ 鉢 完　 形
口緑書β　 よこナテ， 口縁部　 よこナデ

良　 好 にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 2 ～ 5 ミリの砂粒を含む 内タト面書β分
的にススイ寸
書

月同書β上半　 パ ケメ
月岡辛口下半　 ナテナ

パケメ （10 Y R ％） （10 Y R ％）

ク 1 57 ク 鉢 完　 形
ロ緑部，胴部下半 口緑普β　 ゆぴお さえ 良　 好 黄　 橙　 色 明　 黄　 褐 きめ細か 内面風化

パ ケメの あとゆびわさえ
月岡立β上半　 パ ケメ

月同　 書β　 パケメ
月岡部下 半　 言周4墜不明

（10 Y R ％） （10Y R ％） 1 ～3 ミリの砂粒を含む

ク 158 ク 鉢
口縁部 lコ

ロ縁部，底部　 よこナデ
ヘラ ミガキ 良　 好 橙　　　 色 橙　　　 色 きめ細か

～底部 ヘ ラ ミガキ 胴部下 半　 ナデ （5 Y R ％） （5 Y R．＿・％） 1 ミリ程の砂粒を含む

ク 159 ク 鉢
口縁部

ナ　 デ
胴部 上半　 パケメ　 ー

良　 好 にぷい黄橙色 橙　　　 色 きめ細か 外面一部ス

～底部 胴部 下半　 ナデ （10 Y R ％） （7 ．5Y R ％） 0．5～4 ミリ程の砂粒を含む ス付着

ク 160 ク 鉢
口縁部

～底部

口縁部　 よこナデ

ナ　 デ
ナ　 デ 良　 好

橙　　　 色
（7．5 Y R ％）

橙　　　 色

（7 ．5Y R ％）
0．1～5ミリの砂粒を多く含む

ク 16 1 ・ケ 鉢
口縁部 口縁部，胴部上 半　 ミガキ 口縁部　 パ ケメ

良　 好
明 黄，褐 色 明 黄 褐 色 0 ．5～4 ミリの砂粒 を含む 内面風化

～底部 胴部下 半　 パ ケメ＋ ミガキ 胴　 部　 ナデ一部パ ケメ （10Y R ％） （10Y R ％）

ク 16 2 ク 高士不
口縁部 士不口縁部　 よこナデ 士不　 部　 ミガキ

良　 好
橙　　　 色 橙　　　 色 2 ミリ程の砂粒を含む 透 かし

～脚部 杯下 半部 ，脚部　 ミガキ 脚　 部　 ゆびおさえ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 脚部 4 ヶ所

ク 16 3 ケ 高士不
口縁部 士ネロ絹と書β　 よ こナテr

虚
土不　 部　 ミガキ 良　 好

橙
（7．5Y R ：拓 にぷい黄橙色 0．5～3ミリ程の砂粒を多く含む 透 かし

～脚部 士不下 半ロβ　 パケメ
脚　 部　　 ミガキ

脚　 部　 ナデ， シポリ 汽 Y R 拐 （10Y R ％） 脚部 4 ヶ所

ケ 16 4 ク 高士不
口縁部 杯　 部　 ミガキ 士不口縁部　 ミガキ

良　 好
橙　　　 色 橙　　　 色 0．5～3ミリ程の砂粒を含む 透 か し

～脚部 脚　 部　 ミガキ 土不部下半　 ナデ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 脚部 4 ヶ所

ク 16 5 ク 高士不
口縁台β 土不口緑　 よ こナテナ 杯　 部　 へ ラ ミガキ 良　 好

にぷい橙色 淡　 黄　 色
0 ．2～3 ミリの砂粒を含む 透 か し

l
脚上虚β

土不下半　 パケ メ＋ヘ ラ　ミガキ
脚　 立β　 へ ラ　ミガ、キ

脚　 部　 ゆびおさえ （7 ．5Y R ％） （2．5Y　 ％） 4 ヶ所

31

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

3 2

ケ

ク

〃

ク

ク

ク

ク

〃

・ケ

1 66 ク

′ケ

B 地 区

器台

器台

聾

ロ

完　 形
ロ

バケ メ
受　 部　 パ ケメ＋ゆびおさえ

良　 好

良　 好

良　 好

良　 好

良　 好

良　 好

良　 好

良　 好

橙　　　 色 橙　　　 色
2 ～ 4 ミリの砂粒を含む

風イヒ透 か し
脚書β・上段
下段 4　ヶ所

脚　 裾　 へ ラナデ パ ケメ （5 Y R ％） （5 Y R ％）

1 67
口緑書β

脚 1 部

口緑書β　 櫛4苗ラ皮司犬文
脚部す そ　 パケメのあとへラナデ

パ ケメ

ロ緑普β　 ナデ
脚書β上 ・・すそ　 ノヽケメ

ゆぴお さえ

橙　　　　 色
借 鵠 ㈲

浮．鵠 窮橙
0．5～2 ミリの砂粒を含む

168 完　 形
口緑書β　 ナデ ロ緑曹β　 パケメのあ とナデ

止　　　　　　　　 °
門。苧㌔ 坊 にぷい黄橙色 1 ～ 5 ミリの砂粒を含む 外面スス付着

S A 6

・ケ

ク

ク

ケ

ク

〃　ノ

ク

ク

一ケ

ク

ク

ク

ク

B 地 区
S A 7

頸　 書β　 ゆび わさえのあとナテ∫
底　 止β　 ゆぴ おさえ

頸　 ロβ　 ゆぴお さえ
ナ　　 テ′

にぷい薫
rlOY R．7イ （10 Y R ％）

169 聾
口緑 普β

ロ
口唇書ロ　 ナテ，

口緑書β　 ゆぴお さえ ・パケ メ 質。Y 官 撰 浅 黄 橙 色 きめが粗い 外面スス付着

底 ～部 月同　 書β　 パ ケメ
底　 書β　 ゆぴおさえ ・よこナテナ 月同書β下 半　 ナチ，

2拷＿器 官 居
（10Y R ％） 2 ～5 ミリの砂粒を含む 風化

170 璽
口緑書β 口緑書β　 よこナテ′ 口緑書ロ　 よ こナテ， 浅 黄 橙 色 にぷい黄橙色

2 ～5 ミリの砂粒を含む
外面スス付着

底 ～部 顕　 書ロ　 パ ケのあと
底　 書ロ　 ゆぴおさえ

顕　 普β　 ゆぴお さえ
ナテr

（10 Y R ％） （10Y R ％） 風化

171 聾
口緑書ロ

胴 1 部
ナ　 デ

頸　 部　 ゆびお さえ

ナデ

浅 黄 橙 色

（7．5 Y R ．％）

にぷ い橙色
（7．5Y R ％）

1 ～4 ミリの砂粒を含む 外面スス付着

胴部線刻あり
風化

風化

ミニチュア

172 ・＝ヒ
口緑普β 口絹培ロ　 よこナテナ 口緑書β　 パケ メの あとナテr 浅 黄 痩 色 浅 黄 橙 色

1 ～2 ミリの砂粒 を含む
笠 底 l 部 月同書β上 半　 パ ケメ

月同書β下半　 ナテ′・パケメ
月同書β上半　 ゆぴ おさえ
月同書β下半　 パケ メ

（10Y R ％） （10Y R ％）

173 士宝E

婆 ？

口緑普β

底 ～部
パ ケメ

口緑書β　 わず’かにパ ケメ
肩　 書β　 シポ リ
胴　 部　 パケメ，底部ゆぴおさえ

浅 黄 橙 色

（7．5Y R ％）

浅 黄 橙 色

（7 ．5Y R ％）
1 ～3 ミリの砂粒 を含む

174 底　 部
ナ　 デ

ゆびお さえ
ナ　 デ 良　 好

にぷい黄橙色

（10Y R ％）

にぷい黄橙色

（10Y R ％）
1 ～ 5 ミリの砂粒 を含む

17 5 底　 部 パケメ パ ケメ 良　 好
にぷい黄橙色

（10Y R ％）

にぷい黄橙色

（10Y R ％）
0 ．5～2 ミリの砂粒 を含む

17 6 士宣E 底　 部 ヘ ラミガキ ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

にぷい黄橙色

（10Y R ％）
0 ．5～3 ミリの砂粒 を含む

17 7 ・＝ヒ笠

鉢

鉢

鉢

鉢

聾

喪

底　 部 ナ　 デ ナ　 デ 良　 好
橙　　　 色

（7 ．5Y R ％）

褐　 灰　 色

（7 ．5Y R 昇）
2 ～ 3 ミリの砂粒 を含む

1 78
口絹増β

胴 l部

ロ縁部　 よこナデ

頸　 部　 パケ メ
ナ　 デ 良　 好

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）
0 ．5～3 ミリの砂粒 を含む

179 口縁 部 パケメのあとへラミガキ
よこナチ

へラ ミガキ
良　 好

浅 黄 橙 色

（7 ．5Y R ％）

浅 黄 橙 色

（7．5Y R ％）

きめ細 かい

1 ミリ程の砂粒 を含む

180 口縁部
口唇部　 よこナデ

へ ラ ミガキ
ナ　 デ 良　 好

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10 Y R ％）

きめ細 かい

1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

181 完　 形 ゆびおさえ ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色
（10 Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10 Y R ％）
1 ～ 2 ミリの砂粒を含む

182 完　 形 ナ　 デ ナ　 デ 良　 好
胃．5Y R 損

拷＿鼻 官撰

恕 惑
2 ミリ程の砂粒を多く含む 外面スス付着

l 183
ク

「1繰普β

胴 1部

ナ　 デ
板状 工具に よる強いナデ

ナ　 デ 良　 好
冒：兎 冨瘍 浅 黄 橙 色

（7．5 Y R ％）
2 ～ 5 ミリの砂粒 を含む 外面スス付着

－35－



図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構 名 器 形 部 位

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整

焼 成
色　　 調

胎　　　 土 備　 考
外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面

3 2 184
B 地区

S A 7
聾

口緑普β

胴 i 部
ナ　 デ ナ　 デ やや不良

橙　　　 色

（5 Y R ％）

橙　　　 色

（5 Y R ％）
1 ～ 5 ミリの砂粒を含む

ク 18 5 ク 聾
口緑吾β 胴　 部　 ゆびおさえ 口録音β　 よこナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 子　　葉　橙

7　5Y R タ1
きめ細かい

胴 i 部 ナデ 召瞑　 書β　 ゆぴおきぇ
月同　 書ロ　 ナ テ，

（7 ．5Y R ％） 4譜 漕 簡 0．5～4 ミリの砂粒 を含む

ク 18 6 ケ －
月同　 書ロ 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナ デ

良　 好
淡　 橙　 色 浅 黄 橙 色 きめ細 かい

底 i 部 底　 部　 ゆびおさえ 底　 部　 ゆ びおさえ （5 Y R ％） （10Y R ％） 0．5～4 ミリの砂粒 を含む

〃 187 ク 高士不 杯　 部 ナ　 デ ナ　 デ 良　 好
Iも与呈雪君

津．最 欝拐
浅　 黄 橙 色
借 鵠 必 0．5～2ミリの砂粒を多く含む 風化

ク 188 ク 高士不 土不　 部 ミガキ （単位不 明） ミガキ （単位不明） やや良好
橙　　　 色
（5 Y R ％）

橙　　　 色
（5 Y R ％）

きめ細かい

1 ミリ程の砂粒を多く含む
風化

ケ 189 ノケ 高上不 脚　 部 ミガキ ナ　 デ 良　 好
（妄青さ、鼎 芳

Ii討 晋 闇

にぷい黄橙色
（10Y R ％）

きめ細かい

0．5～2 ミリの砂粒 を含む

窺雲詣 隻苦

ヶ所

ク 190
B 地区

聾 完　 形
口緑書β　 よこナテ′ 口縁部　 よこナデ

良　 好
にぷ い橙色 にぷい橙色 きめ細 かい

外面スス付着
S A 8 月同　 書β　 ナ ァ

底　 書β　 ゆぴ おさえ
ナデ （5 Y R ％） （5 Y R ％） 1～3ミリの砂粒を多く含む

ク 191 ク 聾 完　 形
底　 部　 ゆび おさえ ロ縁部　 よこナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色

1 ～ 3 ミリの砂粒 を含む
外面スス付着

ナデ ナデ （7．5 Y R ％） （7 ．5Y R ％） 風化

33 192 ク 聾 ロネ蓉書β 口縁部　 よこナデ 口縁部　 よこナデ
良　 好

暗 灰 黄 色 にぷい黄橙色 1 ～ 2 ミリの砂粒， 8 ミ
外面スス付着底 l 部 ナデ ナデ （2．5 Y　 ラす） （10Y R ％） リの砂粒を含む

ク 193 ク 聾
口緑書ロ

胴 1 部
パケ メ

口縁部　 よこナデ，パ ケメ

胴　 部　 ナデ
良　 好

にぷい黄橙色

（10Y R ％）

浅 黄 橙 色

（10Y R ％）
2 ～ 4 ミリの砂粒 を含む 外面スス付着

〃 194 ・ケ 要
ロホ家書ロ

胴 i 部

口縁部・二，よこナデ

胴　 部　 ナデ
ナ　 デ 良　 好

浅 黄 橙 色

（7．5 Y R ％）

橙　　　 色

（7 ．5Y R ％）
1～5ミリの砂粒を多く含む 外面スス付着

ク 195 ケ 聾
ロネ家書β 口縁部　 よこナデ 口縁部　 ナデ

良　 好
浅 黄 橙 色 にぷい黄橙色 きめ細かい

風化肩 1 部 肩　 部　 パケ メの あとナ デ 肩　 部　 パケメの あとナデ （7．5Y R ％） （10Y R ％） 1 ～ 4 ミリの砂粒 を含む

ク 196 ク ・＝ヒ笠
肩「 1郭

底 i 部

肩「 1部　 よこナテナ
月同　 部　 ナテナ ナ　 デ 良　 好

にぷい黄橙色

（10 Y R ％）

迄漕潤

（10 Y R　ウイ’）

細砂粒 を含む

ク 197 ク 士笠
頸　 普β

胴 ～部
ヘ ラミガキ

肩　 部　 ナデ ・ゆび おさえ

胴　 部　 ゆびお さえ ・パケ メ
良　 好

橙　　　 色

（7．5Y R ％）

浅 黄 橙 色

（1q＿Y R ％）
1～3 ミリの砂粒を多く含む 風化

ク 198 ク 鉢
口絹培β

胴 1 部
パケ メ

口縁部　 わずか にパケ メ

ナデ
良　 好

にぷい黄橙色

（10 Y R ％）

浅 黄 橙 色

（7．5 Y R ％）
3 ミリの砂粒 を含む 外面スス付着

ケ 1由 ク 鉢
口絹増ロ

底 i 部

口絹培β　 ナテ∫
月同　 書β　 パケ メ
底　 普β　 ナテナ

パケメの あとナデ 良　 好
橙　　　 色

（7．5Y R ％）

橙　　　 色

（7．5 Y R ％）
2～3 ミリの砂粒を多く含む

〃 2 00 ク 鉢 ロ緑普β 口縁部　 よこナデ 口縁部　 よ こナデ
良　 好

橙　　　 色 褐　　　 色
2 ～3 ミリの砂粒 を含む

底 t 部 ナデ ナデ （7．5Y R ％） （10Y R 昇）

ク 2 01 ク 鉢 完　 形 よ こナデ ナ　 デ 良　 好
にぷい黄橙色

（10 Y R ％）
にぷい黄橙色
（10Y R ％）

紳砂粒を多く含む

ク 2 02 ・ケ 鉢 口緑書β

底 1 部

口緑 普β　 よ こナテナ．
底　 部　　 2 段の欄i描f皮耳犬文

ミ　ガキ

口縁部 ・胴部上 半　 よ こナデ

ミガキ
良　 好

橙　　　 色
（5 Y R ％）

橙　　　 色
（5 Y R ％）

0 ．5～1 ミリの砂粒 を含む 風化

〃 2 03 ク 高士不 土不　 部 ミガキ （単位不明） ミガキ （単位 不明） 良　 好
橙　　　 色
（7．5Y R ％）

橙　　　 色
（7．5 Y R ％）

きめ細かい

1 ～2 ミリの砂粒を含む
風化

ク 2 04 ク 高士不 土不　 部
口唇部　 よこナデ

へ ラ ミガキ
ヘラ ミガキ 良　 好

浅 黄 橙 色
（10Y R ％）

浅 黄 橙 色
（10 Y R ％）

1 ミリ程の砂粒を多く含む

ク 20 5 ク 高士不 土不　 部 ヘラ ミガヰ
（滑 らかで単位不明）

ヘラ ミガキ 良　 好
にぷい黄橙色
（10Y R ％）

にぷい黄橙色
（10 Y R ％）

0．5～2 ミリの砂粒を含む

ク 20 6 ク 器台 完　 形
口縁部　 よ こナデ 口縁部　 ミガキ

良　 好
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色

0．5～4 ミリの砂粒を含む
透かし4 ヶ所

ミガキ ナデ （10Y R ％） （10 Y R ％） 風 化

ク 20 7 試　 掘 ・＝ヒ：正 完　 形
口絹糟β　 よこナテナ
月同　 書β　 パケメ
底　 部　 ゆぴお さえ

ロホ家書β　 よこナテナ
肩　 書β　 ゆぴお さえ

ナ　　 テr
良　 好

浅 黄 橙 色
（7 ．5Y R ％）

浅 黄 橙 色

（7．5Y R ％）
2 ～ 4 ミリの砂粒 を含む

頭部

へラキザ ミ

34 20 8 S A lO 聾 ほぼ完形
口録音β　横 ナテr
月同　 部　 パケ目－部ススイ寸書
底　 曹ロ　 ナテ，

口縁部　 パ ケ目

胴　 部　 パ ケ目　 中程 に指頭痕
良　 好

明　 黄　 褐

（10Y R ％）

明　 黄　 褐

（10 Y R ％）

きめ糸田か
0．2～4mm程の灰、茶、黒等
の砂粒を多く含む

スス付 着

あけ底

ク 20 9 ・ケ 鉢 ほぼ完形
口緑書ロ　 ナテ′

ヒ．　　　－
口縁部　 風化 のため調 整不明

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 白色の粒を含む

月同　 書ロ　 バケ目指押 え一部黒斑
底　 書ロ　 バケ目

胴部から底部　 たて方向のパケ目 （7 ．5Y R ％） （10 Y R　％） 1 ～ 3mm大の茶色の粒 を
多く含む

ケ 2 10 ク ＝量ご
：亜：

胴部下半
1

底　 書β

胴　 部　 横 へラ ミガキ
底　 部　 ナデ

パ ケ目 良　 好
浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

篭 ：：芸 慧 0 ．2～2m の褐色，灰色，白
色の砂粒を含む

そろばん型？

ク 2 11 ・ケ 鉢 ？ 底　 部
胴　 部　 底部付 近は横 ナデ

底　 部　 ナデ，黒変 良　 好
lこぶしゝ
（10Y R　ライ

ii詣 貰 闇 0 ．2mm前後の灰色，白色の
‾t．‘‾

穿孔
底　 部　 横 ナデ 4汽 Y　 損

汽 Y　 タ方 砂粒と石央，角閃石？を
含む

2 ヶ所 あ り

ク

ク

ク

〃

ク

ノケ

ク

ク

3 5

ク

ク

ク

ク

3 6

ク

ク I

2 12 ク

〃

S A ll

ク

ク

ク

S A 12

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク l

鉢 ほぼ完形
口緑書β　横 ナテ，
月同　 書β　 ナテ′
底　 書β　 ナテ，

緑 障 霊 禁 で斜 め
良　 好

にぷい黄橙

（10Y R ％）

にぷい黄橙

（10 Y R ％）
4mm以下の茶色の粒が多
量に含まれる。細砂粒 も
含む

平底

l 同一個体

21 3 鉢 ほぼ完形
口縁部　 ナデ

胴　 部　 斜め方向のパケ目、指押え
口縁 から底部 までナデ 良　 好

にぷい黄橙

（10Y R ％）

褐　　　 灰

（10Y R タr）
砂粒を含む

21 4 聾 ？ 底　 部 胴　 部　 底部付近 ナデ
胴　 部　 底部付近 ナデ

斜方向パ ケ目
良　 好

浅　　　 黄

（2 ．5Y　 ％）
黒　　　 褐
（2．5Y　 ％）

2mm大の茶色の粒 と紳砂
粒 を含む

21 5 士笠 口縁部 口縁部　 ナデ 口縁部　 ナデ 良　 好
乳 Y 隻 蔓

搾 5Y　 裾－

子炎　　　　　 乗
（2．5Y　 ケg）
明　　 菜　　 禍
（10 Y R．7定1

黒 く光る粒，透明な粒，1
mm大の白い粒 を含む。 1
mm内の砂粒を多く含む

21 6 士∃互
頸部

～底部

胴　 部　 パ ケ目のあ とミガキ

底　 部　 ミガキ

胴　 部　 パ ケ目からナデ

底　 部　 ナ デ一部黒斑
良　 好 同　 上 同　 上 同　　　 上

21 7
小型

完　 形 口緑書β　横 ナテナ
止

ロ　 ホ幸　 手旨による言周整
良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 ～3 mm程度の砂粒 を多 スス付着
聾 月同　 郡　 中位 夕丁方向ナテr

下位斜 方向のパケメ才旨吾周整
月同　 書口　 上位 ナテ′下位 はタフ一

方向 にナテ，
（7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） く含む 全体の％黒斑

21 8 聾 ほぼ完形
口縁部 から底部 までナデ

底部付近 は指押 え
ナ　 デ 良　 好

明　 黄　 褐
（2 ．5Y　 ％）

にぷい黄橙

（10Y R ％）
スス付着

21 9 聾 完　 形
崖緑葉 幸吉磨 慧 露 語 鍔 モ ロ縁部　 ナデ

良　 好
浅黄橙（10Y R ％）汚 5Y　 ケ芳 4 m 前後の茶，灰の粒を スス付着

胴　 部　 ナデ　 黒変 橙　　 （7．5Y R％）
黒（スス）（10Y R ガ）

41天　 （黒変
r　5　Y　　　 ～く′

多く含む あげ底

220 要 完　 形
ロ緑書β　 ナテチ 口緑書β　 ナテナ

良　 好
も 嘉 農 藁

（1nY R　らイ1

浅　　　 黄

（2 ．5Y　 ％）

暗灰，褐色の丸味のある細礫（1．5
スス付着月同　 書β　 ナテ，手旨押圧 胴　 部　 タテ、斜のノ‘、ケのあとナデ ～hm ）赤色酸化鉄粒～塊，細かい

底　 部　 ナテナ 底　 部　 タテパ ケの上 をナテナ

22 1 磐 完　 形
口緑書β　 横 ナ・デ
月同　 書β　 パケメのあと部分的にナデ
底　 書β　 手旨押 え

口絹ヒ普β　 横ナテrの あとパ ケメ
月同　 書β　 パケ
底　 書β　 手旨押 え

良　 好
j

にぷ い橙色
（5 Y R ％）

橙　　　 色

（5 Y R ％）
1～4 m の砂粒を含む

1mm弱の透明粒を少量含む

ス ス付着
三種類の原体

22 2 聾 完　 形
口緑書βから月同書β上 半まてもナテチ
月同書β下半　 パ ケ目
底 は粗 いナテナ

口縁か ら底部 にかけてナデ

下位は黒変
良　 好 唱

法（具首線

（10 Y R　％）

明　　 乗　　 場
擁 棒 朝

2 ～ 3 m の茶，灰の砂粒

を多く含む
スス付着

223 聾 完　 形 口緑書β　 ナテ′ 口緑書β　 ナテr
良　 好

誓端 裁兼

（2＿5Y　　 写イ’）

浅黄（2．5Y ％） 細かを砂粒の他．時灰色、褐色の丸味の
ス ス付着月同　 書β　 横 ナテタとタテナテ∫ 月同部か ら底書ロ　 ナテ， 胴部黄灰（2．5Y昇）ある細礫（径卜h ）を多く含む，2、h

底　 書β　 ナテナ －剖阿旨押 え 下半部黒（2．5Y舛）のもの最多．赤色の削ヒ鉄粒を含む

224 聾 ほぼ完形
風化著 しく調整 不鮮 明 口縁部　 ナデ

良　 好
淡　黄 （2．5Y　％） 1 ～ 4 mm 大の灰，茶色の

あげ底
底　 部　 ナデ 胴　 部　 パケ 明黄楊（10Y R ％）

暗灰黄（2．5Y ラ盲）
粒を多く含む

22 5 聾 完　 形
品緑部 禦 鮎 雛 ；享のあと斜パケ 口緑部　 パケ調整のあと指おさえ

一　　　虚 良　 好
橙　　　 色 橙　　　 色 1 ～ 3 mm程度の砂粒 を多 壬ス付着

底　 部　 孟芋聖り状のナデ 月同　 ロロ　 バケ
底　 部　 手旨お さえ

（5 Y R ％） （5 Y R ％） く含む 二種類のパ
ケ原イ本

：226 聾 完　 形 口緑書β　 横 ナテ′
至暁書ロから底書ロ　 バ ケ
底　 部　 ‡旨ナ・デ

口繰書β　 横ナテ，
月同　 書β　 パケ メ
底　 部　 指ナテ，

良
橙　　　 色

（2．5Y R ％）

1登　　　　 色
（2 ．5Y R ％）
下半は黒褐色

1 ～ 3 mm程度の砂粒を多
量に含む

スス付着

227
小型

の聾
完　 形

口緑部　 手旨押え，ナテ，
月同　 書β　 パケ
底　 書β　 ナテ，

ロ緑部　 パケ 日
月同　 部　 タテパケ 目
底　 部　 手旨おさえ　　　　　　　 、

良　 好
箇 損 箸

＝・

にぷい黄橙色

（10Y　 ％）
1mm強の砂粒 を含む スス付着

ー36－
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図 面

番 号

遣 物

番 号
遺 構 名 器 形 部 位

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

36 228 S A 12 聾 完　 形
口縁 から胴部上半 はナデ 口緑書β　横 ナテ′

良　 好
浅　 黄　 橙 に ぷ い 黄 2 ～ 3 mmの砂粒 を含む スス付着

胴部下半 はパ ケによる削 り 月同　 部　 ナテ′
底　 部　 パケてゝついたよ うな跡

（10 Y R ％） （2 ．5Y　 ％）

ク 229 ク 要 完　 形
口繰書β　 パケの あとナテ∫
月同　 書β　 1李耗のため調整不明
底　 曹β　 ナテチ　粗いナテナ

口緑書β　 ナテr
月同　 書β　 パケ
底　 普β　 ナテナ

良　 好
浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）

転 晶 ．薫

（10Y R　多く′）

暗灰 ～褐色の丸味のある
細礫（2～3mm）沼鉄鉱（赤変
輝かいもの～1．4cm）を含む

スス付着
平底に近い若干
のあげ底

37 230 ク ・＝ヒ笠 完　 形
口緑書口　横 ナテ′
胴　 部　 幸報 猷 ㌶ 気 配 募

口緑昔日　横 ナテ，
月同　 書口　 上半ナデ　 下半はパケ
底　 書β　 手旨お さえ

良　 好
橙　　　 色

（5 Y R ％）

上半…にぷ
い赤褐色
（2．5Y R タイ）

1 m 弱の砂粒を少量含む

ケ 231 ク 士：亜： 完　 形
口繰部か ら月同書口上半は ナテ′
下半はけず りに近 いナデ
底　 書β　 ナテ′

口縁 か ら胴部上半　 指お さえ 良　 好
に ぷ い 橙

（7．5 Y R ％）

に ぷ い 橙

（7 ．5Y R ％）
砂粒 を少量含む

ク 232 〃 ・＝ヒ∃互 完　 形
ロ緑部 横ナデ　頚部横ナデのあとタテパケ目
胴　 部　ハヶ月のあとナデ下半はナデ 口縁 部　 横 ナデ 良　 好

橙　　　 色

（5 Y R ％）

暗 赤 褐 色

（5 Y R ％）
1 ～3 mm程度の砂粒含む

尖底気味の

丸底

〃 233 ク 士 完　 形
ロ縁部横ナデ　頸部横ナデのあとパケ目 ロ緑 普β　 手旨お さえの あと‡黄ナテナ 良　 好

にぷ い橙色 にぷ い橙色
1m 弱の砂粒 を少量含む

三種類のハ
笠 当院　 普β　 横ナテ′

月同書ロか ら底宮口　 手旨ナテチ
（7．5 Y R ％） （7．5Y R ％） ケ原体

〃 234 ク 士：三三
頸部 ～

底部
ナ　 デ ナ　 デ 良　 好

橙
（7．5Y R ％）

にぷ い黄橙

（10 Y R ％）
砂粒 を少量含む

胴部下半から
底部にかけて
一条の線刻

・ケ 235 ク ・＝ヒ 完　 形
ロ緑書β　 横ナ テナ ロ緑書β　 横ナテr

良　 好
にぷ い黄橙 にぷ い黄橙

2mm くらいの砂粒を含む
頚部から胴部に
かけて二本の線
刻

宝E 月同　 書β　 パ ケ司犬のナテ′
底　 部　 部分的にパケ原体によるケズリ

月同　 書巧　 手旨圧の後 なても上 げ
一書βパケ 目が残 る

（10Y R ％） （10 Y R ％）

ク 236 イ′ ・＝ヒ宝E 完　 形
ロ緑書β　 ナテ′
月同　 書β　 ナテr　顕普βイ寸近はパケ目
底　 部　 ナデパケ目原体によるおさえ

ロ縁部　 指 による横ナ デ 良　 好
黄　 橙　 色
（10Y R ％）

にぷい黄褐色
（10 Y R タ首）

1～3mm程度の砂粒 を含む
召暁から月同書β
にかけて．4
本の線刻

ケ
2台7

ク ・＝ヒ 完　 形
口縁部　 横 ナデ　 頸書β　パ ケ目 口緑普β　 横ナテナ

良　 好
配 し票 ， 雷．貰 簑・鰯 0 ．5～2m 前後の茶黒色の 月同上半 に－

条のi皮メ犬線
亥u文互E 月同　 書β　 斜 ヨコのノ．ヽケメ

底　 書β　 ていねいなナーデ
月同　 書β　 上半　 L tごり

下半　 音旨なてゝ
砂粒を含む

ク 238 ク 士 完　 形
口綾部横ナデ　顛部　タテパケのあと横ナデ 胴　 部　 上半指 おさえ

良　 好
淡　　　 黄 淡 ．　 黄 1 ～ 3m の茶の粒 を含む 胴中位 に弧

∃互 胴　 部パケ目のあと粗いナデ
底　 部パケ目 下半パ ケメあとナデ （2 ．5Y　 ％） （2．5 Y　 ％） 1 cm前後のものもある 状の線刻

ク 239 ク ＝量ヂ 完　 形
口縁部　 横 ナデ ロ縁部　 横ナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 にぷい黄橙

黒，灰，褐色の砂粒 を含む
胴中位に弧状の
禦 詣 成 績笠 胴　 部　 パケ目 胴部～底部　 ナデ （10Y R ％） （10Y R ％）

3 8 240 ク ・＝ヒ 完　 形
口縁部　 横 ナデ 胴　 部　 上部 タテナデあとは風

良　 好
にぷ い黄橙 灰 細かい砂粒の他 1m ～ 5

宣E 胴　 部　 タテ斜 めパケ 化の ため調整 不明 （10Y R ％） （5 Y　 タで） m の砂粒を多く含む

ク 24 1 ク ・＝ビ 完　 形
口縁台β　ノ、ケ目 月同　 書β　 上半　 手旨おさえ 良　 好

にぷ い黄橙 にぷい黄橙
1～h mの砂粒を多量に含む

黒斑有り頸部下
半に一条の細沈
線のち重弧文宣E 月同　 書β　上 半はへラ　ミ　ガ、キ

下 半はパケのあとミガ’キ
中位 はパ ケ目
下半 はナテ，

（10Y R ％） （10Y R ％）

ク 24 2 ク ＝量ナ
胴部～ 月同　 部　 上半はタテのヘラミガキ 月同　 書β　 上位 はシポ リ 良　 好 8

オ リーブ黒 白，灰，透明に光る細砂粒
乳房状底部

ヨ互 底部 中位はヨコのへラミガキ
底部ナデ　 下半はヨコのヘラミガキ

中位 は手旨ナテ， （2．5Y　 ％） （5 Y　 ％） を含む

ク 24 3 ク 鉢 完　 形
ロ縁台β　横 ナテ， ロ縁部　 粗 い横 ナデ

良　 好
橙　　　 色 橙　　　 色

1mm強の砂粒を多量に含む あげ底
月同　 書β　 ナテ′
底　 書β　‡旨お さえ　 ナテr

胴　 部　 ていねいなナデ （2 ．5Y R ％） （2 ．5Y R ％）

ク 24 4 ク 高塀
稀部から

脚部上半

口緑普β　 ナデの上 をへ ラ　ミガキ
土不　 部　 タテパケの上をヘラミガキ
脚　　　　　 タテへラ　ミガ．キ

ロ緑書ロ　　タテヘラ　ミガ、キ
士不　 宮口　　タテへラ　ミガ．キ
脚内部　 ナデ タテ方向の指あと有り

良　 好
淡　　　 黄

（2 ．5Y　 ％）

テ炎　　　　　 黄
酔 顔

鈍 重琵 絹 軍 詳

ク 24 5 〃 高塀 完　 形
口緑書β　横 方向のへ ラ 脚内部　 上半 指 ナデ

良　 好
黄　　　 橙 黄　　　 橙

h m～h 皿の砂粒を多く含む
二段に円形スカ
シ，上 ・下段が
4個　　 計8個士不　 普β　 パケ

脚　 普β　 タテ方向のパケ ？
下 半 横 ナデ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％）

ク 24 6 ク 器台 完　 形
拡張部　 タテ方向のパケ目のあと横ナデ 拡張書β　横 ナテナ

° 良　 好
にぷい黄橙 黄

砂粒 を含む
くびれ部　 横方向のナデ 指によるナ丁
棺　 部　 タテ方向のヘラミガキ

くびれ部　 部分的に粗いみがき他はナ丁
裾　 書β　手旨によ るナテ，

（10 Y R ％） （2 ．5Y　 ％）

39 24 7 S A 13 ・＝巳．ヨ互
頚部～

底部

口緑書β　　タテ方向の ミガ、キ
胴　 部　 上半パケメのあとミガキ

下半ミガキ　 底部　 ナデ

ロ縁台β　 ナテ′
胴　 書β　 刺推しているため調整不明
底　 普β　 少 しパケ目の痕 が ある

良　 好
橙

（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ケg）

J天
（7．5 Y　　如′）

払 吾の卜 2m 大の砂粒

0．5－1mm 大の粒 を含む

ク 24 8 ク 聾 完　 形
口串討部　 パケ
月岡　 書日　 下半・けず’りオ犬のパ ケ

口縁書ロ　 バヶ
月同　 書ロ　 バケ 良　 好

橙
（7．5 Y R ％）

にぷい黄橙

（10 Y R ％）

詑 忠 夫 晶 欝 ？ スス付着
あげ底

底　 吉日　 手旨ナテ， 底　 吾β　指 ナテ， 含む

ク 24 9 ク 高球 半完形
口車豪普β　 横ナテr 口緑書β　横 方「司のヘ ラ　ミガキ

良　 好
橙 明　 黄　 褐 2～h m の砂粒，石英を多 脚告β下半 に

ノミ士不　 部　 円を描くような方向のパケ日
脚　 普β　 タテ方向のへ ラ　ミカーキ

土不　 書β　 へ ラ　ミカーキ
脚 内書β　手旨で整形

（7．5Y R ％） （10Y R ％） く含む 4 イ園の円形
ス カ　シ

ク 2 50 S A 14 聾 ほぼ完形
口緑普β　 ナテ．－書付旨おさえ
胴　 部　 タテ方向のナデ下半ケズリ状のナデ

口繰普β　横 ナデ
月同　 部　 上半横ナデ下半タテ方向のナデ 良　 好

明　 黄　 褐
（10 Y R ％）

明　 黄　 褐
（10 Y R ％）

邁顎崇孟完駄 罷　 短髪 一部スス付着

あげ底
底　 部　 手旨お さえ 底　 部　 手旨お さえ 含む

ク 2 51 ク 聾 完　 形
口緑書β　 タテ方向のパ ケメ
月同　 部　 パケ メ　下半 手旨押 え

口緑吉日　横 ナテナ
月同　 部　 ナテナ　上半　 手旨押 え 良　 好 種 苗長い鮎 （2．5 Y　 ケg）

月同　書β　黄 J天

2 mm前後の茶，白，灰の粒

を含む
スス付着

底　 書ロ　 ナテ′ 底　 書β　　　　　 え rlO Y R　シr） （2＿5 Y　　与で）

ク 2 52 ク
小型

完　 形
口緑書口　 横ナテ′

止
口緑書β　 ナテ′
‾　 血　　　　 ‾－剖手　押 － 良　 好

？　　 黄
7．5 Y R タ首

にぷ い黄橙 平底
聾 月岡　 ロロ　　ナ丁

底　 書β　 ナテ，
月同　 郡　 ナテ′　ロロ　旨　 え
底　 書β　 手旨お さえ

rlO Y R　 7イ）
（10 Y R ％） l　　ヽl粒を含む

ク 2 53 ク 聾 完　 形
垣線素 洋 描 防 下半パケメ 品緑 薫筐　 警右 昌旨おさえ 下半ナデ

底　 部　 指お さえ
良　 好

にぷい黄橙
（10 Y R ％）

i淫 澗

の砂粒を含む
あげ底

40 254 ク 聾 ほぼ完形
口緑部　 タテナテrの後横 ナテr 口縁部　 ナデ （風化）

良　 好
兢 潤 一 Ii品 し良問 1～4m 大の灰，茶色の粒 ス ス付着

月同　 部　 上半パケ目　下半削り状ナデ
底　 吾ロ　 ナテ．

胴　 部　 指でのナデ 橙
＝・・・こ

を割 に多く含む あげ底

ク

ク

〃

ク

ク

ク

4 1

〃

ケ

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

255 ク

ク

ク

．ケ

ク

ク

一ケ

ク

、ク

ク

〃

ク

ク

ノケ

ク

ク

ク

聾 完　 形
口絹糟β　 ナテr，パケ目 ロ緑書口　 横ナテナ

良　 好
品 辛良貨 か ii誘電彗屠 1～血m大の白，茶，灰色の あげ底

月同　 書β　 パ ケ目　下書β手旨押 え
底　 書ロ　 ナテr

月同　 部　 手旨押 えの後斜ノ、ケ
下半から底部は風化のため調整不明

括．討 忌’讃 競軋 Y R ケr） 粒を含む スス付着

平底　 底部
付近 に二本
の線亥り

256 聾
口縁から

胴部下半

ロ縁部　 指押 えの後 ナデ

胴　 部　 タテ方 向のナデ

ロ繰書β　 横方向のパ ケの後 ナデ
月同　 書β　 タテ方向の ナテ，原体 の

帽で凹凸 が残 る
良　 好

にぷ い黄橙

（10Y R ％）

浅　　　 黄
（2．5Y　 ％）

257 ・＝ヒ ほぼ完形
ロ緑書β　 ‡黄ナテナ ロ縁部　 指押 え

良　 好
にぷ い橙色 にぷ い橙色 0 ．2～血皿の褐色，灰色の

璽E 月同　 書β　 パ ケ日　下部 ナテナ
底　 普β　 パ ケによる粗 い言周整

胴　 部　 ナデ （7．5 Y R ％） （7．5Y R ％） 砂粒 を含む

258 ＝量亡 ほぼ完形
ロ緑書βから月同書β上半 にかけては 口縁部　 風化著 しい

良　 好
柁

’（5 Y R　％）
1～5m 大の砂粒を多く含

笠 風イヒ著 しい
月同書β下半　 パ ケ目　黒瑛E

胴　 部　 ナデ 上部指頭痕 あり 橙
（5　Y R　アイ）

む

259 士 完　 形
口縁部　 指 の後 パケ　 黒斑 口緑普β　 横ナデ

良　 好
（妄蕗 冒粛 に ぷ い 橙 きめ細かい

∃互 胴　 部　 パ ケの後 ナデ 月同　 書β　 上半 は指 による吾周整
下半 は横 ナテ′

曹＿5 Y R 撰 （7．5 Y R ％） 1～2 ．5mmの砂粒を含む

260 ・＝ビ∃互
ロ縁～
胴部下半

口絹ヒ普β　 風イヒのため言周整 不明
月同　 部　 へ ラ　ミガ、キと思 われる

が部分的に刺離している

口縁普β　 ナテ′
月同　 部　 上半　 手旨押 え

下半　 ミガ．キ　黒境E
良　 好

削 岩 溌 ；

褐灰（黒斑）

捧塗勤
1～6mm の砂粒 を多く含む

26 1 ・＝ヒ璽 完　 形
風化著 しく調 整不明

胴部下 半一部黒 斑
胴　 部　 指頭痕 良　 好

黄　　　 橙

（7 ．5Y R ％）

明　 黄　 褐

（10 Y R ％）

きめ細か，灰，茶．黒等の

砂粒を含む

26 2 ・＝ヒ宣E 胴　 部 ナ　 デ ナ　 デ 良　 好
浅 黄 橙 色

（10Y R ％）

灰　 黄　 色

（2．5 Y　 ％）

0 ．1～2m の褐色，灰色の

砂粒を含む

上向 きの重
弧文及 び多
条f九線

26 3 高塀
杯部～
脚部上半 土不　 書β　 ナテr

脚　 普β　 へ ラ　ミガ、キ

口縁部　 横 ナデ

土不　 部　 へ ラ ミガキ
良　 好

明　　 責　　 禍
拝：：： 賀

明　 黄　 褐

（10 Y R ％）
1～h nlの砂粒 を多く含む

脚書β中央 に
4 イ園の円形
スカ　シ

4 個 の円形

264 土不　 部
口縁端部　 横 方向の ミガキ ロ絹培日　 夕テ方 向の ミガキ 良　 好

橙 橙 約4mmの茶色の粒，及び2mm前後
以下の茶，黒，白透明．灰色の砂粒

高塀 休　 部　 ナデ及びタテ方向のミガキ 屈曲書ロイ寸近　 横方 向の ミカキ
下半　 タテ方 向の ミガ、キ

（7 ．5Y R ％） （7．5 Y R ％）

26 5 土不　 部
ロ縁部　 横ナデに続きタテのパケ目 口縁部　 タテ方 向のナデ

良　 好 橙 明　 黄　 褐 2m 前後の茶，灰，黒，透

高塀 土不　 部　 横方向のていねいなナデ 土不　 部　 ヨコとタテの ミガキ （7 ．5Y R ％） （10Y R ％） 明，白及び光る微粒 を含む

26 6 高塀 土不　 部
口縁部　 横 方向の ミガキ 口縁部　 横方 向のミガキ

良　 好 橙 橙 晶塊 頂 点 r溜 泊 連

及び光る微粒を含む土不　 部　 タテ方向の ミガキ 土不　 部　 タテ方 向の ミガキ黒斑 （7 ．5Y R ％） （7．5 Y R ％）

26 7 高塀 杯　 部
口縁部　 ミガキ 口縁部　 パ ケ目の後横 ミガキ

良　 好
橙 梼 蒜丑い管晶

rln Y R　号イ）

2mm前後の茶，灰，白透明，

土不　 部　 ナデ 杯　 部　 パ ケ目の後 タテ ミガキ （7 ．5Y R ％） 黒透明の砂粒を含む

2 68 脚　 部
脚　 部　 タテ方向のパ ケ調整の 脚　 部　 上半部横方向のケズリ状のナデ

良　 好
明　 黄　 褐 にぷい黄橙 晶冒悪路完翫 罷 描 習・

含む高塀 後 ミガキ （10 Y R ％） （10Y R ％） スカシ

2 69 脚　 部 脚　 部　 男 ㌶ 請 讃 昔 宕黄ナ

デの後タテ．ナナメナデ

脚　 部　 横 ナデ
良　 好

汗。草書 夕方 浅 黄 橙 色 0 ．1～2m の褐色，灰色の 4 個 の円形

高杯 （板状工具による溝あり） 責　　　　 J天 （10Y R ％） 砂粒を含む スカシ

27 0 高士不 脚　 部 脚　 部　 タテヘ ラミガキ
脚　 部　 ナデ 指押 え

良　 好
にぷ い橙色 Ii晶 悪 坊 0 ．1～h rnの褐色，灰色，白 4 個 の円形

部分的 に黒変 （7．5 Y R ％） J炎　　　　　 色
（7．5 Y　 ライ）

色の砂粒 を含む スカシ

271 鉢 完　 形
ロネ家書β　 斜方向のパ ケ目 非常 に粗 いパ ケメ 良　 好

橙 灰 5 mm以下の灰，茶の粒が
焼 きひずみ

月同　 部　 ‡貴斜め方向のパ ケ日
底普ロイ寸近　 手旨押 えナデ

時計 の方 向にパ ケメ （7．5Y R ％） （5 Y　 タf） 多量 に含まれる

－37－



図 面

番 号

遺 物

番 号
‘遺構 名 器 形 部 位

文　 様　 お　 よ　 び　 調 ・ 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　 l 面 外　 面 内　 面

4 1 27 2 S A 14 鉢 完　 形 口緑書β　斜方 向のパケ日
月同　 書β　上 半普β横 ミガーキ

口絹増β　 ナテ′
月同　 書β　上半部横方向ミガキ下半部ナデ
底　 部　 手旨押 え

良　 好
にぷ い黄橙

（10 Y R ％）

にぷい黄橙

（10Y R ％）

4 mm の茶色の粒 と2 mm
状 の茶，灰 色の粒を含む

ク ‘27 3 ク 鉢 底　 部
胴　 部　 底部付近 ミガキ

底　 部　 ていねいなナデ
底　 部　 ナ　 デ 良　 好

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

にぷい黄橙

（10Y R ％）

約3tⅦの茶，白，灰の粒，及び1m
以下の黒，灰茶，白，茶色くl光る砂
粒を含む

ク 274 ク 鉢 ほぼ完形 口縁部 か ら底部 までナデ ナ　 デ 良　 好
淡 黄 褐 色

底部…暗褐色
黒　 褐　 色

2 mm か ら5 ～ 6 mm の砂
粒 を多 く含む

4 2 27 5 S A 16 器台
くびれ部

裾　 部 整 華拶 鵜 へラミ桝 良　 好
鼠 ：署 洪 に ぷ い 橙 1 ～ 2 mm の白，うす茶， 裾端部 に凹

～　 裾部 底　 部 盲苦学 ヨコ方向のパケメ・ナデ （5 Y R ％） 灰色 の粒 を含む 線状め洗練

ク 276 ケ
ミニチ

完　 形
口縁書β　 ナテざ
一　　　止

口縁部　 ナデ
良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 ～ 3 mm の茶，白の粒

ユア ．月同　 部　 手旨ナ7－
底　 書β　 ナテ′

胴部 か ら底部　 ナデ （10 Y R ％） （10Y R ％） を含む

ク 277 ・ケ ・＝ヒ
頭部　 ～ 頸　 部　 上方 向のパ ケ目 頚　 部　 横 ナデ 貞　 好 浅　 黄　 橙

8
茶 ，黒 の細粒 ，2 mm 前後

璽E 胴部上半 胴　 部　 タテのパ ケ目 胴　 部　 指 ナデ （7．5Y R ％） （7．5Y R ま昼）
陀幣 ’．彗月

の茶 の粒 を含む

ケ 278 S．A 17 聾 ほぼ完形
口縁部　 横 ナデの後指押 え

胴　 部　 タテ方向 のパ ケ目
口緑部　 指で整形の後横ナデ
胴　 部　 左から右下方向へのパケ目
底　 部　 指で調整

良　 好 褐　　　 灰
（10Y R　タr）

褐　　　 灰
（10Y R 昇）

2 ～ 3 mm の白っぽい粒

を含む

ク 279 ク 聾
口縁部～ 口絹と書β　 斜方 向のパケ目　 黒斑

良　 好
栂

7
に　ぷ　い　真

6
1 ～ 5 mm の茶 灰　 白の 頭部に台形状

胴部上半 月同　 書β　 ナテナ
－部黒j粧，－部斜方向のパ ケ目

類　 書β　 横 ナテ，
月同　 書β　 パ ケ目

糧 ぎ 壌 援・三盲 藁 も

「三　Y　　　 女′1

I　　　　I
砂粒 を多 く含む の刻目突帯

ク 2 80 Jシ 高士不 土不　 部
「コ緑端普βが‡黄方向の ミガキ
体普βがたて方向の ミガ、キ
下半　 横方向の ミガキ

口縁部　 タテ方 向（？）ミガキ 良　 好
橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％）

1 ～ 2 mm の茶 ，灰 の砂

粒 を含む

ク 2 81 ク 高士不
杯部下半 土不　 部　 タテ方向 ミガキ 月却内書β　 上半　 タテナデ

良　 好
橙 橙 1～2 ．5mm の茶 ，灰 ，透 明 5 個 の円形

～　 脚部 脚　 部　 タテ方向 ミガキ 中　　 夕アナ丁指押 え
下半　 斜 方向パケ目

（7．5Y R ％） （7．5Y R ％） の砂粒 を含む スカ シ

ク 28 2 S A 18 －＝ヒ璽E ほぼ完形
口緑普β　 横ナテ′
月同　 部　 上半ナデか，下半 タテパケ目
底　 普β　 ナデ　 黒変

口碑書βから月同書β風イヒのため
不明
月同書β下半　 ナーデ

良　 好
にぷい樟色

（7 ．5Y R ％）

にぷ い橙色

（10Y R　％）

0 ．2～ 3 mm の褐色 ，灰色

の砂粒 を多 く含む

胴部上半に「メ
姦悪半に三本の

ク 28 3 イ′ ＝量ご璽E ほぼ完形
口縁普β　 横ナテナ
月同　 書β　 タテパケ目の上をタテミガキ
底　 普β　 ナテナ　黒変

口縞と書β　 横パ ケ日子旨押 え
月同　 部　 上半　 指 ナテ′

下半　 タテパ ケ目
良　 好

子炎
（2 ．5Y　 夕方

栂
！7　⊆Y lコ　ちgl

にぷ い黄橙

（10Y R　％）

2 mm前後 の茶，灰，黒 の
粒 を含 む

丸底 気味 の
平底

4 3 28 4 ク
複　 合 口緑～ 口縁部　 櫛措波状文 口縁部　 ナデ　 パ ケ目

良　 好
ii論 呈甥

橙
「7　5Y lH gl

法・5県 一％）

′H Y　 汐、

口坪部上半に柿
口縁壷 頸部 頸　 部　 タテパ ケ目，風化 頭　 部　 パ ケ目 描波状文の後沈

線が施される

ク 28 5 ク 聾 完　 形
口糸家部　 横ナテ′‡旨押 え
月岡　 書口　上半　 ナテ，　下 半　風 イヒ

口緑書β　 横 ナテ′パ ケ日
月同　 書β　 上半横ナテ′　下半へ ラメ犬 良　 好

浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％）

翫 葺ぶ超

！1nY l⊇　　qイ1

上 げ底

スス付着底　 書β　 黒斑 手旨でのナテr底部 手旨押 え

ク 28 6 〃 器台 完　 形
口絹と普β　横 へ ラ　ミガキ
く　びれ普β　　タテへ ラ　ミ　ガキ
裾　 普β　横 へ ラ　ミ　ガキ

口緑書β　 横へ ラ　ミガ、キ
くびれ書β　 上半 パケ目　 下半ナテ
裾　 書β　 横 ナテ′

良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

1 ～ 5 mm大 の砂粒 を多
く含 む

くびれ部上半と
下半に4個ずつ
の円形のスカシ

ク 28 7 ク 高士不 土不　 部
口縁部　 斜方向のヘ ラ ミガキ 口縁部　 横へ ラ ミガキ

良　 好
橙　　　 色 汽 Y R 藁 0 ．1～ 3m mの褐色，灰色，

土不　 部　 風化のため調整不明 土不内部　 タテヘ ラ ミガキ （5 Y R ％） 6島奇 岩雪景
白色の砂粒 を含 む

ク 28 8 ・ケ 高士不 完　 形
口緑普β　　タテヘ ラ　ミ　ガキ 口緑書β　 横 ミガーキ

良　 好
土不　書β　一　機 蔓等澗 1 m m前後の茶，白，灰 の

砂粒 を含 む
脚部中位と下半

ま不　 吉β　‡黄か ら斜の ミガキ
脚　 吾β　　タテ　ミガキ

士不　 書β　　 ミガ、キ
脚　 部　 上半指ナデ 下半パケ目ナデ

嬉垂誓 嶺 に互い違いに4’
個の円形スカシ

ク 28 9 ク 高士不 士不　 部
口縁 部　 風化のため調整不明 口縁部　 風化のため調整不明

良　 好
橙 嵩 肯 窃

′　ここ　王．°

1 ～ 2 m mの茶、白、灰色
土不　 部　 パケ目 杯　 部　 パケ目とミガキの痕，風化 （5 Y R ％） の粒 を含 む

ク 290 ケ 高士不 完　 形
ロ市費普β　 ナテ′
士不　 普β　 パケメ
脚　 部　 上半パケメ　下半横ナデ風化

口縁部　 パケの裸ナテ′
士不　 書ロ　 バ ケ日
脚　 書ロ　 f黄ナテr　黒変

良　 好
橙

黒 憲 嶺
に ぷ い 橙

．（5 Y R　％）

0 ．5～2m m弱の茶，灰色
などの砂粒多 く含 む

34 29 1
B 地区

聾 完　 形
口縁部 ．よ こナデ ・パケメ 口緑吾β　 よこナテ′

良　 好
管。季語 拐

県 Y P　て票

鷲・：貫 頚 0 ．5～3ミリの砂粒を多く含む
風化 ・剥離S C l ナデ ・わずか にパケ メ 月同　 書β　 パケ メ

底　 普β　 ナテナ
8 ミリの砂粒を含む

ク 292 ク 聾 完　 形
口縁部　 よ こナデ 口縁部　 よ こナデ

良　 好
曹 5Y R 藁 詫 Y R 彦

1～3 ミリの砂粒多く含む 剥離
パケメのあ とナデ パケ メ 6

Ji盈 一㌔㌣只
6ノ天　　 白　　 色

「1nY l⊇　　ちど＼
ク 293 ケ 聾

口縁部

～底部

口絹と書β　 よこナテ′
肩‘　書β　 パケメ

ナテ′ 胴　部　 パケメ
良　 好

汚．5ずつ居

橙　　　　　 色
／7　qY lH gl

（i討 漂㌣器

汚 。Y P て票
2 ～5 ミリの砂粒を含む

ク 294 ク 聾 完　 形
口縁部　 よこナデ ・ゆびお さえ 口承家書ロ　 よこナテ′

一　　　止 良　 好
にぷい黄橙色 橙　　 色

1ミリ以下の砂粒を多く含む 外面スス付着
ナデ 底　 部　 ゆぴお さえ （10Y R ％） （7 ．5Y R ％）

ク 295 ク 聾 完　 形
口縁部　 よこナデ

ナデ

口縁部　 よ こナデ

ナデ ・よ こナデ
良　 好

（享烹J 、爵居

Ji盈 、ヂ㍗宍

ji討 漂㌣器

灰　　　　　 色
H　Y　　　 lイ’＼

0．5～2 ミリの砂粒を含む
外面スス付着

風化

ク 296 ク 一こ±ご宝E
口縁部

～底部
ナ　 デ 頸普β・底書β　 ゆぴお さえ

月同　 書β　 わずこかにパケ メ
やや不良

橙
g Y 遥 壇

「1∩Y l∋　　ちgl

・汽 Y R 冶

Ji盈 ま闇
2～3ミリの砂粒を多く含む 風化

ク 297 ク 士
口縁 部 口緑部　 ナデ ・ゆびお さえ 口縁部　 ナデ

良　 好
（品 貸 間

汗。草書 。票

乾 草㌔ 轟

然 V 白　 て異

1 ミリ以下の砂粒を多く含む
風化宝E ～底部 調 整不明 調整不明 2 ～3 ミリの砂粒を含む

ク 298 ケ 士宝E 完　 形
口縁部　 よこナデ

良　 好
iこぶい黄橙色 鹿 槽 密

2 ミリ程の砂粒 を含む
ナデ （10Y R　％） 4誓 。ヂ　 疇展

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

299 ．ケ

ク

ク

ケ

ク

ク

ケ

ノケ

－＝ヒ宝E 完　 形
口縁部　 よこナデ

ミガキのあと・調整不明

底　 部　 ゆびお さえ

よこナデ
良　 好 にぷ い橙色

（7．5Y R ％）
蕪攣 顎

3 ミリ程の砂粒 を含む 風化

300 －＝量ご 完　 形
口縁部　 よこナデ 口縁部　 よこナデ

良　 好
（こぶJ 潤 色 l‾こぶ い橙色

1～3 ミリの砂粒を多く含む 外面スス付着
宝E ナデ ナデ 7 ．5　R 力r）

汚 。Y D 拐
（7 ．5Y R ％）

3 01 士：三三 完　 形 調整 不明
ロ縁部　 よこナデ

胴部上 半　 ゆびお さえ ・パケメ
良　 好

軋 季語 虜

H 盈 津 †塀

・貰 感
1～3 ミリの砂粒を多く含む 風化

3 02 高士不 土不　 部 よこナデ よこナデ 良　 好
転 Y 璧 拐

拷 萬 哲ち宍

き。Y 望 遠

拷 語 群拐
2 ミリ程の砂粒 を含む ヘラ ミガキ

3 03 ・＝量ゴ．璽E 完　 形
口縁部　 よこナデ

パ ケメのあとナデ
ナ　 デ 良　 好

出 現 窃

Ji悪 才㍗宍

にぷい黄橙色

（10Y R　％）
2 ～ 3 ミリの砂粒を含む ミニチュア

3 04 高士不
土不　 部

～脚部
ミガキのあと 調整 不明 良　 好 黄　 橙　 色

緑 晋 ㈲
芦．5罷 藁

拝。草㌔㌔票
1～2 ミリの砂粒を多く含む 風化

3 05 高上不 脚　 部 よこナデ
ヘ ラ状工具 による

く　りぬき
良　 好

橙　　　 色

（7．5Y R ％）

廠　 竃

（7．5Y R ％）
2 ～ 3 ミリの砂粒 を含む

脚上部，洗練

風化

30 6 高士不 土不　 部
ゆび おさえの あとよこナデ ゆびおさえのあと ・よこナデ

良　 好
橙　　　　　 色
（5 Y R　％）

胃 5Y R 拐 きめ細かい 接合面 にへ
ミガキの あと ゆびおさえのあと　 ナデ 6

括ぞJ 、馬具
6

信盈 ヂ慣
1 ミリ程の砂粒を含む ラ ミガキ

表5．土師器・磁器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構 名 器 種 器 形

法　　 量 （cm ） 色　　 調
胎　　 土 焼 成

調　　 整
備　　 考

口 径 底 径 高 内　 面 外　 面 内 外 面 底　 部

19 20
A 地 区
S E 2

土 師器 小　 皿 推定
9 ．35

推定
7 ．5 1．5 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精　 良 良　 好 ナ　 デ

ク 2 1
A 地 区
河 川部

土 師器 小　 皿
推定

8 ．1
推定

3 ．3 1．9 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精　 良 良　 好 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 22 ク 土 師器 小　 皿 －
推定

6 ．8 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精　 良 ー良　 好 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 23
A 地 区
S E 2 磁　 器 青磁碗 － － －

明　 緑　 灰
光沢がある にぷ い黄褐 蓮弁 の一部 陰刻が 1 本残

る

ク 24 ケ 磁　 器 青　 磁
稜花皿 － － －

灰 オリーブ
光沢 がある
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第Ⅱ章　前原西遺跡の調査

第1節　遺跡の位置

前原西遺跡は，宮崎市大字熊野字前原に所在する。

加江田川と清武川の間には，標高約30mから約13mと東へ緩やかに傾斜する台地がある。台地は，ほぼ中央部を東

流する熊野川により開析された谷底低地が形成され，台地は南北に分断されている。この2つの台地には小規模な開

析谷が発達しており，特に南側台地東半部には数ヶ所の舌状の台地が見られる。この舌状の台地上にここに報告する

前原西遺跡の他，前原北遺跡，前原南遺跡等が立地している。

前原西遺跡は，台地北縁の中程の北西へ延びる舌状の台地上に立地する。当地は，中世の山城「車坂城」跡が立地

する丘陵を除けば，標高17．2mと周辺部の中では最高所にあたる。この最高所は丘状を呈し，四方に緩やかに傾斜す

る。北眼下に熊野川，その周辺に沖積地が開け，南に開析谷を望む。遺跡の所在地と沖積地上の比高差は1・5m～3

mである。

第2節　層　　序

前原西遺跡の基本層序は，第工層表土（耕土），第I層黒色土，第Ⅲ層アカホヤ，第Ⅳ層石英・長石の小粒が白色

の斑点に見える硬質の黒褐色ローム，第Ⅴ層褐色ローム，第Ⅵ層成層シラスとなっている。県内では一般に第Ⅲ層よ

り上層が縄文前期以後，第Ⅳ層が縄文早期，第Ⅴ層が旧石器時代の遺物を包含するが，前原西遺跡の包含層も同様で

ある。なお，遺跡は，耕作等により相当が撹乱を受け，先の基本層序が残存する地区は少なく，場所によっては，第

Ⅲ層一第Ⅴ層まで削平を受けている。

第3節　調査の概要（第1図）

前原西遺跡は，昭和56年度から57年度にかけて，舌状台地西端部，最高位を示す中央部，南緩斜面の3地区に分け

て調査を行った。西端部は15号地，中央部及び南緩斜面部は16号地として調査の概要を報告している。ここでは，西

端部を第1地点，中央部を第2地点，南緩斜面部を第3地点として報告する。
．

第1地点は，標高約14mの畑地（A地区），標高11．5mの北端の畑地（B地区）の2ヶ所を発掘調査を実施した。

A地区の南側の畑地は，既に削平を受けていたため調査から除外している。調査はA地区より実施し，磁北に合わせ

てグリッドを設定した。当地区の南半は，以前に削平を受けアカホヤは残存せず，耕土下は当地の基本層序の第Ⅴ層

にあたる褐色ロームとなっている。北半はアカホヤは残存するが急傾斜である。検出された遺構は，調査区の北半で

残存状態の悪い溝状遺構1条のみであった。埋土は褐色味の強い黒褐色土で，遣物は溝底より若干浮いた位置で土錘，

須恵器片，土師器片等が出土しているが，撹乱を受けていると判断された。遺物は，その他撹乱層より12世紀～13世

紀の玉縁口縁白磁（3図3），14世紀前半の蓮弁文青磁（図版2－A），土師器片等が出土している。A地区ではこ

のように遺構・遣物の残存状態が悪かったので，下段の畑地（B地区）に調査区を拡張した。

B地区は，標高11．5mで眼下の沖積面との比高差は約1．5mで台地縁に沿って熊野川が東流している。当地区も耕

作等によりアカホヤ層上層まで削平を受けていたが，竪穴状遺構1基，周溝状遺構1基，溝状遺構3条，ピット癖が
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検出された。遺物は，ヘラ切り及び糸切りの土師器坪，皿，東播系の片口鉢，シノギ蓮弁文青磁等が出土している。

第2地点は，第1地点の東40mに位置し，付近では最高位にあたる場所である。当地点の西縁・北縁は開発により

数m削取されている。項部は丘状を呈し，北及び東へ傾斜しているが，北端部はテラス状の緩斜面となっている。当

地は，以前みかん園であったため，第1地点同様削平を受け，東半部は表土下が褐色土ないし成層シラスである。表

土より土師器，陶磁器類が出土したのみで遺構等は検出されていない。項部では表土下が基本層序の第Ⅳ層にあたる

小白斑を含む黒褐色ロームで縄文早期の集石遺構6基が検出されている。表土を剥いだ時点では，集石遺構SI4の

周辺で1辺3m前後，幅30cmはどの時期不詳の方形周溝状の遺構の痕跡が見られたが，記録する時点ではプランの確

認は困難であった。北端部のテラス状の緩斜面東部では黒色土，アカホヤが残存していた。この部分で検出された遺

構は，縄文早期の集石遺構6基，弥生後期後半ごろの竪穴住居跡3軒である。その他，南北に走る幅0．7m程の溝が

数条検出されていたが，埋土等より新しいと考えられたので調査から除外している。

第2地点では，縄文早期の貝殻条痕文土器，塞ノ神式，石鉄，磨石，弥生後期後半の弥生土器の他，旧石器時代の

細石刃，黒曜石製の細石刃核，古代～中世のヘラ切りの土師器皿，坪等が出土している。

第3地点は，南に開析谷を望む舌状台地の南面する緩斜面に立地する。当地点は，他の2地点に比べ土層の残存状

態がわりに良好で，調査区南半の土層は表土下が黒色土，アカホヤとなっており，北半部もアカホヤ層の上部が削平

されているのみであった。南部は，表土が厚く淡黒褐色砂質土，暗黒褐色土と細分されるが，これは南半部が北半部

を削平して客土していると判断された。第3地点ではアカホヤが良好に残存していたため，遺構はこの面で安易に確

認することができた。検出された遺構は，周溝墓1基，据立柱建物3棟，溝状遺構4条である。周溝墓は，主体部で

ある土境内及び溝より出土した遺物から中世のものと判明しているが，切り合い関係より溝状遺構等は，SEl，S

E2，周溝墓，SE4，SE3の順に古いと判断されている。据立柱物の時期は不詳である。出土遣物は，周溝墓等

から土師器坪，皿，無事通宝，元豊通宝，漆膜，墨色石の他，周辺部等から石鉄，櫛描波状文等が出土している。

第4節　遺構と遣物

1）第1地点

遺構（第2・3図，図版1・2）

竪穴状遺構：B地区の東端で検出される。平面形が方形プランで東西2．45m，南北2．55m，深さ7－10cmを測る。

遺構に伴うと推定されるピットは，略東西に走る溝SEl下で検出された床面中央のピットのみで径約50cm，深さ約

40cmを測る。その他，床面内の西縁及び南縁を中心に10個のピットが検出されているが，当遺構周辺に中世と推定さ

れるピットが多数検出されているので，これが当遺構に伴うかは不明である。時期については，当遺構のほぼ中央を

走る溝SElからは糸切りの土師器皿が出土しているが，切り合い関係よりSElより当遺構が古いことが確認され

ている。遺物は，糸切りの土師器皿，須恵器小片が出土している。

据立柱建物：B地区では多数のピットが検出されているが，復元さ

れた据立柱建物は，2間×3間の1棟のみである。柱穴間は1．7m～

2．1mで平均約1．9mである。柱穴の径は約20cm，深さは14cm～44cm

を測る。

周溝状遺構：竪穴状遺構の西1m程で検出された。幅20cm～40cm，

深さ5cm～15cmの溝が略方形状に巡る。北辺で約3．4m，南辺で約2．5

m，東辺で約3．5m，西辺で約4．1mを測る。遺物は糸切りの土師器

－40－

表1．ピット計測表

P　 l 14cm P　 2 22cm

P　 3 16cm P　 4 14cm

P　 5 18cm P　 6 22cm

P　 7 33cm P　 8 25cm

P　 9 44cm P lO 2 3 cm



坪片が出土している。

溝状遺構：調査区の中央より南半を南西から東北方向に走る溝が3条検出された。この溝方向は，当地の傾斜面の

等高線に沿った方向である。SElは，幅1．2m前後で深さ約20cmである。溝の床面約80cm幅は固くしまっていた。遣

物は，糸切りの土師器皿（図3－13）が出土している。SE2は，幅0．5m～1．2m，深さ10cm前後を測る○また，

SE2より枝分れした状態でSE3が検出され，幅約0．7m，深さ10cm前後である。

その他，周溝状遺構の北西約2mで径50cmほどの焼土が検出されている。焼土中からは，ヘラ切りの土師器（図3

－12），糸切りの土師器皿が出土している。

遺物（第3図，図版2）

第1地点では，土師器，東播系須恵器，青磁，白磁，陶器，土錘等が出土しているが，A地区出土の図3－3の12

－13世紀の玉縁口縁白磁，図版2－Aの14世紀前半の蓮弁文青磁以外は，B地区出土である。図3－1は片口鉢で口

唇部はヨコナデによる粘土の盛り上がりが両端に見られる。胴部下部には2単位の断続的な下から上へのカキ目がある。

5～8は東播系須恵器で器形は片口鉢と思われる。口縁部突帯外面に暗青灰色を呈する粕らしいものが見られる。4

の口縁部断面形は5－7に類似するが，色調が黄橙色を呈し，酸化炎焼成である。8～12はヘラ切りの土師器坪・皿，

13～15は糸切りの土師器坪・皿である。土錘は，中央がふくらみ両端に面をもたないもの，中央のふくらみがなく，

両端に面をもつものなどが出土している。図版2－B・Cは明緑灰色を呈する鏑蓮弁文青磁でBが13世紀前半，Cが

14世紀前半に比定されているものである。同Bは，14世紀から15世紀の軟質の割高台をもつ白磁である。

2）第2地点

遺構（第4・5・6図）

集石遺構：第2地点では縄文早期の集石遺構は12基検出された。この中でSI7・8・9については，焼石は土砿

内の埋土にほとんど含まれない。集石遺構の概念からするとSI7等を集石遺構とするのは問題もあるが，SI7等

が焼石層の下で検出されたこと，集石遺構の中には土砿内に焼石の量が少ないものもあることなどから，ここでは集

石遺構の一形態例として報告する。12基の集石遺構の規模は下表のとおりである。

表2．第2地点集石遺構一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：。m）

番 号 区 平　 面　 図

規　　　 模
配 石 の有無 焼 石 の密 度 備　　　　　　　　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

1 南 楕　 円　 形 84 75 14 無 密 炭 化物若 干 含 む

2 ク 円　　　 形 58 ＿ 54 11 ク ク

3 ク 楕　 円　 形 58 53 5 ク ク

4 ク 略 楕 円 形 7 6 50 14 ク 粗

5 ク 隅 丸長 方形 6 0 52 1 2 有 （？） ク 中央配 石床 面 よ り浮 いて い る

6 ク 略 楕 円 形 6 1 ° 49 13 無 ク 炭化 材含 む

7 北 楕　 円　 形 61 53 15 ク ほ とん ど無 埋 土 に炭化 物小 粒 を多 く含 む

8 ク ク 70 48 15 ク ク ク

9 ク 円　　　 形 88 7 8 24 ク ク ク

10 ク 略　 円　 形 107 10 2 25 有 密 下層 に炭 化材 を多 く含 む

1 1 ク 円　　　 形 90 8 3 18 無 ク 中央 床面 に炭 化物 小片 を多 く含 む

1 2 ク 不 正 方 形 83 8 3 13 有 ク
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第2地点の中央には，略東西方向のやや急傾斜の部分があり，その地形的特徴からテラス状の緩斜面の北区と丘状

地形を呈する項部の南区とに分けることができる。北区は，アカホヤないし黒褐色ローム層の上面まで削平を受けて

いたが，縄文早期の包含層にはあまり影響を与えていず，集石遺構はほぼ完全な状態で残存していた。北区では集石

遺構は6基確認され，うちSI12の1基は約6mの距離を隔てているが，その他のSI7～11の5基その間数mとま

とまりを示している。また，SI7～11の上部とその周辺では径4～5mの範囲に挙大の焼けた角礫が厚さ10cmほど

の層をなしていた。

南区では，北部では黒褐色ロームが若干残存するが，項部では黒褐色ロームないし褐色ローム層の上部まで削平を

受けている。集石遺構は6基確認されたが，北区のようにまとまりは認められない。集石遺構は北区に比べ若干規模

が小さくなるが　それは，黒褐色ロームないし褐色ローム層まで削平され，包含層の一部が影響を受けているためと

考えられる。北区で見られた焼石の層は，南区では存在せず，SI3～6周辺の北面する緩斜面の部分で焼石の散石

が見られたのみである。遺物は，この散石内で出土している。

12基の集石遺構は，深さにバラツキは見られるが，全て土肱を伴う。土城内の焼石の量，床面の配石の有無等によ

り次のように分類される。土拡内に焼石を含み，床面に配石を有するSI5・10，12，焼石を多量に含むSIl・2

・3・11，焼石の量が少ないSI4・6，焼石をほとんど含まないSI7・8・9に分けられる。土拡内の埋土に炭

化物　炭化粒を含むものが多い。SIlOは，配合を有し保存状態も良好だったので遺構の取り上げを行っている。床

面のほぼ中央に長径35cm，短径27cmの楕円形の偏平か可原石を配置し，その周囲を10数cmの角礫を2～3重に丁寧に

配石している。土砿傾斜部はやや粗雑である。配石上では炭化材が出土している。

竪穴住居跡：弥生後期末葉の竪穴住居跡が北区で3軒検出された。検出面は，アカホヤないし黒褐色ローム層面で

ある。竪穴住居跡の平面形は，いずれも方形プランと思われる。SAIは，1辺約5．8mで深さ13－20cmが残存し，

柱は4本柱である。南柱穴間に径0．8m，深さ6cmの浅い窪みがある。焼土は見られない。SA2は，両辺の一部が

後世の溝で消滅しているが，1辺約3．4mの方形プランと思われる。深さは約10cm残存する。柱穴は，南北の壁際で

2個検出された。SA3は，北区東端の傾斜地に位置し，東半部のプランが未確認ではあるが，方形プランと思われ

る。西辺は約3．8mを測る。柱穴は確認されていない。

遺物（第7，8図）
l

縄文土器：出土した縄文土器は，縄文早期の貝殻文，l撚糸文，押型文（山形）土器で貝殻文土器が主体をなす。
I

貝殻文土器は，外面に斜方向の貝殻条痕文を地文とするものが多いが，これは口縁直下に文様帯をもつもの（A類

・1～14）、クサビ形の突帯をもつもの（B類・15）短斜条痕をもつもの。（C類・24）に大別される。16は　貝殻腹縁

刺突文が連続して施文されている。策2地点で主体を占めるA類は，口縁直下の文様によりさらに細分されるが，器

形は円筒形で口唇部は丸く仕上げられ，口唇部及び内面は丁寧なヘラナデであり，中には11のように光沢をもつもの

もある。口縁部の文様は，貝殻腹縁による短斜条痕文（1，2，7等），列点文様に施文された貝殻腹縁刺突文（9，

10，13），貝殻腹縁による横短条痕文（4），平行沈線文様の横条痕文（11），ヘラ様施文具による庄痕文（9・12）等

がある。A類の底部は9－12と思われる。B類は前平・吉田式に，C類は桑ノ丸3類に，17は網目の撚糸文で塞ノ神

式a類に類似する。

石器：石器は，石鉄，磨石等が出土している。石鉄は，三角形式，二等辺三角形式，砲弾形式があり，基部に挟り

をもつ。29の根の両面は磨製石鉄様に仕上げられている。

弥生土器：弥生土器は，聾，壷，高士不，鉢等が出土している。聾は，口唇部が平らに仕上げられ，底部端部に明瞭

に指頭痕を残す。最大径は大半が口径にある。壷は，二重口縁壷，口縁部が外反ないし短く直立する壷が出土してい

る。胴部は球形ないし長胴で底部は平底である。高捕ま，土不部口縁が外反し，休部との境に明瞭な稜をもつ。脚部に
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穿孔がある。器面はいずれも丁寧なヘラミガキである。

土師器：撹乱土より土師器土不・皿が出土している。底部切り離しはヘラ切りが大半であるが，糸切りも少量出土し

ている。

3）第3地点

遺溝（第10～12回）

周溝墓：周溝は，略東西及び南北方向に方形状に巡り，東西約5．9m，南北約5．4を測る。周溝は，東辺で幅約80

cm，深さ約30cm，南辺で幅約60cm，深さ18cm，北辺で幅約1．1m，深さ約31cmを測る。両辺については，幅約180cm，

深さ約50cmを測るが，この部分はSEIと切り合っているため，詳細には不明である。主体部は，台状部の埠ぼ中央

に位置する長方形の土肱である。主軸方位N－100－Eで長軸約150cm，短軸約77cm，深さ約40cmを測る。土拡内の土層

に木棺の痕跡は見られない。

副葬品は，糸切りの土師器土不・皿，銅銭，漆器で，土拡北端西よりに置かれている。副葬状態は，出土状況より小

皿4枚を方形状に置き，その上に倒置した漆器を置き，さらにその上に土不2点を重ねていたと考えられる。土師器の

南東15mの位置に銅銭が出土している。周溝からも糸切りの土師器皿が出土している。

溝状遺構：溝状遺構は略南北に走る4条が検出された。溝状遺構4条は周溝墓付近で合流するが，溝の北半は削平

されているため，本来の形状を保っているのは周溝墓付近のみである。周溝墓付近での溝の計測値は，SEIが幅約

50cm，深さ約50cm，SE2が幅約96cm，深さ約38cm，SE3が幅約30cm，深さ約24cm，SE4が幅約45cm，深さ約

40cmで，溝断面は台形を呈する。溝・周溝の新旧関係は，土層の観察よりSEl，SE2，周溝墓，SE4，SE3，

の順に古いと判断されている。

据立柱建物：第3地点西端で据立柱建物が3棟検出されている。検出面はアカホヤ面であるが，残存状態は悪く柱

穴の底部がわずかに残るのみである。SBlは，棟方向が略東西方向で2間（3．76m）×1間（3．8m）で柱間は約

1．9mである。SB2は棟方向が略南北方向で3間（5．16m）×（1間（3．46m）で柱間は約1．17mである。SB3は，

棟方向が略東西方向で2間（3．36m）×1間（2．64m）で柱間は約1．17mである。3棟は，分布状況から同時期のも
l

のと考えられる。

遺物（第12回）

土師器：土師器は，土不・皿が出土し，いずれも糸切りである。土不は口径約7．5cm，器高3．6cmを測る。皿は口径約

8．2cm，器高約1．2cmを測る。7は周溝出土の皿片で，3－6に比べ口縁部は直立ぎみに立ち上がる。
．

漆器：土不と小皿の間に倒置され図柄は裏返しであった。木質部はなく，漆膜のみが残存している。漆膜には白泥で

措かれたと思われる鶴丸3羽が認められる。

鋼銭：銅銭は土城内より無寧通宝（1068年），元豊通宝（1078年）及び不明銅銭の3枚が出土している。

第5節　まとめ

縄文時代の遺構・遺物は，第2地点でアカホヤ下の小白斑を含む硬質の黒褐色ローム層より検出されている。土器

は貝殻文土器が大半で，特に斜方向の貝殻条痕文を地文とし，口唇部に文様帯をもち，内面はヘラナデにより平滑に
（1）

仕上げられ，口唇部が丸くおさめられている土器が主体である。同種資料は，田野町芳ケ迫第1遺跡，同町
（2）

札ノ元遺跡等で出土している。このタイプの土器は，前平式土器に類似するが，器面調整等が異なるので前平式と分
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離可能と考えられる。時期的には，前平式に前後する時期と思われる。集石遺構は，北区，南区で各6基計12基検出

されたが，両区の集石遺構は形態差が見られる。形態差は，機能差か時期差かについては現在のところ不明である。

弥生時代の遺構は，第2地点北区で竪穴住居跡3軒が検出された。出土土器は，壷，聾，鉢，高坪等があり，石器

は出土していない。時期は，二重口縁壷，聾等の特徴から弥生後期後半に比定されるが，熊野原遺跡B地区より後出

すると思われる。竪穴住居跡SA2は，柱穴が壁際に2ヶ所ある。類例は，時期は古墳時代ではあるが，熊野原遺跡
（3）

C地区のSA21，22がある。3軒の住居跡は，いずれも方形を基本とした平面形であり，突出部はない。前原西遺跡

に先行する熊野原遺跡B地区では，多数に突出部が見られることとは対照的である。

中世の遺構は，第1地点で掘立柱建物跡，ピット群，溝状遺構，第3地点で周溝墓，掘立柱建物跡が検出された。

第1地点で多数のピットが検出されたが，復原できたのは1棟のみである。遺物は青磁・白磁，東播系須恵器など13

～14世紀を中心とした遺物が出土している。土師器坪・皿については底部切り離し手法が，当地ではヘラ切りから糸
（4）

切りへの転換期が13世紀前後と推定されているが，B地区の焼土中よりヘラ切りと糸切りが共伴して出土したことは，

先の説を追認したと言える。なお，出土したへラ切りの土師器は，その手法に荒いものがあり渦巻状を呈するものも

ある。

第3地点の周溝墓は，2の時期では類例のない墓である。出土遺物は，11世紀後半の銅銭が出土しているが，土師

器坪，皿はいずれも糸切りであるので，14－15世紀の所産と考えられる。第1地点でも中世の遺構等は検出されてい

るが，第3地点に先行する時期であることから，周溝墓は隣接する前原北遺跡と関連があると考えられる。

（面高　哲郎）

注

（1）田野町教育委員会「芳ケ迫第1遺跡」田野町文化財調査報告書第3集1986年。

（2）田野町教育委員会「札ノ元遺跡」田野町文化財調査報告書第3集1986年。

（3）宮崎県教育委員会「熊野原遺跡」宮崎学園都市遺跡発掘調掘調査報告書第2集1985年。

（4）宮崎県教育委員会「山内石塔群」宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第1集1984年。
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表3．第1地点遺物観察表

図面

番 号

遺 物

番 号
地 点 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面

3 1 1 － B 片口
鉢

口　 縁

～胴部

口縁部　 ヨコナデ
胴　 部　 ナデ ヨコナデ 良　 好

指請 呈甥
橙（5 Y R　j堵）

橙
1㌔エ ㍉ 甑
（10 Y R　j吋）

1－ 2 mmの白 ・灰の粒を
含む

型 晶紺 ま同

ク 2 ク
片口
鉢 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 にぷい赤褐

（5 Y R ％）
にぷい赤褐
（2．5Y R ％）

1～ 4 mmの白 ・黒の砂粒
を含む

ク 3 ク 鉢 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 灰　　　 白
（5 Y　 タで）

灰　　　 白
（5 Y　 タで） 1 mm以下の砂粒 を含む 玉縁口縁 白

磁

ク 4 ク 鉢 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
黄　　　　　　橙（10 Y R　，首）

橙
（5 Y R　二拓）

黄　　　　　　穫（10 Y R J堵）
橙

（5 Y R　二拓）

0．5～2mmの白 ・灰透明で
光る砂粒含む

ク 5 ク
片口
鉢 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 浅　　　 黄

（2．5Y　 ％）
明　 青　 灰
（5 P B ガ）

白 ・黒 ・灰 ・茶 ・光 る砂
粒を含む

東播系魚住

ク 6 ク
片口 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

灰　（N J／）
＝・口　一醇 ・郎 灰 オ リーブ 白 ・黒 ・光 る白の砂粒を 東播系魚住

鉢 口唇部 に粕がかかってい る J天　オ　リ　ー　フー
（5　Y　　　j埠） （5 Y　 ％） 含む

ク 7 ク
片口 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 灰 オ リーブ 灰 オ リーブ）白 ・灰 ・ガラス状の細砂 東播系魚住鉢 口唇部に粕がかかってい る （5 Y　 ％） （5 Y　 ％） 粒を含む

表4．第1地点土師器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号
地 点 套 器種

法　　　 量 （cm ） 色　　 調
胎　　　 土 焼 へ成

調　　　　 整
備　 考

口　 径 底　 径 高 内　 面 外 面 内　 面 外 面 底　 部

3 8 1 － B 士不 C C C
3．1

浅　 黄　 橿
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10 Y R タ1）

1 mm前後の茶 ・黒 ・灰の
粒を含む 良　 好 ナ　　　 丁 ナ　　　 デ ヘ ラ切　 り

ク 9 ク 皿 ？ － 8．35 －
浅　 黄　 橙
（10Y R タ首）

浅　 黄　 橙
（10 Y R タ首）

1 mm前後の茶 ・灰色の粒
を含む 良　 好 ナ　　　　 デ ナ　　　 デ ヘ ラ 切　り

ク 10 ク 士不？ － － －
浅　 黄 ・橙
（10Y R タ1）

浅　 黄　 橙
（10 Y R タ1） 茶 ・灰の細砂粒を含む 良　 好 ナ　　　 デ ナ　　　　 デ ヘ ラ 切　り

ク 11 ク 土不？ － － －
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

黄　　　 橙
（10 Y F ％） 茶 ・灰の細砂粒を含む 良　 好 ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ ヘ ラ 切　 り

ク 12 ク 皿 ？ － 7．7 －
浅　 黄　 橙
（10Y R タ1）

浅　 黄　 橙
（10 Y R タ1）

うす茶 ・灰の細砂粒を含
む

良　 好 ナ　　　　 丁 ナ　　　　 デ ヘ ラ 切　 り

ク 13 ノク 皿 7．3 6 1．6
橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5 Y R ％）
光る微粒子を含む 1mm前後
の灰・赤褐色の細砂粒を含む

良　 好 ナ　　　　 デ ナ　　　 デ 糸　 切　 り

ク 14 ク 土不 － 6．2 －
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橿
（7．5 Y R タ1）

光る微粒子を含む 1mm前後
の黒 ・茶の細砂粒を含む

良　 好 ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ 糸　 切　 り

・ク 15 ク 土不 ‘‾‾▼′‘ 6．4 －
浅　 黄　 橙
（10Y R タ首）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

・光る微粒子を含む　 細秒
粒を含む 良　 好 ナ　　　　 デ ナ　　　 丁 糸　 切　 り

表5．第2地点縄文土器観察表

図面

番 号

遺物

番 号
地点 名 器種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

7 1 第2地点 深鉢 口　 縁 口緑部　 貝殻短条痕文 口縁部　 丁寧なヨコへラナデ 良　 好 黄　　　 橙 橙 白，灰，黒，透明に光る
～胴部 胴　 部　 斜方向貝殻条痕文 胴　 部　 タテヘラナデ （10Y R　％） （7．5Y R ％） 粒子を含む

ク 2 ク 探鉢 口縁部 斜短線 ヨコ 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 うす茶，黒，白，透明に
ヨコ方向貝殻条痕文 ヘラナデ （10Y R ％） （10Y R ％） 光る粒子を含む ・

ク 3 ノケ 深鉢 ロ縁部 短洗練 ・
斜方向貝殻条痕文 ナデ 良　 好 にぷ い 橙

（7．5Y甘牙）
にぶノい 橙
（7．5Y R％）

黒，白，白く光る粒子を
含む

ク 4 ク 深鉢 口縁部 ヨコ方向貝殻短条痕文
斜方向貝殻条痕文 ナデ 良　 好 黄　　　 橙

（10Y R ％）
明　 黄　 褐
（10Y R ％）

2mm前後の白，灰，茶の砂粒を多く
含み，黒や透明に光る粒を含む。

ク 5 ク 深鉢 口縁部 貝殻腹縁刺突文 口唇部　 へラナデ 良　 好 にぷい黄橙 灰　 黄　 褐 2 mm前後の白，茶等の砂
斜方向貝殻条痕文 胴部剥離のため不明 （10Y R ％） （10Y R ％）‘粒を含む

ク 6 ノケ 深鉢 口縁部 口緑部　 貝殻刺突文
斜方向　 貝殻条痕文 丁寧なヨコへラナデ 良　 好 明　 黄　 褐

（10Y R ％）
．．．橙

（7．5 Y R ％）
灰・白・黒の細砂粒と光
る粒を含む

津と同‾個

ク 7 〃 深鉢 口縁部 短貝殻条痕文
斜方向　 貝殻条痕文 ヘラナデ 良　 好

ス　ス　付　着
にぷい黄橙
（10Y R　％）

灰　 黄　 褐
（10Y R ％）

1～2m の白，茶等の砂粒を多く
含み，透明に光る粒を含む

〃 8 ク 深鉢 口縁部 庄痕文 ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 灰，白等の細砂粒と，黒 外面
貝殻条痕文 （10Y R ％） （10Y R タ1） や透明に光る粒を含む スス付着

ク 9 ク 深鉢 口　 縁 貝殻腹縁刺突文 ヘラナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1mm前後の茶，黒，白， 口縁部に穿
～胴部 斜方向　 貝殻条痕文 （10Y R ％） （IOY R ％） 光る粒子を含む 孔有

ク 10 ク 深鉢 口縁部 貝殻腹縁刺突文
ヨコ方向貝殻条痕文

ヨコへラナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

白，灰，透明に光る粒子
を含む

ク 11 ク 深埜 口緑部 短沈線
斜方向　 貝殻条痕文 丁寧なヨコへラナデ 良　 好 にぷい黄橙

（10Y R ％）
明　 黄　 褐
（10Y R ％）

細砂粒と透明に明る粒を
含む

ク 12 ク 深鉢 口綾部 庄痕文
斜方向　 貝殻条痕文 ナデ 良‘好 にぷい黄橙

（10Y R ％）
明　 黄　 褐
（10Y R ％）

白，茶等の細砂粒を多く含み，黒
く光る粒，透明な粒を含む

ク 13 ク 深鉢 口縁部
貝殻連続刺突文

ヨコへラナデ 良　 好 明　 黄　 褐 灰　 黄　 褐 紳砂粒を多く含み，黒や透明 外面 I」縁部
斜方向　 貝殻条痕文 （10Y R ％） （10Y R ％） こ光る粒を含む スス付着

ク 14 ク 深鉢 口緑部 斜方向　 貝殻条痕文 ヘラナデ 良　 好 にぷ い 橙
（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

細砂粒を多く含み，透明
や黒く光る粒を含む

ク 15 ク 深鉢 口綾部
口唇部　 貝殻条痕文
口縁部　 貼付クサビ突帯
貝殻腹縁刺突文，貝殻条痕文

風化 良　 好 橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

細砂粒と透明に光る粒を
多く含む

ク 16 ク 深鉢 胴 部 タテ方向　 貝殻腹縁刺突文 ナデ 良　 好 浅 黄　 橙
（10Y－R　％）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

1～2mmの黒，茶，白の粒，
黒く光る粒子を含む

粘土接合痕
残

ノケ 17 ク 深鉢 胴 部 タテ方向　 網目撚糸文 ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R タ1）

白，黒，黒く光る粒子を
含む

ク 18 ク 深鉢 底 部 斜方向　 貝殻条痕文
ナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
灰　　　 一白
（2．5Y　％）

1 ～2 mmの石英，角閃石
砂粒を多く含む

ク 19 ク 深鉢 底 部 ナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10 Y R　％）

灰　　　 黄
（2．5 Y　％）

0．2～3m の白，灰色，褐色の砂
粒と石英，角閃石などを含む

ノケ 20 ク 深鉢 底 部 タテヘラナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10 Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

0．2～1m の白，灰色の砂粒と
石英，角閃石などを含む

－45－



表6．第2地点弥生土器観察表

図 面

番 号

遣 物

番 号
地 点 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整 l 焼 成
色　　 調

胎　　　 土 備　 考
外　　　 面 内　　 ノ　 面 外 面 内　 面

7 2 1 第 2地点 深 鉢 底 部 ナ デ ナ デ 良　 好
浅　　　 黄
（2．5Y　 ％ ）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

0 ．2～3皿uの白，灰，褐色の砂
粒 と石英，角閃石 などを含む

底 面

黒 斑 有

ク 22 ク 深 鉢 底 部 丁 寧 なヘ ラナ デ ナ デ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

f曳　　 ♯　　 櫻
（10Y　R　タイ）
♯　　　　　 J天
（2．5Y　　 舛 ）

0 ．2～2m の白，灰，褐色の砂
粒 と石英，角閃石 などを含む

ク 23 ク 深 鉢 底 部
貝 殻 腹 縁 刺 突 文
短 沈 線 ナ デ 良　 好 浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％ ）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

白 ，茶， 灰， 光 る粒 子 を
含 む

〃 24 ク 深 鉢 底 部
ヨ コ方 向　 貝 殻 条 痕 文

ナ デ
良　 好

橙
（5 Y R　 ％）

橙
（5 Y R ％）

1m 前後の石英と1～2皿の角閃石
を多く含み，1m 前後の砂粒少含む

ク 30 S A l ＝土倉笠
口　 縁 口 縁 部　 ヨ コナ デ 口縁 部　 ヨ コ ナ デ

良　 好
に ぷ い 橙 i隻　　 ♯　　 稽

（10 Y　R　％ ） 0 ．5～加m程の茶 ・灰色の砂粒
～ 肩 部 肩　 部　 タテ パ ケ 肩　 部　 指 押 え 有 （7．5Y R ％ ） 袖　　　　　 J天

（10 Y　R　舛 ）
と光 る微粒子 を含む

ク 31 ク ＝±ゴ．∃互
頸　 部 頸　 部　 ヨ コナ デ ？ 頚　 部　 ナ デ

良　 好
橙 i曳　　 ♯　　 樫

（7．5 Y R ％ ） 1mm前後 の灰 ・茶 ・半透

～ 肩 部 肩　 部　 タテ パ ケ 肩　 部　 指 押 え （5 Y R ％ ） 橙
（5　Y　R　ク盲）

明 の砂粒 含 む

ク 32 ク 土宛 口　 縁

～ 胴 部
ヨ ヲパ ケ ， 口 縁 部 ナ デ 消 す タ テパ ケ 良　 好 に ぷ い 橙

（7．5Y R ％ ）
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．h m程 の砂 粒 を含 む

ク 33 ク 聾 口　 縁 口 縁 部　 ヨコ ナ デ 口縁 部　 ヨ コ ナ デ
良　 好 に ぷ い 黄 橙 浅　 黄　 橙

0 ．5～ 1mm程の 砂粒 を含 む
外 面

～胴 部 胴　 部　 ナ デ 胴　 部　 ナ ナ メパ ケ メ後 ナ デ滑 （10Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） ス ス付 着

ク 34 ノシ 聾 底 部 ナ デ ， 指 押 え ナ デ 良　 好
撥

猛 ・5 ㌦ R 甑

（10 Y　R　宛 ）

橙
（7．5Y R ％ ）

ガラス状 の粒 を含む 1 ～ 2

mm程の茶・半透明の砂粒含む

あ げ底　 熱

の た め変 色

ク 35 ク 聾 底 部
ナ デ ナ デ 良　 好 明　 黄　 褐 褐　　　 灰 1 ～ 2 mm程 の茶 色 の砂粒 あ げ底 ，
指 押 え 指 押 え （10Y R ％ ） （10Y R ガ ） 含 む ス ス付 着

ク 36 ク 底 部 指 押 え， ナ デ 指 押 え 良　 好 橙
（7．5Y R ％ ）

橙
（7．5Y R ％ ）

1～2mm程 の砂粒 を含 む 平 底

ク 3 7 S A 2 －こ土子∃互
口　 縁 口 縁部　 ヨコ ナ デ 頭 部 ・胴 部 に指 押 え

良　 好
i曳　　 ♯　　 橙
（7．5 Y　R ％ ）

i曳　　 ♯　　 撥
（7．5 Y　R タイ） 0 ．5～2mm程 の砂 粒 を多 く 外 面

～胴 部 胴　 部　 パ ケ 目 の 後 へ ラナ デ パ ケ 目 の後 ナ デ 贈
（7．5 Y　R 宛 ）

テ曳　　 黄　　 緑
（10 Y　R J堵）

含 む 一 部 黒 斑 有

ク 3 8 ク
二重口韓 口　 緑 口縁 部　 櫛描 波状 文 口縁 部　 ナ デ， ヨ コパ ケ メ

良　 好
橙

（5　Y　R　 3g ）
に　ぷ い　貴 椚醗
（lU Y　R ，拓）

盟 5 鵠 増 配 加配 完

2～3mmの酸化鉄塊の細粒含む
－＝ヒ宣E ～胴 部 胴　 部　 タテ パ ケ 後 ナ デ 消 す 胴　 部　 パ ケ 明　　 薫　　 拇

（10 Y　R　 ％ ）
貴　　　　　　 ノ天
（2．5 Y　　 舛 ）

〃 3 9 ク ・＝土ゴ・ 口嫁～底部 パ ケ ヨ コパ ケ
良　 好 昔　　　 橙 昔　　　 橙 きめ細か　 2mm以下の灰 ・茶 ・

平 底宣E 口唇部欠則 底　 部　 ナ デ 肩　 部　 指 ナ デ （7．5Y R ％ ） （10Y R ％ ） ′　ヽ黒の砂粒を多く含む

ク 4 0 ク 鉢 口　 縁
ヘ ラナ デ

口縁 部 ・底 部　 指 押 え有
良　 好 に ぷ い 橙 に ぷ い 黄 橙 2 ～ 3 mm の茶 ・灰の 粒 を

平 底～底 部 ヘ ラナ デ （7．5Y R ％ ） （10Y R ％ ） 含 む

ク 4 1 ク 鉢
口　 縁

～胴 部
パ ケ後 へ ラナ デ パ ケ 後 へ ラ ナ デ 良　 好

憎
（7．5 Y　R ク盲）

拇
（2．5 Y R ％ ）

橙
（7．5Y R ％ ）

2 ～ 5 mm の茶 ・灰 ・白の
粒 多 く含 む

外面　 黒斑有，

スス付着

ク 4 2 ク 聾 口 縁 ヨコ ナ デ ， ヨ コナ デ， ナ デ 良　 好 橙
（7．5Y R ％ ）

橙
（7．5Y R ％ ）

1 － 2 mm の茶 ・灰色 の粒

・光 る粒子 を含 む

外面

スス付着

ク 4 3 ク 璽 口 縁 ヨコ ナ デ ヨ コナ デ 良　 好 に ぷ い 橙
（7．5Y R ％ ）

橙
（7．5Y R ％ ）

1 ～ 2 mmの 茶 ・灰 ・黒 の
粒 を含 む

外面

スス付着

ク 4 4 ク 高 士不 脚 裾 部 ナ ナ メ パ ケ後 ナ デ消 す ヘ ラナ デ 良　 好 に ぷ い 黄橙
（10Y R ％ ）

に ぷ い 黄 橙
（10Y R ％ ）

1 ～ 2 mmの うす 茶 ・白 ・
灰 の粒 を含 む

9 4 5 S A 3 －＝ヒ璽E
口　 縁 口緑 部　 ナ デ

ナ デ ， 指 押 え有 良　 好
に ぷ い 黄橙 に ぷ い 黄橙 きめ細 か 1 mm以下の黒 ・灰

肩　 部 肩　 部　 へ ラ ナ デ （10 Y R ％ ） （10Y R ％ ） ・茶の砂粒 を含む

ク 4 6 ク －＝ヒ宣E
口　 縁 口緑 部　 タ テパ ケ 口 縁 部　 ヨ コパ ケ

良　 好
橙 橙 きめ細 か　 2 mm程の灰 ・白 ・

～肩 部 肩　 部　 風 化 肩　 部　 風 化 （5 Y R ％ ） （5 Y R　 ％ ） 茶の砂粒 を多 く含む

ク 47 ク ＝量ご宝E
胴　 部 胴　 部　 タ テパ ケ後 ナ デ消 す 胴　 部　 パ ケ 後 ナ デ 良　 好 に ぷ い 黄橙 褐　　　 灰 1 － 2 mmの 砂粒 を 多 く含 平底，外面底部
～底 部 胴 部 下半　 パ ケ， 底 面 ナ デ 底　 部　 へ ラナ デ （10 Y R ％ ） （10Y R ％ ） む 黒斑 有

ク 48 ク 底 部 タ テパ ケ
底　 面　 ナ デ パ ケ 目， ナ デ 良　 好 （10 Y　R　 ％ ）

に　ぷ　 い　 佃
（5　Y　R　 ％ ）

に ぷ い 黄橙
（10Y R ％ ）

1 ～ 3 mmの 茶 ・透 明 で光

る白 の砂粒 を含 む

外面，底面黒斑

有

ク 49 ク 婆
口　 緑 口縁 部　 ヨ コ ナ デ

ナ デ 良　 好
に ぷ い 黄橙 に ぷ い 黄橙 1 ～ 4 mmの 砂粒 を 多 く含

む～胴 部 胴　 部　 タ テパ ケ と ナ デ （10 Y R　 ％ ） （10Y R ％ ）

ク 5 0 S A 3 聾 口　 縁 口縁 部　 ヨ コ ナ デ 口 縁 部　 ヨ コナ デ
良　 好 に ぷ い 橙 橙 3mm前後の茶 ・黒 ・灰　 2 mm以 外 面

～胴 部 胴　 部　 タ テヘ ラ ナ デ 胴　 部　 へ ラナ デ （7．5 Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 下の灰 ・茶・黒の砂粒光微粒含 一 部 黒斑 有

ク 5 1 ク 聾 底 部 ミガ キ
ナ デ 良　 好 橙 に ぷ い 黄橙 2 ～ 4 mmの 茶 ・黒 ・白の 外底面黒斑 有

底　 面　 ナ デ， 指 押 え 有 （7．5 Y R ％ ） （10Y R ％ ） 粒含 む あげ底

ク 5 2 ク 聾 底 部 ナ デ
指 押 え ナ デ 良　 好 に ぷ い 黄橙 H甘　　 灰　　 黄

（2．5Y　　 j埠） 1～3mmの砂粒を多 く含 む 外面一部スス
（10 Y R ％ ） にぷ い♯ 拇

（10 Y R　 ％）
4－5mmの小石を含む 付着，あげ底

ク 5 3 ク 高 士不 土不 部 ヘ ラ ミガ キ ミガ キ ？ （風 化 著 る しい ） 良　 好
橙

（7．5 Y R ％ ）
橙

（7．5Y R ％ ）

2 mm前 後の 茶 ・白 ・黒 ・透

明 ・光 る微 粒 を含 む

ク 54 ク 高 士不 士不 部 ヘ ラ ミガヰ ヘ ラ ミガ キ 良　 好 橙
（7．5 Y R ％ ）

橙
（7．5 Y R ％ ）

h m前後 の 石英 と，1～2mm
の砂粒 を多 く含 む

ク 5 5 ク 高 士不 士不 部 ヘ ラ ミガキ ヘ ラ ミガ キ 良　 好 橿
（7．5 Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

1mm前後の石英を少 しと1 ～
2mm程の砂粒を多く含 む

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

56 ク

ク

ク

ノク

ク

ク

第 2地点

高 塀 裾 部 タ テ方 向 の ヘ ラ ミガ キ 風 化 良　 好
撥

（7 ．5Y　R ：拓）
i簑　　 黄　　 橙
（10Y　R　％ ）

に　ぷ　 い　 橙
（5 Y R　％ ）
手養　　 黄　　 橙
（10Y R　％ ）

1 ～ 3mm程の茶 ・灰 ・うす茶

の粒を多く含む

外面，黒鍵 有

3 ヶ所スカシ有

57 高 士不 裾 部

完 形

タ テ方 向 の ヘ ラ ミガ キ ？ 風 化 良　 好
に ぷ い 橙
（7．5 Y R ％ ）

橙
（7．5 Y R ％ ）

1 ～ 2mmの 白 ・灰 ・茶 の
粒 を含 む

2 ヶ 所
ス カ シ 有

外面
黒 魔 有

58 鉢 パ ケ パ ケ 良　 好
にぷ い 黄橙
（10 Y R ％ ）

に ぷ い黄 橙
（10 Y R ％ ）

2 mm以 下の 茶 ・灰 ・白 ・黒
く光 る微 粒 を含 む

59 鉢 風 化 風 化 良　 好
黄　　　 橙
（7．5 Y R ％ ）

黄　　　 橙
（7．5 Y R ％ ）

2 mm以 下の 茶 ・灰 ・等の 砂
粒 ，光 る粒 を含 む

60
鉢

ミニチュア
ナ デ， 指 押 え有 タテ ナ デ 良　 好

橙
（5 Y R　 ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

2 ～ 3 mm程 の砂粒 を多 く
含 む

6 1 鉢 完 形 パ ケ 目， ナ デ ナ デ ，指 押 え 有 良　 好
淡　　　 橙
（5 Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

0 ．5－3mm程 の砂粒 を多 く
含 む

外面，黒斑有

スス付着

62 高 士不 土不 部 ヘ ラ ミガキ ヘ ラ ミガ キ 良　 好
橙

（7．5Y R ％ ）
橙

（7．5Y R ％ ）
2mm以下 の茶 ・黒 ・白 ・灰 ・
光 る微粒 を含 む

竺霊如 有
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表7．第2・3地点土師器観察表
図 面

番 号

遺 物

番 号
地 点 名 器 種

ノ
法　　 量 （cm ） 色　　 調

胎　　 土 焼 成
調　　　　 整

備　 考
口 径 底 径 高 内　 面 外　 面 内　 面 外　 面 底　 部

9 6 3 第 2 地 点 球 1 1 ．5 7 ．3 4 ．6 浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％ ）
紳 砂 粒 を含 む 良　 好 ナ　 デ ナ　 デ ヘ ラ 切 り

ク 64 ク 皿 8 ．1 6 ．5 1 ．4 にぷ い黄 橙

（10Y R ％）

にぷ い黄 橙
（10Y R ％ ） ク 良　 好 一ケ ク ク

ク 65 ク 一ケ 7 ．3 6 ．6 1 ．3
に ぷ い 橙
（5 Y R ％）

に ぷ い 橙
（5 Y R ％ ） 〃 良　 好 ケ ク ク

ク 66 ク 土不
－ － －

浅　　　 黄

（2．5 Y　 ％）

黄　　　 灰
（2 ．5Y　 昇 ）

光 る透 明 の粒 と 白色 の細

砂 粒 を含 む
良　 好 ク ク ク

ク 67 ク 皿
－ － －

にぷ い黄 橙
（10 Y R ％）

にぷ い黄 橙

（10Y R ％）
細 砂 粒 を含 む 良　 好 ′ケ ク ，ケ

ク 6 8 ク ク － － －
にぷ い 黄 橙
（10 Y R ％ ）

にぷ い黄 樫

（10Y R ％） ケ 良　 好 ク ク ノケ

1 2 1 周 構 墓 土不 13 7 ．5 5 3 ．6
浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）

1 ～ 4 mm 程 の 赤 褐 色 の 粒

を少 し と細 砂 粒 を含 む
良　 好 〃 ′ク 糸 切　 り

〃 2 ク 〃 13 ．45 7 ．4 3 ．6 一ケ 〃
1 ～ 2 mm 程 の 赤 褐 色 の 粒
を少 し と紳 砂 粒 を含 む

良　 好 ク ク ケ

ク 3 ク 皿 8 ．2 5 ．7 1 ．0
橙

（5 Y R ％ ）

橙

（5 Y R ％）
1 mm 前 後 の 赤 褐 色 の 粒 を
少 し含 む

良　 好
ク ク ・ケ

．ケ 4 ク ク 8 ．2 5 ．35 1 ．25 〃 ケ
2 mm程 の赤 褐色 の 粒 を少
し含 む

良　 好 ク ケ ・ク

ク 5 ．ケ ク 8 ．1 6 ．3 1 ．2 橙

（7．5 Y R ％）

橙

（7 ．5Y R ％ ）
細 砂 粒 を 含 む 良　 好 ク ク ・ケ

ク 6 ク ・ケ 8 ．3 5 ．7 1 ．2 橙

（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％ ）

きめ細 か 良　 好 ク ク 〃

ク 7 ク ク － － －
橙

（7．5 Y R ％）
橙

（7 ．5Y R ％ ）
き め細 か
（光 る微 粒 子 を 含 む）

良　 好 〃 ク ク
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第Ⅳ章　陣ノ内遺跡の調査

第1節　遺跡の立地と環境

陣ノ内遺跡は宮崎市大字熊野字陣ノ内9288番地に所在する。

宮崎市学園都市遺跡群の東端に位置する陣ノ内遺跡は，清武川から南方向へ延びる谷底低地の最も奥ぼった所から

さらに，南及び南西方向へのびる2本の開析谷に挟まれた約300mX約100mの北東方向へのびる細長い平坦地中位面

Iに立地する。この平坦地は西側の開析谷によって北側から西側にひろがる平坦地中位面Iとは分断されたかたちと

なっている。現況は東側と西側がそれぞれ3分の1近くアカホヤ層面から40～50cm程度削平されていた。今回の調査

区も畑地として利用されていたため開墾の際にアカホヤ層直上まで削平を受けていた。調査区のアカホヤ層確認面か

ら旧地形を想定すると，西側ではアカホヤ層が完全に削平されていたことから西方向に若干高まりを持つ地形であっ

たと思われる。調査区の標高は12～13mである。

遺跡南側の平坦地の続きには中世の山城である卓坂城跡がある。また，遺跡の南から東にかけては車坂城跡から同

じく中世の山城である今江城跡（仮称）へと続く平坦地上位面が開析谷や谷底低地を隔てて北東から北方向に延びる。

北側には，谷底低地に沿って前原南遺跡と前原北遺跡が所在する。前原南遺跡からは古墳時代前期の竪穴住居跡6軒

と平安時代のカマドを持つ竪穴住居跡3軒のほか17棟の掘立柱建物跡を検出した。また，前原南遺跡の南に形成され

た谷底低地からは古墳時代前期の遺物を伴う水田跡が確認された。更に北に所在する前原北遺跡からは36基にも及ぶ

縄文時代早期の集石遺構をはじめ弥生時代中期から古墳時代中期にかけての竪穴住居跡76軒や中世を中心とした掘立

柱建物跡が50棟以上も検出された。

一方，開析谷を隔てた北側，及び北西側には前原西遺跡と熊野原遺跡が所在する。前原西遺跡からは縄文時代早期

の集石遺構6基と弥生時代後期の竪穴住居跡3軒のほかに中世の方形周溝墓1基を検出した。熊野原遺跡からは弥生

時代終末期の間仕切り住居跡や古墳時代初頭の竪穴住居跡を合わせて24軒検出したのをはじめ，同時期の方形周溝墓

2基も検出された。

その他の関連の遺跡としては，陣ノ内遺跡の所在する南台地の平坦地中位面工に位置する縄文時代後晩期大集落群

を検出した平畑遺跡からはカマドを持つ竪穴住居跡を含む平安時代の住居跡が検出されている。また，谷底低地をは

さんだ北側の中位面Iに所在する堂地東遺跡では間仕切り住居跡を中心とした弥生時代後期の集落跡が検出されたが，

そのうち方形プランの弥生時代中期の竪穴住居跡2軒も見られる。

一方，田上川を挟んだ北側に広がる北台地では西側の下田畑遺跡と南側の赤坂遺跡からはカマドを持つ平安時代の

竪穴住居跡がそれぞれ検出されている。また，南側の浦田遺跡からは弥生時代後期の竪穴住居跡6軒と土壌10基検出

されている。

第2節　調査の概要

陣ノ内遺跡の立地する地形は，谷底低地と開析谷に挟まれた細長い舌状地形を呈しておりその面積は約2万誠に

及ぶ。しかし，昭和56年度に実施した試掘調査では東側と西側がそれぞれ3分の1程度削平や土取りなどによってア

カホヤ層下層までとんでおり遺物の包含層は確認できなかった。包含層が確認されたのは中央部の約6，500Idの範囲

からで，土師器片や焼け石等の散布が見られた。この段階でアカホヤ層の上下に2枚の文化層が確認された。
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第3節　包含層の状態

陣ノ内遺跡は平坦面中位面Iに位置している。

現況は荒れ地であったが以前には畑として利用されていた。そのため全体的に削平されており地形はほぼ平坦とな

っている。削平はアカホヤ面まで及んでおり弥生時代以降の遺物の包含層は確認できなかった。アカホヤ面上位の層

序については不明であるが，アカホヤ層の純粋な堆積層上位には二次堆積か風化したアカホヤの堆積が見られた。ア

カホヤ層前後の層序は次の通りである。0層～耕土（約20cm），I層～二次堆積か風化したアカホヤ層（約30cm），I層

～アカホヤ層（約20cm），Ⅲ層～暗褐色土層（約20cm），Ⅳ層～褐色土層（40－50cm），V層～シラス層。

弥生時代以降の遺構はⅢ層まで掘り込んでいる。また，縄文時代の文化層はⅢ層下位～Ⅳ層にかけて検出された。

遺構内の埋土の状態は，検出されたほとんどの竪穴住居跡の埋土が褐色系の埋土であるのに対して，溝状遺構や柱穴

の埋土は暗褐色系のものである点に特徴が見られる。調査区の西側では耕土を剥いだ状態でⅢ層が検出されており，

旧地形は西側に向かって緩やかな微高地が形成されていたと推定される。

第4節　縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の文化層は第Ⅲ層下位から第Ⅳ層直上にかけてみられる。集石遺構は調査区の西側を中心に14基を検出－し

た。集石遺構は直径約1mの掘り込みを持ち，掘り込み内に挙大の角礫や破砕礫からなる焼け石が密な状態で構成さ

れている。集石遺構はほとんどが上部を削平されている。周囲の散石はあまり認められない。遺物は菱形押型文の深鉢形土

器が出土した。調査区東側の4基は住居跡に切られている。また，表採品として石鉄3点とスクレイパー1点がある。

Fig．1縄文時代　集石遺構分布図
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本調査は昭和61年4月13日から実施した。調査は重機を使って表土剥ぎを行った後に遺構の検出を行った。しかし，

明確なアカホヤ層の堆積ではなく，二次堆積のアカホヤかあるいは風化したアカホヤの堆積が見られた。しかも，遣

構内の埋土が自然層と区別しにくい埋土であったため，遺構の確認が困難で検出に時間を費やした。

その結果，弥生時代後期の竪穴住居跡1軒，古墳時代の竪穴住居跡12軒，カマドを持つ竪穴住居跡9軒を含む平安

時代の竪穴住居跡10軒，土壌14基，中世の土墳墓1基，中世を中心とした掘立柱建物跡13棟，溝状遺構14本等を検出す

ることができた。遺物は弥生土器，土師器，須恵器，布痕土器，内黒土器，陶磁器，土錘，古銭などが出土した。

アカホヤ上面の調査は9月下旬で終了した。

10月に入ってからアカホヤ層下面の縄文時代早期の文化層の調査を実施した。縄文時代早期の文化層は，表土を剥い

だ段階で西側では削平の程度が大きかったため，既に集石遺構が8基ほど検出されていた。そのため，東側の部分に

ついて重機をっかってアカホヤ層（二次堆積か風化アカホヤ層）を剥いで遺構検出を行った。その結果，西側の8基

のほかに新たに6基の集石遺構を検出した。遣物は検出層から菱形押型文土器が出土した。調査は10月31日をもっ

て終了した。

表1縄文時代集石遺構一覧表

集石
番号

集石の範囲（cm） 掘 り
込み

振 り込みの規模（cm） 焼石の
疎．密

焼石の
大きさ

焼石の
状　 態

配 石

l

焼 土 炭化物 遣 物 備　　 考
長 軸 × 短 軸 長径×短径 ×深 さ

S I l 60×　40 ○ 95× ？×28 疎 拳大 角礫 × × × × 西半分削平

S I 2 120×　90 ○ 150×115×24 やや密 拳大 角礫
破砕礫 × × × ×

S I 3 120×105 ○ 154×124 ×48 密 拳大
角礫
破砕礫

○ ？ × × ×

S I 4 50×　40 ○ 106×　86×30 疎 拳大
角礫
破砕礫 × × × ×

礫 は南西側 に集中す

る。

S I 5 1，10×　80 ○ 95×　90×30 密 事大
角礫
破砕礫 × × × ×

S I 6 75×　70 ○ 100×　95×15 やや密 拳大
角磯
破砕礫

× × × ×

S I 7 120×115 ○
120×　78×30
140×　70×45

疎 拳大 破砕礫 ○ ？ × × ×
2個の掘り込みが切り合
う（切り合い状態不明）

S I 8 100×100 ○ 112×110×30 やや密
拳大～
平扁な
人頭大

破砕礫
川原石

○ ？‘ × × × S A 6 内（西側削平）

S I 9 113×　55 ○ 118×108×20 密
拳大～
平扁な
人頭大

角磯
破砕礫

○ × × ×

S IlO 75×　35 ○ 80×　45×15 密 拳大 角礫 × × × × ピッ トに切 られる

S Ill 100×　75 ○ 105×　85×15 やや密 拳大 牢礫 × × × ×

S I 12 140×　80 × － 疎 拳大
角礫
破砕礫 × × × × 散石 ？

S I13 105×　95 ○ 100＿×　95×22 密 拳大
角礫
破砕礫 × × × × S A 12内

S I14 68×　55 ○ 110×　75×20・ 疎 拳大 角礫
川原石

× × × すり石 S A 21内
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第5節　弥生時代の遺構と遣物

弥生時代の遺構としては，竪穴住居跡1軒が検出された（SA4）。調査区の東側に位置する。約4mX4・2mのほ

ぼ方形プランを呈している。削平を受けており壁面の残りは僅かである。柱穴は4本柱。壁帯溝らしい溝が部分的に

めぐる。遺物は少ないが床面直上からの出土土器が多く，鋤先口縁に円形浮文を施した壷形土器や倒し字状口縁を持つ

聾形土器など弥生時代中期後葉の特徴を持つ遺物が見られる。さらに，住居跡中央には置石（石皿？）が出土した。

また，検出された土壌のうち，弥生土器を出土するものは1基（SC6）見られる。

表2．弥生時代及び古墳時代竪穴住居跡一覧表

住 居

番 号
平 面形

柱 数

（主柱）

規　　　 模

住　 居　 内　 施　 設 遣　 物　 出　 土 状　 況 備　　　　　 考 時 期

長軸×短蝋 m）床 面積

S A 4 方 形 4 4．25×3．97 14 ．7 壁帯溝
床面に貼 りついた状態で出土

円形浮文壷，倒し字口縁聾

弥生中期

後 菓

S A 2 方 形 1 2．97×2．86 7 ．4 中央部に落ち込み
覆土中から出土 （床面より15－

20cm 上部に集中して出土）

古 墳

前 期

S A 5 方 形 ？ 6．60×6．32 37 ．6
中央部やや南側に掘り込み

柱穴は周辺に円形に巡る？

一部は床面から若干浮いた状態で出土
多くは覆土中から出土。 （土器多量）
壷 （丸底），聾，高土不（高土不多）

S C 5 に切 られる。
住居跡中央部の覆土上部に布
痕土器，内黒土器等を多量に出土

ク

S A 6 長方形 2 3．95×3．17 10 ．8
掘 り込み

柱穴は壁際
覆土中から出土 （土器少量） S E l に一部切られる。 ク

S A 9 長 方形 2 3．92×3．08 10 ．4
柱穴南側に掘 り込み

東側に掘 り込み（大形壷）

完形の状態で出土した土器が多い。完形
品の聾は床面からやや浮いた状態で出
土。大形の壷は床面の掘り込み中にロ縁
部を下に出土。聾，壷（大型壷），高土不。

ク

S A ll
台形 ～

長 方形 － 4．35×3．35 13 ．3 －
床面直上から出土

壷 ，高土不

S E llに切 られる。
住居跡のうえを農道が通って
おり遺構・遣物の検出犬況悪し

ク

S A 12 長 方形 ？ 6．70×5．72 16 ．3
掘 り込み

中央部が一段低 くなる

一部は床面よりやや浮いた状態で出土。
多くは覆土中から出土 （土器多量）
壷，聾，高土不，小型壷 （高土不多）

北側 をS C 23 に切られる。

炭化材多量出土。 ク

S A 14 方 形 4 6．51×6．47 40 ．．2 －
遺物はほとんど出土なし

（覆土中） ク

S A 15 長 方形 2 － 3 4．04×3．38 1 9 ．1 北西角に一段高い所あり
覆土中から出土 （土器比較的多

量）壷，聾 ，高土不
ク

S A 18 長 方形
2，4，

6 ？
5．66×4．65 2 3 ．1

2 本柱南側 に掘 り込み

（炭化物、焼き含む）

南西角にベット状遺構
（高さ10－20cm）

床面よりやや浮いた状態で出土

住居跡南西角に集中
壷 （櫛措波状文二重口縁），聾 ，

高土不

ク

S A 1 9 方 形 2 4．32×3．90 14 ．9 主柱南側 に掘 り込み
床面よりやや浮いた状態で出土

炭化材出土。聾，椀，高土不，器台

南壁，東壁をカクランによっ

て破損。
ク

S A 2 2 方 形 2－4 ？ ？ ×3．40 ？
中央部にピット状の掘 り

込み，その周辺 に焼土

覆土中から出土。土器多量。

壷，聾 ，高土不
S A 8 ， S E 4 に切 られる。 ク

S A 8 方 形 ？ 3．45×3．32 11 ．4 5 埋要炉
覆土中から出土。須恵器壷は床

面直上から出土。
S A 22を切る。

古 墳

後 期
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第6節　古墳時代の遺構と遣物

古墳時代の遺構としては，竪穴住居跡12軒，土壌1基が検出された。時期的に見ると，土壌からは余り遺物が出土

しておらず詳細については不明であるが，12軒の住居跡にていては古墳時代前期の住居跡11軒（SA2，5，6，9，

11，12，14，15，18，19，22），古墳時代後期の住居跡1軒（SA8）の内訳となる。

1．竪穴住居跡

竪穴住居跡12軒は方形プランと長方形プランが半数づっで住居跡規模は床面積10ポ以下の住居跡1軒（SA2），10

～15Iがの住居跡5軒（SA9，6，8，11，19），15～20nfの住居跡2軒（SA12，15），20～30nfの住居跡1軒（

SA18），30－40nfの住居跡1軒（SA5），40nf以上の住居跡1軒（SA14）を数える。柱数は不明な住居跡もあ

るが，確認できる住居跡では1本柱（SA2），2本柱（SA6，9，15？，18？，19，22？），4本柱（SA14，

18？，22？）のものがみられる。また，住居内部施設としては，主柱穴間の南側に掘り込みを持つ住居跡（SA5？，

6，9，12？，18，19）ベット状遺構を持つ住居跡（SA18），埋窪炉を持つ住居跡（SA8）などがある。

住居跡はほとんどが単独で検出されたがこのうち，SA8とSA22が重複して検出されたのをはじめ，SA5，S

A12，SA18などで重複の可能性が認められた。SA18では主柱と思える柱数が6本であるが，組み合わせとしては

2本柱と4本柱が考えられ住居の立て替えが想定できる。また，SA5では検出された柱数は10本を超える。床面積

が37Iがとかなり大型の住居跡であることから立て替えが考えられるが，他に，住居跡中央部の覆土上から布痕土器や

内黒土器などが多量に出土していることから平安時代の竪穴住居跡が重複していたことも想定できる。SA12も主柱

は明確ではないが住居跡のプランから北側への拡張が考えられる。しかし，SA5，12，18のいづれの住居跡からも，

埋土の状態や床面のプランなどから切り合いや拡張の確認はできなかった。SA8とSA22の切り合い関係は，SA

8がSA22を切っているのが埋土の状態や床面のプランから確認できる。出土遺物からもSA22では古墳時代前期の

土師器，SA8では須恵器や古墳時代後期の土師器が出土している。また，SA8には古墳時代後期に見られる住居

跡中央に埋聾炉を設けている。

出土遺物の特徴としては，住居跡間の出土量の違いから見ると，SA5，9，12，15，18，22では多量の遺物が出土

しているのに対して，SA2，6，11，14では少量の出土となっている。また，器種組成の上から見ると，全体的に

は聾，壷，高土不を中心とした組成となっている。いずれの器種も在地系の弥生土器の系譜を引くものが主流を成す。

聾では底部に依然として上げ底や平底のものが多いが尖底気味の丸底の底部も現れてくる。また，頭部に刻目突帯を

持つ聾も見られる。壷にも平底の底部のものが少しみられるが尖底気味の丸底や完全な丸底のものが主流となる。ま

た，二重口縁壷も数点見られ櫛描波状文を施すものもある。高土不は土不部下位で屈曲し大きく外反する口縁部に僅かに

外反する長日の脚部と脚端から屈曲し大きく外反する裾部から成る高上不と，塊状の土不部に裾端部まで大きく外反する

脚部を持つ高土不が見られる。エンタシス状の中膨らみの脚部も見られる。その他の器種では，平底気味の底部と丸底

から成る小型壷，やや上部で屈曲し上下へ大きく外反する器台などが見られる。

住居跡ごとの組成の特徴としては，SA5とSA12で高上不の出土量が多い点があげられるが，全体的には聾の出土

の割合が多い。

SA5では土不部下位で屈曲して大きく外反するタイプの高土不が6～7個体分出土している。ほかに，平底と丸底の聾，

二重口縁壷や内湾気味の口縁を持つ丸底壷，丸底の小型壷なども出土している。

SA15では上げ底や平底の婆のほかにやや平底を残す聾や尖り気味の底部を持つ聾がある。壷では丸底のものが主

体となる。その他，土不部下位の屈曲して大きく外反する高土不も見られる。

SA18では上げ底や平底の聾10－11固体のなかに頚部に刻目突帯を持つ婆4固体分ある。壷は櫛描波状文を施した
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二重口縁壷や直立口縁を持つ壷が出土している。いずれも尖り気味の底部を呈する。

SA9では上げ底の底部を持つ婆，わずかに平底を呈する大型の壷や丸底気味の壷，塊状の土不部に八の字状に開く

脚部を持つ高土不などが出土している。

SA22では平底の賓のほかに尖り気味の丸底の聾や丸底気味の底部を持つ壷，土不部下位で屈曲して大きく外反する

高土不などが出土している。

その他の住居跡では，SAllは二重口縁壷や僅かに平底を残す底部を持つ壷，SA2では平底気味の底部を持つ壷

や八の字状に開く高土不の脚部，SA6では聾や平底の壷の底部，SA16では丸底の小型壷，SA19では上げ底の底部

を持つ賓や刻目突帯の聾，エンタシス状の膨らみを持つ高土不の脚部のほかに，器台も見られる。

石器類の出土もあり，SA5からはすり石4点，石皿の欠損品1点，SA12からはすり石3点，SA14からすり石，

SA18からはと石がそれぞれ1点づっ出土している。

2．土壌

土壌は，土壌と思われるものも含めると調査区全体で14基検出されたが，遣物を伴う土壌が少なく時期不明の土壌

が多い。14基の土壌は円形，楕円形，方形，不定形と種々の平面プランを呈しており，規模は長軸（直径）が1m以

下の小型の土壌がほとんどで深さも20～40cmと浅い土壌が多い。

古墳時代の土壌としては，SC2で刻目突帯をもつ聾の頸部少片が出土している。SC2は約100cmX50cmの方

形プランの土壌である。

第7節　古代～中世の遺構と遣物

古代～中世の遺構としては，竪穴住居跡10軒，土壌6基，掘立柱建物跡13棟，土墳墓1基，溝状遺構14条等が検出さ

れた。包含層は弥生・古墳時代同様にすでに削平されている。

1．竪穴住居跡

検出された竪穴住居跡10軒は，カマドを持つ住居跡9軒（SA3，7，10，13，16，17，20，21，24），カマドを

持たない住居跡1軒（SAl）からなる。そのうち，カマドを持つ住居跡は，1m前後の長日の煙道を有するカマド

付きの住居跡が8軒，煙道を持たないカマド付きの住居跡が1軒（SA20）である。いずれも平安時代の住居跡である。

竪穴住居跡はいずれも方形プランを呈しており，床面積が10ITf以下の住居跡が3軒（SA13，20，1），10～20Idの

住居跡が7軒（SA3，7，10，16，17，21，24）といずれも小型の住居跡である。特に，SAlは5．8Iが，SA20は

6．OIがとかなり小型である。

カマドを持つ住居跡のカマドの形態は，1住居跡には1カマドの構築のみである。カマドは北を中心に北西から北

東にかけての壁際に構築してあるが，西壁（SA20）や南東壁（SA13）に構築する例も見られる。いずれの場合も

住居の壁を越えることなく，住居の内側に構築されている。また，カマドは煙道を持つカマドと持たないカマドの二

種類に大別される。煙道を持たないカマドは小型の住居跡のSA20である○煙道を持つカマド（SA3，7，10，13，

16，17，21，24）のうち，削平のためにSA3，21，22では煙道部が削られており煙出しのピットが残る程度である。

また，SA7，10でも煙道の床面近くまで削られている○煙道を持つカマドでは，煙道の形態に2つのタイプが

見られる。一つは，SA13で見られるように，カマド奥からトンネル状の煙道を村中に堀り込んで行き煙出しの

ピットにつなぐタイプのカマドと，SA16，17のようにあらかじめ煙道用の溝（トレンチ状）と煙出し用のピットを

掘り込んだ後に灰白色の粘土を煙道の天井部として構築するタイプが見られる。SA3，7，10，21，24はSA13の

タイプであると推定される。また，カマドの焚き口や火床の形態では，SA7のカマド左袖部に聾の設置された痕跡
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が見られる。また，SA13とSA16では火床内と左袖部外側に支脚に用いたと思われる柱状の焼け礫が出土している。

出土遺物の中心は土師器の聾やヘラ切り底の土不，布痕土器などで，土師器の壷，鉢，椀，内黒土器や須恵器の壷な

ども僅かではあるが出土している。1住居当たりの遺物の出土量はSA20で他の住居跡に比べて2～3倍の出土量で

ある以外は概して多くない。また，特殊な出土遺物としては，SAlからは床面よりやや浮いた状態で「政和通宝」

銘の銭が1枚出土した。

なお，古墳時代の住居跡であるSA5内の中央部を中心とした覆土上層から土師器の聾，ヘラ切り底の土不，内黒土
ヽ

器や布痕土器が出土した。周辺で据立柱建物跡はなく，SA5と切り合う形のプランやSA5床面に住居跡の重なる

プラン，さらには覆土断面の変化等で住居の切り合いを実証する明確な痕跡は確認できなかった。遺物の出土状況か

らSA5の覆土の窪みに遺物が混入したことも考えられるが，SA5の中央部の床面に若干の落ち込みがある点や，

SA5の柱穴と判断しにくいが円形に柱穴が巡る点など竪穴住居か掘立柱建物など，平安期の住居跡の存在が考えら

らる。

表3　平安時代竪穴住居跡一覧表

住 居

番 号
平 面形

柱 数

（主柱）

規　　　　 模

住 居 内 施 設

カ マ ド，煙 道 規 模 ．（血

遺 物 出 土 状 況 備　　 考 時 期
長軸×短軸（m ）

（床面積
同

カマ ド

幅

カマド

奥　 行 煙道長 煙道幅

S A l 方　 形 2 2 ．63 ×2 ．4 8 5 ．8 壁 帯 溝 ？

覆土中から出土，（少量）

床面よりやや浮いた状態
で銭 （政和通宝）出土。

S A 21を切る。
炭化材出土。 平安

後期

S A 3 方　 形 4 3 ．70 × 3 ．63 13 ．43
カマ ド，煙道

（北 壁） 置石
0 ．85 0 ．70 0．馳？ ？

床面よりやや浮いた状態

で出土。
カマド中央部に掘り込み有り
煙道部は削平されている。
S D lに南壁を切られる。

平安

前期

S A 7 方　 形 推 定

4 ．60× 4 ．40

推 定

20 ．00

カマ ド，煙 道

（北 西壁）
0 ．90 0 ．80 0 ．94 0．36

カマド左袖先端部に聾設
置？
覆土中 （土器少量）

S E 3 に切られる。

ク

S E5に住居跡東側を切られる。

床面近くまで削平されている。
住居跡全面に灰白色粘土質土
が流れこんでいる。
カマ ド部分は削平のため詳細
不明。

S A lO 方　 形 4 ．0 2× 3 ．73 14 ．99
カマ ド，煙 道

（北西 壁）
？ ？ 0 ．80

0．35

（床0．20）

床面直王？カこら由ま1 少

量）

ク

S A 13 方　 形 ？ 3 ．20 × 3 ．0 3 9 ．36

カマ ド，煙道 （南
東壁）
中央部に虎土の高まり

壁帯溝

0．65 0 ．65 0 ．55 0 ．26

カマド周辺に床面よりや

や浮いた状態で出土。
カマ ド内に柱状の礫有り

煙道の天井はかん没せずに元

の状態で検出。
ク

S A 16 方　 形 2 ～ 3 3 ．58 × 3 ．5 3 12 ．64
カマ ド，煙 道

（北東 撃）壁帯溝
0．65 0．50

0．68

（煙出し

部分ま
で1．10）

0 ．6？

（床0．24）

床面よりやや浮いた状態

で出土。

カマド左袖外に2（km大の

の柱状の礫出土

煙道上部に灰白色粘質土がか

ぶさる。
ク

S A 17 方　 形 2 ？ 4 ．28 ×4 ．08 17 ．46
カマ ド，煙道

・－（北西壁）

？ ？

0．75

（煙出し
部瑞ま

で1．15）

0．60

（床0．34）

覆土中より出土 （少量） 煙道上部に灰白色粘質土がか

ぶさる。煙道と煙出し部との
境に礫を置く。カマド部分は
S E 8 に切られる。

ク

S A 2 0 長方形 2 3 ．38 ×2 ．23 6 ．00 カマ ド （西壁） 0 ．87 0．45

覆土中より出土した量が
多い。カマド手前の床面
よりやや浮いた状態で土
師器聾破片出土。

煙道を持たない。
カマ ド手前に炭化物検出。

ケ

S A 2 1 方　 形 1 ？ 4 ．30× 3 ．87 15 ．93
カマ ド，煙 道 ？

（北 西壁）
0 ．85 0．亜？ 1．知？ ？

床面直上？より出土 （少
量）

床面近くまで削平されている
北側は削平によって壁面不明
煙道部は削平されている。 ク

S A 24 方　 形 ？
°

3 ．54 × 3 ．55 12 ．71
カマ ド，煙 道 ？

（北東 壁）
0 ．80 0 ．80 1・70？ ？

床面直上？より出土 （少

量）

カマ ド前部に掘り込みあり。
床面近くまで削平されている。
SA l に南東角を切られる。
煙道部は削平されている。

ク
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2．土壊

調査区全体から検出された14基の土壌のうち出土遣物から古代の時期と思われるもの4基，中世の時期と思われる

もの2基を数える。

古代の遺物を出土する土壌のうち，SC9は楕円形状プランの土壌でヘラ切り底の土師器の土不や布痕土器を出土す

る。SC22はSA12と切り合う楕円形状プランの土壌でヘラ切り底の土師器の土不2枚に貝殻数十点を入れた状態で検

出された。

中世の遺物を出土する土壌のうち，SC3は2mXlmの長方形プランの土壌で土境内からの遺物の出土はなかっ

たがプラン検出時に輪郭線ぎりぎりの位置でほぼ完形の古瀬戸灰粕水滴が出土した。

3．掘立柱建物跡

調査区東側を中心に13棟の掘立柱建物跡が検出された。特に，溝状遺構のSE3とSE8に挟まれた中央部に9棟

が集中する。残りはSE3より東側に4棟が分布する。その規模および主軸方向については表4に示す通りである。

全体的に見て，柱間は2間×3間が8棟（SB3，4，5，6，8，9，10，12）と主体をなす。他に2間×2間

が3棟（SB2，7，13），2間×4間が1棟（SBll）存在する。この内，規模的に一番大きいSBllでは桁行方向

に東西麻を有する。

柱間寸法は，2m前後（約7尺），1．8m前後（約6尺），1．5m前後（約5尺）の3つの寸法に分けられる。
4

主軸方向は，南北方向と東西方向に2分できる。SB8，9，10はN－72－780　－E，SB5，6，7，11はN－

70－120－Wと方向性を持つ。

4．土壌墓

調査区東側のSA3の南壁を切る形で検出された。直径約1mの円形土壌ですり鉢状の掘り込みを呈する。確認面

からの深さ約50cmである。土墳墓の中央部に歯4点のほかに数片の骨片が床面よりやや浮いた状態で出土した。ま

た，骨片の西側からは床面直上でヘラ切り底の底部を持つ土師器皿5枚，床面から壁へと立ち上がる位置で1枚出土

した。東側ではやはり床面直上から洪武通宝など銭52枚が固まった状態で出土した。いずれも副葬されたものであろ

う。また，骨片等は出土の状態から集骨されたものと思われる。

表4　掘立柱建物跡一覧表

建 物 番 号

しノ

柱　 間 桁　 行 梁　 行
柱　 間　 寸　 法

主　 軸　 方　 向 備　　　　 考

桁　 行 梁　 行

S B 2 2 間 × 2 間 4 ．4 m 3 ．3 5 m 2 ．2 m 1 ．6m N 2 8 0 E 梁 は い び っ

S B 3 2 間 × 3 間 6 ．1 4 ．0 2 ．0 2 N l O OW

S B 7 2 間 × 2 間 3 ．2 3 ．1 1 ．5 1 ．5 N 12 0W

S B 8 2 間 × 3 間 5 ．8 3 ．9 1 ．9 1 ．9 N 74 0 E 梁 の 西 辺 は 中 間 の柱 を 欠 く

S B 9 2 間 × 3 間 5 ．9 3 ．6 1 ．9 1 ．8 N 78 0 E ク

S B lO 1 間 × 3 間 6 ．2 4 ．1 2 ．1 4 ．1 N 72 0 E

S B l l 2 間 × 4 間 8 ．0 4 ．2 2 ．0 2 ．1 N lO OW 南 辺 ， 北 辺 に軒 が あ る

S B 5 2 間 × 3 間 5 ．3 3 ．5 1 ．8 1 ．7 N 5 ．5 ，W 北 辺 い び っ

S B 13 2 間 × 2 間 3 ．2 2 ．9 1 ．6 1 ．4 N l OW

S B 6 2 間 × 3 間 6 4 ．0 2 ．2 2．1 N　 8 0W
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5．溝状遺構

溝状遺構は調査区東側からSE1，2，3……・と称した。調査区中央を中心に12－13条が検出された。主要なものと

してはSEl，2，3，4，5，6，8などが上げられる。調査区の旧地形やその後の削平の状態から詳細は不明で

あるが，SE1，2，3，8の4条が調査区を切断する形で検出された。溝状遺構の方向としては，SE7のみが東

西方向である以外は，台地を縦に切る形で南北方向を中心に延びる。そのなかでSE1，2，3は真北よりやや西に

偏って延びており3本が並列する。SElとSE2は南側で切り合う。調査区西側のSE8，9，10および中央部の

SE6はほぼ真北に延びる。SE6はSE7とSE4，5をそれぞれ切っている。調査区中央部のSE5は北西方向

に延びる。SE4は北西方向に延びながらSE5方向に接近するところで2本にわかれて真北方向へと延びる。断面

はSE1，6，7，8，9，10がV字形，SE2，3，4，5が逆台形を呈する。

SE3とSE5は逆台形状の溝である。床面中央に硬化面（幅50－60cm）があり，その左右には幅20cm程度の窪みが延

びている。この構造から道として使われていたと考えられる。なお，SE3は硬化面が3層確認されその上下には軟

質の層が堆積しており，3回にわけて使用されていたと思われる。遺物は土師器聾，ヘラ切り底の土不，高台付域，青

磁，備前系の頚などがみられる。

SE8はV字状の溝で2箇所に陸橋部と思われる幅1m程度の高まりがみられる。遺物は土錘，土師器のヘラ切り

底の土不，木ノ菓底，青磁，備前系のすり鉢，須恵器片と混入がみられる。

SE2からは，土師器婆，須恵器壷，備前系聾，すり鉢等遺物の混入がみられる。

SElからは土師器のヘラ切り底の皿，土錘，布痕土器などがみられる。

表5・土壌・土壌墓一覧表（SC・・・土壌，SD・・・土壌墓）

土　 壌

番　 号

プ　 ラ　 ン
規　　　　　　 模

内　 部　 施　 設 出　 土　 遺　 物 備　　　 考
長軸 ×短 軸 ×深 さ （m ）

S C 2 長　 方　 形 1 ．5 8×0 ．60 ×0 ．4 5 100

S C 3 長　 方　 形 1 ．8 1×1 ．28×0 ．2 0 － 瀬戸 灰粕 水滴 ？ 14世 紀

S C 4 円　　　　 形 ・ 1 ．2 7×1 ．16×47．8 －

S C 5 長　 方　 形 1 ．9 7×0 ．93×0 ．8 2 －

S C 6 円　 形　 ？ 1 ．64 ×1．58×0 ．60 － 弥生 土器 （聾 ） 弥生 後期

S C 7 長　 方　 形 1 ．22 ×0 ．8 8×0 ．12 －

S C 8． 円　　　　 形 1 ．58 ×1 ．4 4×0 ．10 － 土 師 器 （刻 目突 帯聾 ） 古墳 前期

S C 9 楕　 円　 形 ？ 1 ．80 ×1 ．0 9×0 ．20 － 布 痕土 器 ，土 師器坪 平 安

S C lO 方　　　　 形 0 ．94×0 ．7 9×0 ．10 －

S C 11 長 方形 （隅 丸 ） 1 ．52×1 ．27 ×0 ．15 －

S C 12 楕　 円　 形 ？ 1．58×1 ．10 ×0 ．21 －

S C 13 円　　　　 形 1 ．65×1 ．48 ×0 ．27 －

S C 14 円　 形　 ？ 1 ．08×0 ．97 ×0 ．13 －

S C 23 楕　 円　 形 ？ ？ ×0 ．82 ×0 ．12 －
土 師器・土不 （ヘ ラ切 底 ）
貝 ガ、ラ 平 安

S D l 円　　　　 形 1 ．26×1 ．26×0 ．3 5 －
土 師器土不 （ヘ ラ切 底 ）
人骨 ，古銭 （洪 武通 宝他 ） 中世土 墳墓
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第8節　まとめ

陣ノ内遺跡では縄文・弥生・古墳・古代～中世の各時期の遺構・遺物が確認された。

1．縄文時代

陣ノ内遺跡では縄文時代に属する遺構としては，アカホヤ（I）層下位層であるⅢ～Ⅳ層から集石遺構14基を検出，

同層より押型文（菱形）土器を出土している。学園都市遺跡群内では，北側丘陵に位置する下田畑，浦田，田上遺跡，

南丘陵中位面Iに位置する堂地西，平畑遺跡，南丘陵中位面Iに位置する前原西，前原北の各遺跡がある。いづれの

遺跡でも層位は全てアカホヤ層の下位層での検出である。共伴遺物としては，押型文，貝殻条痕文，縄文，撚糸文，

無文等の各土器片が共伴している。陣ノ内遺跡は前原西遺跡や前原北遺跡と同じ南丘陵中位面Iに分布しており標高

11－12mと低位置に立地する。時期的には，押型文（菱形）土器を集石遺構が伴う資料は得られなかったが，他遺跡

においても遺構に伴う遺物検出の例は少なく，同一レベル層での検出である点から集石遺構の時期は押型文の多くみ

られる縄文早期に比定したい。

なお，1は鹿児島県横川町中尾田遺跡出土の第9r類土器に類似する。

2．弥生時代

弥生時代に属する遺構は竪穴住居跡（SA4）一軒のみであった。出土した円形浮文の壷や倒し字状口縁の聾がみ

られる点から中期後菓～後期初頭に位置づけられる。住居プランは四本柱の方形プランを呈しており，熊野原遺跡B

地区等でみられる間仕切り型の住居出現の前段階にあたる。調査区東側で検出されたが，遺跡の立地する微高地は東

にのびており，弥生中期～後期にかけての住居が東にのびる可能性を含む。しかし，東側はすでに削平されており想

像の域を脱しない。弥生時代中期後半から後期前半にかけての住居跡は学園都市遺跡群内では堂地東遺跡で中期の後

半の住居跡2軒，前原北遺跡でも，数軒検出されている。

3．古墳時代

古墳時代の竪穴住居跡10軒は，前期9軒，後期1軒に分けられる。

後期の住居（SA8）は，中央に埋聾炉をもつタイプの住居跡である。このタイプの住居跡は新富町藤掛遺跡，高

鍋町上別府遺跡，宮崎市浄土江遺跡などで類例を見る。いずれも6世紀後半～7世紀中ごろにかけての時期にあたり，

浄土江遺跡では同時に7世紀後半～8世紀前半の時期にあたるカマドを持つ住居跡も出土しておりカマド出現前の炉

の形態として位置づけられている。陣ノ内遺跡SA8の場合土師器のヘラ切り底の杯の混在？もみられるが，6世紀

後半～7世紀中ごろと思われる須恵器壷（141，142）が床直上で出土しており，この時期に比定したい。このタイプの

竪穴住居は学園都市遺跡群内でははじめての検出例である。

前期の住居については，2本ないし4本柱の方形プランが主体をなし，主柱間の南側に焼土等を含む掘り込みを持

つ住居である。このタイプの住居は，学園都市遺跡群においても，前原南遺跡や前原北遺跡，熊野原遺跡C地区等で

みられる古墳時代前期の住居跡に類例を見る。

住居跡出土の土器類については次のように分類できる。
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璧形土器

婆形土器は次のように分類できる。

聾I類　口縁部が外湾するもの。

工A類　球形に近い中膨らみの胴部に，「く」の字に外反する口縁部を持つ。底部は上げ底気味の平底をなし，

口縁部径と胴部最大径が同じである。（83）

工B類　最大径を胴部中位に持つ。「く」の字に外反する口縁部に卵倒形の長胴部が付く。底部は上げ底気味の

平底を呈する。（59）

IC類　最大径を口縁部に持つ聾

工C－a類　胴部最大径を胴部上位にもがあまり肩の張らない胴部に，頭部にわずかにしまりを持ちながら外

反する口縁部を持つ。底部は上げ底気味の平底をなし，最大径を口縁部に持つ。（57，60，94，109，111）

工C－bl類　口縁部に最大径を持つ。頸部にしまりがなく口縁部が外反する。胴部はあまり張らないが，少し

膨らみを持つ。底部は上げ底気味の平底。（82，85，112，120）

工C－b2類　b類に比べ胴部の膨らみがない。底部は平底を呈する。（56，58，84，110）

工D類　刻み目突帯を持つ婆

ID－a類　張りのある胴部に大きく開く口縁部を持つ。幅広の突帯に3－4条の十字状の刻み目文が施され

ている。底部は上げ底気味の平底。（106）

ID－b類　肩のあまり張らない胴部に大きく開く口縁部を持つ。底部は上げ底気味の平底。比較的器高の高

い婆である。（105，108）

ID－C類　頸部にしまりがなく，胴部に張りを持たない。わずかに外反する口縁部から逆「八」の字状に底

部へ続く。（107）

聾Ⅱ類　口縁部が直立気味に外反するもの。

IA－a類　器高の低い聾で口縁部径と器高の比率がほぼ同じ。わずかにくびれを持つ頸部から直立気味に口

縁部が開く。底部は上げ底を呈する。（95，96）

IA－b類　器高の低い聾。頭部のしまりがなくわずかに開く口縁部を持つ。底部は平底。（23）

IA－C類　頭部にしまりがなくわずかに開く口縁部を持つ聾。胴部下位に膨らみを持ち，丸底気味のレンズ

状の底部を持つ。器高はやや高くなる。（22）

IB－a類　しまりのある頭部に直立気味に外反する口縁部を持つ。最大径が胴部上位から中位にあり，器形

に丸みを持つ賓。底部はわずかな平底を呈する。（92，93）

IB－b類　胴部一口縁部にかけてはa類に類似するが最大径を口縁部と胴部中位に持つ。底部は丸底気味の

尖底を呈する。（90）

ⅡB－C類　頭部にしまりがなく胴部の張りもさほどない。（91）

聾Ⅲ類　口縁部が内湾するもの。（132）

壷形土器

壷形土器は次ぎのように分類できる。

壷I類　二重口縁を持つもの。

工A類　口縁部の立ち上がりが直立するもの。口縁部に櫛描波状文，口縁部の立ち上がり部に刻み目突帯を施

す。締まった頸部から口縁部へ向って大きく外湾して開く。最大径を胴部中位にもつ球形の胴部に尖底
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気味の丸底を持つ。胴部上位に線刻あり。（113）

IB類　口縁部の立ち上がりが外反するもの。（9，26）

壷Ⅱ類　単純口縁で口縁部が外反するもの。

ⅡA類　口唇部が開き気味の外湾する口縁を持つ。胴部は卵倒形で底部は平底をわずかにのこす。（16，63，86）

IB－al類　口縁が直線的に外反する。最大径を胴部中位に持つ球形に近い胴部で平底をわずかにのこす底部

を持つ。（24）

ⅡB－b2類　口縁は直立気味に外反する。最大径を胴部中位に持つが肩が張る胴部に尖り気味の丸底を呈する。

（98）　　　　　　　　　　　　　　　　－

IC類　器高に比べ口縁部が高い。（13，97）

壷Ⅲ類　器高が50cmを超す大型の壷。頚部をかなり絞ってある。肩部は張りをもたずに，胴部中位から下位にかけ

て最大径を持つ下膨らみの器形を呈する。底部はわずかに平底を残す。（89）

壷Ⅳ類　単純口縁で口縁部が直立するもの。
l

ⅣA類　器高の高い器形の壷。胴部上位に最大径を持ち，尖り気味の丸底を呈する。（119）

壷Ⅴ類　口縁部が内湾気味に立ちあがるもの。

VA類　器高20cmの比較的小型の壷で，頚部はしまり球形の胴部に丸底をもっ。（25）

壷V工　小型の壷

V工A類　口縁部に最大径を持ち大きく外反する。底部は平底。（100）

VIB－a類　胴部最大径と口縁部径がほぼ同じ長さで，口縁部は内湾気味に外反する。外反の傾きは直立

気味に立ち上がる。胴部は下位にやや膨らみを持ち，底部は平底を僅かに残す。（68）

VIB－b類　球形の胴部に丸底の底部を持つ○口縁部は二重口縁状に内湾する。（80）

高球形土器

高球形土器は次のように分類できる。

高坪工類　坪部下位から口縁部へ大きく外反する土不部を持つ高坪。

IA－a類　坤部下位はやや立ち気味に延びる。下位に稜を持ち口縁部へ大きく開く。（102）

IA－bl類坪部下位は水平に小さく延び口線部が若干低い。脚部はやや開き気味に延びる。（46）

IA－b2類bl類に比べて坪高が高い。（42，43，101）

IA－Cl類坪部下位に稜を持たず，脚部付け根から其っすぐに口縁まで外反する坪部を持つ。脚部は若干

中位に膨らみを持ち開き気味に延びる。裾部は脚部から大きく外反する。（41）

IA－C2類坪部は内湾気味に延びる。（45）

工B－a類　坪部下位は内湾し中位から大きく外湾する坪部を持つ。中膨らみの太い脚部に短く内湾する裾

部を持つ。（70）

高塀I類　塊状の坪部に「八」の字状に大きく広がる脚部を持つ高塀。

ⅡA－a類　坪部下位は内湾し，中位から口縁端へは大きく外湾する比較的浅い坪部を持つ。（71）‾

ⅡA－b類　坪部下位から中位にかけては内湾し，ロ縁部は外湾する。（88）

ⅡB－al類　杯状の坪部に裾部まで大きく広がる脚部を持つ。裾端部は外反する。（73）

IB－a2類　蹄状の坪部に内湾気味に広がる脚部を持つ。（72）

高坪Ⅲ類　口縁部の直立する坪部を持つ高坪。坤部下位から中位にかけて大きく外反し，中位から上位に移る箇

所に稜から若干外反気味に直立する口縁を持つ。口縁部に櫛措波状文を施す。脚部は「八」の字に大き
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く開き，裾部で稜を持ち外反する。（74，75）

高坪Ⅳ類　脚部

ⅣA類　中膨らみのエンタシス状の脚部を持つ高塀。（126）

ⅣB類「八」の字状に内湾気味に開く脚部に外反するわずかな裾部を持つ。脚部に三角透しを持つ。（76）

陣ノ内遺跡における古墳時代前期の住居は，大きく3つに分けられる。

I期はSA2，9，12，18を中心とする時期。上げ底の聾が主体で，刻目突帯を頸部にもつ聾，櫛描波状文を施

した二重口縁壷や高坪，三角透しの脚部がみられ，大型の壷も加わる。壷は「く」の字に外湾する口縁部が主体で底部

は平底をわずかに残す。

I期はSA15，22を中心とする時期。上げ底の聾は小型の聾にのみ残り丸底気味の尖底の底部をもつ聾が出現する。

壷の口縁部はまっすぐ外反しより丸底に近くなる。高坪は坪部下位に稜をもち大きくひらく口縁をもつ。脚はややひ

らく口縁をもつ。脚はややひらき気味の脚部である。

Ⅲ期はSA5を中心とする時期。聾・壷に平底が残るが，壷は口縁が直線的に外反するものと内湾するものがある。

とくに内湾する口縁部の壷は球形の胴部をもつ。（25）。高坪は坪部はI期とあまり変化はみられないが，ふくらみを

もつ脚部が出現する。

工期を4世紀前半，Ⅲ期を4世紀後半～5世紀はじめの時期としたい。

4．古代～中世

古代になるとカマド付竪穴住居と掘立柱建物を主体とする集落が営まれる。

カマド付竪穴住居11軒とカマドを持たない竪穴住居1軒が確認されている。カマド付堅穴住居はカマドの形態から

3つのタイプに分類できる。

A類……屋外に煙道を設けないタイプ（SA20）。

B類……屋外に煙道を延ばすタイプ。

B－1類……くりぬき式の煙道。住居内カマド奥壁から屋外方向にトンネル状の煙道をくりぬき，煙り出しピット

とつなぐ（SA13）。

B－2類……掘り込み式の煙道。煙道へ煙り出しピットを掘り込んだ後に粘土で煙道天井部を形成する。煙道と煙

り出しピットの境には礫を置く。（SA16，17）

その他のカマド付住居は削平が著しくカマドの形態は把握し難いがいづれもB－1類に属するタイプと思われる○

カマド付住居は，宮崎市浄土江遺跡で検出された2軒をはじめ学園都市遺跡群内でも下田畑・赤坂・前原南・平畑

・浦田の5遺跡で9軒発見された。浄土江205号住居がA類。浄土江304号住居と前原南SA7がB－1類だが浄土江

304号住居は煙道先端に煙り出しのピットを設けていない（B－1′類）。浦田SA－2，赤坂SAl，平畑SAlOl，

102，前原南SAl，SA6はいずれもB－2類に属する。下田畑SAlは掘り込み式で石蓋式の煙道に璽使用の煙

り出しをもつ特種な形態を示す。住居跡内から出土した土器類については次のように分類できる。

土師器

壷はSA17から1点のみ出土した。内湾気味に立ちあがる口縁部に球形に近い胴部をもつ。（172）

聾はSA7，10，13，16，17，20で出土する。

I類……大きくひらく口縁部にほぼ直線的に下降する胴部をもつ。最大径は口縁部に有る。口縁径は20cm前後である。

工－a類……口縁部の立ちあがりが若干立つタイプ（156，157）。胴部に若干のふくらみがみられる。
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エーa′類……頭部に若干の丸味をもち，口縁部が幅広くなるタイプ（162）。胴部に若干のふくらみがみられる。

I－b類……口縁部の立ちあがりが倒れるタイプ（174）。木ノ菓底を呈する。胴部に若干のふくらみがみられる。

I類……やや倒れ気味に大きくひらく口縁に胴部中央に向ってひらき気味の胴部をもつ。口縁部は20cmを若干切る。

（169）

Ⅲ類……大きくひらく口縁に，底部からひらき気味の胴部をもつ。口縁径は20cm以下である。（151）

Ⅳ類……直立気味にひらく口縁部に頚部にしまりがなく，肩部にも張りのない球形に近い胴部をもつ。器高と最大

径が同じ比率を呈する。底部は平底である。（175）

Ⅴ類……頸部にあまりくびれを持たずに外反する口縁へとのびる。胴部はわずかに張りをもつ。口縁径が胴部径を

うわまわる。（148）

Ⅵ類……外湾気味に外反する口縁部に，頭部が著しくくびれており張りのある胴部をもつ。工～Ⅳ類とは様相が異

る。（163，176，177）

坪はすべてへラ切り底を呈する。

I類……底部と休部の境が明僚なタイプ。

I－a類……口縁部が直線的ないしは内湾気味に立ちあがるもの。（184）

I－b類……口縁部が直線的に立ちあがり口縁部付近で外反するもの。（186，187）

I類……底部と休部の境に丸味をもつタイプ。

Ⅱ－a類……口縁部が直線的ないしは内湾気味に立ちあがるもの。（145，158，154，182，188，191）

Ⅱ－b類……口縁部が直線的に立ちあがり口縁部付近で外反するもの。（159，160，183，185，186，187，192）

士宛はSA20からの出土のみである。

I類……平底でU字状の器形を呈する。口縁部は頚部でくびれ外反する。（178，180）

I類……平底でU字状の器形はIと同じだがそのまま口縁部までのびる。（179）

布痕土器

内面に布目庄痕のある土器で口径12～1hm程度で尖底を呈する。器形は円錐形で，口縁部はヘラ状工具によって外

方はそぎ落されている。

平安時代のカマドを持つ住居は出土土器から平安時代前半のものと思われる。学園都市遺跡群内の他の遺跡のカマ

ドを持っ住居の年代は，浦田遺跡が9世紀後半へ′末，平畑，下田畑遺跡が10世紀前半に比定している。陣ノ内遺跡の

住居出土の土器は平畑，下田畑遺跡の土器と類似しており，10世紀前半に比定したい。

また，SAlからは政和通宝が出土しており，12世紀前半の住居跡である。

（永友　良典）
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表6　石器計測一覧表

図 頭

番　 号

遺 物

番　 号

遺 構 名 種　 類

大　　　　　 き　　　　　 さ　 （cm ）

備　　　　 考

長　 軸 短　 軸 厚　 さ

第 20 図 2 ス クレイパ ー 7 ．45 4 ．55 0 ．9

ク 3 石　 銀 2 ．03 1 ．25 3 ．02

ク 4 ク － 1 ．40 0 ．38 欠 損

ク 5 ク 2 ．60 1 ．70 0 ．4 2

第 40 図 26 8 S A 4 石　 皿 26 ．06 20 ．75 3 ．6 0

ク 269 S A 5 磨　 石 12 ．90 5 ．50 5．03

ク 270 ク ク 12 ．65 5 ．3 3．12

ク 271 ク ク 13 ．15 5 ．4 3．85

ク 272 ク 石 斧 ？
－ 6 ．50 3 ．90 欠 損

ク 273 ク 石　 皿 － － 2．20 欠 損

ク 274 S A lO 磨　 石 12 ．00 ‘8 ．07 4 ．46

ク 275 S A 12 ク 13 ．55 10 ．15 4 ．96

ク 2 76 ク ク 12 ．25 7 ．20 4 ．20

ク 2 77 ク ク 13 ．02 5．90 3 ．32

ク 27 8 S A 14 ク 15 ．20 5．2 1 4．75

ク 289 S A 18 砥　 石 13 ．00 7 ．41 2．60 欠 損

ク 280 S A 21 磨　 石 9 ．65 7 ．90 4 ．60 S I 14 に伴 う遺 物

ク 2 81 石 包 丁 9 ．10 5．00 4 ．00 欠 損

表7．土錘計測一覧表

図　 面 遺　 物
遺 構 名

長　　 さ 径 孔　　 径 重
備　　　 考番　 号 番　 号 （cm ） （cm ） （cm ） （9 ）

第 39 図 266 S E 8 4 ．4 1 ．4 0 ．45 10

ク 267 ク 5 ．1 1．6 0 ．40 12

ー64－



表8．土器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

第 20図 1 f 9 区
縄文土器 口縁～ 口　 縁　 ナ デ 口　 縁　 菱 形 押 型 文

良　 好
浅　　　 黄 にぷ い黄 橙

1 ～ 2m nl程 の砂粒 を含 む
深 鉢 胴部下位 胴　 部　 菱 形 押 型 文 胴　 部　 ナ デ （2．5Y　 ％） （10Y R　 ％）

第 21図 6 S A 4 要 完　 形
口 唇 書β～ 嬢 書ロ　　 ヨ コ ナ テr
月同書β上 位 一 下 位　 ナ テ′
胴部 下位 ～底 部　 タテ方向 のパ ケ目

口唇 書ロー顕 書ロ　　 ヨコ ナ テ′
月同書β上 位　 手旨押 え の あ とナ テ，
月同書β上 位 一底 普β　 ナ テナ．

良　 好
亨曳　 黄　 橙
（10Y R ％）～
誓。Y 苦 ち男

（軋 R 芽～ケ狭

場　　　　　 灰
rln Y R　 如′）

0．5～1m m程 の砂粒 を含 む
あ げ 底
月同部 中位 外
面 ス ス イ寸書

ケ 7 イ′ ▼＝ヒ
口縁 ～ 口縁 上 位　 ヨ コ ナ デ

良　 好
甑 至境 軍0芸晃 項

．

0．5～1m m程 の砂 粒 を含む
円 径 浮 文 2

宝E 頚 部 頸 普βタ テ ・左 斜 方 向 パ ケ 目後 一
書βナ テr

頸　 部　 ヨコ方向のパケ目後ナデ 佃lつ つ 4　ヶ
所 有

ク 8 ノケ ・＝ヒ笠 頸　 部 タテ 方 向 ミガ キ ナ デ 良　 好
赤　　　 褐
（5 Y R　 ％）

明　　 赤　　 禍
g Y R ラ亀

r5 Y R　 九日

1 ～ 4m m程 の金 雲母 ・角
閃石 ・石英 ・白色の粒 を含む

ク 9 S A l l 士笠
口縁 ～

頸 部
ナ デ ナ デ 良　 好

（享．最 旨 男

橙
＝　 ・

（壬6号呈 甥

橙
＝　・

0．5～1m汀碕呈の砂 粒 ・石英
を含 む

5 と同 一 個
体

ク 1 0 ケ ・こ量ご
頸 部 ～

ナ デ
ナ デ

良　 好
に　ぷ　 い
（7　5Y R タイ

に　 ぷ　 い　 相：
（10Y R　 九’）

0．5～1m m程 の砂 粒 ・石英 4 と同 一 個

宣E 肩部 肩　 部　 指 押 え の後 ナ デ 4栂
＝　 ・

4橙
＝　・

を含 む 体

ク 1 1 ク 高 士不 脚　 ～ ナ デ ナ デ 良　 好
黄　　　 橙

（10Y R　 ％）

灰 オ リ ー ブ

（5 Y　 ％）
0．5～1mm程 の砂 粒 を含む

ク 1 2 ク 底　 部 ナ デ ナ デ 良　 好
明　　 黄　　 褐
（10Y R　 アイ）

（7．5Y 腎 ％・％）

栂
猛・5昔 賀

（2．5Y　　 与イ）

1 ～ 3 m 程 の砂 粒 を含む

4 ～ 5 mnl程 の小 石 を含む

・ケ 1 3 S A 2 －＝ヒ 完　 形 口 繰 上 半　　 ヨ コナ テ′ 口唇 書β　　ヨ コ ナ テr 良　 好
に ぷ い 橙 昆・5県 等

r2．5Y　　 奴’）

石英 と砂粒 を含 む
丸底，胴 部 中

璽E 頸 書ロー 肩 書β　　 タ テ方 向 にパ ケ 目
肩 書ロー 底 吾β　 ナデ

ロネ家一 頸 書β　 パ ケ 目 の あ とナ テ′
至暁書β～ 底 書β　 ナ テ′ （7．5Y R ％） 位 ～底部 内面

黒 斑有

ケ 14 ク 聾
口縁 ～ 口 市 部　 ヨ コナ テ′， 口緑 部　 ヨ コ 口　 絹ヒ　　ヨ コ ナ テr 良　 好

橙 ・・ 橙
（7　5Y R j拓） 0．5～2mnl程 の砂 粒 を含む 外面 スス付着

胴 部 ナ テPの 後 タテ ナ テ，
月同　 書β　　 タテ 方 向 にパ ケ 目 ？

月同　 書β　 左 斜 方 向 ナ テナ
月同部 中 位　 一 部 手旨押 え あ り

（5 Y R ％，％） 6橙
r5 Y R　 ライ）

ク 1 5 ク 聾
口縁～ ロ 縁 部　 ヨ コナ デ 口緑 部　 ヨ コ ナデ

良　 好
にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙

1 ～ 3m汀1程 の砂 粒 を含む
外 面 スス付着
胴 部下位 内 面
スス付着

胴部下位 頚部 ～ 胴 部 下 位　 ナ デ 頸 部 ～ 胴 部 下 位　 ナ デ （10Y R　 ％） （10Y R　 ％）

ク 1 6 ・ケ ・＝ヒ宣E
ロ縁 ⊥

肩 部

口縁 部　 ヨ コナ デ

肩　 部　 タテ 方 向 にパ ケ 目
ヨ コ ナ デ 良　 好

浅、．．黄　 橙

（10Y R　 ％）

褐　　　 灰

（10Y R　 タで）
1 ～ 4m の砂粒 を含 む

ク 17 ク ・＝ヒ
頸 部 ～ 頸　 部　 ヨ コナ デ 頸 部 ～ 胴 部 中位　 ヨ コ ナ デ

良　 好
浅　 黄　 橙 褐　　　　 J天

（10 Y R　 タで）
1 － 4m m の砂粒 を含 む

－41一・
タト面 ス ス イ寸

璽 底 部 胴部 上位 ～底部　 タ テ方 向 にパ ケ目 胴 部 中 位 ～ 底 部　 ナ デ （10Y R　 ％） 1黒 1 mm 弱の角 閃石 ・石央 を
少 し含む

君 主霹 馬 体

ク 18 ク 高 杯 脚　 部
脚　 部　 ナ デ ？ 脚　 部　 指 押 え の後 ナ デ ？

良　 好
（重患 竃

r5 Y R　 ウイ1

（講 呈 琴

拷 ＿5Y　 ㍑－

1 mm前後 の砂粒 ・石英 を

裾　 部　 ヨ コナ デ 裾　 部　 ヨ コ ナ デ 含 む

第22図 19 S A 5 聾 完　 形
口絹と一 男隕書β　　ヨ コ ナ テ′

良　 好
機

屋 憲 嶺
橙

懲 憲 尋
1 ～ 3m汀l程 の砂 粒 を多 く

平 底
雲　 量筐　 亮 討 占 領 鼎 ㌢ デ 月同　 書ロ　 ナ テ′

底　 部　 手旨押 え の後 ナ テナ
含 む

ク 20 ク 璧 口縁～ 口 緑 ～ 頸 部　 左 斜 方 向 の づ ケ 目 口縁 ～頭部 パケ 目の後 ，ヨコ ナデ
良　 好

翼oY 雪 鳶

J天
．

にぷ い黄 橙 1 ～ 2m m程 の砂 粒や 4 ～

胴部下位 の 後 ヨ コナ テr
月同　 部　 左 斜 ・タテ方 向 のパ ケ 目

胴　 部　 左 斜 方 向 のパ ケ 目 （10Y R ％・％） 5 mm程 の小 石 を含 む

ク 2 1 ・ケ 聾 口縁～ 口 縁 ～ 頚 部　 ヨ コナ デ
ナ デ 良　 好

淡　　　 黄 淡　　　 黄 0．5～2m m程 の砂 粒 を含む
外面 スス付着

胴部上位 胴 部 上 位　 ナ デ （2．5Y　 ％） （2．5Y　 ％） 雲母 や石英 を含 む

ク 2 2 ク 聾 完　 形
口 緑 一 底 書β　 パ ケ 目の 子粂ナ テ′ ロ縁 ～胴部 斜 方 向のパ ケ 目後 ナ デ

良　 好
罠 ・鏡 、頭 に ぷ い 橙 0．5～1m m程 の砂 粒 を多 く 丸 底

胴　　 部　　 タテ・ヨコ・斜方向のパケ自律ナデ
底　 書ロ　 ナ デ

底　 部　 指 押 え の後 ナ デ （5 Y R　 ％） 含 む，石英 を含む 月同書βタト面 ス
ス 付 着

ク 2 3 ケ 聾
口縁 ～

底 部
ナ デ ナ デ 良　 好

明　　 責　　 褐
（王0五 ㌔ 協

ミ

（：燕 芽 豪

（5 Y l1　7イ1

0．5～2m m程 の砂 粒 を多 く

含 む，石英 を含 む
あ げ 底
底 普βタト面 に
黒 鍵 有

．ケ 24 〃 士∃互
口縁 ～

底部

口 縁 ～ 頸 部 1 ヨ コナ デ

胴 部 ～ 底 部　 ナデ
ナ デ （口縁 ，一 部 ヨ’コ ナ デ ） 良　 好

に　ぷ　 い　 橙
鳥 憑 萌

ぱ 麺 0．5～2m m程 の砂 粒 を多 く

含 む
平 底

第23図 2 5 ク ・＝量ゴ． 完　 形
口 縁 ～ 頚 部　 ヨ コナ デ 口縁 ～胴 部　 ヨ コ ナ デ

良　 好
冒0薫 、蒐

＝　　－

？　　 責
10Y R　 5号

0．5～2mm程 の砂 粒 を多 く 丸 底
∃互 胴 部 ～ 底 部　 ナ デ 底　 部　 ナ デ 4拇

＝　・
含 む

ク 2 6 ク ・＝ヒ宝E 口縁 部 ヨ コナ デ ヨ コ ナ デ 良　 好
ほ‥薫 親 誹 転 0．5～2mm程 の砂 粒 を多 く

含 む

ケ 2 7 一ケ 聾
口縁～

胴部上位
ナ デ ヨ コ ナ デ 良　 好

に ぷ い 橙

（5 Y R　 ％）

にぷ い黄 橙

（10Y R　 ％）

0．1～1mm程 の砂 粒 を多 く

含 む，妻母 を含む

ケ 28 ケ ＝量ゴ・：弓互
頸部～

胴部下位
ナ デ 風 化 良　 好

；与ヰ 下 帯

＝

黄　　　　 J天
（至・賢 いシ誌

．

0．5～血m程 の砂 粒 を多 く

含 む，黒雲 母，石英 を含む

24 と同 一 個

体

ク 2 9 〃 ・＝ヒヨ互
胴部下位～

底部付近
ナ デ （一 部 へ ラナ デ ） ナ デ 良　 好

I喜憩 等

＝

黄　　　　 ／天
（空・賢 いラ雀

．

0．5～血nl程 の砂 粒 を多 く

含 む，黒 雲母 ，石 英 を含む

23 と同 一 個

体

ク 30 ク ／」、型壷
頭 部 ～

底 部
ナ デ 風 化 良　 好

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

責 ・5Y 等灰

こ．

0．5m m前 後の砂 粒 を含 む

黒雲母 ，石 英 を含 む
丸 底
底 部 タト面 に
黒 斑 有

ケ 3 1 ク 小型壷
頭 部 ～ 頸　 部　 ヨ コナ デ 頸 部 ～ 胴 部　 ヨ コ ナ デ

良　 好
托 藻 類 汗。Y 慧 粛 0．5～1m m程 の砂粒 を多 く 丸 底

月同部 外 面 に
黒 斑 有底 部 胴 部 ～ 底 部　 ナ デ 胴 部 ～ 底 部　 ナ デ 灰　　 黄　　 褐

（1nY l⊇＋ライ）
含 む，石英 を含 む

ク 32 ク 小型壷
頭 部 ～ 頚　 部　 タテ 方 向 の ミガキ

ヨ コ ナ デ 良　 好
明　 黄　 褐 に ぷ い 橙 0．5m nl程 の砂粒 を含 む

外面スス付着
胴 部 胴　 部　 ヨ コ方 向 の ミガキ （10Y R ％） （7．5Y R ％） 雲 母， 石英 を含 む

ク 33 ク ・＝ヒ
∃互

胴 部 ～
底 部

ナ デ ナ デ 良　 好
（i論 呈甥

橙
＝・・

にぷ い黄 橙

（10Y R　 ％）

0 ．5～3m m程 の砂粒 を含 む

雲 母， 石英 を含 む

丸底

外面スス付着

ク 34 ク ＝量ご
∃互

胴部～
底部付近

風 化
月同書β上 イ立　　 ヨ コ ナ テ′
胴部上位～下位 斜・タテ方向のパケ自律ナデ
底　 書β　 手旨押 え

良　 好
㌍0薫 、瑠

＝　　－

品 ぎ ょ漂 男

に　ぷ　 い　 橙
r　5 Y R　 7イ）

0 ．5～2m m程 の砂粒 を多 く

含む， 石英 を含 む
丸底 気味

ク 35 ク
胴 部 ～

底 部
胴　 部　 タテ 方 向 の ナ デ
底　 部　 ナ デ

左 斜 ・タ テ方 向 の ナ デ 良　 好
橙

（7 ．5Y R ％ ）
門。Y 苦　 雪男

ラ炎　　　　　 黄
娼 ・5盲 ケ誌 ．

日nY R　 奴）

1 ～ 2m m程 の砂粒 を多 く

含む
平 底

ケ

ク

ク

ク

・ケ

ク

ノケ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

36 ク

ク

ク

ク

〃

ノケ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

高 塀

胴部下位

～底部
ナ デ ナ デ 良　 好

懐 頚 灰 オ リ　ー フ．
（5・Y　　 ライ）

J天
r　5　Y　　　 如′）

1 ～ 2m m程 の砂粒 を含 む 平 底

37 底　 部 ナ デ ナ デ 良　 好
橙

（7 ．5Y R ％，％）
橙

（7．5Y R ％，％）
1 ～ 4 m m程 の砂粒 を含 む あ げ底

38 底　 部 ナ デ ナ デ 良　 好 ．
に　ぷ　 い　 橙
（5 Y R　 タi）
門。Y 苦　 7男

橙
（7．5Y R ％）

0 ．5～1m m程 の砂粒 を含 む

石英 を含 む
丸底

39 底　 部 ナ デ ナ デ 良　 好
栂

黒 憲 尋
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

1 ～ 2m m程 の砂粒 を含 む あ げ底

40 底　 部 ナ デ ナ デ 良　 好
にぷ い 黄 橙
（10Y R　 ％）

にぷ い黄 橙
（10Y R　 ％ ）

1m m前 後の砂 粒 を含 む ‘平 底

45 と 同 一個
体 ？

外 面 ス ス付

着 ？

4 1 完　 形
土不　 部　 ナ テー（口 帝 書βヨ コナ テり
脚　 書β　 ナ テ′
裾　 書β　　 ヨ コナ テナ

土不　 部　 手旨押 え の子女ナ テ′
（口唇 書ロは ヨ コ ナ デ）

脚　 部　 ナ デ， 裾 部　 ヨ コ ナ テ．
良　 好

汗。Y 慧 粛

J天 オ リ　ー ．ブ
r　5　Y　　　 号イ）

津。Y 慧 ヶ狩

J天 オ リ　ー フ．
H Y　　　 ライ1

0 ．5～1m m程 の砂粒 を多 く

含む

42 高 士不
杯 部 ～

脚 部
土不　 部　 へ ラ ミ ガキ
脚　 部　 ナ デ

ナ デ 良　 好
橙

黒 五 重
／天　　 乗　　 場
（10Y R　 ラす）

橙
＝・・

0 ．5～1m m程 の砂粒 を含 む

石英 を含 む

43 高 士不 土不　 部 ナ デ （口 唇 部 ヨ コナ デ ） ヨ コ ナ デ 良　 好
t
（

（

id号 呈甥

橙
ミ・・　・

橙
（5 Y R　 ％）

1品 前 後の砂 粒 を多 く含

む

44 高 士不 土不　 部 ナ デ ヨ コ ナ デ 良　 好
橙

（7．5Y R ％）

明　　 責　　 相：
（10Y R 冤
拷 ＿5Y　 シr－

0 ．5～1m m程 の砂粒 を含 む

石英 を含 む

4 5 高 士不 土不　 部 ヨ コナ デ ヨ コ ナ デ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　 ％）

誓oY 慧 蒐

rlO Y R　 号4 1
0 ．5～2m nl程 の砂粒 を含 む

46 高 士不 土不　 部 ナ デ （受 部 一 部 にパ ケ 目） ナ デ 良　 好
橙

（7 ．5Y R ％）

托 操 船 0 ．5～1m m程 の砂粒 を多 く

含む，黒雲 母，石英 を含 む

47 高 塀 脚　 部 ナ デ ナ デ 良　 好
ぱ 麺 黒　　　 褐

（10Y R ％）
1m m前 後の砂 粒 を含 む

48 高 塀 脚　 部 ナ デ ナ デ 良　 好 通 観 ） 橙

（7．5Y R ％）

1m 前 後の砂 粒 を含 む

石英 を含 む

－65－



図 面

番 号

遣 物
ヽ

器 種 器 部　 夕ご 覧 お よ び 岩 ㌔

焼 成
色　　 調

備　 考
番 号 ＝ 外　 面　　 内　 面 月口　　　 土

第23図 4 9 S A 5 高塀 脚裾部 ヨコ方向のパ ケ目後 ナデ
脚　 部　 ナデ
裾　 部　 ヨコナデ

良　 好
li6号し昌聖 子　 にぷい黄橙

r5 Y 望 見、 （10Y R ％）

0．5～1mm程の砂粒を多く
含む，石英を含む

ク 5 0 ク 高塀 脚　 部 ナデ ナデ 良　 好
日月　　 厳．　ニ視
（10Y R　 74 ）

f顎
＝・・

橙

（5 Y R　％）
1 mm前後の砂粒 を多く含
む，石英を含む

38 と同一個
体 ？

ク 5 1 ク 高塀 裾　 部 風化 風化 良　 好
橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R　％）
0．5mm前後の砂粒を多く含

む，石英を含む

ク 5 2 ク 高塀 裾　 部 ナデ ナ デ 良　 好
浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
0．5mm前後の砂粒を多く含
む，石英を含む

ク 53 S A 6 聾
口縁 ～ 口縁～頭部　 パケ目の後 ヨコナデ 口緑～頭部　 斜パケ目の後ナデ

良　 好
浅　　　 黄 浅　 黄　 橙 1 ～ 4mm程の砂粒を含む

外面スス付着胴部 頚部～胴部　 斜パケ目 頸部～胴部　 斜パケ目 （2．5Y　 ％） （10Y R　％） 石英を含む

ク 54 ク 底　 部 縦 パケ目，端部 に指押 え ナデ 良　 好
淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

日月　　 虎　　 視

付く
（5　Y　　　 －hノ）

1 ～ 4mm程の砂粒を含む
平底

内面黒斑有

〃 55 ク ＝土ご宝E
胴部 ～

底部
ミガキ 剥離 良　 好

日月　　 厳　　 祐3
（10Y R　 74）

fて貢
ぐ　5　Y 11　74 1

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
0．5～血m程の砂粒 を含む

平底

外面スス付着

第24図 56 S A 12 聾 完　 形 口緑普β　 ナテナ
良　 好 7

i支　　 厳∵　ノ橙 0 ．5～2mm程の砂粒 を多く
含む

外面1緒桑、底
翌　 部　 品 言碧 抗 撃 つナデ

口　 縁　 ヨコナデ
胴部下半～底部　 タテ方向のナデ

（7．5Y R ブイ）

日nY l⊇　号イ）

（10 Y R　ケi）
J天　　　　 i′】

＝

部付近スス行
者，平底

〃 57 ク 聾 ほぼ完形 良　 好 （7　5Y R らく にぷ い黄橙
0 ．5～4mm程の砂粒 を含む 平底胴部 ～底部　 ナデ 月同　 書β　 ナ丁

底　 部　 手旨豆頁圧
明・ 廣 ノ弘

「1nY ‘R　ろイ）

（10Y R　％）

ク 58 〃 聾 完　 形 口　 絹と　　ヨコナテナ
頸部一月同上 半　 斜 方向のパケメ

口　 絹と　　ヨコナテ′
月同上半　 斜，ヨコ方「司のパ ケメ
月同下半　 ナテr

良　 好
橙

（5 Y R　％）
にぷ い黄橙
（10Y R　 ％）

0 ．5～2mm程の砂粒 を含む タト面 口絹と～．

イ寸着，平底

ク 59 ク 聾
ほぼ完形 ロ　 ネ承　 ヨ±ナテナ

立
口　 承嚢　　 ヨコナデ

良　 好
明　　 虎　　 視
（10Y R　ア石

橙
0 ．5～3mm程の砂粒 を含む 上 げ底旧縁一部欠 荒 喜琵ス岩 手協 最 遠闇 ㌫ メ 底　 書β　 パケ メ

月岡一度剖；　ナテナ
ノ天　　 集

．

（5 Y R　％）

ク 60 ク 聾 口縁～ 口　 縁　 ヨコナデ 口　 縁　 ヨコナデ
良　 好

淡　　　 黄 淡　　　 黄 1mm前後の砂粒を多く含 外面全体 ス
胴部 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ （2 ．5Y　 ％） （2 ．5Y　 ％） む ス付着

ク 61 ク 聾 完　 形
口　 絹と　ヨコナテr
月同部上 平　 タテ方向 のパケメ
底　 普β　 ナテP

口緑～胴部　 ヨコナデ
底　 部　 指押 え 良　 好

に ぷ い 橙

（7 ．5Y R ％）
、・5Y R タ弘

‥5Y　　 号イ）

0 ．5～1mm程の細砂粒 を多

く含む
平底

〃 62 ・ケ ＝士ゴ 口縁～ 口　 縁　 ヨコナデ 口　 緑　 ヨコナデ
良　 好

にぷい黄橙 どぶい黄橙 0 ．5～1mm程の細砂粒 を含

宝E 胴部 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ （10Y R　％） （10Y R　％） む

ク 63 ク ＝量ご∃互 完　 形
口　 緑　　 ヨコナ デ
胴上半～半ば　タテ～ヨコ方向のパケメ
底富田寸近　 ナテ′

口緑 ヨコナデ，頭部 指押え
良　 好

明　 l玲　　 袖
（10Y R　クg）

明　　 j箕　　 祐3
（10Y R　クg）

0．5～3mm程の砂粒を多く タト面斐頁普β～
胴部 ヨコ方向のパケメ，底部 指押え 6J天　　　　 Iノl

r1nY　　　 号イ1
61天　　　　 】′】

（1nY　　　 号イ）
含む

イ寸着，平底

第25図 6 4 ク ＝量ご 口唇部欠
ナデ 口　 縁　 ヨコナデ

良　 好．
汗o Y隻 亀

子菜
8 0．5～h m程の砂粒を含む タト面底部イ寸

宣E 一部パケメの上 をナデ 胴　 部　 ナデ 艮OY R タ態

．

近 ススイ寸着
丸底

ク 6 5 ク ＝圭ゴ宣E
底部 ～

胴部
ナデ ナデ 良　 好

にぷ い黄橙

（10Y R　％）

ラ炎　　　　　 一策
（2．5Y　 ％）
に首鵠 彗砦

0．5～2mm程の砂粒を含む
外面スス付着

平底

ク 66 ク 聾 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
浅　　　 黄

（2．5Y　 ％）
淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

0．5～1mm程の細砂粒を多

く含む
平底

一ケ 67 ク 聾 底　 部 ナデ 剥離のため不明 良　 好
明　 黄　 褐

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
0．5～1mm程の細砂粒を多

く含む
上 げ底

ク 68 ケ 士 完　 形
ナデ
底　 部　 指押 え

口　 車家　　 ヨコナテナ
良　 好

照 子 i甥 鸞γ’i甥 0 ．5mm 前後の細砂粒を含 丸底気味
宝E 月同　 書β　 ナ丁

底　 部　 手旨押 え
4甥＿聖J ’彗磨 4）

聖√’彗語
む 半占土 のつ な

ぎ明瞭

ク 69 ク ・＝ヒ・宝E 口縁 欠 ナデ ナデ 良　 好
にぷい黄橙

（10Y R　％）
にぷ い黄橙
（10Y R　％）

0 ．5～1mm程の細砂粒を多

く含む
丸底気味

ク 70 ク 高塀 完　 形
土不部上 半　 ヨコナデ 土不部 上半・脚裾部　 ヨコナデ

良　 好
（i論 呈雪男

浅　　 黄　　 椅
（1nY l⊇　号イ1

（言論 呈甥 0 ．5～1mm程の細砂粒を多 円形透 し
土不部下半 ～脚部　 ナデ 杯部下半～脚部　 ナデ 4

5Y R！ろイ1
く含む 4 ヶ有

ク 71 ク 高塀
土不部～ 口唇部 ～土不上半　 ヨコナデ

士　　　　　　　　 丘
土不上半　　 ヨコナテ′

血 良　 好
テ炎　　　　　 黄
（2　5Y　　 ％）

子箋　　　　　 黄
（2　5Y　　 ％）

0 ．5～1mm程の細砂粒を含 土不部屈曲部
脚部 不下半 一脚 部　 夕丁方向のナ丁

脚裾普β　　ヨコナテナ
士不下半～脚部　 ナ丁
脚 裾書β　　ヨコナテ′

3／兵
（5　Y　　　 号イ1

3
1天

（5　Y　　　 サイ1

む 刻み 目

ク 72 ・ケ 高塀 完　 形
口緑端普β　　ヨコナテ′
土不下半　 パケメの上を斜方向のナデ
脚　 部　 タテ方 向のナテ′

口緑 端書ロ　　ヨコナテ′
土不‾F 半　 ヨコナテr
脚　 書β　 ナテナ

良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
．5Y　　 シざ）

nY　R　 741

1 ～ 3 mm程の砂粒 を含む

．ケ 73 ク 高塀
士不部～ 口繰端部 ・脚裾端部　 ＿ヲコナデ 土不　 部　 ヨコナデ

良　 好
にぷい黄橙 駐 霊l

5Y　　 eイ1

0 ．5～3mm程の砂粒 を含む
脚部外面

脚部 土不下半　 斜 方向のナァ
脚　 書β　 タテ方向のナテ，

脚　 部　 ヨコナデ （10Y R　％） 洗練文

ク 74 ク 高塀 完　 形 口絹ト脚端普β　 ヨコナテ，
士不普β下半　 タテ方 向のナテ′
脚　 普ロ　 ナテ′

口　 縁　　 ヨコナラ′
土不下半・脚部　 ナテ∫
脚端書β　　ヨコナテ′

良　 好
ラ炎　　　　　 黄
（至・賢 いケ鎚

＝　・

晶 ㍉ 抱

5Y　　 号イ）

0 ．5～2mm程の砂粒を多く
含む

口縁部
櫛描波状文

ク 75 ク 高塀 士不　 部 ヨコナデ
口縁部　 ヨコナデ
土不下 半　 ナデ

良　 好
：与、憩 等

＝　・

が 甘 篭

rlnY l日 イ）

0 ．5～2mm程の砂粒を含む
口絹培 欄り苗
テ皮メ犬文，71
と同一イ固体

ク 76 ク 高塀 脚　 部
脚　 部　 ナデ

立
脚　 部　 ナデ
脚裾部　 ヨコナデ

良　 好
i炎　　　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

i曳　　 黄　　 招
（10Y R　％）

0 ．5～2mm程の砂粒を多 く 三角透 し

脚裾部　 ヨコナデ Ii諾 ℃甥
＝　・

含む 3 ヶ有

ク

ク

ク

ク

ク

第26図

ク

ク

ク

ク

ク

ク

第27図

ク

ク

第28図

7 7 S A 14

ク

ク

ク

ク

S A 9

ク

ク

〃

〃

ク

ク

ク

S A 15

ク

〃

高塀

・＝ヒ

口縁部 ヨコナ デ ヨコナデ 良　 好
淡　　　 黄

（2 ．5Y　 ％）

淡　　　 黄

（2 ．5Y　 ％）
0．5～1mm程の砂粒を含む
石英 を含む

平底

7 8 士不　 部 ミガキ ナデ 良　 好
にぷい黄橙

（10Y R　％）
淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

細砂粒を含む

7 9 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
（10Y R　％）

J天
（5　ヽ′らト4 好

1 m 前後の砂粒 を含む

80
口縁 ～ 口緑一類書β　　ヨコナテr

止　　　　　一立
口市費一望頁書ロ　　ヨコナテr
頚部、・月同部上位　 手旨押 え
月同書β～底書β　 ナテ′

良　 好
にぷ い黄橙 5　Y　，．，）

招
7

0．5～1mm程の砂粒を含む 丸底

宝E 底部 頚部一月同郡　　 ヨコパケ目の後丁寧をナ7
月同書ロー底普β　 ナテ′

（10Y R　％） （7．5Y R 力；）
は諾 ℃雪男

石英を含む 外 面黒斑有

8 1 ° ＝土倉∃互
頚部 ～

底部
頸　 書β　 ナテ′
月同　 部　 科パケ 目の後ナテ．
底　 部　 ナテ′

頚部～胴部　 ナデ

底　 部　 ナデ
良　 好

相
好 Y 芸 夕鶴

（1nY l∃　ちgl

橙
（5 Y R ％）

0 ．5～1mm程の砂粒 を含む 丸底

82 聾 完　 形
口絹培β　 ヨコナテ，
頸部 一月同部　 斜・タテ方向のナテ′
底　 部　 手旨押 えの後ナデ

口　 緑　 ヨコナデ
頸部～胴部下位　 タテ，斜方向のナデ
底　 部　 ナテr

良　 好
誓憲 要項 箆 姜鮎 澤 0 ．5、2mm程の砂粒 ・石英

を含む
3－5mmの小石 も少し含む

平底

83 聾 完　 形
ロネ家書β　 ヨコナテ，
頚部 、・胴部 下イ立
底　 部　 指押 えの後ナテナ

口縁部　 ヨコナデ

頚部～底部　 ナデ と指押 えあり
良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
1 ～ 3mm程の砂粒 を含む

外面スス付着
平底，底部内
面黒斑有

84 聾 口縁～

胴部下位

口縁部　 ヨコナデ
頸部 ～胴部下位　 ナデ

口縁部　 ヨコナデ

頸部～胴部下位　 斜方向 にナデ
良　 好

に ぷ い 橙

（5 Y R ％）

に ぷ い 橙

（5 Y R　％）
1 ～2 mmの砂粒を含む

タト面 ススイ寸
着，月岡部内
面黒斑有

85 聾 口縁～

胴部下位

口唇部　 ヨコナデ

口縁～胴部下位　 風化

立

口唇部　 ヨコナデ

口縁 ～胴部下位　 風化
良　 好

テ炎　　　　　 椅
（5 Y R　％）
黄　　　　　 栂
H nY l⊇　号4 1

・黄　　　 橙

（10Y R　％）
2 ～3 mm程の砂粒 を含む

86 ＝お宝E 完　 形 口縁 部　 ヨコナァ

頚部～底部　 ナデ
緒 紹 ＿霜 方空事パケ 目 良　 好 明　 黄　 褐

（10Y R　％）

黄　　　 橙

（10Y R　％）

0 ．5～1mm程の砂粒 ・石英
を含む

小さくあいまい
在芹悪女甥 宴

87 ・＝ヒ
頸部～ 頚部～肩部　 夕三，斜方向にパケ目 至暁部一肩F書ロ　 ヨコナテr

月同　 書β　 ナーデ
頸部 と底部に手旨押 えあり

良　 好
明　　 赤　　 禍

5
に ぷ い 橙 4 mm程の小石 を少 し含む 胴部外面スス付着

宣E 底部 肩部、胴部中位 科方向にパケ自律ナデ
胴部下位一底部　 ナデ

（2 ．5Y　　ラ有）
栂

（7　5Y Tl 94 1

（7．5Y R ％） 石英 ・角閃石・砂粒を含む 丸底，胴部下位～
底部内面黒鍵有

88 高塀 完　 形
杯　 部　 ナデ

脚　 部　 タテ方 向にナデ
土不部 ナデ，脚 部 指押 えの後ナデ
裾　 部　 ナデ

良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
1 ～3 mm程の砂粒を含む

ロ
土不部 の底部
内面黒斑有

89 ・＝ヒ
頸部～ 頸部 一胴部 中位　 斜 ，ヨコ方向に 頸　 部　 ヨコ方向にパケ 目

頸部 ～底部　 ナデ
良　 好

に　ぷ　い　柏
（5 Y R ブイ）～

頚部，浅黄橙 1m 以下の砂粒を含む 類書β下位に

笠 底部 パケ日
月同書β下イ立　 ナテ′

4品吉宗雪男 （10Y R　％） 1～h m程の石英・砂粒を含む 4　ヶ所穿子L
有　 丸底

90 聾
口縁～ 口縁～胸部 中位　 ナデ 口緑部　 ヨコナデ，胴部下位　 ナデ

頸部 一月同部中位　 パケ目
頸部 と底 部に指押 えあ り

良　 好
にぷい黄橙 にぷい黄橙 黒雲母 ・石英を含む

，
ロ緑～胴部中位外

底部 胴部下位　 タテ方 向のケズ リ （10Y R　％） （10Y R　％） 0．5～2mm 程の砂粒を含む 面スス付着，内面，
継ぎ目明晩　 丸底

9 1 聾 完　 形
口縁部　 ヨコナデ，底部 ナデ

胴　 部　 パ ケ目の後 ナデ
口縁部 ・底部　 ナデ
横，斜 ，タテ方向のパケ自律 ナデ

良　 好
ji詣 呈雪男

相
＝　・

（10Y R　％）
常夏

r7＿SY R l∠1

1 ～ 4 mm程の砂粒を含む 丸底 ，頚部
一月同書日夕ト面
ススイ寸書

92 瑳 完　 形
品緑葉 晶謁 雷莞ノ甥 協 ；誓

底　 部　ナデ

口緑部　 ヨコナデ

底　 部　 パケ目の後ナデ
良　 好

転 頑
0．5～含mn程の砂粒 を含む 平底

－66－
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図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構名 器種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

第28 父 93 S A 15 聾 完　 形 ヨコナデ
口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
良　 好

ii論 呈関

門。Y 雪 子滑
1 ～3 mm程の砂粒 を含む 平底

ク 94 ク 婆 完　 形
ロ縁部　 ヨコナデ
頚部 ～胴部 下位　 ナデ 頸普ロー月同書β下位　 ナ テ，

底　 曹β　 手旨押 えの後 ナテ′

良　 好
橙

（7三笠 鵠 為）

＝

橙
（7 蔦 頂 払 0 ．5～2m 庫呈の砂粒 を含む

平底
月同部中位タト
面 ススイ寸書

ク 95 ク 聾 完　 形
口縁 ～胴部 下位　 ナデ
底　 部　 指押 えあり

口縁部　 ナデ
頚部～底部　 パ ケ目の後 ナデ

良　 好
浅　 黄　 寸登

．（7．5Y R ％，％，
10Y R ％）

浮．5菰 拐

r7 ＿5県 接 －

1mm程の砂粒 を含む あげ底

ク 96 ク 要 完　 形
ロ緑部　ヨコナデ，頚部～胴部中位 ナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
僅 詔 （1もず占、差 繋） 1mm程の砂粒 ・石英を含

あげ底
月同書β下位　 タテ方向のナテ′
底　 書β　 書旨押 え

頸部～底部　 ナデ 暗　 灰 ’黄
（2 ．5Y　　 ライ）

む

ク 97 ク 士 完　 形
ロ絹培β　ヨコ方向のパケ目の後ナデ ヨコ方向のパ ケ目の後 ナデ

良　 好
！芸濃 穎 橙 石英 ・角閃石を含む 内面継ぎ目明瞭．

笠 翳テ誓言習曹蒜学才 竃 晶寺 撃方向 頸部 ・底部 に指押 えあ り （7 ．5Y R ％） 0．5～2mnl程の砂粒 を含む

ク 98 ク 士∃互 完　 形 口緑普β　　ヨコナテ，
頚部～胴部下位　 ヨコ・タテ方向のナデ
底　 普β　 ナテ′

ロ糸家書β　　ヨコナテナ
頸部～胴部中位　 ヨコ・左斜方向のナデ
月同部下位一底部　 ナテ，

良　 好
！‡悪 報 橙

揖 憲 尋 1 ～ 3mm程の砂粒 を含む
内面継 ぎ目
明瞭
丸底

ク 99 ク ・＝ビ
頸部～ 頸　 部　 ヨコナデ 頸　 書β　 パ ケ目の後 ナテ，

良　 好
橙 鴫　 J大　　 貴

（2・5Y　 ラ雀
汚．5Y　 ％）

石英 ・角閃石を含む 内面継 ぎ目
宝E 底部 肩部～底部　 ナデ 月同　 部　 ナデ

底　 書β　 手旨押 え子女ナテ，
（7 ．5Y R ％） 0．5～1mm程の砂粒を含む 1 明瞭

丸底

ク 100 ク ・＝ヒ宣E 完　 形
口縁部 ・胴部～底部　 ナデ

頚　 部　 タテ方向の後ナ デ

口縁部　 ナデ

頸部～底部　 パ ケ目の後 ナデ
良　 好

冒0且 偏

r 5 Y R　 74 ）

に　ぷ　い　拇
黒 憲 礫 1 ～ 2mm程の砂粒を含む 平底

ク 10 1 ク 高塀 完　 形
士不上半　ヨコナテ′，士不下半 ナテ′ 土不上半　 ヨコナテデ，土不下 半　 ナテ， 良　 好

？　　 責
10Y R　タイ

汚。Y 慧 粛 1 mm 程の石英と1 ～ 3mm

脚　 普β　　タテ方向のへ ラナテ′
脚裾書β　 ナテ，

脚　 書β　 ナテ′
裾　 普β　 ヨコナテ，

4橙
＝　・

相
＝　・

程の砂粒を含む

ケ 10 2 ク 高塀 土不　 部 ナデ ナデ 良　 好
橙

（7．5Y R ％J ・
5 Y R ％）

橙
（7．5Y R ％，％・
5 Y R ％．％）

0．5～2mm程の砂粒を含む

〃 103 ク 高塀 脚　 部 ナデ
脚　 部　 シポリ痕 あ り

裾　 部　 へ ラナデ
良　 好

暗　 J天　　 美
（2 ．5Y　 ライ）

r7 ：もJ㌔ 抜－

橙
（7．5Y R ％）

石英 を含む

0．5～1mm程の砂粒を含む

ク 104 ク
、　　　　　　＿＿．．
　ヽ　　　－ 完　 形 ナデ

口縁～胴部　 指押 え
良　 好

明　 貴　 褐 橙 1 m頑呈の石英や砂粒 を含
丸底

チュア 胴部下位～底部　 ナデ （10Y R　％） （7．5Y R ％） む

第29図 10 5 S A 18 要 完　 形
ロネ幸一頸書β　 ヨコナテ′ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
琵oY 芸 煽

l　　【　－　　少

i言論 呈甥 1 ～ 2 mm 程の砂粒を多く 亥りみ目突帯．
頚部一底部イ寸近　 ナ テ，
底　 書ロ　 ナテ′

頚部～底部　 ナデ 41天
√5 Y R　撰

含む 平底，月同部外
面スⅠス付着

ク 106 ク 聾 完　 形
口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 灰　　　　　 「1

線 ：業 頴
0．5～2m扁呈の砂粒を多く 莞孟賢鞄 蒜

胴部～底部　 丁寧な斜方向のナデ 頸部～底部　 丁寧 な ヨコナデ （7．5Y R ％） 含む，石英を含む

ク 107 ク 聾
口縁～ ロ緑部　 左斜パケ目の後 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
黄拷 5Y ％．％） に　ぷ　い　相亡

憲 昔 尋
0．5～2m血程の砂粒を多く

刻み 目突帯
胴部 胴　 部　 ナデ 頸部～胴部　 ナデ Ii諾 呈雪男 含む

ク 10 8 ク 聾
口緑～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好

橙
慰 憲 顔

拇
憲 昔 尋

0．5～3m 程の砂粒を多く 亥uみ目突帯
月同部タト面ス
ス付 着胴部下位 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ 含む，石英を含む

ク 10 9 ケ 要 完　 形
口絹培β　　ヨコナテ，
頸書β一月同書ロ　 あらいパ ケ日
月同書ロー底書β　 ナテ′

口緑書β　　ヨコナテ，

頸書β～底書ロ　　ヨコナテ′

良　 好
にぷ い黄橙

（10Y R　％）

品 し㌔ 冤

赤
rlnR　　　 貼）

1 ～2 mm程の砂粒を含む
面黒社有，上げ底

ク 1 10 ク 聾 完　 形
口縁～底部付近　 ナデ 良　 好

テ炎　　　　　 兼
（至・賢 い冤

＝　臥

法OY 聖 像

（2．5Y　　 ケく）

0．5～3mm程の砂粒を多く 平底

底　 部　 指押 え 月同　 部　 ヨコ方向のパケ目の後ナデ
底　 書β　 ナテ′

含む， 8mm程の小石を含む 禦 指 面ス

第30図 1 11 ク 聾 完　 形
口縁台β　　ヨコナテ′ ロ縁台β　　ヨコナテ， 良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙
2 mm前後の砂粒を含む

上げ底

翌　 部　 甥 齢 ズ晶 の後ナデ 月同　 書β　 丁寧なナテ′
底　 普β　　タテ方向のナテ′

（10Y R　％） （7 ．5Y R ％） 月同・底普口タト
面ス スイ寸書

ク 1 12 ク 聾 完 1．形 口縁台β　　ヨコナテ′ 口絹培ロ　　ヨコナテ′ 良　 好
淡　　　 黄 浅　 黄　 橙 1 ～2 mm程の砂粒を多 く 平底

月同　 書β　斜 ・タテ方向のナテ′
底　 書β　手旨押 えの稜 ナテナ

胴　 普β　 斜・タテ方向のナテ′
底　 書β　 手旨ナテ′

（2．5Y　 ％） （10Y R　％） 含む 禦 指 面 ス

ケ 1 13 ク 士 完　 形
ロ縁 ～胴部　 ヨコナデ 口縁 ～胴部下位　 ヨコナデ

やや不良
に　ぷ　 い　橙
（5 Y R　アイ）

橙
2m 前後の砂粒を含む

口幅節・僑虔状丸口緒
屈曲掛・・刻み目突帯腰部
下方、胴部…棚文，尖庭

笠 胴部 ～底部　 ナデ 底　 部　 剥離 一部指押 え 橙
＝　・

（2 ．5Y R ％）

第31図 114 ケ 聾
口縁半ば～ 口縁半ば～頚部　 パケ目の後ナデ 口縁半ば～頸部　 ナデ

良　 好
橙

乳 こ貰 頴
帽

接 ご呆 頴
0 ．5～2mm程の砂粒 を含む 胴部外面 ス

底部付近 頸部～底部付近　 斜・横方向のパケ目 頚部～底部付近　 斜方向のパケ目 石英を含む ス付着

ク 115 ク 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
Ii論 呈甥

相と
＝　・

にぷい黄橙

（10Y R　％）

0 ．5～2mm程の砂粒 を多く

含む．
平底

ク 116 ク 底　 部 ナデ 指押 えの後ナデ 良　 好
迄音 譜 鞄

（2．5Y　　 与イ1

糟
屋 憲 尋 0 ．5～血nl程の砂粒 を多く

含む
平底

ケ 117 ク ＝量オ互E
胴部～

底部
胴　 部　 斜 ・横 方向のパケ目
底　 部　 剥離

剥離 良　 好
i重患 鷲 ・

＝・

にぷい黄橙

（10Y R　％）
0 ．5～1m汀程 の砂粒 を含む 丸底

ク 118 ク 鉢 完　 形 ナデ ナデ 良　 好
に ぷ い 橙

（7 ．5Y R ％）

に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）
1m 前後の砂粒を含む 平底

ク 119 ク ・＝ヒ 完　 形
口唇部　 ヨコナデ 口唇部　 ヨコナデ

良　 好
にぷい黄橙 にぷい黄橙

1 ～3 mm程の砂粒 を含む
翳 指 面 ス

尖底
笠 口緑部～底部　 ヨコ・タテ・斜方向のナデ 口縁部～底部　 ヨコ・斜方向のナデ （10Y R　％） （10Y R ％）

ク 120 S A 19 聾
口縁～ ロ緑 一頚部　 ヨフナデ 口縁～頸部　 ヨコナ デ

良　 好
にぷい黄橙 浅　 黄　 橙

2mm前後の砂粒を含む
胴部下位内面に
患禁覿 砦 軍装

底部 顕部 一月同部　 タァパケ目の後ナデ
月同書ロー底書β　 ナテ，

頚部～底部　 斜 ・タテ方向のナデ （10Y R　％） （10Y R　％）

ク 121 ク 要
口縁～
突帯部

ヨコナデ ナデ 良　 好
淡　　　 橙

（5 Y R ％）

J天
龍 肯 萌 2m 前後の砂粒を含む 刻み 目突帯

ク

ク

ク

一ケ

ク

・ケ

第32図

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

．ケ

122 〃

・ケ

ク

ク

ク

ク

S A 22

ク

ケ

ク

〃

ク

ク

ク

ケ

・＝ビ笠
胴部～

底部
ナデ ナデ 良　 好

黄　　　 橙

（7 ．5Y R ％）

黄　　　 橙

（7．5Y R ％）
細砂粒 を含む 丸底

123 椀
口緑～ 口唇部　 丁寧 な ヨコナデ （一部暗文風）

良　 好
にぷい赤褐 にぷい赤褐 0 ．5～3mm程の金雲母，角 内面 に黒斑

底部 口縁 ～底部　 パケ目の後ナデ 丁寧 なヨコナデの後 ミガキ （5 Y R　％） （5 Y R　ライ） 閃石などの砂粒を含む 有，丸底

124 鉢
口縁～ 口唇部　 ヨコナデ 口縁～胴部　 ヨコナデ

良　 好
に ぷ い 橙 橙

2mm前後の砂粒を含む
口縁～胴部

底部付近 口縁 ～底部付 近　 斜 方向のナデ 胴部～底部付近　 ナデ （7 ．5Y R ％） （5 Y R ％） 外面スス付着

円形透 し

4 ヶ所有

125 高塀
球部下位～

脚部上位

杯部下 半　 斜 方向のパケ 目

脚　 部　 ナデ
ナデ 良　 好

澤．5 ㌔ 拐

欄　　　　　 J天
rln Y　R　 lイ’）

津．5菰 ヶ㌍

拇
（5 Y R　ち‘1

0 ．5～2mm程の砂粒 を含む

126 高塀 脚　 部 ナデ ナデ 良　 好
淡　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

2m 前後の砂粒を多く含

む

127 器台 完　 形 ナデ ナデ 良　 好
橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R ％）
0 ．5～3Ⅷl程の砂粒 を含む

128 聾 完　 形
品琵書苦：謂認幸鮎 湖 ‡デ

パケ目

ヨコ方向 にパ ケ目 良　 好
乳 Y 慧 瑠

子炎
r　5 Y R　号イ1

にぷ い黄橙

（10Y R　％）
1 ～4 mnl程の砂粒 を含む

129 聾 完　 形
口縁～胴部中位　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
J

書芸・5県 等
汗。Y 慧 粛 1 ～ 2mmの石英 ・砂粒 を 冒琵妄習評

者， 丸底胴部中位～底部　 ナデ 頸部～底部　 ナデ 褐　　　　 J天
日nY R　 サイ’1

含む

130 要
口縁～

胴部下位

口唇部・胴部下位　 ナデ

ロ縁～胴部中位　 ヨコナデ
ヨコナデ 良　 好

橙
裟 ：者 讃

に　ぷ　い　栂
（5 Y R　％）

J兵
r　5　Y　　　 tく′1

0 ・5㌻ 2m の砂粒を含む
ロ繰上半黒

斑有

13 1 聾
口縁～ 口唇部 ・胴部　 ナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
津。Y 烹 粛 汗。Y 慧 粛

1 ～ 4mnl程の砂粒 を含む 外面スス付着
胴部中位 口縁部　 ヨコナデ 頸部～胴部　 ナデ 橙

（5 Y R　 ち左）
拇

r　5　Y l⊇　74 1

13 2 聾
口縁～

胴部下位

口縁部　 ヨコナデ

頚部～胴部下位　 ナ デ
ヨコナデ　　　 ‾ 良　 好

淡　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

ラ炎　　　　　 貴
浄 ：義 頴 0 ．2～血nl程の砂粒 を含む

口縁 ～肩部
外 面黒 斑有

13 3 ・＝ヒ
ロ縁～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
明　 黄　 褐 灰

2 m 前後の砂粒を含む
胴部外面 ス

宝E 底部付近 胴部上位～中位　 ミガキ 胴　 部　 ナデ （10Y R ％） （5 Y　 昇） ス付着

134
‘‘ヽ　　　　　．・．＿
　ヽ　　　‾‾‾

チュア
完　 形

口縁上半 ・底部 に指押 えあり 口縁上半　 指押 えあ り
良　 好

相E
黒 憲 尋

拇
（7 ．5Y R ％）

1mm 前後の砂粒 ・角閃石 平底

ナデ 胴部～底部　 ナデ 褐　　　　 J炎
＝・

を含む 外面黒斑有

13 5
　ヽ　　　　　－
　ヽ　　　‾－．‾

チュア
完　 形 ナデ

胴部 中位 に指押 えあ り

ナデ
良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

黄　　　 橙
（10Y R　％）

0 ．5～4m 程の砂粒 を含む 丸底

136 高塀 土不　 部 ナデ ナデ 良　 好
にぷい黄橙
（10Y R ％）

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

細砂粒 を含 む

ー67－



図 面

番 号

遣 物

番 号
遺構 名 器 種 器 部

文　 横　 お　 よ　 び　 調　 整

焼 成
色　　 調

胎　　　 土 備　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

第32図 13 7 S A 22 高塀 脚　 部 パ ケ目 土不底部　 ナデ

脚　 部　 ナデ
良　 好

橙

（5 Y R　％）
橙

（5 Y R　％）
紳砂粒 と石英を含む

第33図 13 8 S A 8 聾 ′土　 形 口縁～胴部　 ヨコナデ 口縁～胴部上位　 ヨコナデ 良　 好
橙 i曳　　 黄　 帽

8 2 ～ 3mm程の砂粒 を含む 丸底フC　　　／ 胴部～底部　 ナデ 胴部 上位～底部　 ナデ （7 ．5Y R ％） （10Y R　タイ
J兵　　 黄

6
ク 139 ク 須恵器 口縁部 ヨコナ デ ヨコナデ 良　 好

にぷい黄橙

（10Y R　％）

（10Y R　ライ）
灰　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

精良

ク 140 ク 須恵器 口緑部

立

ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 灰　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

浅　　　 黄
（5 Y　 ％）

細砂粒を含む

〃 141 ク 須恵器 頚部～
底部

ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
灰　　　　　 日
（5 Y　　 タイ）
灰 オ リ　ーフー

灰　　　 白
（5 Y　 ％）

1mm前後の砂粒を含む 平底

ク 142 ク 須恵器 胴部下位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 （2．5Y　 ％）

r2＿5Y　　 奴’）

灰
（5 Y　 ライ）

精良
平底

（ヘラ切 り）

ク 143 ク 土不 口縁～
底部

ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
相

好 ご最 頴
楷

慶 Y 墓 場

r　　　　　　　 8

細砂粒を含む ヘラ切 り底

一ケ 144 〃 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
．黄　　　　　 相

（10 Y R　％）
帽

r　5 Y R＿　：hH

7．5Y　R　ライr）
黄　　　　　 椅
（10Y R　％）

椅
r　　　　　　　 7

紳砂粒を含む ヘラ切 り底

ク 14 5 S A 3 土不
ロ縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

こ
橙

（5 Y R　％）

5 Y　R　 Z4r）
橙

（5 Y R　％）
きめが細かい ヘ ラ切 り底

ク 14 6 〃 布痕 口縁 ～

胴部

口唇部　 ソギオ トシ

胴　 部　 ナデ
布 目 良　 好

橙
（7．5Y R ％）

橙

（7．5Y R ％）
細砂粒を含む

口唇部 スス
付着

ク 14 7 ク 布痕 口縁 ～ 口唇部　 ソギオ トシ 布目 良　 好
橙 橙 きめが細かい

底部 胴部～底部　 指押 えの後 ナデ （2．5Y R ％） （2．5Y R ％） 3m 前後の砂粒を少し含む l‘lタ然粕 がか

ノク 148 S A 7 聾
口縁～

胴部下位
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙　　　　　 橙
（7．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 1 ～3 mm程の砂粒 を含む

かっている

〃 149 ク 布痕 口縁～

胴部
指押 えの後ナデ 布 目 良　 好 （7 ．5Y R ％）

栂
（5 Y R　アイ）

（7．5Y R ％’）
椅

（5 Y R　 74 ）

1 ～ 5 mm程の砂粒 を含む
外面自然軸のた
め浅黄橙（7．5Y
R タイ）を呈す

ク 150 ク 布痕
口縁～

胴部

口唇部　 ソギ オ トシ

胴　 部　 指押 えの後ナ デ
布 目 良　 好

．橙 ・

（5 Y R　％）

．橙

（5 Y R　％）
細砂粒を含む

4

第34図 151 S A lO 聾 口縁～

胴部上位

口緑部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
ヨコナデ 良　 好

が 甘 瑠

r　　　　　　　 7

亡ぶい黄橙

（10Y R　％）
1 ～2 mm程の砂粒を含む
石英 を含む

ク 1 5．2 ク 口縁部 ヨコナデ ナデ 良　 好
2．5Y R　シr）

橙
借 鵠 淡 i

にぷい黄橙

（7 ．5Y R ％）
0．5～1mm程の砂粒を含む
石英 を含む

ク 15 3 ク 底　 部 ナデ ？ ナデ 良　 好
6

橙

（7．5Y R ％）

橙

（7．5Y R ％）
0．1～2mnl程の砂粒を多く
含む

ケ 154 ク 土不 口縁 ～

底部

ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
橙

（7．5Y R ％）

橙

（7．5Y R ％）
細砂粒 を多く含む ヘ ラ切 り底

ケ 155 ク 布痕 口縁 ～ 口唇部　 ソギ オ トン 布 目 良　 好
橙 橙 0 ．1～3mnl程の砂粒 を含む

胴部 胴　 部　 指押 えの後 ナデ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 石英を含む

ク 156 S A 13 聾 口縁～

胴部

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ

「1縁部　 ヨコナテ′
頚部～胴部上位　 指押 えの後ナデ
月同　 部　 爵掴惟

良　 好
損 顎 子炎　　　　　 題埼

憲 慰 顔 0 ．5～2mm程の砂粒 を含む

ク 157 ク 聾 口縁～

胴部

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 斜方向のナデ
ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％）
（10Y R　タイ）

J天
0 ．5～2mm程の砂粒を含む

〃 158 ク 土不 完　 形 口縁 部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
ナ デ 良　 好

汗。Y 慧 帯

織
7

テ炎　　　　　 厳‘
（三・三r い鵠

1 ～3 mm程の砂粒を多く
含む

外側面に「大」
のヘラ文字有

り

ク 159 〃 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
（7．5Y　R　九g）

橙

（7．5Y R ％ ％）

＝　・
橙

（7 5Y R ％）
きめが細かい

ヘフ切 り底 ．

ヘラ切 り底

〃 1 60 ク 土不
口縁～

底部
ヨコナデー ヨコナデ 良　 好

I
ji論 呈雪男

拇
7

橙
（7 ．5Y R ％）

きめが細かい
紳砂粒を少し含む

1 ～ 2 mm程の砂粒や 4 mm

ヘラ切 り底

ク 16 1 ク 布痕
口縁～ 口唇部　 ソギオ トシ

布 目 良　 好
（7＿5Y　R　九日

橙 橙
胴部 胴　 部　 ナデ （5 Y R　％） （5 Y R　％） 前後の砂粒 を含む

ク 16 2 S A 16 聾 口縁～ 口縁 ～頚部　 ヨコナデ 口縁～頸部　 ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

8 0．5～2mm程の砂粒を含む胴部上位 頚部 ～胴部上位　 ナデ 頸部～胴部上位　 ナデ （7．5Y R ％） 厘 黒 磯

ク 16 3 ケ 聾 ロ縁～

頚部下位

1線束部　　 ヨコナテ′
頸　 部　 タテ方向のパケ日の後

ナテ′

口緑剖i　 ヨコナデ
堕貞　 部　 ヨコ ・左斜方向のノ、ケ

目の後ナテ′
良　 好

（t講 媒 質

袖3
4

にぷい彗楕
1 ～ 4 mnl程の砂粒を含む

ク 164 ク 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
（10Y　R　 lイ）
にぷい黄橙
（10Y R　％）

H nY　R　　乙イ1
1天　　　　　 踵
（2．5Y　　 タを）

J天
4

0．5～2mm程の砂粒 を多く
含む　 石英 を含む

平底

〃 165 ク 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

（5　Y　　　 ！イ）
淡　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

I
0 ．5～2mm程の砂粒 を多く

含む
平底

〃 166 ク 鉢 口緑十
底部付近

口絹ト4 掛部　 ヨコナテ′
頚部一底部付近　 斜方向 のパ ケ

目の後 ナテ′

「1線 一類普β　　ヨコナテ′
頚部 一底部付近　 ヨコ ・斜 方向

のパケ目の後ナテ′
良　 好

椅
（7 ．5Y R ％）

8

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ％）

1 ～4 mm程の砂粒 を含む

〃 167 ク 土不 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
rlOY l⊇　ワイ）
浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％）

I
黄　　　 橙
（7．5Y R ％） きめが細 かい

ク
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ク

ク

ク

〃

ケ

ク

〃

ノシ

ク

ク

ク

168 ク

．S A 17

ク

ク

ク

ケ

S 声20

ク

ク

ク

ク

ク

ク

土不

聾

・＝ヒ笠

布痕

聾

聾

聾

婆

鉢

鉢

鉢

口縁～
底部

ヨコナデ ナデ 良　 好
i曳　　 黄　　 招
（7．5Y R ％）
に　ぷ　 い　椅
（7　FiY l一　号イ

橙

（7 ．5Y R ％）
0 ．5～1mm程の砂粒を含む ヘラ切 り底

平底
篇翳品 位甥

1 69
口縁～ 口縁 ～頸部　 ヨコナデ 口縁～頸部　 ヨコナデ

良　 好
．1

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙
1 ～ 3 mnl程の砂粒を含む胴部 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （10Y R　％）

17 0 底　 部 ナデ タテ方向のナデ 良　 好
に ぷ い 橙

（10Y R　％）

に ぷ い 橙

（10Y R　％）
1 mm前後の砂粒 を含む

17 1 底　 部 ナデ 指押 えの後ナデ 良　 好
明　 黄　 褐

（10Y R　％）

灰　　　 黄

（2 5Y　 ％）
0 ．5～1mm程の砂粒を含む 丸底

尖底

17 2
口縁 ～ 口縁～頚部　 ヨコナデ 口縁 ～頸部　 ヨコナデ

良　 好

6
浅　 黄　 橙

2
浅　 黄　 橙

1 ～ 3mm程の砂粒 を含む胴部 胴　 部　 ナ デ 脚　 部　 ナデ （7 ．5Y R ％） （10Y R　％）

175
底　 部 ナデ 布 目 良　 好

橙

（7 5Y R ％）
橙

（7 5Y R ％）
5 ～8 mm程の小石 を含む

174
口縁～ 口縁～頸部　 ヨコナデ 口縁～胴部　 ヨコナデ

良　 好 （5 Y R　 8

6

7
2 ～ 3 mm程の砂粒 を含む 外面継ぎ目明晩 平底

底部 胴部～底部　 ナデ 胴部～底部　 ナデ タi）
椅
＝　　・

（5 Y R　タオ）
fて貫

r　5　Y　R　ろ∠）
8 mm前後の小石を含む 休の糞庄痕），口緑、

175 完　 形
口緑～頚部　 ヨコナ デ 口緑～胴部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　号イ 2 ～3 mm程の砂粒 を含む 内面継 ぎ目
胴部～底部　 ナデ 胴部～底部　 ナデ （7 ．5Y R ％） ．4）

礼1　　　　 1天
4

明瞭
平底

176
口縁～

ヨコナデ
口縁～頸部　 ヨコパ ケ目

良　 好
（言論 呈甥 「1nY lマ　　レr）

椅
0．5～h m程の砂粒を含む

木 の葉底

頚部下位 頸部下位　 ナデ 4
（7 5Y 哲な．奴）

侶 鵠 必 石英 を含む

177
口縁～
胴部上位

口縁～頚部　 指押えの後 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
指押 えの後 ヨコナデ 良　 好

．6　′　6
テ炎　　　　　 黄
lf X い冤

．

6
i芸・5Y 幾度

（2＿5Y　　 号イ）

1 ～5 mm程の砂粒を多く

含む

178
口縁～

底部

完 ．形

口縁～
底部付近

口絹増田　　ヨコナテ′
月岡　 吉田　 ナーデ
底　 普β　 ナテ′

ロネ軋那　　 ヨコナテナ
胴　 部　 斜パ ケ目の後 ナデ
底　 部　 ナテ′

良　 好

良　 好

良　 好

灰　 黄　 褐
（10Y R　％）

諒 ‘　 灰

（10Y R　タr）
1 ～ 3 mm程の砂粒を含む

1 79
粗い ヨコナ デ
底　 部　 ナ デ 粗いヨコナデ にぷい黄橙

（10Y R ％）
にぷい黄橙
（10Y R ％）

3 ～ 5m 程の砂粒 を含む タト面スス付
着 ，タト面継
ぎ目明瞭

18 0
口縁 ～胴部上位　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
粗 いヨコナデ に ぷ い 橙

（7 ．5Y R ％）
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

1 ～ 3m打程 の砂粒 を含む
内 ・外 面

スス付着
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図面

番号

遺物

番号
遺構名 器種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

第35図 18 1 S A 20 小鉢
口縁～
胴部 ナデ ナデ 良　 好 浅　　　 黄

（2．5Y　 ％）
浅　　　 黄
（2．5Y　％）

きめが細かい
1mm前後の砂粒を含む

第36図 18 2 ク 土不 完　 形
底　 部　 ナデ

ヨコナデ
ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

2mm前後の砂粒を含む

ク 183 ク 土不 完　 形
底　 部　 粗いナデ

ヨコナデ
ヨコナデ 良　 好 表音鵠 ＿写』

rlOY　　　号イ）

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％） 2m 前後の砂粒を含む

内面一部黒
斑有

ク 184 ク 杯 口縁～
底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

落 漠 頴
きめが細かい ヘラ切り底

ケ 185 ク 土不 口縁～
底部 ヨコナデ ナデ 良　 好

贈 麺 誠 転 きめが細かい へラ切り底

ク 186 ク 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％） 細砂粒を含む ヘラ切り底

・ケ 187 ク 土不 口縁～
底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 淡　　　 黄

（＿2．5Y　 ％）
淡　　　 黄
（2．5Y　％） 1m 前後の砂粒を含む へラ1刀り底

内面－部黒
鍵有

・ケ 188 ク 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 にぷ い 橙
（5Y R　％）

にぷ い橙
（5Y R ％） 石英などの細砂粒を含む ヘラ切り底

ク 189 ク 布痕 口縁～
胴部

口唇部　 ソギオトシ
胴　 部　 指押えの後ナデ

布目 良　 好
樫

（5Y R　％）
一　部　褐　灰（5Y l⊇　与イ）

橙
（5Y R　％）

3～5m 程の砂粒を含む

ク 190 S A 21
須恵器 ロ縁～ 口縁～頚部　 ヨコナデ 口縁～頸部　 ヨコナデ 良　 好 灰 灰 0．5～1Ⅷ1程の砂粒を含む
・＝ヒ笠 肩部 肩　 部　 格子目文タタキ 肩　 部　 平行線文タタキ （7：5Y　 ％） （7．5Y　％）

ク 191 ク
黒色土
塊

口縁～
底部 ミガキ （底部付近風化） ミガキ 良　 好 黒

（10Y R l・芽）
1mnl程の砂粒を含む

ク 192 ク 土不
口縁～
底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 橙

（2．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％）
細砂粒を多く含む ヘラ切り底

ク 193 S A 24 土不 口緑γ
底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

（言論 呈甥
橙

r5Y R　ろ∠）

橙
（7．5Y R ％） 細砂粒を含む ヘラ切り底

籍告面スス

ク 194 ク 布痕 底　 部 風化 布目 良　 好
にぷ い 橙
（5Y R　％）

橙
（5Y R　％） 細砂粒を含む 尖底

ク 195 S A l 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
橙

（7．5Y R ％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％） 紳砂粒を含む

外面スス付着

へラ切り底

ケ 196 ク 土不 底　 部 ヨコナデ ナデ 良　 好 にぷい黄橙
（10Y R　％）

橙
（7．5Y R ％） 細砂粒を含む ヘラ切り底

第37図 197 d・e－10・1 聾 口縁～ 口縁～頸部　 ヨコナデ 口縁～頚部　 櫛目 良　 好
明　　兼　　婦
（10Y R ：拓）

明　　菜　　褐
（10Y R　％）

1～5mm程の砂粒を多く

胴部上位 頚部～胴部上位　 櫛目の後ナデ 頚部～胴部上位　 左劉方向の削り 橙
r　5Y R＋7定）

√5 Y琶 ・悠） 含む

ク 198 ・ケ 聾 口縁～
胴部上位

口縁～頚部　 ヨコナデ
頸部～胴部上位　 タテ方向のナデ

ヨコナデ 良　 好
明　　乗　　場
鐘OY R 等

明　　黄　 1喝
f基OY R 冤
（2．5Y　　ウイ）

1～5m汀程の砂粒を多く
含む

ク 199 ク 聾 口縁～
頸部 ヨコナデ 風化 良　 好 淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）
淡　　　 黄
（2．5Y　％）

1mm前後の砂粒を多く含
む

ク 200 ク
口縁～
底部

口縁～胴部　 ヨコナデ
胴部～底部　 ナデ

口縁～底部付近　 ヨコナデ
底　 部　 ナデ 良　 好

裟 ：拍 津．5菰 拐

√7．5県 誠一
1～5Ⅷl程の砂粒を含む

ク 201 ク
口縁～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好

遠・飢 瑠

（2＿5Y　　裾）

浅 ．黄　 橙 0．5～2mll程の砂粒を多く
底部 胴部～底部　 ナデ 胴部～底部　 指押えの後ナデ （7．5Y R ％・％ 含む

・ケ 202 ク 土不 口縁～
底部 ヨコナデ ナデ 良　 好

ぱ 施 浅　 黄　 橙
借 鵠 ㈲

きめが細かい，石英など
の砂粒を含む

ヘラ切 り底

ク 203 ク 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 旨＿禁 頴 橙
（7．5Y R ％）

きめが細かい，石英 ・黒
雲母などの細砂粒を含む ヘラ切 り底

ク 204 ク 土不 口縁～
底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 橙

（5Y R ％・％）
橙

（5Y R ％・％）
きめが細かい，石英など
の砂粒を少し含む

ヘラ切り底

ク 205 ク 土不 口縁～
底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 托操 船 托 操 船 きめが細かい

細砂粒を少し含む ヘラ切り底

ク 208 ク 土不 口縁～
底部 ヨコナデ ナデ？ 良　 好 橙

（5 Y R ％）
橙

（5Y R　％）
きめが細かい
石英などの細砂粒を含む

ヘラ切り底

ク 207 ク 土不 ロ縁～
底部

風化 ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％） きめが細かい ヘラ切り底？

ク 208 ク 土不 口緑～
底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％）
きめが細かい
砂粒を少し含む ヘラ切り底

〃 209 ク 土不 胴部～
底部

風化 風化 良　 好 橙
（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％） きめが細かい ヘラ切り底

ク 210 ク
黒色土器
椀

胴部～
底部

丁寧なナデ ミガキ？ 良　 好 明　 黄　 褐
（10Y R　％）

オリーブ黒
（5Y　 ％） 1mm前後の砂粒を含む 平底

ク 211 ク
黒色土器
椀

胴部～
底部

丁寧なナデ ミガヰ ？ 良　 好
明　　乗　　場
i三十㍍ 、宰 オリーブ黒

（5 Y　 ％） 1～2mm程の砂粒を含む 平底

ク 212 ク 土不 底　 部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 讐：琵 冒頭 浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

きめが細かい ヘラ切り底

ク

ク

ク

ケ

ク

ク

第38図

ク

ク

ク

ク

ク

213 ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

土不 胴部～
底部 風化 ヨコナデ 良　 好 鼠 ：署 頴 橙

（5 Y R ％）
きめが細かい ヘラ切り底

へラ切り底

214 黒色土器
椀

口緑～
底部付近 風化 風化 良　 好 津。Y烹 タ㌘

橙
＝　・

黒
（N ，　 ％）

きめが細かい
雲母などの砂粒を含む

215 黒色土器
腕

口縁～
底部 ミガヰ ミガキ？ 良　 好 橙猛・5甘 粕

●　　＝　　・

黒
（5 Y　 ％） きめが細かい

216 黒色土器
椀

口縁～
底部付近 ミガキ ミガヰ 良　 好 短 要項 黒

（10Y ． ％）
きめが細かい
雲母などの砂粒を含む

217 須恵器
杯

口縁～
底部 ヨコナデ ヨコナデ やや良

（5Y ケr，粛灰
灰

灰　　　　　 「1
灰

精良
細砂粒を含む

218 土不 口縁～ ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
に　ぷ　い　薫
黒 炭 儲

指 鼓 し、藁 精良 火ダスキが
底部 底　 部　 ナデ に　ぷ　い　橙

＝・－
1m 前後の砂粒を含む かかっている

219 布痕 完　 形 口唇部　 ソギオトシ
胴部～底部　 指押 えの後ナデ 布目 良　 好 橙

（5Y 昆集 ）
托 操 船 1mm前後の砂粒を含む

石英を含む
外面自然軸のた
精 粗 甜

220 布痕 口縁～
底部付近 ナデ 布目 良　 好

樫
（2．5Y R ％）

橙
（5Y R　％）

1mm前後の砂粒を含む
石英を含む

外面自然軸のた
めに灰白（5Y
％・％）を呈す

外面自然軸のた
めに　灰白（5Y
％）を呈す

221 布痕 口縁～
底部付近 ナデ 布目 良　 好 拾劫 ・橙

（7．5Y R ％） 0．5～h m程の砂粒を含む

222 布痕 口縁～
胴部

ナデ 布目 良　 好 粛 転 橙
（7．5Y R ％） 1～3m鵬程の砂粒を含む

223 布痕 口縁～
胴部

口唇部　 ソギオトシ
胴　 部　 ナデ

布目 良　 好 橙
（5Y R ％，％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1～4mnl程の砂粒を含む

224 布痕 ロ縁～
胴部

口唇部　 ソギオトシ
胴　 部　 ナデ

布目 良　 好 橙
（5Y R　％）

橙
（5 Y R ％）

紳砂粒を含む
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図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備 老

外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面

第38図 2 25 d ・e －10・11 布痕
口緑～

胴部
ナデ 布目 良　 好

・浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

石英などの細砂粒を含む

ク 22 6 ク 布痕
口縁～ 口唇部　 ソギオ トシ

布 目 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1mm前後の砂粒を少し含
胴部 ‘胴　 部　 ナデ 借 鵠 ㈲ 借 鵠 諸 む

ク 22 7 ク 布痕
口縁 ～

胴部

口唇部　 ソギオ トシ

胴　 部　 ナデ
布 目 良　 好

深 5藩 鳶

r7．5Y R Z41

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

1 ～3 m 程の砂粒を含む

ク 22 8 ク 布痕
口縁 ～

胴部
ナ デ 布 目 良　 好

明　 黄　 褐
（10Y R　％）

橙
（7 ．5Y R ％）

石英 などの細砂粒を含む

ク 22 9 ク 布痕
口縁 ～

胴部
ナデ 布 目 良　 好

橙
（7．5Y R ％）

橙

（7 ．5Y R ％）
細砂粒を少し含む

ク ，230 ク 布痕
口縁～ 口唇部　 ソギ オ トシ

布 目 良 ‾　好
（舌鼓 旨ラ器 栂

（7　5Y R ％
1 ～ 3 mm程の砂粒や7 mm

胴部 胴　 部　 ナ デ 袈
糟：5Y　 奴・、

誓：5，R 頴 前後の小石も含む

〃 23 1 ク 布痕 底　 部 ナデ 布 目 良　 好
にぷ い黄橙

（10Y R ％）

にぷ い黄橙

（10Y R　％）
1 mm前後の砂粒 を含む 尖底

ク 232 ク 布痕 底　 部 ナデ 布 目 良　 好
にぷ い黄橙

（10Y R　％）

橙

（7 ．5Y R ％）
細砂粒を少し含む 尖底

第39図 233 S C 6 聾
口縁 ～ 口　 緑　 ヨコナデ 口　 縁　 ナデ

良　 好
淡　　　 黄 淡　　　 黄

1 ～ 3 mm程の砂粒を含む胴部 頚　 部　 タァ方向のパ ケメ
胴　 部　 斜方向のパ ケメの痕跡

胴　 部　 タテ方向のナデ （2．5Y　 ％） （2 ．5Y　 ％）

ク 234 ク 底　 部 風化 （パケ様の痕跡） 風化 のため不明 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

淡　　　 黄

（2 ．5Y　 ％）
1 mm程の砂粒を含む 平底

ク 235 ク
胴部 ～

底部
胴　 部　 タテ方向のパ ケメ
底　 部　 指押 え ナデ 良　 好

灰
（5 Y　 ケ日

灰
r5 Y　　　 ライ’）

管掌瞥 晶花数往雷撃豊

含む
平底

ケ
t

236 S C 14 土不
胴部中位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
石英を多含 ヘラ切 り底

ク 2 37 S C 19 塊
口緑～ 口　 縁　 ヨコナデ 口縁～胴部上位　 ヨコナデ

良　 好
冥：：雪 男 樫

（7　5Y R クg
1 m汀程の細砂粒，2 ～4

胴部下位 胴　 部　 横 ・斜 方向のパケメ 胴部下位　 ナデ ここ． ．頑・ ；・ミ m 程の粒を含む

ク 2 38 ク 布痕
口縁～

胴部下位

口　 縁　 ソギオ トシ

胴　 部　 ナデ
布 目 良　 好

浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
細砂粒，石英を含む

ク 2 39 ク 布痕
口縁～

底部
ナデ 布 目 良　 好

橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R　％）
粗い礫 を多含 尖底

ク 24 0 S C 22 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙

（7 ．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％）
きめ細かい ヘ ラ切 り底

ク 24 1 ク 土不
口縁～

底部
ヘ ラナデ ヘ ラナデ 良　 好

赤　　　　　 縄
（10Y R．ライ）
持．詰 旨撰

完 譜 、冶
きめ細かい ヘ ラ切 り底

ク 24 2 S C 3
瀬戸灰軸

水滴
ほぼ完形 ナデ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

きめ細かい
告㌍ 酢 禦

ーブ色を呈す

〃 243 S D l 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

きめ細かい，細砂粒 を含
む

ヘ ラ切 り底

ク 244 ク 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

きめ細かい ヘ ラ切 り底

ク 245 ク 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

きめ細かい ヘ ラ切 り底

ク 246 ク 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

きめ細かい ヘ ラ切 り底

ク 247 ・ケ 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 女i 浅　　　 黄

（2．5Y　 ％）
浅　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

きめ細かい ヘ ラ切 り底

ク 248 ク 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

きめ細かい ヘ ラ切 り底

ク 249 S E 2 要
口縁～

胴部上位
ヨコナデ

口　 縁　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
良　 好 にぷ い黄橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

1 ～2 血程の砂粒を含む

ク 250 ク ・＝bF宣E
頚部～

胴部上位
タテ方 向のタタキ

頸　 部　 ヨコナデ

胴　 部　 同心 円タタキ
良　 好

暗 オリーブ
（5 Y　 ％）

灰
（5 Y　 昇）

細砂粒を含む
外面自然粕

かか る

ノケ 251 ク 土不 胴部下位

～底部

ヨ．コナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

橙
（7 ．5Y R ％）

細砂粒を含む ヘラ切 り底

ク 252 ク
青磁

皿
底　 部 ナデ ナデ 良　 好

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

淡　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

精良
外内面とも施軸
され緑灰色（7．5
G Y ％）を呈す

ク 2 53 ク
高台付

椀

底部～

音ム
同ロ

ナデ ナデ 良　 好
橙

（2．5Y R ％）
浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

1 ～2 ．5mm程 の粒 と紳砂
粒 を含む

ク 2 54 ク
常滑

褒
口縁～

胴部
ナデ ヨコナデ 良　 好

這号 呈甥

灰
r 5 Y R　勿′）

にぷい赤禍
監 禁 儲
灰

1m 前後の細砂粒 と4 mm

程の粒 を含む

ク 2 55 ク 捨鉢
口縁～

ヨコナ デ
口　 縁　 ヨコナデ

良　 好
褐　　　 灰 禍　　　　　 灰

！ぎ：： 頴
灰

2 ～4 mmの粒 と砂粒を含 256　と同一
胴部上位 胴　 部　 ヨコナ デの あとカキメ （10Y R 昇） む 個体

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ノク

25 6 ク

S E 5

ク

ク

S E 3

ク

ク

ク

S E 8

〃

捨鉢
胴部下位

ヨコナデ
ヨコナデの のち，パ ケ状の もの

良　 好
褐　　　 灰 畏 Y R 夕鶴ノ天

r 5 Y R　 享有）

2 ～4 m の粒 と砂粒 を含 255　と同一

～底部 で カキメ を放射状 に施す （10Y R ライ） む 個体

へ ラ切 り底

25 7 聾
口縁～

胴部中位
ヨコナデ

口　 縁　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
良　 好

橙

（5 Y R　％）

‘橙
酎 R 旗
手炎

砂粒 を含む

25 8 土不
口縁～

底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）

に ぷ い 橙

（7 ．5Y R ％）
精良

25 9 杯　．　－
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％）
細砂粒を含む ヘ ラ切 り底

へ ラ切 り底

260 椀
口縁～

胴部下位
ナデ

口　 縁　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
良　 好

浅　 黄　 橙 ＿

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
きめ細 かい

26 1 土不 底　 部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
灰　　　 黄

（2．5Y　 ％）
灰　　　 責
（2 ．5Y　 ％）

1 mm程の砂粒を含む

26 2 椀
底部 ～

高台
ナデ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

細砂粒 と石英を含む 付け高台

26 3 塊
底部～

甘ム
同 ロ

ナデ ナデ 良　 好
灰　 黄　 褐

（10Y R ％）
灰　 黄　 褐
（10Y R ％）

精良
外内面とも施軸
されオリーブ灰
（10Y ％）を呈す

264 土不
胴部下位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙
（7．5Y R ％）

橙
（7 ．5Y R ％）

細砂粒 を含む ヘラ切 り底

26 5
青磁
皿

胴部下位

～高台
ナデ ナデ 良　 好

灰　　　 白
（10Y　 牙）

灰　　　 白
（10Y　 牙）

精良
外内面とも胴部施
軸されオリー1 灰
（10Y ％）を呈す
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第Ⅴ章　前原南遺跡の調査

第1節　遺跡の立地と環境

前原南遺跡は宮崎市大字熊野字前原8542番地外に所在する。

宮崎学園都市遺跡群の東端に位置する前原南遺跡は、清武川から南方向と南西方向へ細長く延びる二本の谷底低地

に挟まれて広がる平坦地中位面Iの東縁辺部にある。遺跡中央部に南北に小道が通り西側が標高12～13mの平坦地と

なっている（A地区）。また，東側は一段低く標高10－11mとなっている（B地区）。更に，遺跡の東下（此高差約

7m）には谷底低地に形成された水田地帯が南北に延びる（水田跡）。また，遺跡北側では谷底低地から遺跡方向に

開析谷が短く入り込んでいるため調査区（A地区）中央部にアカホヤ面の窪地が見られる。遺跡の北側は若干の開析

谷の入り込みもあるが中位面Iが広がる。西側には南西方向に延びる谷底低地から南東に開析谷が入り込み西に延び

る中位面Ⅱと分断する形となっている。しかし，南西側には中位面‡が広がる。南側は谷底低地が延びる。東側には

谷底低地を挟んで標高30～40mの平坦地上位面が形成されている。

谷底低地を挟んだ遺跡の南側の中位面Ⅱには弥生時代中期の竪穴住居跡1軒，古墳時代の竪穴住居跡12軒，カマド

を持つ竪穴住居跡9軒を含む平安時代の竪穴住居跡10軒，中世の時期を中心とした掘立柱建物跡群などを検出し

た陣ノ内遺跡が，また，さらに南の上位面には中世の山城である車坂城跡がある。卓坂城跡から北東に延びる上位面

の北西端には同じく中世の山城である今江城跡（仮称）が所在する。北側の中位面Ⅱの続きには前原北遺跡が所在す

る。前原北遺跡は二本の谷底低地がまじあう中位面Ⅱの北東端にあり，弥生時代中期から古墳時代中期にかけての竪

穴住居跡60軒や中世を中心とした据立柱建物跡が50棟以上も検出された。

一方，開析谷を隔てた北側，及び北西側には前原西遺跡と熊野原遺跡が所在する。前原西遺跡からは弥生時代後期

の方形プランの竪穴住居跡3軒を検出した。熊野原遺跡からは弥生時代終末期の間仕切り住居跡や古墳時代初頭の竪

穴住居跡が合わせて40軒検出されたのをはじめ，同時期の方形周溝墓2基も検出された。

その他の関連の遺跡としては，前原南遺跡の所在する南台地では，西端の平坦地中位面工に位置する平畑遺跡から

カマドを持つ竪穴住居跡を含む平安時代の住居跡が検出されている。また，平畑遺跡とは谷底低地をはさんだ北側の

中位面Iに所在する堂地東遺跡では間仕切り住居跡を中心とした弥生時代後期の集落跡が検出されたが，そのうち方

形プランの弥生時代中期の竪穴住居跡2軒も見られる。

一方，田上川を挟んだ北側に広がる北台地では西側の下田畑遺跡と南側の赤坂遺跡からカマドを持つ平安時代の竪

穴住居跡がそれぞれ検出されている。また，南側の浦田遺跡からは弥生時代後期の方形プランの竪穴住居跡6軒と土

壌10基検出されている。

第2節　A地区・B地区の調査

1．調査の概要

前原南遺跡は，平坦地中位面Iの東端部に位置ある。東側に谷底低地が南北に延びており北側と西側には開析谷が

入り込んでいる。昭和56年度にA地区，B地区の試掘調査を行った結果，アカホヤ層上位の黒褐色土層が良好別犬態

で残っており，多くの土師器片が出土したほか，竪穴住居跡（A地区）や柱穴（B地区）が確認された。
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本調査は昭和57年6月24日から実施した。まず，重機を使って耕作土から黒褐色土層上部までを剥いだ。その段階

でA地区では窪地となっている調査区中央部から南東寄りでは包含層の黒褐色土が良好に残っていたため包含層の精

査を行った。A地区のその他の地域とB地区では包含層の残りが悪くすぐに遺構の精査が行えた。包含層の残りの良

好だったA地区中央部周辺については，包含層の精査後に遺構の精査を行った。

その結果，A地区からは北側で古墳時代の竪穴住居跡3軒，南側で平安時代のカマドを持つ竪穴住居跡2軒を検出

した。その他，中央部や東側を中心に掘立柱建物跡13棟や土壌5基を検出した。また，B地区からは古墳時代の竪穴

住居跡3軒や平安時代のカマドを持つ竪穴住居跡1軒のほかに掘立柱建物跡5棟，土壌6基をそれぞれ検出した。遺

物は，土師器，須恵器，布痕土器，内黒土器，陶磁器などの土器類，土錘，紡錘車などのほか，たたき石，すり石な

どの石器も出土している。

2．包含層の状態

前原南遺跡における基本層序は次の通りである。耕作土（I層・20cm），旧耕作土（I層・10cm），淡黒褐色砂質

土層（Ⅲ層・10cm），暗褐色土層（Ⅳ層・20cm），アカホヤ層（V層・20cm），褐色土層（Ⅵ層・30cm）と続く。

A地区の北側や西側は既にアカホヤ層まで削平されており，調査区も北端や南東端，さらに西半分ではアカホヤ層

から褐色土層まで削平されている。中央部は開析谷が錮査区へ入り込んでくるため少し低くなる窪地地形が東から南

へ弧状にのびており，暗褐色土が残る。B地区は東側の谷底低地へとゆるやかに下る地形を呈しており調査区の西半

分はアカホヤ層から褐色土層まで削平されている。また，東端へ行くほど黒褐色土が厚く堆積する。遣物はA地区，

B地区とも黒褐色土層の下位に集中しており，特に，A地区の中央部西側の黒褐色土層の残る窪地に多くの遺物が散

布している。

3．古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構としては，A地区で竪穴住居跡3軒（SA3，4，5），B地区で竪穴住居跡3軒（SA2，8，

9）をそれぞれ検出した。いずれも古墳時代前期の時期にあたり，遺物は土師器の聾，壷，高坪，器台，鉢，腕，ミ

ニチュア土器などの土器類や，やり石，たたき石などの石器類も見られる。土壌はA地区，B地区あわせて11基検出

したが，遺物を伴う土壌としては4基で古代の遺物を検出しただけで，古墳時代の遺物を伴う土壌は検出されなかっ

た。

竪穴住居跡

堅穴住居跡5軒は床面積15正前後の方形プランの住居跡である。このうちSA4，5，8は北方向の壁が若

干広がりを見せておりわずかに台形状のプランを呈している。床面積も一番小さいSA3で12．9正，一番大き

いSA8で18・Onf，その他の住居跡もSA3，4が15正，SA5，9が16I正と床面積にあまり違いが見られない。柱数

は2本柱がほとんどである。SA4，5，8が住居中央に2本柱が並ぶタイプ，SA3は2本柱が南北壁際の中心に

寄るタイプ，SA9は2本柱が住居中央から東側に片寄るタイプである。また，SA2は1本柱の住居であり住居東

側に1本柱が検出されただけであった。住居内部施設としてはSA5ではベット状遺構（長軸145cm，短軸214cm，高

さ10cm），SA5，8では主柱間の南側に焼土を含む掘り込み（SA5～長軸184cm，短軸115cm，深さ14cm，SA8～

長軸160cm，短軸110cm，深さ12cm）を持つ。

出土土器の特徴としては，最も出土量の多い器種が聾で在地系のものが主流をなし，上げ底や平底の底部をなす。

頭部に刻み目突帯を持つ聾や，表面に叩き目を施す在地系の婆なども数点見られる。壷は出土量はさほど多くないが
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Fig．1古　墳　時　代　遺　構　分　布　図

Fig．2　古　代　遺　構　分　布　図
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SA9に集中する。ほとんどが丸底を呈している。高坪や器台も出土量は少ない。また，特殊な器形のものとしては

SA3出土の蓋，コップ状土器，SA2出土の尖り気味の底部を持つ長頸の小型壷などがある。

住居間の土器量の違いではSA9が多量であるのに対して，SA5，8，2は土器量がかなり少なくなる。

SA2では遣物量は少なく完形品もない。二重口縁壷の口縁部，刻み目突帯を持つ聾の頸部，尖り気味の底部を持

つ長頸小型壷などが数点出土している。

SA3では平底を呈する外湾気味に外反する口縁を持つ在地系の聾，外反する口縁に楕円形の胴部を持ち丸底を呈

する壷，八の字状に大きく開く蓋，脚から裾端へ大きく開く小型の高坪の脚部，緩やかに外反する脚部に内湾して開

く裾部を持つ高坪の脚，鼓状に開く器台の胴部，コップ状の土器などが見られる。

SA4では頸部にあまり締まりがなく胴部もあまり張らない聾，直立気味に外反する口縁部に肩部のあまり張らな

い聾，平底の厚手の鉢，外面にヘラ削りを施し平底をわずかに残す塊やコップ状の土器などが見られる。

SA5では頸部のくびれがほとんどなく胴部の張らない聾，無頭に近い丸底の小型の壷のほかに，レンズ状の丸底

や平底の底部などが見られる。

SA8では遺物量は少ないが壷や塊は小型のものである。また，穿孔を持つ高坪の裾部も見られる。

SA9では最も多い遺物量を持つ。その主体は上げ底や平底の底部を持つ在地系の聾である。特徴的な聾としては

外面叩きの聾，頸部に刻み目突帯をもつ聾がある。刻み目突帯を持つ聾は頸部がかなりくびれ口縁が大きく外反する。

その他に口縁部のかなり短いタイプのものもある。壷はやや反りながら外反する口縁部に倒卵形の胴部と丸底の底部

を持つ壷で，外面へラ削りのものも見られる。高坪は坪底部から緩やかに内湾気味に広がり坪部中位で稜を持ち口縁

へ外湾気味に大きく開く坪部と僅かに開く脚部に内湾気味に開く裾部を持つ高坪である。器台は鼓状に口縁部，裾部

へ大きく開く器台である。

表1．古墳時代竪穴住居跡一覧表

住 居

番 号
平面形

柱　 数

（主柱）

規　　　　　 模

住 居 内 施 設 遺　 物　 出　 土 状 況 備　　　　　　　　 考 時 期
長軸 ×短軸 （m ）

床面積
（ポ）

S A 2 方 形 1 ？ 3 ．85×3．68 12．88 －
覆土中より出土 （少量） 古 墳

前 期

S A 3 方 形 2 4．33×4 ．00 1 5．09 －
床面よりやや浮いた状

態で出土
柱穴は南北壁際，SB3に切られる・

覆土上位より土錘，土師坪等出土 ク

S A 4 方 形 2 4．39×4 ．18 1 5．41 －
床面 よりやや浮 いた状

態で出土 ク

S A 5 方 形 2 4 ．52×4 ．33 16 ．47
主柱間の南側に掘り込み

北西角にベット状遺構

床面 よりやや浮 いた状

態で出土

主柱間北側 に焼土 あり
ク

S A 8 方 形 2 4 ．83×4．38 17 ．98
主柱間の南側に掘り込み

覆土中より出土
掘 り込 み覆土上部に焼

土 あり ク

S A 9 方 形 2 4 ．27×3．80 16．27 －
覆土中～床面よ りやや

浮 いた状態で出土（多量）

柱穴は東寄 り

S B16，カクランに切られる ク

4．古代の遺構と遺物

古代の遺構としては，A地区ではカマドを持つ竪穴住居跡2軒，掘立柱建物跡13棟，B地区ではカマドを持つ竪穴

住居跡1軒，据立柱建物跡5棟をそれぞれ検出した。カマドを持つ竪穴住居跡3軒はいずれも平安時代の時期にあた
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り，据立柱建物跡も同じ時期を中心とする。遺物は土師器の聾，甑，腕，坪，鉢，内黒土器の腕，布痕土器，須恵

器の聾，壷，蓋，塊などが見られた。

竪穴住居跡

検出された3軒の竪穴住居跡はいずれも煙道を持つカマド付きの方形プランの住居跡である。床面積10nf以下の小

型の住居跡1軒（SA6），20－30nfの比較的大型の住居跡（SA1，7）がある。柱数はSA7では不明であるが

大型の住居跡SAlは4本柱，小型の住居跡SA6では柱穴は確認で／5なかった。

カマドの形態はいずれも住居の壁を越えることなく内側に構築する非突出型のカマドに，1m前後の長い煙道を持

つもので先端部に煙り出しのためのピットを設けている。

SAlは北西と南西側に1基づっ2カマドを持つ。北西カマドは煙道が1．24mと長いが南西カマドは0．62mと短い

煙道である。2基とも削平を受けており詳細は不明である。北西カマドの周辺には土師器のヘラ切り底の坪，聾等の

破片が散乱している。その他の遺物としては内黒土器の椀，布痕土器，須恵器の聾等の破片が覆土中から出土してい

る。

SA6は西カマドで約0．8mの煙道を持つ。カマド内奥中央に土師器の聾が口縁を下にして立てた状態で置かれてい

た。また，カマド右袖の手前に支脚に使われたと思われる柱状の礫が1点見られ，カマド左袖の外側には土師器聾

の破片が多く出土した。その他の遣物としては，土師器の器，須恵器の蓋が完形で出土した。住居跡が小型であるた

めか柱穴はなかった。

SA7は北カマドを持ち煙道は約0．85mである。カマド両袖の手前に口縁を下にした状態で土師器聾を1点づっ置い

ている。また，カマド右袖の外側に格子叩き目を施した胴部から上の壷が置かれている。その他の遣物としては土師

器の域，坪，内黒土器，須恵器の壷，蓋，高台付き塊などが出土している。

表2．平安時代竪穴住居跡一覧表

住 居

番 号

平 面形

柱　 数

（主柱）

規　　　 模 住 居 内

施　 設

カマ ド，煙 道規 模 （m ）

遣 物 出 土 状 況 備　　 考

時

期
長軸×短軸

（m ）

床面積

（正）

カマ ド

幅

カマ ド

奥　 行
煙 道 長 煙 道 幅

S A l 方 形 4 5．25 ×5．15 27．04

カマ ド ・

煙 道 （北

西壁 と南

西 壁 の 2

か所）

北西カマド

1．00 ？

南西カマド

0．50 ？ 1．24

0 ．62

0 ．70

0 ．34

カマ ド周辺 に土師器土不，

聾破片等多く散布。

カマ ド両袖 に人頭大の礫

が1個づっ置かれている。

他の遺物は覆土中より出

土。

南西カマ ドはカ

クランによって

削平。

北西カマ ドもか

なり崩壊してい

る。

平安

前期

S A 6 方 形 0 3．10 ×3．10 9 ．3

カマ ド T

煙 道

（西 壁）

0．76 0 ．34 0．78 0．25

カセ ド奥中央に土師器婆

嘩転の状態で出土。カマ
ド左袖外に土師器聾破片
出土。カマ ド右袖手前に
支脚に使用 したと思われ

る柱状の礫出土。
北東角床面直上に土師翠
の完形品出土 （横転の状
態）。

煙道天井部は，

部分的に残存。

カマ ド右袖外に

灰白色粘質土の

流出あり。
ク

S A 7 方 形 ？ 4．76×4．37 20．80

カマ ド ・

煙 道

（北 壁）

0．90 ？ 0．64 0．86 0．55

カマ ド両袖手前に口縁部

を下に聾を置 く。

カマ ド右袖外に格子叩き

目を施 した壷出土。

他の遺物，ほとんど床面

直上からの出土。

カマ ド右袖破損。

（柱穴によって？）′

カマ ド周囲に掘

り込み有 り。

S B 6 に切 られ

る。

ク
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掘立柱建物跡

A地区では調査区西側と北側に集中しており12棟を検出，B地区では北側を中心に5棟の合計17棟の据立柱建物跡

が検出された。

据立柱建物の規模は，2間×2間が5棟（SB3，4，5，12，13）検出され，そのうち総柱のものが2棟（SB

3，13）ある。SB4は桁行4．2m，梁行3．2mと桁行が長く，2間×3間の規模に類似する。また，2間×3間が

12棟（SBl，2，4，7，8，9，10，11，14，15，16，17）と最も多い。SB2は桁方向に東西廟を有する。最

も大型なものは2間×5間でSB6が1棟検出された。柱穴も径平均50cm，深さ平均100cmと大きく，比較的大型の

建物が想定される。

主軸は南北方向と，東西方向に大きく分けられる。南北方向に主軸をもつ建物が多いが，その中でも，A地区でS

B1，4，12がN－40－80－E，SB8，11がN－110－140－E，SB2，6がN－210－230－E，SB3，7が

N－40～80－Wと4方向に分けられる。また，東西方向のものとしては，N－710　－W方向のSBlOがあるが，S

B2，6とほぼ直交する主軸方向である。

遺物は，黒色土の残りの良いA地区南西部のSB7～12周辺に多く見られた。特に，SB7およびその西側のSB

5とSB8，9に挟まれた部分（特に黒褐色土の残りの良好な地点）に集中する。

表3．掘立柱建物跡一覧表

建　 物

番 卓

柱　　　 間

m

桁　 行

m

梁　 行

柱　 間　 寸　 法 m

主 軸 方 向 備　　　　　　　　 考

桁 行 （平均 ） 梁 行 （平 均）

S B l 2 間× 3 間 4 ．8 3．4 1 ．6 1 ．7 N 4　0 E
－

S B 2 2 間× 2 間 3 ．8 3．3 1 ．9 1 ．7 N 8　0W 棟 持柱 1 本 （2 本 ？） 有 り

S B 3 2 間× 3 間 4．9 3．7 1 ．6 1 ．8 N 23 0 E
桁 側 両辺 に柱 3 本 で支 え る軒
が有 る

S B 4 2 間× 2 間 4．2 3．2 2 ．8， 1．4 1．6 N 8　0 E 棟 持柱 1 本有 り

S B 5 2 間× 2 間 3．3 2．8 1 ．7 1 ．4 N l OW

S B 6 2 間 × 5 間 7．8 4 ．1 1 ．6 2 ．0 N 21 O E

S B ケ 2 間 × 3 間 5．5 4 ．1 1 ．8 2 ．1 N 4　0W

S B 8 2 間 × 3 間 5．7
北辺 4 ．5
南辺 4．1 1 ．9

北辺 2 ．3
南辺 2．1

N 14 0 E 梁 南辺 は狭 くな って い る

S B 9．．‾ 2 間 × 3 間 5．6 4 ．4
1 ．9

（霊尖 圭：…） 2．2 N 6 ．50 E
南辺 は北辺 よ り狭 くなっ てい

る。柱 間寸 法 は まば ら

S B lO 2 間 × 3 間 6．5 3 ．8 2 ．2 1 ．9 N 7 1 OW
華 雪完哲 子吾 誉誓 い材 を 2 本

棟 榊 主1 本有 。。

S B ll 2 間 × 3 間 5．2 3 ．7 1 ．7 1 ．白 N ll O E

S 白12 2 間 × 2 間 3 ．2 2．9 1 ．6 1 ．5 N 6　0 E 北辺 や や いびつ

S B 13 2 間 × 2 間 4 ．2 3．6 2 ．1 1 ．8 N 85 0 E 桁 の柱並 びは いびつ

S B 14 2 間 × 3 間 5．6 4．0
中 1 間では1．3

両外では1間2．1
2 ．0 N 5　0 W 桁 の 中 2 本 の柱 間 は狭 い

S B 15 2 間 × 3 間 4 ．9 4．0 1 ．6 1 ．9 N 6　0 E 建物 内 に土 壌 （？） あ り

S B 16 2 間× 3 間 5 ．6 4．1 1 ．9 2 ．0 N lO O E 北辺 はい びつ

S B 1 7 2 間× 3 間 5 ．1 3．7 1 ．7 1 ．8 N 8 4 0 E 北辺 は い びつ
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土器の器種では土師器聾，域，坪（ヘラ切り底），内黒土器腕，布痕土器，須恵器聾，壷，域，鉢，蓋などがみられ

る。

土師器聾は口径20cm以下の小型の聾が多く，口径20cm以上の大型のものは少ない。器形からみると，頚部がくびれ

胴部が張り最大径を胴部にもつタイプ（132），頭部がくびれるが胴部があまり張らずに最大径を口縁部あるいは胴

部にもつタイプ（143），同タイプで胴部の張らないタイプ（142），頸部がくびれて口縁が倒れ気味に外反し胴部

はあまり張らないが最大径を口縁部あるいは胴部にもつタイプ（138），同タイプで肩の全く張らないタイプ（127），

やはり同タイプで頭部に丸味をもつタイプ（137）などがみられる。

土師器土不は全てへラ切り底である。タイプとしては底部と坪部の境が明瞭なタイプが多く，脚台が付くタイプ（157，

162，172）もみられる。また，底部と坪部の境に丸味をもつタイプは少ない（163）。口縁部の系態では直線的ない

しは内湾気味に立上るものが多く，口縁部付近で外反するものは少ない（159）。

土師器皿（224）も1点みられる。これはへラ切り底で，B地区SB15の北東角柱穴内から出土したものである。

黒色土器は坪，聾に比べると量的には少ない。1点（176）のみ両面黒色のものがあるが他は全て内黒である。器

種は腕が主だが，B地区からは深手の琉（鉢？）もみられる。177，178では底部外面にヘラ記号がある。

布痕土器は口径12cm前後で底部は尖底を呈す。器形は円錘形で内面に布目庄痕のみられる土器である。口縁部はヘ

ラ状工具によって外方はそぎ落されている。

須恵器は聾，壷，坪，腕，鉢，蓋等が出土している。

聾は大要の口縁部のほかはほとんどが胴部片である。外面～格子目文，平行線文，内面～平行線文，同心円文の各

種の叩き目が施されている。

土不はヘラ切り底で底部と土不部の境にわずかな高台をもつタイプである。

塊は付け高台をもつもの（208）と，底部から体部へ丸味をもって直立気味に立ち上るタイプ（212）がある。

蓋は器高の高いタイプ（213）と低いタイプ（215，216）がある。214はつまみをもつ。

その他の遺物としてはSA3周辺から出土した土錘（241－251）や表採品の石製の紡錘車（240）などがある。

土壌

土壌はA地区5基（SC1，2，5，6，7）とB地区6基（SC3，4，8，9，10，11）の合計11基が検出さ

れた。プランは方形プラン1基，楕円形プラン4基，円形プラン5基，台形状プラン1基を数える。規模は土壌の径およ

び1辺の長さが100cm前後の規模のもの（SC3，4，5，8，10，11）が多く，150cm前後の大型のもの（SC

2，6，7）や，80cm前後の小型のもの（SCl）がある。深さは削平を受けているためか，20～30cmと浅い土壌が

多いが，SC6，7は50cm前後の深さを持つ。

11基の土壌のうち遣物を伴う土壌は4基（SC1，2，3，4）と少ない。出土状況も覆土中および上位からの出

土で，土師器の聾や布痕土器，内黒土器がみられる。特にSC3からは内黒土器の域，手ずくね土器，底部を利用し

た紡錘車が出土しており特異な土壌と思われる。一応，SC1，2，3，4については古代の時期の土壌と言える。

他の7基の時期は不明である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
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表4．土壌一覧表

土　 壌

番　 号
プ　 ラ　 ン

規　　　　　　 模

出　　 土　　 遣　　 物 備　　　　　 考
長軸×短軸 ×深 さ （m ）

S　C l 円　　　 形 0．78×0 ．78×0 ．20 土師器土不，聾，須恵器聾 （格子叩 き） 平　 安

S　C　2 ．ケ 1．49×1．18×0 ．22 土師器壷，聾，布痕土器 ク

S　C　3 ク 1．06×0 ．88×0．22 土師器聾，内黒土器軋 手づくね土器，紡錘車 ク

S　C　4 楕　 円　 形 0．92×0 ．70×0．23 土師器聾 ク

S　C　5 円　　　 形 1．08×0 ．92×0．20 －

S　C　6 楕　 円　 形 1．52×0 ．72×0．54 －

S　C　7 方　　　 形 1．69×1 ．42×0．47 －

S　C　8 台　 形　 ？ 0 ．98×0．80×0．25 －

S　C　9 楕 円 形 ？ 1 ．22×0．68×0 ．18 －

S　C lO 楕 円 形 ‾？ 0 ．98×0．81×0 ．32 －

S　C ll 円　　　 形 0 ．91×0．89×0 ．15 －

第3節　水田跡の調査

1．調査の概要

水田跡の調査は，昭和57年度のA地区・B地区の調査（1次調査）の際に調査区の南から北東方向へ延びる谷底低

地に水田跡の所在する可能性が十分考えられたため，昭和57月に宮崎大学にプラントオパール分析を依頼した。地形

に合わせて20m間隔で27箇所から土壌の採集を行い分析した。その結果，Fig．4のような範囲からプラントオパール

のピークが確認された。そこで水田跡の予想される約4，000扇の地区のうち，1次調査のB地区に隣接する南西側の約

1，200mを調査した。調査期間は昭和58年5月17日から6月23日までを要した。

調査の結果，明確な遺構は検出されなかったが，トレンチの断面から畦畔らしい盛り上がりが見られたが平面的な

広がりは検出できなかった。遣物はプラントオパールの検出されなかった南西角に集中しており，弥生土器片，土師

器片，陶磁器片，土錘，石包丁などが出土した。また，足跡もらしい痕跡も水田地区と思われる場所から数箇所確認

された。

2．包含層の状態

水田部の基本層序は，耕作土（I層・50cm），旧耕作土（I層・40cm），白色砂質土層（Ⅲ層・2cm），黒色土層（

Ⅳ層・30cm），茶褐色土層（Ⅴ層）…………となっている。部分的にはⅣ層とⅤ層の間に植物腐食土や灰白色粘土質の

見られるところもある。なお，Ⅳ層の黒色土は純粋な黒色土ではなくⅤ層の茶褐色土の混じりが見られる。また，Ⅲ

層の白色砂質土は調査区の南側に行くに従って見られなくなり，Ⅳ層の黒色土が急激におちこんでいく。遺物や足跡

はⅣ層の黒色土層上位から出土する。しかし，同じⅣ層でもⅤ層の茶褐色土の混入量の多い下位になると遺物の出土

は見られなくなる。
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3．遺構と遺物

水田跡と思われる遺構としては，第7トレンチ掘削中の断面にⅣ層黒色土上位に畦畔らしいわずかな盛り上がりが

みられたためトレンチを拡張したが平面的にとらえることはできなかった。

その他の遺構としては湿抜き用の竹管を埋設した溝が2－a～d区をたてに延びるものと4－d区を南北に延びる

2本が検出され，4－C区では3．5－女m径の木杭が約40cm間隔で南北方向に4－5本打ちつけられた状態で検出され

た。いずれも時期は不明であるが，4－d区溝上で洪武通宝が出土している。

また，4－d区では13点程の足跡と思われる痕跡がⅣ層の黒色土上面で認められた。Ⅲ層の白色砂質土が足跡と思

われる窪みに堆積している。5点は方向の検出が可能な足跡だが方向性は一定ではない。

遺物は調査区北西角の2－a～d区に集中しておりⅣ層の黒色土層上位から出土する。出土遣物には弥生土器，土

師器，石包丁がみられる。

このうち出土土器について主なものの特徴を述べると，聾・壷が主体となる。

婆は，最大径を胴部にもつタイプ（252，253）や口縁部にもつタイプ（256，257）と，頭部に突帯をもつタイプの

うち刻目施文をおこなうもの（255）とおこなわないもの（254）に分類できる。このうち，底部までが残るもの

は252，253でいずれも上げ底を呈している。

壷は，ラッパ状にひらき途中で水平に外反する口縁部に頸部と肩部の境に一条の突帯を有するもの（264），外反

する口縁に球形に近い胴部と平底をもつもの（262），胴部最大径に比べ器高が2倍近くの比率をもつ細長のもの（

263，267），めりはりの少ない長頸壷（268）などがみられる。

時期的には，上げ底の底部をもつ聾（252）や，頭部と肩部の境に突帯をもつ壷（264）など弥生後期にみられる

土器や古墳時代前期に比定されるB地区SA9でもみられた刻目突帯を持つ聾（255）もみられる。
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石包丁は2－C区のⅣ層黒色土中から出土した。方形の石包丁で両端に挟りを持つ。刀部は鋭く穿孔途中の穴が1つ

みられる。

第4節　まとめ

古墳時代の遺構としてはカマド付きの竪穴住居6軒を検出した。住居跡群の時期についてみると，土器量の多いS

A9出土の土器群では，上げ底気味の底部の婆（39，44）もみられるが，頭部のくびれがみられる璧（33，34），刻

目突帯をもっ聾（35，36）などや「く」の字に外反する口縁部と丸底気味の尖底をもつ倒卵形の胴部の壷（37，41，42），

坪部下位から内湾気味にひらき中位で稜を有しながら大きく外反する坪部とひらき気味の脚部から内湾してひらく裾

部をもつ高坤（51），口縁部と裾部がラッパ状にひらく鼓状の器台（53）から成る。これは，学園都市遺跡群熊野原

遺跡C地区出土の土器群と類似する様相をもっており4世紀前半に比定できる。しかし，前原南遺跡のSA9の土器

群は，刻目突帯をもっ聾や高坤に古い様相を含んでおり，熊野原C地区にやや先行する可能性もある。

他の住居跡の土器量は余り多くはなく，時期を確定するには無理もある。SA8，SA3の土器群には壷・婆にS

A9と同じ様相をもつものがみられるが，SA4，SA5の土器群には，聾の頭部のくびれが緩やかになる点や壷の

口縁がさほど反らなくなる点などSA9の土器群よりは新しい様相もみられる。

古代の遺構としてはカマド付き竪穴住居3軒と掘立柱建物群が検出された。カマド付き住居3軒は，住居の壁際に

カマドを持ち1m前後の煙道とその先に煙り出し用のピットをもつ形態のもので，学園都市遺跡群内でも下田畑，平

畑，浦田，赤坂，陣ノ内の各遺跡でみられるカマド付き住居と同形態のもので，平安時代前期の時期にあたる。前原

南出土の3軒のカマド付き住居のうちSA6は陣ノ内SA13でみられたようなくり抜き式の煙道をもつ。SA7，S

Alは上部が削平を受けており煙道の形態はよくわからない。

出土土器はSA7が胴の張る長胴聾（69，71），格子叩きの須恵器壷（78），高台付須恵器腕（86～88），薄手の

須恵器蓋（94～97），SA6では木ノ菓底の横広の聾（99，100）洞形態の甑（101），須恵器蓋（102～104），SAl

では丸底の長胴聾（105），ヘラ切り底の坪（113），内黒土器（111），格子叩き，平行叩きの須恵器聾（114，1

15）布痕土器（116－124）がみられ，SAlの土器群は下田畑SA2の土器群と様相が類似する。SA7の長胴婆は

9世紀～10世紀にかけてみられるが，高台付須恵器械は学園都市遺跡群内の小山尻東遺跡の10世紀前半の竪穴住居（

SAl）出土のものと類似する。さらにSA7とSA6では薄手の内面に反りのない須恵器蓋を出土しており，SA

7，SA6とも10世紀前半を中心とする時期と思われる。

住居外出土の遣物のうち，特に遣物の集中のみられるSB7～12周辺出土の土器については，聾や，坪の形態から

平安時代前半と考えたいが高台付腕・内黒土器，布痕土器など学園都市遺跡群内で10世紀代と考えられる平畑，下田

遺跡等出土の土器群にもみられる土器を共伴していることから，住居外出土の遣物も10世紀前後の時期と考えるのが

妥当であろう。据立柱建物群も多少の時期差はあるものの同時期と考えたい○すなわち，前原南遺跡では，10世紀前

半を中心にカマド付竪穴住居と掘立柱建物群が多少時期を前後しながら集落を形成していたと思われる。

水田跡については，プラントオパールの検出や，畦畔の断面，足跡等断片的に水田跡と思われる実証はいくつか得

られたが，水田跡を確証するだけの遺構の検出はできなかった○また，時期を判断する資料としては，弥生時代後期

から古墳時代初頭の土器を伴っており，A，B地区でみられる古墳時代前期の住居出土の土器群とも一部は一致する。

しかし，A・B地区からの流れ込みも考えられ水田跡の時期を決定できうる資料は得られなかった。今回の調査の結

果から，水田跡の存在も考えられ，その時期については，弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての時期を想定する

ことも可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永友　良典）
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表5．石器一覧表

図　 面

番　 号

遺　 物

番　 号

遺　 構　 名 種　　 類

大　　　　　 き　　　　　 さ　 （cm ）

備　　　　 考

長　　　 軸 短　　　 軸 厚　　　 さ

第 31 図 237 S　A　 3 磨　 石 10 ．40 7 ．61 3 ．22

ク 238 ク 石 皿 ？ － － 3 ．55 ÷程度欠損

ク 239 ク 磨　 石 11 ．90 3 ．15 2 ．65

第 33 図 27 8 水 田 跡 石 包 丁 8 ．05 4 ．08 0 ．75

表6．土製晶一覧表

図　 面 遺　 物
遺 構 名 種　 類

直 径 ・長 さ 厚 さ ・径 孔　 径 重
備　　　 考

番　 号 番　 号 （cm ） （cm ） （c m ） （9 ）

第 3 0 図 6 7 S　 C　 3 紡 錘 車 6．8 1．2 0 ．7 5 2 3 半分欠損，底部利用

第 3 1 図 2 5 2 A 地 区 ク 6．2 1．6 0 ．8 4 0

ク 2 4 1 A 地 区 土　 錘 6．5 2 ．0 0 ．5 1 8 S A 4 周 辺

ク 2 4 2 ク ク 3 ．6 2 ．1 0 ．6 12 ク

ク 2 4 3 ク ク 3 ．9 2 ．3 0 ．6 13 ク

ク 2 4 4 ク ク 3 ．8 1 ．5 0 ．6 6 ク

ク 2 4 5 ク ク 3 ．5 1．3 0 ．6 4 ク

ク 2 4 6 ク ク 3 ．0 1．6 0 ．6 5 ク

ク 2 4 7 ク ク － 1．3 0 ．5 3 ク

ク 2 4 8 ク ク 4．2 1．7 0 ．5 6 ク

ク 2 4 9 ク ク － 1 ．3 0 ．5 2 ク

ク 2 5 0 ク ク 2 ．7 1 ．4 0 ．5 3 ク

ク 2 5 1 ク ク 3 ．2 1 ．4 － 3 ク
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表7．A・B地区出土土器観察表
図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面　 l 内　　　 面 外　 面 内　 面

第18図 1 S A 3 璽 口緑 ～
底　 部

口　 繰　　 ヨコナテ，
悪　 霊　 是非 ゝナデ ？

口　 緑　　 ヨコナテ，
票禦 ㍗ 驚 措 蒜 碧 下がりの 良　 好

にぷ い黄橙
（10Y R　％）

這競 甥

灰
（2　FiY　　 サイ′）

1 ～ 4 皿m大の褐色 ・灰色

の粒を含む

口早部，胴半ば
スス付着，内面
底部黒斑，平底

ク 2 ク 聾 口緑 ～
胴 半ば

ヨコナ デ ヨコナデ 良　 好
にぷ い黄橙
（10Y R　％）

にぷ い黄橙
（10Y R　％）

灰 ・茶色の細砂粒 を含む 外面
スス付 着

ク 3 ク ＝量r宝E 完　 形 口　緑　 ヨコナデ
胴部上半　右下から左上へのパケメ　その上
をナデ消し　胴部下半 パケメのあとへラミガキ

口緑　 ヨコナデ　 頚部　 指押 え
胴 部　 パケメ　 底部　 指押 え

良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

1 ～ 3皿m程の白・黒 ・こ
げ茶の粒を含む

粘土のつなぎ明瞭
外面，黒鍵あり，
丸底

〃 4 ク 蓋 完　 形 タテ方向のパ ケメ
斜 方向のパケメ 良　 好

にぷ い黄橙 にぷ い黄橙 1 mm ～ 1 ：m 大の茶褐色の 外面　 スス付着
天 井部 に指押 え （10Y R　％） （10Y R　％） 粒 を含む 内面　 黒斑あり

ク 5 ケ 鉢 口緑 ～ 口唇 部　 ヨコナデ
ヨコナデ 良　 好

橙 橙 白 ・茶 ・灰色の紳砂粒 を
胴　 部 胴　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （5 Y R　％） 含む

〃 6 ク 璃
口緑 ～
底部近く

ナデ ナデ 良　 好
に ぷ い 黄
（2．5Y　 ％）

橙
（7 ．5Y R ％） 細砂粒 を含む

ク 7 イ′ 器 台 脚　 部 斜 か らタテ方向のパ ケメ ヨコ方 向のパ ケメ 良　 好
黄　　　　　 橙
捧：：喜 頴

貢oY 妄 蒐

（1nY R　アイ1

0 ．5～h m 前後の茶 ・灰色

の粒を多含

円形達しが，
二段交互に 3
ヶ所残る

ク 8 ク 高 坪
脚部 ～ 脚裾 部　 タテ方向のパ ケメ

ヨコナデ 良　 好
黄　　　 橙 に ぷ い 橙 1 ～ 3 皿皿の うす茶　 灰色 円形通 しが，

二段交互に 3
ヶ所残 る

脚 裾 部 脚　 部　 風化のた め不 明 （10Y R ％） （7．5Y R ％） I
の粒を含む

ク 9 ク 高 士不 脚　 部 タテ方向のパケ メ 脚部上位　 指 ナデ
ナデ

良　 好
が 甘 肇

r2 ．5Y　　 ライ）

誌訂 諒等

r2＿5Y　　 与く1

1 ～ 2 皿大の褐色の粒を
含む

〃 1 0 ケ カップ 完　 形 風化 ， タテ方向の ミガキ ？ 指押 え 良　 好
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1 ～ 2 皿m 大の砂粒 を含む
粘土のつなぎ明
瞭・あげ底

ク 1 1 S A 5 聾 口　 緑 風化 （わずか にパケメの痕跡） 風化の ため不 明 良　 好
橙

（5 Y R　％）
黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

1 ～ 5 皿皿の茶，黒，灰色

の粒を含む

〃 12 ク 聾 口緑～
胴　 部

ナデ 風化 （パケ メの痕跡 ） 良　 好
監 禁 頴 ぱ 施 0 ．5～2皿m 程のうす茶，灰

色の砂粒 を多含

ク 13 ク 聾 胴部～
底　 部

ナ デ 風化 （パケ メの痕跡 ） 良　 好
藍 ：警 頴 這oY 慧 鳶

灰
「1nY l日 イ′）

0 ．5～ 1mm 程のうす茶，灰
色の砂粒を多含，黒雲母，石英含む

内面　 黒斑あり

平底

ク 14 ク ・＝bp宝E
胴部～
底　 部

ナデ 風化のため不明 良　 好
橙

（5 Y R　％）

定 Y 慧 恕

（1nY R　サイ’1

0 ．5－ 1皿皿大の褐色，黒，
白，の砂粒を含む

底部，内面，黒斑

あり丸底気味

ク 15 ケ ＝量r宝E
口緑～
底　 部 ナ デ ナデ 良　 好 0 ．5～2岨大の褐色，白，

黒の粒を含む
丸底

第 19図 16 S A 4 聾 頸部～
胴部下位

風化の ため不明 ヨコ方向のヘラ状のものでのナデ 良　 好
にぷい黄橙
（10Y R　％）

迄請 呈闇

褐
（1nY R　 ライ′）

2～5皿m程の うす茶，白色
の粒 を含む

外面
スス付着

ク 17 ク 聾 口緑 ～
ヨコナデ

ヨコナデ
良　 好

にぷい黄橙 にぷい黄橙 1－3m 大のうす茶，白，灰色の 外面
胴部上位 頚部　 指押 え （10Y R　％） （10Y R　％） 粒を含む，h 大のものも含む ス ス付着

〃 18 一ケ ＝量f∃互
口緑 ～
胴部上位

風化の ため不 明 風化のため不明 良　 好
（言論 呈苧居

橙
（5 Y l⊇　ろイ）

にぷい黄橙
（10Y R　％）

1 ～ 3 皿m程の白，灰， う
す茶の粒を含む

ク 19 ク 婆 口緑 ～ 口　 縁 タテ方向のパケメのあとヨコナデ
ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙 （i論 呈甥 1 ～ 3 mⅢ程の うす茶　 灰
胴部半ば 胴　 部 ナデ （10Y R　％） オ竪 I色の粒を含む

ク 20 ケ 聾 口　 緑
口唇部　 ヨコナデ 口唇 部 ヨコナデ

良　 好
黄　　　 灰 橙 1 ～ 3 m 程の灰　 うす茶

風化の ため不 明 風 化のため不明 （2 ．5Y　 昇） （7 ．5Y R ％） 1　　　　　　　　　　1白色の粒を含む

ク 21 ク
、　　　　　　－
、　　　－ 完　 形 口緑～底部近く　 タテ方向のヘラナデ 口緑端部　 ヨコナデ

良　 好
（主音 呈甥

底　部　 ‥・J天
（5　Y　　　 サイ′）

～7 5最 撰 1 ～ 3 mm 大の茶　 灰色の
平底チュア 底　 部　 指押 え 剥離 4底書β・‥禍灰 I粒を含む

ク 22 ク 　ヽ　　－ 完　 形 タテ方向のヘ ラ ミガキ タテ方向のパケメ
良　 好

にぷ い黄橙 （言論 呈甥 0．2～2皿程の黒　 褐色の 外面口緑付近
チュア 指押 え （10Y R　％） 3底普β・目視灰

（1nY R　ウイ）
ll粒を含む I

黒斑丸底気味

ク 23 〃 底　 部 ナデ ？ 風化 のため不明 良　 好
（i論 呈甥

橙
（5　Y R　ろ∠1

（i請 呈甥

橙
r　5 Y lコ　ア石）

1 ～ 3mm程の茶，灰色の
粒 を含む

平底

ケ 24 ク 高士不
杯部中位

～脚部上位
ナデ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
0．5～3血皿程の茶，黒っぽ

い砂粒多含，石英含む
円形透しあり

ク 2 5 ノケ 鉢
口緑 ～ 口緑 ～胴部上位　 ヨコナデ 口緑 ～胴部上位　 ヨコナデ

良　 好
明　 黄　 褐 にぷ い黄橙 1 － 3佃皿の うす茶，灰色

胴部下位 胴 部下位　 風化の ため不 明 胴部下位　 風化 のため不明 （10Y R　％） （10Y R　％） の粒を含む

ク 2 6 ク
、　　　　　　－
　ヽ　　－

チュア
完　 形 タテ方向のヘ ラ ミガキ

上半は風化のため不鮮 明
ヨコナデ 良　 好

鰭 媚 誓鳶 覇
紳砂粒を含む

外面胴部下位炭
素吸着・丸底気味

ク 2 7 S A l9 聾
口緑 ～ 口　緑　 ヨコナデ 口緑　 ヨコナデ

良　 好
橙 橙

1 ～ 3m皿程の砂粒 を含む
外面顛部～底部

底　 部 胴　 部　 夕丁方向のパケメ
底　 部　指押え

胴部　 パ ケメ （7．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 付近スス付着 ・
内面黒斑・平底

ク 2 8 ク 聾 口緑 ～ 口　 緑 ～頚　 部　 斜・タテ方向のパケメ 口緑　 ヨコナデ
良　 好

に　ぷ　い　橙
（7．5Y R ％）

崇 ：毒 窯 1 ～ 5mmの赤褐色の砂粒 外面全体にスス付着
胴部下位 胴　 部　 斜方向のパケ メ 胴部　 ナデ 曹＿5Y 。拐 を多含 内面，胴部，黒蕨あり

ク 2 9 ケ 聾 口緑 ～
胴部下位

ロ緑　 ヨコナ デ
胴部　 ヨコ～斜方向のパケ メ

口緑　 ヨコナデ
胴部　 ヨコ～斜方向のパケ

良　 好 1 － 2 皿m程の砂粒 を含む
内面，胴部下位
黒斑あり

ク 3 0 ′ケ 聾 口緑 ～
胴部下位

口緑端部　 ヨコナデ

口緑 ～胴部　 斜 方向のパケ メ
口縁　 ヨコ～斜方向のパケメ

胴部下半　 ヨコナデ
良　 好

明　 褐　 色
（7．5Y R ％）

に ぷ い 橙
（7．5Y R ％） 1 ～ 5 皿m 程の砂粒多含

外面
黒斑 あ り

〃

ク
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〃

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

・ケ

〃

3 1 ク

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

彗 口緑 ～ 口　 緑　 斜方向のパケ メ 口緑端部　 ヨコナデ
良　 好

に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 1 ～ 4 皿m 程の砂粒，石英
胴部中位 胴　 部　 ヨコナデ 斜方向のパ ケメ （7 ．5Y　 ％） （7．5Y　 ％） 長石を含む

胴部下 半32 聾 口緑～ 口　 緑　 ヨコから斜方向のハケメ ロ緑地部　 ヨコナデ
口緑　 斜方向のパケメの上指押え
胴部　 斜方向のパケメ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 0 ．5～2mm 程の砂粒多含

胴部上位 胴　 部　 ヨコ方向の タタキ （10Y R ％） （7．5Y R ％） 3 皿m 大の小石 も含む スス付着

33 聾 口緑～ 口唇部　 ヨコナデ 口緑　 ヨコナデ 良　 好 黄　　　 橙 橙
1 mm 前後の砂粒を含む 外面，璃脚 と胴

胴部下位 口　 緑 ～胴 部下位　 ナデ 胴部　 ナデ （10Y R　％） （5 Y R　％） 部下位にスス付着

34 瑳 口緑～ 口　緑　 ヨコナデ
胴部上半　斜～タテ方向のパケメ

ロ緑　 ヨコナ デ 良　 好
橙 橙 0 ．2～3皿m 程の灰，茶，白 タ摘，瑚卜胴半ば

胴部下位 11胴部下半　 ナデ 胴部　 ナデ （7 ．5Y R ％） （7．5Y R ％） 色の砂粒を含む までスス付着

35
ヽ

聾 口緑～ 口　縁　 ヨコナデ ロ緑　 ヨコナデ
一　？ 良　 好

浅　 黄　 橙 東　　　　　 榎
（10Y R　％） 1 ～ 2 mm 程の砂粒を含む 軌 刻み目突帯

胴部下位 頚　 部～胴部中位　 タア方向のパケメ
胴部下位　 タテ方向のナデ

胴部下位　 タテ方向のヘラナデ （10Y R ％） 景滑。Y R　 好一
l外面胴下半コス付着

丸底

36 聾 口緑～ 口　 緑　 ヨコナデ ‾ 口緑　 ヨコナデ
良　 好

橙 津 5菰 撰 1 mm 前後の砂粒 を含む
胴部中位 胴　 部　 風 化のため不明 胴部　 風化のた め不明 （5 Y R　％） 褐’　　　 灰

日nY l⊇　ライ′1
3 皿m 大の粒少量含む

37 ＝土■・宝E
口緑～ 口　 緑　 ヨコナデ、肩部 ／サメのうえをナデ 口緑　 ヨコナデ

良　 好
法論 呈甥

！天
rlnY R　号イ’）

1－3血m程の茶 うす茶 白
底　 部 胴　 部　 パ ケメ　 底部　 ナデ 胴部　 パケ メの痕跡 （剥離 ） I　　　　　　　　　I透明に光る粒を含む

38 ・こ量f宝E

・＝bP笠

ロ緑～ 口　 緑　 ナデ 口緑　 指押 え
良　 好

にぷ い黄橙 にぷい黄橙 2 ～ 5 mm程の灰，茶色の 外面，胴部下半
胴部下位 胴　 部　 タテ方向のパケメ ナデ （10Y R　％） （10Y R　％） 粒を含む スス付着

39
胴部上位

風化 のため不鮮 明　 ナデ ？
胴部中位　 斜方向のパケ メ

良　 好
に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 2－3皿程の茶 灰 黒色の粒を

あげ底

丸底

～底部 一部剥 離　 底部　 指押 え （7．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 1　　1含む，h 大のもの少量含む

40
胴部上位 胴部上半　 タテ方向のパケメ 斜～ タテ方向のパケ メ

良　 好
に ぶ．い 黄 褐　　　 灰

1 mm 前後の砂粒を含むニー底部 胴部下半　 ナデ 胴部上位　 指押 え （2．5Y l ％） （10Y R ％）

41 ＝量オ笠 口　 緑 風化の ため不明 風化のため不明 良　 好
好 漢 頴 橙

渚 ：濃 頴 0．5～2mm程の砂粒を含む

42 ＝量亡霊
頸部～
底　 部

タテ方向 の ミガキ
頸部　指押え
胴部　斜方向のパケメ
底部　指押え

良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

にぷ い責橙
（10Y R　％） 0．5－1皿程の砂粒を含む

4 3
胴部上位

～底部
風化の ため不鮮 明　 ナデ ？

胴部上位　 横 ，斜 方向のパケメ

胴部下位　 ナデ
良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

淡　　　 橙

（5 Y R　％）
2 ～ 3mm程の砂粒 を含む あげ底

44
胴部下位 タテ方向のパ ケメ

風化 のため不明 良　 好
に ぷ い 橙 に ぷ い 嘩 3 m 程の灰，白の粒を多

あげ底
～底部 底　 部　 整形指押 え （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） ノゝ己

ー84－
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図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構名 器種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

第21図 45 S A 9
胴部下位

～底部
風化のため不明 剥離 良　 好

に ぷ い 橙

（5 Y R　％）

灰　　　 黄

（2 ．5Y R ％）
1mm前後の砂粒を含む 平底

ク 46 ク
胴部下位

～底部
ナデ ナデ 良　 好

橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R　％）

1 ～ 3m汀l程の砂粒 と1m

程の石英を含む
平底

ク 47 ・ケ 底　 部 ヨコナデ ナデ 良　 好
に ぷ い 橙
（7 ．5Y R ％）

黒　　　 褐

（10Y R ％）

1 ～ 3mnl程の粒 と光る粒

を含む
平底

ク 48 ク 底　 部
ナデ
指押 え

パ ケメ

ヨコナデ
良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

黄窯・5Y 等

（2．5Y　　 5㌘）

3 mm 前後の砂粒 を含む 平底

ク 49 ケ 底　 部 ナデ パ ケメ 良　 好
にぷい黄橙

（10Y R　％）

灰　 黄　 褐

（10Y R　％）
3 mm前後の砂粒 を含む

内面黒斑

あげ底

ケ 50 ク 鉢 完　 形
口　 縁　 ヨコナデ 口　 縁　 ヨコナデ

良　 好
黄　　　 橙 にぷ い黄橙

3 mm程の粒 を多含 丸底
胴　 部　 風化の ため不明 胴　 部　 ナデ （10Y R　％） （10Y R　％）

一ケ 5 1 ク 高塀
口縁～

脚裾部

摘 掃量妄想 妄貴 需 士不　 吾β　 風イヒ　　 ミガ、キ ？
脚上半タテ方向のナデ下半ヨコ方向のナデ
脚裾上半 パケメ　下半　ヨコナデ

良　 好 塵 憲 し討 献 瑠 うす茶，灰色の細砂粒を

含む

．脚裾書β3　ヶ
所 に円形透
しあり

ク 52 ・ケ 器台
受部～

脚部
タテ方向のヘ ラ ミガキ 風化 のため不明 良　 好

‡賢
拷：：某 頴

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

0．5～加鵬程の砂粒を含む

3 m 大の粒も少量含む

二段 に交互
に 5　ヶ所 円
形透 し残 る

ク 53 ク 器台 ほぼ完形
受　 部　 風化の ため不 明 愛　 書口　 風イヒのため不明

やや不良
浅　 黄　 橙 覇 顎

1 ～3 m汀l程の砂粒 を多含
二段に交互に
3 ヶ所づつ

脚　 部　 タテ方向のミガキ？風化 脚曹β上位　　 ヨコナ丁
脚幸居普β　 風イヒのため不明

（7．5Y R ％） 円形透し残る

ク 54 S A 8 聾 口　 縁
ロ縁端部　 ヨコナデ

口　 縁　 タテ方向のパケメ（風化）
パ ケメ ？（風化のため不鮮明） 良　 好

橙

（7．5 Y R ％）

黄　　　 橙

（10Y R ％）
0．5～2mm程の砂粒 を含む

ク 5 5 ク 聾
口縁～

胴部上位
風化 のため不明 ヨコナデ 良　 好

にぷ い黄橙

（10 Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
細砂粒を含む 外面スス付着

ク 5 6 ク 聾
口縁～

風化 のため不明
口縁端部　 ヨコナデ

良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 0 ．2～血m程の茶，灰，褐色 頸部 に刻 み
胴部上位 風化のため不明 （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） の粒，石英を含む 目突帯

〃 5 7 ク 聾 頸　 部 ナデ ナデ 良　 好
橙

（5 Y R ％）

黄　　　 橙

（10Y R　％）
1 ～2 mmの砂粒を含む 刻 み目突帯

ク 5 8 ク －＝ヒ璽E 口　 縁 ナデ ナデ 良　 好
黄　　　 橙

（7 ．5Y R ％）

黄　　　 橙

（7 ．5Y R ％）
1 ～ 2mmの砂粒を含む 二重 口糸幸

欄1描f皮オ犬文
あり

ク 59 ク 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
黄　　　 橙
（7 ．5Y R ％）

黄　　　 橙

（7 ．5Y R ％）
1mm前後の砂粒を含む

内外面スス

付着 ・平底

ク 60 ク 底　 部 ナデ パ ケメの上 を部分的 にナデ 良　 好
にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷ　 い 橙

（7 ．5Y R ％）
1 ～ 5mm程の粒を含む あげ底

ケ 61 ・ケ 底　 部 タテ方向の ミガキ タテ方向 のパ ケメ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

1 m 前後の砂粒を含む

5 mm程の粒 を少量含む

平底

・ケ 62 ．ケ －＝ヒ宣E
口縁中位

～底部

口縁 ～胴 上位　 風化　 ミガキ ？

胴下位 ～底部　 風化のため不明
ヨコナデ 良　 好

橙
（5 Y R　％）

橙
（5 Y R　％）

白，黒，光る紳砂粒を含む
長頸壷

丸底気味

ク 63 S A 2 てこjこご
口縁～ 口唇普β　　ヨコナテナ

ヨコナデ 良　 好
橙 に ぷ い 黄 1 ～ 2 mm のうす茶，白色

互E 胴部上位 口　 緑　 夕丁方向のパ ケメ
月同　 部　 タテ方向の ミガキ（風化）

（5 Y R　％） （2．5Y　 ％） の粒を含む

ク 64 〃 ＝量ご 口　 縁
ロ縁端部　 ヨコナデ 口縁端部　 ヨコナデ

良　 好
にぷい黄橙 にぷい黄橙 うす茶，灰色の細砂粒，

璽E ロ　 縁　 タテ方向の ミガキ 口　 縁　 ヨコ方 向のパケメ （10Y R　％） （10Y R　％） 雲母を含む

ク 65 ク
、　　　　　　＿＿
　ヽ　　　．．‘－

チュア
完　 形

口縁端部　 ヨコナデ
ヨコナデ 良　 好

にぷい黄橙 橙 0．卜 0 ．血mの茶，灰色の 外面底部近

胴部～底部　 下向きのヘラミガキ （10Y R　％） （7．5Y R ％） 砂粒 を含む く黒斑 あ り

ク 66 ク 口　 縁
口縁上半　 ヨコナデ

口縁下半　 タテ方向の ナデ
ヨコナデ 良　 好

橙

（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

1 ～ 2 m のうす茶，白，灰
色の砂粒を含む

ク 67 〃 底　 部 パケ メ ナデ 良　 好
にぷい黄橙

（10Y R　％）

にぷ い黄橙

（10Y R　％）

1 m 前後の白，うす茶，灰
色の砂粒 を含む

平底

．ケ 68 ケ 脚　 部
タテ方向の ミガキ

パ ケメ ？ 良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 ～ 3 m汀l程の茶，うす茶， 円形透 し2

脚裾端部　 ヨコナデ （10Y R　％） （7．5Y R ％） 白色の粒 を含む ヶ所残

第22 ヌ 69 S A 7 聾
口緑～

底部

口緑 ・底書β　　ヨコナテ′
月同書β上イ立　 タテ方「司のパ ケ日
月同部中一下位　 へ ラケズリ

ヨコナデ
底部指押 え有

良　 好
（5 Y 望 冤

摺．5Y　 奴）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
1 ～4 m 程の砂粒を含む あげ底気味

ク 70 ク 聾
口緑～ 口緑部　 ヲコナデ ． ロ縁部 ・ヨコナデ 良　 好

にぷい黄橙 漂oY 芸 蒐

rlOY R　舞）

0．2～h m程の褐 ・灰色の あげ底気味

胴部中位 頸部 へラ状による2 本の粗い溝（1 本に
なることも），胴部　タテ方向にヘラミガキ

胴　 部　 ナデ （10Y R ％～％） 砂粒 を含む 木の葉底 ？

ク 71 ク 聾
胴部中位 胴部中位　 タテ方向へラミガキ

ナデ 良　 好
にぷ い黄橙 莞 ：葺 演 0．2～h 鵬程の褐 ・灰色の 内面底部 に

～底部 月同書β下位　 ナテ′上 げ
底　 部　 ヨコナデ ・指押 えl有

（10Y R ％～％） 砂粒 を含む 黒斑有

ク 72 ク 聾
口縁～ 口緑書β　　ヨコナテr ロ縁部　 ヨコナデ 良　 好

にぷ い黄橙 管・薫 、偏

r 5 Y R　アイ）

0．5～加IIl程の粒 （うす茶・

胴部下位 月同書β」二位　 タァ方 向のパ ケ日
月同部中一下位　 パ ケ目の子女ナテr

胴　 部　 ナデ （10Y R　％） 黒） を含む

ク 73 ク 聾
口縁～

胴部中位

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 格子 目状 タタキ

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 上方向の雑なヘラケズ リ
良　 好

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

賢 畏 嚢 2 m 前後の灰・茶・黒の粒
と7mm前後の茶・灰・白・
黒の粒を含む

内 ・タト面口
緑一男醇書β黒
∃粧有

ク 74 ・ケ 聾
口縁～

胴部下位
口縁部　 ヨコナデ 風化 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

津．5菰 鳶

橙
（5 Y R　三石）

2 ～3 nml程の砂粒を含む
口唇部沈線

あり

ケ 7 5 ク 聾
口縁～

胴部下位

口縁～頚部　 ヨコナデ

胴　 部　 ミガキ

ロ縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
良　 好

澤：：真 勇 にぷ い黄橙

l（10Y R　％）

4 m 前後の小石を含む
1 ～3 mm程の茶・灰・黒色
の砂粒を含む

内面胴部継ぎ目
有，外面胴部下
位スス付着

ク

ク

ク

〃

第23図

ケ

ク

ケ

ケ

ク

ク

ク

ク

7 6 ケ

ク

ク

ク　ヽ

イ′

ク

ク

〃

〃

ク

〃

ク

ク

聾
口縁～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙
0．5～2mll程の砂粒を含む

胴部上位 胴　 部　 風化 胴　 部　 風化 （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％）

ヘラ措波状文
有，一部軸が．
かかっている

7 7
須恵器

－＝ヒ互E
口　 縁 ヨコナデ 屋亦が 4　ヶ所有

ヨ　コナテナ
良　 好

灰

（N ・㌢）

黄　　　 灰

（2 ．5Y　 ％）
黒・白色の細砂粒を含む

7 8
須恵器 口縁～ 口縁部　 ヨコナデ 口緑～肩日印　　 ヨコナ テ′ 良　 好

灰　　　 白 J天　　　　　 白
軋 詣 頴

0．1～h m の褐 ・灰色の砂

－＝ヒ宣E 胴部下位 胴　 部　 格子 目のタ タキ 月同書β， ヨコナーデの後 夕タキのあ
てオ反？の弧耳犬痕有，頚部手旨押 え有

（2．5Y ％～％） 粒を含む

内 ・外 面
黒斑有

丸底

7 9
須恵器

－＝ヒ∃互

胴部中位

～底部

胴　 部　 タテ方向のケズ リ

底部付近　 ヨコ方向のケズ リ？
ヨコ方向のパ ケ目 良　 好

淡　　　 黄

（2 ．5Y　 ％）

灰　　　 白

（7 ．5Y R ％）
0．5～h 鵬程の砂粒を含む

8 0 鉢

士不

口縁～

胴部下位
口緑書ロ　　ヨコナテ．
月同部上位　 ヨコナデの後へラケズリ
胴部中～下位 上方向に粗いヘラケズリ

ヨコナデ 良　 好
にぷ い黄橙

（10Y R　％）

にぷい黄橙

（10Y R　％）
0．5～加ll程の砂粒を含む

8 1 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
橙

（7 ．5Y R ％）

橙

（7 ．5Y R ％）

1 ～3 mnl程の砂粒を含む

5～蝕壷呈の小石を少し含む

82 底　 部 ナデ ナデ 良　 好
に ぷ い 橙

（7 ．5Y R ％）

橙

（5 Y R　％）
1 ～4 mm程の砂粒 を含む 平底

83 底　 部 ヨコナデ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

黒　 褐　 色

（10Y R　タr）
1 ～ 3mm程の砂粒 を含む 平底

内黒

84
口縁～

底部
風化 風化 良　 好

橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R　％）

きめ細かい

細砂粒 を含む

85
黒色土器

椀

口縁～

胴部
ヨコナデの後 ミガキ ヨコナデの後 ミガキ 良　 好

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

黒
（10Y R リf）

きめ細かい
1m 前後の砂粒（茶色）を含む

86
須恵器

高台付椀
完　 形 ヨコナデ ヨコナデ やや良

黄　　　 灰
（2 ．5Y　 ％）

黄　　　 灰
（2．5Y　 ％）

1 ～ 2mm程の黒い粒と紳

砂粒を含む
付 け高台

87
須恵器

高台付椀

口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ やや良

灰
（N ・㌢）

青　　　 灰

（5 B　 ％）
砂粒を含む 付 け高台

88
須恵器

高台付
完　 形 ヨコナデ ヨコナデ やや良

黄　　　 灰

（2．5Y　 ％）

黄　　　 灰
（2．5Y　 昇）

紳砂粒 を含 む 付け高台

－85－
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‘、　　　　　一一
　ヽ　　　　－

チュア

胴部～

底部
タテ方向 にヘ ラ ミガキ タテ方向 にパ ケ目 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

翫 魂 0．5m 前後の白っぽい粒 と

石英 を少 し含む

鑑 駄

ク 90 ・ケ 椀
口縁～

胴部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％）

きめ細 かい

0．5～加∬程の砂粒を含む

ク 91 〃 椀
口縁～

胴部
ヨコナデ ヨコナ デ 良　 好

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

きめ細 かい

細砂粒を含む

ク 92 ク 塊
口縁～

胴部
ヨコナデ ？ （風化） ヨコナ デ ？ （風化） 良　 好

橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R ％）

きめ細 かい

1 mm程の粒 を含む

ク 93 ク
須恵器 口縁～

ヘラケズ リの後 ナデ ？
口縁部～休部　 ヨコナデ

良　 好
明　　 褐　 1天
（5 Y R　クを）

（5 Y R 粛灰 0．5～2血n程の砂粒 ・白色
蓋 天井 休部～天井　 ナ デ ／天　　　　　 白

r2 ．5Y　　 ライ′）
21天　　　　　 白

r2．5Y　　 シく′）
粒を含む

ク 94 ク
須恵器

蓋
口縁～

天井
ヨコナデ ヨコナデ やや良

灰　　　 白

（2．5Y　 芽）
灰

（N ％）
紳砂粒 を含む

ク 95 ク
須恵器

蓋
完　 形

天井部　 へラケズ リ

口縁～休部　 ヨコナデ
ヨコナデ やや良

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）1

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）
細砂粒 を含む

ク 9 6 ク
須恵器

蓋
完　 形

天井部　 へラケズ リ

口緑～休部　 ヨコナデ
ヨコナデ やや良

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
灰　　　 白
（10Y R　％）

石英・紳砂粒を含む

ク 9 7 ク
須恵器

蓋

口縁 ～

天 井

天井部　 へ ラケズ リ

口縁～休部　 ヨコナデ
ヨコナデ やや良

J天
望・5Y 頑

（2 ．5Y　　 如′）

1天
望・5Y 粛

J天
r2．5Y　　 短′）

1m 前後の砂粒を含む つまみ欠損

ク 9 8 S A 6 聾
口縁～

胴部上位

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 斜方向 のパ ケ目
ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

1 ～ 3m 程の砂粒 を含む

ク 9 9 〃 聾 完　 形
口　 縁　 ヨコナデ 口　 縁　 ヨコナデ

良　 好
？　　 貴
7　5Y R 光一

浅　 黄　 橙 2m 前後の茶 ・灰色の砂 底部木の葉
胴　 部　 タテ方向 のナデ 胴　 部　 ヨコナデ Ii諾 呈聖 （10Y R ％） 粒 を含む J手癖 有

若 干あげ底

ク 100 ク 聾
胴部中位 胴　 部　 下から上にヘラケズリの後ナデ？

ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 m 前後の茶 ・白の粒 を 平底

～底部 底　 部　 指押 え有 （10Y R　 ％） （10Y R ％） 含む 底普β木の葉
J手癖 有

ク 10 1 ク 簡器 ′土　 形
口縁部 底端部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙

3 ～4 mm程の小石 を含む
胴部下端 に

フC 胴　 部　 タテ方向のパ ケメ 胴　 部　 ナデ，穿 孔部指ナデ （10Y R　 ％） （7．5Y ．R ％） 黒 斑あ り

ク 102 ク
須恵器

完　 形
口縁～休部　 ヨコナデ

ヨコナデ 良　 好
灰 灰 3mm程の灰色の粒わずか

蓋 天　 井　 へ ラ切 り （5 Y　 昇） （5 Y　 昇） に含む

ク 103 ク
須恵器

完　 形
口縁～休部　 ヨコナデ

ヨコナデ やや良
灰 黄　　　 灰 1m 前後の茶の粒 をわず

蓋 天　 井　 へ ラ切 り （7 ．5Y　 昇） （2．5Y　 ライ） かに含む

ク 104 ク
須恵器 口縁～ 口縁～体部　 ナデ

ヨコナデ 良　 好
灰 灰 0 ．1～1Ⅷl程の白・灰・黒色

蓋 天井 天井部　 へ ラケズ リ （7 ．5Y　 昇） （7 ．5Y　 昇） の砂粒を含む

第24図 105 S A l 聾
口縁～
底部

風化のため不明 ナデ やや不良
敦 源 頴 灰 オリーブ

（5 Y　 タ首）
1 ～4 m の砂粒 を多含 丸底

ク 106 ク 聾
口縁～ 口　 縁　 ヨコナデ 口　 縁　 ヨコナデ

良　 好
黄　　　 橙 にぷ い黄橙 1 ～3 mmのうす茶 ・灰色

胴部中位 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ （10Y R　％） （10Y R　％） の粒 を含む

ク 107 ク 聾
ロ縁～

胴部中位
ナデ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

にぷ い黄橙
（10Y R ％）

1 ～3 m の茶 ・灰色の砂

粒と石英 を含む
外面スス付着

ク 10 8 ク 聾
口縁～

胴部中位
ヨコナデ ヨコナデ 良 ・好

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

1 ～2 m のうす茶 ・灰色

の粒 を多含，石英も含む

ク 10 9 〃 聾
口縁～

胴部中位

口　 縁　 ヨコナデ

胴　 部　 タテ方向のナデ
ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
1 ～ 3 m の砂粒 を多含

ク 1 10 ク
胴部中位

～底部
タテ方 向のパケメ ？ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙
（5 Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％）
1 ～ 4 mmの砂粒 を多含

外面スス付着

丸底気味

ク 1 11 ク
黒色土器

椀

ロ緑～

胴部下位
ヨコ方 向の ミガキ タテ方向の ミガキ 良　 好

にぷい黄橙

（10Y R ％）

黒 1 ～ 2 m のうす茶 ・灰色

の粒を含む

外面口縁端部

黒斑あり

ク 1 12 ク
黒色土器 口縁～ ヨコナデのあと 剥離面多 し

良　 好
にぷい黄橙 黒 1 ～ 2m mの白 ・茶色の粒 外面口縁端部

椀 胴部下位 ミガキか ？ （タテ方向の ・ミガキ か？） （10Y R ％） を含む 黒斑あ‘り

ノケ 11 3 ク 土不 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
茶色の細砂粒を含む ヘ ラ切 り底

ク 114 ク
須恵器

聾
胴　 部 格子 目状 タタキ ナデ 良　 好

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
茶色の紳砂粒を少量含む

ケ 11 5 ク
須恵器

聾
胴　 部 平行線 夕タキ 平行線 タタキの うえをナデ 良　 好

責　　　 灰

、ノ（2．5Y　 ％）

黄　　　 灰
（2．5Y　 ％）

黒・白・光る細砂粒 を含む

ク 116 ク 布痕 口　 縁 ナデ 布目 良　 好
黄　　　 橙

（10Y R　％）
黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

1 ～ 2mm のうすい灰色，
白い細砂粒 を含む

ク 117 ク 布痕 口　 縁 ナデ 布 目 良　 好
橙

（5 Y R　 ％）
橙

（7．5Y R ％）
1 ～ 2m の白 ・うす茶の
粒，5mm大の茶色の粒を含む

ク 118 ク 布痕 口　 縁 ナデ 布 目 良　 好
黄　　　 橙
（7 ．5Y R ％）

黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

1 ～ 2m の灰色の粒を含

む

ク

ク

ク

ク

〃

ク
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ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

119 ク

ク

ク

ク

〃

・ケ

A　 区

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

布痕 口　 縁
口縁端部　 ソギ オ トシ

胴　 部　 ナデ
布 目 良　 好

橙
（7 ．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

1 ～2 m の灰色の粒を含

む

尖底

120 布痕 口　 縁 ナデ

ナデ

布 目 良　 好
橙

（5 Y R　％）
橙

（5 Y R ％）
1 ～2 m の白色の粒を含

む

121 布痕 胴　 部 布 目 良　 好
橙

（7 ．5Y R ％）
橙

（7 ．5Y R ％）
白い細砂粒， 1 m 前後の

うす茶の砂粒 を含む

122 布痕 胴　 部 ナデ 布 目 良　 好
橙

（5 Y R ％）
橙

（5 Y R ％）
1 ～3 mmの白 ・うすい灰

色の粒を含む

123 布痕 底　 部 ナデ 布 目 良　 好
橙

（7 ．5Y R ％）
橙

（7 ．5Y R ％）

2 ～5 m汀l程の茶の粒 を含

む

124 布痕 底　 部 ナデ 布 目 良　 好
橙

（7 ．5Y R ％）

橙

（7 ．5Y R ％）
1 ～3 m の白い粒を含む 尖底

外面口緑部に

125 聾
口縁～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
橙 浅　 黄　 橙 2 ～ 3 m のうす茶 ・灰色

頸部 頚　 部　 タテ方向のパ ケ目？ 頚　 部　 タテ方 向のケズ リ （7．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） の砂粒を含む

126 聾
口縁～

ヨコナデ
口縁～頚部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 石英などの2 m 前後の砂

胴部上位 胴　 部　 へ ラケズリ（下 から上） （10Y R ％） （10Y R ％） 粒を含む 黒斑有

127 聾
口縁～

胴部上位

口縁 二頚部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ

口縁部　 ヨコナデ
頸部～胴部　 ケズリ（下 から上）

良　 好
誓・索 漠 1－5mm程の（灰・茶色の）

砂粒を多く含む．石英な
どの細砂粒 を多く含む

外面スス付着

外面スス付着

128 聾
口緑～ 口縁 ～頸部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
橙 浅　 黄　 橙 1 ～ 5 mm の灰 ・茶色 の

胴部上位 胴　 部　 ナデ 頚部～胴部　 横・タテ方向のパケ目 （5 Y R　％） （7．5Y R ％） 砂粒 を多 く含 む

129 聾 口縁～ ロ縁 ～頚部　 ヨコナデ ロ縁部　 ヨコナデ
良　 好

．橙 橙 1～3mmの茶 ・黒色の砂粒
A胴部 胴　 部　 ナデ 頚部～胴部 へラケズリ（下から上） （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 晶孟晶呈書も石英 などの

1 30 要
口縁～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好

良　 好

橙
（7　5Y R クg）

1 ～ 3 m 程の砂粒 を多
胴部上位 胴　 部　 ナデ 頚部～胴部 へラケズリ（下から上） 6灰

√1。Y R　ヶ月
く含む

1 31 聾
口縁～

胴部上位
ナデ ナデ

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％，％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％・％）

2 mm前後の （茶 ・ノ天色 の）
砂粒 を含 む
石英 を含 む

1 32 聾
口縁～

胴部上位

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 パケ 目の後ナデ
ヨコナデ 良　 好

韓：漠 頴 淳：語 頭 2 mm前後の茶 ・白色の砂

粒を含む
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口縁～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 ～ 5 mm程の うす茶 ・茶

胴部上位 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 タテ方向 のケズ リ （7 ．5Y R ％） （7．5Y R ％） 色の砂粒を含む

ク 134 ク 聾
口縁～

ヨコナデ
口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 ～ 4 mm程の茶 ・灰色の

胴部上位 胴　 部　 へ ラケズリ（下 から上） （7．5Y R ％・％ 7 ．5Y R ％・％） 砂粒 を含む

ケ 13 5 〃 聾
口縁～

胴部上位

ロ縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ

ロ縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 へ ラナデ
良　 好

落 葉 讃 1 － 2 mm程の茶・灰 ・黒色
の砂粒を含む
石英などの細砂粒を含む

ク 13 6 ク 聾
口縁～ 口縁部　 ヨコナデ ロ縁部　 パ ケ目

良　 好
に ぷ い 橙 橙

挽 ：喜 頴
0．5～4mm程の砂粒を多く 内面胴部

胴部上位 胴　 部　 パケ目 胴　 部　 へ ラナデ（下 か ら上） （7 ．5Y R ％） 含む 黒斑 有

ケ 13 7 ク 要
口縁 ～ 口縁部　 ヨコナデ 口緑部　 ヨコパケ目一の後 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1－ 3 m 程の うす茶・茶・

灰色の砂粒を含む
石英などの糸田砂粒を含む頚部 頸　 部　 ナデ 頚　 部　 へ ラケズリ（下 から上） （10Y R　％） （10Y R ％）

ク 13 8 ク 聾
口縁～ 口縁 部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 － 4 mm程の うす茶 ・灰

色の砂粒 を多 く含む
石英などの細砂粒を含む

外 面頸部

胴部上位 胴　 部　 ナデ ？ 胴　 部　 ヨコ方向 のケズ リ （10Y R　％） （10Y R ％） スス付着

ク 13 9 ノケ 聾
口縁～

風化
口縁部　 ヨコ方向 のパ ケ目

良　 好
浅　 黄　 橙 黄　　　 橙 オ～3 mm程の茶 ・黒色の

胴部上位 胴　 部　 へ ラケズリ（下 か ら上） （7 ．5Y R ％） （7．5Y R ％） 砂粒 を多く含む

ク 140 〃 聾 口縁部 ヨコナデ ヨコナ デ 良　 好
褐　　　 灰

（10Y R 昇）

灰　　　 白

（10Y R　％）

2 ～3 mm程のうす茶 ・白・

灰色の砂粒を含む

〃 14 1 ク 聾
口縁 ～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコ方向のパケ目の後ナデ

良　 好
に ぷ い 橙 指 ぎょ、粛

0 ．5～h m 程の砂粒を含む
胴部 胴　 部　 ヨコ方向のパケ 目 胴　 部　 へ ラナデ．の後 ヨコナデ （5 Y R　％） 橙

r　5 Y R　シ左）

ク 14 2 ク 聾
口縁～ 口緑書ロ　　ヨコナテ′ 口繰書ロ　　ヨコナテ′

良　 好
誓：桑 嚢 浅　 黄　 橙 1 ～3 mm程の茶 ・灰色の 外 面胴部下

底部付近 月同書β上位　 ヨコパケ 目の後ナテ，
月同部 下位　 タタキ

月同書β上位　 ヨコ方 向のヘラナテr
月同書β下位　 へ ラナテ，（下 か ら上）

（7．5Y R ％） 砂粒 を多く含む 半スス付着

ク 14 3 ク 要
口縁 ～

胴部
ヨコナデ

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 ヨコナデの後へラケズリ
良　 好

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

2 ～6 m 程の茶 ・黒色の
監崇高銑 英などを含む 外面スス付着

・ケ 144 ク 聾
口縁 ～ 口縁 ～胴部上半　 ヨコナデ ロ縁部　 ヨコ方向のパケ目の後ナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 －7 mm程のうす茶’・茶・

灰色の砂粒を多く含む
石英などの細砂粒を含む胴部 胴　 部 －　ヨコ方向のパケ 目？ 胴　 部　 へ ラケズ リ（下 か ら上） （7．5Y R ％） （7．5Y R ％）

第26図 14 5 ク 聾
口緑～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 1 ～3 m丑l程の黒 ・うす茶

胴部上位 胴　 部　 剥離 胴　 部　 斜方 向のケズ リ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 色の砂粒 を含む

ク 14 6 ク 聾
ロ縁～

ヨコナデ
口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 ～3 m打席 の黒・茶・灰色 内面頸部 に

胴部上位 胴　 部　 タテ方 向のナデ （10Y R　％） （7．5Y R ％） の粒 を含む スス付着

ク 14 7 ク 聾
口縁 ～

ナデ
口縁部　 ナデ

良　 好
橙 橙

出 没 捌
2mm前後の砂粒を多く含 外 面胴 部

胴部 胴　 部　 へラケズ リ（下 か ら上 ） （5 Y R　％） む，石英の砂粒を含む スス付着

ク 14 8 ク 聾
口縁～

胴部上位
ヨコナデ

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 斜方 向のヘラケズ リ
良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

1 －2 m の うす茶・茶・灰
色の砂粒 を含む
石英の細砂粒 を含む

〃 14 9 イ′ 聾
口縁～

ナデ
口縁部　 ヨコナデ

良　 好
橙 に ぷ い 橙 1 ～2 m の うす茶 ・灰色

胴部上位 胴　 部　 斜方 向のケズ リ （5 Y R　％） （5 Y R ％） の砂粒を含む

ク 15 0 ク 聾
口縁～ ロ縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙

温 帯 ㈲
うす茶 ・灰色の細砂粒を

胴部上位 胴　 部　 タテ方向のヘ ラナデ 胴　 部　 へラケズ リ（下 か ら上 ） （7．5Y R ％） 含む

ク 15 1 ク 聾
ロ縁～

胴部上位
ナデ

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 斜方 向のヘラナデ
良　 好

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

1 －3 mmの うす茶・茶・灰
色の砂粒 を含む
石英 などの細砂粒 を含む

ク 15 2 ク 聾
口縁～ 口縁～胴部上位　 ヨコナ デ ロ縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 ～3 m の灰 ・茶色の砂

胴部 胴　 部　 タテ方向のパ ケ目 胴　 部　 へラケズ リ（下 か ら上） （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 粒を多く含む

ク 15 3 ク 聾
口縁～

胴部
風化 ナデ 良　 好

橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R　％）
2 m 程の茶・白・草色の砂
粒を含む
石英などの細砂粒を含む

外面胴部

スス付着

ク 15 4 〃 土不
口縁～ ヨコナデ ヨコナデ

良　 好
（7 ・5罷 冤

摺．5Y　 奴・－

橙
（7　5Y R ％）

1 ～3 mm程の茶 ・白色の
ヘ ラ切 り底

底部 底　 部　 風化 底部　 風化 汗∴Y 雪 撰 砂粒 を含む

〃 15 5 ク 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10 Y R　％）
細砂粒を多く含む ヘ ラ切 り底

ノケ 15 6 ク 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙

（7．5Y R ％）

橙

（7．5Y R ％）
きめがj細かい
1 ～2 mm程の茶 ・灰色の
砂粒 を含む

ヘ ラ切 り底

ク 15 7 ク 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙

（7．5Y R ％）

橙

（7．5Y R ％）
きめが細 かい
黒色などの細砂粒を含む

ヘ ラ切 り底

・ケ

ク

ク

一ケ

ク

ク

ク

ク

一ケ

〃

〃
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ク

ク

〃

ク

・ケ

ク

・ケ

15 8 〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

ク

ケ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ケ

〃

ク

ク

土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R　％）

白，うす茶色の紳砂粒 を

含む
ヘ ラ切 り底

15 9 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

褐　　　 灰

（10Y R　昇）

白，茶，黒色の細砂粒を含

む
ヘ ラ切 り底

16 0 土不
口緑～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

望・5菰 薫

r2　5Y　　 ライ）

きめが細 かい ヘ ラ切 り底

16 1 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙

（7．5Y R ％）

1
橙

（7．5Y R ％）

1 ～2 mm程の白，黒，茶色

の砂粒を含む

回転

へ ラ切 り底

16 2 椀
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

にぷ い黄橙

（10Y R　％）
白，灰色の細砂粒 を含む 付け高台 ？

16 3 土不
口縁～ ヨコナデ

ヨコナデ 良　 好
橙 黄　　　 橙 1 ～3 mm程の白，灰，茶色 ヘ ラ切 り底

へ ラ切 り底

底部 底　 部　 風化 （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） の砂粒を含む

16 4 土不
口縁～ ヨコナデ

ヨコナデ 良　 好
灰　　　 白 灰　　　 白 黒 ・白色や石英の細砂粒

底部 底　 部　 ナデ （5 Y　 ％） （5 Y　 ％） を含む
1mm程の砂粒 を含む

16 5 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）
1mm前後の うす茶・灰・茶

色の粒を含む

16 6 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙
（5 Y R　％）

橙

（5 Y R　％）
1mm前後の うす茶・黒・白

色の粒を含む
ヘ ラ切 り底

1 67 土不
ロ縁～

底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y ・R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
0 ．5～加鵬程の灰・茶・黒色

の粒 を含む
ヘ ラ切 り底

1 68 土不
胴部上位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

黄　　　 橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10 Y R　％）

1mm前後の砂粒を多含 ヘ ラ切 り底

1 69 土不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1m 前後の うす茶 ・灰色

の粒 を含む
ヘ ラ切 り底

17 0 杯
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙

（7．5Y R ％）

；孟・5県 等

（2．5Y　　 号イ）

1 ～4 m の茶の粒 を多含 ヘ ラ切 り底

1 71 士不
口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R　％）
白，黒，茶の細砂粒 を含む ヘ ラ切 り底

1 72
高台付

土宛

口縁～

甘ム
「司ロ

ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
子炎　　赤　　 橙
軋 ミ貰 頴

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

透明な粒，朱色の粒，紳

砂粒 を含む
付け高台

1 73
高台付

椀

口縁～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

細砂粒を含み，0 ．5～1．5

mm程の粒 も‾含む
高台欠落

1 74
黒色土器
椀

口縁～

底部
ナデ （一部 ミガキの痕跡 か） ミガキ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

黒

（5 Y　 タr）

0 ．5～1m 前後の粒 を多含

白 ・黒 く光る粒を含む

ロ緑地部黒斑あり．底
部～胴部中位スス付着

口唇部 に重

ね焼 きの跡

175
黒色土ロ

椀

ロ縁～

胴部中位
ヨコ方向の ミガキ ミガキ 良　 好

にぷ い黄橙

（10Y R　％）

灰

（5 Y　 タf）

1 mm程の茶，黒，灰色，光

る粒 を含む

176
黒色土日

椀

口縁～

胴部中位
ヨコ方向の ミガキ ヨコ方向の ミガキ 良　 好

黒　　　 褐

（10Y R ％）

緑　　　 黒

（5 G　 ％）

白，黒，灰色，光 る細砂粒

を含む

ー87－
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黒色土器

椀

胴部中位

～底部
ヨコ方向の ミガキ ヨコ方向の ミガキ 良　 好

にぷ い黄橙
（10Y R　％）

黒
（5 Y　 ％）

白，灰の紳砂粒 を含む

ケ 178 ク
黒色土器

椀
底　 部 ナデ ミガヰ 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

黒
（5 Y　 ％）

1 ～ 2m の茶・白・灰色の
粒を含む

底部外面へ

ラ記号 あり

ク 17 9 ケ
黒色土器

椀

ロ縁～

胴部下位
ヨコナデ ミガキ 良　 好 ▼

にぷ い黄橙
（10Y R　％）

黒
（5 Y　 ％）

2 mm程の黒・灰・茶・白色

の粒光る紳砂粒を含む

ク 180 ク
黒色土器

椀

口縁～

胴部下位
ヨコナデ ヨコ方向の ミガキ 良　 好

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

黒
（10Y R l・ガ）

1 mm程の粒，細砂粒を含

む

口縁端部 に
黒斑

ク 18 1 ノケ 布痕
ロ縁～ 口　 縁　 ソギオ トシ

布 目 良　 好
橙 橙 1 mm 前後の灰， うす茶の

胴部下位 胴　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 粒を含む

ク 182 ク 布痕
口緑～ 口　 縁　 ソギオ トシ

布 目 罠　 好
浅　 黄　 橙 橙 2 ～ 3m の灰 ：うす茶の

胴部下位 胴　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 粒を含む

ク 183 〃 布痕
口縁～ 口　 縁　 ソギオ トシ

布 目 良　 好
橙 橙 1 m 前後の灰・黒・茶 ・白

胴部下位 胴　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 色の粒 を含む

ク 184 ク 布痕
口縁～ 口　 縁　 ソギ オ トシ

布 目 良　 好
に ぷ い 橙 橙 2 m 前後の茶・灰・白・黒

胴部下位 胴　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） く光る粒を含む

ク 185 〃 布痕 胴部下半 ナデ 布 目 良　 好
橙

（5 Y R　％）

橙

（5 Y R　％）
2 ～ 4 mm程の粒 を含む 尖底

ケ 186 ク 一＝ヒ宣E 口　 縁 ヨコナデ ナデ 良　 好
灰　　　 黄

（2．5Y　 ％）

灰　　　 白

（2 ．5Y　 昇）

1 ～ 3 m の砂粒わずかに

含む

ク 187 ク
須恵器 頚部～ 頚　 部　 ナデ 頚　 部　 ヨコナデ

良　 好
黄　　　 灰 灰　　　 白

1 mm 前後の砂粒 を含む－コとr
笠 肩部 肩　 部　 格子 目状 夕タキ 肩　 部　 風化 （2．5Y　 ％） （2．5Y　 ％）

ク 188 ク
須恵器

＝量チ笠
口　 縁 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

灰　　　 白

（2．5Y　 ガ）

灰　　　 白

（2．5Y　 ％）
細砂粒 を含む

内面 自然粕

かかる

ク 189 ケ 須恵器 底　 部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
灰

（5 Y　 ％）

褐　　　 灰

（10Y R　ライ）
精良 平底

ク 190 ク
須恵器

・」とr：正

頚部～

胴部下位
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

灰 オリー ブ

（5 Y　 ラ首）

灰

（7．5Y　 ライ）
精良

外面胴部中位
から下に自然
粕かかる

第28図 191 ク
須恵器
士笠

頸部～
底部 ヨコナデ

ヨコナデ

肩部 に指押．え
良　 好

灰

（5 Y　 ％）

オ リ　ー　フー楓
（2 ．5Y　　タイ）
オ リ　ー　フー灰
（10Y　　 タを）

精良

ケ 192 ク
須恵器 頸部～ 頚　 部　 ヨコナデ 頭　 部　 ヨコナデ

良　 好
灰 オリー ブ 黄　　　 灰

精良士笠 胴部上位 胴　 部　 平行線 夕タキ 胴　 部　 同心 円タタキ （5 Y　 ％） （2．5Y　 ％）

ケ 193 ク 須恵器 胴　 部 平行線 タタキ ナデ　 部分的 に平 行線 夕タキ 良　 好
灰 オリー ブ

（5 Y　 ％）

灰 オリーブ

（5 Y　 ％）
精良

ク 194 ク 須恵器 胴　 部 格子目状 タタキ 当て板痕残 る 良　 好
灰

（7．5Y　 ％）

灰

（7．5Y　 昇）
精良

ク 195 ケ 須恵器 胴　 部 格子目 タタキ ナデ 良　 好
灰

（7．5Y　 昇）

灰

（7．5Y　 ラf）
精良

ク 196 ク 須恵器 胴　 部 格 子目状 タタキ ナデ 良　 好
灰

（7．5Y　 昇）

灰

（7．5Y　 昇）
精良

ク 197 ノケ 須恵器 胴　 部 格子目状 タタキ 当 て板痕残 る 良　 好
灰

（7．5Y　 井）

灰

（7．5Y　 ライ）
精良

ク 198 ク 須恵器 胴　 部 格子目状 タタキ 同心円文 タタキの後 ナデ 良　 好
灰　　　 黄

（2．5Y　 ％）

灰

（7．5Y　 昇）
精良

〃 199 ケ 須恵器 胴　 部 格子目状 タタキ 同心円文 タタキの後 ナデ 良　 好
暗　 灰　 黄

（2．5Y　 ラ首）

灰

（7．5Y　 薪）
精良

ク 200 ク 須恵器 胴　 部 格子目状 タタキ 同心円 タタキ 良　 好
灰

（5 Y　 昇）

黄　　　 灰

（2．5Y　 ％）
精良

ク 201 ク 須恵器 胴　 部 格 子目状 タタキ 同心円 夕タキ 良　 好
灰

（5 Y　 ％）
黄　　　 灰
（2．5Y　 ％）

精良

ク 202 ク 須恵器 胴　 部 平行線 タタキ 同心円 夕タキ 良　 好
黄　　　 灰
（2．5Y　 ％）

黄　　　 灰
（2．5Y　 昇）

精良

．ケ 203 ク 須恵器 胴　 部 格 子目状 夕タキ タタキの後 ナデ 良　 好
望・5Y 頂

．

黄　　　 灰
（2．5Y　 昇）

精良

ク 204 ク 須恵器 胴　 部 平行線 タタキ 同心円 タタキ 良　 好
灰

（5 Y　 昇）
灰

（5 Y　 ％）
精良

・ケ 205 ク 須恵器 胴　 部 平行線 タタキ 同心 円タタキ 良　 好
灰オ リーブ
（5 Y　 ％）

黄　　　 灰
（2．5Y　 ％）

1 m 前後の茶・黒・黒 く光

る粒を含む

外面， 自然
粕かか る

第29図 206 一ケ 須恵器
胴部上位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ やや良

灰　　　 白
（2．5Y　 ％）

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

2 m 前後の灰色の砂粒 を
含む

ヘ ラ切 り底

ケ 207 ク 須恵器 胴部上位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ やや良

灰　　　 白
（7．5Y　 ％）

灰　　　 白
（7．5Y　 ％）

2 mm前後の灰色の砂粒 を
含む

ヘ ラ切 り底

〃 208 ク 須恵器
口緑～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

灰
（10Y　 5・昇）

灰
（10Y　 4・好）

きめ細かい
白・黒・透明光沢の砂粒 を
含む

付け高台

ケ

ク

ク

ク

ク

ケ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

209 ク

ク

ク

ク

ク

ケ

ク

〃

B　 区

ク

・ケ

ク

黒色土日
胴部下位

～底部
ヨコナデ ナデ 良　 好

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

黒　　　 褐

（10Y ：R ％）

光沢のある粒 と紳砂粒 を

含む
付 け高台

宝珠付

託霊晶完礪 適

口稼部スス付着

210 須恵器
胴部下位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ （風化） やや良

灰　　　 白

（2．5Y　 ％）

黄　　　 灰

（2 ．5Y 昇，舛）

1 mm前後のうす茶 ・灰色

の粒をわずかに含む

211
須恵器

椀

口緑～

胴部下位
ヨコナデ ヨコナ デ 良　 好

暗　 灰　 黄

（2．5Y　 ％）

灰　 黄　 褐

（10Y R　％）
白色の砂粒 を含む

212
須恵器

・椀

口縁 ～

底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

／ノi
（7．5Y　 ライ）

J天
rlnY　　　 サイ′）

灰

（7．5Y　 昇）
精良

213
須恵器

蓋

天 井～

休部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

灰オ リーブ

（5 Y　 ％）

灰 オリー ブ

（5 Y　 ％）

0 ．5～2 ．5m の白 ・黒の砂

粒 を含む

214
須恵器

蓋

天 井～

ロ縁

宝　 珠　 ナデ

ヨコナデ
ヨコナデ やや良

黄　　　 灰

（2．5Y　 昇）

淡　　　 黄

（5 Y　 ％）
精良

215
須恵器
蓋

天井 ～

ロ縁

天　 井　 ケズ リ

休部 ～口縁　 ヨコナデ
ヨコナデ 良　 好

黄　　　 灰
（2．5Y　 昇）

黄　　　 灰
（2．5Y　 昇）

相良

216
須恵器

蓋

天 井～

口縁
ヨコナデ ヨコナデ やや良

灰　　　 白
（2．5Y　 ％）

灰
（5 Y　 昇）

精良

217 鉢
口縁～

胴部下位
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

淡　　　 一黄
（2．5Y　 ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

1～1．5mm程の砂粒 を含む

218
黒色土日

椀

ロ縁 ～
底部

口縁 ～胴 部中位　 へ ラミガキ

胴部中～下位へラミガキ？，底部ナデ？
ミガキ 良　 好

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

黒
（2．5Y　 ％）

0 ．5－1．5mm の褐 ・白色半
透明 ・黒色の砂粒 を含む
橙色の細かい酸化鉄粒を含む

内黒

219
黒色土ロ

椀

胴部下位

～底部
ヘ ラ ミガキ ヘラ ミガキ 良　 好

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

1 mm前後のうす茶 ・灰色

の砂粒を含む
内黒
タト面底部十
文字文様有

2 20
胴部下位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

にぷい黄橙

（10Y R　％）

にぷ い黄橙

（10Y R　％）
紳砂粒 を含む ヘラ切底

一88－



図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構 名 器 種 器部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 者

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

第29図 2 21 B　 区 底　 部 ヨコナデ 風化 良　 好
にぷい黄橙

（10Y R ％）

にぷ い黄橙

（10Y R　％）

白 ・灰色 などの砂粒 を含

む
ヘラ切底

ク 2 22 S　 H
須恵器

＝量チ笠
口　 縁 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

黒

（10Y　 ％）

黒

（10Y　 タr）
精良

内面自然粕の
為明黄褐（2 ．5
Y ％）を呈す

ク 223 ク
胴部中位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 に ぷ い 橙

（5 Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

白 ・黒 ・光 る細砂粒 を含

む
ヘ ラ切 り底

ク 224 ク 皿 完　 形 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 橙
（5 Y R　％）

浮．濃 縮 1 mm前後 の茶，黒色 の

砂粒 を含 む

内底 にへ ラ
崇号訪 底

ク 225 ク 布痕
口縁～

胴部
ナデ 布 目 良　 好 淡　　　 橙

（5 Y R　％）

賢 Y R 粛

白
r7 ＿5Y　　 号イ1

1～ 2mm程 の砂粒 を含む

ク 226 〃
口縁～

胴部
ナデ 布目 良　 好

橙

（5 Y R　％）

程
（5 Y R　％）

細砂粒を含む

．ケ 227 〃
胴部中位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好

黄　　　 橙

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
1～2 ．5m 程の茶 ・灰色の

砂粒 を含む

回転へ ラ切

り底

ク 228 ク
胴部下位

～底部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 買鞋 ：顎 黄　　　 橙

（10Y R　％）
灰 ・茶の細砂粒を含む 付 け高台

へ ラ切 り底

ク 22 9 S C l ・＝ビ宝E
頭部～

胴部上位
風化

頸　 部　 ヨコナデ

胴部上位　 タテ方向 にナ デ
良　 好

逗・鋸 屑

灰
．

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）

0．－5～2mm程の茶色などの
砂粒と5 m 前後の小石を
含む，石英 も含む

ク 23 0 ・ケ 聾
胴部下位 胴部下位　 ヨコナデ

ヨコナデ 良　 好
橙 橙 0．5～1mm の黒 ・茶色の砂

～底部 底　 部　 ナデ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 粒を含む，石英 も含む

ク 23 1 S C 2
聾 口　 縁

口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

淡　　　 黄 淡　　　 黄 2 mIn程の茶・灰・褐色の砂
胴　 部　 風化 胴　 部　 ナデ （2．5Y　 ％） （2 ．5Y　 ％） 粒を含む

．ケ 2 32 ク
胴部下位

～底部
ナデ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

に ぷ い 橙

（5 Y R　％）

2 m 程 の茶 ・灰の砂粒を

含む
平底

ク 2 33 S C 3 婆
ロ縁～ 口縁部　 ヨコナデ

ナデ ？ 良　 好
浅　 黄　 橙 黄　　　 橙 0．5～h m程の灰’・褐・茶な

胴部上位 胴部上位　 ナデ （7．5Y R ％） （10Y R　％） どの砂粒 を含む

ク 2 34 ・ケ 黒色土ロ
口縁～ 口縁部　 ミガキ

ヘ ラ ミガキ 良　 好 橙 褐　　　 灰 きめ細かい

胴部下位 胴　 部　 風化 （7．5Y R ％） （10Y R タr） 細砂粒を含む

ク 235 ク
、　　　　　　＿＿
　ヽ　　　－．‾－

チュア
完　 形 ナデ ？ ナデ 良　 好 明　 黄　 褐

（10Y R　％）

にぷ い黄橙

（10Y R　％）

きめ細かい
細砂粒を含む

手づくね土器，平
底，内面黒鍵有，
ロ緑端部突帯有

衰8．水田跡出土土器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

第 31図 25 2 a　 l 聾
口 縁 ～

底 部 胴　 部　 タ テ方 向 の パ ケ 目
胴 部 下 位 一 底 部　 ナデ （下 か ら上 ）

胴部 上位　 斜 方向 のパ ケ 目，胴部 ナデ
底　 部　 指 押 えの 後 ナ デ

良　 好
津。Y 雪 粛

J天　　　　　 白
J天　　　　　 白
追討 R ケ妄）

J天
「5 Y　　　 ウイ′1

1 ～ 3Ⅷl程 の砂粒 を含む

ノゝ

黒斑有，外面口緑

ク 25 3 ク 聾
口 縁 ～

底 部

口縁部　 ヨコナデ，タテ方向のパケ目

胴　 部　 風化，底部ナデ

口縁 部　 ヨコ方向 のパ ケ目
胴部 上位　 斜 方 向のパ ケ 目の後 ナデ
胴部 中位　 ナデ，底部 指押 え有

良　 好 灰　　　 白
（2 ．5Y　 ％ ）

灰　　　 白

（2 ．5Y　 ％ ）
0．5～h m程 の砂 粒 を己 む あ け底

タト面 － 部 黒
斑 有

丘
ク 25 4 a　　 2 聾

口 縁 ～ 口唇部　 ナデ ，口縁部　 パ ケ 目後 ナ デ 口 縁 部　 パ ケ 目の 後 ヨ コ ナ デ 良　 好 灰　　　 白 淡　　　 黄 1 mm程の 砂粒 を含 む 内 面 口縁 ロβ
黒 斑 有肩 部 頸 部 ～突 帯 部　 ヨコ ナ 丁

肩　 部　 タテ 方 向 に パ ケ 目 ？
肩　 部　 風 化 （2 ．5Y　 昇 ） （2 ．5Y　 ％ ） 顕 普口実 帯

ク 2 55 b　 2 聾
口縁～

胴部上位

lコ
口唇 部　 ヨコ ナ デ

口緑 ～胴部　 ヨ コ斜 方向 のパ ケ 目

口 繰 上 半　 パ ケ 目 の後 ナ テ′
品 緑 孟 ㌔ コ実 調 書 智 賜 与 デ 良　 好

に ぷ い 黄 橙
（10Y R ％）

灰　　　 白
（2 ．5Y　 ％）

1 ～ 3 m 程の砂 粒 を含 む
頸 書β亥りみ 目
突 帯
261 と接 合

ク 2 56 a　　 2 聾
口縁～ 口縁 部　 ヨコ ナ デ

ロ
口 縁 部　 ヨ コ ナ デ 良　 好

灰　　　 白 灰　　　 黄 きめが細 か い 外面スス付着
胴部 中位 胴　 部　 パ ケ 目 頸 部 ～ 胴 部　 ナ デ （10Y R ％） （2．5Y　 ％） 1 ～ 3 mm程 の砂粒 を含 む

ケ 2 57 ク 聾
口緑 ～ 口 唇普β　　 ヨ コナ デ ヨ コ，タ テ，斜 方 向 のパ ケ 目 の後

良　 好
灰　　　 白 灰　　　 白 1 ～ 有鵬程 の砂粒 を含 む

外 面 ， 月同部
中位 一 下 イ立

胴 部 口緑 一 月同部　 ヨ コ， ナ ナ 目方 向
の パ ケ 目の 後 ナ テざ

ナ デ （10Y R　 ％） （10Y R ％） ス ス イ寸書

．ケ 258 ク 聾 完　 形 風 化
口縁 ～ 胴 部 中位　 ヨ コ ナ デ

良　 好
浅　　　 黄 浅　　　 黄 0 ．1～4mIn程 の砂粒 を含 む 内面口唇部黒斑有

平底　 外面口緑－胴 部 ～ 底 部　 風 化 （2．5Y　 ％） （2．5Y　 ％） 角 閃石 を少 し含 む

ク 259 b　 l 聾
胴部下位 胴　 部　 タテ 方 向 にパ ケ 目 胴 部　 タテ，斜方向にパ ケ目の後ナデ

良　 好
灰　　　 黄 黄　　　 灰 1 ～ 4 mm程 の砂粒 を含 む

～底部 底　 部　 ナ デ ・指 押 え有 底 部　 ナ デ （2．5Y　 ％） （2．5Y　 ％） 物付着 ・黒炎有

ク 260 a　 l
胴部下位

～底部
風 化 パ ケ 目 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R　 ％）

1 ～ 2mmの 砂粒 ・石英 を

含む
平 底

ケ 261 b　 2
胴部中位

～底部

胴 部 中 位　 ナ デ，底 部 手旨押 え 有
胴 部 下 位 一 底 部　 タ テ方 向 の パ

ケ 目 の あ と ナ テr

胴　 部　 パ ケ 目 の 後 ナ デ

底　 部　 指 押 え有
良　 好

にぷ い黄 橙

（10Y R ％ ）

に ぷ い 黄 褐
（10Y R ライ）

2 ～ 3mm程 の砂粒 を含む 平 底

255 と接 合

第32図 262 ク ・＝ヒ
口 縁 ～ ロ縁 部　 ヨ コ ナ デ 口縁部 、ヨ コナデ

良　 好
に ぷ い 黄 に ぷ い 黄 褐 3 mm程 の砂 粒 ・石英 を含 付着

∃互 底 部 胴　 部　 タ テ方 向 の ミガ キ 胴部～底部　 ヨコ・タ丁・斜方向のパケ目
頸部 一肩 部 に指 押 え有

（2 ．5Y　 ％ ） （10Y R　 ％ ） む 外面一部黒鍵有

ク 26 3 a　　 2 士 完　 形
口縁 部　 ヨ コ ナ デ 茄 痘 ヲ蕪 謂 蕾 誓 ナデ

良　 好
灰　　　 白 灰　　　 白 2 ～ 3mm程 の砂 粒， 5 mm

平 底
宣E 胴 部 ～ 底 部　 ナ デ ？ （2 ．5Y　 ％ ） （2 ．5Y　 ％ ） の小 石 を含む

ケ 264 ク 士
口縁～ ロ縁 ・胴 部 上 位　 風 化 口唇部 ヨコナデ，胴部上位 指ナデ

良　 好
淡　　　 橙 浅　 黄　 橙 1 m 前後 の石英 を含 む

：正 胴部上位 頸　 部　 ヨ コ ナ デ 口緑 ～頸 部 パ ケ 目の後 ナデ （5 Y R ％ ） （10Y R ％ ） 1 ～ 3 mm程 の砂 粒 を含 む

ク 26 5 ク 士∃互 頸　 部 ナ デ か ？
指 押 え有

ナ デ
良　 好

淡　　　 黄

（2 ．5Y　 ％ ）

緑　　　 黒
（5 G　 ％ ）

0．5～加鵬程の砂 粒 を含 む

〃 26 6 〃 士：正
頸 部 ～

底 部

頸 部 ～肩 部　 パ ケ 目 （風 化 ）

胴 部 中位 ～底 部　 ナ デ
ナ デ 良　 好

淡　　　 黄

（2．5Y　 ％ ）

緑　　　 黒
（5 G　 ％ ）

0．5～h m程 の砂 粒 を含 む 外 面 肩 部 黒

斑 有

ク 2 67 a　 l ＝量ご：正
ロ縁～

胴部下位
ナ デ

口縁部　 ヨコ方 「旨‖二パケ 目の後 ナデ
頚 部一胴 部 中位　 指 ナデ
胴 部下位　 タテ方 向 にパ ケ目

良　 好
灰　　　 白

（5 Y 升 ，％）

オ リー ブ 黒
（5 Y　 ％ ）

2 ～ 3 mm程の砂 粒 を含 む

・ケ 2 68 b　 l ＝量ブヨ互
頭 部 ～

底 部
ナ デ

頭 部 ・肩 部　 指 押 え

胴 部下 位～ 底部　 タテ方 向のパ ケ 目
良　 好

灰　　　 白

（7．5Y　 ％）

灰　　　 黄

（2．5Y　 ％）
2 ～ 3 mm程 の砂粒 を含 む

外 面底 部
黒 斑 有

ク 269 a　 2 ＝土r：亜：
胴 部 ～

底 部
パ ケ 目 の 後 ナ デ ナ デ， 一 部 パ ケ 目 有 良　 好

浅　　　 黄

（2．5Y　 ％）

浅　　　 黄

（2．5Y　 ％）
0 ．5～h m の砂 粒 ・石英 を

含 む

〃 270 b　 l ＝土・
胴 部 ～

ナ デ ？
胴 部 中位　 ヨ コ 方 向 に パ ケ 目

良　 好
淡　　　 黄 に ぷ い 褐 1 ～ 3 m 程 の砂粒 を少 し 丸 底

璽E 底 部 底　 部　 斜 方 向 に指 ナ デ （2．5Y　 ％） （7．5Y R ラ首） 含 む

一ケ 271 a　　 2 ＝量ご
∃互

胴 部 ～

底部

胴 部 上 位　 ナ デ

胴 部 中 位 ～ 底 部　 風 化

胴 部 上 位　 パ ケ 目 ？

ナ デ 良　 好
（5 Y 璧 ％）

′ワ5Y　 ヶ月
灰

望・5Y 頂灰

「2＿5Y　　 与イ1

1 ～ 3 m 程 の砂粒 を含 む 平 底

ク 272 a　 l ＝量ご
頸部 ～ 月同部 上位　 斜 方 向 の パ ケ 目 良　 好

浅　 黄　 橙 明　 黄　 褐 2 ～ 3Ⅷl程 の砂粒 ， 5mm
あげ 底

∃互 底 部 月同部 中 イ立一 下 イ立　 ナ テナ
底　 止β　 手旨押 え有

月同書β　 ～ 下 位　 ナ ァ
月同部　 イ立 ・底 部　 手旨押 え

（10Y R　 ％） （10Y R　 ％） 程 の小 石 を含む

ク 273 a　　 2
‘‘ヽ　　　　　　＿＿．
　ヽ　　　‾．‾－

チュ7
完　 形

lコ

ナ デ
ナ デ 良　 好 灰　　　 白

（2 ．5Y　 ％ ）

灰　　　 白

（2．5Y　 ％）
1 mm 前後 の砂粒 を含 む 平 底

ケ 274 ク ・＝ヒ
頸 部 ～ 頸 部 ～ 胴 部 中位　 ミガ キ ？ 頸部 ～ 胴 部 中 位　 ナ デ ？

良　 好
灰　　　 黄 灰　　　 黄 細 砂粒 ・1～a ml程の砂 粒 丸 底

∃互 底 部 胴 部 中位 ～底 部　 ナ デ 胴部中位～底部下位 ヨコ方向 にパケ目 （2 ．5Y　 ％ ） （2 ．5Y　 ％ ） と赤色 酸化 鉄粒 を含 む

ク 27 5 ・ケ 高 塀 脚　 部 風 化 ヨコ ナ デ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％ ）
1 mm 前後 の石英 と細砂 粒

を含 む
立

ク 27 6 a　 l 器 台 脚　 部
裾　 部　 ヨ コ ナ デ 脚　 部　 ナ デ

良　 好
浅　 黄　 橙 淡　　　 黄 1．5～3 ．5mmの暗灰 ・褐 色 内 面 裾 部

脚　 部　 剥 離 裾　 部　 ヨ コナ デ （10Y R　％ ） （2 ．5Y　 ％ ） の細礫 と赤 色酸 化鉄 の細
粒 を含む

黒 斑 有

一ケ 27 7 a　　 2 鉢 完　 形
口唇 部　 ナ デ 口縁～胴 部下 位　 斜方 向 にパ ケ 目

良　 好
（2 ．5Y　 粛J天 （2 ．5Y　 粛J天 1 ～ 3 mm程 の砂 粒 ・石英 外面黒宛有，平底

全体 に斜 ，タテ 方 向 に パ ケ 目 底　 部　 ナ デ （7 ．5ず　 ％） （7 ．gず ％ ） を含 む ロ底部黒姫
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第Ⅵ章　前原北遺跡の調査

第1節　遺跡の位置と環境

前原北遺跡は，宮崎市から清武町にまたがる宮崎学園都市建設予定地の東端，宮崎市大字熊野に位置する。舌状に

東に突き出した標高11－13mの台地形を占地し，西側が平坦に削平され本来の遺跡を構成する地形的な広がりは確定

し難いものの，おおよそ30，000正に及び遺構の分布が確認された。なお，西側の削平面は東側とほぼ平坦なレベルで

シラス層にまで及ぶもので，比較的急な小高い山地形の存在が考えられ，発掘し得た範囲が集落としては完結した広

がりに含まれるもので，アカホヤ上の遺構については一集落の単位を全面発掘し得たと考えている。

前原北遺跡の東には今江城（仮称）の丘陵が延び，遺構的にも中世から近世にかけての掘立柱建物跡などは山城と

の関連を抜きにすることは出来ないであろう。また，今江城（仮称）での意外な成果とをった弥生時代の竪穴住居跡の

存在は，逆に前原北遺跡との有機的な関係を無視することはできない。

前原北遺跡の西の続きには，おそらく削平された小高い山地形を挟んだ形で前原西遺跡が存在する。前原西遺跡は，

旧地形を復元的に追えば，起伏に富んだ比較的面積の限られた南向きから西向きにかけての傾斜地が想定され，その

中に旧石器時代から縄文早期，弥生の竪穴住居跡，中世の掘立柱建物跡と方形周溝をもつ墓坑が点在する。いずれの

時代についても，これもまた両遺跡の有機的な関係が問題とされるであろう。

そうした遺跡とは対照的に，南に位置する前原南遺跡は前原北遺跡の古墳時代から中世にかけての空白期を埋める

竃を持つ竪穴住居跡や同時期の据立柱建物跡が検出されており，両遺跡は継続的な関係を示すものとみられる。

さらに南に位置する陣ノ内遺跡と卓坂城跡との関係も，山城での弥生遺構の存在はないものの，前原北と今江と同

様の関係性を兄い出す事ができ，今江と卓坂の山城としての関係を鍵としながら，前原北遺跡の位置付けも問われて

くるであろう。

なお，前原北遺跡は学園都市遺跡群の中の弥生時代の集落としては，Ⅲ期末の堂地東遺跡に先立ち，もっとも古く

遡るものとなった。縄文時代後・晩期の遺跡は，西約1kmの平畑遺跡で確認されているが，晩期後半から弥生I期に

相当する遺構は確認されていない。その空白を繋ぐものとして，夜日系の突帯文土器が平畑，前原北の両遺跡で検出

されているが，断片的である。集落立地としては台地下の平野部に一時降りたことも考えておか射ナればならないだ

ろう。

第2節　調査の経過

日誌抄

1981年8月31日

9月2日

9月7日

9月29日

9月30日

10月6日

10月8日

10月9日

試掘調査開始

A地区において遺構の広がりが確認され全面調査に切り替える。

B地区を中心に表土剥ぎを開始。

B地区を精査の結果6棟の竪穴住居跡を確認。

C地区の試掘を実施。

A地区およびB地区，遺構の埋め土の除去開始。

F地区表土剥ぎ。

B地区竪穴住居跡埋め土除去継続。また，2号（20号）住居跡の南側において多量の土器を
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包蔵する土坑確認。

10仁15日　　2号（20号）竪穴住居跡の遣物出土状態図作成。

10月19日　　A地区ピット群検出完了。のち写真撮影。

10月21日　　A地区遺構平面図作成準備。

10月23日　　3号（19号），4号（17号）遣物出土状態図作成。

11月9日　　C・D地区遺構検出。

11月16日　　F地区遺構検出。

11月18日　　A地区全体精査。

11月20日　　A地区全体写真撮影。

12月24日　　B地区実測および写真撮影完了。

4月4日　　表土剥ぎ開始。

4月15日　　表土剥ぎ継続，および精査継続。

4月18日　　記録用8mm撮影。

5月1日　　第1回検出面精査終了。

5月14日　　81年検出分の3棟の竪穴住居跡再発掘。

5月17日　　今日までで9棟の竪穴住居跡発掘。小型丸底壷出土。

5月22日　　新たに5棟の竪穴住居跡発掘。また，アカホヤ下において集石遺構検出。

6月5日　　遺構実測図作成。

7月5日　　全体的な遺構検出完了。石灰線引きののち写真撮影。

7月18日　　SC5から夜日系突帯文土器出土。

7月31日　　土坑を中心に宮崎大学藤原宏志氏によるプラントオパール分析実施。

8月29日　　近世墓検出。

9月2日　　長崎大学松下孝幸氏による近世墓検出人骨取り上げ。

9月30日　　SClOl土師器小皿出土。墓坑か。

10月2日　　柱穴群精査発掘。

10月20日　　現地説明会。

10月23日　　竪穴住居跡45棟を数える。

11月5日　　竪穴住居跡50棟を越える。

11月25日　　東端からアカホヤ下の集石遺構群の検出。

12月13日　　縄文早期遣物群の面的な広がりを確認。

12月27日　　平板実測。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

1985年

第3節　調査の結果
検出された遺構と遣物は多種にわたる。縄文早期の集石遺構と早期土器群，縄文晩期の夜目式系土器，弥生時代の

各期の竪穴住居跡と貯蔵穴，それに伴う膨大な弥生土器群，古墳時代の竪穴住居跡と土師器，須恵器，さらに中世か

ら近世にかけての掘立柱建物跡と陶磁器，そして近世墓などである℃
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1．縄文時代の遺構と遺物

31基の集石遺構と約1，000正におよぶ散石が認められた（第2図）。集石遺構は主に遺跡の東端に集石してあり，

その中でも台地形の縁辺よりにおおむね分布し，散石はそれらの内側に広がる傾向をみせる。そうした石のほとんど

は，肉眼観察においては加火されている。その中で注目を引いたのは，南辺よりに検出された東西に並ぶSI11－14

の4基の集石遺構で，それぞれに集石の形状に差が認められる。それらは連続して形成されたものと見ることも出来

るし，機能問題についてはしばらく保留しておくとしても，集石の形成そして廃絶の過程の各段階を示すもののよう

にも見ることが出来る。最も深い掘り込みをもつものはSI13で55cmを計る。また，SI22・23には扁平な石の配合

が認められた（図第22図）

一方，検出された縄文土器は全体的に量が少ないが，いわゆる吉田・前平式土器（第56図1－35）や貝殻文系の各

種の土器（第56図36－54）が中心的で，押型文（第56図55－62）や塞ノ神式（第56図63－64）はわずかな点数が認め

られるだけである。

これら早期の縄文土器群の中で48・52など雲母を含む土器が注目される。

石器類では石鉄が8点ほど確認されたに過ぎない（fig．1）。

一轟一一余一
く⊃　　　＜＝⊃　　く＝＝＞　　く＝＞　　く＝＞

Ol，，「ごI

Fig．1打製石鉄実測図

享
く＝フ

2．弥生時代の遺構と遺物

検出された竪穴住居跡は，最終的には60棟として数えた。なお，1次調査の時点で輪郭が確認されていたもののそ

の後の耕作深耕などにより2次調査時では確認できなかったもの，さらに厳密に重複関係から分離出来なかったもの

も含めると70棟を越えるものとなる。その内，弥生時代から古墳時代初頭にかけての竪穴住居跡は33棟である。

弥生時代の住居跡での確実な上限は，Ⅲ期まで遡ることができる。縄文から弥生へと繋ぐ遣物としては夜目式系の

刻目突帯文土器片（第46図382）が確認されており，学園都市遺跡群全体のなかでの弥生文化の成立について極めて

重要かつ示唆的な遺物である。しかし，それらの遣物が直接的に伴うとみられる遺構の確定は出来ない。

弥生Ⅲ期の住居跡は，13棟である。SA13・14（第7図）は直径8m前後の円形住居跡で，学園都市遺跡群の弥生

住居跡のなかでは，最も古く遡らせる事ができる。また，県内では新富町新田原遺跡で検出された住居跡と共に，典

型を示す円形住居跡に数えることができる。住居のほぼ中心に長径1．6m程の掘り込みがあり，さらにその中に2本

の主柱穴があり，壁寄りに円状に10本以上の主柱穴が巡る。

しかし，ほぼ同時期これら円形住居跡のほかにSA32（第12図）・39（第13図）・42（第14図）などの方形住居跡も存

在している。典型としてSA55（第15図）の方形住居跡は二本の主柱穴をもつ。

これらⅢ、期の住居跡の後，しばらくの空白がある。Ⅳ期の住居跡として確定できるものはSA41（第14図）がある

のみである。
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その後，V期にはいると間仕切り住居が登場する。SA6（第4図）・SA50（第15図）が基本プランを円形とし，

SA22（第10図）・SA30（第11図）が基本プランを方形とする。また，SA54（第16図）はやや不整形の方形であ

る。これら間仕切り住居の以外にSA2（第3図）・SA9（第5図）・SA56（第4図）などの方形住居が存在す

る。このことは，熊野原遺跡・堂地東遺跡などとの比較の上で留意すべき問題である。

こうした住居跡のはかに本遺跡で注目されるものは，ことに遺跡の東北の区域に集中してみられる貯蔵穴である。

円形に限りなく近い隅丸のプランと床面中央に柱穴をもつSC12（第17図）などはその最も特徴的なものである。ま

た，貯蔵穴が住居内に設けられたと見られるSAlO（第6図）・SA20（第9図）などの例もあり，これまでの他の

学園都市遺跡群のなかでは検出されることのなかった貯蔵穴の存在は貴重である。

弥生土器の分類

本遺跡において弥生土器を扱うさい前期・中期・後期の呼称をとらない。佐原某氏の一連の提案を受け，エーV期

の時期区分を採用する。また，いわゆる庄内式併行の時期をⅥ期として，賓と壷形土器の分類のみ記述する。

嚢A類

210の璽形土器を代表とする。口縁部およびその直下，さらに胴部に突帯をめぐらす。口縁部の突帯は風化が著し

くはっきりしないが，胴部突帯には刻みが見られる。この一点だけで他に資料はないが，弥生の婆形土器の中ではⅡ

期前半からの古い様相を残すものとみておきたい。

嚢B類

口縁部にほぼ水平の張り出しの強い突帯をめぐらし，逆L字形の口縁を成すもので，SA39の婆形土器を中心にそ

のバラエティをみることができる。口縁部突帯の先端はやや窪むか沈線様を呈することもある。275，278などは，胴

部最大径にかけて突帯を張り付けるタイプであるが，3条突帯がもっとも多く，大型のもので4条，通常のものでも

1・2条は少ない。底部はおおむねいわゆる「充実した脚台」と呼ばれる高い柱状脚台をもつ。

基本的に上記の類と同じであるが，口縁部突帯の低く胴部突帯の見られない277，279や胴部に沈線をめぐらすも

ので141，280などがある。また，口縁突帯上面に数条単位の洗練をもつ279，373，あるいは突帯をもつ473などもあ

る。

これらのなかでは279が底部から胴部下位にかけ洗練をめぐらし，特異な形状を示ている。

一方，SAlの1，3，4などは口縁突帯の充実度がなく，薄く，上記の土器群の中ではやや趣の異なる印象を受

ける。

嚢C類

大型のもので口縁部および胴部上位の突帯が大きくタガ状にめぐる209，214などをあげる。口縁突帯の先端は上向

きである。そのなかで，403のような「く」字形に近くなるものを新しい様相とみておきたい。

寮D類

口縁が「く」字形よりL字形に近く屈折する211，282，354，355などをあげる。このての底部は明らかでない。時

期的には幅がありそうである。

嚢E類

口縁が「く」字形に外反するもので，Ⅳ期以降さらには古式土師器までの普遍的な形状を示す162，215，440，442

などである。底部は平底にならずやや上げ底を呈するものをこの類とする。胴部最大径は口縁径とほぼ等しいかやや

小さい。

嚢F類

明瞭な頭部を形成せずに小さく上方に延びる口縁をもつ12の婆形土器をあげる。
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壷A類

鋤先状の口縁をもつ突帯文の壷形土器208である。点数はすくない。口縁上面に2個単位の円形浮文を付ける。肩

部および胴最大径部に3条の突帯をめぐらす。婆A類と共に古い様相をとどめるものとして認めておきたいが，同時

に口縁の内面に向けた張り出しの消滅などに新しい傾向がみられる。

壷B類

聾B類とセットを成すもので，口縁部突帯の構成は共通の意識でなりたっている。286，360は肩部に3条の突帯を

めぐらす。252，372は口縁内側にも突帯をめぐらし，さらに胴最大径部よりやや上部に3条の突帯が加わる。370は

口縁部以外には突帯をもたず，頸部のなだらかな曲線を描くものである。

底部は分厚い平底である。器面調整は，基本はパケメで，その後へラ磨きを加えるものもみられる。

壷C類

突帯文壷のなかで口唇部に沈線がめぐり刻みをもつ276の壷をあげる。口縁内側にも突帯をもち，胴最大径部のや

や上部にある2条の突帯の上下には櫛描波状文を施文する。

また，肩部と胴部の突帯間を結ぶように斜位の5条単位の洗練文も施文されている。

壷D類

突帯文壷のうち口縁部がストレートに大きく開く類である。

壷E類

433の壷で口縁部が肥厚し頸部から胴上部にかけて櫛措の直線文と波状文が交互に施されている。

瀬戸内地方からの搬入品とみられる。

壷F類

いわゆる複合口縁壷の類で，123，124，190，404，445，447，448などをあげる。124，448には櫛描波状文，447

は波状文が途中から刺突文風に変わる。底部は基本的に平底であるが，448のように丸底化がみられるものもある。こ

の類は，ことにⅥ期までを含む「微妙な」土器群である。

壷G類

袋状の複合口縁をもつ222をあげる。口縁端部は内傾している。

壷H類

胴最大径部に2条の突帯をもち，その間に櫛措波状文を施す薄手の20の土器である。

壷l類

167の頭部から肩部にかけて沈線文間に綾杉の洗練を施文する壷である。

壷J類

21，239のように短く外反する口縁をもつ壷である。この類には頸部に小さな穿孔が施されるものもある。

壷K類

いわゆる一般的な217，301，446などのようなやや長めの直線的に開く口縁をもつ壷を一括したい。紳かくは17，451

などのような小型で球体の胴部をもつ類と446などのような長胴の大型のものなどと分類されるであろう。

壷L類

頸部が明瞭にくびれず口縁にいたる255をあげる。

3．古墳時代の遺構と遺物

小型丸底壷およびその系統を受ける土器から6世紀代の須恵器までを摘出し，古墳時代とすることができる。ここ
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では円形のプランはみられずすべて方形住居跡である。SA5（第4図）・SA15（第7図）などのように約4m X

4mの小型の住居跡とSA4（第4図）・SA16（第8図）などのように約7m X6mの大型の住居跡とがある。

土師器の分類

弥生時代終末から古墳時代にかけてしばらくの空白が生じる。小型丸底壷ないしはその系列を受けた小型壷および

高士不ではいわゆるエンタシス状の脚部をもつにいたる時期から再び集落の形成が見られる。

婆形土器は，頸部の直線化（313，314，427），あるいは屈折するもの（315，316）でも口縁部が長くなり，はっき

りとした弥生土器との違いを示している。また，底部では狭少化（313など）から丸底化（7年，75），そして再び平底

（66）の再生と変遷する。

壷形土器では，平底ないしは丸底化した底部に球体の胴部をもち，小さな頭部と口縁をもつもの（319，321）が主

体となる。

高士不形土器では，士不底部と口縁との屈折が明瞭になり，口縁部が大きく外反するもの（428），深く立ち上がるやや

小型のもの（326，329），いわゆる「エンタシス」状の脚部をもつもの（273，428），湾曲した土不部（263）をもっも

のとがある。

土不形土器では，須恵器の影響を受けた蓋杯（229，230など）が目立ち，椀のバラエティ（SA4の各種）を産みだ

す。

4．中世の遺構と遺物

検出された主な掘立柱建物跡は51棟を数える。分布の場所は，東北の区域，北側中央の区域，そして西南の区域に

集中する。また，これらの遺構は東に所在する今江城（仮称）との関連も考えられるものである。

建物の形態は，桁行3間×梁行1間（21棟），3間×2間（11棟），2間×1間（6棟）が比較的平均的な規模を

持つ構造の建物とする事ができる。そのほか桁行4間もので，梁行1－3間のバラエティが存在する建物が見られる

が数は少ない。特殊な建物として注目されるものは，柱間寸法は2mと平均寸法ながら8間（15．5m）×1間（3．9

m）の長大な建物，3間×2間の総柱建物，6間×4間の寄せ棟造り建物，6間×1間に南北の二面庇の切り妻造り

建物などである。

また，庇付きの建物は西南区に限られる点が注目される。

柱間寸法については，標準的な寸法は2mで，SBl・4・6・9－11・19・25など半数が採用している。逆に特

殊例と考えられるのは，SB18・31の二棟に採用された柱間1．3mであろう。また，柱間2mに対しばらつきがみら

れるのが特徴といえるが，1．5mの柱間寸法が10数棟に採用されている。

出土した土器は，土師器の系統を受ける素焼きの杯と小皿がある。底部切り離しの技法はヘラ切りと糸切りの両者

がみられる。その他，玉縁をもつ白磁椀，常滑の大婆，須恵質の片口鉢などがある。

さらに，近世墓がただ2基だけ検出され，そのうちの1基からは盃と銅銭さらに棺材とみられる木片と鋼片が遣存

度の悪い人骨とともに出土している。

第4節　まとめ　一弥生土器の『期編年を中心に一

前原北遺跡は，地形的な制約の上から見ても，完結した各々の時期の人間の生活単位，つまりは単位的な集落を割

りだすことの出来る貴重な遺跡となった。ただ，発掘調査においても本報告の整理調査にしても，諸般の事情から不

十分な心残りの多いものとなった。その責はいずれ補わ射ナればならないとして，現時点でのまとめをしておきたい。
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旧石器時代に関する追及は不十分なものとなったが，縄文時代早期の遺構・遺物を検出することができた。集石遺

構がおおむね台地の縁辺にそって分布するのは，この時期の必然的なそして普遍的な人間の動きを想定させる。それ

に対して，遺物の分布は集石遺構の分布の内側にみられ，明確な住居跡の検出はなかったが居住の範囲をうかがうこ

とが出来る。なお，集石遺構の同時存在を確定するため熱ルミネッセンス法による年代測定を計画しているが，ここ
（1）

に間に合わすことができなかった。
（2）

縄文土器の中心は貝殻文系土器であった。いわゆる吉田・前平式土器については現在概念の混乱が見られるが，そ

の混乱を収拾しうる資料に欠けるため，ここでは一括した取り扱いをした。

石器では石鉄の出土のほか，チャートを中心とした剥片の散布がみられているが，十分な検討が行えないためここ

では保留しておきたい。
（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

縄文時代晩期後半の刻目突帯文土器は，夜目I式に併行させうるものである。学園都市の遺跡群の中では平畑遺跡

での出土例があるが，いずれも該当する生活遺構を確定することができない。

こうした縄文時代の終わりから弥生時代の開始期は学園都市の台地上では不明であるが，台地下の沖積平野の微高地

において検出される可能性は大きいであろう。

前原北遺跡に刻まれた弥生の生活が，学園都市遺跡群の中での弥生時代の始まりである。そして，出土した土器群

は宮崎県内においてこれまで不明であったⅢ期の時期を埋める好資料となった。全体的な弥生土器の編年は，大筋で
（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

石川悦雄氏の編年を参考に，後期以降土師器にいたるものについては長津宗重氏が細分を試みた編年をも参考に記述

を進めたい。

Ⅲ期に編年した前原北I式には，Ⅱ期の影響下にあるものもみられ，二期に細分される可能性があるが，ここでは

敢えての分離は試みず可能性の指摘にとどめておく。璽B類とした3・4の聾の口縁部の突帯はまだ小さく，Ib期

の鐙式に近いものであろう。また，208・209・210は一括として扱い，特徴的にみられる古い様相から分離されると

考えたが，また逆には新しい要素もみとめられる点もあり，他に類例がなく「類」として成立しうるかの確定が本遺

跡では出来ない以上Ⅲ期の大枠として捉えておきたい。したがって，Ⅲ期の後半に下がることもある。壷A類とした

208・聾A類とした210の壷・聾における古い様相は，壷では胴部から頸部にかけての屈折したプロポーションと鋤

先状の口縁に認め，聾では口縁直下と胴部の下にさがった突帯などに認められよう。

これまでの空白を埋めるⅢ期の特徴は，やや大型化した口縁部の突帯にあり，壷・婆ともB類として分類したが，

共通の意識で作成される。SA39出土の資料が鉢形土器を含む一括の良好な資料である。275は大型の聾であるが，278

の小型の聾と比べると，底部が低く，これは大型であることからする結果であろうか。基本的な聾の底部はいわゆる

「充実した脚台」と呼ばれる柱状脚台である。口縁部突帯はI期のものに比べると格段に大型化するが，SA39に見

るように，口縁突帯の断面形状には微妙な差異も存在する。277はことに突帯の突出が低く扁平な印象を与え，281

は口縁内面が丸く全体に丸い印象を持つ。280の口縁突帯は先端の窪みが沈線化している。これらに時期差を認める

かは今後の該当期の資料の増加に待つしかないであろう。器面調整はパケメが主体で一部にヘラ磨きを併用するもの

もある。

一方B類とした壷形土器では，口縁部形状に二種の傾向が見られる。一つは286・360などを代表とするもので，い

ま一つは252・372などを代表とするものである。前者の口縁突帯はほぼ水平に延び，先細りとなる。後者の口縁は先

端が下向きとなり，先端まで厚みもほぼ変わらない。後者には内面にも突帯が張り付けられる。また，前者は肩部に

3条の突帯を持つのみで，後者が胴最大径部のやや上部にも3条の突帯を張り付けるのは，規格的な違いと認定でき

る可能性がある。器面調整は聾とほぼ同じであるが，ヘラ磨きの度合いが多くなる。

この時期，壷では他に特徴的な幾つかの種類を確認できる。壷I類とした167，壷C類とした276，壷E類とした433
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である。167の頸部の綾杉状の文様帯は工期からみられるものであるが，ここでは沈線間に交互に斜めの沈線を施し

ており，その系譜を検討する必要がある。276は特徴的な口縁を形成するが，本遺跡では数は多くない。胴部突帯の上

下に克られる櫛措波状文と斜めの沈線文が注目される。433は肥厚化した口縁に櫛描の直線文と波状文を施す。瀬戸

内地方からの搬入品であろう。

この時期の高士不としては，坤部と脚部の境に突帯をもつ169をあげておく。

こうしたⅢ期の後，集落の形成には空白が生じる。

前原北I式としたものは，Ⅳb期に相当するものである。411の聾が代表で，「く」字形の口縁のやや下方に三角突

帯を一条もつ。高坪として，坪底部から口縁にかけて湾曲する296をあげておく。Ⅱ式をa・bに分けたが，鉢形土

器の形式的な変遷を考慮した結果であり，222の複合口縁壷などはⅢ式に近いものであろう。

前原北Ⅲ式を，Va　期を構成するものとしたい。特徴的には壷F類とした複合口縁壷の細分を基準にⅤ期をa・b

に分離した。前原北Ⅲ式の一括資料はSC38にみられる。複合口縁壷には大型の445と小型の447・448がある。複合

部はやや長めに内傾し，底部は平底である。448は球体の胴部をもち，丸底で新しい様相を感じさせるが，厳密にはま

だ微かに平底を残している。複合口縁壷以外では，壷K類とした一般的な壷があるが，これにも大型の446・449と小

型の451がある。大型のものは明瞭な平底をなす。これら壷形土器の器面調整は，基本的にパケメで一部のものにヘ

ラ磨きの併用が見られる。

Vb期の前原北Ⅳ式は，124・190の壷を特徴とする。複合部がやや直立ぎみに立ち上がるか，あるいは複合部が小

さくなる傾向を認める。

Ⅲ式とⅣ式の高士利ま，坪底部と口縁部の屈折から口縁部の外反化として捉えることができる。

これら前原北I式からⅣ式にかけて，ほかに変遷の追えるものとして明瞭に屈折した口縁をもつ浅鉢形土器を上げ

ることができる。I式では405があり，やや器高は高く，口縁部の延びも小さい。Ⅲ式では219・220があり，やや口

縁部の延びが大きくなる。Ⅳ式ではSC38の一括資料の452～454があり，口縁の延びと共に大きく外反するようにな

る。底部は小さな平底か丸底である。

これに対し，聾形土器はⅢ式とⅣ式，さらには次のⅤ式までの間に大きな違いは認められない。おおむね器面の調

整に明瞭なパケメを多用している。また，底部はつまみ調整のやや上げ底を成すものが基本である。その中で，器高

のやや低い443・122・464と系譜する聾が存在する。

前原北Ⅴ式は469の内湾ぎみの口縁をもつ壷形土器を特徴とする。Ⅵ期とするが，古式土師器との認定が成り立つ

かもしれない。

古墳時代に入る土師器は，実年代としては4世紀後半から5世紀前半，5世紀後半から6世紀前半の二期を与える

ことができるものである。前原北Ⅵa式は，224・305などの小型丸底壷，および326・327などの坪底部と口縁部が稜

をなし深い坤部の高坪と273・428などのエンタシス状の脚部をもつ高坪を基準とする。一括資料としてはSA49があ
（7）

げられる。これには一部古い要素と新しい要素が窺える資料が含まれるが，学園都市遺跡群の中では熊野原C遺跡や
（8）

陣ノ内遺跡などの時期に幾分後出する時期を考え，高坪のうち坪部が外反する159～161をⅥb式として分離した。

聾形土器には，破片としてしか刻目突帯をもつ聾はみられず，頭部のくびれが間延びし，また屈折するものでも口

縁が長く延びた聾が主体となるのが前原北の大きな特徴である。底部はおおむね平底で小さくなる傾向を認め，全体

的に弥生土器からの隔絶を示す。

前原北Ⅶ式は，須恵器の蓋坪を模した土師器の登場で区画される。須恵器の工～‡期に近い土師器蓋坪をⅦa式と

し，蓋坪の他椀形へのバラエティの生じるものをⅦb式として分離した。

聾形土器は，Ⅶa式では丸底が定着しているが，Ⅶb式では安定した平底が再び登場する。その後平底も一般化し

－100－



⊂〕

ダ
／’

弥Ⅲ～Ⅳ期

弥Ⅴ－Ⅵ期

古墳時代

Fig．4　前原北遺跡集落の変遷
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てゆく。Ⅶb期の年代を決定する資料はSA15の須恵器土不身に求めることが出来る。内副手残された同心円叩き，立
（9）

ち上がりの端部の内傾する段などからすれば陶邑編年でのI型式1段階に当たり，下るとしても6世紀前半に留まる

資料である。

以上の土器編年をもとに，竪穴住居跡から構成される集落の変遷を素描してみたい。

Ⅲ期に開始される生活は，SA13・14の位置関係からいえば，二棟が同時に存在していた可能性は薄く，二世代に

わたることが考えられる。そのような目からみれば，多量の工式土器を出土した住居跡としてはSA39・53の二棟が

あり，SA53はむしろ大型の土坑とすべきかもしれないが，SA39は4×3mの小規模な住居跡である。こうした小

規模な住居は他にSA48・55など全体で7棟ある。従って，一時期における集落は円形大型住居1棟と小規模な方形

住居3棟ほどで構成されたとみることができる。この時期にみられる土坑は，不整方形ないし楕円形のものであるが，

性格の認定はしがたい。

Ⅳ期の住居としてはSA41をあげるに過ぎないが，確実な時期決定の資料を欠く住居の中に何棟かが存在すると想

定しても，集落の衰退は歴然としている。この該当期に堂地東遺跡にまとまった集落が形成されている。これを前原

北集団の移動と見るか否かが問題となるが，土器群の主体を担う系統に大きな変化を指摘することができる。土器群

の変化を宮崎平野部の沓遍的な変化と見得るか否かが問題の鍵となろう。

Ⅴ～Ⅵ期は間仕切り住居の時期である。しかし，堂地東遺跡，熊野原遺跡が間仕切り住居中心であるのに対して，

同時に方形住居が相半ばして存在する違いは注目される。このことも，前に述べた集団の系統の問題と絡んでこよう。

住居は台地の東北部と西南部に分かれる傾向がみられる。円形プランを基本とする間仕切り住居はSA6・50の2棟，

方形プランを基本とする間仕切り住居がSA22・30の2棟，不整方形がSA54の1棟である。こうして見てゆくと，

Ⅲ期の集落とさほどの規模の変化はなく，おのおの1棟の円形間仕切りと方形間仕切り，それに通有の方形住居が数

棟組合う集落が想定されるであろう。

古墳時代に入ると間仕切り住居は姿を消し，規格的な二種類の住居で集落が成り立つようになる。一つは4×4m，

いま一つは7×6mの規模である。

ここでもまた集落の規模に大きな変化はない。
l

むしろ集落が拠点的な様相を持つのは，鎌倉から室町にかけての据立柱建物の時期になる。それは，単に生活の拠

点としてではなく，今江城（仮称）との関係も含め，政治的・軍事的拠点としての時代の要請に対応しての事であっ

た。溝の時期を決定する資料に欠けたが，東北部を区画する溝は，南辺に陸橋部を持つもので，その内側に配置され

るSB1－14のうちの数棟の掘立柱建物と関連した可能性があり，中世の居館の在り方をしめす一つとみることがで

きよう。
1
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表1集石遺構一覧表

項 目 大　 き　さ 掘り込み 集石 の 焼 石の 円 ・角礫 配石の 焼土の 炭化物 タ　ー　ル 遺物混入
備　　 考

番 号 径、深さ の 有 無 ．疎　 密 大 き　さ の 違　い 有　 無 有　 無 の有無 の有無 の有無

1 70×60，　　 0 な　 し 疎 10 ～ 18 角　 多 な　 し な　 し な　 し な　し な　 し

2 95×80，　　 0 薄　 い やや密 5　～ 14 円　 多 な　 し な　 し 少　量 有　 り な　 し

3 130×100，　 0 な　 し やや密 5　～ 16 角　 多 な　 し な　 し な　 し な　し な　 し 円磯が砕片化している

4 210×200，　 34 有　 り 密 5　～ 16 小角 多 有　 り な　 し な　 し な　し な　 し 石は著しく赤化

5 70×50，　 15 有　 り 密 10 ～ 18 円 有　 り な　 し な　 し 少　量 な　 し

6 120×100，　 20 有　 り やや密 5　～ 15 円 有　 り な　 し 有　 り 有　 り な　 し

7 100×90，　　 0 な　 し 疎 10 ～ 16 角　 多 な　 し な　 し 少　量 少　量 な　 し

8 100×90，　 10 薄　 い 密 4　～ 10 円　 多 な　 し な　 し な　 し 少　量 な　 し

9 120×90，　　 0 な　 し やや密 5　～ 19 角　 多 な　 し な　 し な　し 少　量 な　 し

10 70×70，　 10 有　 り 密 8　～ 10 角 な　 し な　 し な　し な　 し 有　 り

11 85×60，　 12 有　 り 疎 5　～ 12 円 ・角 な　 し な　 し 有　 り 有　 り な　 し

12 130×90，　 10 薄　 い 密 4　～ 12 円 ・角 な　 し な　 し な　し 少　量 な　 し

13 120×115，　 55 有　 り やや密 6　～ 21 角　 多 有　 り な　 し な　し 有　 り 有　 り 条痕文

14 125×110 － 密 6　～ 12 小 円多 有　 り な　 し な　し 少　量 な　 し

15 50×50，　　 35 有　 り 疎 4　～ 16 角　 多 な　 し な　 し な　し 有　 り 有　 り 条痕文

16 85×75，　　 0 有　 り 密 8　～ 19 円 な　 し な　 し な　し な　 し な　 し

17 ：m O X 85，　 17 有　 り 疎 5　～ 12 小　 円 な　 し な　 し 有　 り 有　 り な　 し

18 210×130，　 28 有　 り やや密 4　～ 23 大　 円 有　 り な　 し 有　 り 少　量 な　 し

19 210×120，　 25 有　 り やや密 3　～ 10 角　 多 有　 り な　 し な　し 少　量 な　 し

20 175×170，　 0 な　 し 密 3　～ 16 角　 多 有　 り な　 し な　し 少　量 な　 し

21 70×40，　　 0 な　 し 密 5　～ 21 円 な　 し な　 し な　し 少　量 な　 し

22 180×160，　 30 有　 り 密 3　～ 18 円 有　 り な　 し 有　 り 少　量 な　 し

23 90×90，　 10 有　 り 密 5　～ 15 角　 多 な　 し な　 し な　し 有　 り な　 し

24 90×75，　　 0 な　 し 疎 5　～ 13 角　 多 な　 し な　 し 有　 り 少　量 有　 り 凹み石

25 90×90，　　 0 な　 し 疎 5　～ 14 角 な　 し な　 し な　し 少　量 な　 し

26 105×100，　 25 有　 り 密 6　～ 14 角 な　 し な　 し 有　 り な　 し な　 し

27 95×80，　 13 有　 り 密 8　～ 17 円 有　 り な　 し な　し 有　 り な　 し

28 90×90，　 18 有　 りl 密 8　～ 17 一　円 有　 り な　 し な　し 有　 り な　 し

29 86×70，　　 0 な　 し 密 12～ 20 円 な　 し な　 し 有　 り 少　量 な　 し

30 100×100，　 23 有　 り やや密 8　～ 17 角　 多 有　 り な　 し 有　 り な　し な　 し

31 65×50 －
密 6　～ 16 角　 多 有　 り な　 し な　 し な　し な　 し
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表2　竪穴住居跡一覧表

住 居

番 号
平 面 形

柱　 数

（主柱）

規　　　　 模
住　 居　 内　 施　 設 出　　 土　　 遺　　 物 備　　　　 考

長軸×短 軸 （m ） 床面積（d ）

S A l － － － － 婆 ・石皿

ク　2 隅丸方形 （4 ） 6．7×6．3 34 婆 ・壷 ・鉢 ・高土不 ・磨石 ・叩石

〃　3 方　　 形 （4 ） 7．7×7．4 57 北 ・西辺の一部や や高
くなる

聾 ・小型丸底壷 ・鉢 ・磨 石

ク　4 ク 7．1×5．7 35 聾 ・土不身 ・土不蓋 ・鉢 S A 56 と切 り合 い

ク　5 ク （2 ） 4．4×4 ．0 17 聾 ・土不身 ・高土不 S A 6 と切 り合 い

ク　6 円　　 形 径6．8 34 4 方間仕切 り住居 聾 ・壷

ヽ

S A 5 と切 り合 い

ク　7 ？ （2 ） 5．7×－ － 中央 2 本主柱 婆 ・壷 ・高土不・ミニチ ュア・叩石 焼 土面

ク　8 方　　 形 （2 ） 6．2×5 ．8 35 脚台付小形 丸底壷 ・高土不 S A 13 と切 り合 い

ク　 9 ク （2 ） 4 ．9×4 ．7 23 屋 内貯蔵 穴 聾 ・鉢 ・ミニチ ュア ・壷 焼 土面

ク 10 ク （2 ） 4 ．3×3 ．8 16 屋 内貯蔵穴 聾 ・壷 ・鉢 ・軽石製品 ・凹石 S A 57 と切 り合 い

ク 11 ．ケ （2 ） 4 ．4 ×－ － －

ク 12 不整 方形 （4 ） 6 ．6×－ － 聾 ・壷 ・ミニチ ュア S A 14 と切 り合 い

ク 13 円　　 形 （12～） （径7 ．8） 48 中央 2 本主柱 聾 ・壷 S A 8 と切 り合 い

ク 14 ク （17） 径8 ．6 58 一ケ 聾 ・凹石 炭化 材， S A 12 と切 り合 い

ク 15 方　　 形 （2 ） 3 ．3×3 ．6 13 周壁溝 聾 ・須恵器土不身

ク 16 ク （8 ） 7 ．0×6．4 44 中央 2 本主柱 聾 ・壷 ・高士不・小型丸底壷 ・鉢

ク 17 隅丸方形 （4 ） 6 ．0×－ －
中央凹穴
4 周 が 2 段 に高 くな る

聾 ・壷 ・高土不・鉢 ・脚台付鉢 ・
石庖 丁

ク 18 方　　 形 （4 ） 4 ．6×4．6 20 聾 ・壷 ・高士不・土不身 ・土不蓋

ク 19 ク （2 ） 4 ．2×4．0 17 周壁溝 2 辺 に残 る 壷 ・高土不 ・須恵器聾 ・石鉄

ク　20 ク － 5 ．7×5．5 30 屋 内貯 蔵穴 聾 ・壷 ・鉄製鋤鍬 先

ク　21 ク － （5 ．8×－） － 聾 ・壷 ・凹叩石 2 棟以上 の切 り合 いか

4　22 ク （2 ） 5 ．6×4 ．1 22 4 方間仕切 り住居
中央凹穴 聾 ・壷 ・凹石 ・砥石 ・石鉄 3 土肱 と切 り合 い

ク　23 〃 （2 ） 3．1×－ － 聾 ・土不身 ・土不蓋

ク　24 ク （4 ） 3．7×－ － －

ク　25 ク （2 ） 3．8×－ － 肇 ・壷 ・浅鉢 焼土面

ク　26 ク （2 ） 5．4×4 ．6 24 聾 ・小型丸底壷 ・高土不 S A 60 と切 り合 い

ク　27 ク （2 ） 3．6×3 ．4 12 軽 石製 品 ・凹叩石

ク　28 ク （4 ） 4．5×4 ．3 19 聾 ・土不身 ・土不蓋

ク　29 ク （2 ） 5．7×－ － 聾 ・壷 ・土不身 ・土不蓋

ク　30 ク 1 － 5．9×5 ．7 33 2 方間仕 切 り住 居 聾 ・壷 S A 52 と切 り合 い
3 棟以上が重複の可能性

ク　31 方　　 形 － ー×－ － －

ク　32 ク （2 ） 5．7 ×－ － 中央 凹穴 聾 ・壷 ・高土不

ク　33 （円形） － ー×－ － 聾 ・・壷 ・浅 鉢

ク　34 （ ク ） － ー×－ － ＝量ご宝E

ク　35 方　　 形 （2 ） 3 ．7×3 ．4 12 聾 ・高士不

〃　36 不整 方形 （2 ） 5．2×4 ．8 （24） 周 壁溝 聾 ・小 型丸底 壷 焼 土面、炭化材

ク　37 ク － 3 ．7×3 ．2 11 聾 焼 土面

ク　38 方　 、形 － 7 ．2×6 ．1 43 聾 ・壷 ・高士不

ク　39 ク （2 ） 3 ．9×3 ．0 11 聾 ・壷 ・浅鉢 ・器台

ク　40 〃 （4 ） 4 ．9×4 ．3 21 周壁溝 聾 ・鉢 ・高土不・器台

ク　41 ク （2 ） 4 ．7×4．0 18 ク 聾 ・壷 ・高土不 焼土 面

ク　42 ク （2 ） 5 ．7×5．0 28 中央 2 本主柱 聾

ク　43 梯　　 形 － 3 ．0×2．9 8 聾

ク　44 方　　 形 － 3 ．7×3．5 12 壷 ・鉢

ク　45 ク － 3 ．0×2．8 8 壷 ・小型丸底壷

ク　46 ク 2 ～ 4 ．6×3．7 17 璽 焼土面
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住 居

番 号
平 面 形

柱　 数

（主柱）

規　　　　 模

住　 居　 内　 施　 設 出　　 土　　 遺　　 物 備　　　　 考
長軸×短 軸 （m ） 床面積（cd）

S A 47 方　　 形 － －×－ － 壷 ・高士不

ク　48 ク － 4 ．1×3 ．3 13 婆

ク　49 〃 （2 ） 5．4×4 ．8 25 周壁溝 聾 ・壷 ・脚台付鉢 ・高土不・ミニ
チ ュア壷 ・凹石

焼土面
S A 58 ・59と切 り合 い

ク　50 円　　 形 5 － 径8 ．0 46 5 方間仕切 り住居
中央 に凹穴

聾 ・壷 ・鉢 ・高士不 焼土面

ク　51 方　　 形 （2 ） 3 ．8×3 ．6 13 聾

ク　52 ク － 4 ．6×－ － 聾 S A 30 と切 り合 い

ク　53 ク － 3 ．7×2 ．3 8 聾 ・壷

ク　54 不整方形 － 7 ．3×－ － 4 方間仕切 り住居 聾

ク　55 方　　 形 （2 ） 4 ．7×3．5 16 中央凹穴 聾 ・壷

ク　56 ク 6．3×6．1 38 聾 ・壷 ・叩石 S A 4 と切 り合 い

ク　57 ク （4 ） 5 ．6×4．9 27 高土不 S A lO と切 り合 い

ク　58 ク － 7 ．5×5．6 4 0 聾 S A 49 ・59 と切 り合 い

ク　59 ク － 7 ．6×6．4 4 8 － S A 49 ・58 と切 り合 い

ク　60 ク （4 ） 5 ．6×5．5 30 璽 S A 26 と切 り合 い

表3　土坑一覧表

土 坑

番 号
プ　 ラ　 ン

規　　　 模

内　 部　 施　 設 出　　 土　　 遺　　 物 備　　　　　 考
長 軸 × 短 軸 × 深 さ （m ）

S C l 不 整 方 形 2 ．38 × 2 ．1 7 ×0 ．0 9 聾 ・ミニ チ ュ ア 壷

ク　 2 円　　　 形 1 ．20 × 1 ．17 ×0 ．6 8 壷 ・高士不 貯 蔵 穴

ク　 3 ク 1 ．28 × 1 ．08 ×0 ．3 0 ク

ク　 4 ク 1 ．09 × 1 ．00 ×0 ．3 8 ク

ク　 5 ク 1 ．38 × 1 ．1 5× 0 ．1 4 刻 目突 帯 文 ク ， 突 帯 文 は流 れ 込 み か

ク　 6 方　　　 形 1 ．05 × 0 ．92 × 0 ．0 9

ク　 7 楕　 円　 形 3 ．06 × 2 ．28 × 0 ．1 4

ク　 8 円　　　 形 0 ．75 × 0 ．69 × 0 ．4 0 石庖 丁

ク　 9 ク 1 ．65 × 1 ．53 × 0 ．1 1

ク 1 0 ク 1 ．0 4 × 1 ．00 × 0 ．3 9 ＝量ご∃互

ク 1 1 ク 1 ．21 × 1 ．20 × 0 ．4 3 聾 ・鉢 ・小 型 鉢 ・器 台

ク 1 2 隅 丸 方 形 1 ．59 × 1 ．45 × 1 ．1 5 中 央 ピ ッ ト， 周 壁溝 聾 ・高 土不

ク 1 3 円　　　 形 2 ．0 8 × 1 ．87 × 0 ．6 2 周 壁 溝 聾 ・器 台

ク 14 長 楕 円 形 2 ．2 3 × 1 ．48 × 0 ．4 7 ＝士子
宝E

ク 15 円　　　 形 1 ．6 2 × 1 ．61 × 0 ．4 3

ク 16 ク 1 ．2 3 × 1 ．18 × 0 ．9 5 中央 ピ ッ ト 聾

ク 17 不 整 円 形 0 ．8 9 ×0 ．40 × 0 ．2 6

ク 18 ク 1 ．5 4 × 1 ．4 1 × 0 ．26

ク 19 ク 1 ．2 0 × 1 ．14 × 0 ．17

ク　 20 楕　 円　 形 2 ．1 7 × 1 ．82 × 0 ．63 聾 ・壷 ・鉢

ク　 21 長　 方　 形 2 ．5 5 × 1 ．31 × 0 ．60 聾 ・壷

ク　 22 不　 整　 形 2 ．0 8 × 1 ．4 6 × 0 ．09 聾 ・壷 ・鉢 ・高 士不

ク　 23 円　　　 形 1 ．3 6 × 1 ．27 × 0 ．54

ク　 24 不　 整　 形 1 ．5 6 ×　 －　 × 0 ．0 5 凹 石

ク　 25 ク 1 ．1 1 ×0 ．98 × 0 ．24

ク　 26 不 整 楕 円形 1 ．8 4 × 1 ．29 × 0 ．30 聾

ク　 27 ク 0 ．9 7 ×0 ．8 5 × 0 ．20

ク　 28 不 整 方 形 1 ．5 1 ×0 ．68 × 0 ．09 聾 ・ミニ チ ュ ア壷
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土 坑

番 号
プ　 ラ　 ン

規　　　 模
内　 部　 施　 設 出　　 土　　 遺　　 物 備　　　　　 考

長軸×短 軸×深 さ（m ）

S C 2 9 円形袋状 ピッ ト 羞 悪 霊 貴 書 ×1・01 璧 貯蔵穴

ク　30 方　　　　　 形 1．50×0．98×0．17 聾 ・壷

ク　31 円　　　　　 形 0 ．94×0．87×0．05

ク　32 円　　　　　 形 1．15×1．05×0．25

ク　33 ク 1 ．49×1．43×0．49 中央 ピッ ト

ク　34 長　 楕　 円　 形 1 ．67×0 ．88×1．06

ク　35 円　　　　　 形 1 ．11×1．09×0 ．97 中央 ピッ ト，周壁溝 聾 ・壷 ・高士不

ク　36 ク 1 ．88×　－　 ×0 ．50 中央 ピッ ト 聾

ク　37 不　 整　 方　 形 2 ．13×1 ．56×0 ．13 聾 ・壷

ク　38 円　　　　　 形 1 ．76×1 ．53×0 ．64 聾 ・壷 ・浅鉢 ・高土不・器台 S A 3 0 と切 り合い

ク　39 ク 1 ．30×1 ．11×0 ．68 中央 ピッ ト 璽 ・壷 ・鉢 ・高土不 ・ミニチ ュア

ク　40 長　 楕　 円　 形 1．99×0 ．86×0 ．28 聾

表4　堀立柱建物一覧表

建 物

番 号

柱　　　　　 間

桁 行 × 梁 行
桁　　 行 （m ） 梁　　 行 （m ）

柱　 間　 付　 法 （m ）

主　 軸　 方　 向 備　　　 考
桁　　 行 梁　　 行

S B l 3 間 × 1 間 6 ．0 3 ．9 2 ．0 3 ．9 N － 8 40－ W

ク　 2 ク 5 ．4 3 ．5 1 ．8 3 ．5 N － 8 80－ W

ク　 3 ク 6 ．0 3 ．5 2 ．0 3 ．5 N － 2 0－ E

ク　 4 ク 6 ．0 3 ．8 2 ．0 3 ．8 N － 1 0－ W

ク　 5 ク 6 ．0 4 ．3 2 ．3 4 ．3 N － 8 50－ W

ク　 6 3 間 × 2 間 6 ．6 4 ．2 2 ．0 2 ．0 N － 86 0－ W

ク　 7 〃 5 ．0 3 ．0 1 ．6 1 ．5 N － 82 0－ W

ク　 8 3 間 × 1 間 6 ．5 3 ．2 1 ．8 1 ．6 N － 80 0－ W

ク　 9 （4 間） × 2 間 （6 ．0） 4 ．1 2 ．0 2 ．0 N － 3 0－ E

ク 10 3 間 × 1 間 6 ．0 4 ．0 2 ．0 4 ．0 N － 85 0－ W

ク 11 3 間 × 2 間 5 ．8 4 ．0 1 ．9 2 ．0 N － 3 0－ E

ク 12 3 間 × 1 間 4 ．9 3 ．0 1 ．5 3 ．0 N － 3 0－ E

ク 13 3 間 × 1 間

ク 14 2 間 × 1 間 3 ．4 3 ．0 1 ．7 3 ．0 N － 2 0－ E

ク 15 ク

ク 16 ク 4 ．2 3 ．6 2 ．1
（去：8 ）

N － 9 0－W

ク 17 ク 3 ．6 3 ．0 1 ．8 1 ．5 N －7 8 0－ E 妻 側 の柱 が や や 外 へ 出 る

ク 18 4 間 × 3 間 5 ．2 3 ．9 1 ．3 1 ．3 N －7 7 0－ E

ク 19 3 間 × 2 間 5 ．8 1 ．9 2 ．2 N －8 5 0－ E 総 柱

ク　 20 2 間 × 2 間

ク　2 1 3 間 × 2 間 4 ．0 2 ．0 N － 8 70 － E

ク　2 2 ク 4 ．8 3 ．6 1 ．6 1 ．8 N － 5 70－ E

ク　2 3 3 間× 1 間 3 ．6 1 ．9 3 ．6 N － 8 10－ E

ク　2 4 4 間× 1 間

ク　2 5 3 間 × 1 間 5 ．7 4 ．0 1 ．9 4 ．0 N － 1 10－ W

ク　2 6 ク 6 ．0 4 ．0 2 ．0 4 ．0 N － 8 40－ E

ク　 2 7 ク 6 ．6 3 ．8 2 ．2 3 ．8 N － 1 20－ W

ク　 2 8 8 間 × 1 間 1 5 ．5 3 ．9 1 ．9 3 ．9 N － 5 0－ W

ク　 2 9 3 間 × 1 間 5 ．4 4 ．2 1 ．18 4 ．2 N － 9 00－ E

ク　 3 0 ク 5 ．1
（1 ．5）
（2 ．0） N － 88 0－ E
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建 物

番 号

柱　　　　　 間

桁 行 × 梁 行
桁　　 行 （m ） 梁　　 行 （m ）

柱　 間　 寸　 法 （m ）

主　 軸　 方　 向 備　　　 考

桁　　 行 梁　　 行

S B 3 1 5 間 × 3 間 6 ．0 4 ．0 1 ．2
侶 ）

N － 83 0－ W

ク　3 2 3 間 × 1 間 4 ．5 3 ．0 1 ．5 3 ．0 N － 3 0－ E

ク　3 3 ク 5 ．7 3 ．8 1 ．9 3 ．8 N － 8 5 0－ E

ク　3 4 一ケ 4 ．5 3 ．5 1 ．5 3 ．5 N － 8 7 0－ W

ク　3 5 6 間 × 4 間 8 ．5 4 ．5 1 ．4 1 ．1 N － 68 0－ E 寄 棟

ク　3 6 3 間 × 1 間 5 ．1 3 ．3 1 ．7 3 ．3 N － 88 0－ W

ク　 3 7 3 間 × 2 間 6 ．3 3 ．4 2 ．1 1 ．7 N － 10 0－ W 東 庇 ，庇 出 0 ．8 柱 間

ク　3 8 ク 6 ．0 4 ．0 2 ．0 2 ．0 N － 63 0－ E

ク　3 9 2 間 × 1 間 3 ．8 3 ．8 1 ．9 3 ．8 N － 80 0－ E

ク　4 0 ク 4 ．0 2 ．8 2 ．0 2 ．8 N － 28 0－ W

ク　4 1 3 間 × 2 間 6 ．9 4 ．0 2 ．3 2 ．0 N － 24 0－ W

ク　4 2 4 間 × 1 間 8 ．0 4 ．0 2 ．0 4 ．0 N － 10 0－ W

ク　4 3 3 間 × 2 間 ’ 6 ．0 3 ．6 2 ．0 ・1 ．8 N － 78 0－ E

ク　4 4 3 間 × 1 間 4 ．5 3 ．8 1 ．5 3 ．8 N － 10 0－ W

ク　4 5 4 間 × 2 間 6 ．8 3 ．4 1 ．7 1 ．7 N － 6 0－ W 総柱

〃　4 6 3 間 × 1 間 6 ．0 3 ．8 2 ．0 3 ．8 N － 7 0－ W 東 西庇 ，庇 出0 ．8

ク　4 7 5 間× 1 間 9 ．0 2 ．8 1 ．4 2 ．8 N － 82 0－ E

ク　4 8 6 間 × 1 間 11 ．0 3 ．4
（去：3）

1 ．7 N － 87 0－ E 南北 庇 ，庇 出 1 ．0

ク　4 9 4 間 × 1 間 6 ．8 4 ．0 1 ．7 4 ．0 N － 8 0－ W 西庇 ，庇 出0 ．8

ク　5 0 3 間 × 1 間 6 ．9 3 ．5 2 ．3 3 ．5 N － 86 0－ E

ク　5 1 3 間× 2 間 6 ．0 3 ．8 2 ．0 1 ．9

表5　石器一覧表

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺　 構　 名 種　　 類

大 き　　　　　　　　 さ
備　　　　 考

長　　 軸 短　　 軸 厚　　 さ

1 S A l 石　　 皿 19 ．9 1 6 ．6 1 0 ．2

2 ク 石　　 皿 23 ．4 （1 5 ．3） 3 ．4

3 ク 石　　 皿 （18 ．3 ） （1 4 ．7） 6 ．0

4 S A 2 磨　　 石 6 ．3 6 ．1 3 ．6

5 ク 叩　　 石 37 ．9 1 4 ．8 1 1 ．1

6 S A 3 磨　　 石 15 ．4 9 ．5 2 ．9

7 S A 56 叩　　 石 19 ．7 1 0 ．8 5 ．6

8 S A 7 叩　　 石 8 ．1 4 ．1 2 ．0

9 S A lO 軽 石 製 品 6 ．7 3 ．8 1 ．1

10 ク 凹　　 石 12 ．8 9 ．8 5 ．1 片 面 凹

1 1 S A 14 凹　　 石 35 ．9 （2 2 ．0） 8 ．7

1 2 S A 19 磨 製 石 鉄 3 ．6 1 ．3 0 ．3

1 3 S A 2 1 17 ．0 1 0 ．6 6 ．5

14 ク 19 ．7 1 3 ．8 7 ．8

1 5 〃 凹　 叩　 石 20 ．4 7 ．1 5 ．1 片 面 凹

1 6 S A 2 2 凹　　 石 9 ．5 （7 ．6） 5 ．6 両 面 凹

1 7 ク 凹　　 石 9 ．0 （4 ．7 ） 5 ．1 ク

1 8 ク 砥　　 石 （5 ．4 ） 3 ．7 0 ．8

1 9
S A 2 2
S C l

凹　　 石 （7 ．6） 7 ．8 4 ．4 両 面 凹

2 0 〃 凹　　 石 8 ．2 5 ．3 3 ．8

2 1 ク 磨　　 石 （10 ．0 ） 5 ．7 4 ．6
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図 面

番 号

遺 物

番 号
遺　 構　 名 種　　 類

大　　　　　　　　 き　　　　　　　　 さ

備　　　　 考

長　　 軸 短　　 軸 厚 ・　 さ

2 2 S A 2 2
S C l

凹　　 石 12 ．7 10 ．1 4 ．5 両 面凹

2 3 ク 凹　　 石 ？・2 8 ．4 4 ．5 ク

2 4 ク 凹　　 石 10 ．9 （ 7 ．1 ） 4 ．4 ク

2 5 〃 叩　　 石 12 ．7 6 ．0 5 ．0

2 6
S A 2 2
S C 2

凹 叩 石 （11 ．7 ） （8 ．1 ） （6 ．7 ）

2 7 ク 打 製 石 鉄 1 ．7 1 ．2 0 ．3

2 8 S A 2 2
S C 3

凹　　 石 12 ．7 8 ．0 3 ．6

2 9 ク 磨 製 石 鉄 4 ．6 2 ．4 0 ．5

3 0 S A 2 6 凹　　 石 1 0 ．6 （ 8 ．2 ） 2 ．8 両面 凹

3 1 S A 2 6 凹　　 石 1 7 ．5 9 ．5 7 ．5 両 面 凹

3 2 S A 2 7 軽 石 製 品 8 ．5 6 ．7 4 ．3

3 3 ク 凹 叩 石 （1 6 ．2） 9 ．7 5 ．8

34
S A 3 0
S C l

軽 石 製 品 1 7 ．2 8 ．7 5 ．2

3 5 ク． 叩　　 石
（9 ．占）

6 ．0 3 ．8

3 6 S A 4 9 凹　　 石 1 0 ．0 7 ．1 3 ．7 両 面 凹

3 7 S C 8 石 庖　 丁 6 ．4 2 ．8 0 ．8

3 8 S C 24 凹　　 石 1 6 ．1 9 ．9 4 ．7

3 9 S A 2 6

4 0 S A 1 7

－
4 1 ク 石 庖 丁 10 ．3 4 ．9 0 ．7

4 2 S A 20 鉄 製鋤 鍬 先 r

4 3 石　　 錘 10 ．5 9 ．9 3 ．2

44 石　　 錘 8 ．7 7 ．5 3 ．0

4 5 凹　　 石 7 ．3 7 ．3 2 ．5

4 6 5 ．3 5 ．2 2 ．0

4 7 石　　 錘 7 ．0 4 ．5 2 ．0

4 8 （ 5 ．0） 5 ．4 1 ．3
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表6．縄文土器観察一覧表

図 面

番 号

遺 物

番 号
器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

56 1 探 鉢 口　 縁
貝殻 腹縁 刺 突 文

ナ デ （風 化 ） 良　 好
橙 黄　　 橙 0 ．2～ 2 ．5nmの 黒 ，こ白 ，透 明 ，

くさび形突 帯 ，口唇部 押庄 きざみ （7．5Y R ％ ） （10Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

〃 2 ク 口　 縁 貝殻 腹縁 刺 突 文
ヨ コ ナ デ 良　 好

橙 明　 黄　 褐 0 ．2～ 1 ．伽 の 黒 ，一白 ，透 明 ，
く さび形突 帯， 口唇部 押庄 きざみ （7．5Y R ％ ） （10Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク 3 ク 口　 縁
貝 殻 腹縁 刺 突 女

ヨ コ ナ デ 良　 好
橙 橙 0 ．2～ 2 ．加 の 黒 ， 白 ，透 明 ，

く さび形突 帯 ，口唇部 押圧 きざみ （7．5Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク 4 ク 口　 縁 貝殻 腹縁 刺 突 文
ヨ コ ナ デ 良　 好

にぷ い 黄 橙 に ぷ い 橙 0 ．2～ 1 ．伽皿の 黒 ， 白， 透 明 ，
くさび形突 帯 ，口唇部 押庄 きざみ （10Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク 5 ク 口　 縁 貝殻 腹縁 刺 突 文 lF
ナ デ （－ 部 風 化 ） 良　 好

橙 橙 0 ．2～ 1 ．5m の 黒 ， 白 ，透 明 ，／
く さび形突 帯， 口唇部 押圧 きざみ （7 ．5Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク 6 〃 口　 縁
貝殻 腹 縁 刺 突 文

ナ デ 良　 好
明　 黄　 褐 橙 0 ．2～ 1 ．5m の 黒 ，茶 ，透 明 ，白 ，

くさび形突 帯 ，口唇部 押庄 きざみ （10Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 むこ

ク 7 ク 口　 縁
貝殻 腹 縁 刺 突 文

ヨ コ ナ デ （一 部 風 化 ） 良　 好
に ぷ い 褐 橙 0 ．2～ 2 ．伽皿の 白．，透 明 ，黒 ，

くさび形突 帯， 口唇部 押庄 きざみ （7 ．5Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を富 む。

ク 8 ケ 口　 縁 貝殻 腹 縁 刺 突 文
ナ デ 良　 好

にぷ い 黄 橙 橙 0 ．2－ 1 ．O nmの 黒 ・，白 ，透 明 ，
くさび形突 帯 ，口唇部 押庄 きざみ （10Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク 9 ク 口　 縁 貝殻 腹 縁 刺 突 文
ナ デ （一 部 風 化 ） 良　 好

褐　　　 灰 橙 0 ．2－ 2 ．伽 mの 黒 ， 白・，透 明 ，
ス ス付 着

くさび形突 帯 ，口唇部 押圧 きざみ （10Y R ガ ） （5 Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

・ケ 10 ク 口　 縁 貝殻 腹 縁 刺 突 文
ナ デ 良　 好

にぷ い 黄 橙 橙 0 ．2～ 2 ．伽 mの 黒 ， 白 ，透 明 ，
貝殻条 痕文 ， 口唇 部押庄 き ざみ （10Y R ％ ） （7．5Y R タ首 金 雲 母 の 粒 を含 む。

ク 11 ク 胴　 部 貝殻 腹 縁 刺 突 文
ナ デ 良　 好 に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 橙 0 ．1～ 1 ．5m の 石 英 ， 白 ，

貝殻条 痕文 （10Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク 12 ク 胴　 部
貝殻 腹 縁 刺 突 文

ナ デ 良　 好 橙 橙 0 ．1～ 1 ．伽 mの 透 明 ，黒 ， 白 の
貝殻 条痕 文 （7．5Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 砂 粒 を含 む 。

ク 13 ク 胴　 部
貝殻 腹 縁 刺 突 文

ナ デ 良　 好 に ぷ い 橙 橙 0 ．2～ 1 ．伽 mの 透 明 ， 白 ，一黒 の
貝殻 条痕 文 （7．5Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 砂 粒 を含 む。

ク 14 ク 胴　 部 貝殻 腹 縁 刺 突 文
風 化 良　 好 にぷ い黄 橙 橙 0 ．2～ 1 ．伽皿の 透 明 ，茶 ，白，黒

貝殻 条痕 文 （10Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） の 砂 粒 を含 む。

ケ 15 〃 胴　 部
貝殻 腹 縁 刺 突 文

ナ デ 良　 好 橙 橙 0 ．1～ 1 ．h mの 黒 ，白，茶 ，透 明 ，
貝殻 条痕 文 （7．5Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ケ 16 〃 胴　 部 貝殻 腹 緑 刺 突 文
風 化 良　 好

L

橙 橙 0 ．1～ 2 ．5m の 白 ，灰 色 ，茶 ，
貝殻 条痕 文 （7．5Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 透 明 な砂 粒 を含 む。

ク 17 ケ 胴　 部 貝殻 腹 緑 刺 突 文
ナ デ 良　 好 橙 橙 0 ．2～2 ．伽皿の 白 ， 黒 ，透 明 な

貝殻 条痕 文 （7．5Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 砂 粒 を含 む 。

ク 18 ク 胴　 部 貝殻 腹縁 刺 突 文
ナ デ 良　 好 に ぷ い 橙 橙 0 ．2～ 1 ．伽 mの 白 ，黒 ，透 明 な

貝殻 条痕 文 （5 Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 砂 粒 を含 む 。

ク 1 9 ク 胴　 部 貝殻 腹縁 刺 突 文
ナ デ 良　 好

橙 橙 0 ．2～ 1 ．5m の 白 ，透 明 ， 黒 ，
貝殻 条痕 文 （5JY R ％ ） （5 Y R ％ ） 茶 の 砂 粒 を含 む。

ク 2 0 ク 胴　 部
貝殻 腹縁 刺 突 文

風 化 良　 好 橙 に ぷ い 橙 0 ．1～ 1 ．伽皿の 白 ，透 明 な
ス 不付 着

貝殻 条痕 文 （7 ．5Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 砂 粒 を含 む 。

ク 2 1 ク 胴　 部 貝殻 腹 縁 刺 突 文
ナ デ 良　 好 橙 にぷ い 黄 橙 0 ．1～ 1 ．伽 mの 白 ，黒 ，茶 ，

貝殻 条痕 文 （7．5Y R ％ ） （10Y R ％ ） 灰 色 の砂 粒 を含 む 。 茶 ，

ク 2 2 ク 底　 部 き ざみ 剥 離 の た め調 整 不 明 良　 好
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

0 ．2～ 4 ．h m の 黒 ， 白， 透 明 ，
茶 ， 黒 く光 る砂 粒 を 含 む 。

〃 2 3 ク 底　 部 きざ み 風 化 良　 好
に ぷ い 橙
（5 Y R ％ ）

に ぷ い 橙
（5 Y R ％ ）

0 ．1～ 1 ．h m の 黒 ， 白 ，透 明 ，
茶 、，黒 く光 る砂 粒 を含 む 。

〃 2 4 ク 底　 部 きざ み ナ デ ・良　 好
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％ ）

橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．2～ 1 ．h m の 黒 ・， 白， 透 明 な
砂 粒 を含 む 。

ク 2 5 ケ 底　 部 きざ み ナ デ 良　 好
に ぷ い 橙
（5 Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

0 ．2～ 1 ．h m の 黒 ， 白 ，透 明 ，

4 ．5m の 砂 粒 を含 む。

ク 2 6 ク 底　 部 貝殻 腹 縁 刺 突 文 剥 離 の た め調 整 示 明 良　 好
灰　　　 褐 橙 0 ．2～ 2 ．加 の 黒 ， 白 ，透 明 な

貝殻 条痕 文 （5 Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 砂 粒 を含 む 。

ク 2 7 ク 底　 部 貝殻 腹 縁 刺 突 文
剥 離 の た め調 整 不 明 良　 好

橙 橙 0．．1～ 3 ．伽皿の 黒 ， 白， 透 明 ，

きざ み （7 ．5Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク 2 8 〃 底　 部 貝殻 腹 縁 刺 突 文 剥 離 の た め調 盤 不 明 良　 好
に ぷ い 橙 橙 0 ．1～ 2 ．伽皿の 黒 ， 白 ，透 明 ，

きざ み （7．5Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ケ 2 9 ク 底　 部 き ざみ 風 化 良　 好
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．2～ 1 ．伽皿の 白， 黒 ，透 明 ，
黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク 30 ク 口　 縁 貝殻 条痕 文 ナ デ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．2～ 2 ．伽Irnの 黒 ， 白 ，透 明 ，

黒 く光 る粒 を含む。5．伽mの粒 も含む。

ク 3 1 ク 口　 縁 貝殻 腹 縁 刺 突 文
ミ ガヰ 良　 好

浅　 黄　 橙 浅　　　 黄 0．1～ 1 ．h m の 透 明 ，黒 ，白

貝殻 条痕 文 （10Y R ％ ） （2．5Y　 ％ ） 黒 く光 る砂 粒 を含 む 。

ク 3 2 ．ケ 口　 縁 貝殻 条痕 文 ナ デ 良　 好
明　 黄　 褐
（10Y R ％ ）

にぷ い 黄 橙
（10Y R ％ ）

0 ．2～ 1 ．h 皿の 白，透 明，黒

黒 く光 る砂 粒 を含 む 。

ク 3 3 ク 口　 縁 貝殻 条痕 文 ナ デ （風 化 ） 良　 好
に ぷ い 著 橙
（10Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．2～ 2 ．伽rnの 白 ，透 明 ，黒

黒 く光 る砂 粒 を含 む。

ク

ク

〃

〃

ク

ク

ク

57

〃

ク

ノケ

34 ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

口　 縁 貝殻 条痕 文 丁 寧 な ナ デ 良　 好
黄　　　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

0 ．1～ 0 ．h m の 透 明 ，黒 ，白

黒 く光 る砂 粒 を含 む。

3 5 口　 縁 貝殻 条痕 文 ナ デ 良　 好 に ぷ い 橙
（7 ．5Y R ％ ）

に ぷ い 橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．1～ 2 ．伽皿の 黒 ，白，透 明 な

砂 粒 を含 む 。

36 底　 部 貝殻 条痕 文 ナ デ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．1～ 1 ．h m の 黒 ，白，透 明 な
砂 粒 を含 む 。

37 口　 縁 貝殻 条痕 文 ナ デ 良　 好 に ぷ い 黄 橙
（10Y R ％ ）

明　 黄　 褐
（10Y R ％ ）

0 ．5～ 2 ．5m の 白 ， 透 明，黒
黒 く光 る砂 粒 を含 む。

38 口　 縁 貝殻 条痕 文 ナ デ （風 化 ） 良　 好
に ぷ い 黄 橙
（10Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

0 ．5～ 2 ．h rnの 白 ，・透 明，黒
黒 く光 る砂 粒 を含 む

39 口　 縁 貝殻 条痕 文 ナ デ （風 化 ） 良　 好
に ぷ い 黄 橙
（10Y R ％ ）

明　 黄　 裾
（10Y R ％ ）

0．5～ 2 ．5m の 白 ，透 明，黒
黒 く光 る砂 粒 を含 む。

40 口　 縁 貝殻 条痕 文 ヨ コ ナ デ 良　 好
に ぷ い 黄 橙
（10Y R ％ ）

灰　 黄　 褐
（10Y R ％ ）

0 ．5～ 2 ．伽m の 白 ，＿透 明 ，黒
黒 く光 る砂 粒 を含 む 。

4 1 口　 縁 貝殻 腹縁 刺 突 文 ナ デ 良　 好
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％ ）

に ぷ い 褐
（7．5Y R ％ ）

箭 競 競 漑 記 ・黒

42 口　 縁 貝殻 腹縁 刺 突 文 ナ デ 良　 好
責　　　 褐
（10Y R ラの

にぷ い 黄梶
（10Y R ％ ）

0 ．2～ 2．0血11の 白 ，透 明 ，黒
黒 く光 る砂 粒 を含 む 。

43 口　 縁 貝 殻 腹 縁 刺 突 文 ・ 風 化 の た め 調整 不 明 良　 好 ．管 駅 ％ ） 辞 減 哲 0．2～ 2．0 m の 黒 l白 ，透 明

黒 く光 る砂 粒 を含 む 。

44 口　 縁 ヨ コナ デ
ナ デ 良　 好 にぷ い 黄橙 に ぷ い 黄橙 0 ．2 ～ 1．5m の 白　 黒 透 明

口唇 部 押 圧 き ざみ （10Y R ％ ） （10Y R ％ ） I　　　　I’黒 く光 る砂 粒 を含 む 。
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図 面

番 号

遺 物

番 号
器 種 器　 部

文　 様　 お　 よ　　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

5 7 4 5 深鉢 胴　 部 貝殻腹縁刺突文 ナデ 良　 好 にぷ い黄橙
（10 Y R ％）

灰黄褐
（10 Y R ％）

0 ．1～2 ．5mm の白，灰 色，黒の
砂 粒を含む。

ク 4 6 ク 胴　 部 貝殻腹縁刺突文 ナデ 良　 好 にぷ い橙
（7 ．5Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

0 ．2 ～2．5m の白，透明，黒
金雲母 の粒 を含む。

ク 4 7 ク 胴　 部 貝殻腹縁刺突文 丁寧 なナデ 良　 好 橙
（5 Y R ％）

にぷい褐
（7．5Y R ％ ）

0 ．1 ～3 ．伽m の白，黒 く光 る
砂 粒を含む

ク 4 8 ク 胴　 部 貝殻押 引き ナデ 良　 好 にぷ い褐
（7 ．5Y R ％ ）

灰黄褐
（10 Y R ％）

0 ．2 ～3 ．0m の白，黒，金雲母の
粒を含む。

ク 4 9 ク 底　 部 貝殻腹縁刺突文 ナデ （風化） 良　 好 黄橙
（7 ．5Y R ％ ）

にぷい橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．2 ～1．伽皿の黒，白，透明
黒 く光 る砂 粒 を含む。

ク 5 0 ク 胴　 部 貝殻条痕文 ナデ （風化） 良　 好
灰褐
（7．、5Y R ％ ）

明赤褐
（5 Y R ％）

0 ．1 ～1．伽皿の黒，透明，白の砂
粒を含 む。

ク 5 1 ク 胴　 部 貝殻条痕文 ナデ 良　 好
にぷい橙
（7 ．5Y R ％ ）

灰褐
（7．5Y R ％）

0 ．2 ～1．伽皿の黒，白，茶，透明

な砂粒 を含む。

ク 52 ク 胴　 部 貝殻条痕文 風 化 良　 好 にぷい黄褐
（10 Y R ％）

灰褐

（7．5Y R ％）
0 ．2 ～3 ．伽皿の透明，白，茶
金雲母 の粒 を含む。

ク 53 ク 胴　 部 貝殻条痕文 風 化 良　 好 明黄褐
（10 Y R ％）

にぷい黄橙
（10 Y R ％）

0 ．2 ～2 ．h m の白，茶 ，金雲母の
粒 を含 む。

〃 54 ク 胴　 部 貝殻条痕文 ナデ 良　 好
にぷ い橙
（5 Y R ％）

にぷい橙
（7．5Y R ％ ）

0 ．2 ～3 ．伽皿の黒，白，灰色 ，
金雲母 の粒 を含む。

ク 55 ク 口　 縁 山形押型 ナデ 良　 好
暗灰黄
（2 ．5Y R ％ ）

灰黄褐
（10 Y R ％）

0 ．2 ～3 ．5 m の白，黒，茶
黒 く光 る砂 粒 を含む。

ク 56 ク 胴　 部 山形押型 ナデ 良　 好
にぷ い橙
（5 Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

蓬識 詣 品署盈 禦

ク 57 ク 胴　 部 山形押型 ナデ 良　 好
にぷ い黄橙
（10 Y R ％）

にぷい黄
（2．5Y R ％）

0 ．2 ～1 ．5mm の白，灰色，透明 な
砂粒 を含 む。

ク 58 ク 胴　 部 山形押型 山形押 型 良　 好
橙
（7 ．5Y R ％ ）

浅黄橙
（7．5Y R ％）

0 ．1 ～1mm の白，黒，透明 な砂粒
を含 む。

ク 5 9 ク 胴　 部 貝殻押引 き ナデ 良　 好
橙
（7 ．5Y P ％）

にぷい褐
（7．5Y R ％）

生得 霜 品菅免 禦

・ケ 6 0 ク 胴　 部 格子押型文 ナデ 良　 好
にぷ い橙
（7 ．5Y R ％）

にぷい黄橙
（10 Y R ％）

0 ．2～4 ．伽皿の黒，白，透明
黒 く光 る砂 粒 を含む。

ク 6 1 ク 胴　 部 格子押型文 丁寧 なナデ 良　 好
にぷ い黄橙
（10 Y R ％）

浅黄
（2．5Y R ％）

0 ．2～3 ．5 の白，透 明，黒
黒 く光 る砂 粒 を含む。

ク 6 2 ク 胴　 部
山形押型の上

ナデ 良　 好
明黄褐 灰黄褐 0 ．2～3 ．伽皿の黒，白，透明

貝殻条痕文 （10 Y R ％） （10 Y R ％） 黒 く光 る砂 粒 を含む。

ク 6 3 ケ 口　 縁
ナデ

ナデ 良　 好 橙 にぷ い黄橙 0 ．2～1 ．伽m の白　 透明 黒
洗練文，口唇部押庄 きざみ （7 ．5Y R ％） （10 Y R タイ） I　　　　　　　　I黒 く光 る砂 粒 を含む。

ク 64 ク 胴　 部
撚糸文

ヨコナデ やや不良 にぷ い橙 にぷ い黄橙 0 ．1～0 ．h nlの白，黒，石英の砂
沈線文 （7 ．5Y R ％） （10 Y R ％） 粒 を含 む。
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表7．土器観察一覧表

図面

番 号

遺物

番 号
遺構 名 器種 器 部

文　 様　 お　 よ ・ び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面

24 1 S A l 聾 口　 縁 口唇部　 ヨコナデ
口縁部　 ヨコナデ

パケメ 良　 好 にぷ い 橙
（5 Y R ％）

にぷ い 橙
（5 Y R タイ） 微細砂，精緻

ク 2 ク 聾 口　 縁 口唇部　 ヨコナデ
口縁部　 ナデ

一部指押え，パケメ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％） 微細砂含み粗い

スス付着
二条突帯

ク 3 ク 聾 口　 縁 口唇部　 ヨコナデ
口縁部　 風化不明

風化 良　 好 橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％） 1へ・3皿大石粒多く含み粗い

三条突帯

ク 4 ク 聾 ロ　 縁 ヨコナデ　 一部ナナメパケメ ナデ　 ヨコパケ 良　 好 浅　 黄　 橙 ．
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％） 微細石，砂混 じえ精緻

一部黒斑か黒塗り
三条沈線

一ケ 5 ク 婆 口　 縁 口唇部　 ヨコナデ
口縁部　 タテ ・ナナメパケメ

ナナメパケメ 不　 良 黄　　　 灰
（2．5Y　 ％）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％） 微細砂含む 明瞭な沈線

ク 6 ケ 聾 口　 縁 口唇部　 明瞭な沈線
口縁部　 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％） 微糸田石砂も含む 三条突帯

ク 7 ク 璽 底　 部 ナデ 風化 良　 好 橙
（5 Y R ％）

褐　　　 灰
（10Y R 昇） 石砂多く含む

ク 8 ケ 聾 胴部下部

へ・底 部
ヘラ磨き ナデ 良　 好 淡　　　 橙

（5 Y R ％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

砂少なく精緻やや砂質

ク 9 ク 賓 胴部下部

へ・底 部
風化 風化 やや不良 淡　　　 黄

（2．5Y　％）
浅．黄　 橙
）10Y R タ首）

1へ・3皿大砂粒多く含む

ク 10 S A 2 聾 口縁 、・口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコパケのナデ 良　 好 橙 橙 2へ・5皿大石粒やや多く含む スス付着
胴部下部 胴部下部　 タテ・ナナメパケ 胴部下部　 粗いパケ ・ナデ （5 Y R ％） （5 Y R ％） （胴部）

ク 11 ク 聾 口縁 へ・
胴部上部 パケメ

口縁部　 ヨコナデ
胴部上部　 浅いパケメ 良　 好 橙

（5 Y R　％）
浅　 黄　 橙
（10Y R タ1） 2～3m 大石粒多く含む スス付着

ク 12 ク 聾 完　 形 口縁部　 ナデ・底　 部　 指押え 口縁部　 ナデ 良　 好 橙 橙 2～8皿大の石粒子少量
胴　 部　 粗いパケメ・細いパケメ 胴　 部　 パケメ・ナデ （5 Y R　％） （5 Y R ％） 混じえ精緻

ク 13 ケ 頚 胴部へ・
底　 部 パケメの上をナデ パケメの上をナデ 不　 良 橙

（5 Y R ％）
黄　　　 灰
（2．5Y　％） 2 ～5 mm大石粒子少量 スス付着

（胴部）

ク 14 ク 聾 胴 部へ・胴　 部　 一部パケメ 胴　 部　 へラ痕，粗いパケメ 良　 好 にぷい黄橙 浅　 黄　 橙 2 －4 mm大の石粒やや多 スス付着
底　 部 底　 部　 止め跡，調整具 底　 部　 指押え （10Y R ％） （7．5Y R ％） く含む （胴部）

ク 15 ク 聾 胴 部へ・
底　 部 風化 風化 良　 好 橙

（5 Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

2 ～4皿大石粒多く含み
砂質

ク 16 ク 士 口縁へ・口縁部　 ナデ 口縁部　 ヨコパケメ 良　 好 黄　　　 橙 浅　 黄　 橙 2－3mm大の石粒多く砂質
笠 肩　 部 肩　 部　 一部パケメ 肩　 部　 ヨコパケメ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％）

ク 17 ケ 士 （付近） 口縁部　 タテパケメ 口縁部　 ヨコパケメ 良　 好 浅　 黄　 橙 灰（5 Y　 窮 石砂粒少なく精緻
：荘 口縁～底部 月掛 底紺髄 ナナメパケメ，ケズリ 胴部～底部付近　指押圧，パケメ （7．5Y R ％） 橙

（5 Y R　タi）

ク 18 ク 鉢 口縁へ・
底　 部 パケメ パケメ 不　 良 浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
にぷ い 橙
（7．5Y R ％）

2 ～4 mm大の石粒を多く
混入

ク 19 〃 鉢 （付近） ロ緑部　 細いパケメ 口縁部　 粗いパケメ やや不良 浅　 黄　 橙 橙 精轍 小さな灰斑
勝 一底部 胴部へ・底部付近　 ナデ 胴部～底部付近　パケメあとへラナデ （7．5Y R ％） （5 Y R ％） （口縁部）

2 5 20 ク ・＝ヒ 肩部命・肩部へ・胴部　 風化 肩　 部　 ヨコパケメ 良　 好
j■　　　　　　1里
（10Y R　タ‘） 橙 1～2皿大砂粒小量，砂質 胴部～二つの突

ヨ互 底　 部 底　 部　 へラミガキ 胴部～底部　ナナメ，ヨコパケメ 橙
（2．5Y R タf） （2．5Y R ％） 帯，黒斑

ク 2 1 ケ 聾 口縁～
肩　 部 ナデ 口縁部　 ナデ

肩　 部　 細いパケメ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

橙
（7．5Y R％） 石粒なく精緻やや砂質

ク 22 ク 鉢 口縁～
底　 部

口唇部　 ナデ
胴部～底部　 へラ磨 き ヘラ磨き 良　 好 黄　　　 橙

（7．5Y R％）
橙

（5 Y R ％） 砂粒少なく精緻 黒斑（胴部）

ク 23 ク 鉢 口縁～
底　 部 風化 ごく一部パケメ 良　 好

亨1　　責　　檀
（10 Y R　％）橙
（5 Y R　九）

橙
（5 Y R ％） 3 ～4 mm大石粒多

ク 24 ク 高士不 口　 縁 ナナメヘラ磨 き 風化 良　 好 橙
（5 Y R　％）

橙
（5 Y R ％）

2⊥3皿大の石やや多く
含みやや砂質

ク 25 ク 高士不 土不　部 不明瞭なヘラ磨き 口縁部　 へラ磨き
底　 部　 ハクリ 良　 好 黄　　　 橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％） 石粒少なく精緻

ク 26 ク 士笠 口　 縁 ヨコナデ，ヘラバケメ ヨコ，ナナメパケメ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

橙
（5 Y R ％）

石粒少なく砂質

ク 27 ク 鉢 胴部下部 胴部下部　 へラ磨 き 胴部下部　 パケメ 良　 好 橙 浅　 黄　 橙 2～5 mm大石粒少量含む 一部黒斑
～底部 底　 部　 ヨコナデ （5 Y R　％） （7．5Y R ％） 精緻

ク 28 ク 高 士不 脚　 部 ヘラ磨 き ハクリ 良　 好 に ぷ い 橙
（7．5Y R％）

にぷ い橙
（7．5Y R％）

1－2 mm大石粒少量含む
精緻

ク 29 ク ‘ヽ　　　　．・．‾
ナユア

胴　 部 指押え 指押え 良　 好 に ぷ い橙
（5 Y R　％）

にぷ い 橙
（5 Y R ％） 石粒少なく精緻
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ク
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ク

ク

ク

ク

ク

ク

・ケ

ク

ク

ク

ク

、　　　　　　　－－‘ヽ　　　　－チュア
底　 部 タテのナデ ナデ 良　 好 黄　　　 橙

（10Y R ％）
橙

（5 Y R ％）
1～2 mm大石粒少量

平底
黒斑（胴部）

平底

3 1 鉢 底　 部 ヘラ磨 き ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％） 石粒なく精微

3 2 要 口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 橙 2～h m大の石粒多く混入
へ・胴部 胴　 部　 風化 胴　 部　 浅いパケメ （下部） （7．5Y R％） （5 Y R ％）

33 小型聾 口　 緑

へ・底部

口縁部　 ヨコナデ
胴　 部　 一部パケメ 肩　 部　 薄いパケメ 不　 良 浅　 黄　 橙

（7．5Y Rタ‘）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R％） 2 mm大石粒多く含む

34 小型聾 口　 縁 ヨコナデ 胴　 部　 風化 良　 好 橙 橙 1～2 mm大石粒やや多く
～胴部 底　 部　 指押え （7．5Y R ％） （5 Y R ％） 含む

3 5 鉢 胴　 部

～底部

胴　 部　 ハクリ不明
底　 部　 ナデ

胴　 部　 細いパケメ 早　 好
・‥

（7．5 Y R タi）橙
（5 Y R　％）

にぷ い 橙
（5 Y R ％） 石粒少なく精緻

36 鉢 胴　 部

～底部

胴　 部　 ナデ 胴　 部　 細くうすいパケメ 良　 好 淡　　　 橙
（5 Y・R ％）

橙
（5 Y R ．％） 2～3mm大の石粒多く含む

3 7 鉢 胴部下部

へ・底部
削り 細いパケメ 良　 好 橙

（5 Y R　％）
灰

（7．5Y　タr）
2 －3 mm大の石粒を多量
に含む

3 8 鉢 口　 縁
ナデ，粗いパケメか削り

口縁部へ・胴部　 部分的 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 ～2 mm大の細い石粒を 黒斑（口縁部）

沈線

～底部 粗いパケメ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 多く．含む

3 9 ・＝ヒ竺E 口　 縁 櫛描 き，磨き ナデナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

にぷ い 橙
（7．5Y R％） 精緻

4 0 ＝量才：正
口縁付近 櫛描 き，ナデ ナデ 良　 好 橙

（5 Y R　％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％） 精緻

4 1 聾 口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 ～5 mm大以上の石粒を 外面
～胴部 胴　 部　 削り（？） 胴　 部　 粗くうすいパケメ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 比較的多く混入 スス付着

4 2 蛮
口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口緑部　 ヨコナテ，

月同　部　 ノヽケメ
底　 部　 ナテ，

良　 好 浅　 黄　 橙 橙 2 ～4 mm大の石粒を比較 内・外面胴部
～底部 胴部～底部　 粗 いパケメ・ケズリ （7．5Y R ％） （5 Y R ％） 的多く混入 スス付着

43 土不蓋 口　 縁

～天井部
ヘラ磨き ヘラ跡 良　 好 橙

（5 Y R　％）
橙

（5 Y R ％） 精緻

44 士不身 口 縁 ヨコナデ，ヘラ磨き ヘラ磨き 良　 好 橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R　％） 精緻
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図面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器種 器 ．部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整

焼 成
色　　 調

胎　　　 土 備　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

26 4 5 S A 4 土不身 口縁～底部 ヨコナデ ヘ ラ磨 き， ヨコナデ 良　 好
j■　　　　　 橙
（7 ．5Y R 力［）

檜
（2．5 Y R タi ）

橙
（2 ．5Y R ％）

やや砂質，精緻
内・外面胴部
スス付着

ク 4 6 ク 土不身 口　 縁 ヨコナデ，ヘ ラ磨 き ヨコナデ 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）

・‥
（5　Y R　タ‘）
亨隻　　 黄　　 橙
（7 ．5Y R タi’）

精緻

ク 4 7 ク 杯 身 口　 縁 ヘ ラ磨 き ナデ 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
精緻

ク 4 8 〃 土不身 口　 縁 ヘ ラ磨 き ヘ ラ磨 き 良　 好
橙

（2 ．5Y R ％）
橙

（2 ．5Y R ％）
精緻

ク 4 9 ク 杯 身 口　 縁 ヘ ラ磨 き ヘ ラ磨 き 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
精緻

ク 50 ク 土不身 口　 縁 ナデ ヘ ラ磨 き 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％）
やや砂質

ク 5 1 ク 杯 身 口緑～底部 ヨコナデ もしくはへ ラ磨 き
体　 部　 風化気 味（ヨコへラ磨き？）
底　 部　 風化

良　 好 浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R タの

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

精緻，やや砂が多いただ
し表面は荒れてザ ラザ ラ

内・外面丹塗り

ク 5 2 ク 杯 身 口稼～底部 ヨコナデ ヨコナデ，ヘラ跡 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
やや砂質ながら精緻

ク 5 3 ク 杯 身 口　 縁 ナデかパケメの上を磨 き パ ケメ，ヘラ磨 き 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
精緻

〃 5 4 ・ケ 土不身 口縁～底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
1橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
2 ～3 mm大石粒など比較
的に砂粒 を多く含む

ク 5 5 ク 土不身 口緑～胴部 ヨコナデの上をヘ ラ磨 き ヨコナデの上をヘラ磨 き 良　 好
橙

（2 ．5Y R ％ ）
橙

（2 ．5Y R ％）
精緻

ク 5 6 ク 杯 身 口縁～胴部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

精緻

ク 5 7 ・ケ 杯 身 口緑～底部 ヨコナデ，磨 き ヨコナデ 良　 好
汚。Y 烹 夕椚

明　　 赤　　 禍
（2 ．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

2 ～3 mm大石粒など比較

的に砂粒 を多く含む

外面一贈 醗

内・外面丹塗り

ク 58 ク 土不身 口縁～底部 ヨコナデか磨 き ハ ク リ？不 明 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
やや砂質，精緻

ク 59 〃 杯 身 口緑～底部 ヨコナデ ヨコナデ，一部磨 き 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
精緻，少量の砂粒を含む

ク 6 0 〃 士不身 口緑～胴部 ヨ．コナデ、粗 いパケメ ヨコナデ 不　 良
橙

（7 ．5Y R ％）
橙

（7 ．5Y R ％）
砂質 黒塗 り（？）

ク 6 1 ク 杯 身 口緑～底部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
黄　　　 橙
（7 ．5Y R ％）

黄　　　 橙
（7 ．5Y R ％） 微砂質

ク 6 2 ク 士不身 口　 縁 ヨコナデ ヨコナデ 不　 良 黄　　　 橙
（10Y R ％ ）

蕃1　　 j■　　 稚
（10Y R　％）
テ炎　　　　　 橙
（5 Y R　％）

砂質が強い

ケ 6 3 ク 士不身 口　 縁 ヘ ラ磨 き ヘ ラ磨 き 良　 好
橙

（5 Y R　％）
黄　　　　　　 緑
（10 Y R　ガ）

橙
（5 Y R ％ ）

精緻

ク 6 4 ク 鉢 口縁～底部 粗いパケメ 一部 ヨコパ ケ 良　 好 橙
（5 Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

2 mm大の石粒多く含む 一部黒斑

ク 6 5 一ケ 小型壷 胴部～底部 ＼、ヘ ラ磨 き （一部分）‘ ナデ 不　 良
赤

（10　 R タ‘）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

精緻，やや砂粒を含む 丹塗 り

ク 6 6 ク 聾 口縁～底部
口縁部　 ヨコナデ ロ縁部　 ヨコナデ

やや不良
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 ～ 8mm大の石粒 を多く 外面 ・胴部

胴部 ～底部　 ナデ 胴部へ・底部　 ナナメナデ （10Y R ％ ） （7 ．5 Y R ％） 含む スス付着

ク 6 7 ク 聾 口縁～底部
口縁部　 ヨコナデ
胴部へ底部　 粗いヘラ先でナデ上げ

ヨコナデ やや不良
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
1 へ・5 mm 大の石粒を多 く
含む 〃

ク 6 8 ク 聾 口縁～底部
口縁部　 強 くヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 橙 2 へ・8 皿大の石粒やヰ多 内面一部黒盤外

胴部 へ・底部　 パケメ ・ナデ 胴　 部　 パ ケメ （7 ．5Y R タの （7 ．5Y R ％） く含む 面胴部スス付着

ク 6 9 S A 5 6 聾 口縁 部 口縁部　 ヨコナデ
ナ デ上 げ 良　 好 浅　 黄　 橙 i曳　 〕■　　 橙

（10Y R　タi） 2 へ・5 mm 大石粒やや多く 外面スス付着
～胴 部 胴　 部　 かすかにパケメ残る （10Y R ％ ） 叶　　 灰　　 責

（2 ．5Y　　％）
く含む

ク 7 0 ク 小型彗 口縁～底部
口縁部　 ヨコナデ

胴部 ～底部　 ナデ
ヨコナデ やや不良 にぷい黄橙

（10Y R ％ ）
にぷ い　 橙
（7 ．5 Y R ％）

石粒少なめ

ク 7 1 〃 聾 胴部～底部 一部 パケメ残 る ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

1 へ・5 mm大の石粒を多く
含む

スス付着

27 7 2 S A 5 土不身 口　 縁 ヨコ方 向 ミガキ ヨコ方向 ミガキ 良　 好
橙

（2 ．5Y R ％）
樫

（5 Y R ％）
1 へ・2 mm の白，茶の粒を
含む

ク 7 3 ノケ 高 士不
杯　 部 杯　 部　 パケメのあとヨコナデ 土不　 部　 パ ケメのあとナデ

やや不良
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 ～2 mmの茶，白，灰色 外面一部黒変

～脚 部 脚　 部　 ナデ 脚　 部　 ナデ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） や石英などの粒を含む

ク 7 4 ク 聾 口縁～底部 ヨコナデ
口縁部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 やや大きめの石粒，砂粒 外面胴部

胴　 部　 ナデ，底　 部　 指押 え （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） を多く含む スス付着

ク 7 5 ケ 聾 口縁～底部 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好
にぷい責檀
（10 Y R　％） に ぷ い 橙 2 ～3 mm少， 5 mm 大の石

胴　 部　 粗いナナメパケメ 胴部 ～底部　 ナデ 檀
（7 ．5Y R タi）

（5 Y R ％ ） 粒を多 く含む・

〃 7 6 ク ・＝ヒ宣E 口緑～底部 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 1 ～3 mmのうす茶，白， 外面胴部

胴部 ～底部　 ナデ 胴部 ～底部　 ナデ （7 ．5Y R ％）（7 ．5Y R ％） 灰色の粒 を含む スス付着

ク 7 7 ク 聾 胴部～底部 パケメ ナデ 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（5 Y R ％ ）
やや砂粒多く含む 上 げ底

〃 7 8 S A 6 聾 口　 縁 ヨコナデ，ナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

1 へ・2 皿nのうす茶，灰色

の砂粒や石英など含む

ク 7 9 ク 聾 底　 部 タテのパケメか ナデ 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（7 ．5 Y R ％）
1 ～4 mmのうす茶，灰色，

赤褐色の砂粒 を多く含む

ク 8 0 ク 聾 E緑～底部 ヨコナデ， タテのパケメ タテ，・ナナメ方 向のパ ケメ 良　 好
に　 ぷ　い　橙
（7 ．5Y R ％）
にぷい責橙
（10 Y R ．方）

に　ぷ　い　橙
（7 ．5Y R ％）
鳩　　 灰　　 色
（10Y R　ガ）

1 ～5 mm の灰色， うす茶，
褐色の砂粒を多く含む

スス付着

ク

ク

ク

ク

ク

ク

27

一ケ

8 1 〃

ケ

ク

〃

ク

S A ‘7

ケ

ク

・＝ヒ∃互 胴　 部 ヘラ磨 き，ナナメ・タテのパケメ ナナメ・ヨコのパケメ 良　 好 橙
（5 Y R ％ ）

橙
（5 Y R　タi）

橙
（7 ．5Y R タi）

精緻

黒変

底部内面

スス付着

一条刻目突帯

82 ・＝巳．璽 胴部～底部
胴　 部　 左下 りのパケメ
底　 部　 ナデ

右下 りのパ ケメ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

褐　　　 灰
（10Y R タf ）

1 ～ 3 m皿の黒，灰，褐色

の砂粒を含む

83 要 胴部～底部
胴　 部　 下か ら上への削 り 胴　 部　 パ ケメあとナデ

良　 好
に ぷ い 橙 浅　 黄　 橙 1 ～3 mmの灰色， うす茶，

底　 部　 ナデ 底　 部　 指頭庄 （7 ．5Y R ％） （10Y R ％ ） 褐色の砂粒を含む

84 聾 底　 部 タテのパケメ ハ ク リ 良　 好
淡　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

黄　　　 灰
（2 ．5Y　 タで）

石英砂を多く含む

85 聾 胴部下部

へ・底 部
ヘ ラ磨 き

胴部下部　 タテのパ ケメ
底　 部　 指押 え

良　 好
橙

（5 Y R ％ ）

に　ぷ　い　橙
（5 Y R　タi）
】■　　　　　　 灰
（2 ．5Y　　 ガ）

2 へ・4 mm 大を少量

86 聾 口　 縁 ヨコナデ ヨコ，タテのヘラ磨 き 良　 好
稚

く5 Y R ．％）
責　　 橙
（7 ．5Y R 舛）

黄　　　 橙
（10Y R ％）

2 ～4 mm 大の石粒を多 く
含む

87 聾 口　 縁 口縁部　 ヨコナ デ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

黄　　　 橙 黄　　　 橙 i‖二 3mmの茶，灰，白の 外面胴部
～胴部 胴　 部　 タテ，ナナ メのパケメ 胴　 部　 右下 りパケメ （10Y R ％） （10 Y R ％） 砂粒を含む スス付着

88 聾 口　 縁 口唇部　 ヨコナ デ 口縁部　 パケメ
良　 好

さ－　　　　　　　 ．：
～ま誓 書謝

（10Y R　％）

橙 3 － 5mm大の石粒 を多く
外面スス付着

～胴部 口縁部～胴部上部　 パ ケメ 胴　 部　 下明 （5 Y R ％） 含む

ー112－
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馨 聾 善 響
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面

28 89 S A 7 士笠
胴 部 口唇部　 ヨコナデ

一部 パケメ 不　 良
橙 浅　 黄　 橙 1 ～2 mmの石粒を少量含

む
胴部外面

口縁部へ・胴部上部　 パケ メ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） スス付着

ク 90 ケ 高 士不 脚 部 ヘ ラ ヨコ，ナナメのパケメ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

砂質がとけている

ク 9 1 ク 高 士不 脚 部 風化 ヘ ラ磨 き 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
浅　 黄　 橙
（7 ．5 Y R ％）

1 －2 mm大の石砂粒を多
く含む

ク 92 ク
、　　　　　　－
　ヽ　　．・－

チュア

口　 縁

へ・底部
指押 え 指押 え 良　 好

黄　　　 橙 ・
（7 ．5Y R ％）

黄　　　 橙
（10Y R ％ ）

2 ～3 mm大の石粒 を多く
含む

ク 93 S A 8
脚 小

型如妄壷

胴部～底
部（付近） ヘ ラ ヨコナデ，櫛描 波状 文 良　 好

黄　　　 橙
（10Y R ％ ）

黄　　　 橙
（10 Y R ％ ）

やや砂質，小砂粒多 く含
む

胴部外面
二条突帯

ク 94 ク 高 士不 脚 部
細い タテのパケメ，脚裾端部 ヨ

ヨコナデ 良　 好
橙 橙 1 － 2mm大の石粒 を多く 粘土のつ ぎ

コナデ （5 Y R ％ ） （5 Y R ％ ） 含む 目あり

ク 95 ク ・＝ビ
三富

底 部 ヘ ラ磨 き ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

2 ～ 3mm大の砂粒 をやや
多く含む

ク 96 S A 9 聾 口　 縁 口縁部　 ヨコナデ
風化 パケ目 ？ やや不良

橙 ・二
（5 Y R ：好） 3 ～4 皿n大石粒を多 く含

む
胴部外面

～胴部 胴　 部　 不明 （5 Y R ％ ） j■　　　　　　 橙
（10 Y　R タi ）

スス付着

ク 97 ク 聾 口 縁 ヨコナデ，パケ メ パ ケメ 良　 好
橙

（5 Y R ％ ）
橙

（2 ．5 Y R ％）
1 ～ 3mmの茶，黒の砂粒，
光る細砂粒を含む

一条刻目突帯

ク 98 ク
、　　　　　　－
　ヽ　　－

チュア

口縁へ・底
部（付近）

指押 え 指押 え 良　 好
浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

砂質，精緻

ク 99 〃 浅 鉢
頚　 部

へ・胴部

頚　 部　 へ ラ止め跡

胴　 部　 ナデ
ミガヰ 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

黄　　　 橙
（10 Y R ％ ）

精緻

ク 100 ク 聾
胴部下部 胴部下部　 ナナメパケ メ

へ ラ磨 き 良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 ～4 mm大の石粒 を多く

へ・底 部 底　 部　 ナデ （7 ．5Y R ％ ）（7 ．5Y R ％） 含む

ク 10 1 ク 士宝E
胴　 部

～底部
ヘ ラ磨 き 風化 パケメの痕跡 あ り 良　 好

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

砂質，精緻 上 げ底

ク 10 2 ク 聾
口縁部 口縁部　 ヨコナデ

ヨコパケメの上 をヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙 明　 黄　 褐 3 ～5 mm大の石粒 をやや 外面

～胴部 胴　 部　 パケ メ （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ） 多く含む スス付着

ク 103 ク 聾
口縁部

ヨコナデ
口縁部　 ヨコナデ

良　 好 に ぷ い橙 浅　 黄　 橙 2 ～ 3mm大の石粒やや多

い

外面

へ・胴部 胴　 部　 パケメ （7 ．5Y R ％ ）（7 ．5Y R ％） スス付着

ク 104 ク 聾 胴 部 ナデ タテ方向のナデ やや‾不良 にぷ い黄橙
（10Y R ％ ）

に　ぶ ぷ い
（7 ．5Y R ％）

2 ～ 5mm大の石粒 を多く

含む

内 ・外面

スス付着

ク 105 ク ・＝ヒ宝E 口 縁 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
明　 黄　 褐

（10Y R ％ ）

明　　 jt　 刊e
（10Y R　タ‘’）

灰
（5 Y　　 タで）

1 ～ 3m皿大の石粒 を多く
含む

ク 106 ク ・ニ量ご・笠
口　 縁 口縁部　 ヨコナデ ロ縁部　 ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 橙 2 ～ 3mm大の石粒をやや
～胴部 胴　 部　 ナナ メパケ メ 胴　 部　 ナナメパケメ （7 ．5Y R ％） （7 ．5Y R ％） 多く含む

ク 107 ク ＝土亡
霊 肩 部

タテ かナナ メパケ メの上 をヘ ラ
磨 き

パケメの上 を指押 え 良　 好
浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

橙
（7 ．5 Y R ％）

3 － 5mm大の石粒をやや
多く含む

一条三角突帯

〃 108 ク ＝上宝
胴 由 ナナ メパケ メ 指 ナデ 良　 好

橙
（5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

2 ～ 3mm大の石粒を少
精緻

ク 109 ク 鉢
口　 縁

～底部
ハ クリ，不明 ヨコパケメ やや不良

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

にぷい責橙
（10 Y　R タi ）

灰
（5 Y ガ ）

2 － 4mm大の石粒を多く
含む

ク 110 ク ・＝ヒ璽E
胴　 部

～底部
削 り 粗 いパケメ 良　 好

橙
（5 Y R ％）

にぷ いj■橙
（10Y R　％）

橙
（7．5Y R クi ）

2 ～ 4 mm大の石粒をやや
多く含む

ク 11 1 ケ ・ことさ∃E
胴　 部

へ・底部
粗 いパケ メ パケメ 良　 好

浅　 黄　 橙
（7 ．5 Y R ％）

橙
（7 ．5 Y R ％）

2mm大の石粒をやや多く
含む

外面

ス ス付着

ク 112 ク 聾 胴部下部

へ・底 部

胴部下 部　 タテのパケ メ
底　 部　 指押 え ヨコ，ナナメのパケメ 不　 良

浅　 黄　 橙

（7 ．5 Y R ％）

黄　　　 灰

（2 ．5 Y　 タで）
砂質 上 げ底

ク 113 ク 聾 胴部下部

へ・底 部
ヘ ラ磨 き 幅広 いパケメ，ナデ 良　 好

寺1　　 1■　　橙
（7 ．5Y R ．％）

橙
（5 Y　　　 ％）

橙
（5 Y R ％）

石粒少なく砂質，精緻

29 114 S A lO 聾 口　 縁

～底部

口縁部　 ナデ
胴　 部　 タテパケ メ

ヨコパケメ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R タ1 ）

浅　 黄　 橙
（10Y R タ1）

1 ～ 3mm の砂粒を含む

ク 115 ク ＝量ご
宝E

胴　 部

～底部
ナナ メミガキ， タテパケ メ ヨコパケメ 良　 好

浅　 黄　 橙
（7 ．5 Y R ％）

にぷい黄橙
（10 Y R ％）

1 ～ 2mm大の砂粒 を含む

ク 116 ノケ 聾 口　 縁 口縁部　 ヨコナデ
ヨコ，ナナメ， タテのパケメ 良　 好

浅　 黄　 橙 橙 2 － 3m皿の石粒を多 く含
む

外面
～底部 胴　 部　 タテ ・ナナ メのパケ メ （7 ．5Y R ％） （5 Y R ％） スス付着

ク 117
S A lO ・＝ヒ宝E

口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

橙 浅　 黄　 橙
1 ～ 3mmの砂粒を含む

外面
S C l ～底部 胴　 部　 タテパケメ 胴　 部　 パケメ （5 Y R ％） （7．5 Y R ％） 黒変

ク 118 ク
高 士不

士不 部 タテ， ヨコの磨 きか ナデか 良　 好
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1mm前後の砂粒を含む

ク 119 S A lO
高士不

脚 部 タテの磨 き 風化 不明 良　 好 橙
（2．5Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

0 ．5へ・血 の砂粒，茶色の
粒を含む

ク

ク

ク

ク

ク

．〃

ク

ク

ク

ク

ク

′ク

ク

120 S A 57
高 士不

士不部 タテパケ メの あとナデ パケメのあ とナデ 良　 好 に ぷ い橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

0 ．5～1』皿の砂粒を含む

外面胴部スス
12 1 S A 12

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

S A 13

ク

ク

聾 ロ　 縁 口緑部　 ヨコナテ，
胴　 部　 タテパケメ
胴　 部へ・底部　 ナデ

口縁部　 風化 のため不明
良　 好

橙
（5 Y R　クi） 橙 1 ～6 mmの砂粒や石粒 を

へ・底部 胴　 部　 ヨコ方向のパケメ・ナデ に　ぷ　い　橙
（5 Y R　％）

5 Y R ％） 多く含む 付着 ・上げ底

122 聾
ロ　 縁

～底部
ナデ か

ロ緑部　 ヨコナテ’
謂部雫部二鮎 ケ晶得票ため不明 良　 好

橙
1㌔芸㌔ 瑚

（7．5Y R j好）

橙
（5 Y R ％）

1 ～3 mm大の茶，こげ茶，
灰色の砂粒を多 く含む

外面底部

黒 変

123 士宝E
口　 縁 口絹：部　 ヨコナテ′

頚　 部　 タテナデ
口縁 ～頚部　 ヨコナデ

良　 好
1■　　　　　　 檀
（7．5Y R ％） 橙 精緻，石粒の混入は少 な

い
二重 口縁

へ胴 部 lコ肩　 部、・胴部　 ナデ
．ヽ

肩部 へ・胴部　 ナデ 相と
（7 ．5 Y　R クi

（7．5 Y R ％）

124 ＝七・笠
口　 縁

へ・底部

頚　 部　 タテパケメ
胴　 部　 パケメ ・タタキか
底　 部　 ナデ

口縁 ・胴部 へ・底部　 ナデ
頸　 部　 ヨコパケメ

やや不良
橙

辞 Y 差 瑚

（5 Y R　％）

辞 Y ・鷲 恕

（5 Y R　タで）
1 ～ 2mm大の石粒 を少量

口縁櫛描波状
文二重口縁

125 鉢 口　 縁 口縁部へ・胴部　 風化
風化 不　 良

手1　　責　 橙
（10 Y　R　タ1）

橙
呈・5Y R 駕

（7 ．5Y R 舛）

2 ～4 mm大の石粒 を多く 外面　 黒塗？

～底部 底　 部　 指押 え 亨曳　　 責　　 橙
（7 ．5 Y　R タi ）

含む 内面　 スス付着

上 げ底

126
、　　　　．．－．
　ヽ　　　－．．

チュア
口　 縁

へ・底部
ナデ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

黄　　　 橙
（10Y R ％）

1 ～2 mm大の石粒少なく
精廠

127
‘ヽ　　　　　．－
　ヽ　　　－

チュア
口　 縁

へ・底部
ナデ ナデ 良　 好

黄　　　 橙
（10Y R タの

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

石粒少なく精緻

128 、　　　　　　－
　ヽ　　　－チュア

胴　 部

へ・底部
ナデ ヘラ跡 良　 好

橙
（5 Y R　％）

橙
（5 Y R ％）

砂質，石粒は少ない

129 要 胴　 部

へ・底部
削 り ナデ 良　 好

橙
（5 Y R ％）

灰
（5 Y　 ％）

2mm 大の石粒やや多く含む 上 げ底

130 聾 口 縁 ヨコナデ ナデ 良　 好 明　 赤　 禍
（5 Y R ％）

明　 赤　 禍
（5 Y R ％）

0 ．1～1mm前後のうす茶 黒
色の砂粒や金雲母を含む

突帯あり，ス

ス付着，沈線

13 1 聾 口縁 ヨコナ デ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1mm前後の茶色の砂粒 を
含む

突帯あり）外面
凹綾

132 聾 口縁 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1m 前後の砂粒を含む
角閃石，ガラス質も含む

外面　 凹線

ー113－
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図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整

焼 成

l　 色　　 調

胎　　　 土 備　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

29 133 S A 13 聾 胴 部 ナデ ナナメナデ 良　 好
に ぷ い 橙
（5 Y R タ1 ）

明　 赤　 褐
（5 Y R ラ盲）

砂粒少なく精緻，黒雲母
含む

外面

4条三角突帯

ク 134 ク 聾 胴 部 パケメの上を部分 ナデ消 し 一部 ヨコパケ 良　 好
に　ぷ　 い　檀
（5 Y R　タ盲）
予炎　　　　　　 橙
（5　Y R　タイ）

橙
（7．5Y R ％）

透明な粒，黒く光る粒，

及び砂粒を多く含む

外面
紳沈線 あ り

30 135 ク 聾 口 縁 パ ケメの上 をナデ，ヨコナデ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橿
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

2 mm 大の石粒を多く含む
外面
三角突帯あり

ク 136 ク 聾 口 縁 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
に ぷ い 橙
（5 Y R タ1 ）

に ぷ い 橙
（5 Y R タく）

砂粒少なく精緻，黒雲母
含む

ク 137 S A 14 聾 口縁部
ヨコナデ

ナデ
良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 mm 前後の白，茶，灰色 外面　 スス付着
～胴部 ナナメパケ メ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） の粒や雲母 も含む 二条　 三角突帯

ク 138 ク 聾
口縁部 強 いヨコナデ ヨコナデ 良　 好

橙 橙 1 mm 前後の白， うす茶， 外面 脚 スス付着
～胴部 ナデ あ らいパケ メ （5 Y R ％） （5 Y R ％） 灰の粒や雲母も含む 三条 三角男滞

ク 139 ク 聾
口縁部

～胴部
ヨコナデ，パ ケメ ヨコナデ，指押 え 良　 好

橙

（5 Y R ％）

に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）
1 mm 前後の白，灰，黒の
粒を含む

外面 脚 スス付着
三条　三角突帯

ク 140 ク 聾 口縁部

～胴部
ヨコ， タテナデ ナデ 良　 好

橿

（5 Y R ％）

・‥
1‡・誓 書瑚

（7．5 Y R J対）

0 ．5－1mm 大の茶，灰色の
砂粒，長石 ・石英を含む

タ摘一部分スス付着
二条　三角突帯

一ケ 141 ク 聾 口縁部

～胴部
ヨコナデ ヨコ，ナナ メのパケ メ 良　 好

に ぷ い 橙

（5 Y R ％）

に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）
1 ～ 2 mm の白，黒，うす
茶の粒を含む

外面

二本 の沈線

〃 142 ク 聾 口縁部 口縁部　 横方向のパケメのあとナデ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

．橙 橙 鮎砂粒を多く含む 外面
～胴部 胴　 部　 ヨコナデ 胴　 部　 刷毛 目の あとナデ か （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 三条三角突帯

ク ．143 ク 聾 口縁部

へ・胴部
ヨコ， ナナメのパケ メ パケメ か 良　 好

橙

（5 Y R タ盲）
橙

（7．5Y R ％）
0 ．1～0．2m皿の灰，うす茶
色の砂粒を多 く含む

内・タ緬　 スス付着
外面　二条三角突帯

ク 144 ク 聾 胴　 部 ナデ
タテのヘ ラ磨 き，指押 え

ナデ 良　 好
に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 1 mm 前後の茶，白，黒の

～底部 （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 粒や長石を含む

ク 145 ク 聾 胴　 部

～底部
ナデ，指押 え ナデ 良　 好

に ぷ い 橙
（5 Y R ％）

に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

1 mm 前後の白， こげ茶，
灰色の粒を含む

上 げ底

ク 146 ク 聾 底 部 ヨコナデ， ナデ ナデ 良　 好
橙

（5 Y R ％）
橙

（ちY R タ首）
1 mm 前後の砂粒 を含む‘

ク 147 S A 15 聾 口　 緑

～胴部
ヨコナデ，削 りか ヨコナデ，ナデ 良　 好

橙
（5 Y R ％）

黄　　　 灰
（2．5Y R ％）

1 ～3 m皿大の砂粒を多 く
含む

外面

スス付着

ク 148 ク 聾 口　 縁

～胴部
（風化 ）ヨコ方向 ナデか 板状の もので横方向ナデ か 良　 好

iま　　 黄　　 緑
（10Y R　％）
亨曳　　黄　　 橙
（7 ．5Y R j堵）

黄　　　　　　 灰
（2．5 Y　 J好）
亨曳　　 黄　　 緑
（7．5 Y R タ‘）

1 ～3 mm 大の粒や紳砂粒
を多く含む

ク 149 ク ＝量亡
霊

胴　 部 ・

～底部
ヘ ラナデか ヨコナデ，ナデ 良　 好

に　ぷ　い　橙
（7 ．5Y R ％）
に　ぷ　い　橙
（7 ．5Y R タ‘）

に　ぷ　 い　檀
（7．5 Y R ％）
に　ぷ　い　橙
（7．5 Y R 二塚）

1－蝕m大の粒を含む
外面
黒変，スス付着

ク 150 ク ・こと子宝E
口緑部

～胴部

口縁部　 ヨコナ デ
頚部 ～胴部　 ヨコ方向 の ミガキ

ミガキ 良　 好
手先　　責　　 橙
（10Y R　％）
に　ぷ　い　橙
（7 ．5Y R ％）

jt　　 黄　　 穫
（10 Y R タi－タi
灰　　　　　　 責
（2．5Y　　 タi ）

1 m皿大の砂粒を多く含む

ク 151 ク 士不身
口　 縁 口縁部　 ヨコナ デ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
灰　　　　　　 白
（2 ．5Y　　 井）

灰　　　　　　 白
（2．5 Y　 牙） 1 － 3 mm 大の粒 を含む 自然 粕～底部 底　 部　 へ ラ削 り 底　 部　 ヨコナデ， タタキ ～　　 灰　　 黄

（2 ．5Y　　 ％）
～　　 灰　　 黄
（2．5 Y　　％）

一ク 152 S A 16
小　 型
丸底壷

口　 縁

～底部
風化気味　 ナデか ヨコナデか，指押 え 良　 好

橙

（5 Y R ％）

密

（2．5Y R タ盲）
0 ．1～1m血中の砂粒を多く
含む 微粒子・石英も含む

ク 153 ク 鉢 口　 縁

～底部

口縁部　 ヨコナテ，
胴　 部　 ナデ上 げ
底　 部　 ナデ

ヨコナデ 良　 好 橙

（2．5Y R ％）

橙

（7．5Y R ％）‘
0 ．5 mm大の砂粒，光 る微
粒子を含む，小石も含む

外面
黒変

ク 154 ク 高士不 土不 部 ヨコナデ，ナ デ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R タ1）
2 mm小の砂粒，光る微粒
子，角閃石 を含む

31 155 ク 聾 口　 縁

～胴部
ヨコナ デ 風化気味だかナデか 良　 好

橙

（7．5Y R タ‘）

橙

（7．5Y R ％）
0 ．5～h m大の砂粒，小石
を含む，石英も含む

外面

ス ス付着

ク 156 ク 聾 口　 縁 口縁部　 ヨコナ デ
ヨコナデ 良　 好

に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 0 ．1～血n大の砂粒，小石 外面
～胴部 胴　 部　 タテ方向 ナデ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） を含む，石英も含む ス ス付着

ク 157 ク 士 胴　 部 ナデ，

ヘ ラ状工具の あとナデ
ナデ 良　 好

黄　　　 灰 橙 0 ．1～1mm小の砂粒　 光る
佃　 底部 黒変

宣E ～底部 （2．町％一％） （5 Y R ％） I微粒子，石英を含む

ク 158 ク 聾 胴　 部

～底部
ナデか 風化気味だがナデ か 良　 好

橙

（5 Y R ％）

灰　　　 白

（10Y R ガ）

0 ．5～2m皿前後の砂粒， 4

mm大の小石 を含む
上 げ底

ク 159 ク 高士不 士不 部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 樟

（10 Y R タ首）

灰　　　 白

（10Y R ％）
1mm前後の砂粒を含む

外面

ス ス付着

ク 160 ク 高士不
土不部へ・
脚筒部 ナデ ナデ 良　 好

に　ぷ　い　橙
（5 Y R　％）

橙
（5 Y R　二拓）

i隻　　 黄　　 橙
（7．5 Y R タi ）

橙
（5 Y R　％）

0 ．5～2mm前後の砂粒を多
く含む，小石も含む

ク 161 ク 高杯 杯 部 風化気味 だがナ デか 風化気味だがナデか 良　 好
穫

i㌔ Y 芸 プ霊

（7 ．5Y R ％）

橙

（5 Y R ％）
0 ．5mm 前後の砂粒を含む 継 目あ り

ク

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク
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〃

162 S A 17

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

一ケ

ク

ケ

S A 18

ク

ク

聾 完 形
口緑部　 ヨコナテ，
月同　 部　 ナナメ ・タテのパケメ
底　 部　 ヨコナデ

口縁部　 ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙 にぷい黄橙 2 ～ 5 mm大の石粒やや多 口卿 ～脚 ケ緬 ・

胴　 部　 ナナメ ・ヨコナデ （10 Y R ％） （10Y R ％） く含む 胴部下部　スス付着

163 聾 口縁 ～ 口緑部　 ヨコナテ，
胴部へ・月同部下部　 タテナデ

口縁部　 ヨコナデ
やや不良

にぷい黄橙 にぷい黄橙 2 ～ 5 mm 大の石粒を多く
靡榔夕摘　 スス付着胴部下部 胴部 ～胴部下部　 ヨコナデ （10 Y R ％） （10Y R ％） 含む

164 聾 口 縁 ヨコナ デ，ナデ ナデ ・指押 え 良　 好
浅　 黄　 橙

（10 Y R タ首）

浅　 黄　 橙

（10Y R タ1 ）
微細石粒多く含む

突帯
外面スス付着

165 聾 口 縁 ヨコナデ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10 Y R タ首）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
1 ～ 3 mm大の石粒，微細
粒多く含む

突帯 あ り

綾杉状の沈線あ

166 聾 口 縁 タテ ・ヨコナ デ ヨコナデ 不　 良
にぷい黄橙

（10Y R ％）

にぷい黄橙

（10Y R ％）
石英砂多 く含む

167 ・＝ヒ 頸　 部
風化

肩部～胴部　 指押 え
不　 良

黄　　　 橙 黄　　　 橙 1 ～ 3 m皿大の石粒を含む
∃互 ～底部 底　 部　 ナデ （7．5Y R タ首） （7．5Y R タ首） （胴部～底部） り （肩部外面）

168 士宝E
胴　 部
（肩部 ） ヨコナデ ナデ 不　 良

浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
1 ～ 3mm 大の石粒を含み，
砂質

突帯 あ り

169 高 士不
土不部～ 口縁部　 ヨコナデ

一部へ ラ磨 き， ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 ～ 2 mm 大の石粒を多く

脚上部 一条突昔

一部黒斑（休部夕幅）

脚上部 休　 部　 一部へ ラ磨 き跡 （10Y R ％） （10Y R ％） 含む

170 鉢 口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 ～ 4mm 大の石粒を多く
～底部 底　 部　 ナナメパ ケメ 底　 部　 一部パケメ （10 Y R タf） （10Y R ％） 含む

17 1
脚台付

鉢
口　 縁

～脚台
ヘ ラ磨 き ヘ ラ磨 き 良　 好

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
1 ～ 2 mm 大の石粒少なく
精緻

172 聾 臼 縁 ナデ ナデ やや不良
浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
微細砂多く含み，やや砂
質

173 高士不 士不裾部 ヨコナデ，パ ケメ ヨコ方向のパケメ ・ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

石粒ほとんどなく精緻

174 高士不
杯　 部 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好
黄　　　 橙 黄　　　 橙

石粒少 なく精緻
～脚部 脚　 部　 粗 いヘ ラ 休　 部　 所々 にヘ ラ （10 Y R　％） （10Y R ％）

17 5 土不蓋 完 形 磨 き 磨 き 良　 好
橙

（5 Y R ％）
橙

（5 Y R　％）
精緻

17 6 土不 完 形
口縁部　 ヨコナデ
休　 部　 へ ラ跡

口縁部　 へ ラ跡 良　 好 橙
（・5 Y R　％）

橙
（5 Y R　％）

砂質

ー114－
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番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面

32 177 S A 18 土不
口縁～底
部（付近）

口縁部　 へ ラ跡 ナデ 良　 好
黄　　　 橙

（7．5Y R ％）

黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

石粒ごく少なく砂質
黒塗り？
（口縁部外面）

ク 178 ク ＝量r宣E
頭　 部

～底部
胴　 部　 へ ラ磨 き 胴　 部　 工 具ナデ 良　 好

橙

（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

石粒なく精緻，やや砂質 黒斑 （底部）

ク 179 ク ・＝ヒ璽E
口　 縁

～胴部

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 削 りか
胴　 部　 細 いナナメパケメ 良　 好 浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

1～2mm大の石粒やや含む
ス ス付着
（胴部 外面）

ク 180 ク 聾 胴　 部

～底部
ヨコナデ 一部 パケメ 良　 好

黄　　　 橙

（10Y R タ‘）

褐　　　 灰

（7．5 Y R ガ）

2 －4 mm大の石粒少量含

み砂質

ク 181 S A 19 ＝量ゴ・宣E 口縁部 パケ メ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）
2 ～ 3 mm砂粒含む

一ケ 182 ク ・士宝E
胴　 部

～底部
ナデ 胴　 部　 パケメ 良　 好

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1 mm内の砂粒を含む

ク 183 ク 高 士不 脚 部
上　 部　 左右のパケ メ
下　 部　 ヨコ方向のパ ケメ

下　 部　 ヨコ方向のパケメ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R タ右）

微粒の砂粒 を含む。1～3

m のレンガ色粒を少々含む
外面　 スス付着

〃 184 ク 高士不 脚 部 磨 き ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

光る粒，砂粒を含む

ク 185 ク 高士不 脚 部 ナデ ヨコ方向のナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R タ右）

浅 ．黄　 橙

（7．5Y R ％）
光る粒，砂粒含む

ク 186 ク 高士不 脚 部 ナデ 土不　 部　 磨 き 良　 好 橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

h m砂粒をわずかに含む
外部 ・内面
風化著 しい

ク 187 ク 高杯 脚 部 ヨコ方向 の磨 き ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

細砂粒を含む

ク
188

ク
轡

∃互
口縁部 ヨコナデ ヨコナ デ 良　 好

灰
（7．5Y　 ％）

灰
（7．5Y　 タで）

精緻 突帯 あ り

ク 189 S A 20 鉢 口縁部 口縁上部　 パ ケメのあとナデ
ナデ やや良好

黄　　　 橙 橙 1 ～4 mm角の砂粒を多 く

～底部 頭　 部　 たて方 向のパケメ （7．5Y R ％） （7．5Y R タ盲） 含む

ク 190 ク ＝量ゴ・ 完 形 口　 縁　 ヨコ方 向のパケメ 口縁 ～胴部　 ナデ
良　 好

黄　　　 橙 黄　　　 橙 2 ～4 mm角の砂粒をわず 二重口繚

璽E 頸　 部　 タテ方 向のパケメ 胴　 部　 ナナメ方向 のパ ケメ （10Y R ％） （10Y R ％） かに含む 内面　 指圧痕あり

〃 19 1 ク 士笠
口　 縁

～底部

ロ縁～胴部　 ヨコ・タテ方向のパケメ

胴　 部　 タテとナナメ方向のパケメ

口　 緑　 ヨコ方向のパケメ
胴 部 増 享碧 雲 品 もハケメ

良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R タi）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

砂粒 を含む 内面　 指圧痕あり

ク 19 2 ク ＝量亡
霊 口縁 部 ヨコ方向のパケメ ヨコ方向 のパ ケメ 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

淡　　　 黄
（2．5Y　 タ1 ）

h m以下の砂粒を含む
口唇部付近にス

ス付着，線刻

ク 19 3 ク 高士不 土不 部 休　 部　 ナナメ方向の磨 き ナデ 良　 好
黄　　　 橙
（10Y R ％）

黄　　　 橙
（10Y R ％）

光る粒 ・1 mm内の砂粒含
む

ク 19 4 ク
聾 口縁部

へ∵胴部
口縁部　 ヨコ方向のパケメ

ロ縁部～肩部　 ヨコ方向のパケメ

胴　 部　 左右のパケメ
良　 好

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

2～3mmの砂粒 を含む

33 19 5 ク 聾
胴　 部

～底部
タテ ・ナナメ方向のパケメ ナナメ方向 のパ ケメ 良　 好

浅　 黄　 橙
（7．5Y R タ1 ）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

2～4mmの砂粒 を含む
内面　 スス付着
麓霧 空浮霊

ク 19 6 ク 士宝E
胴　 部

～底部
ナナメ方向のパケメ ナナメ方向 のパケメ 良　 好 黄　　　 橙

（7．5Y R ％）

浅　　　 黄

・（5 Y　 ％）

1～2mmの砂粒 を含む

ク 1 97 S A 21 ・こ量亡宝E
頸　 部

～胴部
表面風化の為調整不明 胴　 部　 一部ナナメ方向のパケメあり 良　 好 淡　　　 黄

（2．5Y　 ％）
淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

微砂粒を多量 に含む
頸部
刻み 目突帯

ク 1 98 ク 聾 口縁部

～胴部

胴　 部　 一部ナナメ方向のパ ケ

メがみ られ る
ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R タ盲）

微砂粒を多量 に含む 内面　 指頭痕

ク 1 99 ク 聾
口縁部 胴　 部　 かすか にタテ方向のハ 胴　 部　 かすかにヨコ方向のパケ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2 －4 mm大の石粒 をやや

～底部 メがの こる メがの こる （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 多く含む。砂質

ク 2 00 ク 聾 口縁部

～胴部
ヨコナデ 一部 ナナメ方向のパケメがのこる 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R タ首）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

1 ～ 2 mm大の石粒 をやや
多く含む。・砂質強

頸部

刻み 目突帯

ク 2 01 ク 聾 胴　 部

～底部
胴　 部　 やや うすいパケ メ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R タ首）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

1 － 2 mm大の石粒やや多
く含む。砂質強

ク 2 02
S A 22
S C l

聾 底 部 パケメの あとミガキ か 風化 良　 好
淡　　　 貴
（2．5Y　 ％）

にぷい責檀
法OY 妥 協

（10Y R．ノ喀）

血前後の茶，黒色の砂粒多く含む
黒く光る粒。ガラス質の粒含む

ク 2 03 ク 聾 完 形
口唇部　 ヨコナデ
胴部～底部　 風化

口縁部　 へ ラ磨 き 良　 好
灰　　　　　　 自
（10Y R　 j好）
手食　　 費　　 橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

光る粒， 1mm内の砂粒を
多く含む。

ク 2 04 S A 23 土不身 完 形 風化のため不明 ミガキ 良　 好
橙

（5 Y R ％）
橙

（5 Y R ％）
砂質

〃

ク

ク

34

ク

ク

ク

ク

ク

3 5

ク

ク

ク

ク

ケ

ク

2 05 ク

ク

ク

S A 22
S C l

ク

ク

ク

S A 22
S C 2

土不身 完 形 風化 ミガキ 良　 好
橙

（5 Y R ％）
橙

（5 Y R タの
精緻

・脚 突帯

。黒変，スス付着

206 土不身 完 ‘形 ナナ メへ ラ ヨコ，ナナ メヘ ラ 良　 好
橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％）
精緻

207 要 口　 縁

～胴部
口縁部　 ヨコパケ メ （一部 ） 胴　 部　 タテ方向パケ メ 良　 好

明　 黄　 橙
（10Y R ％）

明　 黄　 橙
（10Y R ％）’

5 ～ 8 mm大の石粒を少量
含むが精緻

208 ・＝土亡
宣E

口　 縁

～胴部

口唇部　 ヨコナテ’
口緑部　 ヨコナデ，タテのパケメ
胴　 部　 タテのパケメ

口縁部　 ヨコナデ，ヨコのパケメ 良　 好
にぷい黄橙
（10Y R ％）

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

1血前後の茶，黒色の砂粒を多く
含む。黒く光る粗 ガラス質の粒含む

209 聾 ロ縁 ～ 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好
橙 責　　　　　　 檀

（10 Y R　タi ） 1 mm 前後 の石英， 1 ～ 内面に黒乳 指頭

胴部上部 胴　 部　 タテのパケ メ 胴　 部　 タテ・ナナメのパケメ （7．5Y R ％） 責　　　　　 ノ天
（2．5 Y　　タで

3 mm の砂粒 を多 く含 む 痕あり，突帯あり

210 聾
口　 縁

～底部
ナデ ナナ メナ デ 不　 良 にぷい黄裾

（10Y R ％）

．にぷい黄褐

（10Y R ％）

2 ～ 7 mm 大の石粒 を多

量 に含む

口緑部　 2条突
胴部　刻み目2粂突

帯，スス付着

211 聾 口縁 ～
胴部上部

口縁部　 ヨコナ デ細 いパ ケメ

胴　 部　 風化
口縁部　 ヨコナデ 良　 好

橙
（2．5Y R ％）

橙
（2．5Y R ％）

石 英砂多量 に含 む 胴部　 スス付着

212 ▼＝臼．璽 肩 部 ナデ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

5 mm 大の長石，．微細砂
含む

2 条突帯

2 条突 帯

213 S A 25 聾 口 縁 ヨコナデ， 2 条沈線 ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％）

1 － 3 mm大の石粒 多く
含む

214
S A 22
S C 3

要 口 縁 ナナメパ ケメの上 をナデ ヨコ方向のパケ メ 良　 好
橙

（2．5Y R ％）
橙

（2．5Y R タ首）
雲母．を多量 に含む

215 S A 25

ク

ク

ク

ク

ク

頚 口　 縁

～底部

口緑部　 ヨコナテ’
月同　 部　 パケメ
底　 部　 ヨコパケメ，ナデ

口緑部　 ナナメパケメ
胴　 部　 ナナメパケメ
底　 部　 ナデ

良　 好 橙 ・
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

石粒少，やや砂質
胴部下位　 黒斑
胴部　 スス付着

216 要 口縁 ～
胴部下部

．ナナメパ ケメ
口縁部　 ヨコハゲ メ
胴　 部　 ナナメパ ケメ

やや不良
灰　　　　 白
（音 苫手打

灰　　　　 白
（都 子紘

2 ～5 mm大の石粒を多 く
含む

口緑部　 スス付着

217 士璽
ロ 縁 ～
胴部上部

口縁部　 タテ，ヨコのパケメ
胴部上部　 タテ，ナナメのパケメ

口縁部　 パ ケメ
胴　 部　 ナデ，指押 え

良　 好 罷 ，R 撰 乳 ，雪 男
やや砂質，石粒は少 肩部　 線刻あり

218
小 型
聾 完 形 胴　 部　 タテのナデ ナデ 良　 好

黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

1 ～3 mm大の微細石砂を
多く含む

2 19 浅 鉢 完 形
口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナ デ 良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙
2－5mm大石粒多量混

胴　 部　 ナナメパ ケメ 胴　 部　 ナナ メパケ メ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％）

2 20 浅鉢 完 形 口縁 ～底部　 へ ラ磨 き 口縁～底部　 へ ラ磨 き 良　 好
明　 褐　 灰
（7．5Y R ％）

明　 視　 灰
（7．5Y R ％）

2－5mm大の石粒多

一115一



図面

番号

遺物

番号
遺構 名 器種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調 l

ム 備　 考
外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面 月口　　　 土

35 221 S A 2 5 小型
鉢

完　 形 タテ方向のヘラ磨 き ナナメ，ヨコ方向のヘラ磨き 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％） 石粒少なく精緻 外面

黒塗 り

ク 222 ク ・＝ヒ璽
口縁書 口縁部　 ヨコ方向のヘラ磨き 口縁部　 ヨコ方向のヘラ磨き 皐　 好 にぷい黄橙 にぷい黄橙 石粒少なく精緻 外面　焼付着Or
～胴普 胴　 部　 一部へラ磨 きが残る 胴　 部　 ナナメ方向のパケメ （10Y R ％） （10Y R ％） 黒塗り

ク 223 S A 2 6 聾 口縁部

へ・胴部
ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

頚　 部　 ナナメナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％） 2～5mm大の石粒多く含む

一ケ 224 ク
小型丸 瑠 部

ナデ 口縁部　 ナナメナデ 良　 好
蕃文　　責　　穫
（10Y R 恕 浅　 黄　 橙 1～3mm大の細石粒多く

底　壷 頸　 部　 ヨコ，ナナメナデ 再．5Y　タで） （10Y R ％） 含み粗い

ク 225 ク
小型丸
底　竜

口縁部

～底部
強いヨコナデ 強いヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R タ首） 石粒少なく精緻

ク 226 ク 高士不 脚　 部 ナナメ，タテ方向の
ヘラ磨 き ナデ 良　 好 橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％）微細石が少ないが精緻

ク 227 S A 60 聾 瑠 蔀
ヨコナデ ヨコナデ やや不良 浅　 黄　 橙

（7．5Y R％）
浅　 黄　 樟
（7．5Y R％）

2 －3mm大石粒多く含み
粗い

ク 228 〃 ・±ヒ宝E 口縁部 ヘラ磨 き ヨコナデ 良　 好 橙
（5 Y R ％）

橙
（5Y R ％）

1－3mm大の石粒含み精
緻

ク 229 S A 28 坪蓋 完　 形 ナナメ方向の削りの上をヨコ方向の磨き ナデ 良　 好 橙 橙 1 ～2mmの白，灰，うす
ヨコナデのあとヨコ方向の磨き ヨコナデ （5 Y R ％） （5Y R ％） 茶の粒を含む

・ケ 230 ク 杯身 完　 形 ヨコ方向の磨き ヨコ方向の磨き 良　 好 橙
（5 Y R　％）

橙
（5Y R ％） 白，灰色の紳砂粒を含む

ク 231 ク 聾 口縁部 口緑部　 ヨコナテ，
月同　部　 ヨコ方向のパケメ

縦方向のナテ，

口縁部　 ヨコナデ 良　 好
に　ぶ 、・ヽ　橙（7．5Y R ％） に　ぷ　い　橙（7．5Y R ％） 3 ～5m皿大の粒 （褐色な 一部

～胴部 胴　 部　 横方向のパケメ 灰　　貴　　鳩（10Y R　％） 灰　　黄　　袖（10Y R　ガ） ど）を多く含む スス付着

36 23 2 ク 聾 口縁部 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 橙 橙 3－5mm大の粒（褐色，白っ
～胴部 胴　 部　 へラ（板状のもの？）ナデ 胴　 部　 ナデ （7．5Y R％） （7．5Y R％） ぽい粒など）を多く含む

ク 233 ク 聾 口縁書 口縁部　 ヨコナ デ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1－3mm大の粒を多く含
～胴普 胴　 部　 ヨコ方向のパケメ 胴　 部　 ヨコ方向のパケメ （7．5Y R タ1） （7．5Y Rタ1） む

ク 234 ケ 聾 底　 部 ヘラナデ？ ナデ 良　 好 橙
（7．5Y R ％）

に ぷ い 橙
（、5Y R ％）

3～5mm大の粒（褐色，白っ
ぽい粒など）を多く含む

ク 235 S A 29 土不蓋 完　 形 風化している為調整不明 風化している為調整不明 良　 好 橙
（5 Y R ％）

橙
（5Y R ％） 砂質

ク 2彿 ク 杯身 完　 形 風化している為調整不明 風化 している為調整不明 良　 好 橙
ぐ5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％） 砂質

ク 237 ク 聾 口縁部 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 橙 橙 2 ～5mm大の石粒多く含 外面　胴部
～底部 胴　 部　 タテ方向の削り？ 胴　 部　 ナデがうすくナナメにのこる （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） む スス付着

ク 238 S A 3 0 聾 口縁部

～肩部
ヨコナデ ヨコナデ やや不良 橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％） 石粒多く含み粗い 口縁部
穿孔

ク 239 〃 聾 底　 部 タテ方向のパケメ ナデ 良　 好 淡　　　 黄
（2．5Y R ％）

淡　　　 黄
（2．5Y　％） 精緻

ク 240 ク 聾 屈 入部 タテ方向のパケメ ナナメ方向のパケメ 良　 好 橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％） 石英砂多く，粗い

ク 241 ク 聾 底　 部 ミガキ ナデ 不．良 浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

褐　　　 灰
（10Y R ％） 砂粒多く含み粗い

ク 242 S A 5 2 聾 口縁へ・口縁部　 ナナメ，ヨコパケメ 口縁へ・胴部　 細いナナメ 良　 好 にぷい黄橙 にぷい黄橙 1mm大の細石粒　 やや多 全面スス付着
胴　 部 胴　 部　 ナナメパケメ パケメ （10Y R ％） （10Y R ％） Iく含む 外面）4条突帯

ク 243 ク 聾 口縁へ・
胴部下部

口緑部　 ナデ，ヨコナデ
胴　 部　 ナナメナデ

口縁部　 ヨコナデ 良　 好 黄　　　 橙
（10Y R ％）

橙
（5Y R ％）

1～3mm大の石英砂多く
含む

口縁部　スス付
着，突帯

ク 244 ク 聾 口縁へ・口唇部　 ヨコナデ
ナデ 良　 好 に ぷ い橙 に ぷ い橙 2～5mm大石粒やや多く 外面　スス付着

胴部上部 胴　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 含む 3条突帯

ク 245 ク 聾 璧 甜
風化 風化 やや不良 浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

2 ～5mⅢ大石粒多量に含
む

胴部
スス付着

ク 246 ク 聾 底　 部 ヘラ磨 き ナデ 良　 好 灰　　　 褐
（5Y R ％）

灰　　　 褐
（5Y R ％）

黒雲母，石英，長石を多
く含む

内面，外面
スス付着

ク 247 S A 32 聾 口　 縁 口唇部　 ヨコナデ
口縁部　 ヨコナデ，ナナ ヨコナデ，ナデ 良　 好 に　ぷ い橙

（7．5Y R％）
にぷ い 橙
（7．5Y R％）

1間前後の白，うす茶，灰色の粒や
3m の茶，黒の粒を少量含む

ク 248 ク 聾 口　 縁 ヨコナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

に ぷ い 橙
（5Y R ％）

1 ～2 mmのこげ茶，灰色
の粒を含む

ク 249 ク 聾 底　 部 パケメの上をナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

1－2mmのこげ茶，灰色
の粒を含む

内面
スス付着 ？

・ケ 250 〃 聾 底　 部 パケメの痕跡 ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

明　 褐　 灰
（7．5Y R ガ）

1－2mmのこげ茶，灰色
の粒を含む

ク

37

ク

ク

・ケ

ク

ク

〃

〃

ク

ク

ク

ク

38

25 1 ク

ク

S A 3 3

ク

ク

S A 3 4

高坪 脚　 部 パケメ パケメ やや不良 浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R タ首）

1mm前後の茶，白，灰色
の粒を含む

刻み目突帯

上げ底

252 ＝量亡宝E
占脂 パケメの上をヘラ磨き 口縁部　 ナデ

胴　 部　 ヨコ方向パケメ 良　 好
に　ぷ　い　檀
（7．5Y R 二材）
黒　　　　　 褐
「1∩ヽ′l⊃　　1′＼

に ぷ い褐
（7．5Y R ％）

1～2mmの白，茶，黒の
粒を含む

253 聾 完　 形 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 橙 明　 黄　 褐 2mm前後の黒　 灰　 茶の
胴部～底部　 ナデへ・指押え 胴部へ・底部　 ナデへ寸旨押え （2．5Y R ％） （10Y R ％） I　　　　I粒を含む

254 鉢 虚 脱 口縁部　 ヨコナデ
胴部へ・底部　 ナデ ナデ，一部磨 き 良　 好 橙

（7．5Y R ％）
明　 黄　 褐
（10Y R ％）

1～4mmの砂粒を多く含
む

刻み目突帯
底部　 黒斑

255 ・＝ヒ笠 完　 形 口縁部　 ヨコナデ，ナナメミガキ
胴部～底部　 タテのパケメ 所々に指押 え 良　 好

戚 施 こ‥　　　　　　　　ご・
（2．5Y　％）
にぷい責橙（10Y R　％）

1～3mmの茶，白，灰色
の石粒，石英を少し含む 胴部　 線刻

胴部
スス付着

256 ＝量亡霊 底　 部 粗い削りのあとナデ 剥離 良　 好 にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％） 3mm弱の砂粒を含む

257 S A 3 5

ク

ク

ク

S A 36

ク

S A 38

聾 完　 形 ナデ タテのナデ 良　 好
橙

（5 Y R　タi）
汚。Y懲　戒

橙
（5 Y R　タf）
Ji。薄呈彗男

1－2．玩皿の砂粒を多く
含む

258 瞥 口縁へ・
タテのパケメ 口縁部　 ヨコパケ 良　 好 橙 橙 0．3～3mmの砂礫を少し含

む
口縁　 胴部

底　 部 胴　 部　 ヨコ，ナナメ，タテの′サメ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 黒斑， ロ

すかしが4
か所ある

259 高杯 土不　部 口縁からタテ→ヨコ→タテの磨き ヘラ跡 良　 好 明　 黄　 裾
（10Y R ％）

橙
（7．5Y R％）

1．血 の鉱物粒，0．5～3．5

m皿の酸化鉄塊を少量含む

260 高塀 脚　 部 ナデ，一部へラ磨 き パケメの上をナデ 良　 好 橙
（7．5Y R ％）

明　 黄　 碍
（10Y R 彪）

1～2．5Ⅲ皿の白，茶，黒の
砂粒や透明の砂粒を含む

261 聾 瑠 部 口縁部　斜ナデのあとヨコナデ
胴　部　ヨコナデ　粗いパケ状のナデの 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 にぷい黄橙 黄　　　 橙 0．5～3mm大の白灰　うす 内面

Iあと丁寧な縦ナデ（下から上） 胴　 部　 横，斜方向のナデ （10Y．R 1％） （10Y R ％） 茶，茶色の粒を替む’ 指押え

262 長頸
柑

完　 形 斜，ヨコナデ 斜，ヨコナデ l良　 好 橙
（7．5Y R％，％）

橙
（5 Y R ％）

1～2mm程度の白，うす茶，
茶色の粒，透明な粒を己

外面
底部黒斑

263 高士不 完 形 士不　部　 ヨコ磨 き
′l

士不　書β　ヨコ磨き 1
脚 部 幸乱 撃雪空掌ナデ 良　 好 にぷい黄橙 にぷい黄橙 2mm前後の茶，灰色の粒

脚　 部　 縦 ・ヨコ磨 き （10Y R ％） （10Y R ％） を含む

佃胴部　スス付着
外・内面指押え

264 S A 36 聾 完 形 ナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

1～3mm大の灰，うす茶，
茶色の粒を多く含む
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図 面

番 号

遺 物 l

番 号
遺 構 名

l

器 種

l

ロ　 l
文 ． 様　 お　 よ　 び　 調　 整

焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

器 部 l 外　　 面　 l　 内　　 面　 ！ 外 面 内　 面

38 26 5 S A 37 要 完 形
口縁部 ～胴部　 パケ メ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好

こぶ い 橙 こぶ い 橙 1 ～3 mm大のうす茶，茶 外面口縁部

底　 部　 ナデ 胴部 ～底部　 ナデ （5 Y R ％） （7．5Y R ％） 灰色の粒 を多く含む 指押え

ク 26 6 S A 38 聾 口縁 部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

3mm以下の茶，灰，白の
粒を含む

外面
刻目突 帯

ク 26 7 ク 聾
瑠 瀧 左斜方向のパケ メ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好

橙 橙 1 ～3 mm大の白，灰，う
ふ

外面　 胴部

ナ デ 胴　 部　 ナデ （5 Y R　％） （5 Y R ％） す茶，茶色の粒を己む スス付着

ク 26 8 ク 聾
口縁 部 ヨコナデ

ナデ 良　 好 ・
淡　　　 黄 こぶい黄橙 0 ．5－3mm大の灰，茶色の

～胴部 縦方向のパケ メ （2．5 Y　 如 ・（10Y R ％） 粒 を含む

ク 26 9 ク 聾
胴　 部 ナデ

パ ケメ
パケメ 良　 好

橙 に ぷ い 黄 1 ～ 4 mm大の白，灰，う 外面　 底部

～底部 （5 Y R ％） （2．5Y　 タ4 ） す茶，茶色の粒を含む 布痕 あ り

ク 2 70 ク ・＝ヒ笠
頭　 部

～底部
ナデ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R タ1）

灰　　　 黄

・（2．5Y　 ％）

1 ～ 3 mm大の灰，うす茶，
茶色の粒を含む

外 ・内面
指押 え

〃 2 71 ク 高杯 士不　 部 ナデ 風化著 しい為調整不明 良　 好
にぷい黄橙
（10Y R　％）

橙
（7．5Y R ％）

0 ．5～2mm大の灰，うす茶，

茶色の粒を多く含む

ク 272 ク 高士不 脚 部 ナデ ナデ 良　 好
橙

（7．5Y R ％）
にぷい黄橙
（10Y R ％）

0 ．5～2mm大の白，灰，茶
色の粒を多く含む

ク 273 ク 高士不 脚 部 ナデ ナデ 良　 好
橙

（5 Y R　％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R タ1）

1 mm前後の白，うす茶，
茶，灰色の粒を多 く含む

内面指押 え

一ケ 274 ク 士笠 口縁 部 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　　　 黄
（2 ．5Y　 ％）

浅　　　 黄
（2．5Y　 ％）

1mm前後の灰，茶色の砂
粒を含む

39 275 S A 39 聾 完 形
口縁部 ～胴部　 パケメ

ヨコ方向 のパケメのあとナデ 良　 好
橙 橙 1mm前後の白，黒，灰の 外面口縁台円形脚戎帯

外面4条の＝角突帯
底　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 粒，金雲母を含む 内面拍蔚

ク 276 ク ・＝iゴ．∃互 完 形
頚　 部　 縦方向のミガキ
肩部～胴部　 ヨコ，タテ，ナナメの

ミガキ，ナテ’
ヨコナデ，指頭痕 良　 好

橙

（7．5Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

0．5 mm前後の石英 と1 ～

2mmの砂粒を多く含む

佃口樹　 湖良・璃H
宵部　二・三条・三角突帯

舶濃状文

40 277 ク 聾
ロ縁部 ロ縁部　 ヨコナデ

パ ケメ　 指押 え 良　 好
にぷい黄橙 にぷ い黄橙 3mm以下の遭明 ・白 ・茶

～胴部 胴　 部　 パケメ （10Y R ％） （10Y R ％） ・灰黒の砂粒 を含む

ク 278 ク 聾 完 形 ナデ ナデ，指押 え 良　 好
たぷ い黄橙

（10Y R　％）

橙
（2．5 Y R ％）

石英 ・金雲母含む

0 ．5～1mm前後の砂粒含む

欄口細　 鳩
佃郎　 三条三角突帯

スス付着・黒ま

ク 279 ク 聾 完 形
ロ緑部　 ヨコナテ’
胴　 部　 パケメ
底　 部　 パケメのあとミガキ

ナデ，指 押 え 良　 好 にぷ い黄橙
（10Y R　％）

にぷい黄橙

（10 Y R ％）

1 mm前後の石英 ・1 ～3

mmの砂粒を多く含む

嬬呂霊 晶毒の帥

底部二条三角突帯黒鍵

ク 28 0 ク 聾 完 形
口縁～胴部　 ヨコナデ ・パケメ

ヨコ方向のパケメ 良　 好
橙 橙 1血前後の石英・1～2m の粉 ロ縁　沈繚　鵬　 タテ

方向に2条の文様あり
底　 部　 タテ方向のパケメ，指頭痕 （5 Y R ％） （5 Y R ％） っぽい白色粒と赤褐色を含む l機 外両面スス付着

ク 28 1 ク 聾 完 形
口唇部　 ヨコナデ ロ縁～胴部下部　 ナナメ，ヨコのパケメ

良　 好
橙

（7 ．5Y R ％）
橙

（5 Y R ．％）
1 mm前後 の透 明，白，

口緑～胴部上部　 ナナメパケメ
胴部下部～底部　 タテミガキ

底　 部　 ナデ に　ぷ　い　 責
（裁．5Y　　 タ1 ）

黒
く5 Y　　 j好）

黒 ，灰，茶の砂粒 を含 む

ク 28 2 ク 聾 口　 縁 口縁部　 ヨコナ デ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

灰　　　　　　 褐
t‡・誓 書瑚

（7 ．5Y R タ首）

に ぷ い 橙 1 mm前後 の透 明，白，

～胴部 胴　 部　 タテナ デ 胴　 部　 タテナ デ （7．5Y R ％） 黒灰 ，茶 の砂粒 を含む

ク 2 83 ク 浅鉢 完 形 ロ緑部　 ヨコミガキ 口縁部～胴部　 粗 いミガキ
良　 好

明　 赤　 禍 明　 赤　 恕 1～2－の角閃石，石英を多く含み 口縁～底部付近
胴　 部　 タテパケメのあとナナメミカキ
底　 部　 ヨコミガキ

底　 部　 ナデ （2．5Y R ラ首） （2．5Y R ラ盲） 1～3－の白，赤褐色の柵 も含む 黒斑　 継目あり

ク 2 84 ク 士
口　 縁 口縁部　 ヨコナデ ヨコナデ，一部指押 え 良　 好

橙 橙 ． 1 mm前後の透明，白，茶，
∃互 ～肩部 肩　 部　 ミガキ （5 Y R　％） （5 Y R ％） 灰，黒色の砂粒 を含む

ク 2 85 ク ・＝ヒ璽
肩　 部 肩　 部　 ミガキ　 底　 部　 ミガキ

ナデ 良　 好
明　 黄　 褐 橙 1mm前後の石英，角閃石や1 ～ 黒斑

～底部 胴　 部　 パケメのあとミガキ （10Y ．R ％） （7．5Y R ％） 3mmの砂粒を多く含む 一条 の凹線

4 1 2 86 ク 士宣E
口　 縁

～底部

口唇部　 沈線

胴部 ～底部　 ミガキ
ナデ 良　 好

黄　　　　　　 檀
（10 Y R　九’）
黒　　　　　 柵
（10 Y R　タi ）

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

精粗 細砂粒を含む
胴部 ～底部

黒斑

ク 287 S A 4 0 聾
口縁～胴 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好

にぷい黄橙 にぷい黄橙 1 ～3 mm大の茶，灰色の
スス付着

部（上部） 胴部 上部　 ナデ 胴部上部　 ナデ （10Y R ％ ） （10Y R ％一％） 粒を含む

〃 288 ク 聾
頸　 部

～底 部
ナデ ナ デ 良　 好

にぷい黄橙

（10Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％一％ ）

1 ～4 mm大の粒を多く含
む

胴部下 部

スス付着

ク 289 ク 聾
胴部下部

～ 底 部
ナデ 胴部上部　 ナデ，指押 え 良　 好 にぷい黄橙

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R タ4 ）

1 ～ 2 mmの茶，こげ茶の
粒，光る粒を含む

胴部 下部

スス付着

ク 290 ク 聾
胴　 部

～底部
ナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

0 ．5～2mm大の白，灰， う

す茶の粒 を含む

ク 29 1 ク
ミニチュア
鉢

完 形 ナデ ナデ 良　 好
にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷ い黄橙

（10Y R ％）

0 ．5～1mmの白，灰，うす茶，茶
色の粉や透明な粒を含む

一 部黒変

ク 292 ク 高 士不 脚 部 ヘ ラナデ， ヨコナデ 指押 えのあ とナデ 良　 好
にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷ い黄橙

（10Y R ％）

1 －2 mm大の白，茶色の

粒や透明な粒 を含む

ク 293 ク 器 台 脚 部 ナデ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R タ1 ）

橙
（7．5 Y R ％）

0 ．5～3mm大の白，うす茶，
茶色の粒 を多く含む

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

42

ク

ク

ク

ク

294 S A 41

ク

ク

ク

S A 42

聾 口縁～胴
ヨコナデ，左上 りのパケメ

口縁部　 ヨコナデ
良　 好

黄　　　 橙 に ぷ い 褐 1 ～ 2mmの茶褐色の砂粒 内面　 スス付着

部（上部） 胴部 上部　 左上 りのナデ （10Y R ％） （7．5Y　 タイ） を含む 一条突帯

炭化物付着

29 5 ・＝ヒ 口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 明　 黄　 褐
砂粒を少量含む

∃互 ～胴部 胴　 部　 細パケ メの あとナデ 胴　 部　 紳パケメのあ とナデ （10 Y R ％） （10 Y R ％）

29 6 高士不
土不部～脚

部（上部）
ヘ ラ磨 き ヘ ラ磨 き 良　 好

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
1～2mm位の砂粒を含む

297 高士不 杯部上部 ヨコナ デ， ナデ ナデの あとへ ラ磨 き 良　 好
淡　　　 橙

（5 Y R ％）

淡　　　 橙

（5 Y R ％）

1 ～ 2mmの砂粒を少量含

む

29 8 聾 口 縁 ヨコナデ ナデ 良　 好
明　　　 視
（7．5Y R ラ首）

橙
（5 Y R ％）

0．2～2mmの白，灰，茶の細
砂粒を含む

2 99 S A 43 ＝量亡宝E 口 縁 ヨコナデ， ナデ ヨコナデ，ナデ 良　 好
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

2 mm前後の茶，灰の粒を
含む

3 00 S A 44

〃

ク

ク

S A 4 5

ク

S A 46

土質 口 縁 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷい黄橙

（10Y R ％）

精粗　 2 mm大の茶の砂粒
を多く含む

櫛描波状文

3 01 士宣E
口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 にぷい黄橙 0 2・8．5m 大の茶の砂粒，灰

頸部　 黒斑
～胴部 胴　 部　 ナデ 肩部部　 しぼり，胴部　 指頭痕 （10Y R ％） （10Y R ％） 茶等の細砂粒も含む

302 ミニチュア 完 形 口縁部　 ナデ
胴　 部　 へラナデ

ヘ ラナ デ 良　 好
にぷい黄橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

細砂粒 を含む 一部黒斑

303 聾
胴　 部

～底 部
タテ方向ナデ ナ デ 良　 好

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

に ぷ い 黄
（2．5Y　 ％）

細砂粒 を多ぐ含む 胴部　 スス付着

304
小 型 完 形 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

、良　 好
浅　　　 黄 にぷい黄橙 0．5～2mm大の うす茶，茶， 尖底

・＝巳．璽E 胴部～底部　 タテのナデ 肩部 ～胴部　 ハサ メ，底部　 ナデ （2．5Y　 ％） （10Y R ％一％） 灰色の粒を多く含む ロ縁　 スス付着

胴部下部　 黒斑

305
小　 型 形 形 口縁部　 ヨコナデ ナデ 良　 好

にぷい黄橙 に ぷ い 橙 1 ～2 mm大の うす茶，茶，
丸底壷 肩部～底 部　 ナデ （10Y R ％一％） （7．5Y R タ1） 灰色の粒を多 く含む

306 聾 底 部 ナデ ナデ 良　 好
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

0．2～2mmの茶，灰の砂粒

を多く含む

307 S A 47

ク

士
∃互 口 縁 風化 ヨコナデ 良　 好

橙
（5 Y R ％）

浅　 黄　 樟

（7．5Y R ％ ）

1mm前後の石英と3 mm位

の砂粒を多く含む

30 8 聾 胴　 部 胴　 部　 ケ ズリあげのパ ケメ　　　 一。
良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 3 ～5 mmの粒が多量に含

～底部 底　 部　 ナ デ　　　　　　 ナ丁 （10Y R ％） （10Y R ％ ） む
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図 面

番 号

恒 物

怪 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び 1 調　 整

焼 成
色　　 調

胎　　　 土 備　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

42 巨 0 9

l

S A 47 高士不 脚 部 ヨコナデ，ヘ ラ磨 き
l タテ方向 にナデ， ヨコナデ

良　 好 にぷい黄橙
（10 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

細砂粒 を含む

ク
l
P 10 S A 48 要

口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコのパケメ
良　 好 橙 橙 2 mm前後の透明 黒‘灰

三条，突帯
～胴部 胴　 部　 タテのパ ケメ 胴　 部　 風化 （7．5 Y R ％．） （7．5Y R ％） I　　I　　　I白，茶色の砂粒を含む

ク 31 1 ク 聾
口縁 ～
底部付近 ヨコナデ ナデ 良　 好

1・
（10Y R　ガ）
子炎　　　　　 責
（2 ．5Y　　 ％）

褐　　　　　　 J火
（10Y R　ガ）
子炎　　　　　　 責
（2　5Y　　 j好）

加m前後の透明，黒，灰，茶
色，光る黒の粒を含む

一条，突帯

ク 31 2 ク 聾 底 部 ミガキ， ヨコナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

4
h m前後の透明，黒，灰，白，
茶色の砂粒を含む

ク 313 S A 49 聾 完 形 口縁部～胴部　 工具 あとナ デ 口縁 部　 工具のあ とナデ
良　 好

に　ぷ　い　檀
（5　Y R　九’） にぷい黄橙 0．5～1m 大の砂粒，黒く光る 口縁～胴部

底　 部　 ナデ 胴　 部　 パケのあ とナデ にぷい共棲
（10Y R　％）

（10 Y R ％）粒ガラス質の粒を含む 黒変

ク 314 ク 聾 完 形 ナデ
口縁部　 ヨコナデ
胴部 ～底部　 ナデ

良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10Y R タ左）

0 ．5～2mm大の砂粒，ガラ

ス質の粒 を含む
胴部　 黒変

ク 315 ク 聾 口縁～胴 口縁部　 タテのパケ メ 口縁部　 ヨコナデ
、良　 好

浅　　　 黄 明　 黄　 褐 0 ．5－1mm大の粒　 2～3mm大の 全面
部（下位） 胴部下位 パケ メ 胴部上位　 ナナメパケメ下位 ナデ （2．5Y　 ％） （10Y R ％） 1茶色の粒を含む スス付着

ク 316 ク 聾 口縁へ・胴
部（下位）

パケのあ とナデ パ ケのあとナデ 良　 好
淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

子炎　　　　　　 責
（2 ．5Y　　％）
日音　　 灰　　 貴
く2 ．5Y　　尭）

0．1～0．5m 大の砂粒，黒く
光るもの，ガラス質の粒を多己

ク 317 ク 聾 底 部 タテ方向へ ラ状 工具 風化 良　 好 橙
（5 Y R　％）

に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

0．5～1－の茶，うす茶，半透明の槻
ガラス質のもの，黒く光る杜を含む

ク 318 ク 聾 底 部 ナデ， ヨコナデ ナ デ 良　 好 にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷい黄橙
昆OY 妥 協

（10 Y R　タ‘）

0．5－伽m前後の砂粒を多量に
ガラス質の粒も含む

4 3 3 19 ク －＝土ご璽E 半完形 胴部 ～底部　 タテヘ ラ磨 きか 風化 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R　タ1 ）

にぷい黄穫
（10 Y R ．％）
暗　　 灰　　 黄
（2．5 Y　　j埠）

0 ．2～3mmの灰色，褐色の
砂粒 を含む

所 々にスネ
付着

ク 32 0 ク －＝ヒ丑： 半完形
口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ

良　 好 にぷい黄橙 に ぷ い 橙 0 ．2～1mmの褐色　 灰色の 肩部～底部　 スス
肩部 ～底部　 ナデ 肩部～底部　 ナデ （10Y R　％） （7．5Y R ％） I砂粒，石英，長石を含む 付着 （外，内面）

ク 32 1 ク 士宝E
口縁部

～底部
ナデ ・パ ケメ ナテざ・パケ メ

l

良　 好 に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

黄　　　 灰
（2．5Y　 昇）

ガラス質のもの含む
0．5～2mm弱の砂粒多含む

外面　 胴部

スス付着

ク 32 2 〃 士宝E
口縁部 口縁部　 ヨコナデ 一口縁部　 ヨコナ デ

良　 好 に ぷ い 橙 にぷい黄橙 1 mm前後の白　 黒　 茶の
～肩部 肩　 部　 ナデ ？ 肩　 部　 ナデ ？・指押 え （7．5Y R ％） （10Y R ％） I　　　　　I粒を含む

ク 32 3 ク ＝量ゴ・笠
頭　 部

～底部
ナデ ナデ 良　 好 に ぷ い 橙

（5 Y R タ1）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

黒く光るもの，ガラス質

のもの紳砂粒含む
外面　 スス付着

ク 324 ク
、　　　　　．．一
　ヽ　　　‾‘‾‾チュア

完 形
口緑部 ～胴部　 ヨコナデ

l底　 部　 ナデ
l ヨコナデ l 良 好

橙

（7．5Y R ％）
橙

（5 Y R ％）

0．5～2m の石英，長石，白色の砂
粒を含み，角閃石を少量含む

ク 325 ク
脚台付 口縁部 口縁部　 タテナ デ 口綾部　 ヨコナデ

良　 好 にぷい黄橙 にぷい黄橙 0．2～1m の褐色，灰色の砂粒を含 内面　 胴部
鉢 ～底部 胴　 部　 ナデ，底部 ヨコナデ 胴部 ～底部　 ナデ （10Y R ％） （10Y R ％） み，石英，長石を少量含む ～底部黒変

ク 326 ク 高士不
口緑部 坪　 部　 ヨコナデ ・ミガキ 土不　 部　 ミガキ

良　 好 橙 橙 黒く光るもの含む。ガラス質のもの，

～脚部 脚　 部　 縦方向 の ミガキ，パケメ 脚　 部　 ナデ ・パケメ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％）0血攻の茶泊灰色などの細砂粒多含

〃 327 ク 高士不 士不 部 ナデ
ヨコナデ
ナデ

良　 好 にぷ い黄橙
（10Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

0．5～1m 弱の茶，半透明の砂
粒多く含む 外面　 スス付着

ク 328 ク 高 士不 坪 部 ヨコナデ ？ ミガキ 良　 好 黄　　　 橙
（10Y R ％）

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

黒く光るもの，ガラス質のもの含む，
灰，うす茶色などの舶槻含む

ク 329 ク 高 士不 完 形 ミガキ
杯　 部　 ミガキ
脚　 部　 ナデ

良　 好 明　 赤　 禍
（5 Y R ％）

にぷ い赤褐
（5 Y R ％）・

ガラス質のもの多く含む
黒く光るもの少々 含む
細砂粒，1mm弱の砂粒含む

外面　 杯部

黒変 ？

一ケ 330 ク 高 士不
杯　 部 土不　 部　 ナデ 士不　 部　 ナデ

良　 好 にぷい黄橙 にぷ い黄橙 2mm前後の茶　 灰　 白の
～脚部 脚　 部　 ミガキ 脚　 部　 ヨコナデ ・ナデ （10Y R　％） （10Y R ％） I　　　　　I粒を含む

ク 3 31 ク 高士不
士不　 部 ミガキ 士不　 部　 ミガキ

l 良　 好 黄　　　 灰 にぷ い黄橙 ガラス質のもの多く含む
～脚部 ヨコナデ 脚　 部　 パ ケメ ・ナデ （2 ．5Y　 ガ ） （10Y R ％）黒く光るもの，0．h 大の白茶

などの細砂粒多く含む
4 4 3 32 S A 5 8 聾 口縁部

～胴 部

ヨコナテタ
ロ緑部　 凹線 ヨコナ テざ・ナデ 良　 好

に ぷ い 橙 にぷい黄橙 黒く光るもの，ガラス質のもの，0．外面　 黒変・ス

胴　 部　 三条三角突帯 （7．5Y R ％） （10Y R ％）5～1m の灰・黒色などの砂粒含む ス付着部分あり

ク 3 33 ク 聾

l

口縁部

へ・胴部
口縁部　 凹線
胴　 部　 三条三角突帯

ナデ ・パケ メ

l

良　 好
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

ガラス質・半透明・黒く光るもの含む，
0．1～1mm大の茶，灰色などの砂粒多く己
む

外面　 スス付着

ク 3 34 〃 聾 底 部 I
ナデ　　　　　 i

l
ナデ　　　　　 i 良　 好

淡　　　 黄
（2．5Y R ％）

灰　 黄　 褐

（10Y R ％）
ガラス質，半透明・黒く光るもの含む，0
1－h 弱の黒・茶・灰色などの槻 含む

〃 33 5 ク 聾 底 部
ナデ　　　　　　　 l ナデ　　　　　　　 l

良　 好
灰　　　 黄

（2．5Y R ％）

褐

（7．5Y R ％）
金雲母多く含む
ガラス質3m峡 の粒少 含々む

内面　 スス付着

ク 33 6 S A 50 ＝量チ宣E
口縁部

～肩部
縦方向 のパ ケメ

宗縁董糟 賢方向のパケ メ I
良　 好

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1

2～3mmの砂粒を多く含む

〃 33 7 ク 聾 口縁部 ヨコナデ
斜 め方向のパ ケメ ヨコナデ 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

1 ～ 4 mm大の砂粒を多く
含む

スス付着

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

33 8 ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

S A 51

聾 口縁部

～胴部

ヨコナテざ・パケ メ
線刻有 り

口縁部　 ヨコナデ
胴　 部　 斜方向のパケメ

良　 好 浅　 黄　 橙
（10 Y R　％）

浅　 塞　 橙

（10Y R ％）
3 ～ 5 前後の石を多く含
む

外面　 スス付着

櫛描波状文

339 聾 口縁部

～胴部

ヨコナテ’
口縁部　 凹線
胴　 部　 （2 条 ？）突帯

ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1mm弱の石英を少しと，1 ～
2mm前後の砂粒を多く含む

340 聾 口縁部

～胴部
ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 にぷ い黄橙

（10Y R ％）
にぷい黄橙
（10Y R ％）

1mm前後の石英と角閃石を少
しと，h mまでの砂粒を多含む

34 1 聾 口　 縁

～胴部

口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ
口縁部　 ヨコナデ
胴　 部　 ナデ

良　 好
にぷ い責橙
（10Y R　％）
灰　　 責　　 稚
く10Y R　ガ）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

1 ～ 3 mm大の灰，うす茶，
茶色の粒を含む

342 高 坤
杯　 部

ロ　 縁
ヨコナデ　　　　　 l ナデ 良　 好 にぷ い黄橙

（10Y R ％，％）
にぷ い黄橙
（10Y R ％，％）

1 ～3 mm大の灰，うす茶，
茶色の粒を含む

343 ＝量ご宝巨： 口 縁

l

ヨコナデ

1

ヨコナデ 良　 好 黄　　　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R タ1 ）

1～3mmの砂粒 を含む

344 一士宝E
I

口 縁
l

ヨコナデ，－部磨 き　　　 l ヨコナデ 良　 好
にぷい黄橙
；墓O Y 芸 冤

（10 Y R　タオ）

浅　　　 黄

（2．5Y　 ）
0．5－h m大の白，う茶，茶，
灰色の粒を含む

345 士
璽E 口 縁 タテ， ヨコナデ　　　　　　　　 指押 えの後 ヨコナデ 良　 好

にぷい責檀
；よO Y 妥 協

（10 Y R　タイ）

橙
（7．5Y R ％）

1 ～4 mm大の白， うす茶，
茶色の粒を含む

34 6 ‘ヽ　　　　　＿一
　ヽ　　・‘‾‾チュア

口縁～底
部（付近）

諸 空 席晶 コ吉事　　　 霜 聖底晶 コ‡妄
良　 好 にぷい黄橙

（10Y R ％）
にぷい黄橙
（10Y R ％）

1 ～3 mm大の白，灰，茶
色の粒を含む

34 7 鉢 完 形
口縁部　 ヨコナデ

胴　 部　 ナデ　 底部　 指 押 え
口縁部　 ヨコナデ
胴　 部　 パ ケメ　 底部　 指押 え

良　 好 にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

1 ～2 mm大の茶，灰色の
粒を含む

34 8 高士不 脚 部 ナデ　　　　　　 謡 焉 霜
良　 好 にぷい黄橙

（10Y R ％）
にぷい黄橙
（10Y R ％）

0 ．5－2mm大の灰，黒，茶色の
粒や透明な粒を含む

34 9 頚 底 部 ヨコナデ，指頭庄

l

ナデ，指押 え 良　 好 に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

褐　　　 灰
（10Y R 舛）

1～2mm大の茶，灰の粒を
含む

35 0 聾 底 部 ヨコナデ，指頭庄　　　 l ナデ 良　 好 にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

2 ～3 mm の茶，黒の粒を
含む

35 1 聾 胴部下位

～底 部

翌部孟雪 旨蒜　　　 豊部孟位指吉事 （タテ ）
良　 好

に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

1 ～2 mmの茶，灰色の粒
を含む

35 2 聾 底 部 タテのパ ケメ ？　　　　　　　　 剥離 良　 好
浅　 黄　 橙
（10 Y R　％）

2 mm前後の透明，黒，灰
茶，白色の砂粒 を含む
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図面

番号

遺物

番号
遺構 名 器種 器 部

文　 様　 お　 ろ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

夕．ト　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面

44 353 S A 53 聾 口　 縁

～胴部

口縁部　 ヨコナデ
胴　 部　 ナナメパケメ，ミガキ？

ヨコパケメ後ヨコナデ 良 好 通 庸 （も舘 、撰 0．3～3mmの黄，白色の粒
と金雲母を含む

三条突帯

ク 354 ク 要 口　 縁

～胴部

口縁部　 ヨコナデ
胴　 部　 タテ・ナナメのパケメ ナデ 良　好 （議 湖 （請 欄 0．5～2mmの褐色，うす茶，

白色の粒を含む

ク 355 ク 聾 口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　好 淡　　　 黄 淡　　　 黄 0．2～加mの褐色，灰色の砂粒 胴部　スス付着
～胴部 胴　 部．タテのパケメ 胴　 部　 タテのナデ （2．5Y　％） （2．5Y　％）や石英，長石，角閃石を少含む

ク 356 ク 鉢 口 縁 タテのナデ ヨコ，ナナメのパケメ 良　好 ｛音品 詞 ） （講 呈背 0．2～2mmの石英，長石や
褐色，灰色の砂粒を含む

スス付着

ク 357 ク 聾 ロ緑 ～
底部付近

口緑部　 ヨコナデ
胴部～底部付近　 へラ磨き

口縁部　 ヨコナデ 良　好 （講 呈背 （与．鮎 鳶 0．2～a肌の褐色，灰色の砂粒
や石英，長石を少量含む

底部付近　黒変

ク 358 〃 ・＝ヒ宝E
口　 縁

～肩部
タテパケメ後ヨコ・タテヘラ磨き ヨコナデ後ヨコへラ磨き 良　好 （講 呈背 縞 呈背 0．5～h mの褐色，黒色，白色の

粒や石英，長石を少し含む
肩部　沈線あり
所々 に黒変

45 359 ク 婆 完 形
口縁部　 ヨコナデ ロ縁部　 ヨコナデ 良 好 （講 呈苛 （講 呈背 0．5－2m の褐色，灰色の 三条突帯胴部～底部　 ナデ 胴部～底部　 風化 ’砂粒を多く含む

ク 360 ク ・＝ビ：亜： 完 形 風化
胴　 部　 ヨコナデ
内　 面　 風化 良　好

（詣 躇 （清 呈男 0．5－3mmの褐色，灰色の
砂粒や石英，長石を少含

三条突帯

ク 361 ク ・＝ヒ 口縁部 パケメの後 パケメ 良　好 淡　　　 黄 淡　　　 黄 1m 前後の黒，褐色の粒含む，
宣E ～肩部 ヘラミガキ ヨコナデ （2．5Y　％） （2．5Y　 ％）石英，長石，角閃石（？）を少含

〃 362 ク 婆 底 部 タテナデの後
タテヘラミガキ

風化のため調整不明 良　好 （講 呈背 （請 呈背 0．2～2mmの石英・長石や
褐色の粒を含む 内面　スス付着

ク 363 ク 聾 胴　 部

～底部
風化のため調整不明 胴　 部　 風化のため調整不明

底　 部　 パケメ 良　好 描 躇 i妄溝 呈男 0．2－2mmの石英・長石や
灰色・クリームの砂粒を合

ク 364 一ケ 聾 胴　 部

～底部
タテパケメ

ヨコパケメ
指押え 良　好 （講 呈背 淡　　　 黄

（2．′5Y　 タイ）
0．2～2m の石英，長石，角閃石
（？），褐色の砂粒を含む

ク 365 S A 54 ・＝lゴ．宝E 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良　好 橙
（7．5Y R ％）

（壬．鮎 署 きめ細かい。灰，茶の2mm
程の砂粒少し含む

ク 366 ク 聾 口縁部 風化著しく調整不明 ヨコナデ
（風化著 しく調整不明） 良　好 （講 呈苛 （請 呈雪男

ク 367 ク 聾 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良　好 罷 Y悪 夢 澤．5Y 斉 灰，茶，黒等の細砂粒を
多く含む，角閃石，石英

ク 368 一ケ 聾 口縁部 タテ，ヨコ方向のミガキ ヨコ方向のミガキ 良　好 橙
（7．5Y R ％）

に ぷ い橙
（7．5Y R ％）

きめ細かい，細砂粒，2mm
程の褐色の粒を含む

ク 369 ク 高士不 士不　部

～脚部

ヨコナデ
剥離しているため調整不明 風化著 しく調整不明 良　好 にぷい黄橙

（10Y R ％）
黒　　　 褐
（10Y R ％）

きめ細かい，0．2－3mm程の茶
事彗 ㌶ 隻㌔醍 艶 ガラ

ク 370 一ケ ・＝ヒ 口縁部 パケメ ナデ 良　好 ・浅　　　 黄 浅　 黄　 橙 きめ細かい，　灰，黒，茶等
等の0．2－2m嶋の砂粒を多く
含む石英含む

外面　胴部～
璽E ～底部 ミガヰ パケメ （2．5Y　 ％） （10Y R ％） 底部スス付着

・ケ 371 ク ・＝ヒ笠
胴　 部

～底部

風化している
（ヘラミガキ）

剥離 している為調整不明 良 好 にぷい黄橙
（10Y R 箪）

にぷい黄橙
（10Y R 箆）．

きめ細かい，ガラス貨のもの
詣 あ砂霞岳 響苦雷0・2～2

外面　 底部
線刻あり

ク 372 S A 55 ・＝ヒ：荘
口縁部

～胴部
パケメの後ミガキ

口繕部　 ミガキ
胴　 部　 風化しているがわず、かに 良 好 にぷい黄橙

（10Y R ％）
にぷい黄橙
（10Y R ％）

農響 品 あ砂粒を多く含む0．5－2mm程の

石英，角閃石を含む

目線部　凹線
肩部・胴部　三
条三角突帯スス

46 37 3 ク 聾 口縁部 パケメ パケメ 良　好 にぷい黄橙 にぷい黄橙 0．2－2mmの茶鵠 歓 と，含む。

石英を含む

口唇部　4条の刻み
り　口緑部　凹線
一条三角突帯～胴部 パケメの上をミガキ 指頭痕 （10Y R ％） （10Y R ％）

ク 374 ク 聾 完 形 口縁部　 ヨコナデ ロ縁部　 パケメ 良　好 明　 黄　 褐 明　 黄　 褐 きめ細かい， 0．5mm以下の砂
配 砦 緑 茶，褐色の砂

目線部　凹線
胴　部　二条三角突
帯　スス付着，平底胴部～底部　 パケメ，ヘラミガキ 胴部～底部　 ナデ ？ （10Y R ％．） （10Y R ％）

ク 37 5 S C l 聾 口縁部

～底部

口縁部　 ヨコナデ
胴部～底部　 ナデ ナデ 良　好 明　 黄　 褐

（10Y R ％‾）
にぷい黄橙
（10Y R ％）

きめ細かい
0．2－2mT暗呈の灰，茶の砂粒多く含む

タ摘I榔　スス付着
内面脚 真鯉

ク 376 ク ＝量ゴ・璽E
月国　主抑
－底部 タテ，斜め方向のナデ 縦 ・ヨコ・斜め方向のナデ 良 好 浅　 黄　 橿

（7．5Y R ％）
灰　　　 黄
（2．5Y　 ％）

1mm前後の石英と1～4mmの砂
粒多く含む，1－4mmの赤褐色
の砂粒も多く含まれる

外面　 黒斑

ク 377 ク ・＝土倉
リボ家昔P
～底部

口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ ー 良　好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 ．1～2mmの茶・灰色の粒 外面　 胴部
宝E 胴　 部　 パケメ 胴　 部　 パケメ （10Y R ％） （10Y R ％） を含む スス付着

・ケ 378 ク ＝量亡
月囲　l錐
～底部

パケメ 部分的にパケメ 良　好 にぷい黄橙 にぷい黄橙 きめ細かい
0．2－2mm程の灰・茶等の砂粒
を多く含む

外面胴部　スス
璽 ナデ ナデ （10Y R ％） （10Y R ％） 付着　平底

ク 379 ク
4碧

空

∋只　肯P
～胴部 ナデ ナデ 良　好 浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙1
（10Y R ％） 黒 ・茶の細粒含む

・ケ 380 S C 2 4望

笠

ほ　 ぼ
完　 形

ナデ？
縦方向のミガキ ナデ 良　好 橙

（5Y R ％‘）
橙

（5Y R ％‾）
きめ細かい，石英などの細砂
粒と1－4mmのうす茶，灰色，褐
色の砂粒を多く含む

ク 381 〃 高士不 土不部 ヨコ・ナナメヘラ磨き ヘラ磨 き 良　好 に ぷ い橙
（7．5Y R タ1）

に ぷ い橙
（7．5Y R ％）

1－3mmのうす茶，灰色，褐
色の砂粒や石英などの細砂粒
も含む

ノク 382 S C 5 聾 口縁～胴
部（上位）

口縁部　 ナデ
胴　 部　 へラ磨き 口縁部　 ヨコナデ やや不良 黄　　　 灰

（2．5Y　昇）
浅　　　 黄
（2．5Y　 ％）

石砂粒含む 三角刻目突昔　日縁
瓢胴部

ク

ク

47

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

383 S C lO ＝量才宣E 胴 部 ヨコ・ナナメのパケメ ヨコ ・ナナメのパケメ 良　好 にぷい黄橿
（10Y R ％）

灰
（5Y　 タで）

2mm前後の透明・白・黒・灰・茶
の粒や黒く光る粒を含む

内面　 黒変

胴部　 黒斑

あげ底

LJ緑部～胴廓　スス
付着（外面）胴部下

384 S C ll

ク

〃

ク

ク

S C 12

ク

ク

S C 13

ク

〃

ク

ク

聾 完 形 口綾部　風化
胴部～底部　 タテ・ヨコのパケメ

口縁部～胴部　タテ・ヨコ・ナナメパケメ
底　部　指押え

良　好 に ぷ い橙
（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％‘） 3mm前後の粒を含む

385 聾 完 形 口縁部～胴部　ナデ 口縁部　指押え 良　好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1～3mmのうす茶，白，灰色
底　部　指押え 胴　部　パケメ　底　部　指押え （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） の粒や石英を含む

386 器台 脚 部 タテの ミガキ　　　　　　　　　　 ′ナデ，指押え 良　好 橙
（7．5Y R ％）

黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

1－3mmの白，灰，うす茶の
粒，透明の粒を含む

387 浅鉢 口　 縁

～胴部
磨き （パケメの跡） 磨 き （パケメの跡） 良　好 にぷい黄橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R タ1）

1～4mmの砂粒，石英を
少し含む

388 小型
賓 完 形 ナデ 口縁部　 ヨコのナデ

胴部～底部　ヨコ・ナナメパケメのあとナデ
良　好 浅　 寅　 橙

（10Y R タオ）
灰　 黄　 褐
（10Y R ％） 0．5～1mmの砂粒を含む

389 高坪 ナ不部 風化 風化 良　好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1壬（7．5Y R タ名）
黒

（5Y　　 舛）

1～3mm大の白，うす茶，
茶色の粒を含む

390 聾 底 部 ナデ 指押えのあとナデ 良　好 にぷい黄橙
（10Y R タ4）

に ぷ い橙
（7．5Y R ％）

1－3mm大のうす茶，茶，
灰色の粒を多く含む

391 要 胴部下位 胴部下位　 ナデ パケメ 良　好 橙 橙 0．5～3mm大の灰，うす茶，
～底 部 底 ・部　 指押え （7．5Y R ％） （7．5Y R ％．） 茶色の粒を含む

392 聾 完 形 口榔　 右下りのパケメの上をナデ 口縁部　 ヨコパケメ 良　好 橙 腐 掬 1～5mmの茶，灰，白，透明，
胴 部　パケメ（一部）底 部　ヨコナデ 胴部～底部　 摩研 （7．5Y R 九°） 光る粒を多く含む

393 聾 完 形 口嫁部　ナデ 底　部　指押えナデ 口縁部　指押圧，ナデ 良　好 浅　 黄　 色 浅　 黄　 色 1－4．5mmの砂粒や紳砂粒 頚部外面　工具跡胴　部　右下り，タテのパケメ 胴部～底部　右下りのパケメ（一部） （2．5Y　 ％） （2．5Y　 ％） も含む

394 聾 完 形 ナデ ナデ （タテ） 良　好 明　 黄　 褐
（10Y R ％‘）

橙
（7．5Y R ％‘）

1～5．5mmの茶，黒，灰色の
砂粒を多く含む 胴部スス付着（内面

395 聾 口　 縁 口縁部　 タテのナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好
黄　　　 橙 黄　　　 橙 0．5～4．5mm茶，灰，白色 外面全体

～胴部 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） の砂粒を含む スス付着

396 器台 脚 部 ナデ，指押圧，タテ・ナナメのパケ ナデ，ヘラ跡，ヨコパケメ 良　 好
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％） 紳砂粒を多く含む 透かし孔が周

囲に推定6 コ

ー119－



図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面

48 397 S C 13 聾 ロ 縁 ～ 口縁部　 右下 りパケ メ 口縁部　 ヨコナデ，ヘラミガキ
良　 好 橙 明　 黄　 褐 1mm前後の砂粒，光る粒

胴部下位 胴部下位　 右下 りパケ メ 胴　 部　 へ ラ磨 き （5 Y R ％） （10Y R ％）・透明な粒 を含む

ク 398 ク 器 台 脚 部 タテ方向の ミガキ ナデ ・パ ケメ 良　 好
橙

（5 Y R　％）
橙

（7．5Y R ％）
1～2m の茶，白，黒の透明，黒
く光る砂粒を含む

三ヶ所 に透 ．

か し孔あ り

ク 399 ク 器 台 脚 部 パケの上 をナデ ナ苫 ヨコ・ナナメのパケの上をナデ 良　 好
明　 黄　 褐

（10Y R ％）

明　 黄　 褐

（10Y R ％）
粘土 に細砂粒 を多く含む

透 か し孔 周
囲に 6 コ

ク 400 S C 14 ・＝ヒ笠 胴 部 ヨコへ ラ磨 き 指頭圧 あと右下 りのパ ケメ 良　 好 にぷい黄橙
（10Y R ％）

黄　　　 灰

（2．5Y　 ガ ）
0 ．5～1mmの粗い砂粒を多
く含む

三条突 帯

ク 40 1 ク ＝量才璽E 胴 部 ヨコ　 へ ラミガヰ パ ケメ
パケ メの上 をナデ

良　 好 にぷい黄樫
（10Y R ％）

黄　　　 灰
（2．5Y　 ガ ）

径0．5～h 両呈度の粗い砂粒 （黒色速明
光札白色半透明，黒色灰色）を多く含む
径0．5－1．hmの赤色酸化鉄粒を少量含

外面　 スス付着
三条三角突帯

ク 402 S C 16 聾 口縁 部 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好 褐　　　 灰 に ぷ い 橙

1～3mm の白，褐色の粒を含
頚部　 一条三角

～胴部 胴　 部　 丁寧なナデ，パケメ 口縁部～胴部　 ナデ （7 ．5Y R ガ） （7．5Y R ％） 刻目実態

〃 403 S C 2 0 聾
口縁 部

～胴部

口綾部　 ヨコナデ

胴　 部　 タテ方向のパケメ
ヨコ方向のパケメ 良　 好

橙
（5 Y R ％）

明　 赤　 禍
（5 Y R ％ ）

きめ細か．灰，白等の0．2～2
mm程度の砂粒を多く含む，金
雲母が多く目につく

外面胴部

スス付着

ク 40 4 〃 ・＝ビ宝
口縁部 口縁部　 ヨコナデ 口綾部～肩部　 ヨコナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 灰　 黄　 褐 1mm前後のうす茶　 白の

二重 口縁
～肩部 頸部～肩部　 風化のため不明 肩　 部　 パケメの上を所々ヨコナデ （7 ．5Y R ％） （10Y R ％ ） I粒を含む

ク 4 05 ク 頚
口縁部

ナデ
口綾部　 ナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1mm前後の茶　 灰の粒を

～底部 胴部～底部　 ヨコ方向のパケメ・ナデ （1PY R タオ） （10Y R ％） I含む

ク 4 06 ク
瞥 完 形 粗いナデ，指押え

パケメ
良　 好

明　 黄　 褐 橙 きめ細かい， 0 ．2～2mm程の 外面　スス付着，
部分的に指ナデが強 く残 る （10Y R　％） （7．5Y R ％）灰，茶等の砂粒が多く含まれる外面底部黒乳上底

ク 4 07 ク 聾 底 部 タテ方 向のパケメ　 のち

ヨコナデ
良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）
1 mm前後の白，茶，灰色

の粒を含む
三つの，三角突帯

一ケ 4 08 ク 聾 底 部 指押 えのあとパケメ 風化のため不明 良　 好
浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
1 mm前後の茶，灰，白色

の粒を含む
上 げ底

ク 4 09 S C 2 1 聾
口縁部 口縁部　 ヨコナデ

丁寧 なヨコナデ 良　 好
にぷい黄橙 にぷい黄橙 0．5～3mm程度のうす茶，茶 口縁部　 一

～胴部 胴　 部　 ナデ，風化 のため不明 （10Y R ％） （10Y R ％） I灰色の粒，透明に光る粒を含む I条三 角突帯

ク 4 10 ク ・＝tゴ．璽E 胴 部 ナデ 風化の為調整不明 良　 好 に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

灰　　　 白
（2．5Y　 ％）

透明に光る粒，0 ．5～3mm大の
うす茶・茶色などの粒を多く己

一条刻 目突
世
帯

ク 4 11 S C 22 婆 口縁部
ヨコナデ

口縁部　 ヨコナデ
良　 好

淡　　　 黄 浅　 黄　 橙 1 mm前後の石英と1～3mm 一条三角突
～胴部 胴　 部　 ナデ （2．5Y　 ％） （10Y R　％） の砂粒を多く含む ・廿

′市．

ク 4 12 ク 頚
胴　 部

～底部
ヨコナデ ・ナデ ナデ 良　 好

淡　　　 黄
（2．5Y　 ％）

黄　　　 灰

（2．5Y　 ％）
1 mm前後の石英と1～3mm
の砂粒を多く含む

上 げ底

4 9 4 13 ク 聾 完 形
ロ綾部　 ヨコナデ
胴　 部　 縦パケメ　 一部ヨコパケメ

口縁部　 ヨコナデ
良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1－3mm大の灰， うす茶， 筑 豊 潤

上げ底P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lコ底　 部 －ナデ・ヨゝ ナデ 胴部～底部　 左斜ナデ，ナデ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 茶の粒を多く含む

ク 4 14 〃 聾 完 形 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

淡　　　 黄 にぷい黄橙 0．5－4mm大の粒を多く含む。
定 2買査 舵 緒 透明な

外 ・内面　 黒斑
胴部 ～底部　 ナデ 胴部 ～底部　 ナデ （2．5Y　 タ首） （10Y R　％） 上げ底

ク 4 15 ク 要 口縁部 萄 買 鼻キ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1～3 mm大の白　 灰　 うす茶，
外面　 スス付着～胴部 胴　 部　 左斜パケメ，縦パケメのあとナデ （7．5Y R ％） （10Y R ％） I　　　　I茶の粒，透明な粒を含む

ク 4 16 ク ・＝ヒ・笠
口縁部 口縁部 ・肩部　 ヨコナデ

ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 0 ．5～加m大の灰，うす茶　 茶，

～肩部 頚　 部　 ヨコナテ切後ミガキ （7．5 Y R ％） （10Y R ％） †透明な粒を含む

ク 4 17 ク 腕 ほ ぼ 口綾部～胴部　 ヨコミガキ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好 浅　 黄　 橙 にぷい昔橙 0 ．5～3mm大の白　 うす茶　 茶

完　 形 底　 部　 ナデ 胴部～底部　 風化のため調整不明 （10 Y R ％） （10Y R ％） I　　　　　　　　　　I　　　ヽI灰色，透明な粒を含む

ク 4 18 ク 高士不 杯　 部 土不 部 聖 書品 の荒いパケメ 土不　 部　 ヨコナデ，ナデ
良　 好 淡　　　 黄 にぷ い黄橙 0 ．5～2mm大の灰，うす茶，茶，

～脚部 I脚　 部　ナデ 脚　 部　 ナデ （2．5Y　 ％） （10 Y R ％）透明な粒を含む

ク 419 S C 26 聾 口縁部
ヨコナデ

口綾部　 ヨコナデ
良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 黒，透明，茶に光る粒，茶，灰，う外面脚　 三角突帯

～胴部 胴　 部　 ハクリ・風化の為調整不明 （10Y R　％） （10 Y R ％）す茶などの細砂粒を多く含む 内面　口榔 黒変

ク 420 S C 28 要 口縁部 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 0 ．5～3mm大の茶，こげ茶，

佃 胴部　スス付着～胴部 胴　 部　 風化の為調整不明 胴　 部　 ナデ （10Y R ％） （10 Y R タ首） の粒が多く含まれる

ク 42 1 ‘ケ
4 望

笠

胴　 部

～底部
ナデ ナデ 良　 好

i黄　　 ♯　　 橙
（10Y　R　％）

橙
（5　Y　R　％）

橙
（5 Y R ％）

0．2 mm の茶の粒と細砂粒
を含む

尖底

ク 422 S C 29 聾
口　 縁 口縁部　 ヨコナデ 口綾部　 指押えあとナナメパケメ

良　 好
篇l　　　　　 湖
（10Y　R　舛）

に　ぷ　い　揺
（7．5Y　R ％） 2 mmの茶　 灰，黒の粒を 舛画榔 黒変

～胴部 胴　 部　 ナナメパケメ 胴　 部　 ナナメパケメ にぷい　繊橙
（10 Y　R　クi）

旭　　　　　　 ノ天
（10Y　R　財）

I多量に含む 三紐帯 口柳

ク

〃

ク

ク

50

〃

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

一ケ

5 1

ク

ク

423 ク

S C 3 0

ケ

ク

S C 3 5

ク

ク

S C 3 6

ク

S C 37

ク

〃

S C 38

ク

S C 37

聾
胴　 部

～底部
タテ ・ナナメの磨 き ヨコの磨 き 良　 好

にぷい黄橙
（10 Y R ：猪）
黄　　　　　　 灰
（2．5 Y　　j好）

黄　　　 灰

（2．5Y　 ％）
2 m皿の茶，うす茶，白，黒
の砂粒や光る粒を含む

平底

あげ底

外面胴部

424 士宝E 口 縁 ヨコナデ，ナデ，波状沈線 ヨコナデ，指押 え 良　 好
浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R タ首）
1 ～3 mmの茶，うす茶，
白色の粒 を含む

4 25 ＝量亡霊 完 形 口縁部　 ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデのあと指押え
良　 好

にぷい黄橙
（10 Y R　クi）

手先　　 責　　 橙
（10 Y R 冤
黄
（10 Y R　 j好）

1 －3 mmの茶，うす茶
胴部～底 部　 剥離，風化 胴部 ～底部　 指 ナデ 鳩　　　　　　 灰

（10 Y R　舛）
1灰色の粒が多量に含む

4 26 ・＝ヒ宝E
口　 縁

～胴 部

口縁部　 ヨコナデのあと一部指押え
胴　 部　 タテ，ナナメのパケメ

ヨコ・タテ・ナナメのパケメ 良　 好
灰　　　　　　 褐
猛 Y R タ戻

（5 Y R　 jイ）

灰　 黄　 褐
（10Y R ％）

1～5mmの黒，茶，うす茶の
粒を多量 に含む

4 27 ・壷
ほぼ 口縁部　 ヨコナデ 口絹漕β　 ヨコナテr

胴　 部　 ナナメ　　 タテのパケメ 良　 好
に ぷ い 橙 橿 0 ．5 ～3mm大の灰　 うす茶

完　 形 胴　 部　 タテパケメ　 底　 部　 指押え tコ底　 部　 指押 え’ （5 Y R　％） （5 Y R　％） I　　　　　　　　　　I茶色の粒 を含む スス付着

平底

4 28 高士不
杯部～脚 杯　 部　 ヨコハサメ，ミガキ 杯　 部　 ミガキ，指押えのあとナデ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1～2mm大の白 灰　 うす茶

部（上位） 脚部上部　 ミガキ 脚部上部　 指押えのあとナデ （10Y R ％） （10Y R ％ ） I　　　Iの粒や透明な粒を含む

4 29 士璽E 口 縁 タテ ・ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
0 ．5～2mm大の茶，うす茶，

の粒や透明な粒を含む

4 30 瞥 口縁部

～胴部
ナデ ・指押 え ナ デ 良　 好

浅　 黄　 橙

（7 ．5Y R ％）
黄　　　 褐
（2．5Y　 ラ4）

布mの茶，4mm以下の茶，灰
白，白透明の粒を含む

4 31
4 望

宝E

胴　 部

～底部
ナデ ・指押 え ナデ ・指押 え 良　 好 浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

4皿血前後の灰，茶，黒，白及び黒，金
色に光る砂粒，光る微粒を含む

タ摘脚　 スス付着
上げ底

外面肩部

4 32 士宝E
口縁部 ヨコナデ

風化の ため不明 良　 好
にぷい黄橙 浅　 黄　 橙 0．5～3mm大の茶，うす茶，灰，

～頚部 タテ ・斜 め方 向のパケメ （10Y R ％） （7．5Y R ％）黒色の粒が多く含まれる

4 33 ・＝ヒ璽E
口縁部 口緑部　 ヨコナデ

肩　 部　 パケメ 口縁部　 ヨコナデ
良　 好

橙 橙 1～加mの石英と1～3mmの砂粒
～胴部 lコ胴　 部　 ヨコ・タテ方向のミガヰ

頭部～胴部　 剥離のため不明 （5 Y R　％） （2．5Y R ％） 多く含む 3つの櫛描波状文

4 34 ＝量才 底 部 ナデ

へ ラ ミガキ （風化著 しい）
剥離のため不明 良　 好

橙 橙 3 mmの長石 （乳白色）1個，
平底竺E 錆 晶 克 （7．5Y R ％） 1 －2mmの石央，1 －4 mm の

砂粒を多く含む

4 35 高称

賛

士不　 部

～脚部
タテ方向 の ミガキ

士不　 部　 タテ方向の ミガキ
脚　 部　 タテナ デ ・ヨコパケ メ

やや不良 にぷい黄橙
（10Y R ％一％）

にぷい黄橙
（10Y R　％）

起 票 馳 竺完砦 外・内面挿凱 外面
脚部　部分的に異変
透しあり

4 36 土不 部 ミガキ ミガキ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R タ1）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1 ～2 mm の茶，灰，黒，
透明に光る粒含む

外面　 一部黒斑

円孔透し4 個

4 37
口縁部 口縁部　 ヨコナデ パケメの あと指押 え

良　 好 橙 橙 0 ．5－2mm大の金色の粒多
く含む。0 ．血m以下の白透
明 ・細砂粒を多く含む～胴部 胴　 部　 パ ケメが一部残 る 指ナデ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％）

4 38 S C 38

ク

ク

高士不 脚 部 タテ方向 のヘ ラ ミガキ ナデ 良　 好 橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

1～2mm大石粒多く含む

43 9 高士不 脚 部 タテ方向 の ミガキ ナデ ・黒斑 良　 好 橙
（7．5Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

1 mm内の粒含む 透 し　 4 個

440 聾 口縁部 口縁部 ～頸部　 ヨコナデ パケ メ
良　 好

灰　 黄　 褐 灰　 黄　 褐 1伽m前後の沼鉄鉱，5mm以下の茶・黒 上げ底　外面U 緑部
～底部 胴　 部 パケ メ，底部　 指押 え 指押 え，指ナデ （10 Y R タの （10Y 五 ％） ・灰・自・白黒まだら，透明・黒く光

る粒，光る砂粒を含む
～胴部　スス付着
内面一部黒斑

ー120－



図 面

番 号

遣 物

番 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

5 1 44 1 S C 38 聾 口縁部 口縁部～胴部　 タテ方向のパケメ，一部風化 口縁部　 ヨコ方向のパケメ 良　 好
明　 黄　 褐 黄　　　 橙 1 ～3 mmの茶 ・白 ・灰の 外面胴部～底部

～底部 底　部　指押え，ナデ 胴　 部　 斜め，タテ方向のパケメ （10 Y R　％） （10Y R ％） 砂粒含む 黒斑，上げ底

ク 44 2 ク 聾 完 形
口緑部　 ヨコナテナ・パケメ
胴　 部　 パケメ ・ナテ′
底　 部　 ナデ・ヨコナデ・指豆亘痕

Lコ縁部　 ヨコナテr
胴　 部　 タテ方向のナデ
底　 部　 指ナデ

良　 好 浅　 黄　 橙
（10 Y R　％）

浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）

1 ～ 2mmの黒 ・茶 ・白の
粒 を含む

外面胴部　 スス
付着　 上げ底

ク 44 3 ク
聾 口縁部

～底部

口絹：部　 ヨコナテナ
窺　 部　 パケメ
胴　 部～底部　 ナデ

口縁部　 ヨコナデ
胴　 部　 ナテr・ヨコナテナ
底　 部　 ヨコナデ

良　 好 黄　　　 橙
（7．5 Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

1 ～4 mmの茶 ・灰 ・白の
粒多く含む

内面胴部～底部

黒変，平底

ク 44 4 ク
聾 口縁部 口縁部　 パケ メ 口縁部　 パケ メ 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 2～h m及びやや大粒の石 外面

～底部 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 パケメ ・ナデ （10 Y R　％） （10Y R ％） 粒をやや多く含む スス付着

5 2 44 5 ク 士∃互
口縁部

～底部

U 綾部　 ヨコ方向のパケメ
頚　部　 タテ方向のパケメ
肩部～底部　 タテ方向パケメの上をタテミガキ

【」綾部　 ヨコナデ
頚　 部　 ヨコ方向のパケメ
胴部～底部　指押え，ヨコ方向のパケメ

良　 好 （7 ．5Y　R ％）

‘（7 ．5Y R ％）

月島爵 コ品 鮎

（10Y R　舛）

1 ～ 2 mm の茶 ・灰 ・黒 ・

の粒を含む

外面胴部　 スス
付着　 二重口縁

ク 44 6 ク 士竺E 完 形
口縁部　 風化のため不明

良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

灰　　　 白
（10Y R ％）

ガラス貨のもの，黒く光るも 外面胴部

一部黒変
胴　部　 風化しているが一部パケメ残る

底　部　 ナデ
胴　 部～底部　風化しているが一部パケメ喋る の少少含む。1mm前後の茶 ・

半透明などの砂粒多く含む

ク 44 7 ク 士
口縁部 頭　 部　 タテ方向のパケメ U 縁部　 ヨコナデ

良　 好
明　 黄　 褐 橙 1 ～ 3 mm の灰 ・茶 ・白 ・ 二皇口緑■部穿孔1ヶ所，

瑚酬 菖波状文途中か
ら重なりながら惰描割突文

笠 ～底部 胴部～底部　 ヨコ方向のパケメ・ナデ 頚部～底部　 パケ メ （10Y R　％） （5 Y R ％） 黒の砂粒含む

ク 44 8 ク ・＝ヒ宣E
ロ縁部

～底部

三的　 部　 ヨコナデ・タテ方向のパケメ
胴　 部　 タテ方向のパケメ・ナデ
底　 部　 ナデ

i」綾部　 ヨコナテ‘・窟拍臣　ナデ
胴　 部　 指押え・ヨコ方向のパケメ
胴部一底部　 パケメのあと指ナデ

良　 好
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

1 ～ 2 mm の茶 ・灰 ・黒の
粒を含む

二重口縁
口緑部櫛描波状文

′
ク 44 9 ク ・＝ヒ∃互　＿

口縁部

～底部

口緑部～顛部　斜方向のパケメ
胴　部　 タテ・斜め方向のパケメ
胴　部～底部　 タテ・斜方向のパケメ（風化）

ヨコ ・斜め方向のパケ メ
指押 え

良　 好
にぷい黄橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

1皿前後の沼鉄鉱の粒，血以下の茶・
灰・白透明な粒，黒く光る粗 光る微
粒を含む

内面胴部～底部

一部黒斑

ク 4 50 ク 士宣E
頸　 部

～底部
風化 のため不 明 パケメ 良　 好

橙
（5 Y R　％）

橙
（5 Y R　％）

1 ～2 mm大の砂含む，や

や砂質

5 3 4 51 ク 士宝E 完 形
口縁部　斜めパケメのあとミガキ？
胴　部　 タテ方向パケメのあとタテミガキ
底　部　 ミガキ？（風化）

口縁部　 ナデ
胴　 部　指押え，タテ・斜めパケメ
底　部　 指押え

良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）

知の茶，血皿の白，1mm以下の茶・

黒の砂粒及び光る微粒を含む

外・内面胴部～底

部　黒斑

ク 4 52 ク 浅 鉢 完 形
口綾部　 ヨコ方向へラミガキ
票 音 譜 譜 警㌶ メみえる 胴　 部　 うす くへ ラ痕認 める 良　 好

浅　 黄　 橙
（10Y R タ左）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
1 ～2 mm大の石粒やや含
む　 精緻

ク 4 53 ク 浅 鉢
口縁部 ナデ ？ 口縁部　 ヨコナ デ

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1 mm前後の灰 ・うす茶 ・

～底部 全体 に表面風化　 調 整不明 胴部～底部　 ナ デ ？ （風化 ） （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 黒の粒含む

ク 4 54 ク 浅 鉢
口縁部 口縁部～胴部　 風化のため不明 口縁部～胴部　 ヨコナ デ

良　 好 赤　　　 灰 明　 黄　 褐 1～血mの茶・黒・白の砂粒多含
～底部 胴部～底部　 ナデ 胴部～底部　 ナ デ，剥離 （2．5Y R タで） （10Y R　％） 1mm弱の窯透明で光る粒もある

ク 4 55 ク 器台 脚 部 タテ方向 のヘ ラ ミガキ
上　 部　 タテ方向のミガキ
中　 部　 指押え
下　 部　 風化のため不明

良　 好 浅　 黄　 橿
（7．5Y R ％）

橙
（5 Y R　％）

1 ～2 mmの茶 ・白 ・灰の
粒含む

透し3 ヶ所残る

ク 4 56 S C 3 9 聾
口縁部

～底部

口縁部 ・底部　 ナデ

胴　 部　 斜め，タテ方向のパケメ

U 綾部　 ヨコ・斜め方向のパケメ
胴　部　 斜め方向のパケメ
胴部下部～底部　 ナデ・指押え

良　 好 赤　　　 橙
（10Y R ％）

橙
（2．5Y R ％）

日．5－2mm夫の粒を多く含む。
1mm人のI′－1∴jmm帖2．5～6mm大
の茶の粒を含む

外・内面胴部　 スス
イ一膳 外甜蛎醗

ク 4 57 ク 聾
日縁部

～底部

U 綾部～胴部中部　 ナデ
胴部中部一下部　 タテ・斜のパケメ
底　 部　 ナデ

L」稼部　 ヨコ方向のパケメ
胴　 部　 ヨコ・斜パケメ　　　　 、
胴部下部～底部　 指ナデ

良　 好
樟

（7．5Y R ％）
橙

（5 Y R ％）
0．1～a町大の粒を多く含む。3 m口
幅・1．4皿長さの朱色粒含む

甥 需 部遥 部

上げ底

ク 4 58 ク 聾 完 形 口縁部 ・胴部中部　 粗いナデ 口縁部～胴部中部　 パケメ
良　 好

赤 赤 ガラス質のもの，1 ～2mm大 外面胴部
胴部下部～底部　 パケメ 胴部下部～底部　 ナデ （10Y R タ盲） （10Y R ％） の砂粒含む スス付着

5 4 4 59 ク 聾 口縁部

～底部
ナデ ・指押 え

口縁部～胴部　 パケメ
胴部～底部　 指押え，パケメのあとナデ？

良　 好
橙

（2．5Y R ％）
橙

（5 Y R　％）
0 ．5～3mm大の粒多く含む 外面胴部　 黒斑，

一部スス付着　内
面胴部～底部黒斑

〃 4 60 ク 聾 完 形 ナデ ・指押 え パケ メ 良　 好
浅　　　 黄
（2．5Y ．％）

橙
（7．5Y R ％）

1 ～ 2 mm大の茶 ・灰 など

の砂粒多 く含む

上げ底　 外面胴
部一部スス付着

ク 4 61 ク 聾 完 形
口縁部 ，底部　 ナデ 口縁部～胴部上部　 ヨコパケメ

良　 好
橙

辞 Y 芸 冤

（10Y R　％）

橙
（5 Y R ：拓）0 ．5～加m前後の茶 ・うす茶の 外面，内面胴部

胴　 部　 ナナメ・タテのパケメ 胴部下部～底部　 タテパケメあとナデ テ炎　　　　　　 黄
（2．5 Y　　％）

砂粒や黒く光る粒含む 黒変

ク 4 62 ク 聾
口　 縁

～胴部
ナデ ヨコ，ナナ メ， タテのパケ メ 良　 好

に　ぷ　 い　稚
く10Y R　％）

橙
橙

（10Y R　％）
0 ．5～2mm の茶色などの砂
粒を含む

外面

スス付着

ク 4 63 ク 聾 口縁～胴
ナデ

口縁部　 ヨコナデ後指押 え
良　 好

にぷい黄橙 橙 0．5～3mm前後の砂粒や黒く光 内部胴部下
部（下部） 胴部 （上部～下部）　 パケ メ ？ （10Y R　％） （7．5Y R ％） る粒，ガラス質の粒も含む 部．黒変

ク 46 4 ク 聾 完 形
口緑部～胴部　 ナデ？ 口縁部　 ヨコナデ，ヘラ跡

良　 好
浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 0 ．5～2mm大の茶，灰色の砂粒 外面胴部　 ス・ス

胴部下部　 へラ跡　 底　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ？ 底　 部　 ハクリ （7．5Y R ％） （7．5Y R タ1 ） やガラス質の粒も含む 付着，黒変

ク 46 5 ク 聾 口縁～胴 頚　 部　刻目突帯
風化 良　 好 黄　　　 橙 黄　　　 橙 0 ．5～4mm の砂粒，ガラス 突帯の一部黒変

部（上部） 口縁部　 ヨコナデ 胴 ‘部　 タテパケメ？ （7．5Y R ％） （7．5Y R ％） 質の粒を含む 外面胴部スス付着

ク 46 6 ク ・＝ヒ∃互
胴部下部

～ 底 部

胴部下部　 パ ケメ
底　 部　 指調整 パケメ 良　 好 橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％）
2～4mmの砂粒を少し含む

外面底部

スス付着

ク

ク

5 5

ク

ク

一ケ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

46 7 ク

ク

．ケ

ク

ク

S C 40

ク

ク

ク

S C lOl

ク

ノク

ク

S C lO2

、　　　　　　－
、　　　　－
チュア

完 形 指調整 指調整 良　 好 橙
（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

細砂粒，光る微粒子など含む

底部付近
黒変

46 8 浅 鉢 完 形 ナナメ ・ヨコ磨 き 磨 き 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

0 ．5～1mm前後の茶，白っぽい
色の粒粒，微粒子を含む

46 9 士笠 完 形
口緑部　 タテ方向工具調整
胴　 部　 タテ・ナナメパケメ
底　 部　 ナデ

口縁部　 ヨコパケメ
肩　 部　 指ナデ　 底　 部　 指ナデ
胴　 部　 ヨコ・ナナメパケメ

良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

褐　　　 灰
（7．5Y R 昇）

1 ～ 5 mmの赤褐色の砂粒
を多 く含む

平底

47 0 高杯 土不 部 タテ，ナナメのミガキ，パケメの跡 タテの ミガキ 良　 好 橙
（7．5Y R ％）

橙
（2．5Y R ％）

2 mm大の粒 を多く含む
諸 部嬬 親

47 1 鉢
口　 縁

～底部
ナデ　 底部　 指頭痕 風化 良　 好 に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）
橙

（5 Y R ％）
1 ～ 3 mm の砂粒や細い石
英も含む

一部黒斑　 底部外

面・口綾部～休部

47 2 聾
口　 縁 口縁部　 ヨコナ デ 口縁部　 ナナメパケメ

良　 好 橙 橙 3 mm大の砂粒や光る微粒
二条突帯～胴部 胴　 部　 ナナ メパ ケメ 胴　 部　 風化 （7．5 Y R タ首） （7．5Y R ％） 子も含む

47 3 聾
口　 縁 口唇部　 四条単位の突帯 あ り 口縁部　 指押 え

良　 好 褐 明　 黄　 褐 3 ～ 8 mm の砂粒や光 る微 四条突帯
～胴部 口縁部～胴部　 ナ デ 胴　 部　 ナデ （10 Y R ％） （10Y R ％） 粒子を含む 胴部

へ ラ切、り底

47 4 要 底 部 磨 き， ナデ （風化気味 ） 指 押 え 良　 好 にぷ い黄橙
（10 Y R　％）

灰　　　 褐
（5 Y R ガ）

1 mm大の砂粒や光る微粒
子 を含む

47 5 聾 胴部下部
ナデ

胴 部下部　 ナデ
良　 好

浅　 黄　 橙 橙 0．5～1mmの黒 ・茶の砂粒やガ
～ 底 部 底部 内面　 指の調整 （7．5 Y R ％） （5 Y R ％） ラス質の粒を含む

47 6 高士不 土不 部 ヨコナデ 風化 良　 好
にぷい黄橙
（10 Y R ％）

にぷい黄橙
（10 Y R ％）

精緻，白 ・茶 ・黒色の粒

や透明な粒を含む

47 7 小 皿
口縁～底
部（付近） ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

精緻，紳砂粒や透明な粒
を含む

47 8 小 皿
口緑～底
部（付近） ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）
に ぷ い 橙
（7．5Y R ％）

精緻 ヘ ラ切 り底

47 9 小 皿
口縁～底
部（付近） ヨコナ デ ヨコナデ 良　 好 に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）
に ぷ い 橙
（7．5 Y R ％）

精緻 ヘ ラ切 り底

48 0 小 皿 完 形 ヨコナ デ ヨコナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10Y R ％，％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％，％）

精緻，白 ・茶の細砂粒 を
含む

ヘ ラ切 り底

回転 糸切底

4 81 S H 24 高士不 土不 部 ナ デ ナデ 良　 好
浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

精良

48 2 S H 76 小 皿
休　 部

～底部
ナデ ナデ 良　 好

浅　 黄　 橙

（10Y R　％）

浅　 黄　 橙

（10Y R ％）
精良

4 83 S H 89 小皿
休　 部

～底部
ナデ ナデ 良　 好

にぷい黄橙
（10Y R　％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

精 良
回転糸切底

黒斑

44 4 S H 84 小皿
休部～底
部（付近）

ナデ ナデ 良　 好
橙

（7．5Y R ％）
橙

（7．5Y R ％）
精 良

回転糸切底
段差 あり
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図面

番号

遣物

番号
遺構 名 器種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
備　 考外　　　 面 内　　　 面 外 面 内　 面 脂　　　 土

55 485 S H 2 2 小皿 体部～底
部（付近） ナデ ナデ 良　 好 にぷい黄橿

（10Y R　％）
にぷい黄橙
（10R R ％）

精良 回転糸切底

ク 486 S H 8 2 小皿 休　 部

～底部
ナデ ナデ 良　 好 に ぷ い 橙

（7．5Y R ％）
にぷ い 橙
（7．5Y R ％）

精良 右廻りのへ
ラ切り底

ク 487 S H 89 小皿 体部～底
部（付近） ナデ ナデ 良　 好 に ぷ い 橙

（10Y R　％）
黄　　　 灰
（2．5Y　昇） 精良 回転糸切底

ク 488 D 鉢 口縁部
ヨコナデ 口縁部　 ヨコナデ 良　 好 灰 灰 白・うす茶　 0．5～3mm大

～胴部 休　 部　 ナナメナデ （7．5Y　タで） （7．5Y　タイ） Iの粒を含む

ク 489 A 白磁 口縁部

～底部
施粕 口縁～休部の上位まで粕がかか

っている
良　 好 灰　　　 白

（5 Y　 ％）
灰　　　 白
（5 Y　 ％） ？ 休部外面　全体に

軸がかかっている

ク 490 S H 46 玉縁
白磁

胴　 部

～底部
底　 部　 ベラ使い （二ヶ所） 粕がかかっている 良、好 灰　　　 白

（5 Y　 ％）
灰　　　 白
（5 Y　 ガ） ？ 体部外面　軸がか

かっている（一部）
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第Ⅶ章　今江城（仮称）跡の調査

第1節　調査の経過と概要

宮崎学園都市建設予定地約300短内に分布調査によって23遺跡が確認され，昭和55年から調査が行われていた。昭和

58年4月頃，汚水処理場東側丘陵地の伐採が進むに至り，当初分布調査の対象から除外されていた杉林から想像もさ

れなかった，保存状態の良好な山城が姿を現した。それを契機に，文化課では再度山城周辺の丘陵地全体を見直し，

昭和58年7月15日から17日にかけて奈良女子大助教授村田修三氏を特別調査員として招増し，山城の踏査を実施し

た。その結果，独立した中世山城として認識出来るとされ，堀の状態など完全に近いことや櫓台の位置する郭の隅の

状況など保存状態が良好であること，当山城における北面の敵に備える土塁と堀の構えが山城における戦略史上の貴

重な資料であることが判明した。また，名称については文献等に比定できるものが見当たらない事から，字名をとっ

て「今江城」と仮称することとした。発掘調査は，城どりを一層把握するため写真測量による正確な測量図を作成し

た後，昭和59年10月9日から昭和60年3月20日まで行った。

今江城は，完全に現存する二つの郭と土取りによって一部削平されている郭，そしてその周囲に巡らされた堀から

なっている。標高の最も高い主郭と考えられる第1郭は平坦部も広く，北側と南側に土塁が構築されている。土塁の

土層断面から，文献に記載された修築あるいは増築を裏付けるような結果を得ることが出来た。内部からは，土拡1

6基，井戸1基，多数の柱穴などの遺構と伴に土師器や青磁，備前焼などの陶磁器も出土した。もう一つの現存する

郭（第2郭）は，現在明確な土塁は見られず，周囲の北から東にかけて堅固な防禦施設が見られる。北から東にかけ

ては緩やかに傾斜しており，城としては最も弱い箇所である。このため二重に巡らされた帯曲輪と深さ約2mで薬研掘

りの堀が設けられている。内部には掘立柱建物跡1棟，土拡2基，カマド1基など，生活の感じられる遺構を検出し

た。一部土取りによって削平されている郭（第3郭）は第2郭の南に位置する。責め込まれ易い東側の防禦を考えた

場合，第3郭の東側又は南側，あるいはどちらにも郭が造られていた可能性がある。

また，第2郭からは弥生時代後期から終末期にかけての住居跡3軒を検出したほか，第1・3郭や堀の埋土中か

ら同時期の土器が多量に出土した。

第2節　環　　境

（1）地理的環境

宮崎学園都市遺跡群は宮崎市街地から20kmほど南下した宮崎市大字熊野から宮崎郡清武町大字木原にまたがる台地

上に分布している。台地は大淀川から加江田川までの広大な平野部に突き出した形で，東西約2．5km，南北1．5kmの

舌状をなす。この舌状台地は西から東に向かって標高約30m～15mの緩斜面を呈し，清武川や加江田川の支流によっ

て開析された谷が複雑に入り込んでいる。台地の東端は約20mの比高差をもって山地形の丘陵をなし，丘陵の南端

は車坂城が，北端には当山城が築かれている。この二つの山城は，木花神社や木花中学校がある標高約34mの平坦部

をあたかも守るかのように立地している。今江城の丘陵は南側の平坦面とは繋がらず，現在道路が通っている部分

で切れている。この丘陵の西側は清武川の支流が流れ，当時は低湿地を呈し自然地形を利用した堀の役割が考えられ

る。丘陵上は以前は一部畑として使われていたようだが，最近は杉林となっていた。（Fig．2）
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1．今江城（仮称）跡
2．車坂城跡
3．前原北遺跡
4．前原南遺跡
5．前原西遺跡
6．熊野原遺跡A地区
7．熊野原遺跡B地区
8．熊野原遺跡C地区
9．堂地東遺跡

10．平畑遺跡
11．堂地東遺跡
12．小山尻東遺跡
13．小山尻西石塔群
14．浦田遺跡
15．人料遺跡
16．下田畑遺跡
17．赤坂遺跡
18．山内石塔群

19．勢田寺跡
20．山ノ城跡
21．古城跡
22．曽井城跡
23．登能尾山跡
24．清武城跡
25．文永寺跡
26．紫波洲崎城跡

一港・一一一1r「ノリ
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Fig．2　今江城跡周辺地形図
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丘陵項部では，西は学園都市全体および清武城が，北は清武川さらに本郷南方の水田地帯，東は木花地区の集落お

よび日向灘という具合に視界が開けている。逆に，車坂城のある南西丘陵部方向については見通しがきかない。

（2）歴史的環境

大化の改新以後，日向でも国郡制がしかれ和銅6年（613年）大隅国の分立を経て，臼杵，児湯，那珂、宮崎、諸県の

5郡を治めている。それは、現在の宮崎県と鹿児島県曽於郡の大部分を含む地域に該当する。国府は児湯郡内におか

れ、現在の西都市三宅付近と考えられている。また、各郡はいくつかの郷に分けられ、奈良時代初期には郷数26であ

ったものが平安時代になると28に増加している。宮崎学園都市遺跡群のある熊野の地は宮崎郡に含まれ、「延喜式」

にみられる日向16駅のひとつである救麻駅の比定地でもある。平安時代の後半になると各所で荘園開発が盛んになり、

特に日向では島津荘と宇佐宮領が二大勢力となる。宇佐宮は臼杵、児湯、宮崎の3郡に神領を有し、1057年には諸県

荘、浮田荘を、1066年には臼杵荘を、1083年那珂荘、1093年田島荘をそれぞれ立券している。このように日向におけ

る宇佐宮神領は、永承年間から嘉保2年頃までに大淀川と一ツ瀬川によって作られた平野部を中心に拡大されていっ

た。一方、島津荘は平家の武士であった平李基によって現在の都城盆地を中心に開発が進められた。1026年には関白

藤原頼通に献上し，日向で最初の荘園となった。以後、島津荘は都城盆地を中心隈や薩摩地方へ拡大していった。その

他、土着の豪族たちも次第に荘園開発を手がけていった。日下部氏によって開発された国富荘もそのひとつで、保元

の頃（1156－1159年）には八条女院を本家とする八条院領に組み入れられたと考えられている。「日下部姓之系図」に

ょると久安5年（1149年）に日下部盛平が日下部氏の正統を継いだ時、那珂郡司や国富荘河南本郷郡司などを兼ね

たとあり，国富荘の名が初めて出てくる。また，文治3年（1187年）盛平は，土持冠者栄妙を養子に迎え在国司職や

日下部氏の正統を全て譲った。このことにより土持氏は宮崎平野部進出への足掛かりを掴んだのである。鎌倉時代初

期の建久図田張りよれば国富荘は大部分を土持氏が地頭として支配しており，ほかに加江田・加納・隈野には地頭平

五の名もみられる。

鎌倉初期に日向の地頭職にあった工藤祐経の子である伊東祐時の庶子が建長四年（1252年）前後に日向へ下向し田

島・木脇・門川の3氏を興した。さらに建武中興の際，後醍醐天皇から足利尊氏に国富荘が，その妻方には佐院が与

えられ，その確保のために伊東祐持を建武2年（1335年）日向に下向させている。また，祐持には恩賞として児湯郡

都於郡三百町が与えられ，以来伊東氏の宮崎平野進出の根拠地となり，当時国富荘を掌握していた土持氏とともに旧

字佐官領の経略を進めていく。そして，天授5年（1379年）には実質的にこの地を治めていた伊東・土持の両氏に分

領され，本郷は伊東氏の支族清武氏，隈野は土持氏の支族熊野氏，加江田は土持氏の支族岡富氏に分割されることに

なった。都城盆地を中心にしていた島津氏は（1333年）には日向・大隅の守護職に，建武2年（1335年）には島津貞久

の弟の時久が新納院地頭職に就き児湯郡高城（現在の木城町）に新納氏を興すなど山東の地への進出の意気込みが感

じられる。このように，山東では伊東氏が，山西では島津氏が勢力を拡大し以後，14世紀末から伊東と島津の攻防が

各所で繰り返されてきた。特に，伊東氏の鉄肥への執着は強く幾度となく進撃し天文10年（1541年）伊東義祐によって

鉄肥を手中にした。熊野の地は，こうした鉄肥をめぐる島津氏と伊東氏の攻防の場となるが，文安年間に伊東祐井が当時

曽井氏領であった本郷・鏡洲・熊野を所領として以来，天正5年（1577年）の義祐の豊後落ちまでの約130年間伊東

氏の領するところとなる。その後，天正15年（1587年）まで島津氏の支配となるが，同年豊臣秀吉の九州制圧に伴い義

祐の子祐兵が曽井に封ぜられ，翌年鉄肥に配されて以来幕末まで鉄肥藩伊東氏領として世襲された。

現在，学園都市予定地の台地は熊野神社と加江田神社の周辺に人家が集中し，他は畑が主で一部には墓地もみられ，

谷底低地や開析谷部には水田が形成されている。開発以前のこの集落景観は近世，あるいは中世のそれにかなり近い

ものではないかと考えられる。卓坂城や今江城の周辺にはそれらに関係した陣ノ内や古城，麓，犬ノ馬場，野首など
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の字名もみられる。今江城のある丘陵の北端には諏訪神社があるが，それに関する記載がどの文献にも見られず創建

の時期や由来については不明である。
（1）

宮崎学園都市遺跡群では，奈良～平安時代の遺跡として前原南遺跡，陣ノ内遺跡，平畑遺跡，下田畑遺跡，浦田

遺跡，小山尻東遺跡がある。それ以後の遺跡としては，堂地東遺跡，堂地西遺跡，前原西遺跡，前原北遺跡，熊野原

遺跡があり，古代の遺跡と中世の遺跡が重なりあって存在する遺跡は見当たらない。そのほかに山内石塔群や小山尻

西石塔群などもある。
（2）　　（3）　　　　　（4）

周辺の山城としては清武城，曽井城，紫波洲崎城が，神社では熊野神社や加江田神社が，寺跡としては明治5年に

廃されたが，当時勢力を持っていたと考えられる勢田寺などが知られる。

第3節　遺構と遣物

当山城は，現存状況から老えると3つの郭とそれをとりまく堀や土塁によって構成されている。最も高い郭を第1

郭，第1郭の北西に位置する台形状の郭を第2郭，既に土取りによって一部破壊しているものを第3郭とした。

1．第1郭（第2図）

今江城のなかで最も高い標高約37mのところに位置し周囲に展望がきく。郭の大きさは長軸である北東一南西が42

m，短軸の北西一南東が26mを測り，郭内の平坦部は約1500Iがである。また，現地形での郭とその下場との比高差は，

西で約10m，北で約9m（堀の底からでは約12m）と他の郭より規模が大きく当山城の主郭として考えられる。土塁

は第2郭と第3郭に面した部分と南側に築かれている。土塁のない西側および東側に若干の高まりがみられることか

ら当時土塁があった可能性もある。第2郭にみられるような生活遺構は検出できなかった。

（1）土　　砿

土拡は全部で17基検出した。郭内でもどちらかといえば縁辺部に多く分布している。形態は方形，円形，不定形の

ものがみられ，比較的残りの良いSC7～10について実測図を掲載した。詳細については土拡観察表を参照していた

だきたい。（表1）

SC7・7′は円形と長方形の土拡の切り合いで，円形のSC7′のほうが新しい（第3図）。遺物は東側壁面の中程

に貼り付いた状態で出土した完形の土師器小皿（糸切り）の他，土師器坪・小皿片や備前焼，青磁，土錘などが出土

している。遣物のほとんどは包含層中からのもので，床面付近から出土したものはない。SC7は東側床面に川原石

が3個，中央付近に1個検出した。遣物は土師器坪・小皿片がほとんどであったが，SC7′　の出土遣物の中にSC

7のものも一部含まれていると思われる。SC8は中位から上位にかけて拳大から4－50cmの石を多量に検出した（

第3図）。土肱の層序は，上半がレンズ状に堆積した砂層，下半ば褐色土となり，砂層中に石群がある。遺物は土師

器片で石間に少量出土しただけであった。SC9はSC7・7′　の北に接近している（第4図）。上層はしまりのあ

る褐色土，下層は炭化物を多く含んだ褐色である。遺物は上層ではほとんどみられず，下層から土師器坪・小皿片や

鉄器，炭化物が出土している。北側には拳大～人頭大の石が多くみられ，南側床面には炭化物が敷きつめられたよう

射犬況で検出された。SClOはSC9より西へ約12mのところにある（第4図）。備前焼婆片や土錘が出土している。

（2）井戸状遺構

SClOの北約7mのところにあり，郭では北側縁辺のほぼ中央に位置する。平面形は径約4mの円形を呈す。検出
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土 砿 番 号 プ　 ラ　ン
規　　　　 模

出　　 土　　 遺　　 物 備　　 考
長軸×短軸×深さ（m ）

S　C　 l 円　　　 形 2．8×2．5×0．8 青磁，備前焼

2 方　　　 形 1．8×1．6×1．2 土師器 （ヘラ切 り）

3 不　 定　 形 （1．9）×（1．7）×0．6 土師器 （ヘラ切 り）弥生土器

4 不 定 円 形 0．7×0．68×0 ．22 土師器 （ヘラ切 り），火鉢

5 方　 形　 ？ （2．5）×（1．9）×0．10 土師器 （ヘラ切 り），備前焼聾

6 円　　　 形 1．85×0 ．2 土師器

7 円　　　 形 1．22 ×（1．12）×1．18 土師器（糸切り，ヘラ切り），備前焼璽

青磁，土錘7 ′ 長　 方　 形 （1．17）×0．86 ×0 ．77

8 長　 方　 形 1．40 ×1 ．0 ×0 ．78 土師器 （ヘラ切 り） 上層に多量の磯

9 長　 方　 形 1．63 ×1 ．26×0．72 土師器 （糸切り，ヘラ切 り） 床面全体に炭化物

10 方　　　 形 1．45 ×0 ．97×0．15 備前焼聾，土錘 4つのピットあり

11 不　 定　 形 （2．4）×1．2×0．24 青磁

12 楕　 円　 形 0．91 ×0 ．6×0 ．22 土師器

13 不　 定　 形 （2．3）×2．6×0．21 土師器（ヘラ切 り），弥生土器，青磁

14 不　 定　 形 （6．8）×6．1×0．1 土師器

15 不　 定　 形 （1．8）×1．2×0．05 土錘

16 不　 定　 形 （3．2）×（2．0）×0．10 土師器

表1．第1郭土砿観察表

面から深さ約3mで砂れき層に変化し，約3．6mのところで粘質土となりそこで水が湧いてきた。雨が降った後など

は1mほど水が溜り，無くなるまでにはかなりの時間を要した。また，遺構の周辺や壁面には石組などの施設は認め

られなかった。

（3）柱　　穴

郭中央部には中心に約100本ほど検出したが，掘立柱建物をみつけるまでには至らなかった。出土遺物は大部分が

土師器坪・小皿片で青磁，白磁，備前焼，土錘のほか弥生土器も一部みられる。

（4）土　　塁

南側土塁の構築状況を観察するためにトレンチを設定した（第1トレンチ）。平坦部からの高さは1．伽，基底部

の幅は6．5mを測る。外側は丸味をもち，内側は緩やかな傾斜で平坦部へ続く。Ⅳ層～Ⅸ層は自然層と考えられ，土

塁の両端は地山を削って蒲鉾状に成形し，その土を盛って土塁を構築している。土塁の項部には固く締まった層（Ⅱ

層）がみられるが，現状ではすでにこのI層が露出していたことから，本来はもっと高かったと思われる。また，土

塁内側の地山が削られた部分には土塁上部の土が流れ込んだ粘質土（Ⅹ層～ⅩⅤ層）が堆積している（第5図）。

第2トレンチとして西側のやや起伏のあるところに設定した。地山は縁辺に向かって階段状に緩やかに傾

斜している。地山直上の13・14層は非常に固く締まっていて，一時期ここに生活面があったと思われる。そ
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の後，7層や3，4層の状況でもわかるように叩きしめながら盛り上げていき，最終段階では地山からの高

さは約1・6mを測る。ただ，8－b層としてレンズ状に黒褐色土が堆積していることから，7－C，e層を盛

土したまでの段階が間に一時期入る可能性がある（第6図）。

第3トレンチは北側土塁の断面図を作成するために設定した。土塁の高さは基底部から約2m，幅10mで

ある。土塁は地山を削って作られたのでなく，すべて盛土によって構築されている。南側土塁の構築方法と

対象的でこれはもともとの自然地形に因るものであろう。つまり，南から北に向かって傾斜していた地形を

平坦にするために南側の地山を削り‾，その土を北側に盛土したと考えられる。土層には15・16層，3・5層，6

・10層を中心とした三つの固く締まった層が認められる。何れも内側に傾斜していて，土塁盛土が流出するのを防い

でいる。北側土塁は他の土塁よりも幅広であることや固く締められた層が幾つかみられることから複数の増層が行わ

れたと思われる。また，外側傾斜部に柱穴らしい落ち込みを検出した（第7図）。土塁の幅を広くしたことによって，

防禦的役割から帯曲輪のような攻撃的なものに変化したと考えられる。

伐採された杉を搬出するための道が北側土塁の一部を破壊して造られている。その壁面を清掃して土層を観察した

（第7トレンチ）。39～40層は自然層である。その直上の33・34層は固く締まった黒褐色土で土塁の盛土とは異なり，

最初の生活面ではないかと考えられる。その上には13層と5－a層二つの固く締まった層がみられ，増築の段階が窺

える。最終段階での地山から表土までの高さは1．6mで，幅5．5mを測り，土塁外側端には柱穴らしい落ち込みがみ

られ，内側は平場を設けながら階段状に下がる（第8図）。また，第2トレンチで確認した土塁の幅に比べると狭く

て低くなっていて，近くに出入り口があった可能性がある。この部分に杉搬出用の道が造られたのは示唆的である。

このように土塁の土層断面から，2回あるいは3回の大きな補強工事が行われたようである。

2．第2郭（第9図）

第1郭の北東約15mのところに位置し，北側が長く，南側が短い台形状を呈す。北側は約1．5mほど段落ちしてい

て，現況では幅8m，長さ35mのテラス状の平場をなしている。上段は標高約36mと第1郭より1mほど低く，堀の

底からとの比高差は約6mである。郭は南北約28mを測り，平坦部は630正の広さである。現状においては南側には

第1郭より低い土塁が認められる程度であるが，西側及び東側にも土塁が廻っていた可能性がある。郭内では掘立柱

建物跡1棟，土鉱，カマドと思われる集石遺構や柱穴群を検出した。また，発掘区の北西部や北東部には用途不明の

散石が検出されている。

（1）SBl（第10図9）

発掘区のほぼ中央に位置する。東西に桁行4間，南北に梁行2間で北と南に庇がっく床張りの建物で，方位はN750

Wを示す。柱間寸法は，桁行北側で東より1．9m＋2．0m＋2．0m＋1．8m＝7．7m，南側で東より1．9m＋2．0m

＋1・9m＋1・8m＝7・6m，梁行東妻は北より2．3m＋2．2m＝4．5m，西妻は北より2．1m＋2．2m＝4．3mを測

る。桁行と庇の間の長さは北側で約1・2m，南側で約1・5mである○柱穴の大きさは，40～60cm，深さ20－40cmと他

の柱穴より大きく容易に識別できた。これは時期差を示していると思われる。

（3）土砿（第12図）

発掘区の北西部で2基検出した。

SClは不定形を呈し，東西2・7m，南北2・1m，深さ約15cmを測る。東半分に10cm前後の石や遺物が集中し，焼

土も二箇所認められた。遣物としては土師器の坪や小皿，備前焼大婆（1個体分あり），土錘などが出土している。
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SC2はSClの西に近接し不定形を呈す。東西3．3m，南北2．7m，深さ約20cmを測る。東の端に拳大へ人頭大

の石が集まっていて，付近には焼土や炭化物も見られることからカマドとして使用されていた可能性がある。遣物は

土師器坪・小皿片や備前焼聾片などが出土している。

（4）SJl（第11図）

SClの東に，径約60cmの範囲に5－30cmの石が集中している。集石の下には60cmX45cmの掘り込みがあり，中心

部には比較的大きな石が置かれ，周囲には立った状態のものもある○石の間には炭化物や土師器片がみられるが，焼

土は確認されなかった。北側には10cm前後の石や30cmほどの石が散乱し，それに混じって土師器や備前焼大聾，青磁

などの破片や土錘が出土している。カマドとして使われていた可能性がある。

（5）柱　　穴

発掘区内で約200本の柱穴を検出した。北側は散石，他の三方はそれより先は郭が切れることからこれが第2郭の

ほぼ全てであろうと思われる。ただ，南側土塁の西半分の下に柱穴や土師器片が見つかっていることから，土塁の東

半分の下にもある可能性が大きい。

このことから，最初土塁を築く前に何らかの生活遺構があり，「戟」という緊張状態に入って，土塁が築かれた

と者えられる。

柱穴からは土師器片や鉄器，土錘，陶磁器などがみつかっている。特に，SH167からは土師器坤・小皿が約30個

体ほど出土した。

（6）土　　塁

郭の南東隅にL字状の等高線がみられそこに土塁のあったことがわかるが，現状は僅かに起伏しているだけであっ

た。そこで土層断面を観察するためにトレンチ設定した（第4トレンチ）。表土を除いた高さは0．8m，幅5．5m＋

αで，内側に固く締められた層（12層）がみられる（第13図）。また，東側トレンチ（第9トレンチ）を入れたが縁

辺部に向かって傾斜した土層で土塁を構築した痕跡は認められなかった（第15図）。

3．第3郭

第1郭の東約15m，第2郭の南約7mに位置する○南側はすでに土取りによって削平されているため大きさは不明

である。ただ，第2郭から延びる堀や第1郭からの等高線の様子から，南北30m強，東西10m強の大きさであろうと

考えられる。第2郭とほぼ同じ高さで，第1郭東側土塁上部と比べると2mほど低い。周囲に巡らされた堀の底との

比高差は約3mである。また，土塁などの防禦施設はみられ射、が，縁辺部に第2郭と同様な散石の状況が認められ

た。

4．その他の調査区

郭周辺の堀を中心に調査を行った。

（り　第5トレンチ（第16図）

第1郭の東に廻る堀と第2郭と第3郭の間を走る堀とがぶつかる箇所にトレンチを設定した。堀は西に向かうにつ

れ段を有しながら徐々に上って，堀底から約90cmの高さのところに幅1・2mの平場がある。そこから，やや急角度で
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傾斜して第1郭を廻り堀底へ続く。平場と堀底との比高差は約2mを測る。この平場は南に延びているが，それが第

1郭を廻る堀に続くのか，第3郭の周囲に廻るのか，途中で切れているのかは確認できなかった。しかし，敵勢力を分

散・停止させるという防禦面から考えると途中で切れている可能性が大きい。第1郭土塁項部と堀底の差は約7．6m

である。

（2）第6トレンチ（第18図）

第2郭と第3郭との間に設定した。堀は薬研掘りで郭との比高差は2．6mを測る。土層を観察するとまず，中位よ

りやや上に水が流れて堆積したと思われる砂層（10・11層）があることから，12層・13－a層の上面まで人為的に埋

められ，その後期間をおいて2層直下まで再度埋められたと考えられる。ただ，18－22層は堀完掘後，床面として固め

られた部分かもしれない。

（3）第8トレンチ（第17図）

第2・3郭の東を廻る堀が南と西に分かれる地点に設定した。堀は表土から1．8m深さで，底幅が約2．3mと他の

トレンチで確認した堀より広くなっている。東側は東へ傾斜した自然地形の土層（6～12層）の上に盛土して帯曲輪状

の平坦面を構築している。

（4）第10トレンチ（第14図）

第2郭の東側の堀に設定した。堀は薬研掘りで，郭から堀底までの此高差は約6mである。24－26層は第6トレン

チでもみられたように床面として固められた可能性がある。また，東側には第8トレンチの続きとして帯曲輪状の平場

が認められる。3・6・7層は，自然層である10層および11層に類似していることから，堀内部の土をそのまま盛土

して平坦面を作ったと考えられる。

（5）第1郭南西下の緩斜面

第1郭北側，第2・3郭との間には堀が巡るが，西側および南側には堀は見られず約5mの幅で緩斜面が続き，急

角度で低地へ下っている。この緩斜面上には堀などの施設は検出できなかった。また，西端には櫓状の高まりもみら

れるが，人為的なものではなく自然地形であり，柱穴などの遺構は確認できなかった。

5．遺　　物

土師器や青磁，白磁，備前焼などの陶磁器のほかに土錘，鉄製品なども出土している。詳細については実測図と観

察表をあわせて参照していただきたい。

（り　土師器（第18図，第19図27～43，第20図68～79，第21図，第22図98～112，第23図136～139）

土師器は他の遣物に比べ多量に出土しているが，良好な一括資料を得ることはできなかった。そこで，形態を中心

に分類を試みた。ヘラ切り底をI類，糸切り底をⅡ類とし，球形土器をA類，小皿をB類として分類した。（表2）

エーA－1類（2・24・27・90・91）

底部と体部との境が明瞭で，休部は直線的に延びる。休部は厚手で，口縁端部は丸味をもつ。

エーA－2類（28・89）

I類より底部と体部との境が明瞭で厚い。体部には調整の凹凸を残し，内湾しながら延びる。口縁端部はややシャ
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ープである。

エーA－3類（6・9・33）

底部と体部の境は，丁寧に仕上げられ明瞭である。休部はそれほど立ち上がらず外方向へのびる。比較的薄手であ

る。

I－A－4類（5・30・82・83）

底部と体部との境は明瞭だが，1・3類のように底部付近で外反するようにのびるのではなく，底部から直線的に

体部へ移行しているもの。底部は他に比べると薄い。

エーA－5類（72）

底部と体部との境が不明瞭で，休部は内湾しながらのびる。

Ⅱ－A－1類（18・20・136）

底部から丸味をもって立ち上がる。全体に薄手である。

Ⅱ－A－2類（70）

底部と体部との境は明瞭。休部はやや内湾しながらのびる。口径に比べ底径が小さい。厚手である。エーA－1類

に類似する。

I－A－3類（21）

底部と休部との境は丁寧に仕上げられている。エーA－3類に似ている。

I－B－1類（41・69・79・102・103・105・111・112）

底部と体部との境が明瞭で，外反しながらのびる。休部は直線的あるいはやや内湾し，口縁端部は丸く仕上げられ

るものと，シャープなものとがある。

I－B－2類（104・106）

底部と体部との境は明瞭で，外反しながらのびる。体部は直線的なものや内湾するものがある。体部は他に比べる

と長く，口縁端部は丸い。

I－B－3類（17・42・80・107－110）

底部と体部との境は明瞭で，体部は短く外方へ引きのばされる。端部は丸昧をもっものとシャープに仕上げられる

ものとがある。

Ⅱ－B－1類（12）

底部と休部との境は丸味をもち，体部はやや内湾しながらのびる。

I－B－2類（13）

底部と体部との境が明瞭で，体部は直線的にのびる。

（1）青磁（第20図51～66，第22図113～127・131，第23図140・141）

青磁は全部で約40点ほど出土しているが何れも破片である。器種は殆ど碗で，他は盤が1点出土している。

碗の殆どは口縁が外反し無文である。蓮弁が施されるものもあるが小片で非常に少ない。外反する口縁部は休部と

変わらない厚さで外反するものと，端部が肥厚するもの，小さな玉縁状を呈するものとに分かれる。底部は厚手の

高台と比較的薄く三角形をなすものとがある。（表3）

（3）白磁（第20図66・67，第22図115・129・130）

白磁は土師器や青磁に比べるとさらに少なく，全部で10点にも及ばない。
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器種には皿，腕，角坑　合子などがある。（表3）

（4）備前焼（第19図44～46，第23図132～135）

備前焼は大賓片が多く，1点だけ摺鉢が出土している。大聾の口縁部はすべて玉縁状を呈し，その外の形態のもの

は見られない。第2郭SC2やSIl周辺から大婆片が多量に出土し，132と135は同一個体と考えられる。摺鉢は口

縁上面を外下りに斜めに切り落としたもので，内面には10本を一単位とした櫛描の条線が施されている。（表3）

（5）その他の出土遺物

陶磁器は前述したものの他に，第2郭から天目茶碗（第22図128）や第1郭からは瓦質の火鉢（第19図47・48・50）

などが出土している。（表3）

土錘は第1郭から29個，第2郭から112個，その他周辺から4個の計145個が出土している（第24図）。すべて管状土

錘で，指ナデによって仕上げられている。長さ2．1cm～5．75：m，最大径1．05～1．8cm，重量1．5g～6．3gを測る。そのな

かで両端部を切り落として面取りされているものが多く，端部がすぼむものは少ない。（表4）

その外，石製の硯（第26図3）や鉄製品なども出土している。

小　結

最初に，当山城の城どりについて触れてみたい。

城の大手は北西の二又に分かれた丘陵の間を上り，第1郭と第2郭の北西側に通じる。ここには門あるいは塀や柵

などの遮蔽物があったと考えられる。また，この直前で分かれて等高線に沿って第2郭の北を巡るもう一つの道があ

る。これらの通路は郭の周囲に巡らされた堀の底を利用している〇第1郭東の通路は第2・3郭の間には通じず，そ

のまま第1郭南の平場に抜ける。この平場は南側防御のためと北から堀底を上って攻めてくる敵に対して「武者だまり」的な

役割や小さな帯曲輪的な要素が考えられる。また，土塁が切れていることや第3郭からの防禦を考えた時，第1郭への登

り口がこの付近にあった可能性が高い。現在杉搬出用の道路によって破壊されている部分の土層断面（第7トレンチ）

から出入り口の存在が想定される。第2郭の北から東側を通る道は第3郭の北東部で西と南に分かれ，西側に伸びる

ものは途中で切れ第1郭東側の通路とは結がらない。第2郭への上がり口は未確認だが，郭東辺中央のやや括れた部

分に設けられていたかもしれない。また，外部からの進入路は大手とは別に第2郭東側（帯曲輪の夕捕り）の緩斜面にも

登り口（横手？）があったと考えられるが未確認である。

城の防禦施設としては第1郭の南西下には櫓台状の高まりが，その北と東には帯曲輪状の緩斜面があり南に対する防

禦がなされている。西側には竪堀などは確認できなかった。第2郭の北から東にかけては，緩やかな斜面が続き最も

攻められ易い箇所である。そのため堀と二重の帯曲輪が構築され，北からの敵の侵入に備えている。帯曲輪のさらに下（

北側）にも塀や柵等の施設があったと考えられる。また，第3郭の東側は土取りによって削平されているため丘陵を

独立させるための堀や第2郭とともに北からの侵入を防ぐための郭の有無については確認できなかった。

第1郭では柱穴はあったものの明確な建物は確認できなかった。そのほかに用途不明の土砿や井戸等を検出した。

また，他の郭に比べ土塁も高く幅広であることなどから「詰城」的な役割をもっていたと考えられる。それに対し第

2郭には明瞭な土塁もなく据立柱建物跡やカマドなど生活の跡が窺える。

次に出土遺物についてみてみたい。第1郭と第2郭との出土遺物の違いは認められないが，第2郭の方が出土量が多い。

遺物としては土師器が最も多いが，比較的時期比定が可能な陶磁器との共伴関係に恵まれず，県内の各遺跡出土土器の

相対的な前後関係を示す資料も少ない。また，ヘラ切り底から糸切り底への転換の時期についても確実な資料はない。
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当山城や車坂城出土資料をみた場合，圧倒的にヘラ切り底のものが多く糸切りは少ない。山城の存続期間から15世紀

あるいは16世紀までヘラ切り底が根強く残っていたと考えられる。昭和56－57年にかけて調査された山内石塔群では
（5）

応永25年（1418年）を最古として，承応3年（1654年）が最も新しい紀年銘を持つ石塔が発見され，文献から読みと

れる当山城の活動期とある程度一致し，石塔群出土の中に数多くの類似した土器を兄い出すことができる。当遺跡分
（6）

類の工－A－1・2類にみられる底部と体部との境を特徴としたタイプのものは，ヘラ切り単独で出土する平畑遺跡
（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

や糸切り単独で出土する若宮田遺跡ではみられず，ヘラ切りと糸切りが混在して出土する堂地東遺跡にみられる。つ

まり，ヘラ切りと糸切りの転換期に出現するタイプの土器として考えられないであろうか。また外方へ短く引き伸ば

されるエーB－3類はヘラ切り単独で出土している平畑遺跡にもみられ，堂地東遺跡でも少量出土していることから

I－A－1・2類と同様へラ切りから糸切りへの転換期までの時期に位置付け出来る。ただ，平畑遺跡出土の方が薄

手で作りが丁寧である。ヘラ切り底と糸切り底の共伴は宮崎市の源藤遺跡2号土肱にみられ，文献に登場する「長命
（9）

寺」との関連から15世紀から16世紀前半に位置付けされている。源藤遺跡出土の土師器は，当遺跡出土のものには類似資

料がみられず，堂地東遺跡や前原西遺跡周溝墓出土資料に同形態のものがある。これは時期差を示し，後者の方が新し

いと考えられる。

陶磁器類である程度年代を決定できるものは備前焼大聾だけである。第2郭SIlおよびその周辺から出土した大
（1切

要は玉縁状の口縁や滑らかに屈曲する頭部など備前焼Ⅲ期末からⅣ期に位置付けできよう。それは南北朝から室町時
（11）

代（15世紀前後）にあたる第1郭でもこの型式の備前焼しか出土していない。青磁は15世紀代に比定できると思われ
（18

るが確証はない。129の合子は12世紀代のものであろうが，伝世品の可能性もある。

このように良好な共伴資料に恵まれなかったことから土師器の時期を確定することは出来ないが，周辺の遺跡や文

献を参考に上限として14世紀は遡らないと者えられる。また，下限を山内石塔群において16世紀後半から17世紀に比

定した，口径に対して極端に底径が小さくなるタイプの土器が出土していないことや陶磁器類に16世紀代まで下る確

実な資料がないことから15世紀から16世紀前半に置いておきたい。

第4節　弥生時代の遺構と遣物

（1）遺　　構

弥生時代の住居跡は第2郭から3軒みつかっているが，後世の山城築造のために大部分が破壊され詳細は不明な点

が多い。

SAl（第27図）
第2郭の南端の既に削平されてしまった土塁の下から検出された。土塁築造のため南東隅の角の部分だけしか確認

出来なかった。出土遣物もほとんど小片であったが，SH8からはぼ完形の鉢と複合口縁壷の口縁部が出土し，住居

に伴う柱穴と考えられる。

SA2（第27図）

第2郭発掘区のほぼ中央に位置する，7・8×5・5mの方形の住居である。東側は西側に比べやや狭くなる。検出面か

らの深さは南側で約1飴m，東側で約5cmを測る。柱穴についてはよくわからない。南東隅付近に0・6，0・血の範囲に

焼土を確認した。遣物は小片が遺構全体から出土するものの，山城に伴う土師器皿や坪と混在している。そのなかで

残存状況の良好なものだけを図示した。

SA3（第27図）

SA2のすぐ北にある2．4×1．6mを測る不定形の住居である。平面形については後世の撹乱が激しく確定はできな
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いが，遺物は他の住居より遺物の残りが良く器台などまとまった状態で出土している。

（2）その他の遺構・遺物について

平坦面になる各郭から多くの弥生土器片が出土しているが，遺構については把握できなかった。そのなかで弥生土

器片が出土している柱穴などは住居に伴う可能性もある。

（3）遺　物（第28・29図）

遺物は住居跡以外からも各郭の包含層から弥生時代の土器片が多量に出土している。図示していないが聾の破片が

最も多く，次いで壷，鉢の順に多い。特に，器形のせいもあるかもしれないが複合口縁壷が目に付く。なお，土器に

ついてはあとに土器観察表を掲載しているので実測図とあわせて参照していただきたい。（表5）

小　　結

住居の時期については後世の撹乱が激しく確定はできないものの，SA3の丸味をおびてくの字状に屈曲する口縁

の聾や器台が前原遺跡出土のものに類似していることなどから弥生時代後期後半でも終末期に近い時期が考えられる。

また，SAl・2もこの時期とそう違わないと思われる。また一括資料の遺物のなかには，堂地東遺跡で多量に出土

したくの字口縁に刻み目突帯をもつ聾など後期前半まで上るものから，複合口縁壷の拡張部が外傾しているものや丸

底の壷も一部存在することから古墳時代初頭まで下るものまで幅広くみられる。このことから生活の場として以外に

も何らかの活動の場として使われていたのではなかろうか。

今江城の眼下には弥生時代中期から古墳時代まで続く前原北遺跡や弥生時代終末期の前原南遺跡があり，これらの

遺跡が立地する台地と本遺跡との比高差は約20mを測る。台地上の集団が一部丘陵に移動する現象は，何らかの「敵」

に対する緊張説も考えられるが，宮崎学園都市遺跡群の弥生時代集落の在り方からみると各時期拠点的集落と1～2

軒からなる集落とに分かれ，今江城の弥生時代住居もこれの一つの例証として捉えられよう。

第5節　まとめ

今江城（仮称）跡は，宮崎学園都市遺跡群の立地する舌状台地東端部丘陵の一部に作られた平山城である。城は幅

約2・5mの空堀で区切られた3＋αの郭からなる。主郭と思われる第1郭は最も標高が高く面積も最大である。この主

郭を守るかのように東側に第2・3郭が並列し，さらにその外側（北と東）には二重の帯曲輪で防御している。城は

現地形からみてもさらに南に郭が続くとは考えにくく，現在道路が通っているところまでの範囲で収まるものと想定さ

れる。今江城はこのように各郭の独立性が強いものの，南九州特有の大規模で分散型の城とは趣を異に（琶，「居城」

というより砦や出城としての要素が強い。

文献によく出てくる卓坂城は今江城がある丘陵の南端に構築されている。卓坂城は土持氏の支族熊野氏の居城であ

ったものを応永の頃，都於郡城主伊東祐立が攻め取っている○以後，伊東氏と島津氏との攻防が幾度となく繰り返さ

れ，文明12年（1480年）伊東祐国が島津氏から城を奪い取ってから天正5年（1577年），伊東義祐が島津氏に敗れ豊後落
l

ちするまでの約百年間は伊東氏の居城となる。しかし，永禄11年（1568年）「日向記」の伊東氏48城の中には卓坂城

の名はみられないことから，すでに廃城になっていた可能性もあるo「日向地誌」によれば城は六区に分かれ，すべて
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（1朝

深い空堀によって区画されていたらしく，現存しているのはその中で「西ノ城」と呼ばれていたものである。卓坂城

とその北東に開けた平坦面は土橋によって結ばれ，この平坦部も城内として捉えられよう。そして，今江城はこの平

坦部を含めた車坂城を，北からの敵に対して防御するためや鉄肥に抜ける街道の押さえ，さらに北を流れる清武川の

押さえとして作られたのではなかろうか。一方，南（鉄肥）へ侵攻したい伊東氏と三州統一のため山東へ侵攻したい

島津氏とがぶつかりあったのがこの熊野の地であり，南に対する車坂城が伊東，北に対する今江城（仮称）が島津の前線基
は見

地の城とする考え方がある。そうするならば，伊東氏方の文献である「日向記」に当山城についての記載がないこと

は示唆的である。また，島津方の『山田聖栄自記』に「………是も元久御代山東加江田倉そこノ城責落之時合戦，新
（16）

納殿内隈江方討死，敵二者宮崎之手二数十人被討華，加江田本城ハ取誘，阿多加賀守被差置，」とあり「加江田本城」

が車坂城を指し，「山東加江田倉そこノ城」は周辺に相当するような城跡が無いことから当城跡をこれに比定できる
（1刀

かもしれないが確証はない。

今江城（仮称）跡の築造年代や廃棄時期については不明であるため出土遺物からみると，ある程度確実に年代が押さ

えられるものは備前焼で15世紀前後に位置付けできる。しかし第2郭から出土した備前焼大聾の胴下半には穿孔が施

されていて再利用した可能性もあり，使用期間は比較的長期に及んだものと考えられる。文献でみてみると文明12年

（1480年），最終的に伊東祐国が島津氏から城を奪い取った時期に近い。また，糸切り底のみを出土し，当山城の最終

段階として考えている第1郭SC7やSC9は，糸切り底が大半を占める15世紀代に位置付け出来，備前焼の年代や

文明12年（1480年）にほぼ合致する。土塁にみられた改築や増築などの改変は文献に幾つかみられるが，そのほか文献

ない改変が行われたことはいうまでもない。多少の危険を覚悟でいうなら，第1郭東側土塁（第3トレンチ）の最終

に記載され最終的増強は応永31年（1424年）島津久豊が伊東祐安と和睦し，「加江田，隈野，木原等の地，兵禍で戸口散
（1邸

亡。久豊，窮民を安撫し，数塁を築いて辺備を修する。」時期に比定できるのではなかろうか。

今江城の西に広がる台地には宮崎学園都市遺跡群があり，旧石器から近世まで多くの遺跡が発見されている。古代

（奈良～平安時代）の遺跡としては平畑遺跡，前原南遺跡，陣ノ内遺跡，赤坂遺跡，下田畑遺跡があり，中世の遺跡として
（1功

は堂地東遺跡，前原西遺跡，前原北遺跡，熊野原遺跡がある。このように古代の遺跡と中世の遺跡とはほとんど複合

しないという特徴がみられる。古代の建物は，カマド付きの竪穴式住居や掘立柱建物跡は2間×3間が主体でそれに

庇がつくものなどあり前者の方が古く，新しくなって竪穴と据立の同時併存も考えられる。中世では全て掘立柱建物で1間

×3間を基本に大型の建物も多く見られる。居住地の移動は貴族社会から武家社会への変化を背景にしているのは

当然のことながら、具体的要因については発掘した集落がどういう性格のものであったのか，またどのような階層の

人々のものであったのかがまず問題となり，谷部から台地上へ農作地の拡充，つまり農業経営の変化や古代の延書式にみ

られた幹道が別な場所に移動した等者えられるが未解決で今後の課題である。古代の遺物としては土師器，黒色土器

，布痕土器，須恵器，硬陶の緑粕皿，越州窯の土不等が出土し，当時熊野の地が主要な位置を占めていたことが窺える。

中世の遺物は土師器をはじめ12～13世紀代のものとして白磁，古瀬戸，東播系の摺鉢，常滑焼が，14世紀以後は左記

のものの他に青磁，備前焼，天目茶碗，染付等が出土し，全国的な流通経路にのっていたと考えられる。その中で染
榊

付は城跡からはほとんどみられず，堂地東遺跡から多量に出土している。今江城眼下の前原北遺跡では，白磁や古瀬戸，
佗1）

常滑焼などが出土し，城に関連した，あるいは熊野氏等の豪族の館跡の可能性もある。また，染付を多量に出土した堂

地東遺跡では，石塔類や時代がやや下るが近世墓が存在していたこと，そして「堂地」という字名が残っていること

などから寺の存在が想定され，日向地誌にでてくる文政年間（1818～1830年）に廃絶した「貞永寺」が候補としてあ
但2）

げられている。また，山内石塔群対岸の低丘陵には勢田寺が所在し，日向地誌には「勢田寺址，真言宗鉄肥願成就

寺ノ末派ナリ黒阪勢田堂ノ下地ノ上ニアリ古ハ十二ノ支院アリト云博フ頗ル大伽藍ナリシト見ユ明治五年壬申廃ス今山

林トナル」とあり，当時は相当な勢力を有していたと考えられる。このように文献によってクローズ・アップされてい

－137－



る伊東氏と島津氏との攻防以外にも寺社勢力が庶民には大きな影響力を与えていたと考えられ，むしろ後者を理解す

ることによって当時の人々の生活の一端に近づくことが出来るのではないだろうか。そして，武家勢力は寺社勢力や庶民に

どれだけの規制力を持っていたのかが重要な鍵となるであろう。

今回の調査によって中世の城跡や館址は、造成しやすい低丘陵に立地し破壊の危機に瀕しやすい。そのため県内全

体の把握（字名を含めた）が急務であり保存を前提とした保護措置の検討を痛感した。また，宮崎学園都市の建設は

遺跡破壊という問題がある反面，限られた（ある程度の広さをもった）地域で各時代に亘る数多くの遺跡が発掘され，

地域研究を行うための良好な素材を提供することとなった。ほとんどの遺跡が姿を消してしまった現在，今後の研究

課題としその責を果たしたい。
J′／・ノ

I　　ノ
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（4）（3）と同じ

（5）「山内石塔群」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告　第1集』宮崎県教育委員会1984

（6）「平畑遺跡の調査」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告　第2集』宮崎県教育委員会1986

（7）「若宮田遺跡」『清武町文化財調査報告書』清武町教育委員会1979

（8）「堂地東遺跡の調査」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告　第2集』宮崎県教育委員会1986

（9）「源藤遺跡」『宮崎市文化財調査報告書』宮崎市教育委員会1987

（1伽　間壁忠彦「備前」『世界陶磁全集（3）』小学館1977

（11）上田秀夫「14～16世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究　恥2』1982

（12）『世界陶磁全集（12）』小学館1977

（13）林田修三編『図説　中世城郭事典　三』新人物往来社1987

（1㊥「西ノ城」以外の郭は現在までの採土によってすべて消滅し，詳細は全くわかっていない。

（15）有田辰美氏の御教授による。

（16）山田聖栄は島津氏の有力な家臣で『山田聖栄自記』は自筆の記録である。

『山田聖栄自記』鹿児島県1966
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表2．土師器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構 名 器 種 器 形

法 量 （cm ） 色　　 調
胎　　 土 焼 成

調　　　　 整
備　 考

口径 底 径 高 内　 面 外　 面 内　 面 外　 面 底　 部

18 1 S C 2 ま不 底　 部 － 8．1 －
寺真　 美　 橙
（10 Y R 欠′）
の　明　 る　い

音真　 美　 橙
（10 Y R タイ）
の明るい色

細砂 粒 （黒，白，褐 ）を含 む
6 mm 大の小石 ？も含 む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り 全体 的 に風 化

ク 2 ク 土不 口縁～
底　 部 12 ． 8．5 3 ．6

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

細 砂粒 （褐）を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り
底 部 と体部の堺

に粘土のたま り

ク 3 ク 土不 休部～
底　 部 － 8．4 －

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

きめが細 かい 良　 好 風化のため
調 整 不　明

横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

〃 4 S C 3 ま不 休部～
底　 部 － 7 ．2 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

きめが細 かい 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ　切 り

ク 5 〃 ま不 休部～
底　 部 － 8 ．0 －

洩 ‾▼貴　 療
（7．5Y R ％）

ム浅　 黄　 橙

．（7．5 Y R ％）

細砂 粒 を含む （裾，黒） 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

ク 6 一ケ ま不 休部～
底　 部 － 9 ．0 －

に　ぷ　い　4登
．ま7・㌘ 怒㌦（7．5Y R％） （

に　ぷ　い　I宣
．ま7・賢 哲㌔（7．5Y R％）

細 砂粒 を含む
（黒，透明 な粒 etc ） 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

ク 7 S C 4 士不 休部～
底　 部 － 8 ．0 －

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

きめが細か い 良　 好 ・横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

ク 8 S C 5 挿 底　 部 12．8 － －
享真　 美　 橙
（75 Y R ％）
のくすんだ色

子曳　 薫　 橙
（7．5Y R ％）
のくすんだ色

きめが細 かい 良　 好 ナ　　　 デ 横　 ナ　 デ －
体部外面に横ナデ
に皐る凹凸を残す

〃 9 ク 土不 休部～
底　 部 － 7 ．8 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％～如

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％～％）

細砂 粒 （褐 e tc）を含む） 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

ク 10 S C 7 ま不 体部～
底　 部 － 7 ．2 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

0．伽111～0．h m 大の黒，茶
白の砂粒 を含む

良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 不　　　 明

ク 11 ク 小 皿
ほ　 ぼ
完　 形 － 6 ．1 －

に ぷ い 橙
（5 Y R ％）

に ぷ い 橙
（5 Y R ％）

0．am ～0．5m の砂粒 を含
む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク 12 ノシ 小 皿 完　 形 7．5 6 ．2 1 ．6
橙
（5 Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％‘） 細 砂粒 を少量含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

〃 13 〃 小 皿
ほ　 ぼ
完　 形 － 6．2 －

に ぷ い 橙
（5 Y R ％）

に ぷ い 橙
（5 Y R ％ ） 0．5m 前後の砂粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク 14 ノケ ま不 休部～
底　 部 － 7．8 －

に ぷ い 橙
（5 Y R ／首）

浅　 黄　 横
（7．5Y R ％）

0．am l～0．h nlの茶 ，黒 の
砂粒 を含む茶 ＞黒 ＞白

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク 15 ク ま不 休部～
底　 部 － 6．8 －

灰　 黄　 褐
（10 Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

0．hⅥ1～ 1 m mの茶色の粒
0．かm ～ 3 m の黒の粒

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ノシ 16 ク 土不 ‘1休部～
底　 部 － 8．0 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

0．2～0．蝕皿の黒 ，茶，白の
砂粒 を含む

良　 好 風化の ため
調 整 不 明

風化 のため
調 整 不 明 不　　　 明

ク 17 S C 8 小 皿
口縁～
底　 部 7．4 7 ．0 1 ．45

橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

きめ細か，黒茶等の細砂粒を
含む，黒く光る粒を含む

良　 好 ナ　　　 デ 横　 ナ　 デ －

ク 18 S C 9 挿 休部～
底　 部 － 8 ．0 －

橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

きめ細 か，白黒等の細砂
粒 を含む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ケ 19 ケ 挿 休部～
底　 部 － 7．8 －

灰　 黄　 褐
（10 Y R ％）

にぷい黄橙
（10 Y R ％）

1 mm 前後の うす茶 ，茶 ，
黒の粒 を含む

や や
不 良

横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

ク 20 〃 土不 休部～
底　 部 － 7．8 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％） 茶，灰の紳 砂粒 を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク 2 1 ク 土不 休部～
底　 部 － 6．4 －

淡　　　 橙
（5 Y R ％）

淡　　　 橙
（5 Y R ％） 細 砂粒 （褐 e tc）を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク 2 2 ク 土不 休部～
底　 部 － 6．7 －

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％） こげ茶 ，灰の紳砂粒 を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク 23 ク ま不
‘休部 ～
．底　 部 － 6．7 －

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

うす茶 ，黒 ，白（項脚 立を
を含む

良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

ク 24 ク ま不 口縁 ～
底　 部 8．8 5 ．5 2 ．6 明　 褐　 灰

（7．5 Y R ％）
明　 褐　 灰
（7．5 Y R ％） 細砂粒（黒，白 etc）を含む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

慄 主語禦 冒腎

ク

ク

1 9

〃

ク

′ケ

′ケ

・ケ

ク

ク

ク

ク

ク

〃

ク

〃

ケ

ク

ク

2 0

25 S C 13

ク

第 1郭

ク

ク

ク

ケ

ク

ク

ケ

ク

ク

ク

〃

S H 16

ま不 休部～
底　 部 － 7 ．4 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％） 茶 ，灰色の紳破粒 を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ　切 り

26 I不 休部～
底　 部 － － －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 横
（7．5 Y R ％）

うす茶 ，白，灰の細砂粒
を含む

良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

27 土不 ほ　 ぼ
完　 部 1 0．5 6 ．8 3 ．7

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

白， うす茶 ，灰の細砂粒
を含む

良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り 底部 に板 目が残
る

28 土不 口部～
底　 形 1 3．3 9 ．2 3 ．3

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

うす茶 ，白の細砂粒 を含
む

良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り
休部外面に横ナデ
による凹凸を残す

2 9 土不
休部～
底　 部 － 8．6 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

．浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％） 茶 ，白の細砂粒 を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

3 0 ま不
休部 ～
底　 部 － 8．0 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％） 茶，灰，白の細砂粒 を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

31 土不 休部 ～
底　 部 － 6．4 －

橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

1 m 前後の茶 ．白，黒 の
粒 を含む

良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

32 土不 休部～
底　 部 － 7．6 l 浅　 黄　 橙

（7．5 Y R ％）
浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

うす茶 ，灰色の紳砂粒 を
含む

不 良 風　　　 化 風　　　 化 ヘ ラ 切 り
底部は摩耗あるい
はナデ消し

33 土不 休部～
底　 部 － 8．2 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

苛；：漬 監芦 うす茶 ，灰， 白の細砂粒
を含む

や や
不 良

横　 ナ　 デ 風　　 化 ヘ ラ 切 り
底部は摩耗あるい
はナデ消 し

34 ま不 休部～
底　 部 － 7．5 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

灰 ，うす茶の細砂粒 を含

む
良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り 底部 に板目が残 る

35 ま不 体部～
底　 部 － 7．6 －

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％ ）

茶 ，灰色の紳砂粒 を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 雑 な
ヘ　ラ 切 り

36 土不 体部～
底　 部 － 7．8 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

に ぷ い 橙
（7．5 Y R ％） 白，灰色の細砂粒 を含 む や や

不 良 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

37 1不 体部～
底　 部 － 6．8 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％ ） 灰色 ，茶の紳砂粒 を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

38 土不 休部 ～
底　 部 － 6．4 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

手苧7．5九 ％戸
彗7見 取′ノ天 茶 ，白の細砂粒 を含 む 不 良 風　　　 化 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

39 ま不 休部 ～
－ － －

淡　　　 橙 淡　　　 橙 うす茶 ，白，黒 の細砂 粒 や や 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ討底　 部 （5 Y R ％ ） （5 Y R ％ ） を含 む 不 良

4 0 第 1 郭

〃

S H 9

ま不 体部 ～
底　 部 － 7．6 －

浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

灰 ，茶の細砂粒 を含 む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ

4 1 小 皿 口縁 ～
底　 部 7．4 6．1 1 ．4 浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％ ）
浅　 黄　 橙
（7．5 Y R ％ ）

灰 ，茶 の紳砂 粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

4 2 小 皿 口縁 ～
底　 部 7．0 6．3 0 ．9 浅　 黄　 橙　 卓て7．5九 ％戸

（7．5Y R ％ ） 彗1熟思戎 鳩
灰 ，うす茶 の細砂粒 を含む 良　 好 ナデ（指先でペタペ

タなでたよう欄 ）
横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

4 3 第 1郭 小 皿 体部～
－ 6．9 －

浅　 黄　 橙　 浅　 黄　 橙 白，灰色 の細砂 粒雲母 を
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 雑　　　 な

底　 部 （10 Y R ％） （10 Y R ％） 含 む ヘ ラ 切 り

6 8 第 2郭 ま不 ほ　 ぼ
完　 形 12．0 6．8 3 ．1 5 橙　　　　　 橙

（7．5 Y R ％ ） （7．5 Y R ％ ）
細砂 粒 （裾 ，白 q tc）を含
む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切 ’り
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20 69 S H 80 小皿 口縁～
底　 部 9．7 8．0 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

0．1mm～0．hm の砂粒を含
む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 70 S H lOl 土不 口緑～
底　 部 11．8 6．2 3．2

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

0．5mm～1m 程度の黒茶の
粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク 71 S H 167 ま不 休　 部
底　 部 － 8．2 －

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R％）

0．加m前後の黒い粒と0．5

m 前後の茶色の粒を含む
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 72 ク 土不 ほ　 ぼ
完　 形 － 6．4 －

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

明　 黄　 褐
（10Y R ％） 茶 ・黒等の細砂粒を含む 良 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

板目が残る
底部 に板目が
残 る

ク 73 ク 士不 休部～
底　 部 － 7．6 －

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

茶 ・灰色の細砂粒を含む
透明な光る粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 74 ク 土不 休部～
底　 部 － 7．8 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）細砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 ．り

〃 75 〃 土不 休部～
底　 部 － 8．2 －

にぷい黄橙
（10Y R ％）

にぷい黄橙
（10Y R ％）

茶，灰の細砂粒を含む
透明な光る粒を含む

阜　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

〃 76 ク ま不 口緑～
底　 部 － － －

橙
（7．5Y R ％）

橙
（7．5Y R ％）

黒 ・茶の細砂粒を含む
透明な光る粒を含む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 底部 に板目が
残 る

ク 77 〃 ま不 口緑～
底　 部 － － －

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

明　 黄　 褐
（10Y R ％）

黒 ・茶等の細砂粒を含む
透明な光る粒を含む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ケ 78 ケ ま不 体部～
底　 部 － 6．1 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）0．2～0．h mの破粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

〃 79 〃 小皿 ほ　 ぼ
完　 形 7．8 （長）6．7

（短）6．5 1．25
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）細砂粒 （茶 ・黒）を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

〃 80 ク 小皿 ほ　 ぼ
完　 形 － 6．8 1．4

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％） 0．2～0．蝕皿の砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

21 8 1 第2 郭 ま不 完　 形 11．5 7．2 3．5
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）細砂粒（黒，鳩 etd を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 底部 にヘラの

あとナデ

ク 82 S A 3 士不 ほ　 ぼ
完　 形 － － －

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％） きめ細，紳砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

底部 に板 目が
残 る

ケ 83 第2 郭 士不 完　 形 11．4 8．2 3．5
′

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

茶，白，灰色の細砂粒を
含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

底部 に板 目が
残 る

〃 84 S A 3 土不 ほ　 ぼ
完　 形 － － －

にぷい塞橙
（10Y R ％）

、にぷい貴橙
（10Y R ％） きめ細，細砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 板目が残る

ク 85 第2 郭 土不 休部～
底　 部 － 8．0 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

0．2～0．h m 前後の黒，茶
の砂粒を含む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 86 〃 ま不 休部～
－ － －

浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1mm前後のこげ茶，灰色 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り
底部に板 目が

底　 部 （7．5Y R％）（7．5Y R％） の粒を含む （円を描くような） 痍 る

〃 87 〃 1不 休部～
底　 部 － 7．7 －

寺曳　兼　 橙
鉄泉号乳埠）

艶 子享濁 細砂粒 （黒 ・褐）を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 88 〃 ま不 休部～
底　 部 － 7．2 －

浅　 黄　 橙
（10Y R％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

細砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

〃 89 ク 土不 休部～
底　 部 － 7．0 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）0．2～0．5m の砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

休部内外面に横
ナデ凹凸が残る

〃 90 ク 土不 口縁～
底　 部 － － －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 膣
（7．5Y R％）茶、灰色の細砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 91 ク 土不 口縁～
底　 部 10．5 6．8 2．8 1 1齢 奪還， 細砂粒 （白，黒 etc）含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 92 ク 土不 休部～
底　 部 － 7．2 －

浅　 寅　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

0．加皿前後の砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 底部に板目が
残 る

ク

〃

ク

〃

ク

22

93 ク

ク

〃

ク

S A 2

土不 体部～
底　 部 － 5．7 －

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

i雪1。Y苦％）檀
雪7．iY鮎 戸

うす茶 ・灰色の細砂粒を
含む 、 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

底部へラ切 り

のあとナデ

94 土不 休部～
底　 部 － 7．5 －

浅　 黄　 樟
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

うす茶，白・黒の細砂粒
光る粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ

ス ス付 着
ヘ ラ切 り

95 土不 休部～
底　 部 － 8．5 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

細砂粒（黒・褐・白）を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

96 土不 休部～
底　 部 － 6．8 －

明　 褐　 灰
（7．5Y R 芽）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

茶，白，灰色の紳砂粒を
含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　　テ’

へラ先が切り込
んだような跡

ヘ ラ切 り

97 土不 体部～
底　 部 － 8．0 －

黄　　　 橙
（7．5Y R ％’）

黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

茶，灰等の紳砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

98 第 2郭

ク

ク

ク

ク

〃

一ケ

ク

ク

ク

ク

〃

ク

ク

ク

土不
口緑⊥
底 ‘部 10．4 7．4 3．15

橙
（5 Y R ％）

橙
（5 Y R％）

0．2～0．5m の砂粒 （茶，
黒）を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク

ク

ク

ク

ク

ケ

ク

ク

ク

〃

〃

ク

ク

〃

99 ・土不 休部～
底　 部 － 6．0 －

帯 撞 攣 学雪空録 望悪
貨鼻音ピ李鵠 す

細砂粒 （黒，キラキラ光

る粒）を含む
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸切り周囲に

粘土のたまり

100 ま不 体部～
底　 部 － 5．2 －

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R％）

細砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

101 士不 休部～
底　 部 － 5．5 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

1m m前後の黒，うす茶の
粒、白く光る細粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

102 小皿 口縁～
底　 部 8．5 7．0 1．35

浅　 黄　 樟
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％） 細砂粒（白，黒，栂）を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

103 小皿 ほ　 ぼ
完　 形 7．3 6．3 1．4

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7L．5Y R ％） 白，灰，茶の紳砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ベラ切り　中央は切

粘土がたまっている

104 小皿 ほ　 ぼ
完　 形 8．2 6．5 1．75

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）0．加m前後の砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

105 小皿 ほ　 ぼ
完　 形 8．0 6．2 1．55 浅　 黄　 橙

（7．5Y R ％）
浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

細砂粒（白，黒，褐）を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ へ ラ切 り

106 小皿 ほ　 ぼ
完　 形 7．8 5．95 2．1

冒盛 濃 冒城 翫 濃 細砂粒 （白，黒，裾，キ

ラキラ光る粒）を含む
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

107 小皿 口縁～
底　 部 7．2 6．7 1．5

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

0．加皿前後の砂粒
0．h m前後の茶色の粒を己

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

108 小皿 口緑～
底　 部 6．2 5．0 1．2

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

紳砂粒 （黒，褐 etd を
含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

109 小皿 ほ　 ぼ
完　 形 7．3 6．7 1．65

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）黒，灰色の細砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横ナデ　へラ

先でサッと切
ったような跡

ヘ ラ切 り

110 小皿 口縁～
底　 部 － － －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R％）

．0．hm前後の黒い粒，それより

やや大きめの茶の粒を含む
良　 好 － － －

111 小皿 口縁～
底　 部 7．7 5．9 1．25 3 1義 之濃

でいる

手1 ．】■　　檀J㌢批 び
ている

細砂粒 （黒，裾，キラキ
ラ光る粒 etd を含む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ
風　　　 化 ヘ ラ切 り

112 小皿
口縁～
底　 部 9．5 7．7 1．45 盲貴　　貞　　捜（7．5Y R％）

一部くすんて－いるところもある

i曳　　■　　撞く7．5Y R九日
一都くすんてトいと与＿草もある

細砂粒 （黒，褐 etd　 を
含む

良　 好 横 ナ デ l横 ナ デ ヘ ラ切 りl
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図 面

番号

遺物

番 号
遺構名 器 種 器 形

法 量 （cm ） 色　　 調
胎　　 土 焼 成

調　　　　 整
備　 考

口径 底径 高 内　 面 外　 面 内　 面 外　 面 底　 部

ク 136
第 3
トレンチ

土不 体部～
底　 部 － 7．2 －

i炎　　Jt強兵渦 淡　　　 橙
（5 Y R ％）

諦 茶，白，白く光る細砂粒を 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 糸　 切　 り

ク 137
第 9
トレンチ

ま不 休部～
底　 部 － 7．8 －

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

細砂粒 （黒，褐 etc）を含
む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ク 138
第 6
トレンチ

土不 体部～
底　 部 － 6．8 －

浅　 黄　 橙
（10Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10Y R％）

紳砂粒（白，黒，褐）を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

ケ 139 ク 土不 口緑～
底　 部 12．8 7．4 3．2

i糞　　貴　　橙等 描 ふ 告 藷 葬 細砂粒（白，黒，褐）を含む 良　 好 ナ　　　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

－141－

l

t

I



表3．陶磁器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号

遺 構 名

No．
器　 種 部　 位 法　 量 （cm ） 色　　　　 調 形 態 ・ 成　 形 技　 法　 の 特　 徴 備　 考

19 4 4 第 1 郭 備 前 焼
聾 口　　 縁 推 定 口径 約 30 内外一赤禍　 （10Y　％） 内，外面 とも横 ナデ

口縁部 は玉縁 口縁 をなす

ク 4 5 第 1 郭 備 前 焼 口　　 縁 －
内外一にぷい赤 （7．5R ％） 内，外面 とも横 ナデ

翠 和一灰オリーブ （5 Y　ライ） 口緑部 は玉縁 口縁 をなす，．口縁上部自然粕

ク 4 6 第 1 郭 備 前 焼
聾 口縁へ・底部 － 内外一灰黄褐 （10Y R ％） 内，外 面 とも横 ナデ

口縁部 は玉縁 口縁 をな し下方にやや乗れ る

ク 4 7 第 1 郭 瓦質土器
火　　 鉢こ 口　　 縁 － 内外一灰　　 （5 Y　昇） 内 ，外面 とも横 ナデ

口縁直下 に 1条 の突帯，口縁下にス タンプ文

ク 4 8 第 1 郭 瓦質土器 胴　　 部 －
内一灰黄 （2．5Y ％） 内 ，外面 とも横 ナデ

火　　 鉢． 外一暗灰黄（2．5Y ラ首） 2条の貼付 け突帯 ，突帯間 にス タンプ文，突帯下 に円形の窓

ク 4 9 第 1 郭 陶　　 器・
鉢 口　　 縁 －

内一橙（5 Y ％）
外一灰（5 Y タr）

口縁 外 面 全体 に刻 み 目 ， こ ね鉢 ？

ク 5 0 第 1 郭 瓦質土 器 口　　 縁 －
内一黄灰 （2．5Y ガ） 調整 は風化 の為不 明

火　　 鉢 外一黄灰 （2．5Y タr） 口縁 は肥厚 する。口縁 下に 1 条の突帯，突帯 下にスタンプ文

2 0 5 1 第 1 郭 青 磁 碗 口緑 へ・胴部 口径 16．2 内外－オリーブ灰 （10Y ％） 口縁 は 端 反 り

ク 5 2 第 1 郭 青 磁 碗 （口縁部 ） 口径 14．8 内外－オリーブ灰 （5G Y 昇） 口縁 は 端 反 り， 外 面 に調 整 時 の 凹 凸 有 り

ク 5 3 第 1 郭 青 磁 碗 口　 縁　 部 － 粕調一緑灰（7．5G Y ％） 口縁 は 端 反 り， 外 面 は 凹 凸 が は げ し い

ク 54 第 1 郭 青 磁 碗 口　 縁　 部 － 粕調一灰白（10Y ガ） 口縁はやや肥厚 し端反 り，貫大有 り
外面は粕の厚薄 による凹凸 がはげ しい

ク 55 第 1 郭
S　C 13

青 磁 碗 口　 縁　 部 － 粕調一オリーブ灰 （10Y ％） 口縁 は 端 反 り

ク 56 第 1 郭
S　C　 7

青 磁 碗 口　 縁　 部 － 粕誠一オリーブ灰 （10Y ラ首） 口緑 は 端 反 り

ク 57 第 1 郭 青 磁 碗 口　 縁　 部 － 粕調－オリーブ灰 （5 Y ％） 口 縁 部 下 で や や 外 反 す る

ク 58 第 1 郭 青 磁 碗 口　 縁　 部 － 粕調－オリーブ黄 （5 Y ％） 口 縁 は や や 肥 厚 し端 反 り， 貫 大 有 り

一ク 59 第 1 郭 青 磁 碗 口　 縁　 部 － 粕調－オリーブ灰 （10Y ％） 口 縁 は や や 肥 厚 し端 反 り

ク 6 0 第 1 郭 青 磁 碗 口　 縁　 部 － 粕調－オリーブ灰（5G Y 昇） 口 緑 は端 反 り， 比 較 的 粕 は 厚 い

ク 6 1 第 1 郭 青 磁 碗 口　 縁　 部 － 軸調一灰オリーブ （7．5Y ％） 口 縁 は肥 厚 し端 反 り ， 口縁 直 下 に 1 条 の洗 練

ク 6 2 第 1 郭

⊥

白 磁 碗 口縁部～胴部 口 径 15．4 粕　 調一 灰（7．5Y ％）
無粕部一淡黄（2．5Y ％）

体部上半は横ナデで凹凸が残る。休部下草から高台にかけてへラ削り
口緑部は瑞反り，体部下半は露胎，見込に1条の沈線とヘラ描による花弁状の文様

ク 6 3 第 1 郭
S　C l

青 磁 碗 休部 ～底部 推 定 底 径 4．2 粕調一灰白 （10Y ％） 休部から底部までヘラ削り，施粕後も認められる，畳付から高台内部はきれいに
削りとられ、露胎をなす，見込部に1条の沈線

ク 6 4 第 1 郭 青 磁 碗 底　　 部 底 径 5 粕　詞一明オリーフ頂（5G Y 〝）
無粕部一にぷい黄（2．5Y ％）

体部下半か ら高台 にかけて，ヘ ラ削 り，高台 は比較的 薄い
畳付 と高台内は露胎

〃 6 5 第 1 郭 青 磁 盤 口縁 ～体部 口径 24 内－オリーブ黄（5 Y ％）
外一オリーブ黄（5 Y ％）

口縁部近くで外方に屈曲し口縁部は水平をなす。口縁端部は肥厚し，波状を呈す。
口綾部上面には沈線，休部内面は菊花状をなす。

ク 6 6 第 1 皿 白 磁 皿 底　　 部 底 径 3．8 粕調一灰白（10Y ％） 体部下半横ナデ，高台はヘラ削り、体部下半から高台内部まで露胎

ク 67 第 1 郭 白　　 磁
4 、　 鉢 ・

÷ 残　 存 口径 8．2底 径 3．2 粕調一灰白（10 Y ％） 一上面形は八角をなす、体部下半から上方に伸びロ矧まやや外反する。体妙価の磯 は上までつかか，
高翻れラによる削り出してやや上底を呈す。見込に花文のスタン孜。体部下半から高台内部まで露胎

2 2 113 第 2 郭 青 磁 碗 口縁へ・休 部 口径　 約 17 内外一淡黄（7．5Y ％） 内 ，外面 とも横 ナデ。 口縁下 に 4本の沈線。内面体部下半 に
もヘ ラ描 きによる洗練。

ク 114 第 2 郭 青 磁 碗 口　 縁 部 口 径　 推 定 1 8 内外－オリーブ灰（10Y ％） 口縁 端 反 り， や や厚 手 で あ る 。

ク 1 15 第 2 郭 青　 磁 口　 縁　 部 －
内外－うすい緑がかった灰

（10Y ％） 口縁 端 反 り， 端 部 が や や 肥 厚 す る。

ク 1 16 第 2 郭 青 磁 碗 口　 縁 部 口 径　 推 定 1 6．6 内外一明オリーフ頂 （5G Y ％） 口縁 端 反 り

〃 1 17 第 2 郭 青 磁 碗 口　 縁　 部 口 径 1 5．4 内外－オリーブ灰（10Y ％） 口緑 端 反 り ，粕 が比 較 的 厚 い ，厚 手

ク 1 18 第 2 郭 青 磁 碗 口　　 縁 － 内外一灰オリーブ（7．5Y ％） 口縁 端 反 りで 肥 厚 す る 。

ク 1 19 第 2 郭 青 磁 碗 口縁 へ・休部 口 径 14 ．6 内外一明オリーブ灰（2．5G Y ％） 口縁 端 反 り， 外 面 に調 整 に．よ る 凹 凸 あ り。

ク 12 0 第 2 郭 青 磁 碗 口　　 縁 12 内外一灰オリーブ（7．5Y ％） 口縁 端 反 りで肥 厚 す る 。

ク 12 1 第 2 郭 青 磁 碗 口　　 縁 － 内外一灰白（10Y 芽） 口 縁 端 反 り

〃 12 2 第 2 郭 青 磁 碗 口縁へ・休部 － 内外一灰白（7．5Y ％） 口縁 は休部 に比べ薄 く端反 りであ る。体部上半及び内面は横
横 ナデ体部下 半はヘ ラ削 りで露胎。

〃 12 3 第 2 郭 青 磁 碗 口　 縁 部 － 内外一灰白（10Y ％） 口 縁 端 反 り ，休 部 内 面 に 1 条 の 沈 線

ク 12 4 第 2 郭 青 磁 碗 口縁 へ・体部 － 内外一灰オリーブ（7．5Y ％） 口縁端反 り，口縁及 び内面は横 ナデ，体部下半 はヘラ削 り。

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク i

23 l

12 5 第 2 郭 白 磁 皿 口　　 縁 口径 9．8 内外一灰白（7．5Y ％） ・体 部 は 内 湾 す る 。

12 6 第 2 郭 青 磁 碗 底　　 部 －
施粕－オリーブ灰（10Y ラ首）
無和一にぷい橙（7．5Y R ％） 高 台 内 部 及 び 見 込 部 は露 胎

12 7 第 2 郭 青 磁 碗 底　　 部 底 径 6．5 内外－オリーブ灰（5G Y ％） 休部は内，外面とも横ナデ，高台はヘラ削り，体部内面に重ね焼きにより粘
土が付着，見込部に完結しない1条の沈線畳付きから高台内部は露台

12 8 第 2 郭 天　　 目
茶　　 碗 口縁へ・底部

底　　 部

－
外一浅黄（2．5Y ％）
軸詞一内外一黒（7．5Y R ％）

内面及扮価休部上半は横ナ雪体部下判れラ削り、ロ矧珊 瑚 ける。内面及びケ価休部上半には
光沢のある茶波線、黒色の嵐それ以下は光沢のない茶梅色の脚 と休部との境付近から貫胎。

12 9 第 2 郭 白響 子
4．2 外一粕詞明緑灰 （10G Y ％）

内一白色
天井部は草文の浮文で淡青色 の透明 粕がかけられる
内面 には薄 い粕 がかかる

1 30 第 2 郭 ？
白 磁 皿 3．8 外一白色

内一軸詞一明緑灰（7．5G Y ％） 高 台 は ヘ ラ 削 り さ れ ， 露 胎 で あ る。

1 2 1 S　A　 3 ？
青 磁 碗

底　　 部 底 径 4．6 施軸－オリーブ灰（10Y タ首）
無和一黄灰 （2．5Y タで）

高台及び内部はヘラ削り，高台内部は露胎，見込部は円形 に粕が掻 き
とられる。他の青磁 に比べ質がよい。

13 2 第 2 郭 備 前 焼
聾 口縁～肩部 －

外一にぷい赤禍（7．5R ％）
内一灰褐（5 Y ．R ラ首） 内，外面とも横ナデ，口縁部は玉緑を呈す。頚部に自然粕
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図面

番号

遺物

番号

遺 構 名

No．
器　 種 部　 位 法　 量 （cm ） 色　　　　 調 形　 態 ・ 成　 形　 技　 法　 の　 特　 徴 備　 考

23 13 3 第 2 郭 備 前 焼
聾

底　　 部 推 定24 ．2 外
内

こぶい橙（5Y R％）
こぶい黄橙（10Y R ％） 外面はナデ，底部内面は斜方向にヘラ状の工具でのナデ。

ク 134 第 2 郭 備 前 焼
寸書鉢．

口　　 彿
－

外－

内－

黄袖（10Y R％）
部褐灰（10Y R ガ）
こぶい黄橙（10Y R％）

内外面とも横ナデ，口縁部は体部に直交する。端部には自然粕，内
面に1単位10条の条線

ク 135 第 2 郭 備 前 焼
聾

底　　 部 －
詰＝矧 整 骨

内、外面とも横ナデ，胴部下半に1個所径約訟爪の焼成後の穿孔あり

ク 140 第 3
トレンチ

青 磁 碗 口　　 縁
－

粕調－オリーブ黄
（5Y ％）

口縁端 反 り，端部 は先細 りになる

ク 141 第 4 郭 青 磁 碗 口　　 縁 － 粕調一灰（10Y ％） 口縁端 反 り
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表4．土錘観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 長 さ （cm ） 径 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 （9 ） 備　 考

24 1
第 1 郭

S C 7
5 ．15 1 ．2 0 ．7 3 ．5

一ケ 2
第 1 郭

S C 7
4 ．2 1 ．5 0 ．7 3 ．8

ク 3
第 1 郭

S C 7
4 ．2 5 1 ．5 0 ．7 5 4 ．8

ク 4
第 1 郭

S C　7
3 ．15 1 ．3 0 ．6 5 2 ．3

ク 5
第 1 郭

S C l O
3 ．15 1 ．25 0 ．5 2 ．0

ク 6
第 1 郭

S C l O
4 ．4 5 1 ．5 0 ．6 5 5 ．0

ク 7
第 1 郭

S C 1 5
4 ．35 1 ．5 0 ．7 3 ．5

ケ 8 第 1 郭 4 ．65 1 ．15 0 ．6 2 ．7

ク 9 第 1 郭 4 ．8 1 ．2 0 ．5 3 ．5

ク 10 第 1 郭 4 ．4 5 1 ．55 0 ．5 4 ．8

ク 11 第 1 郭 5 ．2 1 ．5 0 ．5 5 ．0

ク 12 第 1 郭 4 ．4 1 ．7 0 ．5 5 6 ．3

ク 13 第 1 郭 4 ．6 1 ．35 0 ．4 5 4 ．0

3 6 第 1 郭 （2 ．15 ） 1 ．05 0 ．3 1 ．5 未　 掲　 載

37 第 1 郭 （4 ．2 5 ） 1 ．65 0 ．3 5′ 4 ．3 ク

38 第 1 郭 4 ．8 5 1 ．4 5 0 ．3 3 ．3 ク

39 第 1 郭 （4 ．2 ） 1 ．5 0 ．5 3 ．2 ク

40 第 1 郭 4 ．2 1 ．25 0 ．4 5 3 ．7 ク

4 1 第 1 郭 （3 ．7 5 ） 1 ．15 0 ．4 2 ．5 ケ

4 2 第 1 郭 （3 ．8 5 ） 1 ．3 0 ．4 5 軍．8 ク

43 第 1 郭 （3 ．8 5 ） 1 ．25 0 ．4 2 ．5 ク

4 4 第 1 郭 4 ．2 1 ．55 0 ．6 3 ．7 ク

45 第 1 郭 （4 ．0 5 ） 1 ．15 0 ．3 2 ．5 ク

4 6 第 1 郭 （3 ．8 ） 1 ．4 5 0 ．4 3 ．0 ク

4 7 第 1 郭 （3 ．3 ） 1 ．55 0 ．6 2 ．5 ク

4 8 第 1 郭 （3 ．7 5 ） 1 ．4 0 ．4 3 ．0 ク

49 第 1 郭 4 ．95 1 ．8 0 ．4 7 6 ．5 〃

50
第 1 郭

S H 8 6
4 ．1 1 ．1 0 ．5 2 ． ク

51
第 1 郭

3 トレンチ
3 ．7 1 ．2 0 ．5 2 ．5 ク

24 1 4
第 2 郭

S H 4 9
4 ．9 1 ．3 0 ．4 4 ．0

ク 15
第 2 郭

S H 7 6
4 ．4 5 1 ．2 0 ．7 3 ．3

ク 16
第 2 郭

S H 7 6
5 ．0 1 ．5 0 ．9 4 ．8

ク 17
第 2 郭

S H 7 6
5 ．0 1 ．2 5 0 ．5 3 ．5

ク 18
第 2 郭

S H 7 6
2 ．3 1 ．4 5 0 ．5 5 2 ．7

ク 19
第 2 郭

S H 130
5 ．75 1 ．3 0 ．4 5 4 ．7

ケ 20
第 2 郭

S H 143
4 ．8 1 ．4 0 ．7 5 ．0

ク 2 1
第 2 郭

S A 2
3 ．9 1 ．2 0 ．6 5 3 ．0

ク 22 S A 2 4 ．55 1 ．4 0 ．7 4 ．0

ク 23 S A 2 4 ．7 1 ．5 0 ．9 5 4 ．5

ク 24 第 2 郭 4 ．45 1 ．2 0 ．5 5 2 ．0

〃 2 5 S A 3 4 ．65 1 ．5 0 ．7 5 ．0

ク 26
第 2 郭

S A 3
4 ．2 1 ．5 0 ．7 5 4 ．3

ク 2 7 第 2 郭 4 ．0 5 1 ．2 0 ．5 5 3 ．5

ク 2 8 第 2 郭 4 ．9 1 ．4 5 0 ．7 4 ．0

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 長 さ （cm ） 径 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 （9 ） 備　 考

24 2 9 第 2 郭 3 ．8 1 ．55 0 ．5 5 4 ．2

ク 3 0 第 2 郭 4 ．4 1 ．3 5 0 ．6 3 ．5

ク 3 1 第 2 郭 5 ．1 1 ．2 5 0 ．7 4 ．3

ク 3 2 第 2 郭 5 ．1 1 ．7 0 ．5 5 4 ．8

ク 3 3 第 2 郭 4 ．9 1 ．3 5 0 ．6 5 4 ．0

ク 34 第 2 郭 4 ．9 1 ．3 5 0 ．5 5 4 ．3

ク 3 5 第 2 郭 5 ．7 1 ．5 0 ．4 5 5 ．5

5 2 第 2 郭 4 ．75 1 ．2 0 ．5 3 ．5 未　 掲　 載

5 3 第 2 郭 4 ．9 1 ．4 5 0 ．4 3 ．8 ク

5 4 第 2 郭 4 ．95 1 ．2 5 0 ．4 4 ．0 ク

5 5 第 2 郭 4 ．4 1 ．3 0 ．4 4 ．5 ク

5 6 第 2 郭 4 ．9 1 ．6 0 ．5 5 5 ．8 ク

5 7 第 2 郭 4 ．5 1 ．5 0 ．4 4 ．5 ク

5 8 第 2 郭 4 ．0 1 ．6 0 ．7 5 ．5 ク

5 9 第 2 郭 4 ．6 1 ．3 0 ．4 3 ．7 ク

6 0 第 2 郭 4 ．7 1 ．3 0 ．4 3 ．7 ク

6 1 第 2 郭 4 ．5 1 ．5 5 0 ．4 5 4 ．3 ク

6 2 第 2 郭 4 ．0 1 ．5 0 ．4 4 ．5 ク

6 3 第 2 郭 4 ．05 1 ．3 0 ．3 5 3 ．0 一ケ

6 4 第 2 郭 3 ．6 1 ．3 0 ．4 5 2 ．8 ク

6 5 第 2 郭 （3 ．4） 1 ．3 0 ．4 2 ．7 ク

6 6 第 2 郭 3 ．7 1 ．1 5 0 ．4 5 1 ．8 ク

6 7 第 2 郭 （2 ．65 ） 1 ．2 0 ．5 2 ク

6 8 第 2 郭 （2 ．15 ） 1 ．1 5 0 ．3 5 2 ．2 〃

6 9 第 2 郭 （2 ．55 ） 1 ．1 1 0 ．3 5 1 ．3 ク

7 0 第 2 郭 4 ．4 1 ．6 0 ．5 5 5 ．5 ク

7 1 第 2 郭 4 ．8 1 ．4 0 ．4 4 ．5 ク

7 2
第 2 郭

S H 1 4 2
4 ．1 5 1 ．1 0 ．4 2 ．3 ク

7 3
第 2 郭

S H 1 4 5
3 ．9 5 1 ．2 0 ．3 5 2 ．5 ク

7 4
第 2 郭

S H 1 5 6
4 ．1 1 ．1 5 0 ．3 5 2 ．5 ク

7 5
第 2 郭

S H　 76
（3 ．9） 1 ．2 0 ．4 5 3 〃

7 6
第 2 郭

S H l 18
（2 ．7 5） 1 ．3 0 ．4 2 ．2 ク

7 7
第 2 郭

S H l 18
（2 ．1） 1 ．15 0 ．4 1 ．2 〃

7 8
第 2 郭

S H　 76
（3 ．1 5）

－ －
1 ．0 ク

79
第 2 郭

S H 1 5 2
4 ．7 5 1 ．3 5 4 ．5 4 ．5 ク

80 第 2 郭 3 ．6 1 ．1 0 ．4 5 2 ．5 〃

8 1 第 2 郭 4 ．8 1 ．4 0 ．4 5 5 ク

8 2 第 2 郭 5 ．8 1 ．3 0 ．4 4 ．5 ク

8 3 第 2 郭 3 ．9 1 ．3 0 ．3 4 ．0 ク

84 第 2 郭 （2 ．3） 1 ．3 0 ．4 5 2 ク

8 5 第 2 郭 5 ．5 1 ．5 0 ．4 5 5 ．5 ク

8 6 第 2 郭 5 ．1 1 ．4 0 ．5 5 ク

87 第 2 郭 （4 ．2） 1 ．3 0 ．4 3 ．5 〃

8 8 第 2 郭 4 ．2 1 ．5 0 ．4 5 4 ．5 ク
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l

l

l

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構 名 長 さ（cm ）径 （cm ） 孔 径 （皿 ） 重 （9 ） 備　 考

8 9 第 2 郭 4 ．4 1 ．7 0 ．4 5 5 ．5 未　 掲　 載

9 0 第 2 郭 4 ．2 1 ．6 0 ．4 5 5 ク

9 1 第 2 郭 4 ．35 1 ．5 0 ．5 4 ．5 ク

92 第 2 郭 5 ．25 1 ．5 0 ．4 5 ク

93 第 2 郭 4 ．3 1 ．2 0 ．4 3 ク

94 第 2 郭 4 ．4 1 ．4 0 ．4 5 ク

95 第 2 郭 5 ．1 1 ．2 0 ．3 4 ク

96 第 2 郭 4 ．4 1 ．4 0 ．5 4 ク

97 第 2 郭 4 ．35 1 ．3 0 ．4 5 4 ク

98 第 2 郭 （2 ．7 ） 1 ．4 0 ．4 2 ．5 ク

99 第 2 郭 5 ．15 1 ．3 0 ．4 5 4 ク

1 00 第 2 郭 3 ．8 1 ．6 0 ．5 5 4 ．5 〃

1 0 1 第 2 郭 3 ．65 1 ．3 0 ．4 5 3 ．5 〃

1 02 第 2 郭 4 ．6 1 ．3 0 ．4 5 4 〃

1 03 第 2 郭 4 ．9 1 ．5 0 ．5 ・5 ク

1 04 第．2 郭 4 ．4 1 ．6 0 ．6 5 ク

1 05 第 2 郭 （3 ．3 ） 1 ．3 0 ．5 3 〃

1 06 第 2 郭 （2 ．4 ） 1 ．25 0 ．5 2 ク

1 07 第 2 郭 5 ．2 1 ．4 0 ．4 5 5 ．5 ク

1 08 第 2 郭 5 ．3 1 ．3 0 ．5 4 ．5 ク

1 09 第 2 郭 4 ．75 1 ．3 0 ．4 5 4 ．5 ク

1 10 第 2 郭 4 ．3 1 ．1 0 ．4 3 ク

1 11 第 2 郭 4 ．95 1 ．1 0 ．4 5 3 ．5 ク

1 12 第 2 郭 4 ．65 1 ．4 0 ．4 4 ．5 ク

1 13 第．2 郭 5 ．2 1 ．5 0 ．4 5 5 ク

1 14 第 2 郭 4 ．3 1 ．3 0 ．5 3 ク

1 15 第 2 郭 （3 ．8 ） 1 ．2 0 ．4 3 ク

1 16 第 2 郭 4 ．1 1 ．4 0 ．5 5 3 ク

1 17 第 2 郭 （3 ．1 ） 1 ．4 0 ．5 3 ク

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺構名 長 さ（cm ） 径 （云m ） 孔 径 （cm ） 重 （9 ） 備　 考

11 8 第 2 郭 （3　 ） 1 ．4 0 ．4 3 末 掲　 載

11 9 第 2 郭 （3 ．4 ） 1 ．3 0 ．5 2 ク

12 0 第 2 郭 （2 ．1 ） 1 ．2 0 ．4 2 ク

12 1 第 2 郭 （2 ．65 ） 1 ．4 d ．4 3 ク

12 2 第 2 郭 5 ．1 1 ．3 0 ．4 5 ク

12 3 第 2 郭 4 ．5 1 ．2 0 ．4 3 ．5 ク

124 第 2 郭 （3 ．2 ） 1 ．4 0 ．4 5 3 ク

12 5 第 2 郭 （2 ．7 ） 1 ．3 0 ．4 2 ．5 ク

12 6 第 2 郭 （2 ．6 ） 1 ．3 0 ．3 5 2 ク

127 第 2 郭 5 ．2 1 ．5 0 ．4 4 ．5 ク

12 8－1 第 2 郭 2 ．3 1 ．1 0 ．3 1 ．5 ク

1 28 †2 第 2 郭 2 ．1 1 ．2 0 ．3 1 ．0 ク

12 9 第 2 郭 3 ．5 1 ．1 0 ．4 5 2 ．0 ク

13 0 第 2 郭 （4 ．1 ） 1 ．5 0 ．4 5 ク

13 1 第 2 郭 （2 ．8 ） 1 ．45 0 ．5 3 ク

13 2
第 2 郭

S H 78
（4 ．1 5 ） 1 ．5 0 ．4 5 4 ク

1 33
第 2 郭

S H 87
4 ．7 1 ．4 0 ．5 5 5 ク

1 34
第 2 郭

S H 87
4 ．1 5 1 ．6 0 ．5 6 ク

1 35
第 2 郭

S H 180
4 ．8 1 ．3 0 ．4 5 ク

1 36
第 2 郭

3 ．4 1 ．3 0 ．4 3 ク

1 37
第 2 郭

S I －1
5 ．7 1 ．2 0 ．5 5 4 ク

1 38
第 2 郭

S I －1
4 ．3 1 ．3 0 ．5 4 ク

1 3 9
第 2 郭

S I －1
4 ．4 1 ．2 0 ．4 5 3 ク

1 40
第 2 郭

S I －1
4 ．2 1 ．5 0 ．4 4 ク

1 4 1
第 2 郭

S　ト 1
4 ．3 1 ．5 0 ．4 5 4 ク

1 42 第 4 郭 5 ．3 1 ．4 0 ．4 5 ク

1 43 第 4 郭 5 ．2 1 ．3 0 ．4 4 ク

1 44 第 4 郭 4 ．0 1 ．5 0 ．5 4 ク

1 45 第 4 郭 （3 ．0 ） 1 ．4 0 ．45 3 ク
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表5．弥生土器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器 種 器 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼 成

色　　 調
胎　　　 土 備　 者

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

27 1 S A l 聾 口　 縁 横 ナデ 口　 縁　 横ナ デ 良　 好 明　 黄　 褐
（10 Y R ％ ）

明　 黄　 褐
（10 Y R ％ ）

きめ細か，茶・黒・灰等の1
－2 m血大の砂粒を含む。黒 く光る粒を含む

外面
スス付着

ク 2 S A l 聾 口　 縁 口　 縁　 横 ナデ 口　 縁　 パケ 目か 良　 好 黄　　　 橙 黄　　　 橙 きめ細か，灰，茶の1～2m皿 口縁直下 に
刻 み （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ） の砂粒 を含む 刻 みメ突帯

〃 3 S A l 聾 底　 部 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ 良　 好 にぷい黄橙 にぷい黄橙 きめ糸田か10．5－ 2 mm程の
茶，灰 ，白黒等の砂粒を多
く含む，透明の光る粒を含

平底底　 部　 ナデ 黒斑 （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ）

ク 4 S A l 鉢 胴部 へ・
底部 風化著 しく調整不 明 風化著 しく調整不明 良　 好 黄　　　 橙

（7．5Y R ％）
黄　　　 橙
（7 ．5 Y R ％ ）

きめ細か，0．5～2mm程の
灰 ・白茶等の砂粒，透明
に光る粒 を含む

〃 5 S A 2 棲合口緑 口　 縁 口縁部　 横 ナデ
口　 縁　 横ナ デ 良　 好 浅　 黄　 色 にぷい黄橙 h m前後の茶，黒 ，白色の

・＝ヒ璽E 胴　 部　 横 ナデ （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ） 砂粒及び光 る微粒を含む

ク 6 S A 2 聾 底　 部 月同　部　 ナテ，
底部付近　 手旨押 え
底　 部　 ナテナ

底　 部　 ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（10 Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（10 Y R ％ ）

2mm前後の茶 ，灰 ，白の砂
粒及び光る微粒 を含む あげ底

ク 7 S A 2 ・＝量子宣E 底　 部 風化著 しく調整不明 ナデ 良　 好 明　 黄　 褐 黄　　　 橙 0．5～3皿の白，灰 ，黒， 乳房状 の底
方向が一定で ない （10 Y R ％ ） （7．5Y R ％ ） 透明で光る砂粒 を含む 部

ク 8 S A 2 士笠
胴部 ～ パ ケ目　 スス付着 口綾部　 才旨ナ テ，

月同　 部　 ナ デ
底　 部　 指によるタテ方向のナデ

良　 好 浅　 黄　 橙 にぷい黄橙 1～ 2mmの白，うす茶， 外面
スス付着
平底底部 底部付近　 指押 え （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ） 黒の粒 を含む

・ケ 9 S A 2 士宝E
胴部 へ・ タテナデ　 スス付着 胴部下　 タテ方向 にナ デ 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1～ 4mmの砂粒を多く含

む
外面

底部 底部 に粘土 がた まって いる （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ） スス付着，平底

ク 10 S A 2 ・＝ヒ∃互
胴部へ・

底部 胴　 部　 ナデ，スス付着 胴　 部　 ナデ ，スス付着 良　 好 にぷい　 橙
（5 Y R ％ ）

橙
（5 Y R ％ ）

1～ 3 mmの砂粒を多く含
む

内面 ，外面
スス付着

ク 11 S A 2 士宣E
胴部へ・

底部
胴　 部　 ナデ

一部 スス付着

胴　 部　 ナ デ
底　 部　 ナデ 良　 好 2 mm前後の黒，茶、灰．白

透明の砂粒及び黒く光る
細粒及び光 る微粒を含む

外面
スス付着

ク 12 S A 2 鉢 胴部へ・ 胴　 部　 ナデ，スス付着 胴　 部　 ある工具 による横ナデ 良　 好 にぷい黄橙 浅　 黄　 橙 1 mm前後の石英 と1～ 3 外面
底部 底　 部　 ナデ，スス付着 （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ） mmの砂粒を多く含む スス付着

ク 13 S A 2 高 士不 土不　 部 胴　 部　 横 ナデ，パ ケ目 胴　 部　 ナデ 良　 好 黄　　　 橙 黄　　　 橙 喜ア蔓草藁壷 署冨筈，
底　 部　 ナデ 底　 部　 ナデ （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ）

ク 14 S A 2 高 杯 脚’部 胴　 部　 みが き
底　 部　 ナデ 底　 部　 み がき 良　 好 ’黄橙（10Y Rタ1）

橙 （5Y R％）
浅　 黄　 橙
（10 Y R ％ ）

要鑑 鉱 野 貿 鮎 、

ク 15 S A 2 高 士不 土不　 部 口縁部　 横 ナデ 口縁部　 横ナ デ 良　 好 、黄橙（10Y R％） 橙 （5Y R％） 遠請 完票 良 品 差 ，

粉っぽい胴　 部　 風化の ため調整不 明 胴　 部　 摩耗のため調整不明 橙 （5Y R％）’ 黄（2．Ⅳ％）

ク 16 S A 3 聾 底　 部 胴　 部　 ミガキ ，炭素付着か 胴部 ，底部　 パケの あと 良　 好 にぷい黄橙（10Y R％ 浅　 黄　 橙 きめ細か，0．5～加m程の
底　 部　 あらい仕上げのあと指ナデ たて方向のていねい なナデ 炭榔 （5Y％）（10 Y R ％ ） 灰，茶等の砂粒 を含む

2 8 17 S A 3 璽 口縁～ 口縁部　 横ナ デ 口縁部　 横ナ デ 良　 好 灰 （5Y％） 浅　 黄　 色 昌？m曽窪㌫薫・く莞，る富短

及び光る微粒を含む頭部 胴　 部　 ナデ 胴　 部　 ナデ一部黒斑 ’黄色（10Y Rタi） （10 Y R ％ ）

ク 18 S A 3 聾 口縁 へ・
頚部

口縁部　 横 ナデ

一部黒斑
口縁部　 横ナデ 良　 好 灰　　　 白

（7．5Y R ％ ）
浅　 黄　 色
（7 ．5 Y R ％ ）

晶「曽窪㌫墓誌李元宮諺

粒及び光る微粒 を含む

ク 19 S A 3 ＝土ご宝E 底　 部 胴　 部　 タテ方向 の ミガキか 胴　 部　 パケ 目か 良　 好 浅　 黄　 色 浅　 黄　 色 2m 前後の茶，灰，黒，白連
票森岳禁 瑠 蟄 恕 景 糟底　 部　 ナデ 底　 部　 パケ 目か （10 Y R ％ ） （10 Y R ％ ）

ク 2 0 S A 3 高 士不 脚　 部 脚　 部　 上部はナデ，下部はミガキー部尉ヒ
脚 内部　 ナデ，形成 が雑 底部部　 ナデ ，風化 良　 好

橙（7．5Y R％，

5 Y R ％）
橙

（7 ．5 Y R ％ ）
1 m 以下の透明で光 る，
黒く光る，白の砂粒 を含む

ク 2 1 S A 3 器 台 裾　 部 裾　 部　 風化 が著 しく調整 不明

一部黒斑

据　 部　 上部 は横方向の
けず り1犬のナ デ
下部 は梯ナテ，

良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

浅　 黄　 橙
（7 ．5Y R ％ ）

1～ 4mmの砂粒を多 く含
む

二段に互い違い
に4 コの円形の
スカシ

ク 2 2 S A 3 器 台 裾　 部
裾　 部　 たてにヘ ラミガキ 裾　 部　 上部 は梱り犬の工具てh横

良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 昔　 橙 1～ 3mmの砂粒を多 く含 二段に互い違い
一部黒斑 ナテ，か，中部 に才旨頭痛

下書βは横ナテ，
（10 f R ％ ） （10 Y R ％ ） む に5コの円形の

スカシ

ク 23 S A 3 鉢 頭部へ・ 胴　 部　 たて方向の ナデ 胴　 部　 ナデ 良　 好 に ぷ い 橙 橙 白，灰等の紳砂粒 を含む
底部 底部近 くに黒斑 底　 部　 ナデ （7．5Y R ％ ）（7 ．5Y R ％ ）

ク 24 S A a 鉢 休　 部 胴　 部　 ナデ
櫛措 き波状文 胴　 部　 ナデ 良　 好 橙

（5 Y R ％ ）
橿

（5 Y R ％ ）
細かな光る粒を多く含む 霊雫吾品蕗孟宗

文

ク 2 5 第 1 郭 聾 口縁 へ・ 口縁部　 横 ナデか 口縁部　 横ナデ 良　 好 橙 明　 黄　 褐 0．5 mm前後の砂粒 を含む 頚部直下にきざ
胴部 胴　 部　 調整不明，ススが多量に付着 胴　 部　 横方向のパケ 目 （7．5Y R ％ ）1 （10 Y R ％ ） み目突帯

ク 2 6 第 1 郭 聾 底　 部 胴　 部　 調整不明，一部スス付着 胴　 部　 風化の為調整不明 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 1～ 5m皿程度の小石を多 あげ底
底部付近指押 え （7．5Y R ％ ）（7．5Y R ％ ） く含む スス付着

ノケ

ク

ク

ク

ク

ク

ケ

〃

ク

ク

27 第 1 郭 聾 底　 部 胴　 部　 下半斜方向 のパ ケ目あ 胴　 部　 たて及び斜方向のパケ目の 良　 好 に ぷ い 橙 浅　 黄　 橙 1～ 3mm程度の小石を多 あげ底
と底部までナデ スス付着 あとナデ，底部付近押さえ （7．5Y R ％ ）（7．5Y R ％ ） く含む スス付着

頭部 に刻み

2 8 第 1 郭 複　 合
ロ縁壷 口　 縁 口縁部　 横 ナデのあと下 の方 に

たて方向 のパ ケ目 口縁部　 横 ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％ ）

黄　　　 橙
（10 Y R ％ ）

1～ 2m皿の砂粒を含む

2 9 第 1 郭 複　合
口　 縁 口縁部　 櫛描 き波状文 のあと 口縁部　 横 ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橿 1mm前後の砂粒を多 く含

む口縁壷 横 ナデ （7．5Y R ％ ）（7．5Y R ％ ）

3 0 第 2 郭 複　 合 口縁 へ・ 口縁部　 櫛描 き波状文 のあと 口縁部　 横ナデ 良　 好 橙 黄　橙（10Y R％）0．5－a皿程の灰，白，茶
等の砂粒を多く含み透明
に光る粒を含む

口縁壷 頸部 横 ナデ 胴部 にか けて指頭痕 （5 Y R ％ ）火　黄（2．5Y％） 目

3 1 第 2 郭 複 仝 口埠 へ・ 口縁部　 横 ナデ 口縁部　 横ナデ 良　 好
浅黄橙（10Y R％）
一部黄灰

’黄橙（7．5Y R％） 1～ 2mm大の砂粒 拡張部 が短
口縁笠 頚部 一部黒変 ロ（2．5Y R％－％）口籍部は橙（5YR％） （黒，褐白）を含む い

尖底気味の
底部

3 2 第 2 郭 鉢 完　 形 品繰苦 〈風化，パケ目のあとがある 風化のため調整不明だが口縁部 良　 好 浅黄橙（7．5YR％）’黄橙（7．5YR％）1．2 mm大の粒 （黒 ，白）
ロ底部底面　 指押 え に刷毛 目らしい あとがあ る ～橙（5Y R％）～橙（5Y R％） を含む

3 3 第 2 郭 彿 底　 部 底　 部　 刷毛 目 底　 部　 ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙
（7．5Y R ％）

灰（10Y R％）

～灰黄褐（10YR％）

1－ 3mm大の粒 （裾，白，
キラキラ光 る粒）を含む

34 第 2 郭 鉢 底　 部 風化のため調 整不明 風化の ため調整不 明 良　 好 i曳　　黄　　橙（7．5Y R タ‘）

rlOY R ろfl

手養　　兼　　檀（7．5Y R ％）

rlOY R Zイ）

1mm大の砂粒（灰色，白，褐
透明な粒）を多く含む

尖底気味の
底部

35 第 4 郭 　ヽ　　　－ 完　 形 口縁部 か ら底部 にかけて 口縁部 から底部 にかけて
良　 好 浅　 黄　 橙 黄　　　 灰 1 mm前後のうす茶　 灰色

チュア 指ナデ 指ナデ （10 f R ％ ） （2．5Y 昇 ） ′　Iの粒を含む

36 第　 9
トレンチ

複 合
口縁壷

口　 縁 風化著 しく調整不明 風化著 しく調整不明 良　 好 黄　　　 橙
（7．5Y R ％ ）

黄　　　 橙
（7．5Y R ％）

0．5－h m程の灰 ，黒等の
砂粒を多く含む
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第Ⅶ章　車坂城西ノ城跡の調査

第1節　調査の経過と概要

1．調査の経過

「卓坂城」と呼ばれる中世の山城が宮崎市熊野のこの地に存在することは以前から知られていた。しかし，「車坂

城」は過去の数回に及ぶ土取り工事によって既に消滅したとされていた。そのため，この地が学園都市建設予定地の

一角に含まれてはいたが，周辺に「車坂城」関連の遺跡が確認されるのみと考えられていた。しかし，昭和58年4月

ごろ，当初，分布調査からは除外した汚水処理場東側丘陵地の繁茂した杉林の伐採により保存状態の良好な山城（仮

称「今江城」）が発見された。これを機に山城周辺の丘陵地全体の踏査を行ったところ，土取りによって消滅したと

思われていた「卓坂城」の西側に残されていた丘陵地に城の一角が良好射犬態で残されていることを確認した。

二箇所の山城跡の発見が事業実施途中であったため，保存を含めた城跡の取り扱いについて協議を重ねたが，工法

上計画変更が困難であるため，記録保存の措置を取ることとした。　　　　　　　　　　　　　（永友　良典）

2．調査の概要

卓坂城跡は現在幾度かの土取りによってその多くを失ってしまっている。明治初年に著された『日向地誌』には土

取りされる以前の車坂城跡について次のように記されている（一部，読み易いように改めた）。

「車坂城墟　木花山ヨリ南二連ナリ加江田川上二突出セシ長岡ナリ。東ハ正連寺水田二臨ミ南ハ加江田川ヲ帯ビ西

ハ環スルニ数十町ノ深田ヲ以テス。要害頗ル険固ナリ。其項，今皆畦圃トナレドモ城形猶存ス。城，画シテ六区トナ

ル。其間，皆深陣ヲ馨チテ要害トス。本丸ハ方22－23間，四勇，皆断崖壁立。此ト睦ヲ隔テ東北ニアルヲ北ノ城ト云。

又一町許離レテ西南ニアルヲ西ノ城ト云。西ノ城ト本城トノ中間二二岡アリ。南ナルヲ幸乗屋敷ト云。蓋シ，幸乗ト

云老ノ居リシ所ト見ユ。北ナルハ梢，陣中ナリ。城名伝バラズ。又，幸乗屋敷ヨリ南二突出セシー岡ハ，段別大約西

ノ城ト斉シ，亦城名伝バラズ。」

これによると当事坂城跡は，「卓坂城」の中の本丸より一町程西南に位置する「西ノ城」跡と言われるものと考え

られる。その後，昭和45年発行の地図では既に大きく土取りされた様子がみられ，わずかに「本丸」の一部あるいは

「北ノ城」と思われる部分が残されているが，昭和53年頃埋立用の土取場となり，再び採土されて現在に至っている。

今回調査を始めるにあたり，自然地形に人の手を加えていると思われる平坦面や傾斜面等の概略を作図した（Figl）。

築城時の改変，修築時の改変，後世の改変等が加わっているものと考えられるが，現状では，採土によって南東側が

急崖化した曲輪（第1曲輪）を中心に北西側に帯曲輪（第2曲輪）が巡り，南西側には空堀（西堀）と土塁が巡って

いる様子がみられる。そして，第1曲輪の南西端から西側の一部にかけて土塁が築かれ，その北側の端は下段の第2

曲輪の西端に対応し大きく開く虎口状の斜面がみられる。この第2曲輪の東側にも虎口状の斜面はある。第1曲輪の

北東側は採土をまぬがれ，ここが空堀で区切られていたことが観察できる。また，南西側は浅い空堀（西堀）と幅広

の土塁，そしていつの頃からあるのか南西側の尾根とを区切る様に深い道が北西麓から第1曲輪の下の空堀（西堀）

を南へ東へと通じている。この道は地区の古老の話しでは明治末年頃はまだ浅く，その後採土によって現在のように

深くなったといい，あるいはこの土塁はさらに南西の尾根の盛土された曲輪状の平坦面へと続いていたのかもしれな

い。しかし，防御の面からは尾根筋を分断するかのように作られたこの道は理に適っていると思われるのであるが，

前掲『日向地誌」にもそのような空堀があったという記述はみられない。この曲輪の南西尾根筋には，西へ北西側に
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盛土による数段の平坦面が観察できる。また，この城の裾部は全て約1m程の崖になっているが，これが近年の土取

りによるものかどうかは不明である。

発掘調査が進行するにつれて第1曲輪の東南部に虎口と思われる遺構が2カ所検出された。南に開口した方は夕付則

空堀へと向かい，一方の東側へ開口した方は第1曲輪の東端近く，南北に掘られた深い空堀状の遺構（東堀）へと通

じていた。また，第1曲輪の北西側下段に見られた第2曲輪には曲輪沿いに南西側空堀へと続く深さ約2．5mの2段

に掘り込まれた空堀が巡ることが判明した。その埋土にも第1曲輪上の遺構の埋土にも多くの炭火材片と焼土が混入

している。そして，西側の空堀は現状より約2m前後深く，北西側に虎口状に開く部分は盛土をされているようであ

り，さらに南西側の幅広の土塁や北西側の第2曲輪には明らかな拡張の痕跡がみられた。特に南西側の幅広の土塁の

方は急掃えで拡張したのか様に盛土に締まりがなく，トレンチを入れると同時に土砂の崩壊が始まるといった有り様

であった。その南西側の尾根の平坦面を形成している盛土も同様に締まりがなくもろさを感じさせるものであり，同

時期に造られた可能性がある。第1曲輪の北東側下段は赤っぽい土砂による盛土により南側から次第に傾斜させてあ

った。また，南西へ北西側を巡る空堀の埋土は明らかに人為的に埋められたものであり，空堀の北東端部には空堀に

沿って流れてくる水を一時的に溜めておけるような方形プランの遺構が地山の砂岩に掘り込まれていた。しかし，こ

れは南西側の堀と同じ埋土で埋まり，それに先の赤っぽい土砂による盛土斜面がなされていた。この空堀の埋土は北

側の虎口状に開く箇所を境に南西側と北東側で土砂の質が異なり，先述のように南西側と東側端部は同じ埋土，北側

は上の第1曲輪にみられる土砂や第1曲輪上の土塁にみられる土砂と同質と思われる土砂を用いているようである。

Figl　現　況　概　念　図

－148－



このように，当事坂城（西ノ城）跡は数度の修改築が行われており，第1曲輪東端部にみられる堀状の遺構（東据）

や第2曲輪の拡張の痕跡，さらに第1曲輪の土塁下から土師器小皿片等が出土することなどから，このうち幾度かは

かなり大規模に改変されたものと者えられる。この改変が文献上のどの修築に該当するのかは今後の課題である。

第2節　遺跡の立地と歴史的環境

宮崎学園都市遺跡群の大半は清武川と加江田川とに挟まれた舌状台地上に展開している。この台地は鰐塚山系の尾

根から北東へのびる丘陵の端部にあたり西から東へと緩傾斜しているが，東一束南端は再び比高差約20mの丘陵地帯

となっている。丘陵地帯の中央部は標高36m前後の平坦地で木花公園として現状保存される予定の木花遺跡である。

一方，北端と西南端の丘陵地は谷によって隔てられ，その地形を利用して中世山城が営まれている。この北端丘陵が

昨年調査した今江城（仮称）跡で西南端が土橋によって接続する当車坂城跡である。

卓坂城跡は北東の丘陵地帯を除けば割合視界がひらけており，南側は比高差約35mの急斜面をなして眼下に沖積水
くんばち

田地帯が広がり，加江田川を挟んだ対岸には掛鉢山系の山々が連なる。また，東側は曾山寺沖から遠く青島付近を含

む日向灘を展望でき，北側は今江城跡及びその先の本郷南方の水田地帯，北西へ連なる清武城跡を遠望できる。そし

て，西側は広い熊野の台地あるいは旧鉄肥街道筋の鏡洲から加江田川が流れ下って沖積水田へとひらける竹内のあた

りを広く傭轍できる等立地条件は良好である。昨年調査された今江城跡が北方に対し展望がきいていたのに比べ当事

坂城跡はどちらかというと南に対して展望がきくといえよう。
（1）

次に卓坂城をとりま1く歴史的環境について先学の文献をたよりに触れておきたい。

卓坂城跡は宮崎市大字熊野字古城に位置する。古代，この熊野の地は『延喜式』にみえる日向16駅のひとつ救麻駅
くどみ

の所在地に比定されており，鎌倉時代初期には建久8年（1197年）に出されたl『建久図田帳』の中の国富荘隈野の地

に比定されている。国富荘の開発は在庁宮人であった日下部氏らによって行われ，その中心は大淀川以南（河南）の

国富本郷にあったと考えられている。本郷は現在の宮崎市本郷南方・北方付近に比定され，熊野からは北へ約4kmの

近接地である。

この国富荘は日下部氏らによって開発されたのち保元の頃（1156－1159年）には八条女院を本家として女院領に組

み入れられたと考えられる。その後寿永3年（1184年）平氏滅亡後没官領となったがその年4月には平頼盛に安堵さ

れ，頼盛が領家となっている。一方，土着勢力の日下部・土持両氏からみた国富荘は『日下部姓之系図』によると久

安5年（1149年），日下部盛平が日下部氏の正統を継いだ時，河南本郷郡司その他の職を兼ねたとあり，また，その

後文治3年（1187年）盛平が養子にしたとされる土持栄妙宣綱に在国司職その他日下部氏の正統を全て譲ったことに

より土持氏は国富荘の中心地国富本郷にも進出，そして，この地は後の南北朝時代には土持氏の主要な根拠地になっ

たと考えられている。また，先の建久図田帳によると土持氏とともに国富荘のうち加納，加江田，隈野には地頭平五

の名がみられる。

国富荘は建暦元年（1211年）八条女院の死後皇族領となっていたが，建武中興の際，後醍醐天皇から足利尊氏に与

えられている。そして，この後日向と深くかかわる伊東氏は先に建長4年（1252年）前後に庶子が下向し田島・門川

・木脇の名氏を興していたが，建武2年（1335年）に至り足利尊氏の命を受け本統伊東祐持が国富荘とその背後にあ
°

る尊氏の妻方の所領である穆佐院の確保のため日向に下向してきており，同時に恩賞として与えられた児湯郡都於郡

に日向経略の基盤を築いている。また，その子祐重は正平3年（1348年）伊東本銃の全てを都於郡に移している。こ

うして伊東氏は南北朝時代を通じて足利氏に属しつつ，当時国富荘を掌握していた土持宣栄ら土持氏とも協力や対立

を繰り返しながら旧字佐官領を中心に経略を進めてゆくのである。暦応3年（1340年）足利尊氏は国富荘を天竜寺に
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寄進しているが，その後天授5年（1379年）には実質的にこの地を支配してきた伊東・土拝の両氏により分領され，

本郷は伊東氏，加納は伊東氏の支族清武氏，隈野は土持氏の支族熊野氏，加江田は同支族の岡富氏の領するところと

なる。一方，この頃島津氏の方は5代貞久が元弘3年（1333年）日向・大隅の守護職を付加され，建武2年（1335年）

にはその弟の時久が新納院地頭職に着き児湯郡高城（木城町）に居を構え新納氏を興するなど次第に山東の地にも進

出の足掛りを求めてきている。その後正平5年（1350年）にこの新納院高城は足利氏の将畠山義顕により攻め落とさ

れたが，島津氏は南北朝時代を通じて山東の地をしきりと窺うのである。

このように熊野の地は勢力拡大をはかる伊東氏と山東をねらう島津氏の最前線のひとつとして幾度かの攻防の場と

なるのであるが，文安元年（1444年）伊東祐尭が島津氏に応じた曽井氏を攻め落とし本郷・鏡洲・熊野を含む曽井氏

領をその所領として以来，天正5年（1577年）島津氏に敗れた伊東義祐の豊後落ちまで約130年間ほぼ伊東氏が領す

ることになる。その後天正15年（1587年）まで島津氏領となるものの，九州を制圧した豊臣秀吉によって同年伊東義

祐兵が曽井に封ぜられ，翌16年（1588年）祐兵が鉄肥に移って以来幕末までこの地は鉄肥伊東氏領として明治を迎え

る。

次に車坂城をめぐる攻防についても触れておきたい。

幕末清武郷に生まれた平部崎南の著した『日向地誌』には『日向記』，『西藩野史』からの引用として卓坂城跡のこ

とが記されている。それによると卓坂城は「加江田卓阪城」となっており当時この地は加江田とも呼ばれていたらし

い。また，卓坂城については築造の年月は不明とされているが，熊野の地は天授5年（1379年）土持氏の支族熊野氏

の所領となっており，天授一応永年間の初期頃までは熊野某の居城となっていたところを都於郡城主伊東祐立が攻め

取ったとある。しかし，この伊東祐立は応年34年（1427年）伊東氏を継ぐのであってこの頃はまだ都於郡城主は父祐

安であったと考えられる。その後間もなく鹿児島領主島津元久がこの城を攻め取り城塁を修築し，その将阿多加賀守

を置くことになる。このことは文明14年（1482年）までに記された島津氏の一族山田聖栄の『山田聖栄自記』には次

のように載っている。「是も元久御代山東加江田倉そこノ城責落之時合戦（朱書，「応永十年発未也」），新納殿内隈江

方討死，敵二者宮崎之手二数十人被討華，加江田本城ハ取誘，阿多加賀守被差置」。この加江田本城というとが卓坂城

のことと思われ，先の日向地誌の記述はこの応永10年（1403年）の戦いをさすものと考えられる。これに先立つ応永

4年（1397年）島津元久は初めて山東の清武城を攻め，伊東・土拝の両氏と戦っている。伊東祐立が清武城に近い卓

坂城を攻め取ったのはこの伊東・土持両氏の協力体制の後であろうか。日向地誌による卓坂城はその後再び伊

東氏に奪い返されている。応永26年（1419）島津氏はその将伊作氏兄弟に卓坂城を攻め取らせ一度は手中に握

る。が，すぐまた伊東祐立はこれを取り返している。そしてさらに内海峠城にも兵をおき南方に備えている。とこ

ろで卓坂城が応永10年の戦いの後再び伊東氏領に復していた応永19年（1412年）伊東祐立は島津氏に応じた同支族の

曽井氏を攻めているが，この時加江田の兵も島津方に属しており，この「加江田ノ兵」というのが卓坂城の守兵のこ

とではないかと思われる。さらに日向地誌によると，この後応永30～31年（1423～1424年）にかけて島津久豊は油津

から海上を北上し内海峠城，卓坂城を攻め，祐立と戦っている○この時卓坂城は島津久豊の手に落ち，久豊は城塁を

修築，その後9代息国は20余年にわたってこの城を維持したと記されている。しかし，文安元年（1444年）曽井氏が

再び島津氏に応じた際，祐立の子祐尭が曽井氏を攻めその所領を奪ったが，この中に本郷，熊野鏡洲などの地名もみ

え，文安元年より先に卓坂城周辺は伊東氏支族曽井氏領に復していた可能性がある。ただ，卓坂城は「加江田卓坂城」

とも呼ばれ，この時の所領の中に加江田の地名がみられないことから，あるいはまだ島津氏領であったかもしれない。

日向地誌には文安の頃から卓坂城は再び伊東氏領となったが永禄11年（1568年）の日向記の伊東氏48城の中にその

名がみえないことから，永禄の頃には既に廃城となり守将もおかれていなかったものとされている。卓坂城が文安の

頃再び伊東氏領に復して後，長禄2年（1458年）には島津氏の一族新納氏が鉄肥を領有しており，文明12年（1480年）
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島津氏は紫波洲崎城を攻め取ったが直ちに伊東祐国に追い返されている。日向地誌の内海峠城の項に卓坂城について

この時「伊東祐国即日加江田二出馬ス。卓坂城ノ薩兵城ヲ焼テ遁ル」とあり，少なくとも1480年頃はまだ卓坂城は廃

城にはなっていなかったものと思われる。

以上のように当事坂城跡については，文献内容の考証も勿論なされ射すればならないが，断片的にではあるがその

歴史上の流れが把握できる。日向地誌にみえるだけでも島津氏側の修築の記録が2回。これに記録されていない土持

氏や伊東氏の修築，近世～昭和までの開墾による改変，近年の採土による破壊など考えあわせると，様々に手が加え

られてきた結果が現在の車坂城跡の姿であるといえよう。そして，車坂城跡は伊東・島津氏の攻防に応じ，その時々

に南向きの備えがなされたりあるいは北～北西向きの備えがなされてきたであろうことが文献からも読み取れよう。

最後に卓坂城跡周辺の中世の遺跡について述べておく。
l

ほぼ同時代の山城としては曽井城跡，清武城跡，紫波洲崎城跡，内海峠城跡などが知われている。このほかに同じ

学園都市遺跡群内では，陣ノ内遺跡で土墳墓や掘立柱建物跡が，前原北遺跡（13世紀を中心に14－15世紀），熊野原

遺跡C地区（14～15世紀），平畑遺跡（13世紀代～14世紀前半），堂地東遺跡（13－16世紀前半）で掘立柱建物跡群

が検出されている。また，前原西遺跡A地区（14～15世紀）では周溝を持つ土墳墓が，山内石塔群（13世紀後半～17

世紀の主に詣り墓）や小山尻西石塔群（15世紀前半），堂地東遺跡（15世紀代）では五輪塔や板碑類が出土している。

さらに城跡としては，卓坂城と一連の丘陵北端に今江城（仮称，15～16世紀前半が主）跡が位置している。

（菅付　和樹）

註（1）　日高次吉　『宮崎県の歴史』　山川出版社1970年

主に上記の文献をたのみに書いた。日高次吉氏は，『建久（日向）図田帳』，『宇佐宮御神領大鏡』，『日向記』，『日向纂記』，

『日向地誌』，『日向国史』，『日向古文書集成』その他を参考に書いている。

第3節　遺構

今回の調査では調査区を主要部分（第1曲輪）とその下段を取り囲むような形で帯状に巡る帯曲輪（第2曲輪）に

分けられる。第1曲輪からは柱穴群，土壌状遺構，溝状遺構，空堀，土塁などが，また，第2曲輪からは溝状遺構や

空堀などが検出された。なお，遺構は用途の不明なものが多くすべて遺構番号で示した。

第1節，2．調査の概要でも多少は述べたが，遺構の詳細について述べたい0

1．第1曲輪（第2図）

第1曲輪は標高35－36mあり，下段の第2曲輪との比高差約7mを計る。規模は長軸約56m，短軸約3蝕の長方形

から長めの台形状を呈しているが，南側を5分の1程度土取りによって削平されており正確な規模をつかむことは困

難である。平坦地の土層の状態は第1曲輪の北東側と南西側の中央部に磯層が露出しており，その南北両端と曲輪中

心部に2次堆積の風化土が見られる。特に中心部は若干の谷地形を呈している。

遺構は曲輪の西から南西の際にかけて土塁，南東端に堀状の遺構，南西側に溝状の遺構と土壌状の遺構さらにピッ

ト群，北東側に土壌状の遺構とピット群の密集がそれぞれ見られる。

1）土塁（第3図）

土塁は幅約5m，高さ約2m，長さが現況で約30mを計る。曲輪の南西部から西角にかけての1辺に築かれた土塁

は西角で直角に折れて10m程北′勘こも築かれるが虎口状に谷地形が若干入り込むNo・4遺構付近で土塁は切れる。北側

の土塁は先端から5m程削平によって消滅している。土塁の土層断面には上下2ヶ所に黒色帯が見られ，土塁の改築

がうかがわれる。
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表1．第1曲輪遺構一覧表

遺　 構

番　 号

プ　 ラ　 ン

規　　　　 模

内　 部　 施　 設 出　 土　 遣　 物 備　　　　 考

長軸 ×短 軸 ×深 さ （m ）

N o． 3 長　 方　 形 1 ．04×0 ．74 ×1 ．31

N o ．1 6 長　 方　 形 0 ．86×0 ．66 ×1 ．23

N o． 7 長　 方　 形 0 ．85×0 ．5 1×0 ．5 1

N o． 9 方　　　　 形 0 ．8 4×0 ．8　×0 ．7 7 土 師 皿 （ヘ ラ切 ）

N o． 10 長　 方　 形 1 ．0 8×0 ．79×1 ．2 2 土 師坪 （へ ラ切 ）

N o． 11 長　 方　 形 0 ．9 8×0 ．54×1 ．12 土 師坤 （ヘ ラ切 ）
青磁 盤

No．12 長　 方　 形 0 ．8　×0 ．5 2×0 ．67 ピ ッ トと切 り合 う

No．14 隅　 丸　 方　 形 0 ．88 ×0 ．8 6×0 ．38

N o ．15 長　 方　 形 0 ．6 1×0 ．4 3×0 ．36

N o ．16． 隅 丸 長 方 形 0 ．78×0 ．5　×0 ．27 ピ ッ トと切 り合 う

N o．18 円　　　　 形 1 ．13×1 ．03 ×1 ．22

N o． 19 方　　　　 形 1．33×1 ．18 ×1 ．52 ピ ッ ト

N o． 23 長　 方　 形 0 ．7　×0 ．33 ×0 ．2 2 土 師坪 （ヘ ラ切 ）

N o．2 4 方　 形　 ？ 1 ．0 4×1 ．02×0 ．80

N o．2 5 長　 方　 形 1 ．3 3×0 ．85×1 ．37

N o．26 不　 定　 形 1 ・8 2聖 顎 1 ・13 土 師皿 （ヘ ラ切 ） No．26′（長方形）と切り合い

No．28 長　 方　 形 1 ．13 ×1 ．8 1×1 ．31 土 師坤 ，皿 （へ ラ切 ）
備 前壷

N o3 1 と切 り合 う

No．29 方　　　　 形 1 ．13 ×1．00×0 ．46 No．30 と切 り合・う
ピッ トと切 り合 う

N o．30 長　 方　 形 ？ 0 ．87 ×0 ．63 ×0 ．30 ピ ッ ト？ No．29 と切 り合 う

N o．31 不　 定　 形 1 ．8　×1 ．4 5×0 ．36 ピ ッ ト 土師 皿
才雷鉢 No．28と切 り合 う

N o．33 長　 方　 形 0 ．63×0 ．5　×1 ．0 0

N o． 34 長　 方　 形 0 ．95× 0．5 ×0 ．2 9

N o．3 5 不　 定　 形 こ1．62×1 ．1 ×0 ．3 1 土 師坪 （ヘ ラ切 ）
4雷鉢 西側 に溝 ？

N o．3 6 不　 定　 形 1．54×1 ．29×1 ．6 9 土 師皿
土 錘

・N o．4 1 長　 方　 形 1 ．0 5×0 ．48×0 ．92 土 師皿 （糸 切 ） N o．49 と切 り合 う

N o．42 長　 方　 形 0 ．7 1×0 ．33×0 ．26

N o．43 長　 方　 形 1 ．18×0 ．53×0 ．25 No．43′　と切 り合 う

No．43′ 隅 丸 長 方 形 0 ．6 2×0 ．54×0 ．47 No．43 と切 り合 う

No．44 長　 方　 形 0 ．77 ×0 ．5 3×0 ．43 土 師坪 ，皿 （ヘ ラ切 ） ピッ トと切 り合 う

No．45 長　 方　 形 1 ．17 ×0 ．77 ×0 ．55

N o ．46 円　　　　 形 0 ．82×0 ．82 ×0 ．98

N o． 49 l楕　 円　 形 0 ．59×・0 ．4　×0 ．29 N o．4 1と切 り合 う
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2）堀状遺構（第4図）

曲輪の東角に曲輪長軸に対して45度の方向で空堀状の遺構が築かれている。堀は南北方向に延びており，幅は約7

mと広く，深さも3mを優に超える。東壁は斜度70度と急傾斜の掘削で西壁側も1段緩やかな傾斜面をもつが段落ち

後はかなりの急傾斜で堀が築かれている。確認時の堀土層断面は，破砕された岩盤のブロック層が層にわたってみら

れ，曲輪の平坦面と同レベルにまで埋められていた。

3）溝状遺構

No・1遺構，No・2遺構とも溝状の遺構でいずれも東堀へ傾斜しながら通じている。No．1遺構は最大幅約2m，深さ約

1．5m，No．2遺構は最大幅約1．5m，深さ約1mを計る。

その北側のピット群の西端に幅30－40cm，深さ10－20cmの4－5本の溝状遺構が北西から南東方向に延びる。溝の

中頃に不定形の窪地を伴い，No．1遺構の溝に通じている。

4）土壌状遺構

遺構番号のうちNo．3～No．50の遺構のなかには方形や長方形の土壌，円形の土壌，不定形の土壌，皿状の窪みを持つ

土壌などが見られる。

長方形プランの土壌には，長軸1．0－1．2m，短軸0．6－0．8m，深さ1－1．2mの深手の土壌（No．3，6，10，11，25，

28），長軸0．6－0．8m，短軸0．3－0．4m，深さ0．2－0．4mの小型の浅手の土壌（No・15，16，23，34，42，44），深さ0．6

mと小型で深手の土壌（No．12），長軸0．8～1．0m，短軸0．玩n，深さ1．0mの細長い土壌（No．41）などのタイプが見ら

れる。

正方形プランの土壌は，一辺1・2～1．3mで深さが1．5m程の大型の深手の土壌（No・19）や深さが0．5m程の浅手

の土壌（No．29），一辺が0．8m前後の中型の土壌（No．9，27）などのタイプが見られる。

円形の土壌は径1．4－1．5m深さ1．8m前後のやや楕円形状の大型の土壌（No36），径が1m前後で深さ1．2前後の

中型の土壌（No．18），径が0．8m深さ1mの小型の土壌（No．46）などがある。

不定形プランの土壌は中央部が窪む浅手の皿状の土壌が主となる。遣物を多く含む土壌が多く見られる。（No・21，

35など）。No．35遺構は東に溝が延びており，No・9遺構に通じる。

2．第2曲輪（Fig．2）

第2曲輪は第1曲輪より比高差約7m下段にあり，第1曲輪の北角へ・北西部，さらには西角へ・南西部に当たる箇所

にわたって約20m幅で帯状に曲輪が巡っている。南角へ北東部にかけての部分は土取りによる削平のため詳細は不明

である。第2曲輪は北から第1曲輪に入り込んでくる谷地形によって北区と西区の2地区に分けられる。さらに北側

下段には緩やかな斜面が広がる。

調査以前の状況は北区は幅約20mのほぼ平坦面を形成していた。また，西区は幅12－13m，高さ2mの土塁が夕梱り

に巡っており，土塁と第1曲輪の裾部との間は平坦面を形成していた。

調査の結果，北区では地山を次のように整形していることが確認できる。第1曲輪裾から幅4－5m，深さ2mの

V字状の空堀（北堀）を築き，空堀の上がり際を2－3mの平坦面に整形し，さらに高さ1m程の高まりを残して土

塁状の地形に整形している。この高まりは地山が3－4m残りあとは約8－9m盛土で土塁状の地形を形成している。

つまり，第1曲輪北区の夕付則の半分近くは盛土地形で拡張のあとがうかがわれる。（第5図）

なお，空堀と第1曲輪裾の間に犬走り状の幅30－4伽mの平坦面がめぐっている。

西区でも，かなりの地山整形がなされており，北区同様に第1曲輪裾と土塁との間に，幅8－9m深さ2mの空堀

が築かれており南へ行くほど幅も4－5m深さも1m前後とその規模も小さくなる。堀の部分はいずれも岩盤のブロ

ック状の土砂で埋められている。北区の堀の立ち上がり部分に見られた平坦面はなく緩やかな傾斜をたもつ程度であ
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る。土塁は3分の2程度が確認できた。しかし土塁の盛土はあまり固められておらず試掘トレンチの壁面がもろくも

崩れる状況であった。

北区と西区は北西部中央で谷地形によって切断される形をとる。この谷地形は第1曲輪まで延びており虎口状の地

形を呈する。トレンチではかなりの傾斜が確認された。調査以前の地形は北区と同レベルの平坦面となっておりかな

りの埋土がなされていたと思われる。埋土上で第1曲輪から北西に延びる幅1．2～1．3mのT字状の浅い溝状の遺構が

見られた。

北区の東側下段には第1曲輪へ向って北から南へ上がるゆるやかな傾斜地形がみられる。第2曲輪でみられた空堀

（北堀）が，傾斜地方向へ5－6m延びており，先端には水溜めを目的としたと思われる遺構がみられた。（T15）

第2曲輪の南西方向は尾根地形の先端にあたり，5－6段にわたって自然地形を形成した痕跡がみられる。また，

第2曲輪と南西方向にのびる尾根地形を切断する形で深い道が形成されている。　　　　　　（永友　良典）

第4節　遣　　物

1．中世の遺物（第8図へ・第13図）

当遺跡から出土した遺物は量的にはそう多くない。第1曲輪は全面発掘したこともあって出土量は多いが，表土及

び薄い包含層中，遺構からの出土である。第2曲輪は表土除去中に遺物が出土しているが，出土量は極端に少ない。

遺物の大部分は土師器の小皿・坪類の小破片であり，しかもこれらは磨耗が著しい。また，このほかには輸入陶磁器，

国産陶磁器，石鍋，古銭などがある。輸入陶磁器は国産陶磁器とほぼ同量出土しているが，点数では国産陶磁器をう

わまわる。なお，実測図中の遺物の出土遺構及び観察所見は表2－5のとおりである。

土師器（表2）

出土遺物の中では量的に最も多い。第1曲輪の方形土壌や不定形の落ち込み，溝状遣溝，ピット，包含層などほぼ

全面から出土している。また，磨耗した細片のものが殆どであるが，遺構出土のものも出土状況としては流れ込みの

可能性が強い。遺構，包含層及び表土出土のものの中から口径，底径の復元可能なものを中心に図化したがすべては

掲載していない。径の復元できたものは主に口縁部の形態や器高・口径などから次のように分類できる。分類の基準
（1）

は『山内石塔群』で用いられた坪をA類，小皿をB類，ヘラ切り底をI類，糸切り底をⅡ類とする分類法に準拠し，

さらに先の特徴により細分した。

A－I－1　口縁部が直線的に外方へのびるもの。口縁端部は2・3類よりシャープで厚みが少ない。器高と口径

によりa（5・96），b（6・12・15・24）に細分できるが，76・92などは器高はaと，口径はbと

ほぼ同じである。

2　口縁部が1類より立ち気味に上方へのび，端部は丸く厚みがある（13・14・37）。

3　口径が広く，器高が比較的低い。内湾気味に上方へのびる口縁端部は丸く厚みがある（22）。

A－I　底部から内湾気味に立ち上がり，口縁部が直線的に外方へのびるもの（101）。口縁端部はシャープで厚み

が少ない。底部は上げ底である。法量はA－I－1bに近似する。

B一エー1　口縁部が直線的に外方へのび，端部は細く尖り気味になるもの（16・46）。

2　口縁端部が丸く，1類程は細くならず尖らないもの。器高によってa（1・17・30・45・104・105・

11・18・103・106）・b（2・3）に細分できる。また，a・bは口径の違いにより二分できる。

3　口縁部が直立気味に短く立ち上がるもの（9・10・57）。器高も1・2類より若干低い。口径にばら

つきが見られる。
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B－Ⅱ－1口縁部が細く尖り気味に外方へのび，端部は丸い（29）。形態はI－2a類の後者に近い。

2　開き気味の口縁部が外方へ短くのび，端部は丸い（28・52・107）。いずれもわずかに上げ底である。

口径にばらつきが見られる。
（2）

輸入陶磁器（表3，図版11～14）

磁器は，青磁，白磁がほぼ2：1の割合で出土しており，染付は1点のみ出土している。全体の器形のわかるもの

はあまりないが，遺構，ピット，表土中出土のものから各器種大破片のものを中心に図化した。なお，時間の関係上，

図化できたのは一部である。出土遺構は，7が方形の土壌，32・33や43・44などが不定形の落ち込み，そのほかはピ

ット出土である。青磁は碗が殆どでそのほかに皿・小鉢・盤が数個分ずっみられる。また，白磁も碗が殆どでついで

小皿が5－6点みられる。染付は図化しなかったが，底に「大明成化年製」の文字がみられ，16世紀末～17世紀前半

代のものと思われ，第1曲輪の中央部表土中から出土している。

陶器では，天目茶碗（63言19）が3個体分，ピットN。．169出土の褐粕陶器の壷（図版14）が1点出土している。量

的には微量である。
（3）

国産陶磁器（表3，図版11～14）

輸入陶磁器に比べると点数では少ない。備前焼・常滑焼・瀬戸・在地産と思われるものなどが，表土下や第1曲輪

の方形土壌，ピットから出土している。No．28遺構からは土師器とともに備前焼壷片が出土している。備前焼は壷や聾，

捨鉢が数個体分ほど出土している。また，常滑焼は大婆片や捨鉢片などがやはり数個体分出土している。21や23は在

地産と考えられる捨鉢であるが，23は備前焼の捨鉢を模倣したものと考えられる。このほかに，第1曲輪からは青磁

盤に類似した瀬戸盤（120）が出土し，時代が下って近世（18世紀へ・19世紀代）の肥前系統の磁器類やその他瓦器火

鉢なども少量ずっだが出土している。

石　鍋（第11図112・113，表3，図版12）

滑石製の石鍋片が3点出土している。図化したものは，第1曲輪中央部付近の楕円形落ち込みNo．137遺構出土のも

の（112），No・135付近出土のもの（113）である。

古銭・その他（図版15）

第1曲輪の不定形落ち込みNo・21遺構の東側とピットNo．40の埋土中から銅銭が約66枚出土した。No．21遺構東側出土の

銅銭は約19枚あり，いずれも鋳あがりの悪い脆いものである。殆どが私鋳銭と思われる。文字は潰れているが，1枚

だけ辛うじて「皇宋通算」と読める。ピットNo・40は溝状遺構N0．2の北側，方形土坑N0．3の南側で土層観察用ベル，トに近

い位置にある。このピットNo・40からは，約47枚の鋳あがりの悪い銅銭とともに植物質の繊維を編んだものが出土して

いる。これは乾燥のため収縮していて全体の形状は不明である。表面の一部にわずかに緑青が付着している。銅銭に

はしっかりした文字のものも含まれており，「淳化元賓」のくずし字のもの，「太平囲賓」，「元囲通貨」，「皇園

通貨」，「治平元賓」，「天聖元賓」，「匿】祐通園（？）」，「開元通賢」などが読める。これらは，「開元通貫」

が唐代のものであるほかは，いずれも北宋銭をもとに私鋳されたかもしくは輸入されたものと考えられる。

土　錘（表4）

いずれも磨耗が著しい。また，割れて半欠のものが殆どである。完形のものは少ないが，重さには6－1物までば

らつきがみられる。「西ノ城」跡の北方に位置し，地理的に川に近い「今江城（仮称）」跡に比べると出土量はかな

り少ない。

2．その他の遺物

縄文土器（第13図133－137，表5），打製石斧，凹石，剥片等が少量出土している。縄文土器は，133が前期曽畑

式系の土器と思われ，そのほかはそれぞれ早期の無文土器（134），前平式系土器（136），塞ノ神式系土器（135），
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轟式系土器（137）と思われるものである。

3．小　結

車坂城（あるいは加江田城）が文献上に初めてあらわれるのは，「応永の頃」といわれるから14世紀末へ15世紀初

めぐらいのことである。それより前，国富荘が分領された頃から熊野，加江田のあたりに土持氏の支族が住み始めて

いる。それを考慮すれば，少なくとも14世紀後半代には卓坂城は造られていた可能性がある。その後，16世紀中頃ま

で卓坂城は伊東氏と島津氏の攻防の歴史の中でしばしば登場するようになるが，それは主に15世紀代である。当西ノ

城跡が文献上にあらわれる「卓坂城」とどのような関係にあったのか，また，削平された「本丸」跡との関連はどの

ようなものであったのか，現在ではよくわからない。だが，公団が展望台を作るために削平した第1曲輪の西側土塁

北端部で，土塁の下から土師器（96・98・105）が出土したこと，第1曲輪東側には大規模な空堀状の遺構が，完全

に埋められた状態で検出されたこと，第1曲輪下段北側の空堀も完全に埋め戻された状況が土層断面から読み取れる

ことなど文献上にあらわれる卓坂城の「修築」は，この西ノ城にも及んでいたと考えられる。また，第1曲輪の東堀

の存在は，「修築」以上に大規模な城の改造（その形状をも変えた程の）が行われた可能性を想像させてくれる。

それはさておき，西ノ城跡出土の遺物の中には，石鍋や捨鉢，碗や小皿，綱錘と考えられる土錘や水聾と考えられ

る国産陶器など，この曲輪上でも日常の生活が営まれていたことを感じさせる遣物が多い。国産陶器や輸入陶磁器な

ど一般にいわれるように，製作年代と使用年代で時期差があることは当然考えられることである。それらを加味して
（4）

考えると，備前焼の捨鉢を模倣して作られたとされる23や備前焼壷の121，大要122などは間壁氏編年のⅢ期後半か

らⅣ期にさしかかるころ（14世紀後半頃）に位置付けできるものと思われる。また，輸入陶磁器では佐賀県立九州陶

磁文化館の大橋庸二氏によると，青磁腕が14世紀～15世紀前半代，小鉢が14世紀後半～15世紀初頭，白磁碗が14世紀

代，小皿が14世紀後半～15世紀初頭頃の所産であろうということである。一方，古銭は，前述したように北宋銭を中

心とするもので，「洪武」銭，「永楽」銭など14世紀後半，明の成立後，日本にも輸入され広く使われた明銭は一枚もみ
（5）

られない。土師器は，先に『山内石塔群』の報告書において，ヘラ切り底から糸切り底への変換期を14世紀前半代と

推定されている。また、前原西遺跡の中世周溝墓からは北宋銭とともに糸切り底の土師器のみが出土し，14世紀末～
（6）

15世紀初頭に比定されている。ヘラ切り底と糸切り底の土師器がしばらく併存していたとしても14世紀後半頃にはす

べて糸切り底に変換されたとみると，西ノ城跡出土土師器の様相は14世紀前半代の糸切り底への変換が始まった頃の

ものとみられる。

以上のことをまとめると，次のようになる。文献上での「車坂城」の存続年代は14世紀後半へ16世紀中頃までと推

測される。「西ノ城」跡もその時期幅に収まるものと考えた場合，遣物からは，国産陶器が14世紀後半頃，輸入陶磁

器が14世紀へ′15世紀前半代の幅に，また，出土古銭は，これが私鋳銭であるとしても，15世紀後半には下らず，土師

器だけが14世紀前半代の古い様相を示している。中世土師器の編年がまだ確立されたとはいえない現在，これらの遺

物は大半が文献に記された伊東氏と島津氏の攻防戦盛んな14世紀末から15世紀前半頃に使用されたものといえよう。

（菅付　和樹）

註（1）　谷口武範「第4節　土師器に関する二・三の問題について」『山内石塔群』宮崎県教育委員会1984

（2）　陶磁器については佐賀県立九州陶磁文化館の大橋庸二氏が来県されたおり，御教示御指導を賜った。

（3）（2）に同じ。

（4）　間壁忠彦「備前」『世界陶磁全集』31977

（5）（1）に同じ。

（6）　山中悦雄「4．16号地遺跡」『宮崎学園都市埋蔵文化財発掘調査概報』（Ⅱ）1982
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第5節　まとめ

今回の発掘調査は山城の調査としては十分なものとは言えないが，得られた成果から，何ヶ所かに改築の痕跡が確

認された。

1．第1曲輪東側に大規模な空堀（東堀）を検出したが，空堀は完全に埋めもどされていた。

2．第1曲輪西側の土塁下から土師皿等を検出した。断面にも黒色帯が2－3層みられ何度かの補強がみられた。

3．第2曲輪をめぐるように，空堀と土塁を検出したが，空堀は完全に埋めもどされており，土塁も夕付則へ拡張し

た盛土がみられた。

4．第2曲輪と南西に延び丘陵を区切るような痕跡がみとめられた。

第1曲輪と第2曲輪で検出された空堀や土塁がある程度同時期に使用されていたと仮定するなら，南側が土取りに

よって消滅しており詳細が分かりにくいが西側と南西側に対する構えを想定したっくりとなっている。南西側は第2

曲輪から尾根が続いており，また，西側は比較的平坦な地形が続いており攻め易い地形となっている。そのため，第

2曲輪に深い空堀と土塁を築き，南西側に丘陵を切断するような堀？を築き，それぞれの備えとする。また，第1曲

輪の東堀も，初期段階での丘陵との堀切りとも考えられるが，東角にみられた溝状の遺構を虎口と考えれば，，第2

曲輪北区の東にみられた傾斜地からこの東堀を利用して虎口に達していたとも思われる。

このように西へ′南西方向に構えをととのえた時期が遣物の集中する14世紀末から15世紀前半に比定されるのかは言

及できないが，その後，土塁の拡張や空堀を埋めもどすといった改築（？）が行われたと想定される。

（永友　良典）
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表2．土師器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号

遺 構 名

N o．
器 形

法　　　 量 （cm ） 色　　　　　 調
胎　　　 土 焼 成

調　　　　 整
備 考

口　 径 底　 径 高 内　 面 外　 面 内 外 面 底　 部

8 1 9 小 皿
7．7 5．6 2．0

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り 完 形

ク 2 9 小 皿 推 定
8．0

推 定
6．0 2．3

淡　 橙　 色 淡　 橙　 色 精 良 ，細 砂 粒 を少 量 含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ 切 り

ク 3 9 小 皿 推 定
6．8

推 定
5．1 2．4

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 4 1 0 士不 － 8．5 － にぷ い黄橙色 浅 黄 橙 色 精 良，0・1～1ミリの砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ 切 り

ク 5 1 1 土不 推 定
12．4

推 定
8．2 3 ．8 5

にぷ い橙 色 にぷ い橙 色 精 良 ， 細 砂 粒 を含 む 不 良 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 6 1 1 士不 推 定

1 1．2

推 定

7 3．4
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ， 細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ 切 り

ク 8 2 3 土不 － 8．5 4
にぷ い橙 色 にぷ い橙 色 精 良 ， 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ 切 り

ク 9 2 6 小 皿 推 定
8．6

推 定
8．1 1．4

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ， 細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 10 2 6 小 皿 推 定
6．4

推 定
5．6 1．5

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ， 細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 1 1 2 6 小 皿 推 定
7

推 定
6 1．6

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ， 細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 12 2 8 土不 推 定
11．2

推 定
8．2 3 ．2 5

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良 ，0．2～0．3ミリの砂 粒を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 13 28 士不 推 定
1 1

推 定
8 3．1

淡　 黄　 色 淡　 黄　 色 精 良 良 好 ナ　　 デ －

ク 14 2 8 士不 推 定
1 1．2

推 定
9 3．3

にぷい黄橙色 たぷい黄橙色 精 良 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ 切 り

ク 15 2 8 土不 推 定
11

推 定

7．1 3．2
にぷ い橙 色 にぷ い橙 色 精 良 ，砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 16 2 8 小 皿 推 定
9．1

推 定
5．5 1．5

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 17 2 8 小 皿 推 定
7．8

推 定
5．9 1．7

にぷ い橙 色 にぷ い橙 色 精 良 ， 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 18 28 小 皿 推 定
7．0

推 定
5．4 1．7

に ぷ い橙 色 にぷ い橙 色 精 良 ， 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

ク 20 3 1 小 皿 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ， 細 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ －

ク 22 35 士不 推 定
13．2

推 定

10．2 2 ．7 5
浅 ／黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ， 細 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

9 24 36 小 皿 推 定
11．0

推 定
7．7 3 ．15

褐　 灰　 色 褐　 灰　 色 精 良 ， 細 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ － ÷ 残

ク 25 36 小 皿 推 定
11．0

推 定
8．2 2 ．15

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，0・5～1ミリの砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ － 封 柿 に風化

ク 28 4 1 小 皿 推 定
5．7

推 定
4．6 2．2

橙　　　 色 橙　　　 色 精良，0．5ミリの細 砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ 糸　 切　 り ÷ 残

ク 29 4 1 小 皿
7．0 6．1 1 ．5 5

橙　　　 色 橙　　　 色 精 良 ，紳 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ 糸　 切　 り 士 弱 残

ク 30 44 小 皿 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷ 残

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

10

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

31 44 土不 － － － 浅 黄 橙 色 にぷ い黄橙色 精 良 ，細 砂 粒 を 含 む 良 好 、ナ　　 デ ヘ ラ切 り

銅 銭 出 土37 21．雇珊 土不 推 定

10．8

推 定
7．5

推 定
4．3

1．7

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

38 1．南東側 土不 推 定
7．2

推 定
5．5

に ぷ い 橙 色 に ぷ い 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む やや不良 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷ 残

土 残

39 21 粛 則 小 皿 －
推 定
4．8 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

4 1 13 7 士不
－

推 定
7．4 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，0．2～0．5 ミリ．の細 砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

4 5 2 小 皿
7．5 5．8 1．5

1．8

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り 完 形

全体的に風化

4 6 2 小 皿 推 定

8．5

推 定

6．5
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良， 砂 粒 を含 む やや良好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

4 7 S E 5 士不 －
推 定

7．0 － 淡　 黄　 色 淡　 黄　 色 精良 ，0．5ミリ以下の砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

4 8 S E 5 小 皿 －
推 定

7．1 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ －
全体的に
風化している

ピッ ト
与残

4 9 S E 5 小 皿 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 、好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

52 3 8 小 皿
8．1 6．0 1．3

橙　　　 色 橙　　　 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ 糸　 切　 り

53 3 8 土不 推 定
11．0 － － 浅 黄 橙 色 橙　　　 色 精良，0．5ミリの細砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ － ピ ッ ト

54 4 0 小 皿 － － － 橙　　　 色 橙　　　 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ －
ビット
銅銭・絹物也土

55 7 1 小 皿 －
推 定
8．3 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ －

ピット・を残
全体的に風化

56 7 5 小 皿 －
推 定
8．3 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ 切 り ピッ ト

与残

57 7 7 小 皿 推 定
5．8

推 定
5．2 1．2

浅　 黄　 色 浅　 黄　 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ 切 り ピッ ト
÷残

58 7 9 小 皿 －
推 定

7．0 － 涜 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，紳 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピ ッ ト

64 9 9 土不 － － － 灰 黄 褐 色 灰 黄 褐 色 精 良 ，細 砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピ ッ ト

6 6 1 2 1 土不 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 良 好 ナ　　 デ －
ピッ ト
÷残

6 7 12 1 小 皿 － － － にぷい黄褐色 浅　 黄　 色 精 良 ，細 砂 粒 を 含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピ ッ ト
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図面 遺物 遺構 名

番号 番号　 No．
器 形

法　　　 量 （cm ） 色　　　　　 調
胎　　　 土

調　　　　 整
備　 考

口　 径 底　 部　　 高 内　 面　　 外　 面 焼 成 内 外 面 底　 部

10 6 9 12 4 小 皿 －
推 定
8．4 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピット

÷残

ク 74 13 4 小 皿 － － － 灰　 白　 色 灰　 白　 色 精良，1 ミリの細砂粒を含む 良 好 ナ　　 デ －
ピット
去残

ク 75 13 5 土不 － － － にぷ い橙色 にぷ い橙色 精 良 ，細砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ － ピ ッ ト

ク 76 13 6 土不 推定
11．1

推 定
7．6 3．75

淡　 橙　 色 淡　 橙　 色 精良，0．2～1ミリの細砂粒を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り 畠 左 残

ク 77 136 土不 －
推 定
9．15 － にぷ い橙色 にぷ い橙色 精 良，．細砂粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピット

÷残

ク 79 1罰 西側 小 皿 推定
6．6

推 定
6．0 0．85

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，0．2ミリ、～0．5ミリの細砂粒を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷弱残

ク 80 1％ 西側 小 皿 －
推定
7．1 － 灰　 褐　 色 にぷ い橙色 精良，1 ミリ程の砂粒を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷ 残

ク 81 14 0 土不 － － － にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 精良，1ミリ以下の細砂粒を含む 良 好 ナ　　 デ － ピッ ト

ク 82 14 0 小 皿 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，0．2～0．5ミリの細桝立を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピッ ト

ク 83 14 8 小 皿 －
推 定
6．5 － 褐　 灰　 色 褐　 灰　 色 精良 ，細砂粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピット

底径の÷残

ク 84 15 0 小 皿 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，細 砂粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ －
ピット
全体的に風化

ク 85 15 5 小 皿 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，細 砂粒 を含 む 良 好 ナ　 ＿デ －
ピット
全体的に風化

ク 86 15 9 小 皿 －
推 定
6．0 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，細 砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ！切 り ピット

全体的に風化

11 88 16 1 小 皿 －
推 定
5．6 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良 ，紳 砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピッ ト

ク 90 1 6 5 小 皿 － － － にぷ い橙色 にぷ い橙色 精 良 ，細砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピ ッ ト

ク 93 1 68 小 皿 －
推定
6．5 － 灰　 赤　 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピット

底径の÷残

ク 95 1 7 1 ・小 皿 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ピット
全体的に風化

ク 96 第1曲轄 土不 推定
12．8

推定
8．6 3．9

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷残

ク 97 第1曲給 土不 推 定
11．3

推定
7．5 3．8

浅 黄 橙 色 浅　 黄　 色 精 良，細砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ －
全体的に風
化

ク 98 第1曲給 士不 －
推 定
7．9 － にぷい黄橙色 浅　 黄　 色 精良，1 ミリ以下職 場 を含む 良 好 ．ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷残

ク 99 第1曲給 士不 －
推 定
7．6 － 浅 黄 橙 色 にぷい黄橙色 精良，0．1～1ミリの柵 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷残

ク 100 第1曲給 士不 －
推 定
7．0 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良 ，細砂粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ －

÷残
全体的に風化

ク 101 第1曲轄 土不 推 定
11．4

推 定
6．8 2．9

にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 精良，0．1～1 ミリの砂粒を含む 良 好 ナ　　 デ 糸　 切　 り 士残

ク 102 第1曲給 土不 －
推 定
6．5 － 淡　 黄　 色 浅 黄 橙 色 精良 ，紳 砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ 糸　 切　 り 士残

ク

ク

ク

一ク

ク

ク

ク

13

ク

ク

ク

103 第1曲給 小 皿 推定
6．8 6．4 1．8

にぷ い橙色 にぷ い橙色 精良 ，細 砂粒 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り 底部　 完形
口縁部　 ÷残

104 第1曲轄 小 皿 －
推定

5．5 2．2
浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良 ，細 砂粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷強残

105 第1曲給 小 皿 推定

7．4
推定
6．0 1．8

褐　 灰　 色 褐　 灰　 色 精良 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷ 残

106 第1曲給 小 皿 推定

7．2
推定
5．6 1．55

浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精 良 ，細砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り 底径の÷残

107 第1曲給 小 皿
7．2 5．6 1．1

淡　 橙　 色 淡　 橙　 色 精良，0．1～1．5ミリの鵬 を含む 良 好 ナ　　 デ 糸　 切　 り ほぼ完 形

108 第1曲給 小 皿 －
推定
5．9 － にぷい橙色 にぷい橙色 精 良 ，細砂 粒 を含 む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り 底径の÷残

109 第1曲給 小 皿 －
推定
6．0 － にぷい橙色 にぷい橙色 精良，0．5～1 ミリの桝立を少し含む 良 好 ナ　　 デ 糸　 切　 り 底径の÷残

124 第2曲轄 土不 －
推定
7．3 － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，0．1～1ミリの鵬 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷ 残

125 第2曲給 土不 －
推 定
9．0 － 淡　 黄　 色 淡　 黄　 色 精良，0．1～1ミリの鵬 を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り ÷残

126 第2曲給 小 皿 － － － にぷい黄橙色 にぷい黄橙色 精良，0．1～0．5ミリの砂粒を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り

127 第2曲給 小 皿 － － － 浅 黄 橙 色 浅 黄 橙 色 精良，0．1～1ミリの砂粒を含む 良 好 ナ　　 デ ヘ ラ切 り
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表3．陶磁器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号

遺 畢 名

N o．
器　 種 器　 形 器　　 部 粕　　　　 調

胎　 土

色　 調
形 態 ・ 成　 形 技 法 等　 の　 特 徴 備　　 考

8 7 11 磁　 器 青　 磁　 盤 底　　　　 部 青 み の あ る灰 白 色 粕 の 表 面 が傷 ん で 浅 黄 色 に 変 色 し て い る 2 7 と同 一 個 体
と思 わ れ る

ク 1 9 2 8 陶　 器 備　 前　 壷 肩　　　　 部 外 一 灰 色
内 一灰 色

1－2　ミリの白
茶の砂粒を含む

外 － ナ デ
内 － ヨ コ ナ デ

一ケ 2 1 3 1 陶　 器 須恵質の捨鉢 底　　　　 部 針 淡 黄

含む

外 － ヨ コ ナ デ へ・ナ テP
内 － ヨ コ ナ デ へ・ナ テP

ク 2 3 3 5 陶　 器 須恵質の捨鉢 口 縁 ～ 胴 部 針 浅 黄 橙 色 茶の細砂粒，
0．5一一1センチの
石粒を含む

9 2 7 3 6 付 近 磁　 器 青　 磁　 盤 口　　　　 縁 青 み の あ る灰 白 色 粕 の 表 面 が 傷 んで 浅 黄色 に変 色 して い る 7 と同 一 個 体
と思 わ れ る

ク 3 2 2 1 磁　 器 青　 磁　 碗 口　　　　 縁 明 緑 灰 色 ，光 沢 があ る

・ケ 33 2 1 磁　 器 白　 磁　 碗 底 部 ～ 高 台 淡 い灰 オ リーブ色， ：光
沢 がある 灰　 白　 色 見 込 劃 花 文 ， 高 台 断 面 台 形 ， 底 部 へ ラ ケ ズ

リ， 調 整 て い ね い

ク 40 2 1 東 側 磁　 器 白　 磁　 碗 底 部 ～ 高 台 淡 黄灰 色，にぷい光沢が
ある 灰　 白　 色 高 台 断 面 台 形

ク 43 15 1 磁　 器 青 磁 小 鉢 口　　　　 縁 淡 緑 色 ， にぷ い光 沢 灰　 白　 色 胴 部 外 面 に蓮 弁 文

ク 44 1 磁　 器 青　 磁　 碗 口　　　　 縁 明緑灰色 ，光沢 がある 淡　 黄　 色 貫 入 あ り

10 63 8 9 陶　 器 天 目 茶 碗 口　　　　 縁 茶 褐 色 へ・黒 褐 色 灰　 黄　 色
全 体 に光 沢 に ぷ い ， 特 に 外面 口 縁 は ほ と ん

ど光 沢 が な い 。 鉄 柵 2 度 が け ， 中 国 製 ピ ッ ト

ク 65 1 18 磁　 器 白 磁 小 皿 口　　　　 縁 淡 黄 色 ， 光 沢 が あ る 淡　 黄　 色 貫 入 あ り ピ ッ ト

ク 68 1 22 磁　 器 白　 磁　 碗 底 部 ～ 高 台 淡灰黄色，光沢 がある 高 台 断 面 台 形 ，底 部 へ ラ， 貫 入 あ り ピ ッ ト

ク 70 1 25 磁　 器 白 磁 小 皿 底 部 へ 高 台 乳 白色 ， 光 沢 が あ る 淡　 黄　 色 貫 入 あ り ピ ッ ト

ク 7 8 1 36 磁　 器 白 磁 小 皿 口　　　　 縁 乳 白色 ， 光 沢 が あ る 淡　 黄　 色 ピ ッ ト

ク 8 7 1 59 磁　 器 青　 磁 碗 口　　　　 縁 明緑灰色 ，光沢 がある ピ ッ ト

11 8 9 16 1 磁　 器 青 磁 小 鉢 口 ＿　　　　 縁 灰 白 色 ， 光 沢 が あ る 淡　 白　 色 胴 部 外 面 に蓮 弁 文 ピ ッ ト

ク 9 4 17 0 陶　 器 － 口　 縁　 付　 近 外一浅黄色，淡赤橙色
内一 にぷ い橙色

1ミリ前後の
白い粒を含む

内 外 と も ヨ コ ナ デ ， 口縁 近 く剥 離 ピ ッ ト

ク 1 12 第 1 曲輪 滑 石 製 石　　 鍋 口　　　　 縁 外 面 ス ス 付 着

ク 11 3 第 1 曲輪 滑 石 製 石　　 鯛 胴　 部　 下　 半

1 2 11 4 第 1 曲輪 磁　 器 青　 磁 碗 口　　　　 縁 淡 緑 色 ， 光 沢 が あ る

ク 11 5 第 1 曲輪 磁　 器 青　 磁　 盤 口　　　　 縁 に ぷ い 黄・色
光 沢 が な い 貴 人 あ り 11 6　と 同一 個

体 と思 わ れ る

ク 116 第 1 曲輪 磁　 器 ∃三　　　 舟几 底 部 ～ 高 台 に ぷ い 黄 色
光 沢 が な い

黄　 橙　 色 貫 入 あ り 1 1 5　と 同一 個
体 と思 わ れ る日　 磁　 票差

ク 1 17 第 1 曲輪 磁　 器 白　 磁　 碗 口　　　　 縁 淡 い灰 緑 色 を 呈 し，
光 沢 が あ る

灰　 白　 色 貫 入 あ り

ク 1 18 第 1 曲輪 磁　 器 白　 磁　 碗 底 部 へ・高 台 緑 が か っ た灰 白 色 灰　 白　 色 高 台 断 面 長 方 形

ク 1 19 第 1 曲輪 陶　 器 天 目 茶 碗 口　　　　 縁 茶 褐 色 へ・黄 褐 色
光 沢 が あ る

灰　 白　 色 ・粕 は 発 色 が よ く光 沢 も あ る が ， 口 唇 部 の み
内 外 面 と も 光 沢 が な い 。鉄 粕 2度 が け，中 国 製

ク 1 20 第 1 曲輪 陶　 器 瀬　 戸　 盤 口　　　　 縁 淡 オ リー ブ一色 ， 光 沢
が あ る 貴 人 あ り

ク 1 2 1 第 1 曲輪 陶　 器 備　 前　 壷 口　　　　 縁 外 一灰 色
内 一灰 色

1ミリ大の白
い砂粒を含む

ク 1 22 第 1曲輪 陶　 器 備 前 大 聾 口　　　　 縁 r外 一時 赤褐 色
内 一 に ぷ い赤 褐 色 ．

1ミリ大の白裾
の砂粒を含む

［
l

ク 1 23 第 1曲輪 陶　 器 常　　　 滑
寸書　　　 鉢 ．体　　　　 部 外 一灰 黄褐 色

内 一視 灰 色
嘉子品翳琵冒宜，

む

l
内 外 面 と も ナ デ　　　　　　　　　　　　　 ー

13 12 9 第 2 曲輪 磁　 器 青　 磁 碗 口　　　　 縁 明 緑 灰 ， 光 沢 が あ る － I貫 入 あ り　　　　　　　　　　　　　 1

ク

ク

ク

13 0 第 2 曲輪 磁　 器 青　 磁 碗 底 部 ～ 高 台 灰 白色 ， 光 沢 が あ る コ見 込 印 花 文 ， 貫 入 あ り

13 1 第 2 曲輪 磁　 器 青　 磁 碗 底 部 ～ 高 台 オ リ ー ブ、灰 色 ，光 沢
が あ る 見 込 印 花 文 ， 調 整 が や や 雑　　　 1

13 2 第 2 曲輪 磁　 器 青　 磁 碗 底　　　　 部 淡 緑 色 ， 光 沢 が あ る 見 込 印 花 文 ， 貫 入 あ り
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表4．土錘計測表

図 面

番 号

遺 物

番 号

遺 構 名

N o．
器　 形

法　　　　　　 量
色　　　 調 胎　　　　　　　　 土 焼　 成 備　　 考

現 長 （cm ） 最大径 （cm ） 重 （9 ）

9 26 3 6 土　 錘 3 ．1 1 ．3 5 5 褐　 灰　 色 きめ 細 か い 良　 好

ク 34 2 1 土　 錘 5 ．1 5 1 ．2 7 灰　 白　 色 きめ 細 か い 良　 好 完 形
全体 的 に風化

ク 35 2 1 土　 錘 4 ．2 5 1 ．5 1 0 灰　 白　 色 きめ 細 か い 良　 好 完 形

ク 3 6 2 1 土　 錘 2 ．85 1 ．2 5 6 灰　 白　 色 きめ 細 か い 良　 好 ピ ッ ト

ク 4 2 1 37 土　 錘 3 ．75 1 ．8 1 0 灰　 白　 色 きめ 細 か い 良　 好

ク 5 0 S　E　 5 土　 錘 2 ．45 1 ．1 5 4 浅　 黄 橙　 色 細 砂 粒 を含 む 良　 好

10 5 1 16 土　 錘 3 ．65 1 ．8 9 黄　 灰　 色 良　 好 ピ ッ ト

ク 5 9 79 土　 錘 2 ．95 1 ．3 5 灰　 白　 色 良　 好 ピ ッ ト

ク 6 0 7 9 土　 錘 3 ．0 1 ．3 5 灰　 白　 色 良　 好 ピ ッ ト

ク 6 1 7 9 土　 錘 3 ．2 1 ．5 7 灰　 白　 色 良　 好 ピ ッ ト

ク 6 2 7 9 土　 錘 2 ．7 1 ．5 5 灰　 白　 色 良　 好 ピ ッ ト

ク 7 1 12 7 土　 錘 5 ．1 1 ．4 8 浅　 黄　 橙　 色 き め細 か い 良　 好
ピ ッ ト
完 形

ク 7 2 13 2 土　 錘 3 ．5 1 ．4 7 灰　 白　 色 き め細 か い 良　 好 ピ ッ ト

ク 73 13 3 土　 錘 3 ．0 1 ．3 4 灰　 白　 色 き め細 か い 良　 好 ピ ッ ト

11 9 1 16 6 土　 錘 4 ．7 5 1 ．3 8 黄　 灰　 色 細 砂 粒 を含 む 良　 好 ピ ッ ト

ク 92 16 6 土　 錘 4 ．8 1 ．5 10 灰　 白　 色 細 砂 粒 を含 む 良　 好 ピ ッ ト

ク 1 10 第 1 曲 輪 土　 錘 4 ．6 1 ．3 6 黄　 灰　 色 紳 砂 粒 を含 む 良　 好 完 形

ク 11 1 第 1 曲 輪 土　 錘 4 ．7 1 ．7 12 灰　 黄　 色 き め細 か い ，細 砂 粒 を含 む 良　 好

1 3 1 28 第 2 曲 輪 土　 錘 3 ．6 1 ．35 6 黄　 灰　 色 き め細 か い 良　 好 完 形

表5．縄文土器観察表

図 面

番 号

遺 物

番 号
遺 構 名 器　 部

文　 様　 お　 よ　 び　 調　 整
焼　 成

色　　　　　　 調
胎　　　　 土 備　　 考

外　　 面 内　　 面 外　 面 内　　 面

13 133 第 1 曲輪 胴　 部 短i光線文
ナテP

ナデ 良　好 にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 0 ．5 ミリ大の砂粒多い

ク 134 第 1 曲輪 胴　 部 無文
よこナデ

よこナデ 良　 好 橙　　　　 色 に ぷ い 橙 色 細砂粒含む

ク 135 第 1 曲輪 胴　 部 i光線 3 条
ナデ ナデ 良　 好 浅　 黄　 橙　 色 浅　 黄　橙　 色 0．5ミリ以下の紳砂粒を多く含む

ク 136 第 1 曲輪 底　 部 貝殻腹縁刺突文
ナデ よこナデ，ナデ 良　 好 明　 黄　 褐　 色 に ぷ い橙 色 細砂粒含む

ク 137 第 2 曲輪 胴　 部 突帯 3 条
ナテP

たてナデ 良　 好 にぷ い橙 色 に ぷ い橙 色 0 ．5 ミリ以下の細砂粒多い
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第Ⅸ章　結 萱E
RR

昭和55年10月，5号地遺跡のちの入料遺跡から宮崎学園都市遺跡群の発掘調査がはじまった。人員的な事を含め，

全国的なレベルから10年遅れている，と言われ続けてきた本県埋蔵文化財行政の文字通り本格的な出発であった。そ

の後の歩みの決算はまだ出すことはできない。しかし，埋蔵文化財「保護」行政と言い得ないところに，決算の一つ

はある。そして，昭和61年の卓坂城跡・陣ノ内遺跡の発掘調査を最後にして，本報告書の刊行をもって宮崎学園都市

遺跡群の調査の全工程に一応の終止符がうたれる。

少なくとも学園都市遺跡発掘調査が，宮崎県考古学史上欠かすことのできない記念碑的調査となったことは確かで

ある。堂地西遺跡における剥片尖頭器を中心とした旧石器時代，平畑遺跡における縄文後，晩期の集落，前原北遺跡

・堂地東遺跡・熊野原遺跡・前原南遺跡へと時期を追い，時代を追い形成された弥生時代から古墳時代，さらには古

代・中世にいたる各集落，そして山内石塔群における500基を越える五輪塔・板碑群，これらは時にその量と抽出さ

れうる質において，本県のみならず全国的な考古学の課題にも応え得るものである。また，そのような評価を受けて

いる。遺跡群の位置から，宮崎平野部における中心的な遺跡とは言えず，むしろ周縁地域の文化を映すものである印

象は強いが，完結した一地域の全体像を伝えるものとしては，かけがえのない資料を提供する○その意味から言えば，

遺跡そのものの持つ固有な性格において貴重であるという以上に，各遺跡の有機的な関係において貴重であるといえ

る。ただ，振り返って，かくいう貴重なその全体像を発掘調査の上でも，本報告の上でもいかに引き出し得たかにつ

いては，諸般の制約を受けての調査であるとはいえ，は射まだ心もとない○その心もとなさが今後につなぐ課題とな

ろうか。いや，発掘調査から整理・研究そして報告書完成までの経費，日程，人員，技術，体制いずれをとっても，

現実的にはより苛酷な課題であり，実態的な解決以外に本質はない。

埋蔵文化財という原資料から導き出される考古学の成果については，今後も各時代を通じての検討が継続して行わ

れる必要がある。しかし，少なくともこれまでの成果をもってしても各時代について，土器編年をはじめとする「定

点」を与えることは出来た，とわたしたち自身自己評価してよいであろう○それを育てていけるか否かは，また別の

問題である。
4

その一方で，建設された学園都市のもとに消えさった遺跡群は，二度と取り戻すことのできない歴史的景観そのも

のであった。学園都市という極めて将来的な都市づくりの中に，回復不可能な歴史的環境を，何故残し得なかったの

か。このことはわたしたちの大きを弱点であったと，いずれ歴史的な評価を受けるであろう。都市づくりのなかに歴

史的環境を保存していくことは，それが将来的であればあるほど必要とされる創造的な構想である。また，行政上の

大きな課題でもある。ただ，その認識の徹底には，なお長い道のりを経かすればならない。ここでは，こうした構想

について全く議論が行われなかった訳ではないということを，やはり記しておきたい。

事前協議，分布調査を含め本報告書刊行にいたる今日まで10年の歳月が過ぎようとしている。その間，協議の席に

着いた多くの人々がおり，発掘調査に関わったより多くの人々がおり，整理作業を支えたまた多くの人々がいた。し

かし，かの土地に旧石器時代から積上げられた2万年に及ぼうとする歴史と，その破壊の上になった学園都市建設ま

での膨大な人間の営みという「山河」からすれば，そうした人々もわたしたちも，ついには一瞬の「点景」に過ぎな

いといえる。とはいえ，今日という時点を通過することなくして，歴史を将来に繋ぐことができない以上，わたした

ちのこのわずかな営みが確かなものであったことを信じたい。

（北郷泰道）
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